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宋元 明鑑紀 奉使抄 


f 


(一) ？ s の 劉  ,  , 

^. 字 は 子 政。 

靈の 一 族に 

して、^ に 

宋元明 鑑紀奉 使抄序  .  ， 

S に！： や 光  つか ひ  W た- 

^^M^ 大丈夫 使 を 四方に 奉じ、 事に 隨 ひて 專對 し、 君命 を 辱し めざる 者 は、 實に千 百世の 美 

す e 封 事 を 上  にに  (一)  H0  - ん 

お" 幾 1。 な 談 にして 余の 以て 稱道 せんと 欲する 所な り。 余 て 劉 子 政の ggt きを 讀 みしに 奉 使の 

チ奸說 iS 篇 あり。 其の 言に n  く、 「春秋の 辭、 相反す る もの 四 あり。 旣に 曰く、 大夫は 慰ず な 

其の 著、 君 道， 

し、 擅に 事 を 生ずる を 得ず と。 又：： く、 境 を 出で て 以て 社稷 を 安んじ 國家を 利すべき 

の 逸話 專 I ^を 

g ユ^ 人 主の ものお ち 之れ を專 にして 可な りと。 旣 に：：： く、 大夫 君命 を 以て 出づれ ば、 進艮 一大 

よ Is 

0;)  i 夫に 在りと。 叉 Z:  く、 君命 を 以て 出で て 喪 を 聞けば- 徐行して 反らず と」。 因って， 

鑑， 光 著 

^一 卷 述 する 所 あり。 要は 亦 皆專對 して： t しめざる の 道な り。 但だ 其の 載す る 所の 事實： 鬆，々 

人- 卞&師 幾 くもなき を 恨む のみ。 通 鑑を讀 むに 及び、 蘇武. §) 衆の 匈奴に 使し、 

永， 4 の-おめ^ う てん  (つ)  ？： 

輕 y ま？ 于 蒙に 使し、 燕の 梁 球の に 使し、 魏の李 順. 于仆 門の 涼 • 燕に 使し、 街の 鎖 )眞郎 

す。 單： 十 怒り 

お： S せす、 の 水： 希烈に 使し、 後 の 姚坤の 契 丹に 使す るの 類を觀 て、 其の 事 を 慕 ひ、 其の 人を尙 

朱 元 鑑， 紀；^ ト使抄  ,ュ 


ts 門 に 策 字:^ 
を は 使 あは； 5 

北し り德 
し 燕 、 、止 李 
に の 于 涼 、 順 
行 m 什 州 才 は 


使命 を * す 

(五) 七卷 

二 九 五 頁 頭註 

參照" 超 <4 善 

に 吏せ しに、 

偶-匈奴の 使 

も 亦 その 地 

至る。 の. 

王 匈奴 も 恐れ、 

超な んす。 

超 乃ち 知 奴の 

使 を 斬りて 王 

を 威服せ しむ。 

于赛に 使せ し 

も、 その 王 

& 奴の 使 を 斬 

りて 降る 

(六) 前 燕の 

廣 平の 人、 慕 

容 の 時に 大 

鴻胁卽 ち 外交 

使；！ i を 以て 長 

安に 使せ しに、 

苻 堅の 態度 野 

鄙辭禮 なし。 

C れを 責めて 

改めし む 


宋元 叨鑑紀 泰使抄  四 

び、 謂へ らく、 是れ 所謂 專對 して 奪し めざる 者なる かと。 因って 抄 して 


【と爲 し、 


說苑の 未だ 備 はらざる 所 を 補 ひ、 以て 後世の 外國に 使す る 者に 始 らんと 欲し、 而 して 

未だ 暇 あらざる なり。 

宋の蘇 明 允 言へ る あり。 「大丈夫、 將 たる を 得ず とも、 使と なりて 口舌の 問に 折衝す 

る を 得ば 足れり」 と。 方今 洋贼の ^獗、 H 一  日より ii.: し。 而 して 議者 方に 講和 を 以て 

(二)  た 

至 計と 爲す こと， 趙 氏と 異 るな に 一。 則ち 名將 ありと 雖も、 將た 何の 用 ふる 所ぞ。 獨だ 

口舌に 折衝し、 驕膽を 破り、 姦謀を くことの み、 尙ほ爲 すべきな り。 近 ごろ 聞く、 

(三)  タ ふ 

測 海の 議、 或は 將に國 使を發 して 夷 國に遣 はさんと すと。 是れ誠に！：^：が！：起仆の機、 

榮辱 の 會、 安ん ぞ專對 の 才を擇 びて 不辱 の 功 を 1^ さざる を g: んゃ = 


みだ 


吾れ 掘して 幽囚と なり、 時事 を傳 聞し、 空举を 張り、 

(四)  (5 

し。 偶.^ 木 元 通鑑. 明朝 紀事を 得、 隨讀 隨抄、 積みて 

(六)  お ほい  か 

の 專對、 洪 t "ら 三人の 辱し めざる、 前に 光に して 後に 列 r 夫の 蘇 • 鄭 • 班 • 梁 • 于. 


憂目 を 萬ら し、 孤 愤：^ らす 所な 

一 冊子 を 爲す。 喧、 富弼 • 楊 善 


顏 • 姚 と 比して 愧づ るな きもの、 而 して 其の 他 も 皆 一時の 節臣 烈士、  {Hi しく 仰ぎて 以 


きて 拘留 二 卜 

SI 年， 何れも 

ありて 太武 

帝の 賞 讚する 

所と なる 

(八) 第七卷 

SH ハ頁參 照 

(1) 名 は： 

老 泉と 號す。 

こ こ に 引け る 

語 は i^〕 宋八家 

文卷 十七 「石 

昌首が 北 使と 

な る を 送 る 

引」 に出づ 

(二) 朱 主の 

姓。 朱の 契 丹 

と 和 を 主と せ 

る を 云 ふ 

(三) 1  女 政 二 

年 三 H:  二十 七 

日米 國 船より 

日本 近？ g 側 量 

許可 願 あり、 

幕府 狼识 議定 

まらす、 或は 

使節 を 米國に 

造して 拒絕 

すべし との 該 

ありし をい ふ 

(E) 明の 齊 

應旅 ST 朱の 

太 建险ヌ 年 


け ふだ 


て 則 を 取るべき 所な り。 亦 以て 說苑の 績と爲 すべき か。 其の 閒 怯懦 命 を 辱し め、 ^詐 


國を賣 る 者の 若き、 則ち 亦 戒と爲 す 所以な り。 慮懷忠 • 沈 括 • 黄 中 • 蔡哲ら 諸人の 敵 

地を審 かにし 敵情 を 索め し 者に 至りて は、 則ち 余の 素志 遂 ぐる 能 はずして、 特に 奉 使 

者に 望む 所なる のみ。 

夫れ 所謂： f しめざる もの は 必死 自ら 分と する に 在り、 專尉 する もの は 國家を 利し 敵の 

心 を 服す るに 在り。 敵地 を審 かにし 敵情 を 索む る もの は、 擊： R 觸耳、 心の 存 する 所、 

智も亦 至る。 而 して 專對. 審 索の 二者 は 變に應 じ 機に 投じ、 初めより 定體 なし。 ^し 

つ  を さ  - 

めざる ものに 至りて はこれ を 平素に み、 これ を 方寸に 藏め、 至要 至 切、 至 簡至易 

苟も 是に 得る あらば、 怯 Si ハぬ詐 固より 亦戒 むる に 足るな きもの あり。 是れ 余が 抄を爲 

すの 大指 なり。 而 して t 下 二十 二 代、 其の 事^ 瀚 なり。 余、 將に往 i 偏搜周 索し、 以 

て 之れ を 補 はんとす。 今特だ 其の 了 S を 示す のみ。 然 りと 雖もズ 叫 も 其の 人に 非 ざれば" 

所謂 多し と 雖も亦 14、 を 以て 爲す 者ぞ。 而 して 固より 奉 使に 益な きなり。 因って 名 づけ 

て 宋元明 鑑紀奉 使 抄と爲 し、 且つ 之れ が 序を爲 る。 

宋 元明鑑 紀^ 使抄  五 


よ. 9 元 の 順 帝 

至 正 二 年に 至 

る S1 百 八十 二 

年間の 記事 

(五) 明朝 紀 

事 本末、 淸の 

谷應 f. 〈編， 八 

十卷 

(六〕 

張 部 . 朱 弁。 

後出 - 

(七) 後出 

(八) 海外 探 

索の 志 

(九) 論語 子 

路篇 第五 章に、 

「四方に 使し 

て專對 する こ 

と 能 はすん ば、 

多し と雖も 亦 

を 以て さ 

ん」 と 出づ。 

多し と雖も 1 

向 取る に 足ら 

る をい， 4 


宋元 叨鑑紀 奉使抄 

安政 三年 丙 辰 三月 十三 日 


六 


4 


:;2 丄 


宋元資 治通鑑 


二) 河 間の 

入. 宋の 太祖 

に從. ひ？ S 功 あ 

h -。 遷 りて 判 

EI 方 館 事と な 

り. 汀 陵府に 

知たり。 後江 

.sf: に し？. せる 

とき 途に 卒す 

(二) 五代の 

時荆 南に 主た 

りしが、 後 朱 

に歸す 

(三； 1§ に堪 

ふるもの をい 

(en 建 業と 

いひし こと あ 

り、 今の 南京 

(五) 以下 〇 

-iJT 號を附 し、 

1 字 下げに 組 

みおる 文、 松 

陰の 評な. 9 


宋紀 一 太祖 

ョ  、 、 

乾惠 元年 春 正月、 盧懷忠 を 遣 はして 荊 南に 使せ しめ、 之れ に 謂って； 3：  く、 「汀险 の 人情 

、  ？ 5  (二) 

§ 去就、 山川の 向背、 我れ 盡く 之れ を 知らん と 欲す」 と。 懷忠 還り て 言す 「高 繼冲 

で- -)  みつ  ばう れん くる 

の 甲兵 整へ りと 雖も、 而も 控弦三 萬に 過ぎず。 年穀 登れり と雖 も、 民 5< ^斂に 困し めり 

南 は 長沙に i く、 東 は を距 て、 两巴蜀 に 迫り、 北 朝廷 を 奉じ、 其の 勢、 HI に 給す 

るに9!^ぁらず。 之れ を 取る こと 易き なり」 と。 

〇(，^) 情の 去就、 山川の 向背、 是れ 等の 事、 君命な しと 雖も奉 使者の 固より 宜しく 知る 

ベ き Iw- なり。， 


宋紀三 太 (ぶ 

宋元 叫鑑紀 穴.. 使抄 


七 


f 一 ) 字 は 之 

輸， 藥も 好み、 

吏 事 を 能くす。 

太祖 群 誰れ 

か 文武 兼ね 全 

き 者なる を 問 

ふ。 趙普答 ふ 

るに 仲甫 を以 

てす。 使して 

BS??h より， S り、 

給 事 中 • 參知 

政 sf- に累拜 す 

(二) 開. W 中、 

太 原を征 する 

に 從ひ功 あり、 

累進して 忠. K 

節度 使に 至 

る。 平常 は溫 

和なる も 甲胄 

も 被 る ごとに 

毛髮堅 立す と 

いふ 

(三) 字 は 用 

之、 條慨 にし 

て 志操 あり。 

契 丹の 軍に 使 

して 和 fS を定 

め、 歸 りて樞 

密使 • 同 平 章 

事に 累拜 し、 

左 僕 射 敏待中 

も 加 へらる。 

查蹴后 朝に 臨 


朱 元 叨楚紀 奉使抄  八 

太平 輿國ニ 年、 辛 仲 甫を遣 はして 契 丹に 報ぜし む。 契 丹の 主、 問 ひて：： く 、「聞く、 中 

(二)  - 

^&-に党進と V ふ者ぁり、 眞に 將 なりと」。 仲甫 n: く、 「名 將： j:^ だ 多し、 進の 如き は 

犬の 材、 何ぞ數 ふるに 勝 ふべ けんや」 と。 契 丹の 主、 頗る 之れ を 留めん と 欲す。 仲膚 

曰く、 「信 以て 命と 成す。 義 留まるべからず、 死 あるの み」 と。 契 丹、 きい：^ いいで 

おく、 かへ * 

遣り 還す。 

〇 党 進の 對、 阔 體を 重んずる 所以な り。 li:;^ 義の 一一 一一：：、 使命 を 奉ずる 所以な り。 使 比く の 

如くに して、 君命 を 等しめ ざるな り。 而 して 其の 本 は 則ち 死 あるの み。 唯 だ 其れ 死 

あるの み。 契 丹、 安ん ぞ禮を 厚く して 遣り 還さざる を 得ん や。 

宋紀六 眞宗 

。一)—  -&  つ 

景德 元年 冬 1" 月、 閣門 紙候曹 利用 を 遣 はして 契 丹の 軍に 詣 らしむ。 帝、 之れ に； fj^f て 


曰く 「契 丹の 南來 は、 地 を 求め ずん ば 則ち 赂を邀 むる のみ。 關 『地、 中 國に歸 す 


(五) 


ぜん， 


る こと； u に 久し、 許すべからず。 漢玉 を 以て 單于に 賜 ふこと は 故事 あり」 と。 p、 


もや 中 人と 貴 

戚と權 も？^ ひ、 

利用、 内 待の 

構 ふる 所と な 

り、 房 州に 

せられて 縦 死 

す。 天下 これ 

も寃 とす 

(ra) 函« ：關 

以南、 今の 河 

北 省， 山 ig: 省 

の 地域， 古の 

雲 • 朔 • 擅 • 

欲 . 新 等 諸 州 

の 所在地 

(五) 漢の高 

帝、 劉 敬 をし 

て宗 室の 女 公 

主 を 奉じ、 單 

于の關 氏と 爲 

さしめ， 歳に 

^奴に 絮糟酒 

米 酒 を 奉す る 

ことと し、 約 

して：： 比 弟と な 

り、 以て 和親 

す。 これらの 

事實を いふな 

らん 

(六) 當 時の 

重臣、 正議を 

持して 譲らす、 

契 丹 をして 臣 


契 丹 を 愤り色 平 かならず。 對へ て 曰く、 「彼れ 妄りに 求む る 所 あらば、 臣敢へ て 生還 

せず」 と。 帝、 其の 言を壯 なりと す。 

〇 色 平 かならず。 生還せ ず。 是 くの 如き 者 を 以て 使と 爲 すべし。 

契 丹、 其の 臣韓： ^を 遣 はし、 書 を 持して 曹 利用と 供に 來 りて 盟を請 はしむ。 利用 首す- 

「契 丹、 鬭南 I の 地 を 得ん と 欲す」 と。 帝 曰く、 「言 ふ 所の 地を歸 すの 事 名な し。 若し 必 

ず邀 求せば、 朕當 に決戰 すべし。 若し金^^を欲せば、 朝廷の 體、 固より 亦 傷るな し」 

(六) まひな 、、、、、、、、、、、、、 ゝ、、 、、、-、、、、、 もと 、 、ゝ、 

と。 寇準、 賂 ふに 貨財 を 以てする を 欲せず、 且つ 其の 臣を稱 せんこと を邀 め、 及び 幽- 

けい ゝ、 ゝゝゝ ゝヽゝ ゝゝ、 たま ノ\  そし  た ひらぎ 

の 地 を獻ぜ しめんと 欲す。 會.' 準 を 譖る者 あり。 準、 已むを 得ず、 乃ち 其の 成 を 許す < 

復 たま：：： 利用 を 遣 はして 契 丹の 軍に 如き、 歲 Sc を議 せし む。 帝 曰く、 「必ず 巳む を 得ず 

んば百 萬と 雖も亦 可な り」 と。 準、 之れ を 聞き、 利用 を 刀：： して 幅に 至らし め、 謂って 


曰く、 「勅旨 ありと 雖も、 汝の 許す 所 三十 萬 を 過ぎな ば、 吾れ 汝を 斬らん」 と。 利用、 

(八)  あた  (九) 

r 晉、 我れ に 關南を sk へしに、 周の 世. 


(七) 


契 丹の 軍に 至る。 蕭 太后、 利用に 謂 つて 口 ノ 

宗 之れ を 取れり。 今 宜しく 還 さるべき なり」 と。 利用 In 

宋 元叫鑑 紀^ 使抄 


r 晉 . 周の 事 は 我が 朝 知 

プ 


と稱 せしめん 

こと を 主張せ 

るな り 

(七) 契 丹の 

主隆 緒の 母 

(八) の 高 

丹の 援 により 

こ 帝と 稱し幽 • 

朔等 十六 州 も 

割きて 與ふ 

へ 九) 後 周の 

二 代、 諱 は榮、 

本姓 柴氏、 北 

漢に 勝ち、 後 

蜀を 平らげ、 

後； £1 も 降し、 

契 丹 を 攻めて 

莫 . 0  . 易 諸 

州 も 得て、 關 

南 も 平ぐ 0 

( 一 ) 前 出 r 當 

に决 すべ し」 

の當の {,1 'もさ 

す。 常にす ベ 

しとい ふの み 

にて、 赏に決 

|,;^,の意ぁらす、 

卽ち百 萬 金 を 

與 ふる も 可な 

h  i いふの 根 

基 こ こ にあり 


-宋元 明鑑紀 牵使抄  •  一  〇  . 

らず、 歳 ごとに 金帛を 求め、 以て 軍 を 佐け しむる 若き は 尙ほ帝 意の 町 否 を 知らず。 地 

を 割く の 請 は 我れ 敢 へて 以て 聞かず」 と。 ^丹の 政事 舍人高 正始、 し J かに 前み て H く， 

「我れ 衆 を 引きて 以て 來り、 故 地を復 せんこと を圖 る。 右し.^ だ 金 •：： 山 を 得て 歸る のみ 

ならば、 吾れ 吾が 國 人に 愧づ」 と。 利用：：： く、：， 子、.^ T ぞ契 丹の 爲 めに 熟 計せ ざる。 契 

丹 をして 子が 首 を 用 ひしめば、 恐らく は 兵 を 連ね^ を 結び、 1： の 利に. 5^ ざるな り」 とハ 

うかが  えう 力ん し 

契 丹 猶ほ關 南を覬 ひ、 其の 監門 衞大將 軍姚^ 之 を 遣 はし、 書 を 持して 復た議 せし む。 

帝 許さず、 而 して 去る。 曹 利用、 竟に銀 十 萬兩. 紹ニ卜 萬 匹 を 以て 約 を 成して 還る。 

0 朝廷に 決戰の 二字 あり、 使者の 膽萬 倍す。 然れ ども 「當」 の 一字、 ， しに 是れ 「百 萬 

もと 

と雖 も」 の 根な り。 惜しい かな。 

そし 

準 を 譖る者 亦 何の 心ぞ。 趙宋 の强弱 をして 一 言の 下に f: ぜ しむ。 萬 世の 後まで 其の 

肉 を 食 はんと 欲す。 

弱宋の 事、 固より 言 ふに 足らず。 然れ ども 赂を邀 むれば 刖 ち，^ し、 地 を 求 むれば 則 

ち戰 ふ、 君臣 巳に 定論 あり。 後來 の、 議 未だ 決せず して はかに 行かし むる の 比に 非 


ず。 是 れ北宋 たる 所以な り。 

高 正 始に答 ふる、 語溫 かく、 理 明かに、 氣 烈し。 契 丹、 已に心 折. 


(二) 契 丹の 

主な h- 

へ 三) 字 は 鬼 

魯、 召されて 

左正言 となる。 

命. 交く るの 

日、 IT 利用 も 

論す。 性 硬い 吆 

強 劾 避く る 所 

なし。 後出で 

て鄆 州に 知た 

り 

(ra) 孔子の 

諡 

(五) 魯の定 

公の 時、 孔子 

大司寇 たり。 

定公齊 の景公 

と夾 谷に 省せ 

るに、 孔子 之 

れに從 ひ、 大 

いに 景 公の 無 

禮を尤 め、 其 

の 膽を拉 ぐ。 

史 記の 孔子 世 

象參照 


宋紀八 


Hi 


"た刁 


(二) 

ソ§ うしよ 


二  5 


天 聖九年 夏 六月、 契 丹の 隆緒 死す。 秋 七月 丙午、 契丹來 りて 哀を吿 ぐ。 龍圖閣 待制孔 

§  、 、 

道 輔を遣 はして 契 丹に 使せ しむ。 燕の 使者 優 人、 文 宣 王 を 以て (演) 戲を爲 す。 道輔、 

艴 然として 徑 ちに 出づ。 撮 使 主客の 者邀 へて 還り^ せしめ、 且つ 謝せし む。 道輔、 色 

を 正して n: く、 「屮阈 と 北朝と 好 を 通ず る は 禮文を 以て 相 接す。 今 俳優の 徒、 先聖 を 

侮慢す、 而 して 之れ を 禁ぜざる は 北朝の 過な り。 何ぞ 謝する こと を爲 さん」 と。 是に 

至り、 益. -禮 重き を 加 ふ。 道輔は 孔子 四十 五世の 孫な り。  . 

(K)  一く 

〇氣 烈しく 詞 正し。 先聖 夾 谷の 遣 風 あり。 契 丹 安ん ぞ禮 重き を 加へ ざる を 得ん や。 辛 

仲甫の 事、 叉 此れと 類す。 大抵の 奉 使， 敵 网の敬 揮す る 所と なる に 非 ずん ば、 則ち 

上 は 必ず 國命を 等しめ、 下 は 必ず 其の 身を危 くす、」 

宋元 明鑑紀 本使抄  .  一 一 


朱 元 w- 鑑紀 奉使抄 


二) 字は稚 

圭、 宋 代有數 

の 名 臣。 趙元 

昊の 反する や 

サゃ 仲；^ とと も 

に 兵 問に ある 

こと； J<- しく 賊 

の 心 膽を寒 か 

らしめ、 名 1 

時に 重し。 英 

宗の昨 右 僕 射 

に拜 せられ、 

魏國 公に 封ぜ 

らる。 圃策 を 

决し社 の臣 

たり。 知 制 _ せ， S 

は 天子の 詔令 

も 知す る大官 

(二) 興 州に 

居り、 

終 ，宥 等 十三 

州も據 有して 

大夏 帝と 僭 

號 して 入寇す 

(三) 擧 者に 

して 名臣。 天 

下に 先って 憂 

へ、 ：大 下に 後 

れて樂 しむ を 

以て 志と す。 

官は參 知 政事 

に 至る。 人 

語を爲 して 曰 


宋紀九 仁宗 

康定 元年、 知制誥 韓琦、 蜀に 使して 歸り、 西師の 形勢 を 論ずる こと だ悉 せり。 

〇 韓公、 蜀に 使す、 心 を 用 ふること 知るべし。 

(二)  (一二)  I  、、ゝ むか、、 ゝゝゝ 

慶暦 元年 三月、 趙元昊 の范仲 流に 答 ふる 書、 語 不適 多し。 仲^、 來 使に 尉 ひて 之れ を 

^^^0 仲掩、 時に 永 

^< 興 に 知お り。 

むか  (四) 

〇 使に 對 ひて 書 を 焚く。 乃ち 范公 たる 所以な り。 幣を 焚きし 者 を 去らし むる と 大いに 

異なり。 是れ奉 使に 非 ざれ ども、 類に 觸れて 抄出す。 下是 くの 如き もの ii.: だ 多し。 

二 年、 契 丹の 主、 南 侵の 意 あり。 蕭特 末. 劉」 ハ符を 遣 はし 來り書 を 致して 故 地 を 取ら 

 §     , そしゅん il  

ん とし、 及び 師を舆 して 夏 を 伐つ こと、 及び 沿 邊に水 澤を疏 港し、 兵 成を增 益す るの 

(六)  ねぎら  やま ひ 

故 を 問 はしむ。 富弼 をして 接伴 使と 爲し、 迎 へて 之れ を勞 はしむ。 特末、 疾に 託して 

拜 せず。 弼 曰く、 「吾れ 嘗て 北に 使せ しとき、 病みて 車中に 臥せし が、 命 を 聞きて 輙 

ち 起てり。 今子拜 せざる は何ぞ や」 と。 特末 等、 曼 然として 起ちて 拜す。 弼、 懷を開 


く、  ；.？ 中 K 挺 

、き あり、 

W 賊 之れ も 聞 

きて 心膽 し。 

ソ さあり、 西賊 

之れ ナビ 問き て 

ig を 驚 破す」 

と 

(S) 不明 

(五) 西 夏の 

太守 趙元昊 を 

伐つ のこと 

(六) 河南の 

人、 字 は X5S 國。 

名臣。 仁宗の 

時、 契 丹に 使 

し、 和 戰の利 

害も辨 じ、 南 

北の 尺 をして 

兵 革 も 見し め 

ざり し こ と數 

十 年， 遣って 

樞 i5 副使に 拜 

せらる。 至 和 

年中、 相 とな 

る。 王 安 石と 

八 口 はすし て 致 

仕す。 韓國王 

に封ぜ られ、 

卒して 文忠と 

$3. せらる 

(七) 爽^ を 


いて 與に 語る。 特末、 感悅 して 亦復た 其の 情を隱 さず、 密かに 其の 主の 得ん と 欲する 

所の もの を 以て 告げ、 且つ 曰く、 「之れ に從 ふべ し、 然らずんば 一事 を 以て 之れ を， M 

がん」 と。 弼、 具 さに 以て 聞す。 帝 唯 だ 幾 g^,wrrvj を 許し、 或は^^le^の—tlりif,て 

其，^ 子— に 嫁せ I し，：^.^ とし、 弼 をして 報 g: せし む。 弼、 命 を 得て 卽ち 入りて 對し、 叩頭 

して 曰く、 「主 憂 ひ臣辱 しめらる、 臣敢 へて 其の 死 を 愛しまず」 と。 帝、 爲 めに 色 を 


動かす。 弼を 搞密直 學士に 進む。 弼、 辭 して 曰 


,國 家 急 あ 


； として 勞を i.ef ら 


、 ゝゝゝ あら か t ゝゝ ゝゝ、 ゝゝ、 ゝ おく  、 、 

ず。 奈何 ぞ 逆 め 官群を 以て 之れ に赂 らん」 と。 遂に 往. 


〇 夏 を 伐ち、 澤を疏 し、 戌 を 益す こと、 皆 以て 南：； 5- の 名と 爲 すべし。 小 を 以て 犬に 交 

はり、 弱 を 以て 强に交 はる、 其の 難き こと 是 くの 如し。 故に 人と 交 はらんと 欲せば、 

必ず 先づ ほら 强 大に爲 せ。 然らずんば 則ち 命 に^へ ざ ら ん 。 

命 を 聞きて 輙ち 起つ は禮 なり。 懷を 開いて 與に 語る は 信な り。 而 して 北虜 をして 矍 

然として 起ちて 拜し * 其の 情 を隱さ ざら しむ。 富 公、 人より 高き こと 一等な り。 世 

"t  (七) 

或は 謂へ らく、 犬 羊 信な し、 安ん ぞ禮義 を 知らん と。 是 くの 如き 者 は 以て 鬪將 と爲 

宋 元叨鑑 紀^ 使抄  一 三 


「s| の 、二 

P*! 北 中：: 

あ '北 

り 長 部 今 
城代 山 
の縣西 


朱元i^J鑑紀奉使抄  一 四 

指す  すべく も、 以て 使者と 爲 すべから ず。 

富弼 還りて 復た契 丹に 至る、 契 丹の 主宗眞 を 見て、 言 ひて 闩 く、 「兩 朝の 人 主、 父子 

よしみ  なん/ \  I 

好 を繼ぐ こと 四十 年に 垂 とする に、 一 n; にして 地 を 割かん こと を 求む る は何ぞ や」。 

二)     

契 丹の 主 曰く、 「南朝 約に 違 ひ、 雁 門 を 塞ぎ、 塘 水を增 し、 柳 際 を 治め、 民兵 を籍 す。 

將に 以て 何 をか爲 さんと する。 群臣 兵 を 舉げて 南 せんと 請へ ども、 一;^,"れ謂へらく、 使 

し  おそ 

を 遣 はし 地 を 求めし むる に 若かず、 求めて 瘦 ずん ば、 兵を擧 げん も 未だ 晩から ずと」。 

(二) 

、ゝゝ <»  、、ゝ .-、、、、、/•、、  .4.- ん えん 

0^ 弼 曰く、 「北朝 は章聖 皇帝 I の 大德を 忘れし か。 遭 淵の 役、 苟も 諸將の 言に 從 はば、 

5,3 难の によ -., ：、 ぱ  F  、ゝ、 ゝ、 

りて 淵に 親 北兵脫 るる を 得た る 者な からん。 且つ 北朝 中 國と好 を 通ず ると き は、 則ち 人 主 其の 利 

征し、 大いに  ゝ 

^0^^ を專ら にして、 臣下 獲る 所な く、 若し 兵 を 用 ふるとき は、 則ち 利 臣下に 歸 して、 人 主 

しむ。 事は景 

.德- 兀年 にあり 其の 禍に 任ず。 故に 兵 を 用 ひん こと を勸 むる 者 は 皆 身の 爲 めに 謀る のみ」 と。 契 丹の 

5) 石 敬簿。 主 驚きて 曰く、 「何の 謂ぞゃ 一。 弼 n く、 「晉の 高撤、 天 を 欺き 君に 叛き、 末 帝のと き 

末 帝 は 石敬密 

^u^^ 昏亂 し、 土，： 于狹 小に して 上下 離叛 せり。 故に 契 丹の 全師獨 り？ 兄て り。 然れ ども！ r 金 

じゅうじん  、ゝ、 

幣を 獲て、 諸臣の 家を充 籾せ しめ、 而 して 壯士健 馬 物故す る もの 大半な り。 今 中！： は 


園の 屯 時 ^ 
時 ffl の S 
W  , 使 M 
た齊 、北 太 

り ナ H  S 治 宗 

の宗 の 


、、、、  、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、 、、、^  、、、、、、■、、 

提封萬 S -、 精兵 百 萬、 法令 修明 にして、 上下 心 を 一 にす。 北朝 兵 を 用 ひんと 欲する も、 

、、 、、ゝ 、、ゝ ゝ、 ゝ  たと  うしな  、ゝ、 ゝ、 ヽ、、 

能く 其の 必勝 を 保 せんや。 就 ひ 其れ 勝つ とも、 亡 ふ 所の 士馬 は、 群臣 之れ に當 るか、 

抑. -人主 之れ に當 るか。 若し 通好 絕 たずん ば、 歲幣盡 く 人 主に 歸す、 群臣 何ぞ利 せん」 

と。 契 丹の 主 大いに 悟り、 首肯す る こと 之れ を 久しう す。 弼又 曰く、 「脈 r: を 塞ぐ は 

げんかう    (四)   

元 昊に備 ふるな り。 塘水は 何 承！ に 始まる、 事 は 通好の 前に 在り。 城 ill は 皆舊を 修め、 

ir 兵 も 亦 闕を補 ふの み。 約に 違 ふに 非ざる なり」。 契 丹の 主 曰く、 「卿の 言な かりせば、 

;^jロれ其の詳を知らざらん。 然 りと 雖も. 吾が 祖宗の 故 地 は 當に還 さるべき なり」。 弼：： 

(ち 

お u?，f  く、 「晉、 盧龍を 以て 契 丹に 赂し、 の世宗 復た關 南の 地 を 取れる は、 皆異 代の 事な 

• り。 若し 各. "地 を 求めば、 おに 北朝の 利な らん や」 と。 旣に 退く。 劉六符 闩 く、 「君 

主 金 幣を受 くる を 恥ぢ、 iiq,.F 縣^ 欲す、 何， s」。 弼 H く、 「本朝の 皇帝 嘗て 言へ らく、 

紙 宗の爲 めに 國を 守る、 に敢 へて 妄りに 土地 を 以て 人に 與 へん や。 北朝の 欲する 所 

は 租陚に 過ぎざる のみ、 朕 多く 兩 朝の 赤子 を 殺す に 忍びず、 己れ を 0W して 幣を增 し以 

て 之れ に 代へ たり。 若し 必ず 地 を 得ん と 欲せば、 是れ志 盟を败 るに 在り、 此れ を假り 

朱 .Is 叫鑑紀 ぉ使抄  一 五 


のせ 隋の今 2 
名 し末獻 河 c 
あ を 長縣北 
り 以樂の 省 縣 
て 王 地中 名 


宋元 叨鑑紀 奉使抄  - 六 

て 辭と爲 さんの み。 澶 淵の 盟、 天地 鬼神、 其れ 欺く ベ けんや」 と。 六符、 其 が" に 謂 

つて 曰く、 「南朝の 皇帝 心を存 する こと 此 くの 如くん ば 大いに 善し。 當に 共に 奏して 

兩 主の 意 を通ぜ しむべし」 と。 明日、 契 丹の 主、 弼 を：^:: して 同じく 獵す。 弼の馬 を 引 

きて 自ら 近づき、 謂って 闩 く、 「地 を 得ば 則ち 歡好 久し かるべし」 と。 弼、 反- 设 其の 

. 不可の 狀を陳 じ、 且つ 言 ふ、 「北朝 は 旣に地 を 得る を 以て 榮と爲 し、 南朝 は 地 を 失 ふ 

を 以て 辱と 爲す。 兄弟の 國、 3 一 に 一 は榮ー は 辱なら しむべ けんや」 と。 獵罷 む。 六符 

曰く、 「吾が 主、 公の 榮 辱の 言 を 聞き、 意 甚だ 感 悟す。 今 は 惟 だ 結 I 船の 議 すべ き ある 

、1 ノ  ti^JI-  、、ゝ 、\、 、、ゝ ゝ  (】 ン 

女 公お ほ? のみ」 と。 弼闩 く、 「結^ は 嫌 隙 を 生じ 易し。 本朝の 長 公 主 出で て 降す る も、！！ し 送る 

びん  し 

は 十 萬 維に 過ぎず。 豈 に歲幣 無窮の 利なる に 若かん や」 と。 契 丹の 主、 弼に 論し 還ら 

しめて 曰く、 「卿の 再び 至る を俟 ち、 當に 一事 を擇 びて 之れ を受 くべ し、 卿 其れ 遂に 誓 

つぶ   

, 書 を 以て 來れ」 と。 弼、 還り i ハ さに 以て 帝に 白す。 帝、 復た弼 をして， 和親 . ！^^のニ 

部  . 

都 議 及び 誓 書 を 持して 契 丹に 往 かしめ、 且つ 命じて 口 傳の詞 を 政府より 受けし む。 旣に 

行き、 樂壽に 次す。 副使 張 茂實に 謂つ て 01  く、 「吾れ 使と なりで！： 書 を 見やい &ぃき 


(一！！). 埴 るる 

こと を 名 H と 

して 増 幣 する 

にます となり 

fsl)  iJf 、厥の 

利： S- 汗の こ 

とリ tew 利 政 も 

si り、 突 厥の 

他の 部族 叛く。 

街の 太宗、 將 

東 李靖も 遣 は 

して これ を 破 

り、 遂に 擒に 

す 


詞と. 口 傳と異 らば、 ！^^；：：が事敗れん」 と。 啓き 視れば 果して 同じから ず。 馳 せて 都 二 量 

ほじ  I  ス 

^  „ ^お を 以て 入りて 見えて：： く、 「政府 故ら に 此れ を爲 して 以て 臣を陷 れんと す。 

ぼ 力 は 惜しむ に 足らず、 國事を 如何せん」 と。 遂ぃ^-;;」：^^、へ でハ化ぃ。 九月、 弼、 契 

丹に 至りし に、 復た ws?¥、 專 ら^が— f さんと 欲す。 且つ 曰く、 「南朝 旣に 我れ 

の歲 幣を增 す、 其の 我れ に 遣る の辭、 當に獻 と 曰 ふべ し」 と。 弼 M く、 「南朝 兄 ヒリ、 

豈に 兄の 弟に 獻 ず，^ こと あらん や」。 契 丹の 主 口く、  r 然 らば 則ち 納の 字と 爲 せ」。 弼闩 

く、 「亦 不可な り」。 契 丹の 主：：： ぐ、 「南朝 旣に 厚幣を 以て 我れ に 遣る、 是れ 我れ を懷る 

るな り。 一 字に 於て 何 か あらん。 若し 我れ 兵 を 擁して 南せば、 悔な きを 得ん や」。 弼门 

く、 「本朝 は 南；？^ rs^ い .ii^ わ、 ：^ぃ^3^り^:ぃで|-〔,ふ^^.^ぃ。 や^  Pi 

るると 爲 さん。 或は 已むを 得ず して 兵 を 用 ひば， 則ち Isi^ まい £^ でき かり^;^ やい。 

使臣の 知る 所に 非ざる なり」 と。 契 丹の 主：： く 、「卿 固執す る ことな かれ、 古 之れ あり」。 

弼 臼 く、 「古より 唯 だ 街の 高祖の み 兵 を 突 厥に 借る。 當時贈 遺す るに 或は 獻納 と稱せ 

り おれ ども 後に^ 利が 太 宗の擒 ふる 所と なりてより は、 おに 復た. y の禮 あらん b、 - 

朱 元 叨鑑紀 奉使抄  . ヒ 


I 


( 一 ) 北院欖 

密 副使の 官に 

在り 


(二) 當時宋 

の 知制諾 たり 


(で 一) 眞宗の 

年號、 其の 時 


宋元明鑑紀^！^使抄  一 八 

と。 l^^i^Ife い。 契 丹の 主、 奪 ふべ からざる を 知り、 乃ち H  く、 「合れ 當に 自ら 人 

を 遣 はし 之れ を議せ しむべし」 と。 乃ち 增幣 の， 書 を 留めて、 耶律仁 先 • 劉六符 をし 

て 誓 書 を 持し、 弼と 俱に來 り、 且つ 獻納の 二字 を議 せし む。 弼 至り、 入りて 對 して！^ 

く、 「ー、ー{!^^^1£1.かりかて.^!れを担み、 虞の 氣折 けたり、 許す ことな か气 へし」 と。 1^ 

竟に納 の 字 を 以て 之れ に 許す。 是に 於て 歲裕 銀紹各 お 兩を增 し、 送りて 白 溝に 

If- り、 ぎりて 適 を 遣 はして 誓 書 を 持し、 仁 先と 與に契 丹に 如き 之れ を 報ぜし む。 契 

あと 

丹 亦 使 を 遣 はし 再び霄 書 を 致 •  し、 來 りて 兵 を 撒せ し を 報ず。 是れ より 通好 故の.^ し 

〇 富 公が 契 丹 を 折く、 言 首 皆 契 丹の 爲 めに 長 策を畫 す。 是を 以て 契 丹の 心 誠に^ 服す。 

富 公の 及ぶべからざる 所以、 此に 在り。 約に 違 ふの 四 事を辨 ずる こと 極めて 明晰、 

獻 の 二字 を 論ずる こと 極めて 激厲、 使の 是 くの 如き もの ありて、 而も 遂に. を^ 

し 納を稱 す。 仁 宗の罪 犬な り。 

(i) 德の約 は 銀 十 萬、 絕 二十 萬、 共に 三十 萬な りしに、 今 各 > 十 萬を增 す。 則ち 前と 

通じて 五十 萬な り。 


勘 ti!"^ 行 川路 

mf.  {it 政 元 

年プ チヤ —チ 

ン長 崎に 来る 

や， 尺 ！：： 付 筒 

„^ 政憲 と共に 

長 崎に 急：〃 し 

て 折衝し、 接 

見 卜數. 1、 遂 

に我か主；^^を 

貫徹し、 露 使 

もして や-しく 

退 帆せ しむ 


「若し 各  >  地 を 求めば、 1 ぜ： に 北朝の 利な らん や」 の 一語^だ 透る。 近 ごろ 1, 路の #： 

まに 對 して 蝦夷の 地界 を 論ずる、 蓋し 亦 此の 意を祖 とす。 

富弼を 以て 翰林 學士 と爲 す。 辭 して 拜 せず。 弼、 始めて 命 を 受けて 契 丹に 使 するとき- 

j 女の 卒する を 聞き、 再び 往く とき 一 男の 生る る を 聞け ども、 皆 顧みず。 家書 を 得る 

、、、、、ひら ゝ、 、、、、、、、、、、  ゝ、、 、、ゝ 、ゝ 

も 未だ 嘗て 發 かず。 輙ち 之れ を 焚きて：：： く、 「徒らに 人 意を亂 す」 と。 是に 於て 帝復 

た^ 密直學 士の命 を 申ね しも、 弼辭 す。 又 翰林 學士に 除せ しに、 弼、 懇ろに 辭 して 11 

く、 「歳 幣を增 す は臣が 本意に 非ず、 特だ 方に 元 長 を？.^ つ を 以て、 未だ に 角す るに 

暇 あらず、 故に 敢 へて 死 を 以て 爭 はざる なり。 安ん ぞ敢 へて 賞 を 受けん か」 と。 

2)  わ -J 

啓 W 々として 泣け ども、 ，广れ 子と せず と は、 禹の水 土 を 平ぐ る 所以な り。 而 して 

富 公 は 則ち これに 過ぐ る もの あり。 お を 5," す は 則ち 仁宗の 罪に して、 而 して 爭はざ 

る を 以て 赏を辭 せし は、 又 所謂 罪 を 負 ひ嘿を 引く もの か。 


(五) - 紫は禹 

？, 禹 治水 

に 奔走して 之 

れ を.， f, として 

© 念す る啦な 

力 り さ 

. (六) 畲經大 

禹 ポれ に出づ C 

一  身に 

t5 受ける こと 


宋紀 十三 神宗 

お 元 明 II 紀 率使抄 


し 

ゾ. 


宋元明鑑紀^！^使抄 


二 〇 


二) 字 は 仲 

0. 巧 仲淹の 

下、 IS 功 を 

院 事に 累官 す。 

哲宗の 時左武 

!_i 上将， ポを以 

て 致仕して 卒 

す。 當れ. 艇延 

宣撫た り 

(二)  i.^ 

楚も L 齊に 

たば 秦の商 於 

の 土地 六 百 里 

も？ g ぜんと 欺 

き說 き，、 故事 

(三) 字 は. ヘム 

才、 延 州に 知 

たりし 時、 .M 

も 破る の 策 を 

獻す t 龍園閣 

直 磷士に 進む 


熙寧ニ 年、 夏 主 乗 常、 安 遠 • 寒 門の 二 化-化 を^ れんこと を liii ひ、 以て 极州を 乞 ふ。 詔し 


(1) 


三) 

一 や 5 お 


て將に 之れ を 許さん とす。 郭逵上 言して 门く、 一  此れ 正に 商 於 六 百 里の 策な り。 先づ 

ニ此ぉ を! < ふるに 非 ずん ば、 綏を與 ふべ からず」 と。 朝議 以て 然 りと 爲す。 夏 主 其の 臣 

(一二) せつ  S.  い 

岡萌訛 をして 來り言 はしめ、 先 づ緩を 得ん と 欲す。 逵、 趙^ 等に 命じて 夏に 如き、 納 

るる所，，のニ此-ゐを1^_7、 且つ 地界 を 定めし めんと す。 罔 萌ま對 して く、 「朝廷 本と 二 

此. ろ を 得ん と 欲す、 地界 は 約す る 所に 非ず」。 高 口 く、 「然 らば 則ち 塞 門 • 安 遠 は ニ牆墟 


のみ、 安ん ぞ 之れ を 用 ひん。 ニ此 石の 


1 と 三十六^ あり、 且つ 長 城の 嶺を 以て 界と 


爲す。 西 平 王鮮符 移す 所の 書、 固より あり 一。 罔萌 ：^、 語 来が る。 离、 夏 人の 盟を渝 

、 、 、 き-つ \  、、、、、、、、 

ふる を 以て、 請 ひて 拔 州に 城き、 以て ニ此" と 易へ ず。 之れ に從 ふ。 

〇 地 を 易へ 界を定 むる に、 張 儀の 故智 を祖 とする もの 多し。 s!^ は 黠ム. i を 受け、 弱は强 

の爲 めに 劫かさる。 察せざる ベから ざるな り。 趙卨、 故 書 を 以て 證と爲 し、 州に 

城く に 及び、 二 化石と 易へ ず。 策の 得た る ものな り。 


(£)  * が 戌 

"ft を spl- 舗舍 

も 起せる を以 

て、 それ を 名 

として 遼の侵 

人し 来れるな 


宋紀 十五 神宗 

熙寧七 年、 遼、 |£ 河 東路の 沿邊に 4、ils*^、  を 以て、 ^^1.應：柳の 

三 州 界內に 一!;^ 入し、 林^: 肅-; i をして 來 らしめ、 こと を！ IS 

し 乞 はしむ。 の歸る や、 帝、 ..s:! する に、 三 州の 地界 は 官を遣 はす を俟 ちて、 北^ 

の 官と境 上に 卽 きて 之れ を議 せんこと を 以てす。 遂に 太 常少卿 劉忱に 詔して 遼にぜ か 

しむ。 遼、 ^€密 副使 蕭素を 遣 はして 忱と代 州の 境 LJ に會 比しむ。 


〈五) 宋元： 通 

II に は 「至 時 

以罔収 也」 

に 作る 

(六) ネは玉 

汶、 一 中、 

柩 密院 事に 知 

たり。 哲宗の 

時、 ^書 右 僕 

射に 拜 せられ、 

«1 確の 姦狀を 

暴す。 太-. f 太 

保 を 以て 致仕 

す 


宋紀 十六 神 { -.^ 

熙寧八 年 三月^ 子、 劉忱 等、 蕭 素と 大》1^ 平に 會し、 三た び議 して 決する 能よ ず。 はお 初 


め蔚 *歡： 應三州 分水嶺の 土矓を 指して 界と爲 す。 忱、 之れ と 行き 視 るに 及び、 土隴 

(.^r -。 乃 ち^だ 云 ふ、 「分水嶺 を 以て 界と爲 さん」 と。 凡そ 山 皆 分 水 あり。 慮の 意、 

^  >  ^  \  、 あざむ ゝ、. 、、- »、、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

是 にみ.^ りて 岡き て 取る. を. とするな り。 相 持す る こと 之れ を 久しう す。 是に 至りて 遼 

(六) 

主 復た蕭 ^を 遣 はし 來り、 沈 等の； t 一延 を 以て 言を爲 す。 乃ち に 命じて 忱 等に... -り、 

朱 元 明鑑紀 本使抄  二 一  . 


( 一 ) 字は存 

中、 契 丹に 使 

し歸 りて 翁 林 

藥 士に拜 せら 

れ 出で て宣州 

を鑼 す。 光淥 

少卿も 以て 卒 

す 

ニー) 黄河の 

東に 在り 


(三) 沈 括の 

意志 を楚 ふこ 

と 能 はさるな 


宋元明^^紀奉使抄  一二 一 

遼 使と 議 せし む。 鎮、 ^と ひ辨 じて 或は 夜分に 至る。 お 分 水 5;? の說を 執りて 變ぜ 

ず。 館に 留まり、 肯 へて 辭 せず して 11  く、 「必ず 請 ふところ を 得て 後に 反らん」 と。 

ち や、 か， つ (1)  、 、、ゝ ゝゝゝ  ゝ ヽゝ、 

帝 巳む を 得ず、 先 づ知觚 ま § 沈 括 を 遣 はして 報 せし む。 ^、  te^ 密院に 化：？ り、 故 牘を閱 


して、 ^ii 議 する 所の 疆地書 を 得た るに、 古長 城 を 指して 分界と 爲す。 今爭ふ 所ァち 

相 遠ざかる こと 三十 餘欺； なり。 表して 之れ を 論ず。 帝 喜びて ほく、 「犬お 殊 

に 本末 を 究めず、 幾 ど 國事を 誤る」 と。 乃 ち^に e 金千兩 を^ ひて 行かし む。 ^、 遼 

に 至る。 遼の 相、 楊 益戒、 與に議 して： W せし むる 能 はず。 一?l はりに：： く、 「數 単； の 地 忍び 

ずして しく 好を絕 つや」。 括、 H く、  r 師は 直なる を 壯と爲 し、 曲なる を 老と爲 す- 

か 北朝 先君の 大 信を棄 て、  威 を 以て 其の 民 を 用 ふ、 我が 朝の 不利に 非ざる なり」 と。 

凡そ 六た び會 して 竟に奪 ふべ からず。 乃ち 還る。 括、 道に 在りて、 其の 山川の 險易^ 

、 、、ゝ じ なう 、、、、、、、、 、ゝ ゝ、、 、、づ 、つく、、、  -、 ノ、、 一、  0 

直、 風俗の 龐、 人情の 向背 を圖 し、， 契 丹に 使す るの 圖を爲 りて 之れ を 上る 

つ 「罔き て 取る を 可とする なり」、 「相 持す る こと 之れ を 久しう す」、 「遷延 を 以て： 一：." を 

爲す 一、 「必ず 請 ふところ を 得て 後に 反らん」 と。 古今 構 情、 一 の 如し。 


s) 宋元通 

によれば、 

こ の 前文に 

「韓竊 をして 

河 東に ゆきて、 

地を割きて以 

て遼にぁ^^ へ 

んこ とも 詔 

す」 と 出，. つ。 

(五) 王 安 石、 

當時 宰相たり 

(六) 孔子の 

語 を 用 ふ。 論 

語 先進 篇に出 

づ 


古 の 牘を閱 す る は 界を定 む る の 要 著、 山川 を圖 する は 奉 使 の 佳 事。 

(£)  (五)  、 

秋 七月、 遼使疆 事 を 爭ひ議 す。 決せず。 帝、 安 石に 問 ふ。 安 石、 帝に 勸 めて：： く、 「將 

に 之れ を 取らん と 欲せば、 必ず 姑く 之れ を與 へよ」 と。 是に 於て 詔して 分水嶺 を界と 

爲す。 ぼ、 乃ち.^ る。 戊 子、 天 章 閣待制 韓鎮を 遣 はして 河 東に 如き、 新 ，5^ 割きて 之 

れを與 へしむ。 凡そ 東西 地 を 失 ふこと 七 kn 里、 遂に 異日興 兵の 端を爲 す。 

〇 安 石の 一言、 地 を 失 ふこと 七 百 里、 又 興 兵の 端を爲 す。 是の 故に 夫の：：^ 者を惡 む。 

大抵 兩國、 事を議 する、 能く 久しき を 持す る 者 必ず 克っ。 獻納の 二字、 富弼、 死 を 

以て 之れ を爭 へる に、 何 如ぞ仁 宗卽ち 之れ を 許した る。 長 城の 分界、 沈 括 六た び會 

して 奪 はれざる に、 何 如ぞ神 宗卽ち 之れ を與 へたる。 名分の 一字 も、 國 體の存 する 

所、 封疆 の：^ 地 も、 ？ i 宗の 遺す 所、 寧ん ぞ死を 以て 守らざる ベ けんや。 


(七) 敬塘 

の 建てし！ I  一  a 


宋紀 二十 EI 徽宗 


宣和四 年、 初め 朝廷の 金と 約す る、 恨 だ 石：！ 一  ：！ の 契 丹に 赂 せし 故 地の み を 求めて、 平 

. .i^ 元 明 il 紀^ 抄  二三 


宋元明 鑑紀产 ぃ使抄 


二 四 


(一) の 露 

宗の 時、 S 

李 克闲に せ 

られ て、 00 

の 節度 使たり 

(二」 宣 和の 

時、 相お り 

(三) もと 燕 

人 Bg 植 なり。 

朵に歸 し 金と 

結び 遼を攻 む 

るの策を獻す。 

姓もー趙^^と賜 

ひ 秘書-水 一と 爲 

す。 金に 使し 

歸 b て 光^ 大 

夫と なる。 胡 

舜涉に 劾 せら 

れ誅 せらる 


營 の 三 州、 乃ち^ 仁 恭の契 丹に 獻 じて 以て 拨を 求めた る もの を はず。 旣 にして 一 

(二)  -  /  i 

王黼 悔いて 併せて 之れ を 得ん と 欲せし が、 金主 肯ぜ ず。 趙 良^、 金に 往 くに 及び、 金 一 

主、 蒲 家 奴 をして 良 嗣を資 むる に、 兵 を 出す に 期 を 失 ひたる を 以てせし め、 ^^u^^ 

§ 射 にと 且つ 曰く、 「今更に 元の 約 を 論ぜず、 特，^ lw「inT.,s^ 購^. 易の 六 

,g 與 へん」 と。 綱 首 ふ、 一， 元の 約 は^,^^, の If ,七 州な りしに、 今 乃ち 此 くの 如 

し、 信義 安くに か 在る」 と。 抗辯 する こと 數四、 金人從 はず。 ^;^:1乃ち其の使李靖と 

偕に 來る、 止 六 州 を €ゃ|§^。 十二月 戊 子、 帝復た をして 之れ を じり、 且_ 

つ • 豳， の 一 一 一 ゆお めしむ。 

〇 趙良嗣 の 言、 聽 くべき もの あり。 然れ ども 遂に！； 命 を 辱し む、 則ち 善 使と 稱す るに： 

け ふだ  一 

足らず。 蓋し 朝廷 怯^に して、 良，：！、 本意 を 盡す能 は ざり しか。  一 

金主、 燕 京に 至る。 是に 於て 遼 皆 金の 有と なる。 金主、 ^兵 を 遣 はして 趙良嗣 _ 

を 送り 還らし め、 且つ 遼 を獻 ず。 


宋紀 二十 五 徽宗 

宣和五 年、 金、 使 を 遣 はし 來る。 趙良， 1、 復た 燕に 至り、 金主と Si 京 • 两 京の 地を議 

す。 金主：：： く、 「若し 宋 必ず 平 • ，等— の，^ を 欲せば、 則ち燕^^^—せて與へ ざらん」 

と。 因って 答 書 を 以て 先 づ良嗣 に 示す。 良， 1 讀 みて、 燕 京 は 本朝の 兵力 を 用 ひて 攻め 

下せり、 其の 机 稅は當 に 本朝に 輪すべし とい ふに 至る。 ^:^:1因って11:く、 「^徐 {^4- 

ゝ 1ゝ 、、- * ゝ、 ゝ .-、、、、、  -  >、、、、、>、、、，•  (五) 

に隨 ふ。 兑に 其の 地を與 へ て 其の 租 稅を與 へ ざる もの あらん や」 と。 粘沒喝 IE く、 「i^? 

京 は 我れ より 之れ を 得たり、 則ち 當に 我れ に すべし。 犬！； 熟 計せ よ。 若し 早く 與へ 

られ ずん ば、 請 ふ 速 かに；.^  •  の 師を追 ひて 我が 疆に诏 まること なから しめん」 と。 

是に 於て 李 靖等を 遣 はして R,:i と^に 來 らしむ。 ^、 旣に 人り て對 し- 遂に 王啣 を兑 

る。 黼、 靖に謂 ひて：：： く、 一 机税は 約に 非ざる なり」 と。 の 意、 新 交の 好" 以て 銀 

緒 を 以て 之れ に 充てん と 欲す。 1  円、 復た^ 歲 を 請 ふ。 帝 亦 特に 之れ を 許す。 仍 

りて 良 銅に 命じて 靖と に 使せ しむ。 

〇 王黼、 初め 翁 ほ 能く 約に 非ざる なりの 答を爲 す。 終りに 何ぞ 乃ち 幣を 許して 稅に弋 


r 1 ) 本 胡 は 

金 を 指し、 大 

國は朵 も 指す 

(二) 宋、 金 

と 同盟して 遼 

を 攻めし ゆ、 

遼の郭 藥師常 

勝： を 額して 

来り 宋に 降れ 

る .*> の 

(三) 字 は 君 

財。 初め 遼に 

仕へ て樞 院 

* に 知たり、 

後に 金に 仕 ふ。 

金の 太祖、 燕 

を 宋に與 へん 

とせし 時に 詩 

を獻 じて 諫む 0 

こ こ に出づ る 

もの 卽 ちそれ 

なり。 太祖 聽 

かす。 後に 叛 

將；^^覺に^2さ 

る 

(5 宋 もさ 

す 

(五) 遼を夾 

攻 する のこと 

み 指す 


宋元 叨鑑紀 本使抄  二. 一 ハ  ： 

へ、 畫 疆を議 し、 使 を 遣 はして 交易せ しめたる。 小人の 恆 なき、 何ぞ恃 むに 足らん 一 

や。 

(1)  したが  - 

三月、 趙 嗣、 燕に； 4- り、 金主に 謂って n:  く、 「本朝、 大 國に狗 ふこと 冬し。 おに 

平 まの 一事， 相 從ふ能 はざる か」 と。 金主：：： く、 「平 • 凍を邊 と 作さん と 欲 十、 一 

 た  一 

得べ からざる なり」 と。 遂に 租稅 を議 す。 金主 曰く、 「燕の 祖六百 萬、 止 だ  一 fn 萬 を 一 

I  I  (二)  —  一 

取らん。 然らずんば 我れ に 涿 • 易の 舊疆 及び 常勝 軍 を 還せ。 我れ 且つ 兵 を 提げて 邊を _ 

按ぜん」 と。 良^ 曰く、 「本朝 自ら 兵 を 以て 湖 1.1 易 I を 下す。 今 乃ち 爾 せんと：： ムふは 山 ：il 

に 曲直な からん や」 と。 且つ 言 ふ、 「御 筆に 十 萬 を 許す も、 二十 萬に 至りて は敢 へて 一 

ほし、， まま 、 、 、 、  一 

擅 に增さ ざれ (と あり)」 と。 乃ち 良嗣 をして 歸り 報ぜし め、 金主 之れ に 謂って：： く、 一 

、ゝ 、、、、、、、、、、、、つ、、、 ゝ ゝ、、  (一二)  一 

「半月 を 過ぎて 至ら ずん ば、 吾れ 兵 を 提げて 往 かん」 と。 時に 左 企 弓 嘗て 詩 を 以て 金； 

主に 獻 じて 曰く、 「君 王聽く なかれ 燕を捐 つるの 議、 一 寸の 山河 は 一 寸の 金」 と。 故： 

に 金 人 初めの 約に 背かん と 欲し， 要求して 已 まず。 良嗣 行きて 雄 州に 至り、 金の 書 を 一 


(5 


(5 


以て 遞 奏す。 其の 踏に 言へ らく、 「贵 朝の 兵夾 攻に克 たず、 特に 己れ の 力に 因りて 燕 


(六) 燕 京 も 

返す にっきて 

の 代りと なる 

ぺき稅 

(七〕 官詧の 

貿易 所な り 


(八) 宋を指 

-.b  


を 下す、 所以な り。 今 燕の 管內 に據れ ば、 一 母 年の 机 六 百 萬 貫な り。 良 銅 等 

稱す、 御 筆 二十 萬 を 許し、 以上 は敢 へて 自ら 專 にせ ざれと。 其の 平. 檗 等の 州 は 許の 

限りに 在らず。 倘 し；：^ 求 を 務め、 ：！^ 義を 終へ 難く ば、 仍り て 速 かに 界を i ゆるの 兵 

を 追 はん」 と。 王黼、 功の 速 かに 成らん こと を 欲し、 乃ち 請 ひて 復た 良嗣 をして 雄 州 

より 再び 往 かしめ、 遼 人の 舊 I 歲幣 四. fM を 許す の 外、 毎歲 更に 燕 京の 代稅ー 百 萬辦を 

(七) 

かくち や * 


加へ しめ、 畫疆と 使 を 遣 はして 正 H;  • 生-お を賀 する こと、 ^場 を 置きて 交易せ しむる 

ことと を議 する に 及び、 金主 大いに 喜び、 遂に 銀 朮可等 をして 誓 書の 草 を 持して 来ら 

しめ、 許す に 燕 京 及び 六 州の 來： t を 以てす。 而れ ども 山 I 後の 諸 州 及び I： 北 T 帶、 接 連 

の 山川 は 許與の 限りに 在らず と。 帝、 意 を 曲げて 之れ に從 ひ、 盧 益. 趙良嗣 を 遣 はし 

て 誓 書 を 持し 往 かしむ。 ；泳 州に 至る。 金 谷 祌等先 づ書を 索め て 之れ を觀、 其の 字畫謹 

まざるを言ひて^?,れ，^^^へ，し|む。 益、 言 ふ、 「帝の 親書に して 尊崇 を 大國に 示す 所以 

べん *..t   , , 

なり」 と。 金人聽 かず、 凡そ；^ 京に 至る まで 更に 易 ふること 數四 なり。 金 人 又 首 ふ、 

(A)    まさ  か 


「近 ご ろ 燕 人 趙？. 等 の 南朝に 逃 出す る あ- 

宋元明 鑑紀穴 ト使抄 


須 らく 先づ？ おすべし。 方に 燕の 地と 交 

二 七 


二) 金な L 


(二) 字 は 公 

晦、 大観の 進 

士、 宰相^ 京 

妻 はすに 女 を 

以てせん とす、 

答. へす。 吏 部 

員 外郎 を 以て 

金 使に 伴 ひ、 

韓城 鍋に 至る 

道に して 害に 

?s ふ。 忠鬮と 

,諡 せらる 

(三) 金の 太 

組の 第二 子完 


朱元叨鑑紀^^使抄  二. > 

ふる を議 すべし」 と。 -R:l、  >ー 抱 司に 論し、 練— 送 し，.^。 旣に； ム"； る。 粘：. 次 

喝、 其の 縛を釋 きて 之れ を 用 ふ C 金 人 又 もまむ。 ，R:1、 許す に 二十 萬お を 以てす。 

or 半月 を 過ぎて 至ら ずん ば、 れ兵を 提げて 往 かん」。 一句 虛喝、 以て 弱 v;^ の 膽を破 

るに 足る。 

左 企 弓の 二 句、 だ 雄な り。 女眞 能く 是れ あり。 人 固より 及ばざる なり。 

王黼 の良嗣 をして 雄 州より 再び 往 かしめ し は、 所謂 速 かならん と 欲して 達せざる も 

のな り。 約旣に 定まり、 更に 三等 を 取る、 使 ほの 罪大 なり。 而 して を 求む る は、 

趙溫訊 を 縛 送せ しに 因るな り。 溫訊を 求む る は、 四た び 書 を 易へ しに 因るな り。 而. 

して 書 を 易 へん こと を 求む る は、 又 先 づ書を 示した るに 因るな り。 一 著-しに II- り、 

萬 敗 之れ に隨 ふ。 然れ ども 其の 本 は 則ち 使臣 死を畏 るるが 故な り、 朝廷 戰を 揮る が 

故な り。 

(二)    3 

宣和七 年、 大常少 卿 傅 察、 金に 使す、 賀正 使たり。 境 上に 至り、 斡 离不の 兵に^ ふ。 

之れ を 脅かして 拜し 且つ 降らし めんと す。 拜 せず。 左右 之れ を！：， り. ® に 伏せし む C 


愈- 械 立し 反覆 論 辯して ri- せず。 遂に 害に 遇 ふ。 

〇 屈せず、 拜 せず、 千古 凛然 たり。 使なる かな、 使なる かな _ 


宋紀 二十 六 欽宗 


(S 宋^ 都、 

今の 開封な り 

(五) 微宗 


(六) 靖康の 

時の 兵 部 待郎、 

+^^- 戰 論者。 高 

宗卽 位する や 

宰相と なる。 

內治 外征 を修 

し、 力めて 

恢復 を鱺 る。 

卒し て忠定 と 

_M せらる。 第 

十 一 卷ニ 〇 九 

頁 參照 

(七) 天子の 

臣下に 對 する 

ときの 縵. 


(四) 

べんじ f 


靖康 元年、 ^离不 の 軍； t 城に 至り、 牟^^岡に據る。 吳孝民 をして 來り言 はしめ て 曰く、 

(五) や 5 

「上皇の 朝の 事 は 已に往 けり、 必ずしも 計らず。 今少帝 金と 刖に誓 書 を 立て 好 を 結ぶ „ 


乃ち 親王. 宰相 を 遣 はして 軍 前にお らしめ て 可な り 」 と。 帝 因って 大臣の 使すべき 者 

(六) ゝゝ、 ゝ/ » ゝゝ  り せつ  、ゝ ゝ、、 

を 求む。 李 綱 行かん こと を 請 ふ。 帝、 許さず して 李悅に 命ず。 綱：： く、 「安危 此の 一 

擧に 在り。 臣 恐る、 李悅の illii 阔事を 誤らん こと を」 と。 聽 かず、 遂に 投に 命じて 金 

(七)  、  、、、、、 、、ゝ 

軍に 使せ しむ。 投 至る。 斜 离不、 兵 を 盛んにし 南，：！： して^す。 稅、 北面 再拜し 膝行し 

、 すす 、  、、、、、、 、ゝ、 ゝ、、 、ゝ、 

て 前む。 恐怖 膽を喪 ひ、 其の 言 ふ 所 を 失 ふ。 离不、 之れ に 謂つ て n く、 「汝が 家の 

京 城 破らん こと 頃刻に 在り、 兵を斂 めて 攻めざる 所以の もの は、 徒だ少 帝の 故 を 以て 

趙 氏の 宗 社を存 せんと 欲すれば なり、 我が 恩大 なり。 今 若し 和を議 せんと 欲せば、 當 

朱 元 明鑑紀 泰使抄  -  二 九  . 


き 表つ 萬 萬 sS^:: 
じ も じ 兩に 及り 

のと に • は び 

M な 總作銀 金 十 5^ 
河 す 布る 五 五 八 -元 
ベの 卞白史 通 


宋元 明鑑紀 奉使抄  一 二 〇 

、 ョ  (二)  . ： 

に 金 百萬兩 . 銀 五十 萬兩 • 牛馬 萬 頭 • 表 投百萬 匹を輸 し、 金 帝 を 尊んで 伯父と 爲し、 

燕 • 雲の 人の 漢に 在る 者を歸 し、 中^ ぷ原 ノ 河 間 三； g の 地 き、 而 して 卞相 • 親 

 (三) わた 

王 を 以て 質と 爲 すべし。 大軍を 送りて 河 を 過り、 乃ち 退かん のみ」 と。 因って 事 d 一 

紙 を 出し、 挽に 付し 遣り 還す。 投等、 唯々 として 敢 へて 一言 を 措かず。 遂に 金使蕭 一二 

寶 • 耶律中 • 王め 等と 偕に 來る。 

人と ひて 欽 

^^.^^0 〇 李 枕の 怯懦、 何の 奉 使に 取る 所 あらん。 之れ を抄 せる は、 使 を 命ずる に 人 を 擇ばざ 

或-りすし て 亡 

命して 靑城 巾. れば、 國事を 誤る こと 此に： ムト- る を 示す 所以な り。 奉 使 恥 を 知ら ざ： d、i、 國命 を-卑し 

.K  ^0J^ に 人り 

\ 」 ク、 .  一，  a  I" 】 

の當時 統制 官  むる こと 此に 至る を 示す 所以な り。 大抵 美 を 首 ひて 醜 を 言 は ざれば、 則ち 成む る 所 

たり。 金の 營 

なく、 醜 を 言 ひて 美 を 言 は ざれば、 則ち 法る 所な し。 此の 杪、 本と 美事 を 一一"：！ ふ を 主 

し て 行營 を麼 

し、 宰相 李 綱  とすれ ども、 一 二 醜 事に 及ぶ は 皆 後の t しく 戒 むべき 所な り。 

を 3S_ 化め て 金に 

(五) i 帝、 人 を 遣 はし 使 を 奉じ、 *, を 劫かす は 朝廷の 意に 非ざる を 辯 ぜんと 欲す oltlsf か？、 

進士、 中書舍 

,0^00.  tt 翻 ザで 大臣 皆 行く を 欲せず、 ，：.j 文 虛中命 を 承け、 ききし、」 いで^い。 

れ 輸和 擧士  /.!,、：、.、*",、、、、、、、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、 、 、、ゝ 

知 に累官 .，ザ 文虚中 鋒 銃 を 冒して 金の 營に 至り、 風 埃に 露 坐して、 匚 より 申に 至る。 金 人 矢 を 


す。 金 人^師 

と S かす。 

すと：^ ひられ、 

全家 焚 死す。 

宋 其の 故國を 

忘れ ざ んを以 

て肅 雄-と Si す 


、、、、、、、、 しう V. う、 ゝ、、 、ゝ、 、、、、、、、り、， 5tt$、  $  -  -  fe.te.  ，-  \-  V  、>  、 

注ぎ 刃 を 露 はし、 周 して 之れ を圍 む。 久しくして 乃ち 康王 ば If て ほ.^ に 見 ゆる こ 

!j ひ 得たい。 次 日、 王に 侍して 金の 幕府に 至り、 幹 离不を 見る。 辭語 不遜、 禮節据 傲 

にして、 暮に抵 り、 王！ E をして 虚 中を隨 へて 城に 入らし む。 

〇.M, 文虛 や、 遂に 身 を 女 眞に失 ふ、 素より 言 ふに 足る ものな し。 特だ 大臣 皆 行く を 欲 

す、 獨り 慨然と して 往 くの 一節 取るべし。 且つ 鋒鎬を 冒して 風 埃に 坐す る こと、 

之れ を抄 して 以て 奉 使の 多艱 なる を 示す のみ。 


(六) 下の 

事宋 え？ S 鑑に 

は 一年 is の欽 

宗靖康 •： 年の 

條に出 づ 

(七) 崇 の 

人、 字 は 仲 一 臍、 

Si 塞の 進士。 

金に ゆ • して 51 

死す。 忠顯と 

諡 せらる 

(八) 宋主趙 

氏 以外の 者 も 

立て て趙 氏に 

代. りし めんと 

なり 


宋紀 二十 七 高宗 


^え 元年、 河 東 割 地 使 劉 給、 金の 營に 至る。 金 人、 僕 射韓正 をして 之れ を 僧舍に 館せ 

、、、、、、、、 

しめ、 謂って， n く、 「國相 君 を 知る、 今 君 を 用 ひん」 と。 給 闩 く、 「生 を偷 みて 以て 二 

(八)  I  I 

姓に 事 ふる は、 死す る ある も爲 さざる なり」。 正 w く、 「軍 中 異姓 を 立てん こと を議し 

君 を 以て 正 代と 爲 さんと 欲す。 其の 徒死 せんより は 北に 去りて 富責を 取らん に は 若 

かじ」 と。 給、 天 を 仰ぎ 大呼して：： く、 「是れ 有り や」 と。 乃ち 片 紙に 書して H く、 「貪 

宋元 叫鑑紀 舉使抄  三 一 


(七) 


(1) 宋の大 

官 なり 

(二) 進士も 

以て 太 宰に累 

官す。 李稅 

せし ときの 金 

との 約に より 

一」 宋の康 王 igJ 

となりて 行く 

に 副と して 從 

ふ。 靖 康の初 

め， 金 人：^ 京 

も 陷れ、 二 帝 

も 執へ て 北に 

去り、 邦昌を 

册 立して 楚帝 

と爲 す。 高宗 

の卽 位に 及び 

死 を 賜 ふ 

ニー 一) 字は稽 

仲、 大觀の 進 

士， 靖康の 時 

金？ sMS 下す る 

や、 St 州 南 道 

都總皆 となり、 

一 ； 子 を 率 ゐ て 

Ji 土の 兵を舉 

ぐ。 徴宗 北に 

擁し 去らる る 

や、 これに 從 

ひ、 道中 食 は 

す、 遂に 15" を 

扼 して 死す。 


朱 元 鑑紀 奉使抄  三 二 

女 二 夫に 事へ ず、 忠臣 二君に 事へ ず。 況ゃ主 辱 しめられ 臣死 する を や。 順なる を 以て 

正しと 爲すは 妾婦の 道な り。 此れ チの 必ず 死す る 所以なる か」 と。 親 信 を 持たせ 歸ら 

し、 其の 子 子 羽 等に 報ぜし め、 卽ち 沐浴して 衣を更 へ、 \S 酒 を ft みて 溢る。 金 人 其の 

ヽ ， ， ,  か, う うづ  しる 

中ん を 嘆 じ 之れ を 寺 西の 岡 上に 棒め、 聰¥-に^|!題し、 以て 其の 處を識 す。 凡そ 八十 日 

にして 乃ち 斂に 就く。 顔色 生ける が 如し。 5 作 ；!。 

〇 明の 劉 寅 曰く、 「間者 敵に 至り、 ^：^金美女其の前後に在るぁり、 刀鉱 i;:^ 錢 其の 左右 

に 在る あれば、 死 を 長れ、 財 を 貪る の 二心 交 井し、 則ち 將に隱 を吐盡 して、 以て 

人に 吿 ぐる もの 之れ あらんと す」 と。 余、 奉 使に 於ても 亦 云 ふ。 今 異姓 を 立つ るの 


さそ ひ 


1 ) 


誘、 管に 金と 女との みならず、 沐， がして 之れ 縦れ、 ii 錢を 待たず。 烈な るかな 劉 給、 

千歳と 雖も猶 ほ 生ける がごと し。 〈に獨 だ 八十 日に して 止まん や。 


けん ばくちう 


(二) 


吳幷 .莫 儔、 復た 百官 を 召し 異姓 を 立てん こと を議 す。 遂に 張 邦 昌の名 を 以て 議狀に 

(一一 こ  そん ふ 

入る。 張叔 夜、 肯 へて 狀に署 せず。 金 人、 叔夜 及び 孫 傅 を 執へ て 軍 中に 置く。 粘沒^ - 

あ VI む 

あ 夜 を 召し 之れ を紿 きて 曰く、 「孫 傅、 異姓 を 立てず、 已に 之れ を 殺せり。 公 は 年老 


は乂， i せら 大家な り。 に 傅と 同じく 死す ベ けんや」 と。 叔夜 n く、  r^l い^ £1 一， でい、 

之れ と與に 存亡すべし。 今日の 事、 死 あるの み」 と。 金 人 皆 ふれ をき いわ。 

〇 叔夜は 奉 使に 非 ざれ ども、 特に 事の 相 類す る を 以て、 此に抄 す。 是：： ^1 亦 奉 ii- のま ま 


簽書 枢密院 事忠文 公張 叔夜、 金 軍に 自殺す。 叔-: 仪、 旣に 北に 遷る や、 ^ま-い」 ゆつ か 

を 飲む のみ、 義 として 其の 粟 を 食 はず。 溝に 至る、 御者 闩 く、  r 界河を 過ぎたり - と „ 

叔夜、 乃ち 矍 然として 起ち、 天.^^き1^^か£^ぃ、 5iii^^.^^^.J-:^。  Ji^^i いで 

、 、 かりつ そん ふ  01 ン 

死す。 何處. 孫 傅 は 後に 淵聖 帝に 從 ひて 燕 山に 至り、 か^きめ」 で-ゃ わ。 

〇 惟 だ 水 を 飲む のみ、 粟 を 食 はず、 遂に 吭を捉 して 死す" 烈士なる かな。 IT 嗔. 系お す 

の 淵 聖に從 ひて 死に 至る も、 亦 たるに 負かざる なり。 

宋 fc 二十 八 髙宗 

(六」 

T 一  月 壬 辰、 朝 奉 郞王倫 を 遣 はして 金に 使せ しむ。 時に 能く 專對 する 者 をき びて 金に 

宋元 i^^fe;^ ト^ 抄  一二 一一 


(四) 張邦昌 

せ ザ 相を罷 めら 

れて 後に 相と 

なる 

(五) 欽宗 

(六) 字 は 正 

道。 欽宗の 朝 

に， y ら 其の 才 

を 薦め、 兵 部 

待 郞に除 せら 

る。 高 宗の時 

命 を 奉じ、 ffi! 

金に 使す。 金 

人 之れ を „ ^か 

すに 官も 以て 

する に 及び- 

せ：？ に 受けす， 

迫られて 死す。 

後愍 節と せ 

ら る 


名大 p 宗 し ：: 
附欽ら 

jf£ 山宗れ 北 


朱 元 叨鑑紀 奉使抄 


一一 一四 


..0 


w 省 

つ せ 

グ お 


(づ に- 燕 京の 

人、 字 は 公 *^。 

.^_^に±£ へ て禮 

畲に 至り、 

制度 禮夂等 多 

く定ゎ 1" 參知 

政事に 拜し， 

65國 公に；^ ぜ 

られて 致壮す 


(1) 


使し、 二 帝の 起居 を 問へ るな り。 乃ち 倫に 刑 部 侍 郞を假 し、 大金 通 問 使に 充て、 閣門 

  (二)  まぶ 

舍人 sk を 之れ に 副たら しむ。 雲 中に 至り、 粘 沒喝を 見て 事を議 す。 時に 金 方に 大舉 

して 南下す。 倫、 邀 へ^く こと； A 端す。 粘沒 iF 聽 かず、 館に 就かし め、 之れ を 守る に 

、 、 、、ゝ 

兵 を 以てす。 

〇 朱 弁、 此に 始まる。 

之れ を 守る に 兵 を 以てす， 亦 奉 使の 艱 なり。 

.V こま/ ヽ  、、、、、、、、、へ 

建 炎 二 年、 〈千 文虛 中、 時に 韶 州に 竄 せらる。 會.' 詔して 絕 域に 使す る 者 を 求む。 虛屮、 

詔に 應ず。 乃ち 資政 殿大學 士に復 し、 祈請 使に 充っ。 EIWJ^  S: を 金に # る 0 金 人 

方に 兵 を 興して 南；：；；^ し、 已 に 王 倫 • 朱 弁 を 留めたり。 虚屮 至る、 金 人 之れ を 遣り 歸 さ 

ん とす。 虛中 11  く、 「命 を 奉じて 北に 來りニ 帝 を 請 はんこと を 求む。 二 帝 未だ 還らす、 

虛 中も歸 るべ からず」 と。 遂に 留まる。 時に 金！： 初めて 建ち、 制度 草創、 頗る 虛 中の 

上藝 ある を i^, し、 每に官 を 加 ふ。 虛中卽 ち 之れ を 受け、 遂に 韓 防と 制 を 掌る。 

あ， 

〇 異 しき かな、 (十 文虛 中の 人となり や。 大ほ 行く を 欲せざる とき、 則ち 慨然と して 往 


s) 表面 忠 

臣に 似たり と 

なり 

(五) 字 は 光 

弼， 政 和の 進 

士。 金に 使し 

て 幾ん ど 死せ 

ん とす。 

敵情 を 以て 上 

達す。 留る こ 

と 十五 年に し 

て. る。 後奏 

櫓に 忤ひ 出で 

て S 州に 知た 

り、 以て 卒す。 

忠宣 と諡す 

(六) 景 州の 

人、 建 炎の 初 

め濟 南に 知た 

り。 款を 金に 

納 る。 册 せら 

れ て 皇帝と な 

り， 國 を大齊 

と號 す。 紹興 

中宋に 入寇し 

て 敗らる。 金 

これ を 以て 迫 

りて さらしめ、 

曹 王と 爲す。 

年」 ハ 十五に し 

て 卒す。 潜號 

八 年 

(七」 一名 冷 


き、 鋒 摘 を 冒し、 風 埃に 坐し、 未だ 怯 色 を 見ず。 詔して 絶 域に 使す る 者 を 求 むれば ■ 

r  3) 

ち 詔に 應ず。 二 帝 未だ 還ら ざれば 則ち 肯 へて 歸ら ず。 似た るかな。 官爵を 受け- 

其 の 制 を 掌 る は 何の 心ぞ や。 虚屮 の 如き は實こ ハ.^ 詐 の 雄. ぶり。 


(四) 

かう. 


宋紀ニ  41 九 高宗 

建 炎 三年 五月、 帝、 徽献閣 待制洪 t" を 遣 はして 金に 如かし め、 粘 沒喝に 書 を 遣りて、 

尊號を り、 ¥ の —正 柳—.^ 用 ひ、 银臣 にせ せん 願 ふ。 時に 所在 ：^»ix、  §、 きき 

、 、 、 、  K 

fnl!^ して 太 原に 達する を 得たり。 留まる こと 一 年、 遣りて 雲 中に； ム ト1 らしむ。 粘 又 se、 

t" に 迫りて 劉豫に 仕へ しむ。 曰く、 「萬里命を啣ん^^、 

ず。 恨む らく は 力、 逆豫を 傑に する 能 はざる を" 之 わに 事 ふるに 刃 やか，^^。  ^.J-;^ い 

亦 死し、 豫に 仕へ ざる も 亦 死す。 生を狗 J:^ の 間に 偸む を 願 ^か。 除^い 

て：^ なけん」 と。 粘沒喝 怒り、 將に 之れ を 殺さん とす。 旁 一校 日く、  r^^fm^-kil 

、 、  (ヒ) 

なり」 と。 H もて 劍士を 止め， ^の爲 めに 跪きて 請 ひ、 冷 山に 流遞 する を 得たり。 

朱 元 明 鑑紀穴 ト使抄  三 f,- 


るヌ n  b  す 節す ^政 人 二 域 等 北泰黃 «3 
を 等て— ご を 。議和 ^ ~ ""も 、天蒱 山 
得金^^!； 守 金郎の にぶ吉^^府 、 
た よ t)?; 和 りに に 進. 'ま 臨 あ 林 開、 契 
りり' 議 て 使 累士さ 川 り む 全 元 今 丹 
還 5fi 成 死し 官 e "^； の 地境 以 のの 


朱 元 叨鑑紀 六 ト使抄  一 一！ 六 

0 洪 i 口、 此に 始まる。 狗 鼠と 雖も猶 ほ 眞の忠 おた る を 知りて、 敢 へて 害 を 加へ ず。 則 

ち當 日の 風 節 想 ふ ベ きのみ。 

六月、 帝、 金 人 復た來 る を 以て、 乃ち ェ部尙 書 5^ 縱を遣 はし、 lm〕 扑 せて 二 帝に 

通 問せ しむ。 縱、 金に 至り 首と して 大義 を 以て 金 人 を 責め、 二 帝 を 還さん こと を 請 ふへ 

金 人 怒り、 之れ を^ 荒に 徙す。 縱、 少 も Di:: せず、 竟に 死す.。 

〇 權縱 も亦洪 t" . 張邵. 朱 弁の 流な り。 ^しいかな、 其の 13^ く 死して 紹興 十三 年に 及 

ばざる こと。 然れ ども 5：: せず して 死 十、 亦何ぞ 恨みん。 

八月、 時に金人の南：：^^を聞く。 而 して 洪 t."  •  5^ 縦 未だ 復るを 5：： ず。 帝、 使して 師を緩 

くす ベ き 者 を 求め、 乃ち 京 東轉運 判官 杜時亮 及び 修武 郞宋汝 をして 爲 めに 金師に 使し" 

たも 

以て 和 を 請 はしむ。 書 を 粘沒^ に 致して 门 く、 「古の！： 家 を 有ち て危， U に ：3 る もの は 

でもる はしる    Mr  ノ- 

守と 奔 とに 過ぎざる のみ。 今 守 を 以てせん に は 則ち 人な く、 奔を 以てせん には^ち 地 

.^,bo 圳れ， 諷々 然として 惟せ 购^ ん こ.，. fl:^ のみ。 llgisii^lffi^ り む， ¥ 

じ、 *1| ん 71 り 去らん こ と —り gi へ り。 是れ 天地の 閒、 皆 大金 國 にして、 尊き こと 二 上 


(三) 字はケ 

0. 宣 和上舍 

第に 登る。 金 

に 使し 囚％- せ 

られて 死に顔 

する こと M< 

なれ ども、 u 

せす。 和議 成 

り て. ぶ-り、 累 

せし て 池 州に 

知たり。 部の 

金より 歸る や、 

上 言して 专：23 

の 忠節 を 言 ふ 

(四〕 金の 將、 

下に 監？ s-i は 

I 一れ キー 指す 

r 五) 卞は. g 

Mr 宣和 中！： 幼 

州に 知た^。 

時 に « 貫、 金 

i 連ねて 契 丹 

か" 攻めん とす。 

^-, 上書して 

其の 不可 をい 

ひ、 官を 免ぜ 

らる。 5 保た s§ 

州に 知たり。 

金 人 京師 を 侵 

す。 ^s, ね ひて 

饿 へられて 害 

に遒ふ 


なければ なり。 亦 何. ず；^ を勞 し、 遠； 7 渉りて 後 快と 爲 さんや」 と。  ， 

〇 國 書の 辭命斯 くの 如きに 至る。 千歳の 後、 讀む者 痛恨に 艰 へず， 抄 する 者 羞恥に 堪 

へず。 當 時の 君 相、 果して 何の 心ぞ や。 力の も 恨みて 恥 づるを 知らば、 則ち 術な きを 

- 得ん や。 抑. - 使臣た る 者、 此の 書 を 持して 往く。 往 くと 雖も尙 ほ 何 を か 一 百 はんや。 

而も 且つ 酸 然として 往く。 其の 人知るべき のみ。 

へ ョ 

(：： ご  たつら：  ゝ ゝ 

九月， 直 龍圖閣 張邵、 金に 使し 撻懶 を兑 る。 邵に拜 せんこと を 命ず。 邵 曰く、  r 監軍 

と 邵とは 南北の 朝の 從臣 なり。 拜禮 なし」 と。 且つ 書 を 具して 言 ふ、 「兵 は强 弱に 在 

らず、 曲直に 在り。 天 未だ 宋を .歐 はざる に、 而も 金 は 乃ち 地 を 裂きて 劉 豫を封 じ、 復 

、ゝゝ くる ゝ、、 、ゝ、 ゝ、 ゝ、、 

た 兵 を^し めて 巳まず。 曲 在る あり」 と。 撻懶、 怒りて！： 誓 を 取りて 去り、 邵を密 州 

に 送り、 祚 山の €.? に囚 す。 

〇 張邵、 此に 始まる。 

： ん丄っ 

  '  もと 

金、 令 を 下し、 民の 漢服を 禁じ、 又 I 几髮 せし む。 式の 如くせ ざる 者 は 之れ を 殺す。 故 

の 知 眞定」 时李逸 執 へられて 三年、 金 人、 ^州に 知たら しめんと 欲す。 邀、 笑って か M 

宋元叫 ilfc ぉ使抄  •  三 ヒ 


宋元 明鑑紀 奉使抄  .  II 一八 

ず。 ま „ -髮令 下る に 及びて、 邀、 憤りて 之れ を 紙る。 虔、 其の 口 を撾擊 すれば、 猶ほ血 

を吮， ひ 之れ を！， 共く。 遂に 害に 遇 ふ。 邈、 將に死 せんとす る や、 額 色變ぜ ず、 南 向し 拜 

し訖 りて 死に 就く。 燕 人 之れ が爲 めに 流涕 す。 事 聞す。 ^して 忠莊と n: ふ。 

〇 李邀の 忠莊、 諡 する 所に 愧ぢ ず。 因って 張叔 夜の 例に 仍 りて 之れ を抄 す。 幢、 一 笑 

ー詆、 一^一  拜、 忠なる かな、 莊な るかな。 

宋紀 三十 高宗 

建 炎 四 年 秋 七月 乙 卯、 金、 將に 劉豫を 立てん とし、 二 帝 を- rf- 國 城に 徙す。 （一 京 を ふる 

こと 東北 千里たり。 北に 徒り 月を踰 え、 太 上皇 后鄭氏 崩ず。 洪 1=、 雲 中より 密かに 人 

，  (二)  、  (-.-) 

を 遣 はして 書 を 奏し 桃 • 梨 • 栗 • 麵等を 以て 獻ず。 一 一 帝 始めて 帝卽 位の 實を 知る。 

〇 洪 t 口の 奏獻、 予と雖 も 亦 泣く。 當時ニ 帝の 泣、 何如ぞ や。 是れ 小事と 雖も、 予豈に 

？ i らして 抄 せざる に 忍びん や。 

る 

冬 十月 辛 未、 金 人秦檢 を縱し 還らし む。 檢、 二 帝に 從ひ 燕に 至りし とき、 金主、 檢を 


以て 撻懶に 賜 ひ、 其れ を 任用せ しむ。 娃懒 之れ を 信じ、 南：！^ する に 及び、 以て 參謀軍 

事と 爲し、 又 以て 隨軍轉 運 使と 爲す。 撻懶、 楚 州を攻 むる や、 檜、 妻の 王 氏と 軍 中よ 

わん すん くん おもむ 

り 漣 水 軍に 趨く。 自ら 言 ふ、 「金 人の 己れ を監 する 者 を 殺し * 舟 を 奪 ひて 來る」 と。 

行 在に 赴かん と 欲し、 遂に 海に 航 して 越 州に 至る。 帝、 命じて 先づ宰 執に 見えし む。 

^、 首と して 言す、 「如し： 大下 無事な らんこと を 欲せば、 須 らく 是れ南 は 自ら 南、 北 

は 自ら 北と すべし」 と。 檢、 人り て對 し、 首め に 草す る 所の 撻懶 に與 へて 和 を 求む る 

の 書 を 奏す。 帝、 輔臣に 謂って：： く、 「檜、 朴忠 人に 過ぐ、 朕 之れ を 得て 喜びて！^ ね 

ず、 旣にニ 帝の 消息 を 聞き、 乂 一  佳士を 得たり」 と。 遂に 禮部尙 書に 拜す。 是れ より 

先き、 朝廷 數> 使 を 金に 遣 はすと 雖も、 但だ 且つ 守り 且つ 和す るの みなりし が、 意 を 

# ら1^^と|仇—を解，*1^^^^^ め 「ん dll 力な— 、—則 I ち檢 よ り 始^な—。 蓋 し^ 首め より 和 ii 

、、ゝ 、、、、、、、、、ゆる、、、、、、、、、、 

を 倡 ふ、 故に 撻懶 陰に 之れ を 縦して 還らし めた るな り。 

に I： し 奉 槍に 〇 外國 より 還れる 者 は、 固より 當に 卜に 隨ひ 勞に隨 ひて 之れ を 弔 ふべ し。 今高宗 ま 則 

お 用 せらる る 

こ り L キぃ  (四〕 

ふ  ち 其の 用 ふる 所と なる。 危 きこと しき かな。 國に 定論なければ、 奸邪乘 じて 入る を 

朱 元叫鑑 紀^ 使抄  三-凡 


朱 元叨鑑 紀^ 使抄  四 〇 

得る、 何ぞ 獨り宋 のみな らん や。 「：^ 首め より，^ 議を倡 ふ、 故に 健懒 陰に 之れ を縱 

して 還ら しめたる なり」 と は.： 獨り 史官の 言の みに 非ず、 當時已 に確說 あり。 

宋紀 三十 一 高宗 

紹興ニ 年 九月 壬 戌、 王 倫、 金より 還る。 倫、 旣 に^めら るる こと 久し。 粘 沒^、  S. 

、  、 、 、 ぐる 、、、、、、、、、、 

思 謀 をして 倫 を 見し む。 語、 契 丹の 時事に 及ぶ。 倫、 久しく 困し みて 歸 らんこと を懷 

ふ。 乃ち 和議 を爲 さん こと を 倡へ、 思 謀に 謂って：：： く、 「海上の 盟、 兩國 兄.？ $ を 約し、 

萬世變 ずるな し。 雲 中の 没、 我れ 實に 師を餓 りて IT- 成せり。 の 後、 兵 を^げ て 以て 

わざ は ひ 

吾が 國に禍 す、 果して 先 大聖の 意 か。 况ゃ 古に i りて ほら 南北に 分た るる を や。 主上 

恭勤、 英俊 並び 用 ひ、 必ず 古に 復 せんこと を 期す。 ぞ 久遠の 謀 を 思 はざる。 我が ー|ー 

を ||^,、 我， が 土 曝 を 1 恨，： J  、 南北の 赤子 をして 塗炭に 致すな からしめば、 亦 以て 

先 大聖の 靈を 慰む るに 足らん。 幸に 執事 之れ を赞 せよ」 と。 恩 謀、 沈思して ：！  く、 

「君の 言是 なり、 歸 りて 當に盡 く 之れ を 達すべし」 と。 是に 及びて、 粘沒^ 忽ち 館 中 ， 


(コ！ ) 當時金 

に 擁立せられ 

て 帝と 稱し、 

國を大 齊と號 

す。 都 を！ に 

遷す 

(ra) 中止に 

IS じ 

(五) 韓 おの 

曾孫、 紹 i: の 

初め- ^奮 樞密 

院事 に拜 し、 

通 問 使と して 

人"^ -に 至る。 金 

人 其の 家 世 を 

知 h- 甚だ これ 

も 重ん や。 還 

りて 紹興" 肘に 

知たり。 尋ぃ 

で！： を 奉す。 

ー兀稷 i 諡 せら 

る 

(六) 字 は 茂 

老、 al.^ 金に 

使す。 遠り て 

吏^ 書に 拜 

す。 岳 飛襄漢 

も收復 する や、 

松 年 をして 守 

幾の 事 を 園ら 

しむ。 松 年 ig 

艦の 四 利を條 

陳す。 權參知 


；&る 


に 至り、 倫と 和を議 し、 之れ を縱 して： t り 報ぜし む。 倫 至り 入りて 對す。 言 ふ、 「か 

人情 偽 其だ悉 せり」 と。 帝、 之れ を優獎 す。 時 方に 劉 豫を討 ぜんこと を議 し、 和議 (5.) 

格す る こと、 之れ を 久しう す。 乃ち 潘致堯 を 以て 通 問 使と 爲し、 復た 金に 如かし む。 

おも 

〇 王 倫、 タ しく 困し みて 歸 らんこと を 懐 ふ、 故に 和議 を爲 さん こと を 倡 ふ。 然 らば 則 

ち 和議 は 倫の 本 志に 非ず、 己む を 得ざる なり。 余 因って 謂へ らく、 難に i;:^ ふる 能 は 

ず、 家 を 忘る る 能 はざる 者 は、 以て 使と 爲 すべから ざるな りと。 

一 百 ふ、 情僞 甚だ 悉 せりと。 故に 人 奪 ふこと 能 はず。 利 を 先にし、 義を 後に する の 世、 

必ず 是の事 あり。 抑. -又 朝廷 情 僞を悉 さざる の 過な り。 

紹興 三年 五月 壬 戌、 潘 致堯、 金に 使し 還って 言す、 「金、 再び重1{^^,^,し以て信を 

,  II  や  r 五)  (ゥ) 

R らんこと を 欲す」 と。 遂に 師を 出す の 議を寢 む。 丁 卯、 韓肖胄 及び 胡 松 年 を 遣 はし、 

金に 往 きて 和を議 せし む。 齊に 至る。 劉豫、 臣禮 もて 兑ぇ しめんと 欲す。 肖冑、 應-か 

ず。 松 年 曰く、 「均しく 宋の臣 たり」 と。 遂に 長掉 して 拜 せず。 豫、 Eg せし むる 能 はず。 

〇 一 節亦奇 なり。 杪 せざる ベ からざる なり。 

宋 元明鑑 奉使抄  ran 


宋元明 溢 紀^ 使抄  四 二 

政事と なり， 

專；>  lg 鑑 ■ テ-治 

宋紀 三十 二 高宗 

(1) 

； J 、に £ は， ば 紹興 五； ゃ复 四月 甲子、 大皇 上帝、 金に 崩ず。 時に兵部£^郞，^?馬朴、 奉 使 朱 弁と 燕 山に 

外孫。 金に 使  、 、 、、ヽ 

する や、 金 人 在り、 之れ を 聞きて 共に 制服 を議 す。 允、 先づ請 はんと 砍十。 朴 曰く、 ：： 臣子 となり 

it 臺左丞 fc- 授  、 

0.  て 父君の 喪 を 聞かば、 當に 其の」 仕を致すべし。 小 W ほ 何 を か 請 はん。 設！ 請 ひて 許され 

に 卒す。 あ 潔 、、いかん 、ゝ にに さい 、、、、、、、、 

す 喪服の ずば 奈何」 と。 遂に 斬衰を 服して 朝夕 哭す。 金 人 之れ を義 として 黄め ず。 洪皓、 な 山 

最も 重き もの  、、 、ゝ、 ゝゝ と、、、、、、 、、 、、ゝ ゝ、 、、ゝ ゝ 

へ./) 文 を 作 に 在りて 之れ を 聞き、 北 向 泣 血し、 文 を 操りて 以て 祭る。 其の 詞 激烈、 開く 者 涕を神 

b て C 意 

、 

ふ。  I 

〇 請 ひて 許されず と雖 も、 . 街 ほ 且つ 之れ を 服す る 者 は 朱 弁 其の 人な り。 許されず と雖 

.  も、 必ず 之れ を 服し、 請 ふに 事な き 者 は 司 馬朴の 見なり。 メんを 操りて 之れ を 祭る に 

至りて は 更に 哀しむ ベ し。 之れ を 要するに 三人 は 眞に壯 烈の士 なる かな。 


宋紀 三十 三 高宗 


、 ；，、  (四)  つ  、ゝ、 ゝ 

一お き^ 紹興八 年、 劉綺 大いに 兀朮を 順昌に 敗る。 兀朮 遂に _ ひに 還る。 旣 にして 洪 1  口金より 密 

となり、 夏  、ゝゝ ゝゝゝ J-. 、 、ゝ、  うし ダニ 

▲  、勝 かに 順 昌の捷 glKa を 奏す。 金 人 震 恐して 魄を喪 ひ、 燕の 重 寶珍器 悉く 徒して 北す。 

つ。 SK- 人、 -If- 

帝 十 f  >J  .t^  .iw  こころ 

Si:: め ひ M 意、 燕 以南 を 招て て 之れ を棄 てんと 欲するな り。 故に 議者 謂へ らく、 是の時 諸 將心を 

く、 劉 都 護 来  ？ー  £ や 

招 興^ 協せ、 路を 分ち て 追討せば、 則ち 兀朮擒 にすべく、  ^京復 すべきに、 而も 王師 亟 かに 

金 兵 順 nel を § 

む。 511， つ て  ま-" と 

ん いに 之れ を 還り、 自ら 機 會を失 ふ。 良に. 惜しむべき なりと。 

敗る。 後に 江 

^^^M 〇 敵國に 在り て 密かに 敵情 を 奏する 者 は 最も 國に功 あり。 然れ ども 國乘 ずる こと 能 は 

か 以て 罷 めん  ， 

, ず、 徒らに 議 者の 憾み を增 すの み。 悲しい かな。 

t  .. 卒 L て 

武搏と Si す 

き ま將  宋紀 三十 四 高宗 

紹輿十 一 年、 "一お 檢、 岳 飛 を 殺す。 洪 ゆ、 金に 在り、 蠟書を 以て 奏すら く、 「金 人の 畏 

^^-h^^ 服す る 所の 者 は 惟 だ 飛の み。 父 を 以て 之れ を 呼ぶ に 至る。 其の 死 を 聞く に 及び、 諸：： fS 

6^は itt 爺 ゾ . - 

？ f  酒 を 酌みて 相賀 す」 と。 

〇 虜情、 ナ、 を： In- るが 如し。 高 (一. 小の K 味 其れ 遂に 曉す ベから ざる か。 

. ^元 明鑑 紀^ 使抄  ,  四 三 


(1) 水の 名， 

j£ 南 省 の if 柏 

丄 より 出で、 

更 流して 安 敷 

省 境に 人る 

二；) 今の 43 

：！^：省阿域の南 

に 定められし 

金の »5 坡 に- 

て  上京と  なす 

(三) * 元 通 

gliii 悟 室に 

作る。 以下 同 

じ 

S)  i 一一. まふ 


朱 元 鑑 奉使抄  .  四 四 

W- 興 十三 年 秋 七 B:、 行人 洪 i". 張 邵* 朱 弁、 金より 還る。 建 炎より 以来、 使 を 奉じて 

金に 如き 拘囚 せらる る 者 三十 餘人、 多く はヒに 物故し、 惟 だ 三人の み 和議 成る を 以て 

(二、) 

歸るを 許さる。 已 にして 金 人 七 騎を遣 はして 之れ を 追 ふ。 ？ に 及びて 等 已に舟 中に 


(二 


たは 


在り。 皓、 冷 山に 居り、 會寧 を距る こと 二百 里、 地 苦 だ 寒く 穴居 百 <1i 冢、 陳王谷 神の 

聚落たり。 谷；！：、  ？ g を 敬 ひ、 其の 子に 敎 へしむ。 或は 二 年、 衣食 を 給せ ず。 戎， に は 

(H) 


A 布 を 衣す" 常て. 大いに 雪 ふ 


ちゃ 


薪盡 く、 馬 矢 を 以て 火 を 燃し、 を きて 之れ を 貧 

、  ゝゝ、 、ヽ、 <t  , 

す。 或 ひと 蜀を 取る の 策 を獻 ず. C 谷祌、 特に 以て in に 問 ふ。 ：^、 力めて 之れ を 折く  e 

谷 f -、 意 を 南； Is^ に 鋭く して 曰く、 一 孰れ か 謂 ふ海大 なりと。 我が 力 乾かすべし、 ^だ 

天地 を」 て 相 柏た しむる 能 はざる のみ 一 と。 ：g^、 復た 之れ を辨 ず。 谷 神 怒りて：： く、 

ー汝和 事の 官， こなり て 口 硬き こと. 此 くの 如し。 汝を す こと 能 はずと 謂 ふか  一。 0 

、、、、、、、、、、、、  、、ヽ 、、  、、、、、、、、、、、、、、、、 

く、 一  自ら 當 に 死す ベ き を 分と す。 觀 ふ 二 大國、 行人 を 段す の 名 を受 くる な からん や。 

頃 はく は 之れ を 水に 投じ、 淵に 墜 つる を 以て 群と 爲 して 可な り」 と。 谷 神、 之れ を義 

として止む。 皤： 謀 者に 因りて 敵情 を密 奏し、 且つ 力めて 和議の 計に 非ざる を 言 


問 宗北擁 二 
牒 のに 去 帝 
せ-あせと 


(六) 

ひ、 師を與 して 進擊 せんこと を 乞 ふ。 常て ネ太 一お の 書 を 求め、 間 を 遣りて 持ち 歸 らし 

む。 帝 大いに 喜びて：： く、 「朕、 太后の 寧 否 を 知らざる こと 幾 ど 二十 年。 遣 使 百 水な 

りと 雖も、 此の 一書に 如かず」 と。 貴族 名家の 子、 金に 流 落す る 者に 遇 ふ 毎に、 力 を 

盡し 極めて 之れ を 救 ふ。 金に 留まる こと 十五 圳 にして 還る。 入りて 內 殿に 對し、 郡 を 

求めて 母 を 養 はんとい ふ。 帝：： く、 「卿の 忠 日月 を 賈き、 志 君 を 忘れざる、 蘇 武と雖 

も 過ぐ る 能 はず。 岢； に 朕 を 捨てて 去る ベ けんや」 と。 邵は： S 山 I に！： へら 叫て 年 を 輪え、 

劉豫に 送りて 之れ を 用 ひしむ。 邵、 豫を 見て 長^す るの み。 叉豫を 呼んで 殿 院と爲 し、 

、ゝゝ 、ゝ、 ゝゝ、 ゝ、、 、 、 ゝ、、 はげ 、 、 ゝゝ、 、、いまし ゝ 

責む るに 君臣の 大義 を 以てし、 詞氣 仉に厲 し。 豫、 怒りて 獄に械 む。 之れ を 久しう し 

て復た 金に 送り、 之れ を il^ の 僧寺に 拘す。 從者皆 之く 所 を 知るな し。 邵、. 又 書を以 

(七) 

て 金に 言 ひて n く、 「劉 豫、 大國の 勢 を 挾みて、 日夜 南：；；^ す。 勝たざる とき は 則ち 首 

尾兩 端、 勝つ とき は 則ち 廳を養 ふが 如し、 飽 けば 則ち 颺 り，.^ らん。 終に 大國の 利に 非 

I  まみ 

ず」 と。 金 人、 之れ を會 寧に 徙す。 還りて 人り兒 ゆるに 及び、 秘書 修撰、 主管 佑神觀 

に 除 せらる。 弁 は 王 倫に 副と して 金に 使す。 旣に 館に 就く や、 之れ を 守る に 兵 を 以て 

宋 元叨鑑 紀^ 使杪  四 五 


(五〕 

ともに 

られて 

(六) ー, 


(せ) 宋元通 

？ に は 首 嵐に 

作り、 宋史紀 

事 木末に は 首 

尾に 作る 


宋元 明鑑紀 奉使抄  四 六 

、  ま さ 

す。 之れ を 久しう して、 金將に 和を議 せん-こし、 一人 を 遣 はして 書 を 受けて 還らし む 

るに 當り、 弁と 倫と 策 を 探りて 去留を 決せん と 欲 十。 弁 H く、 「丑：： れの來 る 固より 自 

、、、、、、、 、、 まさ 、、ヽ 、ゝ -- ひねが 、、、 、、ゝ 、、、、、  、、、、、、、、 

ら 必死 を 分と す。 ざ： に應に 今日 幸 を 覬 ひて 先き に歸 るべ けんや。 願 はく は 正使 書 を 

ゝ、、 、、 、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、、、、  f^、、、、、 、 

受けて 歸り、 天子に 報じ、 兩國の 好 を 成し、 早く 四海の 養を兩 i 呂に申 べん こと を C 則 

ちぶ" れ骨を 外國に 暴す と雖 も、 猶ほ 生ける の 年の ごと か、 りん 一 と。 ：^、 將に歸 らんと 

C 1 ) 

一り ふ? す。 介、 謂って 闩く、 「古の 使者 は 節 あり、 以て n 口と 爲す。 今 節な くして 印 あり、 印 

、、、、、  ゝ、、 、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、 

も 亦 信な り。 願 はく は 之れ を 留め、 弁 をして 抱きて 以て 死す る を 得しめば、 死す とも 

、ゝ、  ゝ、、 ゝ、、 ゝ ゝゝ、 とも ゝ、、 ゝ 

腐せず」 と。 倫、 解きて 以て 弁に 授く。 弁、 受けて 之れ を懷 き、 臥 起 與に俱 にす。 金 

人 弁に 迫りて 劉豫に 仕へ しめんと し、 且つ 之れ を諫 ひて：：： く、 「此れ 南：！ の漸 なり」 と。 

弁 曰く、  r 豫 は國賊 なり、 ；^tれ嘗て其の肉を貪はざるを恨む。 叉 北面して 之れ に臣た 

、、ゝ ゝ、、 ゝ、、 ゝ ゝ、、 、 、 、、ゝ 、 ゝ、、 ゐ、、 、 、、ゝ 、、ゝ ゝ、 

るに 忍びん や。 吾れ 死 あらんの み」 と。 金 人 怒りて 其の 條遣 を絕ち 以て 之れ を闲 しむ. い 

弁、 固く 驛 門に 担み、 飢を 忍びて 盡 くる を 待ち、 誓って 屈する を爲 さず。 金 人 感動し 

て禮を 致す こと 初めの 如し。 之れ を 久しう して 復た 其の 官を易 へんと 欲す。 弁 HI く、 


.T. 柩 上 に棺 5 の i„ 、の 

指 帝殁こ m 
太す 徽 せこ— X 翰 
后 宗 る は i"-  卞 
韋 の 大金 の 院 


(二) 缺別 


(つじ 天， 4^ 35 

御して 未だ 諡 

も 奉ら ざ 7; "間 


氏 


たけな は  つ  ゝゝ、 ゝゝゝ 、ゝ、 ゝ、 

夫 を；^:: す。 飮 半ば 酣 にして 之れ に 語げ て ：！ く、 「-し に 近郊 某 寺の 地 を 得た 


「吾が 官 本朝より 受く。 死 あるの み。 誓って 易へ て 以て； fj:: が 君 を 辱し めざるな り J と „ 

义書を 以て 洪 i" に 決して ：！：  く、 「行人 を 殺す こと 細事に 非ず。 吾れ 之れ に 遇 ふ は 命な 

り C 要は 當に 生を舍 てて 以て 義を 全-つすべき のみ」 と。 乃ち 酒 を 具へ、 掠せられ し士 

、 、 、 

一 且命 

、一く、、、、、、、  、ゝ ねが 、、 、、ゝ ゝ、、 ゝ、 つ、、、、、、、、、、、、、、 

を畢 して 國に 報ぜば、 諸 公幸 はく は 我れ を 其の 處に捧 め 其の上に 題して 大宋通 問 副使 

朱 公の 慕と：： はば、 我れ に 於て 幸な り」 と。 衆 皆 泣 下り 能く 仰ぎ 視る なし" 弁、 談^ 

自若と して：： く、 「是 れ臣 子の 常、 諸君 何ぞ 悲しむ や」 と。 粘 沒喝の 死す るに 及び， 

弁 金の 虚實 を密疏 して：： く、 「此れ 失 ふべ からざる の 時な り」 と。 李發 をして 間 行し 

，じ 

て歸り 報ぜし む。 王 倫 還りて、 弁微 {f 小 大行を 奉送す るの 文 を 以て 獻と爲 す。 帝 之れ を 

、ョ) 

讀 みて 感泣し、 其の 親屬五 人を官 す。 水 相 張 浚に 謂って：： く、 「弁 歸 るの 日、 當に禁 

林 を 以て 之れ に處 らしむべし」 と。 還る に 及び、 入りて： 殿に 見 ゆ。 弁、 謝し 且つ：：： 

2)  「六) 

く、 「ii: ト金 人と 和 を 講じ、 上、 梓せ： を 返し、 次に 太 母を迎 ふ。 此れ 皆 時 を 知り 機 を 

知る の 明な り。 然れ ども 時運に して 往 らば 或は 固執し 難 からん。 機動けば 變 あり、 -X 

宋元 W 鑑紀^ 使抄  四 七 


宋 元明鑑 紀^ 使抄  四 八 

、 、、ゝ 、ゝゝ 、ゝゝ  ゝ ゝ、、 、、、、  、、、、>、、、 もく  、、、、、、、、、 

しく 未 兆に 鑑みるべし。 盟は 守るべく して、 説 詐の心 は 宜しく 嘿 して 以て 之れ を 待つ 

、、  ヽゝ や、、、、 ゝ  斗う び ゝゝゝ ゝゝゝ 、ゝ、 ゝゝ、 ゝ、 ゝ ゝゝゝ  とく ふ 

ベく、 兵 は 息むべく して、 消 弭の術 は 宜しく 詳 かに 以て 之れ を 講ずべ し。 金 人 黯武を 

こうあん  あはれ 

以て 至 德と爲 し、 苟安を 以て 太平と 爲し、 民 を 虐げて 民を恤 まず、 地を廣 めて 德を廣 

めず。 此れ 皆 天 中 與の勢 を 助く るな り。 時と 機との 若き は 陛下 旣に 始めより 知る。 願 

はく は 厥の 終り を 圖れ」 と。 帝 门 く、 「善し」 と。 

〇 洪牿 • 張邵. 朱 弁 三人の 事、 事々 言々 悲しむべく 慕 ふべき は、 讀者 自ら 知る。 今必 

LUJ"B， ずし も 評せず。 朱批を 下せる 處、 幸に 一 々^； i せよ。 

批 を 指す 

王 倫、 久しく 困し みて： t らんこと を懷 ふ、 故に 和議 を爲 さん こと を 倡 ふ。 三人 は必 

死 自ら 分と し、 生還せ ざる を輕 ふ。 之れ を讀 みて 死 を：；、 て國に 報ぜん こと を 思 は ざ 

る 者 は 禽獣な り。 二死 を 長れ て 萬 辱 を 受け、 百年の 身 を 顧みて 萬 幼の 名 を 失 ひ、 稗 

米の 躺を 顧みて 丘 山の 義を捨 つ。 何ぞ 古今の 禽獸 多き や。 且つ 王 倫と なりて 生く る、 

生 何の 樂 しむ 所ぞ。 三人と なりて 死す る、 死 何の 悲しむ 所ぞ。 悲樂常 を 失 ふ は、 禽 

獸 すら^ ほ且 つ 或は 然ら ざらん。 


を 喜 匱 給 三宫郞 たれ 正薦 簡 兼官の しら 起第紹 人::：  n 

面ん く 多 十に にり 、'ネ に！^ 肅ぬは 方て る せ 二 興、 に：  じ 
折で 。く 餘ぉ累 。蜀 によ と "給 BSiS  。郞 位の 字 

す 人性 書 年 る遷 州 除 り 張 諡卒事 を り 金に た 廷は邵  欽 

の剛藉 、こす 部に せ祕该 すし 中陳 防に 除り 試通武  京 
短 直に 律と 。待 知ら 誊の て をべ 紫 使-せ 、に老 の 


宋紀 三十 五 高宗 

ふ 々ふ  (二) 

^鬼 ハー 一十 一 年、 巫极を 以て 金國 祈請 使と 爲し、 金に 至らし む。 首め に靖康 帝を迎 へ， ^7 

國に Sf^—XT:^ を 請 ふ。 金主 曰く、 「知らず；^ り て 後何處 にか 1^ する」 と。 き、 ^ 

、、、、、、 

唯と して 退く。 

〇 使に して 此 くの 如くん ば、 木 偶に だ も 如かず。 古の 所謂 專對 する 能 はざる 者、 未だ 

此 くの 如き の しき は あらざる なり。 

紹與 二十 八 年 冬 十月、 金主 亮、 人 を 遣 はして； t 京の 宮室 を營 建せ し； 國子司 業 ^^) 中、 

使して 還り 上 言す、 「金 人の：^ 京 を 治す る は 必ず 居 を徙し 以て 我れ に 迫らん と 欲する 

なり。 早く 之れ が 備を爲 さざる ベから ず。 若し 果して；^ に 至らば、 則ち 壯士建 L.- 數日 

ならず して 境に 及ぶべし」 と。 

〇 黄 中 は 善く 敵 國を觀 たる 者。 

(sn  . 

紹興 二十 力 年 夏 五月、 禮部侍 郞孫道 夫、 金に 使して 還る。 金主」： 冗、 之れ に 謂って n く、 

宋ー 1^ 明鑑紀 使抄  四 九 


宋元 叨鑑紀 奉使抄  五 〇 

「歸 りて i が 帝に 白せ。 我が 上 國に事 ふる、 多く 不誠 あり。 今 峪ぼ一 ー¥ を舉 げん。 爾 

が 民 逃れて 我が 境に 入る 者 あれば、 邊^ 皆卽ち i お 巡 すれ ども、 我が 民叛 きて 爾が 境に 

入る 者 ありて、 有司 之れ を 索 むれば、 相 WL「e^l 资 S,.rt7^ る—、 一^り。 爾、 沿邊 

に於て賴馬|^^|38|崎^！^^、  二な り，」 と。 yd し 南お せんと 欲す、 故に 先づ 此の 

二 事 を 設けて 辭と爲 すなり。 道 夫 還りて 具 さに 之れ を 奏す。 帝 H く、 「朝廷 之れ を 待 

(ご  ， 

<•)  <き ：亮 つ： jl^ だ t チし。 彼れ 何の 名 を 以て 兵 1  而と爲 さん」。 道 夫 円 く、 「彼れ 身 其の 君 を 5^ して 之 

は 宇 をお し 

てき 立す 、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、 3  、、ひ，、、 い、 -ぃ、 -ひ- 、-- 、 1、 ，： 

れが位 を 奪 ふ。 兵 を 輿す に に 有名 を 問 はんや」 と 帝に 對 する 《母に 他ち 武事 を 曾 ふ 

〇 道 夫、 辯 折して 虜の膽 を 破らず。 惜しむべし。 而れ ども 還りて 具 さに 之れ を 奏する 

は 則ち 善し。. 帝に 對 する^に 輙ち 武事 を 言 ふ は 尤も 善し。 兵 を 興す に^に 有名 を 問 

はんやと いふに 至りて は、 古今の =sw 情 一句に し て^ひ. 盡す。 - 

宋紀 三十 六 高宗 

、 、 、 まう 、  、、、、、、 そむ 、 、 、 、 、 、 

紹輿 三十 年 八月、 賀 允中、 金に 使す。 還りて 言す、 「金 人 必ず に畔 かん、 x 且 しく 之 


死 5 金 任 西 高 襲,、 き 反 人 2 
し C  '申: す路宗 はよ き '二 

こ      レ      ffllj リロ んり 一し 金 

雍金 勝大總 じ と 浙將人 河 
卽 主 つい 管て す 江に 盟北 
位亮 にに 浙 。を' おにの 


れが 備を爲 すべし」 と。 

(二)  おちい 

九月 李寶 嘗て 金に 陷 りしが 身を拔 きて 海道より 來り； ^1 る。 是に 至りて 召對 し、 1- 

ふに 北 事 を 以てす。 歷々 數 ふるが 如し。 乃ち 官を 授け、 平 江に 於て 海 舟 を^して 

せし む。 

紹與 三十 二 年、 金の 高忠 建、 臨 安に 至り、 使 を 遣 はして 報聘 し、 且つ^ 询 s,?^;^ 

す  とを議 す。 ェ 部侍郞 張闡、 ， 遣，^ の l^siT し、 敵！： の禮を 正さん こと を 請 ふ。 t か!^ 

、、、、、、、、、、、、、 

は從 はずん ば sc ち戰 あるの み。 是 くの 如くん ば 則ち 中 國の威 以て、 復た べしと。 帝、 

之れ を然 りと す。 遂に 起居 舍人洪 邁を賀 登極 使に 充っ。 帝、 執政に 謂って 21  く、 「1 

の 日の 講和 は 本と 梓宮 • 太 一:^ の爲め なれば、 已 れを 屈し 辭を 率く すと 雖も 揮らざる 所 

ありき。 今兩 國の监 已に絕 つ。 宜しく 名 を 正し g 钊晝 すべく、 朝儀歲 當に 4- 小. f-.^ 

を定 むべ し」 と。 邁、 乃ち 接伴 禮十有 四 事 を 奏す。 旣 にして 忠建事  1;;^ る I に， 臣まを 以て 

宋 IP せんこ I と を 責め、 及び 新 M¥ 郡 を 取らん とす。 陳襄 伯、 義を £-p.f- か. ^か；；、 乃ち 止 

本 ともに 陳  、ゝ 、、 ゝ 、、ゝ 、ゝ、  9 ようしし 

战 ぬに 作る む。 _f の 行書、 敵 國の禮 を 用 ふ。 帝 手札 もて！ f に 賜 ひて ：！：  く、 「祖宗の陵^11^、 隔闕な 

宋 元叨鑑 紀^ 使抄  五 一 


朱 元 明鑑紀 奉使抄 


五 二 


( 一 ) 宋元通 

SI  • 宋史紀 事 

本末と もに 河 

北に 作る 

(二) 紹興三 

十二 年 正 B、 

山 東の 人耿京 

兵な 起して 東 

平を複 し、 中 

原に 豪傑 並び 

起る。 耿京. 0 

、り 東. 牛 節. 度 使 

ナど稱 す 

(マ：) 金の 天 

會の 進士、 官 

• 太 に 至る。 

南 5! 郡 王に 封 

ぜ -り る 


支那 も 

指す も、 ここ 

は xrn 本の 現 

狀を 暗示せ る 


る こと 三十 年、 時 を 以て 漉： W 祭祀す る こと を 得ず、 心赏に 之れ を 痛む。 若し 彼れ 能く 

( - ノ  —I I もと  

河. を 以て 歸 さるれば、 必ず 尊に 居る こと 故の 如くなる を 欲せん や。 正に 復た已 

れを 「i:: する も 亦 何の 惜しむ 所ぞ」 と。 邁、 奏して 言 ふ、 f 山 東の 兵 未だ 解けず、 則ち 

ii&ii.^ いや」 と。 燕に 至る。 金閣 門、 圖書、 式の 如くなら ざる を 見、 抑して 表 中 

•  、 、 、 

に いて Se 臣の 二字に 改めし め、 朝見の 儀 は 必ず 蔡禮を 用 ひん こと を 欲す。 執り 

で f^.^ や。 キ iui.^ きわこと 三日、 水 號通ぜ ず。 金主 を兑 るに 及び、 語 不遜な り。 

3.^^ か.；^ い わ。 鎖ぎ かず、 乃ち 遣り 還す。 邁は t= の 季子な り。 

おも 

〇 令、 幼より 洪邁に 容齋隨 筆 ある を 聞く も、 未だ 其の 書 を 見ず。 謂へ らく 博聞^^識 

の 人の みと。 此れ を 観れば 則ち 洪邁は 信に 夷狄に 使して！： 體を 1^ しめざる 者な り。， 

且つ 其の 預め 十四 事 を 奏する、 學 問の 功 虚しからず。 苟も 能く 是 くの 如くならば、 

他人と 雖も Ifi" れ敬 せざる を 得ず。 又 况ゃ洪 1" の 子なる を や。 

國の W 弱なる、 堂々 たる 中國を 以て 自ら 居る 者に して、 平日 犬羊視 する ものと 交 は 

り、 敵 國の禮 すら 且つ 用 ふる 能 はず。 悲しい かな、 悲しい かな。 


せ 余 右て す萵祖 元 葛 s 
ら源^ 之 。幹 卽帥玆 さ 
る 郡 相れ 志 、位た ' 
王 もも 寧 帝す り 金 本 

に拜 破? とる 。の 名 
封し る っ稱ゃ 世副撤 


(六) 金主 亮 

の 時の 年 fr 

の こと 前 

出 

(七) 臣下 天 

子に 別れて 國 

門 を出づ る こ 

と 

(八) 奏 槍に 

附 して 參知政 

事に 累官 す。 

右 僕 射と なり 

て罷 めしが、 

隆 の 初め 相 

に復 す。 金 人 

に 許す に I： 郡 

を 以てす。 太 

量 等の 上書 

して 思 退 を 斬 

らん こと を 翳 

ふに 至り 憂 ひ 

悸れて 死す 


宋紀 三十 七 孝宗 


(五) 

J つせ きれつし ね 


隆興 元年 八月、. 乾 石烈志 寧、 書 を 以て 三省 密院に 船り て 云 ふ、 「g 疆 • 歲幣舊 の 如く 

し、 及び 臣を稱 ，3、 中原 歸 正の 人 を 還 さ、 i^、 卽ち兵 を 止めん。 然らずんば 當に農 隙 を 

俟ち、 往 きて 戰 ふべ し」 と。 乃ち 盧仲賢 を 遣 はし 報 を 持して 金の 師 に-きて 云 はしむ- 

「海 • 泗 洲は 乃ち 正 隆渝盟 の 後、 本朝 未だ 使 を 遣 はさざる の 前に 之.^ を 得 


あらそ 


たり。 歲幣に 至りて は 固より 較ふ 所に 非ず。 第 だ兩淮 1： 瘵 の餘、 恐らく は 未だ 數の如 


(七) 


なら ざらん」 と。 仲 賢、 陛辭 す。 帝、 戒む るに 四 郡 を 許すな からん こと を 以てす < 


(八) 


而るに^：；^思退、 命じて 之れ を 許さし む。 張 淡, す、 「仲 賢、 小人に して 多妄 なり、 委 

信すべからず」 と。 聽 かず。 旣 にして 廷臣に 命じて 金 使 言 ふ 所の 四 « を議 せし むる に- 

其の 說ー ならず。 帝：：： く、 「四 一 Sie は與 ふべ し、 各，^,:.: §1 人と は從 ふべ から ざ 


るな り」 と 

つね 


臣 毎に 使者の 多妄を 利す。 大 子の 許さざる 所、 輙ち 命じて 之れ を 許さし む 

.so 兀明鑑 紀^ 使抄  五三 


諡卒右 宗の宗 二 

す し # 立 防の 

てに ち镇時 
武拜て 使の 金 
莊す 、博の 

と 。審世 州 fi3? 


朱 元^ 鑑紀 < ト使抄  五 四 

仲 賢の 多妄 なる に 非 ずん ば、 思 退、 奸 なりと 雖も、 何ぞ 能く 爲 さん。 四 郡と は卽ち 

海 • 泗 • 废 •  の 四 州な り。 孝宗 初めに 「許すな かれ」 と 云 ひ、 後に 「與 ふべ し」 

と 云 ふ。 然 らば 則ち 孝宗も 亦多妄 なり。 何ぞ仲 賢の 多妄 なる を 咎めん。 

地 を 割き 幣を納 るる、 宋人習 以て 常と なり、 復 た^しく は 怪しまず。 國事此 に 至る. 

翁 ほ 何ぞ言 ふに 足らん。 

十 一 月 己 丑、 盧仲 賢、 宿 州に 至る。 僕 散 忠義、 之れ を懷れ しむる に 威 を 以てす。 仲 賢- 

くわう キー やう  う  .E^< 

皇 恐して 言 ふ- 「：！ りて 當に命 を 察くべし」 と。 遂に 忠義 を 以て 三省 密院に 書 を 遣り 

(二)  I  i  

來り 上らし む。 其れに 四 事 を畫定 す。 一 、 通書叔 姪を稱 せんこと を 欲す。 二，  ^  •  , 

し、、 I も S  ^ノ 泗の四 州 を 得ん と 欲す。 三、 歳 幣— 銀 親の 數、 舊の 如く せんこと を 欲す。 四、 彼れ 

と 書す ベ しと 

な."  の 1M 及び 歸正 人を歸 さん こと を 欲すと。 仲 賢 還る。 帝 大いに 悔ゅ。 n お 思 退^す、 「王 

之 望 を 以て 金 國通問 使に 充て、 龍 大淵を 之れ に 副と し、 割棄 する を 許し、 

の 半ば を械 ぜんこと を 求めん」 と。 右 正 言 陳良翰 言 ふ、 「前に 使 を 遣 はして.， しに 命 を 

辱し む。 大臣 前 失 を 悔いず、 而 して 復た王 之 望 を 遣 はさば、 是れ金 人 一 兵 を 折かず し 


て、 坐ながら に gl 千 串： 要害の 地を收 めん。 かぃハ四郡を許すべ、.^,^ム」^$.^り、。 歲幣 ハン 

若き は 則ち 陵寢を 得る を俟 ち. て 然る 後に 與 ふ，^ い、 一 if い ^！.;;! ^いい か；； ：；-。 やま 

だ 決せず しあ まュ や |?^.:.£ぁハ おひきい か ケ、〕 や r^^^^^.-^^ 

ん。 はく は先づ 一介 を^^ 51.^ いか、 

ら ざるな り」 と。 帝、 乃ち 手づ から 王 之 望 等に 詔し、 一行の 禮 物を幷 せ、 並びに ばり 

て 命 を 境 上に 待た しむ。 而 して 胡昉 をして 金に 論す に ま 州，^; 7.993 を 以て 

せしめ、 如し 必ず 四 州 を 得ん とせば 則ち 當に使 を 追 還し 和議 を， 能む ベ しい。 

〇 李 綱 言 ふ、 「李稅 怯 11 なり、 必ず 國事を 誤らん」 と。 欽宗聽 かず。 稅、 果して 事 目 

を 受けて 敢 へ て 一 言 を 措かず。 張 浚 奏す、 「仲 賢多妄 なり、 ^^乂伊ロす ベ から f  I と。 

孝宗從 はず。 仲 賢、 果して 四 事 を 承け て、 ：il- 恐して 來り 上る。 二 賢の 說、 二 主の 惑 

を 解く 能 はず。 惜しい かな。 

議 未だ 決せず して 使遽 かに 行く、 今古の 誤 着なる こと 一言に て ^ ひ盡 す。 孝宗 之れ 

とど 

を聽き 王 之^ を 止め、 胡 昉を遣 はす、 則ち 稍 や 人 意を强 うす。 

朱 元 叨鑑紀 ：；^ 使抄  五 £ 


？ *r 教名さ 

澤 省と：:: 

西北る 今 
南部 。は 
W  、安縣 


仕て w 相 も遷事 士夫ニ 

す 殿お 兼り • り °  、 

を りね 、右て 金书 3 
奉 i  °  、樞僕 參に興 学 
じ を 後 遂密射 知 使の は 
致 以 端に 侦に政 し 進 南 


朱 元 明鑑紀 奉使抄  五丄ノ 

隆興ニ 年 春 二月、 胡昉、 金に 至る。 金 人、 信 を 失 ふ を 以て 之れ を 執へ、 已 にして 還す。 

月， 宗正少 卿 |^) 杞 をして 金に 使して 和を議 せし む。 書に 稱す、 「^大 宋 皇帝 某再拜 

して、 叔 大金 皇帝に 歲幣 二十 を 奉る」 と。 杞に面 論して：：： く、 「今 使 を 遣 はす は、 一 

に刊 を^〕、  二に 師を 退かしめ、 三に #幣 お tid, 四に 人. § せ ざら しめんた め 

なり」 と。 杞、 十七 事 を條陳 して、 間 對に擬 す。 帝、 事に 隨 ひて 畫 可す。 陛. 針して、 

奏して 曰く、 「臣、 ^を將 つて 疆を 出づ。 登に 敢へ て勉 めざらん や。 萬 一 紙くな くん 

ば、 願 はく は 速 かに 兵 を 加 へられん こと を」 と。 帝.、 之れ を 善しと す。 

〇(ri^" 弟の 獻納、 富 弼死を 以て 之れ を爭 ふ。 今 則ち 叔娃 もて 拜 奉す。 冠 腹 倒置、 其れ 之 

れを 何とか 謂 はん。 慶 磨より 此に 至る まで 百 二十 年、 阈の 降" お、 坂 を 下る の 車の 如 

し。 魏せ、 問に 擬し、 畫 可して 行き、 願 はく は 速 かに 兵 を 加 へられん こと をと。 梨 

れ 衰世の 善 使なる かな。 

(三) 

♦  くち やど 

冬 十月、 金の 僕 散 忠義 等 遂に 淮を 渡らん こと を議 す。 魏杞 行きて 肝胎に 次る。 忠義、 

® 房 長 をして LJ^ の來る 所以の 意 を 問 はしめ、 國 書を觀 さん こと を 求む。 杞 曰く、 「書 


(二) 前 出 1 

八 頁參照 


ていじ s  まう 

は 御 封な り、 主に 見えて 當 に廷授 すべし」 と。 房長馳 せて 白す。 忠義、 國書、 式の 如 

くなら ざる を 疑 ひ、 叉 商 秦の地 を 割く こと， 及び si 正 人の こ -AJ^ を 求め、 且つ 歲幣 T,rf 

萄を 欲す。 杞 以て 聞す。 帝命 じて 盡く初 式に 依り， 1^ を 割く こと を 許し、 S, 幣亦其 

の數の 如くし、 再び 國書を 易 ふ。 忠義 猶ほ 未だ 欲する 所の 如くなら ざる を 以て、 十一 

月 乙 西、 遂に 兵 を 分ち て 楚州を 犯す。 

〇 「書 は 御 封な り、 當 に廷授 すべし」 と。 一語^だ 壯、 趙 良^に 過ぐ る こと 萬々 なり- 

然れ ども 良 綱 四た び 國書を 易へ、 而 して 魏杞も 亦 再び 阈書を 易へ たれば、 則ち 五十 

步百步 の 差の み。 惜しい かな。 

乾 道元 年 三月、 餽祀、 金に 至る。 金の 館 伴張恭 愈、 阈 書に 大 宋と稱 せる を 以て、 杞を 

脅かし 犬の 字 を 去らし む。 杞、 之れ を 担み、 且つ 言 ふ、 「天子 神聖に して 才傑 奮起し- 

人々 敵 像の 意 あり。 北朝 兵 を 用 ふと も、 能く 必勝 を 保 せんや」 と。 金の 君臣 環聽 して. 

きょうしょう  ■_  . へら  1 1  

拱 棘す。 金主、 歳幣を 損す こと、 歸正 人を發 せざる こと を 許し、 元帥府に 命じ、 兵 

て 分 戌せ しむ。 杞、 卒に敵 國の禮 を 正して 還る。 帝、 慰藉す る こと 甚だ 厚し。 

宋元 明鑑紀 な. 使抄  五 七 


(1) 字 は 致 

能， 石；^ と號 

す。 招 興の 進 

士。 金に 使し、 

沒 りて 中書舍 

人に 除せられ 

參知 政事に 擢 

ん でら る。 卒 

して 文 52 と諡 

せらる。 尤も 

詩に 巧に して 

石 湖 集 あり 

(二) 國事を 

執る に當 りて 

の 意 


-i^ 元 明 鑑；^ 奉使抄  五八 

〇 陛辭 して 帝に 奏する に、 則ち 曰く、 一 願 はく は 速 かに 兵 を 加 へられん こと を」 と。 

金 人、 大の字 を 脅かし 去らし むれば、 則ち：：： く、 「北朝 兵 を 用 ふと も、 能く 必勝 を 

保 せんや」 と。 公の 胸中、 甲兵 百 萬、 是れ 敵！： の禮を 正して 還る 所以な り。 

  ( 1 )  りょうしん 

乾 道 六 年 閏月、 起居 郞范 成犬 を 以て、 金國 祈請 使と 爲し、 陵寢 の— 地 ws、 及び 更に 

S 又 #1 叫禮， 翻 1^1— む。 紹興 中、 金の 使者 至る。 書 を 搾げ 殿に 升り、 北面して， 態 肌に 立 

ち、 跪き 進む。 帝、 榻を 降りて 書 を 受け、 以て 內 侍に 授く。 金主 初めて 立ち、 使者 至 

りしと き、 陳康 伯、 伴 使 をして 書 を 取りて 以て 進まし む。 思 退、 國に當 るに 及び、 

復た紹 興の 故事に 銜ふ。 帝、 意に 之れ を悔 ゆ。 故に 成犬 をして ロづ から 以て 請 を爲さ 

しむ。 成犬、 金に 至り、 密 草の 奏に具 さに 受 書の 式 を 言 ひ、 之れ を懷 にして 入り、 ，1 

め 國書を 進む。 辭氣 慷慨、 金の 君臣 方に 傾聽 す。 成大 忽ち-きいで Si c、  riiiili き 

.f, ゝ ゝ、、 、、ゝ 、ゝゝ かな ゝゝ  ゝ ゝゝゝ  ゝ、 さし ± さ ヽゝゝ  >  ゝゝ、 

好と なりて 受 書の 禮 未だ 稱 はず。 臣疏 あり」 と。 ^に $1 みて 之れ を 出す。 金主 大 

いに 駭 きて n く、 「此れ 豈に 書を獻 ずる 處 ならん や」 と。 左右、， 场標を 以て 之れ を 起す n 

成大、 吃と して 動かず、 、ゼず 書 を 達せし めんと 欲す。 旣 にして 館 1^ に歸 る。 金 人 紛然， 


(三〕 陵寢の 

地 を 求む る こ 

と。 受 書の 禮 

を 正す の こと。 

この 二 事 も 指 

す 

(ra) 小 竹の 

t: にて 知らる。 

德川 中期の 儒 


(五) 字 は 夢 

錫、 紹 興の 進 

士。 參知政 ffif. 

右 丞相、 兼樞 

it, 使たり。 湯 

邦^の^?|する 

所と なりて 罷 

めら る。 邦. g 

罪 を 得る に 及 

びて、 官に復 

す 


たり。 其の 太子 允恭、 成大を 殺さん と 欲せし も、 或 ひと 之れ を 止めん こと を勸 む。 竟 

に 節 を 得て 歸る。 其の 復 書の 略に 云々。 是に 於て 二 事 皆 功 を 成すな し。 

しの ざキ， - (四) 

〇 篠 崎承弼 曰く、 「嘗て 范石 湖の 詩を讀 みて 謂へ らく、 其の 人 必ず 一 嗜好に 專ら にし 

て、 詩 を 以て 命と 爲す ものな らんと。 其の 傳を閱 する に 及び、 其の 金に 使して 禮を 

爭ふ、 正氣 浩然と して 節 を 全うして 還る。 是れ 其の 志、 おに 區々 として 詩 を 以て 名 

を 成さん と 欲する ものな らん や」 と。 噫、 世 孰れ か 石 湖の 詩を讀 まざらん。 而れど 

も 石 湖の 志 を 以て 志と 爲す者 は 蓋し 鮮し。 抑.' 二 事の 功な きもの は、 亦議 未だ 汄せ 

ずして 遽 かに 行か しめたる の 過な り。 而 して 使た る 者此に 慮らざる は 則ち it なり。 

然れ ども 石 湖の 吃と して 動かざる、 其の 志 固より 取る ベ きなり。 


宋紀 三十 八 ダ M  示 

淳熙ニ 年 秋 九月、 帝、 執政に 諭して、 使 を 選び、 河南の， 11 寢の * を 求めし む。 M 衡.^ 

す、 「左 司諫 ni! 邦 彥ロ辯 あり、 宜しく 使すべし」 と。 

朱 元明鑑 紀^ 使抄  五 九 


て 聘折を 金 尉へ 
終 判 く 以に に 二 
， る官 。て 使節 
に ； 强 しせ 番 
至 東 敵 口 ら 禹 
t> 運 を 舌る 縣 


宋元 明鏗紀 奉使抄  S 

〇 口 辯 ある 者、 何の 益 あらん。 膽カ ある 者、 乃ち 用 ふべき のみ。 

淳 i で n 年、 ？ f 邦彥、 金に： 辛-る。 金 人 担み て納れ ず。 化餘 にして 乃ち 引兒 す。 ^|を4、.ぃー 

"八，、， ハづ， ？、 ，、.-、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、 

の士 皆 弦 を 控へ刃 を 露 はす。 邦彥 怖れて  一^ を 惜く能 はずして 還る。 是れ より^ 寢_ 

,01 議、 遂に， む。  . 一 

〇 一 詞だも 措く 能 はず、 則ち 口 辯 を 併せて 有るな し。 

.  一 

宋紀 四十 一 寧宗  „ 

開 三年、 方 信孺、 奉 使 金國通 謝國信 所 參議官 となり、 流 州に 至る。 金の 矻石烈 子 仁、 

之れ を獄に 置き、 刃 を 露 はして 之れ を 環 守し、 其の 薪水 を 絶ち、 耍むるに^11^を以て_ 

す。 信 儒 曰く、  risi 刮 1^:3 幣を歸 ^^oi は 可な り、 58,り議^^は古ょり之れな し。 ^一 

を 稱し地 を. 割く は 則ち 臣 子の 敢へ て 言 ふ 所に 非ず」 と。 子 仁 怒り て：：： く、 「若 5h 還 を ： 

望まず や」 と。 信孺 曰く、 「吾れ 命を將 つて 國門を 出づる 時、 已に 生死 を 度 外に i,s」 一 

と。 子 仁， 遣りて： it: に 至らし め、 完顔 宗浩を 見し む。 出で て 傳舍に 就く。 宗浩、 命 を 一 


(二)  ss- をね 

ぎら ふ，^5:め の 

賠© とし て不 

足な りの 意 

(三) 河南^ 

W 部？ E 水の 流 

域に あり 

(el)  5 の 

» 孫、 寧宗の 

立つ に 當 りて 

與 りて 力 あり、 

時に 威 福 を 弄 

す。 太 師平章 

事 を 以て 

平原 郡 上に 封 

ぜにん。 班、 

相の 上に あ 

り、 潜 妄軌な 

し。 金 人 其の 

首 を 欲す。 iM 

定の 初め 斬り 

て 其の 首 を 金 

に 遺る。 下 文 

に 太 師の頭 云 

A と ある はこ 

れを 指すな り 


將ふ者 をして 來 らしめ て. 堅く 五說を 持す。 信； il、 辯對 して 少しも 屈せず。 宗浩、 詰る. 

こと 能 はず。 授 くるに 書 を 以てして：：： く、 「和と 戰とは 再び 至る を俟 ちて 之れ を 決せ 


ん」 と。 信孺 還る。 朝廷、 林 拱 辰 を 以て 通 謝 使と 爲し、 信 孺と與 に 國書誓 草 を 持せ し 

^、 及び？ S 賺 萬辦を 許す。 信 孺、 ； t に 至る。 宗浩、 信孺が 曲折 建白せ ず、 遽 かに 誓 

書 を 以て 來るを 怒り、 誅戮 禁錮の 語 あり。 信 爲 めに 動かず。 命 を 將ふ者 曰く、  r 此 

れ犒軍 了すべき に 非ず」 と。 ^に 事 目 を 出して 以て 之れ を 示す。 信孺 11  く、  r 歲幣再 

び增 すべから ず。 故に 代 ふるに I 通 謝錢を 以てせり。 今 此れ を 得て 彼れ を 求む、 ifj: れ首 

を隕す あるの み」 と。 會. -興 州の 遣 師ノ大 散 關を復 す。 宗浩、 益. > 之れ を 疑 ひ、 乃ち 

(四) 

信孺を 遣り 還す。 韓 使胄、 敵の 欲する 所の もの を 問 ふ。 信孺言 ふ、 「敵の 欲する 所の 


もの 五 事な り。 一に 兩淮を 割く こと、 二に 歲幣 を！？ す こと、 三に 歸正人 を 索む る こと- 

ねさら I 

四に 軍を犒 ふの 銀、 五は敢 へて 言 はず」 と。 胄、 固く 之れ を 問 ふ。 信孺 徐ろに；：： く- 

「大師の 頭 を 欲する のみ」 と。 胄 大いに 怒り、 信 孺の三 官を奪 ひ 臨 江 軍に 居住せ し 

、、、、>、、、、、、  、、、、、、、、、、  ゝゝ  、、、、 あら は 、  ゝ、 

む。 信孺 三た び 金の 師に 使し、 口舌 を 以て 强敵を 折く。 敵 人、 計 屈し 情 見 はる。 未だ 

朱 元 明鑑紀 奉使抄  六 一  ， 


朱 元 明^お 奉使抄  六 二 

卽ち 和せ ずと 雖も、 然も 已に 成說 あり。 

〇 口舌 を 以て 强敵を 折く、 其の 功是 くの 如し。 老，： ： 水 謂 はく、 「大^夫 將 たる を 得ず と 

も， 使と なりて 口舌の 間に 折衝す る を 得ば 足れり」 と。 正に 此れ を 謂 ふなり。 

+ 宋紀 四十 七 理宗 

淳祐 元年、 蒙古、 月 里 麻 思 を 使と し來 りて 和 を議， せし む。 從 行者 七十 餘人。 月 単-麻 

、、\  、、、、、、、、、、  、、 いつ. Htt- ゝ 、 も 、、、、、、、、、、<•、 

曰く、 「吾れ 汝 等と 命 を 奉じて 南下す、 楚人 詐 多し、 倘し 害に 遇 はば 當に 死すべし、 

君命 を 辱し むるな かれ」 と。 已 にして 馳 せて 淮 上に 抵る。 守將、 兵 を 以て 之れ を # か 

して 曰く、 「雨が 命 我れ に 在り、 生死 は 頃刻の 間の み。 若し 能く 降らば、 官 立 どこ 

ゆる  、ゝ、 ゝ、 、、ゝ 

ろに 致すべし。 然らずんば 必ず 汝を 貸さ ざらん」。 月 里 麻 思 曰く、 「五：： れ節を 持して 南 

に來 り、 以て 國好を 通ず。 汝 我れ を 誘 ふに 不義 を 以てす、 死 あるの み」 と。 守將、 其 

の逼 るべ からざる を 知り、 乃ち 之れ を 長 沙の飛 虎 寨に囚 ふ。 

〇 夷狄 亦 人 あり。 以て 使の 法と 爲 すべし。 


二) 字は以 

道、 f 冗 の W 祖 

宋紀 四十 九 理宗 

ありて；.^ 旅の 

fr;tiJ,r-JD^ りて 夫  (1)  (二) 

5:。 お t の 景定 元年、 蒙古 忽必 烈旣に 立ち、 來 りて：^ を 修めん と 欲す。 正文 統、 素と 郝經の 重 名 

海の 二 郡 を 取 

^^^M ある を，」 心み、 經を遣 はさん こと を 請 ふ。 秋 七月、 遂に 翰林 侍 讀學士 を 以て、 國信 使に 

の 反する ゃ與      (： 一一) 

に 謀りて 誅せ 充てられ、 來ケて 卽位を 吿げ、 且つ 前日 和 を 請 ふの 議を徵 す。 文婉、 復た陰かに李#？^ 

ら る 

しぶく  . 

y 一ん あ t〔M に屬 し、 師を潛 めて 宋を 俊し、 手を假 りて 經を 害せん と 欲す。 經、 宿 州に 至り、 其の 

なり  II 1 1 , 1 

位" て g 林 待 iFe を 遣 はし、 入 國の日 期 I を 請 はしむ。 報ぜられず。 書 を 宰相 及び 淮師李 庭 芝に 遣 はす。 

讀 *f と 爲す。 

^tt, 而 して 賈似 道、. 經 至りて 謀泄 れんこと ,g;J5 議, 机 ぼ s，l れ を 恐れ、 ^かか 

留められて 屈 、、ゝ 、、ゝ 、ゝ  i/、  .  、 、 

0 & 勇 軍の 營に 拘留す。 經、 數. -書を 帝 及び 執政に 卜： れ ども、 皆 報ぜられず。 驛虔、 き 

卒して 文中 化と  、 、 とざ、 、ゝ ゝ、 ゝ、、 、ゝ、 、、、、、、 、 、ゝ、  しも つ 

e せらる  戶を餘 し晝夜 守邏し 以て 經を 動かさん と 欲す。 經、 ：S せず。 伹だ 其の 下に 語げ て ！： く、 

(三) 李 全の  _ 

？ »  ^  ^  、、ゝ ゝゝ、 、、ゝ ゝ、、 ゝ ま.， 5" 、 、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

iizll 「死生 進 返 は 其の 彼れ に 在る に聽 す。 身 を， i:: し 命 を-:: 译 しむる は 我れ 終に 能 はず。 汝等 

一 i: 富と なる ミ 

聽魏 151  どば 不幸な り、 宜しく 死 を 忍びて 以て 待つべし。 之れ を 天の 時人の 事に 授 るに 宋の祚 遠 か. 

へ. りる。 Z  , 

も 1$ 制する； 二  らじ」 と 

朱 元 叨鑑紀 ；！^ ト使抄  ， -  六 I； 一 


宋元 叨鑑紀 奉使抄  *  六 四 

はな は くる 

け れ後 ^ 〇 郝經亦 太だ艱 し。 內は 則ち 文統 あり、 外 は 則ち 似 道 あり。 

L て Se せる る 

S) 朱の 台 

州の 人、 姉が 

理 宗の妃 おる 

を 以て- * 相と  Jil,irtMr;JI1 f^. 

なる。 後に 元  tk,>¥fRil 

こ! し、 ^ 

せられて 殺さ 德祐 元年、 元主復た郝經の^？^^-をして來りて經の所在を問はしむ。 詔して 總管段 佑 

る 

を 遣 はし 禮を 以て 經を 送らし む。 經、 道に 病み、 燕に 至りて 卒す。 經、 人となり 氣節 

を尙 び、 學を爲 すに 有用 を務 む。 留めら るるに 及び、 續後 漢書 及び 易 春秋 外 傅の 諸 書 

を 撰す。 從 者皆學 書に 通ず、 佐の 苟宗 道、 後 亦 闺子祭 酒に 至る。 

(1) 字 は 文 〇 郝經 せず、 學ぶ 所に 負かず。 是れ 必ずしも 論ぜず。 留められて 書 を 著 はし、 從者 

渙、 官 は知府 

に 至る。？ I 靖  を敎 ふること、 余の 最も K ぶ听 なり。 

の Sk 致仕し て 

歸る。 j^Jf 集 

の あり 

(二) 元の 右 

丞相。 時に 南  ^妃 wig  J  一！；  . 

下して 都 城 5  i ^ 一  11^01^ 

くに 迫る。 宋  1 一う \5 けい  (二)  , ま 

景炎 元年、 揚應 蜜、 還りて 言 ふ、 「元の 伯 顔、 執政と 面の あたり 議 せんと 欲す」 と。 

て 降る  (三) 

(三) 文： 大祥 太后 乃ち 天祥を 以て 右 丞相 兼 枢密 使と 爲し、 吳 堅と 偕に 往 かしむ。 天-肺、 辭 して 拜せ 


m  。 宋史紀 

本 ともに 

に 作る 


(五) 北朝 元 

主の 詔な りと 

称して 辭 とせ 

るな り 


(六) 第三 卷 
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ざり しが、 遂に 行く。 因って 伯 額に！ ^ ^きて 曰く、 「北朝 若し 宋を 以て， 與 ifuss、 

ふ 兵 を 平、 江 或は 嘉 江に 退けん こと を。 然る 後に l*fl:3、  i を與 へ、 師，^ JtT- 

^。 北朝 全 兵 以て 還る は 策の 上な り。 きい ぁハ 6{ が^ いかい^,^!^、 胁 ちき.^. 

閥 • 廣尙ほ 多く 未だ 下らず、 利 M 未だ， i やや かい や。 ムハか 卜 まき^；.」 い、 、いや 

り： ^ まらん」 と。 伯 顔、 北 詔 を 以て 辭と爲 し、 天 祥の擧 動 常なら ざる を膨 ひて、 異志 

ある を 疑 ひ、 之れ を 軍 中に 留め、 堅 を 遣り 還す。 天祥 怒りぎ >歸 らんこと を 請 ひて： n 

く、 「我れ の 此に來 る は 兩阈の 大事の 爲め なり。 何の 故に 我. ^い」^.^;^」 と。 伯 額の 

曰く、 「怒るな かれ、 君、 宋の 大臣たり、 責任 輕 きに 非ず。 今日の 事 j;! しく 當に 我，， - 

と 之れ を 共に すべし」 ；^J。 忙古 台. 唆 都 をして 館 伴たら しめ、 之れ を ぎす。 

〇 是の 時に 當 りて、 宋國勢 極まりて 爲 すべから ず。 而も 大祥 の語氣 挽まざる、 是 くの 

如し。 是れ 亦正氣 の磅礴 たる ものな り。 

元の 伯 顔， 嘗て 文 天祥を 引き、 „JKM 等と 同坐す。 天酵、 ご iffi, る dfi\^ い、 

且つ 伯 顔の 信 を 失へ るを责 む。 呂文 煥、 旁より 酽 して 之れ を 解く。 天祥、 か^か、 かお ハ 

朱 元 明鑑紀 奉使抄  六 五 


二) 直 政、 

秀吉の 母 氏 を 

送りて 京師に 

至る。 秀吉之 

れ も-饗し、 石 

川 數正葡 僚な 

る も 以て 接伴 

せし む。 直 政 

曰く、 此の 夫 

や 累世の 舊主 

に叛 きて 殿下 

に屬 す。 義と 

もに 坐す ベ か 

らす。 願 はく 

は 之れ を卻け 

ん こと をと。 

第三 卷三 〇 七 

頁參照 

(二) 德川氏 

の世臣 なりし 

が、 秀吉の 勢 

爆なる を 見て、 

天 正 十三 年大 

阪に奔 る。 秀 

吉禮 せす。 十 

四 年 和 泉國に 

封す。 後ち 秀 

吉數 正の ため 

に 乞 ひて 家康 

に 謁見せ しむ。 

十八 年 信 州 深 

志 城に 封ぜら 

れ、 十 萬 石な 


朱 元 明鏗紀 奉使抄  六 六 

、、、、、、、、、  、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、 、、 

の 姪師孟 を幷せ 斥け 、「父子 兄弟、 國の 厚恩 を 受け、 死 を 以て 國に報 ゆる 能 はず、 乃ち 

、 、、ゝ 、ゝゝ ゝ、  は、， か  とら 

族 を 合せて 逆を爲 し、 尙ほ何 を か 言 ふ」 と。 文焕 等慚ぢ +)^ る。 伯 顔、 遂に 大 祥を拘 へ. 

祈請 使に 隨 ひて 北行せ しむ。 

〇 賈餘慶 • 呂文煥 • 師孟、 是の時 胸中の 苦惱、 其れ 如何な りし か。 徐ろにして 之れ を 

思へば、 則ち 秉 葬の M、 勃然 沛然と して 忠孝 勝げ て 用 ふべ から ざらん。 德川 氏の 臣 

(1)  (二) 

井伊 直 政の 石 川 數正を 罵れる は、 正に 此れと 同じ。 

曹 利用. 富弼 より 文 天祥に 至る まで、 使者 十數 人、 ^膽を 破り、 國體を 重んぜし 者 

多し。 皆 以て 後の 法と 爲 すべし。 若し 其の 納幣 • 割 地 . 卑辭 •  禮を 以て 恥- t と爲 

せば、 則ち 弱 宋の事 固より 言 ふに 足らず。 而 して 獨り使 HJl のみ 罪すべからざる なり „ 


同紀 帝 脅 


S 


祥輿ニ 年 冬 十月、 文 天 酔、 燕に 至り 屈せず。 元 人 之れ を囚 ふ。 初め 涯 山の 破る る、 張 


(四) 


弘範等 置 酒 大きす。 天祥に 謂つ て 曰く、 「國 亡び、 丞相の 忠孝 盡 きぬ。 能く 心 を 改め 


g 諡卒 朱陸埶 した, 食 

v-^ せし せ秀へ 、りの；:;； む 

らて 亡夫 、文 。時 

文る 獻ぼも 張 天 朱 都 元 
天 武す破 世祥を 元の 
m と 。り 傑 を 侵 帥 世 


も 指す 

(五) 今の 江 

西 省吉安 gf 

(六) 文天祥 

鑼 江より 脫し 

歸れる も 指す 

(七) 賈餘慶 

等が 燕に 留ま 

りて 股し 歸ら 

ざるが 如き を 

いふ 

(八) 帝 な 

り。 德， g は そ 

の年號 

(九) 盆 王 • 

廣 王の 二人 を 

立てて、 廣王 

も 都 元帥、 # 

王 も 一 副 元帥と 

なす。 盆 王卽 

ち 後の 端宗な 


つ .》  まさ  、 * 

宋に事 ふるもの を 以て 今に 事へば、 將に 宰相た る を 失 は ざらん とす」 と。 天？；^:、 法然 

、 、z  、 なん 一 だ 、、 、、ゝ 、ゝ 、、、、、、 ゝ、、 、ゝゝ ゝ、、 、、ゝ 、、、  . 

として 泣 1^ りて E く-  r 國 亡びて. 救 ふこと 能 はず、 人臣た る 者 死して 餘罪 あり。 况ゃ 

敢 へて 其の 死 を 逃れて 其の 心 を 1^ にせん や」 と。 弘範 之れ を義 とし、 使 を 遣 はして 護 

(五) 

送せ しむ。 天 酔、 燕に 赴き、 道に 吉州 を經、 痛恨して 食 はざる こと 八 Ii、  い。 

乃ち 復た 食す。 十月、 燕に 至る。 館 人の 供 張 甚だ 盛んな り。 15；< ま、 iKltp、  4; いで 

あした 、 、 、 

旦に 達す。 遂に 兵馬 司に 移し、 卒を 設けて 之れ を 守らし む。 旣 にして 丞相 博羅 等、 

樞密院 に 召 見し、 拜 せしめん とす。 天祥、 長揖 して 屈せず。 博羅 曰く、 「古より. 宗廟 

土地 を 以て 人に 與 へて、 而 して 復た 逃る る 者 あるか」 と。 天祥 曰く、 「,〔ピ^^-£}ハぃ 

、、ゝ ゝ、 ゝ、、 ゝ、、 、、、、  、、、、v  、、、、*、、、、、、  i) 

に與 ふる は、 是れ 阈を賣 るの 臣 なり。 國を賣 る 者 は 利す る 所 ありて 之れ を 爲，^ 、 

去ら じ。 去る 者 は 必ず 國を賣 る 者に 非ざる なり。 予 前に 宰相に 代へ らいいい (その 役 も) 

拜 せず、 使 を 軍 前に 奉じ、 尊いで 拘執 せら，^。 已 にい pi^ ハ がい わ 4:p」 ,ひ 、ジ 

れば當 に 死すべし。 死せ ざる 所以の もの は、 度宗の 二子 浙 東に 在り、 おき、 ^^^^ 

ゝゝゝ ゝゝ、 ゝ.、  (八)  、九) 

し を 以ての 故の み」 と。 博羅 曰く、 「德 祐の嗣 君を棄 てて 二王 を 立つ るは忠 か」 と。 

宋元 明鑑紀 f ト使抄 .  六 七 


年 さ出宗 拉康宗 2 晉位瑯 安位愁 もも 劉懷ニ 
號 5 參卽 せの • ご のす 王 もす 帝 平陷聰 帝 ^ 
照 位ら 變欽 元 。建陷 。長 陽れ If  • 
端 すれに 宗朱帝 こ 康れ聰 安に 、の 愍？? 
宗 °  、北 。の なれに 、又に 遷懷洛 帝 M 
の 前 高に 靖徽り 東 卽瑯長 卽し帝 陽。 の 


宋元 明鑑紀 奉使抄  六 八 

天祥 曰く、 「此の 時に 當 りて は 社稷 を 重し と爲 し、 君を輕 しと 爲す。 吾 れ^に 君 を 立つ 

(一)  ゝ  ゝ 

る は 宗廟 社稷の 爲 めに 計るな り。 懷 • 愁に從 ひて 北す る もの は忠に 非ず、 元 帝に 從ふ 

(二) 

を 忠と爲 す。 徽. 欽に從 ひて 北す る もの は忠に 非ず、 高 宗に從 ふ を 忠と爲 す」 と。 博 

羅、 語 塞がる。 忽ち 曰く、  r 晉の元 帝. 宋の高 宗は皆 命を受 くる 所 あり。 二王、 正 を 

f  一二) 

5 ば  、、、、、、、、、、、、、  、、、、、 

以てせず、 是れ篡 へるな り」。 天祥 曰く、 「景炎 は 乃ち 度宗の 長子に して、 德祐の 親 兄 

なり。 尙ほ 正しから ずと 謂 ふべ けんや。 德祐位 を 去る の 後に 登極す。 蠤 ふと 謂 ふべ か 

(四)  、 

らず。 陳 丞相 帖 太后の 命 を 以て 二王 を 奉じて 宫を 出づ。 命を受 くる 所な しと 謂 ふべ か 

らず」 と。 博羅 等皆辭 なし。 但だ 命を受 くるな きを 以て 解を爲 すの み。 天祥 曰く、 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

「天 之れ を與 へ、 人 之れ に歸 せば、 傳受の 命な しと 雖も 推戴 擁立 亦何ぞ 不可な らん」。 

博羅 怒りて 曰く、 「爾、 二王 を 立てて、 竟に 何の 功 を か 成せる」。 犬祥 z: く、 「君 を 立 

てて 以て 宗社 を存 す。 一 日存 すれば 則ち 臣子 一 日の 責を盡 す。 何の 功 か 之れ あらん」。 

曰く、 r 旣に 其の 不可なる を 知る、 何ぞ 必ず 爲 せし」。； 大祥 曰く 、「父母 疾 あり、 爲 すべ 

からず と 雖も藥 を 下さざる の理 なし。 吾が 心を盡 すの み。 救 ふべ からざる は 則ち 天命 


陳宜 中、 

字 は 輿權、 寳 

祐 年中 黄 鐘 等 

六 人と 丁 大全 

も 排斥して 

せらる。 時に 

六 君 ,4^ と號せ 

らる。 德^ の 

初めに 枢密院 

事に 知たり、 

右 丞相に 拜す。 

王立ち て 左 

丞相と なり、 

王も秦 じて 占 


城に 赴かん と 

し、 先づ 行き 

て 歸る能 はす。 

元の 兵に 追 は 

れ、 遂に^^羅 

に 逃れ 死す 


(五) かかる 

名臣 も辨 知す 

る こと 遲きに 

起 H すと な h- 


なり。 今日、 天 祥此に 至る、 死 あるの み、 何ぞ 必ずしも 多言 せんや」 と。 博羅、 之れ 

を 殺さん と 欲す。 而 して 元 主 及び 大臣 可かず。 張 弘範、 病中より 亦 表 奏す。 「天 祥、 

事 ふる 所に 忠 なり。 願 はく は釋 して 殺す ことな かれ」 と。 乃ち 之れ を囚 ふ。 

〇 文 天祥の 燕に 至る は 奉 使に 非ざる なり。 特 だ趙宋 結局の 一棹 は 全く 文 天祥に 在り、 

文天祥 結局の 一 掉は 全く 燕に 至る に 在る を 以て、 吾れ 得て 漏さざる なり。 抑 >臣 あ 

(； 5 

る こと 是 くの 如く、 而も 亡 を 救 ふなき は、 之れ を辨 ずる こと 早く 辨ぜ ざれば なり。 

お 口れ 亦 文 天 祥の爲 めに 其の 不遇 を 悲しみ、 尤も 超 宋の爲 めに 其の 不幸 を 悲しむ のみ A 


元紀四 成宗 

大德ニ 年、 駙馬高 唐 王 闘里吉 思、 勝に 乘じ 北ぐ るを遂 ふ。 馬躓きて敵，箱齡||ま^;5, 

、、、、、、、、、、  め あは 

の 執 ふる 所と なる。 誘 ひて 降らし めんと す。 屈せず。 叉 之れ に 妻す に 女 を 以てせん と 

欲す。 闊里吉 思 毅然として ni く、 「我れ は大 子の：^ なり。 天子の 命に 非ず して 再び 娶 

るべ けんや 一 と。 竟に 屈せず して 死す。 

宋元 明鑑紀 奉使抄  六 九 


宋元 明鑑紀 奉使抄 

〇 亦 使に 非ず と雖 も、 以て 使の 法と 爲 すべし。 


七 C 


( 一 ) 元. 兵 

も 起し、 誠 王 

と稱 し、 國を 

大 周と 號す。 

明將徐 達に 擒 

へ られて 自ら 

溢 死す 

(二) 李齊、 

字 は 公平。 高 

郵府に知^„iり。 

故に 知府 とい 

へ るな り 

(三) 行中 書 

省の こと、 全 

國に十 一 も 齔 

きて 統御す 

(四) 宋元通 

II に は 十六 年 

の條 に出づ 

(五) 宋元通 

11 によれば、 

集 賢 待 制 は 孫 

偽に し て、 in? 

馬 c=- は 翰林 待 

制な. り。 似し 

松 陰. この 人名 

も 一 人と 誤認 


元紀十 順 帝 

(1 )  . 

至 正 十三 年、 張士 誠、 高 郵に據 りて 王を稱 し、 國を大 周と 號し、 元 を； 大祐と 建つ。 已 

あや」 む  (二) 

にして 詔 あり、 之れ を赦 す。 使 至れ ども 入る を 得ず。 賊給 きて 言 ふ、 「李 知 府を請 ひ 

(三)  し  、 、、ゝ ゝ、、 、、、、 

て 乃ち 命 を 受けん」 と。 行 省、 李 齊を强 ひて 往 かしむ。 至れば 則ち^ を獄に 下す。 齊、 

辨說百 端す と雖 も、 而も 士誠 本と 降 意な し。 士誠、 齊を 呼びて 跪かし む。 齊、 叱して 

臼く、 「吾が 膝鐵の 如し、 豈に 賊の爲 めに 屈せん や」 と。 士誠、 曳き 倒して 其の 膝 を 

槌碎 して 之れ を 殺す。 

〇 鐵の 如きの 膝な き 者 は 以て 使と なる ベ からず。 


元紀 十三 順 帝 

、四)  い  (5 

至 正 十五 年、 初め 或は 謂 ふ、 張士 誠、 降 意 ありと。 集 贤待制 烏 馬兒. 孫摇を 遣 はし、 


(六) 孫 偽 一 

人の ことなる 

ベ きに、 松 陰 

こ の 人名 を 一 

人と せし P 、に 

基く 


詔 を 持して 柱いて 之れ を 諭さし む。 士誠、 之れ を 一 室に 拘し、 迫りて 降らし めんと す- 

. 説り 斥けて 絕. たず。 士誠、 平 江に 徙 るに 及び、 §、  ：5.ii&i^i お 4- いい：^^ 1," 

人 を 遣 はして 鎖 南 王と 約せ しめ、 日 を 刻して 兵 を 進め、 高 郵を復 せんとす。 語|1^-^ 

、、、■、、 

に 害に 遇 ふ。 

〇 旣に 敵の 拘 する 所と なりて、 猶ほ 能く 銀 南と 約し 高 郵を復 せんこと を 謀る。 人、 新 

の膽 カ志氣 あらば、 天下 爲 すべから ざるの 地な く、 爲 すべ， からざる の 時な からん。 

成敗に 至りて は 天な り。 我れ 固より 論ぜざる なり。  . 

有宋 三百 年、 蒙古 百 五十 年、 而 して 奉 使の 人、 宋獨り 盛んな りと 爲す。 其の 國 弱き 

つね  ヒ つと 

に 因り 每に 制を强 廣に受 くと 雖も、 使聘の 相 望む、 抑. -亦 學問氣 節の 美尙 ぶべ レ 

と爲 す。 故に 國に 在りて は 宜しく 宋の 弱き を 以て 戒と爲 すべく、 使に 在りて は 宜し 

く宋の 盛んなる を 以て 法と 爲 すべし。 蒙古の 人に て は、 月 里 麻 思 • 郝經は 載せて 宋 

(六)  ぁづか 

紀の 中に 在り、 李 齊と烏 馬兒孫 と 四 人の み。 闕里吉 思 は與ら ず。 


宋 元明鑑 紀^ 使抄 


七 


朱 元明鑑 紀^ 使抄 


七 二 


二) 玉 珍の 

子、 十歲 にし 

て 父の 後を嗣 

ざ 帝位 を 潜す。 

諸 大臣 皆 粗暴 

にして、^ 武 

年中に 至り、 

明の 太祖に 從 

はす、 兵 敗れ 

て 面 縛せられ 

降る。 尋 いで 

高 藤に 徙 さる 


(二) 始め 陳 

友該に 仕へ し 

が、 尋 いで 太 

に歸 す。 蜀 

に 使し、 遼り 

て 後 # 御史と 

なな 


明朝 紀事 本末 

卷の十 一 太祖、 夏 を 平 


(一 


元の 順 帝 至 正 二十 六 年 九月 己 亥、 夏 主、 明 昇、 使 を 遣 はして 來聘 す。 使者 自ら 一一 一一 s ふ、 

「其の 國、 東に 塘三 峽の險 あり。 北に 劍閣 道の 阻 あり。 古人， へらく、 一夫 之れ 

ゆた 

を 守れば 百 人 過ぐ るな しと。 而 して 西に 成 都を控 へ、 沃壤干 里、 財 富み 利饒 かにして、 

實に 天府の 國 なり」 と。 太祖 笑 ひて 曰く、 「蜀 人、 德を 修め、 民 を 保ん ずる を 以て 本 

と爲 さず して、 山川の 險を恃 み、 其の 富饒を 誇る。 此れ 豈 1 ^天より 降りし か， 4 と。 使 

者 退く。 太祖、 因って 侍臣に 語りて 臼く、 「吾れ 平日 事を爲 す、 只 だ 實を務 むる を 要 

とし、 浮 僞を尙 ばず。 此の 人 其の 主の 善 を稱述 する 能 はずして、 但だ 其の 國の險 を 誇 

る、 固より 奉 使の 職 を 失へ り。 吾れ 常に 使 を 四方に 遣 はす、 其の 言語に 謹し み、 誇大 

を爲 すな からん こと を 戒め、 笑 を 人に 遣さん こと を 恐る。 蜀の 使者の 謬妄の 如き は當 

に 以て 戒と爲 すべきな り」 と。 參知 政事 蔡哲を 遣 はし 柱いて 蜀に 報ぜし む。 哲、 畫ェ 


(一" じ 法令の 

第 一 條 


、、、、とも、、、 、、、、、、、、、、、、、、、  i 

を 挾みて 同に 柱き、 其の 山川の 險 易を圖 して 以て 獻ず。 太祖 i 見て 之れ を 51 し、 かれ； き 

を 取り 蜀を 伐つ の 張 本と 爲す。 

〇 夏の 使 も 亦 能く 言 ふ 者な り。 伹だ 明祖は 高き こと j 著、 故に 其の 笑と なる。 奉 吏の 

難き、 是に 於て 知るべし。 抑.' 明 祖の言 は 奉 使者 奉じて 以て (1) 甲と 爲 して 可な り。 

近來墨 • 魯 諸 夷の 使 皆 畫ェを 挾みて 來る、 彼れ 蒸し 以て 常と 爲す。 而 して 其り々 ュ謀 

寧ん ぞ階ま ざ るべ け/しゃ。 


(ST) 明の 太 

祖 の 時南康 苻 

に 知たり、 0 

政 多し。 元史 

を 修め 宗濂と 

共に 總 裁たり。 

雲 南に 於て 節 

に 死す。 忠 X 

と認 せらる 

(五) 官名， 

II 方の 土地 並 

ひ に 職 貢 を. j? 

る。 明 代 は 職 

方淸吏 司と 稱 

す 


卷の 十二 太祖、 滇を 平ぐ  . 

(四) 

太祖 洪武六 年 冬 十二月、 詔 使 王藏、 雲 南に 殺さる。 禕、 初め 雲 南に 至り、 元の 梁 王の 

k^」 

しょく.？ つ  „  \ 

君臣 を 見、 論す に 版圖を 奉じて、 職 に ：！ せんこと を 以てす。 梁 王 If みず。 if 至 

せし むる こと 數曰、 梁の 君臣 頗る 降 意 あり。 改めて 禕を 館し、. 厚く 之れ を 待つ。 M ベ 

元の 太子 沙漠に 自立し、 使脫脫 をして 丙蕃 より 糧を雲 南に 徵し、 兵 を 連ねて 我れ を E 

がんこと を 謀る。 脫脱、 梁 王の 二心 ある を战 知し、 迫りて 朝 使 を 殺し 以て 其の 意 を 固 

宋元 明鑑紀 奉使抄  七 =1 


むてき 王 九 祖：: ： 
漢 、の 江の リ 
に 楚 ^ に 謁 
歸に布 使者 i« 
せ畔に しプ この 
しき 說 、り 


(二) 江 陵の 

人、 字 は 廷臣。 

永樂の 進士。 

出で て 平 州に 

知たり。 民 そ 

の 政に 安ん す。 

,8^ 節と諡 す 


{ さ兀 明鑑紀 奉使抄  七 四 

うせし めんこと を 欲す。 梁 王、 兩可を 持して 決せず、 禕を民 問に 廣す。 脫脫 之れ を 聞 

き、 梁 王を誚 めて 曰く、 「國 家顚 覆す る も 救 ふこと 能 はず、 反って 他人に 附 せんと 欲 

する か」 と。 馬 を 躍らして 去らん と 欲す。 梁 王 已むを 得ず 韓 を 出し、 脫脫と 相 見し む。 

、、、、、、 を は 、 、  ゝ、、 、 、 

脫脫、 禕を 屈せし めんと 欲す。 禕、 篤り て n く、 「天命 汝の 元に 訖 りて、 我が 朝實に 

、、ゝ 、 、 しゃくく わ、 、、 、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、 おこな、 、 、 、 、 

之れ に 代る。 爐 火の 餘儘、 尙ほ 日月と 光を爭 はんと 欲する か。 我れ 命 を 將 ふの 使臣な 

、 、、ゝ なん ぢゝ 、 、、ゝ 、、ゝ  、 、、ゝ ， 、 ゝゝ ゝ、、 r 、、- 、- 

り、 豈に 爾が爲 めに 屈せん や」 と。 梁 王 を 顧みて 曰く、 「爾、 朝に 我れ を 殺さば 大兵 

夕に 至らん」 と。 竟に 害せら る。 地藏 寺の 北に 瘗む。 f 紙 i§ ぼ， 

〇 王 禕の雲 南に 使す る、 其の 功、 隨 何の 九 江に 使せ しに 及ばず と雖 も、 亦 明の 使た る 

すな は 

に愧ぢ ず。 斯ち亦 以て 使の 法と 爲 すべし。 脫脫に 至りて は 則ち 反って 善く 隨 何の 術 

を 用 ふる 者、 夷狄 亦 人 あるかな。 


卷の 二十 二 安 南の 叛服 


(二) 


宣宗 の宣德 元年、 贼、 鎭 城に 迫る。 平 州の 知 州 何忠、 奏を懷 にして 潛 かに 王師 を 請 ひ 


夜 歩 走して 城 を 出づる こと 二百 餘里、 賊の 得る 所と なる。 賊 喜んで 曰く、 「• 可 知お、 

名を閜 くこと 久し」 と。 共に 酒 を 擧げ忠 に 酌みて 曰く、 「能く 我れ に從 はば、 同じく 

富 贵を享 けん」 と。 忠、 地に 唾して 篤り て 日く、 「4^、、  ljn^{f^-^^£i^"。 きュ い 

. 汝が 犬. M の 食 を 食 はんや」 と。 杯 を 奪ひ擲 ちて 贼の 面に 中つ。 きかきい？ i ネ。 き £{；511 

， 、 ， ゝ 拔ょ疫 

に 遇 ふ。 稽 5 ひ 

, 〇 杯 を 奪 ひて 面に 擲ち、 流血 頤に盈 つ。 何等の 偸 快ぞ。 何 知 州の 一 死、 千歳 人 音 4； 强 

うす。 

卷の 三十 一 浙閩 の盜を 平ぐ 

. 英宗の 正統 十四 年、 初め 賊 勢^だ 迫る。 鼓事陶 成、 之れを^！—^：^ことを請ふ。 乃ち 

僕 隸四五 人を從 へ、 徑に贼 m に抵 リ、、 £| わ ri&.^J£- で. i^、  fpl きき， がい.。 お^ 

雜篇 して si し、 多く ぁハ scfni. かで i「0。  . 

章 (第三 卷ニ  ，、  . まど ひ かへ  0リ 

1 餐) i 〇 懇彻誨 諭せば、 或は 其の 惑 を 回すべし。 是れ 亦： i? 視る こと 傷つく が 如きの 道な り。 

宋元 明鑑紀 奉使抄  4J^d 


朱 元 明鑑紀 奉使抄 


七 六 


( 一 ) 草 も 刈 

h- 鳥 を 捕 ふ る 

如く 征伐す る 

こ と 

(二) 正統の 

進士、  口 辯 あ 

h-c 也 先に 使 

して 還り、 湖 

廣巡 梅に 擢ん 

でら る。 泰仕 

錄 あり 

(三) 韃 ii の 

部長。 瓦 刺 

(ォ イラ一 ト) 

の脫 f -、 衆望 

の 脫股不 花に 

ある を 見て 之 

れを 立て、 自 

ら 丞相と なる。 

股！？ 死して 後 

は その子 也 先 

政 を 專ら にし、 

脱 脫不花 は 有 

名無實 なり。 

明 帝 之れ に 厚 

く 報じ 達.^ 可 

汗と 稱す。 也 

先 その 甥 を 立 

てんとし、 股 

股 不花聽 かす。 

遂に 也 先の 殺 

すと ころと な 


さう C いきん せん 


おそ 


必ず 已むを 得ず して 後、 草 薙禽獮 亦 未だ 晚 しと 爲 さず。 


卷の 三十 三 景帝 登極して 守禦す 

景 帝の 景泰 元年 秋 七月、 李實を 以て 禮部右 侍 郞と爲 して 正使に 充て、 羅 綺を大 理寺少 

卿と 爲 して 副使に 充て、 馬顯を 指揮 使 を 授けて 通 使と 爲す。 上、 左 順 門に 御し、 實等 

を 召し、 面 論して； II  く、 「爾 等、 脫脫不 花. 也 先 を 見ば、 言 を 立つ るに 體 あれ」 と。 


(四) 


上、 書 を 脫脫不 花 可 汗に 遣り、 復た麵 書 を 降して 也 先 及び 阿剌を 論す。 時に 閣臣 及び 


府 部の 諸臣は 上の 意 を 承け、 止 だ 兵 を 息め 和 を 講ぜん こと を 言 ひ， 上皇 を迎復 す^の」 

^^^及ばず。 實等 行き、 十七 日 を 以て 也 先の 營に： 全る。 旣に也 先 を 見、 奥 書 を 讀み畢 

る。 乃ち 引きて 上皇に 見 はしむ。 日暮、 實等、 也 先の 營に 宿す。 也 先日く、 「皇 上此ー 

に 在れ ども、 吾が輩 之れ を 用 ふる 所な し。 使 を 南朝に 遣 はす 毎に 來り迎 へしむ るに、 

竟に 至らざる は何ぞ や」 と。 實等、 反覆 上皇 を 奉迎 せんと 欲する の 意 を譬曉 す。 也 先； 

すみ や 

曰く、 「南朝 汝を遣 はして 通 問せ しむ、 奉迎せ しむる に 非ざる なり。 若し 歸 らば 亜 か： 


(四) ^^？；狄の 

君 長の 稱 

(五) 明の 英 

宗、 これより 

先き 也 先に 執 

へられて 北に 

連れ去らる。 

景 帝は卽 ちそ 

の 弟な り 

(六) 蒙古 王 

家の 後裔と 稱 

し、 有名なる 

アジ ャ統 一 者 

チム I ルの後 

裔 

(七) 字 は 思 

敬、 正統の 時 

禮部左 待郞、 

後 也 先に 使し 

上白 を迎 ふ。 

興濟 伯に 封ぜ 

らる。 第七卷 

二 六 九 R 參照 

(八) 英宗の 

時 也 先人 寇す。 

£ 报親征 をす 

すめて 土木 

(北支 懐来縣 

の 西方) に駐 

し 遂に 也 先の 

4： めに 大いに 

敗らる 

(さ— 


に 大臣 を 遣 はし 來れ」 と。 實等、 遂に 辭 して 歸る。 伯顏帖 木兒、 實に速 かに 來 りて 和 

好 を 成さん こと を 約し、 且つ 也 先の 幼子 を 指して 曰く、 「此れ 朝廷と 姻を議 する 者な 

、  、、、、、、  .fc ま， 、 

り」 と。 實、 敢 へて 對 へず。 實 未だ 京に 至らざる に、 會 i 脫脫不 花 も 亦 使 を 遣 はして 

(七)  ゝゝ、 ゝ、、 ゝゝ、 ゝ ゝ、、  あり-ぶ 


和 を 請 はしむ。 右 都 御史楊 善、 慨然と して 行かん こと を 請 ふ。 人皆善を^^^3。 善 曰 

「ゝ. ハ，、 、、： ゝゝゝ ゝゝ ゝゝゝ 、、、いた、、 とき ゝゝ  ゝヽ、 ゝゝ 

「上皇 沙漠に 在り。 此れ 臣 たる 者 命を效 すの 秋な り」 と。 屮書舍 人趙榮 も亦往 かんこ 

と を 請 ふ。 乃ち 善 等 を 遣 はし 往 かしむ。 道に 實に遇 ふ。 實、 吿 ぐるに 故 を 以てす。 善 

曰く、 「之れ を 得たり。 卽ち 勅書に 無き 所、 權 りて 以て 事 を 集す，、 へきな り」 と。 實、 旣 

に 朝に 還り、 具 さに 也 先の 情 及び 上皇 起居の 狀を述 ぶ。 楊 善、 旣に境 を 出づ。 也 先、 

善き 所の 田 民と いふ 者 をして 館 伴と 爲し 來り迎 へ しめ、 113 探る 所 あり。 帳 中に 飲み- 

善に 謂って 曰く、 「我れ も 亦 中阈の 人に して 此， に 留めら る。 前に (.sf のの §^、  i の 也 先、 

先つ 英宗を 擁し 去る。 (松 陰.； IT 註) 

何ぞ弱 かりし や」。 善 曰- 

、、ゝ 1 、 と は 王 振な り。 (松 陰き 註) 、、ゝ ゝ、 、、ゝ た、、、、、、、 

ごろ 責人 振、 太 上を邀 へて 故 単に 幸せん と 欲し、 4- だ 一  1„3從 のみに て 

，ト  (九)  , 

C 、、だ、、，、，.'"、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、 

故に 濱 えたり。 然 りと 雖も、 彼れ 幸に して 勝てる も 未だ 福た る を 見ず。 今 は 南 征の士 


「此の 時に 當 りて、 六 師の^き もの 悉く 南征 し、 而 して 中 

、.*•、、、、 

も 備を爲 さず、 


宋ール 叫^ 紀 ぉ使抄 


七 七 


朱 元 明鑑紀 奉使抄 


七 八 


悉く 歸 りて 二十 萬 可な り。 又 中外の 化 官 技 撃 を 募りて 三十 萬 を 得、 悉く 敎 ふるに 神！ 

、ゝ、 、、、、、/• ゝ、、 、、ゝ ヽ、、 、ゝ ゝゝ 、とほ、 、、ゝ 、、、、—、、一、 

翁 火砲 藥弩を 以てし、 射れば 百 歩の 外に 命中し、 人馬 を 洞し、 復た七 札 を^つ 又 言 

者の 計 を 用 ひ、 沿邊の 要害に は 皆 金 錐 三尺 を 隠し、 値 ふ 所の 蹄 立ち どころ に t ォち、 刺 

ゝ 、、、、、、、、わた、、 ゝ - <>S ん じう ゝゝ、 、、ゝ 、、、、、、  、、、、、、 、、ゝ 

客 林立して 夜 營幕を 度る こと i!^ 稀の 若し。 而れ ども 皆已 めたり。 之れ を 置く も 用な き 

かい」。 「問 ふ、 何 を 以て 用な しと 言 ふ」。 e: く、 「和議 成り、 方に 且つ 歡砍 する こと 兄 

弟の 若し、 而ち叉 何の 用 あらん」 と。 其の 人 悉く 以て 也 先に 語ぐ。 ニト 九-日、 也 先の 

fe  じ」  

營に 至る に、 其の 出で て獵 する に 値 ふ。 八月 初 二日、 也 先と 相 見る。 也 先、 馬 價を減 

ずるの 故 を 問 ふ。 善 曰く、 「往時 は 外 使 三十 人に 過ぎ ざり しに、 今 は 多くして 三千 餘 

人に 至る。 卽ち穉 子も变 へざる 者な く、 金帛器 服、 終 ll として 道に 載す。 而る を^に 

薄し と 言 ふ を 得ん や」。 也 先日く、  r 然 らば 則ち 奈何 ぞ我 ¥ 使 I が J, 櫛 ：Q,、 ，我州に^£を予ふ 

る、 時に 剪 裂して 幅 不足の もの ある や」。 善 曰く、  rcE の 剪 裂して 不足なる もの ありし 

、 つうじ、、、、、、、、 、、、、、、、、 ゝ、、 、、ゝ ゝ、， '、、、い、、、、、 

は、 通 事 之れ を爲 せるな り。 事 露 はれて 誅 せり。 卽ち 進む る 所の 馬に 劣弱なる あり 一 


指す 一 


(一) これよ 

.c 先き 正統 十 

Si 年 春、 也 先 

使 二 千 人 を 遣 

はし 馬 を 上ら 

ん こと を 要求 

す。 使者 三千 

と詐稱 す。 王 

振 その 詐を怒 

h- て 價を減 

す。 これによ 

り 和 好 も 失す 


(二) 也 先 も 

指す 


やぶ 


(二) 


而 して 紹 皮の 敝れ たる、 豈 に太師 意と せんや。 使臣 從 ふる 所の 人に 至りて は.^ 盜を爲 


ま 一ね 支 し、 他所に て 或は 害に 遇 ふ。 中阈 之れ を留 むる il:^E^.^.^^」 。也 先 叉 If の 事 を 問 

ふ。 善 言 ふ、 「此れ 小 民の 巿易、 ^^i^l-If^^^^ と。 き^クできき5心^^^^;,亡、心 

，紫 i るべ からざる を歷述 し、 且つ 言 ふ、 「天道生を：^,^5、 ん 「ゃノ  bi6px 几：^ ii^^! &、 11、 

5 ば；^ ほゾ い、、. 1 と、、  、、、、、、、、、、、、、、 

^^H. 怒り を 干 めん」 と。 反覆 辯 論す る こと 數千百 首な り。 也 先 喜ぶ。 也 先 問 ふ、 「上皇 還 

らば 更に 臨御す る や 否や」。 善 言 ふ、 「天位 「rJIH 、疋； 6t^、 ；か、5-1^^.;^;^^^^;ゃ」 と。 也 も 

問 ふ、 「古の 堯舜の 事 如何に」。 善 言 ふ、 rii^;^;;^£!i;^。 ゃ^！^^！^^り：^ぃきだー 

かうよ く 

と ^先、 悅 服す。 平 章 昂克問 ふ、 「善、 迎復 せんと 欲して 來 りしに、 何 を か れるー 

と。 善 言 ふ、 「若し g を 操いで^ いき、 へ、 か〃4り^で^ぃに^-ぃで1白、王^.^;,:4, 

ん 今 操る 所な くして：！ さば， 之れ を史 冊に 書し、 後世 皆稱述 せん」 と。 .5.〕：^、 其の 

言を然 りと して 曰く、  r 史中 好し 書 を爲す こと」 と。 善 を 引いて 上皇に 見えし む。 明. 

日、 也 先、 实を 設け、 上皇 を 其の 營に 餞す。 善、 侍，；，。 也 先、 妻妾と 與に次 を 以て 起 

ちて 壽を爲 す。 酒 中、 善 をして f.; せし む。 上皇 亦 曰く、 「大師の 言に 從 ひて 坐せ よ」 

と。 善 曰く、 「草 野と 雖も敢 へ て 君臣の 禮を失 はず 」 と。 也 先 顧み 次み て：：： く、 「中國 

, 宋元 叨鑑紀 奉使抄  ヒ九 


( 一 ) 前 出 三 

頁參照 

(二) 前 出 三 

頁參照 

(三) 德川氏 

の 朝廷に 傲れ 

る を 諷す 

(EI) 明の 二 

代 恵 帝の 建 文 

四 年 壬 午、 燕 

王捸， 金 陵に 

迫り、 自立し 

て 北京に 帝位 

に卽 く。 永樂 

帝成祖 これな 

り。 時に 惠帝 

に 狗ぜる もの 

方孝據 等名臣 

あり。 第六卷 

七三 頁參照 

(五) 開 十六 

代毅 宗の崇 ま、 

十七 年 甲 申 三 

nT、 賊 主李自 

成 京師 も 陷れ、 

毅 宗自經 す。 

群 S 節に 死す" 

第 六 卷七四 頁 

參照 


宋元 明鑑紀 奉使抄  八 〇  一 

禮 あり」 と。 酒を罷 め、 上皇 を 送りて 出づ。 明日、 使臣 を 宴す。 又 明日、 伯額帖 木兒、 

宴 を 設けて 上皇 を 餞す。 又 明日、 亦 使臣 を实 す。 又 明日 癸 wr 上皇の 駕 行る。 . - 

〇 楊 善專. 對 の才、 固より 言 を 待たず。 其の 所謂 「勅書に 無き 所、 權 りて 以て 事 を 集す 一 

(1 ) 

べきな り」 と は、 卽ち 春秋に 「境 を 出で て 以て 社稷 を 安んじ、 國家を 利すべき もの 

は、 則ち 之れ を專 にして 可な り」 の說 なる のみ。 此の 意、 使お たる 者 知らざる ベ か 一 

(二)  一 

ら ざるな り。 然れ ども 是れ言 ひ 易から ず。 「犬 夫は遂 事な し。 _ ^に 事 を 生ずる を 得 一 

つね  ごと  ； 

ず.」 と は、 是れ 其の 經 なり。 徂し是 の 時の 若き は、 景帝旣 に 立ち、 しく は 上皇の 一 

まさ  ； 

還る を 欲せず。 脫脫、 方に 上皇 を擁留 し、 以て 奇货 と爲 す。 楊 善 此れに 處す、 其の 一 

難き こと 知るべし。 權 りて 以て 事 を 集さざる を 得ざる 所以な り。  ； 

「草 野と 雖も敢 へて 君臣の 禮を失 はず」 と。 是れ 固より 正義の み。 而 して 大いに 夷- 

狄の 心 を 服す るに 足る もの あり。  然 らば 則ち 人臣の 其の 主に 傲る は、. 以て 夷狄に ぎ 


(四) (五) 

紀事 本末に は 尙ほ壬 午 殉難 • 甲 申 殉難の ニ篇 あり。 事、 奉 使に 關す るに 非ず と雖 も" 


並びに 皆節烈 屈せず、 死 を 守り 道 を 善くし、 毫も 遣憾 なきもの なり。 其の 全文 を錄 

して これ を卷 尾に 置き、 以て 一書の 後 勁と 爲 さば、 則ち 未だ 必ずしも 奉 使に 益な く 

んば あらざる なり。 

丙 辰 三月 十二 日 評し 暴る。 

二十 一 网猛士 藤 力. a; 


宋 元. 叫 I- 紀 泰使抄  八 一 


外 蕃通略 


( 1 ) 近 藤 守 

重の 著、 守 重 

は通稱 藏、 

德 T 末期の 北 

境探檢 者、 樺 

太より 千 fts 列 

島に 至り、 捧 

捉 .is の 一 角に 

大日 本惠 士呂 

府の標 木 を 立 

つ。 功 を 以て、 

勘定 役より 書 

物 奉行、 大阪 

弓 奉行と なる 


外 蕃通赂 殺  . 

人臣に 外交な き は 古の 道な り。 武臣、 國を ほし^き にして より、 古道 渐く g れ、 足 利義滿 

の 如き は國王 もて 自ら 處り、 臣を外 域に 稱す るに 至る。 人臣の I い、 是に 至りて M 一 ま，， し 

り。 德川 氏、 旣に 豐臣に 代りて 天下 を， 割し、 凡百の 制度 多く 足 利に！；；^ す。 然れど 

も 足 利の 罪 は 人 能く 之れ を 言 ふ も、 德 川の 非 は 孰れ か敢 へて 之れ を議 せん。 IP に隱居 

放言の 士に 待つ あるな り。 - 吾れ 頃ろ 外^ 通 書を讀 み、 具 さに 德川 氏の 外國と 交通す る 

の 文書 を 兑るを 得て、 蓋し tl 然として 安から ざる もの あり。 顧 ふに 其の 書た る、 幕き 

の 著 はす 所、 明かに 其の 非 を 知りて 而も 極議 する こと 能 はざる は、 勢な り。 ， 吾れ 故 こ 

ひろ  ~ 

其の 略 を：^ ひ、 書す るに 王法 を 以てし、 鑑を萬 世に 垂 る，。 ， 卜お、 我， でも 亦 人な り、 氣， R 

あり、 性 命 あり、 身 を 顧み 家 を 惜しま ざるに 非ず。 放言 何ぞ 其れ 樂 しみて 爲す 所なら 

ん。 然れ ども 當今 四海の 勢、 交通 往來 して 將に華 夷 內外を 分つな からん とす。 而 して 

外お 迎略  •  八 


外  一 迎 略 


八. i ハ 


( 一 ) 征 S 、大 

將？^ たる 德川 

氏 を 指す 


(二) 野蠻人 

の 言語 をい ふ 


(三) 一二 H: 三 

曰 


吾が 大 八洲の あ rrf2rf し。 & し, をして 靈 もて 自ら 處ら しむれば、 則 

ち內は 固より 僭 踰に嫌 あり、 外 亦 卑屈に 過ぐ る あり、 並びに-吾が 國の體 に 非ざる なり。 

，と 

5^- ぎ 征夷の 魯西亞 • 米 利 幹に 賜へ る 諸 書、 少しく 此に 慮る もの あるが 若く なれ ども 而 

l^hv げケぜ つ 

も 未だし。 當今 四海 率ね 漢文 を 用 ふること 皇 國と異 るな し。 ち 昔の 俅劑^ 舌 今^ 

則ち,々 たる 同文な り。 是に 於て 私に 名號を 立てて、 曰く 某帝國 なり、 某王國 なり、 

某 公！ S なり、 某 侯^な りと。 夫れ 保 離！^ 舌の 無禮は 深く 咎む るに 足らざる のみ。 一 旦 

四海、 御宇 天皇の 大 八洲 をお 斥して 王國 日本と 爲す もの あらば， ； # 夷 府何を 以て 大下 

おも ひ 

に 答へ、 何 を 以て 天朝に 謝せん。 天下の 士大夫 亦 何 を 以て 自ら 處 らん。 念 を 起して 此 

に 及べば、 隱居 放言 之れ 誠に 巳むべからざる なり。 -:^^,ぃれ寧んぞ身家を顧惜するに暇ぁ 

(一一 ジ  つと 

らん や。 安政 四 年丁已 三月 上 じの 日、 病 を 力めて 此れ を 書す—  二十 一 おば 士 


外 蕃通略 

慶長 十二 年 正月、 朝鮮 圃主 5:f^、 始めて 書 を 征夷 府に 奉り、 和 好の g しと 爲す。 五月、 

大將軍 源 秀忠、 復書を 賜 ふ。 

書式 奉書に 云 ふ、 「朝鮮 國王李 某、 書 を 日本 國王 殿下に 奉る」 と。 年 はみ I の 號を用 

ふ。 賜 書に 云 ふ、 「日本 國源 某、 朝 阈王 殿下に 奉復 す」 と。 末に §) 集 干支 を署 す。 

龍 は Is の 名， 

年に 一 > 周 行  後 元 和 三年. 寬永 元年 も、 並びに 此の 式 を 用 ふ。 

(五、 「謹んで  ^^sんで案ずるに、 朝鮮、 征夷 府を稱 して 日本 國 王と 爲 せど も、 國王は 天朝の 命 

泰 する 云 々 」  - 

お 21 よ 5。 ずる 所に 非ず。 德川氏 又 未だ 嘗て 封 を 異域に 受けず。 而 して 彼れ 妄りに 之れ を稱 

以下 同じ  JI  J 

する は 足 氏の 舊^ を てせ るか。 則ち 深く 责む るに 足らず。 蜀り圣 しむ、 當時 

さと 

^して 之れ を 改めし めざり しこと を。 赐 書に、 單に 干支 を 仏して 天朝の 年號を 

摘げ ざる、 吾れ 其の 何の 謂なる を 知らず。 朝鮮 は 原と 天朝に 服屬 す。 今 德川氏 

外 恭 M 略  V 」， 


外 _桥 通 略 


八 八 


二) 對 等の 

力 ある 國の相 

互が 用 ふる； 

等の！ i 


(二) 家光將 

軍職 を 襲 lb る 

賀 なり 


(三) 胡鮮、 

明 • 淸を 指し 

て 天朝と 稱す 

るな り 


と ^)國 の 禮を用 ふる は、 蓋し 上に 天朝 ある を 以ての み。 然るに 徒 だ 日本 阈 王と 

稱 する は、 則ち 其の I 著なら ず。 往復と も 若し 明かに 征夷 府の 官位 を祸げ なば、 

則ち 名 正しくして 義著 ならん。 惜しい かな、 議者 未だ 是れに 及ばず。 

元 和 三年 五月、 朝鮮 國主 李^、 三 使 を 造 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 以て 好 音を嗣 ぐ。 

九月、 大將軍 源 秀忠、 復書を 賜 ふ。 是に 於て 使 15 始めて 通ず。 

V そう  ,11)  -  A 

寬永 元年 八月、 朝鮮 圏 主 李：^、 三 使 を 遣 はして 書 を 征爽」 5 に 寧り、 職 を賀す t- 二 

月、 大將軍 源 家 光、 復書を 賜 ふ。 

謹んで 案ずる に、 賜 書に 云 ふ、 「余 幸に 日 域 を 統領す」 と。 是 れ外國 をして 天 

朝 ある を 知らし めざるな り。 宜しく 改めて 「詔 ありて 先 職 を 襲ぐ」 と稱 すべし、 

やや  S 

乃ち 可な り。 朝鮮 は 明. 淸に敬 事す る ものに も 非ざる に、 動もすれば 天朝と 稱 

して 以て 誇揚に 資せり。 今、 征夷 府の忠 を 天朝 に^す、 おに 朝鮮の 明 *淸 に 於 

ける に 比すべき ならん や。 而も 外國に 示す に敢へ て 天朝と 稱 せざる に 至りて は- 

特に 不可解と 爲す。 後家 綱の 賜 書に 云 ふ、 「慶に 我れ 繼述 して 國を 治む」。 綱吉の 


§ 德川初 

期の」 あお 府中 

の 藩主。 幕府 

^鮮 との 交涉 

の 任 は 宗氏を 

して 當 らしむ 

(五) 德川幕 

府 初期の 儒官、 

名 は 信 勝、 羅 

山と 狭す。 

康 より. 家 綱に 

及ぶ 四 代に 歷 

仕し、 胡鮮は 

じめ 外交の 文 

書 は 1 切 之れ 

に 任す。 著書 

百 五十部。 一 

世の 大儒な り 


賜 書に 云 ふ、 「慶に 我れ 前 業を繼 ぐ」。 家 重の 賜 書に 云 ふ、 「前 緖を誕 保す」。 家 治 

の 賜 書に 云 ふ、 「前 緒 を承紹 す」 と。 其の 失 並びに 同じな り。 

寬永 十三 年 八月、 朝鮮 國主 李-保、 復た使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 襲 職を賀 す。 

(四)  1 

十二月、 大將軍 源 家 光、 復書を 賜 ふ。 是れ より 先き、 宗義 成の 臣柳川 調 興、 書 印を僞 

造し、 日本 國の 下に 加 ふるに 王の 字 を 以てせり。 是に 至りて 事覺 はれ、 調 興 を 流す。 

ふ と  (五) 

是を 以て 再び 賀せ しなり。 足 利 氏の 舊例、 浮展 をして 書 を 草せ しめしが 是の 時、 林 

道舂 始めて 事に 預る。 

書式 奉書に、 改めて 「書 を 日本 國 大君 殿下に 奉る」 と爲 す。 賜 書に は 始めて 年號 

を 書す。 餘は の 如し。 後 二十 年、 明 15 元年. 天 和 二 年に 及び、 並びに 同じ。 正德 

みな 

元年の 奉書に 復た國 王と 稱し、 享和四 年 以後 は 並 大君と 稱す。 

寬永 二十 年 二月、 朝鮮 國主李 僚、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 世子の 降誕 を賀 す- 

g£ け g 名が 且つ 國 主の 祭文 を 捧げ、 日光 山に 祀せ しむ。 八月、 大將軍 源 家 光、 復書を 

賜 ふ。 

外 赛迎略  .  八 九 


外 恭通略  .  九 ◦ 

, 明 唇 元年 四月、 朝鮮 國主李 溪、 三 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 襲 職を賀 す、 且つ 

. 日光 山に 祀せ しむ。 十月、 大將軍 源 家 綱、 復書を 賜 ふ。 

書式 是の 時、 朝鮮 已に淸 に 降り、 奉書に 復た 明の 年 號を用 ひず、 ゆだ 干支の 年の 

みを稱 す。 

•  天 禾ニ年 五月、 朝鮮 國主 李淳、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 製職を^^,^^。 九， p、 

大將軍 源 綱吉、 復書を 賜 ふ。 

正德 元年 五月、 朝鮮 國主 李谆、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 襲 職を賀 す。 卜 一月、 

大將軍 源 家宣、 復書を 賜 ふ。 

y) 新 井 白 書式 賜 書に 、「日本 國王源 某」 と稱 す。^) 井 ま、 の 筆な り。 

, 謹んで 案ずる に、 曰本國 王と 稱 する は 新 井の 断に 出で しこと、 論な くして h.' なり。 

然れ ども 前後の 書式 單に 日本 國 奉書と 稱 する も、 日本 國 大君と 轉 する も、 お、 ヌこ 

未だ 其の 甚 しく 當れる を 見ず。 況ゃ 前後 改稱 し、 往復 名 を 二に する を や。 寧ん ぞ 

わら ひ 

ダ 蕃の疾 となら ざらん や。 吾れ 故に 其の 明かに 征夷 府の 官位 を揭 げざる を 昔し む 


(二) 林 家 第 

代。 岡 • 

又は 復 軒と 

官。 岡の や。 

從 五位 大擧顕 


なり。 

享保四 年 四月、 朝鮮 國主 李谆、 三 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 襲 職 を 資す。 十月、 

大將軍 源 吉宗、 復書を 賜 ふ。 

(二) 

書式 賜 書に、 復た 「日本 國源 某」 と爲 す。 林 信充の 筆な り。 爾後 復た 改めず。 

延享四 年 十 一 月、 朝鮮 國主 李.^、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 襲 職を賀 す。 明年 

六月、 大將軍 源 家 重、 復書を 賜 ふ。 

寶暦 十三 年 八月、 朝鮮 國主 李.^、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉り、 襲 職を賀 す。 明年 

三月、 大將軍 源 家 治、 復書を 賜 ふ。 

謹んで 案ずる に、 德川 氏の 諸！^ に 於け る、 率ね 互市して 書信 を 通ず るに 因る のみ 

なれば、 則ち 吾れ 姑く 置きて 論ぜず。 獨り 朝^ は 使 を 遣 はし 15 を 通じ、 事體 頗る 

重し。 而 して 其の 來 りて 德川 氏の 爲 めに 襲 職を賀 する も、 而も 未だ 嘗て 天朝の 

爲 めに 登極 を賀 せず。 且つ 德川氏 亦 未だ 是れを 以て 天朝に 請 ひて 勅 を 奉ぜず ハ 

外 赛 0 略  九 一 


(1) 武將が 

政務 執行の 文 

書に 掠した る 

朱肉の 印より 

轉 じて 朱印 を 

擦した る 文書 

をい ふ。 なほ 

朱印状に より 

外國 易 を 許 

Is- せられた る 

といへ り 

(二〕 慕府の 

命令な り 

(三) 本名 は 

Jau  J(.sten 

リ ー フ デ號乘 

SC 江戶八 

E 洲 河岸に 宅 

も 賜 ふ 

(ra) 本名 は 

Williani A— 

dains リ， I フ 

デ號の 航海 

士 にして、 我 

國に來 れる最 

初の ィ ギリ ス 

人。 家 康の信 

任 を 得、 相模 

三沛 郡に * 地 

二百 五十石 を 

給 せらる。 因 

つ て 日本 名 を 


外 都 通 略 

人臣 外交の 罪、 德川氏 其れ 何 を 以て 之れ に辭 あらん や 


九 二 


一長 十三 年、 阿蘭陀 國主 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 明年 七月、 前 大將軍 源 家康、 復書を 


(一) 


賜 ひ. 且つ 朱印 を 船主に 賜 ひて 云 ふ、 「阿に  1 陀國の 船 日本に 到らば、 何れの 浦た る を 

問 はず、 愛護して 他な し」 と。 初め 五 年、 蠻船 和，：： 水の^の 浦に 到り 互市 を 請 ふ „ 

(二)  1  やぶ 

敎 あり、 江戶に 引見す。 船 相 核の 浦賀を 過ぎて 毀れ、 國に 還る こと 能 はず。 船人 阿： g 


(三) 


(四) 


陀の 耶揚子 •  乂利亞 の 安子 江戸に 留まり、 祿米 宅 を 賜 ふ。 家康、 時に 或は 召兑ー 

し、 問 ふに 異國の 事 を 以てせり。 是に 至りて 互市 始めて 通じ、 船人 皆 返る。 . 獨り耶 揚- 

子の み 化 を 慕 ひて 去らず。  一 

書式 奉書 載せず。 後の 例、 皆 老中に 呈す るの 書に して、 直に 大將 軍に 奉りし に 非 一 

ざる なれば、 是れ亦 或は 然 りしな らん。 賜 書に 云 ふ、 「日本 國 主 源 某、 阿蘭陀 主 殿 i 

下に 復 章す」 と。 末に 年 號を署 せり。  一 


謹んで 按ずる に、 世 皆 謂へ らく、 德川氏 鎖國を 以て 定 制と 爲 すと。 大いに 1； れり „ 

ニハ)  ボルト ガル  , や へ七ノ 

初め 織 田 信 長 國に當 る 時、 波爾杜 瓦爾國 始めて 来りて 市 を 開く。 已 にして 稍く. 邪 


ーー！^^££と稱 

す。 X 江 

本 橋に 郎を賜 

ひ、 按針 町と 

m せし む。 後 

平户に 住し 英 

國 商館の ため 

盡.〃 し、 元 和 

六 年 同地に 歿 

す 

(五) 日本の 

風ん S 習慣 等な 

いふ 

(六) 阈{ ^の 

當事 者たり し 

時の 意な り 

(七) 耶蘇 敎 

も 指す 

(八) 元來獨 

一人 なれ ども、 

和 蘭 甲 比 丹に 

隨 行して 出 島 

商館 員と し 

て來る 


敎を弘 む。 豐臣 秀吉に 至り、 峻絕 して 之れ を嚴禁 せし，， ？、 餘類 未だ 斷 えず。 阿 

ねんさつ  しゅ  わたくし 

陀の來 る や、 其の 情を稔 察し、 首と して 波 顿杜瓦 爾は謀 を 以て 巿利を 私すと 儘す。 

：  .  (八) - 

征夷 府亦 阿蘭陀の 恭順 を嘉 し、 其の 言 を聽納 す。 元祿 中、 阿蘭陀の 檢 夫兒， 江戶に 

鋭し、 書 を 著 はして 極めて 鎖國の 美を稱 す、 實は 其の 國の爲 めに 遊說 せるな り。 

文化に 至りて、 征夷 府^ 西亞に 書を赐 ふに 全く 其の 意 を 用 ふ。 是に 於て 世 皆 謂へ 

らく、 鎖 國は德 川 氏の 定制 なりと。 誠に 其れ 然 らば、 家康の 時何ぞ 諸^ を 待つ の 

廣き や。 

0  まさ-でみ 

慶長 .r 五 年 十 一 月、 阿蘭陀 國主 某、 書 を征： ：；^ 府の 老中 本 多 正 純に 呈す。 是の 時、 前將 

軍 源 家康、 船 使 を駿府 城に 召兒 す。  . 

慶長 十七 年 二月、 阿蘭陀 國 主の 名代 某、 書 を 征夷 府の 老中 本 多 正 純に 呈す。 五月、 正 

純、 復 書を與 ふ。 十月、 前 大將軍 源 家康、 亦 書 を 賜 ひて 之れ に 報ず。 

謹んで 案ずる に、 老中に 呈 する も、 實は 征夷 府に 奉りし なり。 故に 前大將 軍， 亦 書 

を 賜 ひて 之れ に 報ぜるな り。 

外 恭通略  九 一一 一 


外 蕃通略  九 四 

元 和 三年 八月、 大將軍 源，^ 忠、 朱印 を 阿蘭陀の 船主に 賜 ふ。 慶長 十四 年の 例の 如し。 

寬永四 年 九月、 阿蘭陀 國、 書 を 征夷 府に 奉る。 老中、 其の 無禮 なる を 以て 之れ を黜 く。 

寬永九 年 九月、 阿蘭陀 國、 書 を 征夷 府に呈 す。 老中 土 井利 勝、 復書を 載せず。 

延寶 三年 五月、 阿蘭陀の 頭目 某、 書 を 長 崎 奉行に 呈す。 亦 復書を 載せず。 

(一) 

^^^^ 安永 八 年、 咬 1™ 吧の頭 HI、 書 二通 を 長 崎 奉行に 呈す。 並びに 亦 復書を 載せず。 

卽ち蘭 I ぉバ タ 

ヴィァ のこと  参 右、 fl^^^b^ 

謹んで 案ずる に、 源 家 康國主 もて 自ら 居り、 私に 外國と 交る。 其の 罪 固より 夥し。 

* 夕 つげ ノ 

然れ ども 當時 府中の 老臣 儒士、 皆 其の 惡を 逢迎 せざる はなし。 是れ獨 り家康 のみ 

おそ  よ 

を 罪すべからざる なり。 況 ゃ家康 威百蠻 を攝れ しめ、 德 異類 を 馴らし、 克く 征夷 

の 職に 任ぜる を や。 其の 天朝に 功 ある、 顧 ふに 亦大 ならず や。 抑.^ 阿蘭陀との 

逋市 は、 今に 至る も絕 えず。 彼れ をして 家 康の時 を 追想す る あらしめば、 亦 以て 

世變に 感ずべき のみ。 

みんこく 

慶長 十五 年 七月、 前 大將軍 源 家康、 明國廣 東府の 商船に 賜 ふ • に 朱印 を 以てして 云 ふ、 


(二) 江 蘇 省 

江 寧府の 地、 

今の 南京な り 


(三) 主と し 

て 明朝の 時代 

に諸國 往来の 

證に與 へたる 

一 種の 符節。 

《一 5 時 之れ を與 

へられた る國 

國は 日本 • シ 

ャム • 爪 眭 • 

麻 刺 加 等十數 

に 及べり 


「廣東 府の惠 曰 ま 到らば、 何れの 國 何れ £ 何れの 浦 を 問 はず、 市 易 憂す る を 

許す」 と。 十 一 一月、 其の 應 天府の 商船 周 性 如に 賜 ふに 朱印 を 以てして 云 ふ、 「性 如の 商 

船 日本に 到らば、 何れの 浦 何れの 津を問 はず、 i に 護り て 長 崎に 達せ しむべし」 と。 

十二月、 征夷 府の 老中 本 多 正 純、 前 大將軍 源 家 康の敎 を 奉じて 書 を 明 國福建 府總督 某 

に與 へ、 期 合の 符を 求む。 長 崎 奉行 長 谷川 廣智亦 書を與 ふ。 並びに 報ぜられず。 

書式 正 純の 書に 云 ふ、 「日本 國臣本 多 上野 介 藤 原 正 純、 . ぼ を 奉じて 書 を 福 建道總 

督 軍務 都 察御史 所に 呈す」 と。 末 署の歲 は 干支 をお く。 書中、 彼の 國を 指して 中華 

と爲 す。 又 日本 國主源 某の 語 あり。 廣智の 書に 云 ふ、 「日本 國長崎 巿舶使 司 長 谷川 

左兵衞 藤廣、 I 顿 ^|は 謹んで 書 を 福 建 道 總督陳 御史臺 下に 致す」 と。 書中、 彼. の國を 

指しで 貴 國と爲 し， 叉 ゼ：： が 國主源 君と 稱す。 末に 年號 干支 を署 せず。 蓋し 闕 文なら 

ん のみ。  . 

. 謹んで 案ずる に、 二 書の 書式 固より^ ふに 足らず。 然れ ど； P 廣智猶 ま.^ や 正 純 二 

勝る もの あるが ごとし。 漢土の 人外 國に 贈る の 文書に、 毎々 其の 地名 を 書して 其 

外 # 通 略  九 五 


攀 


外 蕃通略  九 六 

の 國號を 冠せ ず。 是れ 自ら 彼の 土の 陋習に して、 徒に 己 れの國 ある を 知りて 世界 

なら 

に萬國 ある を 知らざる が 故の み。 傚 ふなく して 可な り。 -^3::れ謂へらく、 外國 人；？ 

が國に 到る とき、 及び 吾が 國が 屬國に 示す ときの 文書に は、 單に 地名の み を 書し 

て 可な り。 吾が 國 人外 園に 到る とき、 及び-おが 國が 敵國に 示す ときの 文書に は、 

地名に 國號を 冠して 可な りと。 今 明 は敵國 なり。 故に 書して 日本！： -4- 崎と 稱 せし 

は當れ り。 

叉 案ずる に、 吾れ 正 純. 廣智の 書を讀 むに、 意， 足 利の 故事 を 製 ふに 在り。 勘合 

符を復 せんとせ しに.' 則ち 彼れ の 報ぜ ざり し は、 顧 ふに^れ の 幸な り。 然ら ずん 

ば 家 康と義 滿と亦 何ぞ擇 ばん。 

慶長 十六 年 十 一 月、 前 大將軍 源 家康、 明國の 商船に 賜 ふに 米印 を 以てせし が、 文 佚す" 

蓋し 其の 廣東 . 應 天に 賜 ひし 例の 如くな りしな らん。 

しづ 

元 和 五 年 六月、 明 國浙直 總兵官 王 某、 書 を 征夷 府に 奉り、 盜を靖 め、 邊を 安んじ 以 

て 商 串 j をが がんこと を 請 ふ。 其の 使 人 單鳳翔 等 五十人、 上京して 必ず 復書を 得ん と 欲 


( 1 ) 視建省 

南 {ケ縣 の 人、 

明の： 大啓 三年， 

我が 平 に 来 

h-, 田 川 氏 を 

りて 成功 も 

牛" む。 明の 招 

撫も 受け、 兵 

も總 ぶ。 W 亡 

び、 王も擁 

！-て 恹復を 圏 

り， 南{女 伯に 

封ぜ られ しが、 

-.«敗れて^5?に 

はる 


す。 明年 六月、 長 崎 奉行 長 谷川 廣智、 時に 京師に あり、 其の 書の 禮な きを 以て 府の敎 

を 奉じ、 翔 等 を 所 司 代 所に 召し、 論して 之れ を g ，ぐ。 

書式 奉書に 云 ふ、 r 將軍樣 麾下」 と。 末に 大明萬 暦 某 年と 署.； -り。 

正 保 三年 八月、 明國主 某、 書 を 上りて 援兵 を 請 ふ。 其の 平虜侯 (^ 芝 龍、 書 を 征夷 府及 

び、 崎 奉行に 奉りて 重ねて 其の 意 を 言し、 且つ 其の si? 送還 せんこと を 求む。 十 月- 

事 江戶に 聞す。  未だ 復答に 及ばざる に、 明 兵 敗れ、 國 主某奔 り、 援兵の 議 遂に ^ む。 

十二月、 明國總 兵官崔 芝， 書 を 上りて 援兵 を 請 ふ。 明年 正月、 征夷 府、 長 崎 奉行 をし 

て 答へ しめて 日 く、 「明 國の 勘合 絶えて 巳に 百年、 復た 通信の 義 なし。 今， ふ 所， た^ 

く議 すべから ざるな り」 と。  ， 

書式 卜： 書に 云 ふ、 「大 明國某 官臣崔 某、 泣 血 して 奏す」。 又 云 ふ、 「特に 奏楮 

を 修め、 これ を 殿下に 馳す」 と。 i びに 云 ふ、 「謹んで 具 さに 奏聞す」 と。 魅ピ 其の 

年 號を署 せり。 

謹んで 按ずる に、 根 芝 は 一 總兵官 のみ。 身分 を 計らず、 乃ち 敢 へて 書 を ；大 朝に 

外 恭通略  し，， 

ブ 七 


外 蕃 通 略 


九 八 


二) 外交の 

道に 適 ふに 似 

おりと なり 


(二) 鄭芝龍 

の 子、 母 は 田 

川 氏、 廣王姓 

も 朱と 賜 ふ。 

芝 龍淸に 降り、 

成功 遁れて 海 

島に 人り、 0 

麼に據 り、 明 

の 年 號を泰 じ 

て 之れ も 保つ 

(三) 上代の 

百粤の 地な り。 

現今 は 佛領印 

度 支那に 屬す 


る。 且つ 其の 辭無 1 なる もの あり。 是を 以て 征夷 直に 自ら 之れ に當 り、 又從ひ 


て 之れ を 拒む、 i) たり。 然れ ども 明國の 存亡、 に 此の ー擧に 係れり。 事、 吾が 

國に關 せず と雖 も、 明 人の 心 亦 悲しむべき のみ。 

萬 治 元年、 明 國招討 大將軍 朱 成功、 書 を 征夷 府に 奉り、 以て 舊好 を締 ぶ。 七月、 書、 

江 戶府に 達す。 復書を 賜 はず。 

書式 奉書に 云 ふ、 「某官 某、 頓首拜 ^して 日國上 將軍廳 下に 上る」 と。 

右、 明國 

慶長六 年 五月、 i^k 國都 元帥 某、 書 を 征夷 府に 奉り、 漂 商 を 送還す。 十月、 大將軍 源 

{li 康、 復書を 賜 ふ。 

1 三 

書式 奉書に 云 ふ、 「安 南國 夭 下 總兵都 元帥 瑞國 公、 兹に量 ニ豕康 公の 賓意を 蒙る」 

と。 末に 其の 國の年 號を署 す。 I 賜 書に 一： ムふ、 「日本 國源 某、 安 南 國某官 某 公に 

復 章す」 と。 末に 年 猇を署 す。 安 南の 諸 書 率ね 多く 是 くの 如し。 

謹んで 按ずる に、 安 南都 元帥 大都統 は 蓋し 其の 國主 ならん。 而 して 其の 諸 書、 彼 


. ^自ら 其の 姓名 を 載せず、 しき は 直に 我が 大將 軍の 諱を 擧げて 之れ を 5^ する に 

^^B^ 至る。 其の 禮を失 ふこと はしし。 夫れ 安 南 も 亦 漢文の 國 なり。 i  一 }f の 比に 非ず。 當 

時、 府議詰 資せず して 之れ を 措きた る は、 何ぞ や。 

慶長七 年、 安南國 大都統 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 f ，十月、 大將軍 源 家康、 復書 及び 兵 

器 を 賜 ふ。 

慶長八 年 五月、 安 南國大 都統阮 敬、 書 を 征夷 府に 奉る。 十月、 大將軍 源 家 康、. 復書及 

び 朱印 を 賜 ふ。 鮮 5。 

慶長九 年、 安南國 大都統 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 八月、 大將軍 源 家 康復書 を 賜 ふ。 

慶長十 年 五月、 安南國 大都統 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 九月、 前 大將軍 源 家康、 復書. 

兵器 を 賜 ふ。 

書式 賜 書に 云 ふ、 「日本 國從 一 位 源 某」 と。 

. , 謹んで 按ずる に、 前後の 書式、 是れ獨 り 稍 や 善し。 然れ ども 明年 安 南の 奉書に、 

「日本 國本主 一 位 源家康 殿下」 と爲 せる は、 則ち 彼れ 未だ 從 一 位の 然る 所以 を 知 

外 一，^ 通 略 •  九ん 


外 蕃通略  ,  CC 

ら ざるに 似たり。 蓋し 聞く、 安 南 は 强臣僭 踰し國 二君の 若し。 其の 元帥. 都統或 

は 君、 或は 臣， 指定すべからず と。 彼れ 其の 國を 以て 我が 國を 見る。 宜 なり、 我 

が 一 位の 國 主に 非ざる を 知らざる こと。 

麼長 十一 年 五月、 安南國 大都統 某、 復た書 を 奉る。 蓋し 去年 九月の 赐 書に 報ずるな り ( 

九月、 前 大將軍 源 家康、 書 を 賜 ふ。 蓋し 五月の 奉書に 報ずるな り。 f i 籠： ヒ 「丸" ^.f lis 

れの 奉書 あり」 と。 せび ^4 

關く e 恐らく は 然らざ らん 

書式 賜 書に 云 ふ、 「日本 國源 某、 安 南 國刺史 足下に； 1： 章す」 と。 

謹んで 按ずる に、 六 年より 是に 至る まで、 安 南と 我が 征夷 府と、 書：；：^の：^^ぉ、 ^ 

貨の 貿易、 歳と して 之れ なき はなし。 其の 書信 は 則ち 皆 貿易の 事務に して、 朝鮮 

一 一 まか 

1； ウ^の 比に 非ざる なり。 故に 交^だ 密 なりと 雖も、 事 は 則 ち^だ 細く 首 ふに 足 

る ものな し。 安 南 毎に 其の 沈 楠を貨 して、 吾が 利刀 堅 甲 諸 銅器と 博 ふ。 是れ 則ち 

吾れ の 失 計な り。 

慶長 十七 年 五月、 安南國 大都統 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 


( 1 ) CCCMn 

もと 安 南の 1 

部な. C しも、 

S 一  八 六 Hi 

年佛蘭 

なる 


(一 ■) 複書 あ 

りし も闕 けお 

7* に =i= ^ずして、 

復 書を與 へ ざ 

トノ しならん と 

—お 力  


謹んで 按ずる に 、十一 年の 後、 奉書 始めて 此に見 ゆ。 然れ ども 其の 間 貿易 は蓋レ 

絶えざる なり。 

(一) 

かう ち 

元 和 二 年 八月、 大將軍 源 秀忠、 交趾の 商船に 賜 ふに 朱印 を 以てす。 M§u 云 はく 、「交 

趾の 商船、 風に 遭 ひて 漂 ひ 至らば、 何れの 地 を 問 はず、 愛護して 他な し」 と。 

元 和 六 年 二月、 征夷 府の 老中 本 多 正 純. 土 井利 勝、 書 を 安南國 大都統 某に 與ふ。 

謹んで 案ずる に、 是の後 元祿七 年に 至る まで、 安 南國、 書 を. 征夷 府 及び 長 崎 奉行. 

に 奉りし もの、 又舶 商に 示せし もの、 凡そ 十餘 通。 率ね 復書を 載せず。 蓋し.^) れ 

なかり しなり。 安 南の 事、 是に 於て か 漸く 歇む。 

寬永 1 一年 正月、 大將軍 源 家 光、 府の 老中 酒 井忠世 . 土 井利 勝 . 酒 井忠勝 をして 復書を 

r-p^t レひ。 奉書 を 載せす。 义.： ^光の 書 を 載す。 守 重 ふ、 

1  ゴ iotsn?^ に K-4»-Lt  r 盞し草 成る も 賜 ふ を！ さ ざり しならん」 と。 

右、 安南阈 

慶長十 一 年 九月、 前 大將軍 源，： 豕康、 書 を 遍羅國 主 某に 賜 ふ。 

慶長 十五 年 七月、 前 大將軍 源 家康、 書 を、 羅國主 某に 赐ふ。 ま J ほ；. 舰 I 翻 #5， 

外- 难.. S 略  . •  1 〇 一 


外 蕃 通 略 


〇 二 


( 1 ) 長 正が 

寬 永中泰 りし 

淺問 神社の 額 

に當國 生れと 

あれば 駭 河の 

人な らん。 一 

說に尾 張の 生 

れと いふ。 通 

稱 仁左衞 門。 

驗府の 商人に 

請 ひて 南洋に 

航し、 辜： 灣ょ 

り 逼羅に 人り、 

其の 國の亂 を 

平 lb 國 王の 婿 

となり、 六 a 

王に 封ぜら る。 

國 王の 歿する 

に 及び、 奸人 

の ほめに 謀ら 

れて寬 永 十 年 

毒殺 せらる。 

長 正 今 は 長 政 

に 作る 

(二)  ^^.書の 

所謂 吉蔑 なり。 

澉渖 只、 又 甘 

孛智 等に も 作 

る。 印度支那 

の 西南 部に あ 

り。 _ 今 は佛國 

の 保護 國 


元 和 七 年 四月、 暹羅國 主 某、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉る。 九月、 大將軍 源 秀忠、 一 

復書を 賜 ふ。 時に 尾 張國の 人山 田 長 正 暹羅國 に 在り、 亦 書 を府の 老中 土 井利 勝に 呈し、 

使 を 遣 はすの 事 を 言 ふ。 利 勝、 答 書を與 ふ。 

謹んで 案ずる に、 暹羅國 との 往復 貿易、 事體 大いに 安 南に 類す。 其の 國亦 自ら 其 一 

の 年 號を用 ふ。 但し 國主 自ら 其の 名を署 す。 安 南に 比し 少しく 禮 ありと 爲す のみ。 

元 和 九 年 四月、 暹羅國 主 某、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉る。 八月、 大將： 車 源^ 忠、 

復書を 賜 ふ。 是れ より 先き 七 年、 及び 是の 年、 遍羅國 のお、 征夷 府の 老中 及び 長 崎 奉 一 

行に 呈す るの 書 及び 其の 復書 あり。 是の後 寛-水 二 年 三年、 亦 老中と 往復の 書 あり。 j 

寬永六 年 四月、 遍羅國 主 某、 使 を 遣 はして 書 を 征夷 府に 奉る。 九月、 大將軍 源 家 光、 

復書を 賜 ふ。 時に 其の 臣某 及び 山 田 長 正、 各.' 書 を 老中に 呈す。 老中、 答 書を與 ふ。 一 

右、 暹羅國  •  ぶ 

(二) 

カン ボヂァ  ,K„4i- 

慶長八 年、 是れ より 先き、 柬墙 寨國主 某、 蓋し 書 を 征夷 府に 奉りし ならん、 讀佚 正月、. 一 

大將軍 源 家康、 復書を 賜 ふ。 四月、 國主某 復た書 を府に 奉る。 十月、 家康、 復書を 賜 ふ。 


(一一 一) 癒え ざ 

る ものと し て 

處置 する こと。 

- ての 無 禮を資 

むる も 甲斐な 

きを 以て、 當 

初より 望を絕 

ちて これに 當 

れ るな らんと 

なり 


書式 奉書に 云 ふ、 「柬域 寨國の 寡 人、 書 もて 日本 國 主の 足下に 拜 奉す」 と。 末に； 

大歲 干支の 年を署 する も、 年號 なし。 

謹んで 案ずる に、 東埔寨 、 特に 使 を 遣 はして 書 を 奉らし めしに 非ず。 書 は 皆 吾が 

國の 商船に 附せ しなり。 其の 事、 安 南. 暹 羅に較 ぶれば 更に 輕し。 而 して 往齊， 

• 益.' 繁く、 一歳に 二三 次に 至る もの あり。 

慶長十 年 四月、 東墙^ 國主 某、 再び 書 を 征夷 府に 奉る。 . 九月 十月 十 一 月、 前 大將軍 源 

家康、 復書を 賜 ふ。 

慶長十 一 年 三月、 柬域寨 國臣某 等、 書 を 征夷 府に 奉る。 八月、 前 大將軍 源 家康、 復書. 

を 賜 ふ。 

謹んで 按ずる に、 諸 藩の 國臣、 直に 書 を 征夷 府に 奉る もの は、 無 體と爲 して 之れ 


しりぞ 


を 都け、 或は 其の 下 官に代 答 を 命じて 不可 あるな し。 今大將 軍の 復書を 煩 はす は • 

とも  しばら (三) 

豈に 其の 國の陋 にして 與に； 1^ する に 足らざる を 以て、 姑く 不治 を 以て 之れ を 治す 


る もの か。 

！  ,  ； t 


〇 三 


外 蕃通略  一 〇 四 

九月、 前 大將軍 源 家康、 書 を 東^ 寨國主 某に 賜 ふ。 

慶長 十三 年 四月、 東 埔寨國 主 某、 及び 其の： Bi^ 某， 書 を 征夷 府に 奉る。 八月、 前大將 軍. 

源 家康、 並びに 復書を 賜 ひ、 且つ 制札 を 賜 ひて III  く、 「凡そ 國人 其の II に 到り 惡 逆な 

る 者 あらば、 其の 國、 法 を 以て 之れ を處 すと も、 吾れ 恨な きなり」 と。 

慶長 十五 年 四月、 東 域 寨國主 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 七月、 前 大將単 源 家康、 復書を 

賜 ふ。 是の後 寬永四 年、 長 崎 奉行 長 谷川 廣智、 書 を 其の 宗窒 及び 其の 臣 某に 與ふ。 享 

保士 一年 • 元 文 五 年 • 寬保ー 一年、 其の 臣 並びに 書 を 征夷 府に 奉る。 並びに 復書を 載せ 

ず。 柬辅 塞の 事、 斯に 止む。 

み- 

- 書式 東 5^ 寨の諸 奉書、 並單に 干支 を署 す。 獨り享 保二兀 文の 二 書の み、 天運の 號 

を署 す。 守 重 云 ふ、 r 柬堆寨 は 原と 横文の 園に して、 年號 あるに 非ず。 是れ 蓋し • 

やと  ( 1 ) 

y 年) 號 立派な 人を债 ひて 漢文 を 作らし め、 從 つて 美號を 設けし のみな らん」 と。 

謹んで 案ずる に、 享保. 元 文. 寛 保の 三 書、 文に 據 りて 之れ を效 ふるに、 皆 征夷 

府に 奉れる ものな り。 而 るに 守 重 以て"： 崎 奉行に 呈せ しものと 爲す は、 蓋し 兑る 


しばら 


(二)  ii- 南の 

南部に ありし 

國、 周 代の 越 

チャン プ 

裳、 &: 代占不 

ラ  手 ヤン バ 

勞ま たは 占 婆 

とい ひ、 都 城 

を 占 城と す" 

後 周の 昨 占 城 

國と いふ。 明 

代に 安 南に 

さ る 

(； 一-) 明 *洁 

時代に 今の シ 

ャ ム 國のパ タ 

一一 を 呼びし 名 

(w) 馬來半 

law: 岸に 近き 

小島、 奇楠香 

の 産地と いふ 

(五) ジャワ 

の 都 城に して、 

泡濱 の大府 

(六) フ イリ 

ッ ピン 群島 中 

の 最大の 島、 

初め 两班 領 

なり 


(二) 


所 あるな らん。 今 姑く 之れ に從 ふ。 

右、 柬 塘寨阈 

慶， iK 十一 年 八月、 前 大將軍 源 家康、 書 を 占 城國主 某に 賜 ふ。 十二 年、 僧，^ 兌 をして 書. 

を 其の 執事に 與 へしむ。 十四 年、 長 崎 奉行 長 谷川 廣智、 書 を 其の 國主 某に 與ふ。 

右、 占 城國 

慶長四 年、 太 泥 國封海 王 某、 書 を 奉る。 七月、 內 大臣 源 家康、 復 書を赐 ふ。 七 年、 太； 

泥 國の林 隱麟、 書 を 奉る。 八月、 內 大臣 源 家康、 復書を 賜 ふ。 十 一年、 太 泥國主 某、 

書 を 奉る。 八月、 大將軍 源 家康、 復書を 賜 ふ。 ほな ほ，， 

4h、  r^ss. 太 泥 は 古の  . 

ォ TS  、"？ ；； -园 トぉ 泥な り 

慶長十 一 年 十一 一月、 (前) 大將軍 源 家康、 書 を 田 彈國主 某に 賜 ふ。 

守 重 云 ふ、 田 强疑ふ 

^  らく は番 丹の 誤り か 

(5  (六)  . 

慶長六 年 十月、 內 大臣 源 家康、 復書を 呂宋國 に 賜 ふ。 

慶長七 年 八月、 內 大臣 源 家康、 復書 をお 宋國の 太守に 賜 ふ。 九月、 家康、 書 を呂宋 K 
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主 某に 賜 ふ。 

慶長八 年 正月、 大納言 源 秀忠、 復書を 呂宋國 主 某に 賜 ふ。 

書式 賜 書に 云 ふ、 「日本 國 大納言 源 某、 宋阈主 魔 下に 奉復 す」 と。 時に 秀忠 未- 

だ 將 軍に 任ぜざる なり。  奉書 三次、 並びに 載せず、 以て 其の 式 を 見るな きなり。 

慶長九 年、 呂宋國 主 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 復書を 載せず。  ， 

ろく 

書式 末に 西土 壹千陸 百單肆 年と 署す。 乃ち 洋唇 なり。 

謹んで 按ずる に、 奉書に 洋！？ を 用 ふ。 乃ち 知る、 前後 國 主と 稱 する 所の もの、 皆. 

伊 斯巴コ 亞の 頭目な り。 當時、 府議 徒らに 互市の 利を贪 りて 復た 名義の 當を 顧み 

ず。 是を 以て 是れ 等の 事に 於て 一 も 問 ふ 所な し。 其の 國體を 失 ふや 大 なり。 

慶長 十一 年 正月、 薩摩 等の 國主 島津 義弘、 書 を IIM 木圃主 某、 及び 其の 巴禮王 某に 復す。 

並びに 

載せす。 

慶長 十三 年 五月、 呂宋國 守護 某、 書 を 征夷 府兩將 軍に 奉る。 八月、 前 大將軍 源 家 康* 

大將軍 源 秀忠、 並びに 復書を 賜 ふ。 時に 21： 宋の 船、 府敎を 奉じ 相 校の 浦賀に 至る。 家： 


康、 朱印 二通 を 賜 ひて 言へ る あり、 「凡そ 國人 其の 國に 到り、 或は 惡 逆なる 者 あらば、. 

其の 國、 これ を 法に 處す とも、 苦れ 恨な きなり」 と。 

書式 秀忠の 賜 書に 云 ふ、 「日本 國 征夷 大將軍 源 某、 呂宋國 主の 麾下に 呈 報す」 と。 

謹んで 案ずる に、 是の時 前 將軍尙 ほ 在り、 秀忠 姑く 其の 官職 を署 し、 以て 之れ を 

*  ゎズ  を  ； f 

S てるのみ。 國主 もて 自ら 處るは 之れ 義に 非ざる を覺れ るに 非ざる なり。 十七 年-. 

(一)  I 

一  五和 • 天 川に 書 を 賜 ふ も 亦 同じ。 然れ ども 官を署 せる は 則ち 誠に 後の 程 式と 爲す， 

べし。 但だ 呂宋と 五和. 天 川と は 並びに 同文の 國に 非ず、 恐らく は 五：： が國の 名分 

に 達する 能 は ざり しならん。 獨り 朝鮮の 書式、 議 未だ 是に 及ば ざり し を 惜しむ。 

§ ヌ ゥ 慶長 十四 年 七月 • 十月、 前 大將軍 源 家 康、， 復書を 呂宋國 に § ふ。 11^! -家康 又 呂宋の 

ァ H スパ ニヤ  J ョ , —  、 I  つ) ヒス パン 

ともい ふ。 メ  主に 制令 を见 ひて 云 はく- 「呂宋 の 船 濃 si- 須蠻に 至らん とし、 或は 賊 船に i ひ、 或 

lil^i た は 逆風に 遇 ひ、 以てお： が 國に漂 到せば、 此の 書 印を檢 して 救護 を 加 ふるもの なり」 と S 

(一一 一) 德川幕 

慶長 十六 年 九月、 前 大將軍 源 家康、 書を呂 宋國主 某に 赐ふ。 

寬永： KI す 慶長 十七 年、， 脈の 呂宋國 某、 書 を 征夷 府 及び 其の 老中 本 多 正 純 • 鎖" 藤 光次 ^0^^^ 

.  外 蕃通略  一 〇 七 


不不 
明明 


外 蕃通略  一 〇 八 

に 奉る。 前將軍 源家康 及び 正 純 • 光次、 並びに 復書を 賜 ふ。 

(一)  (二) 

書式 奉書に 云 ふ、 「民 希 蝶 王、 系 轍國 皇帝 某の 命を欽 奉す。 鎮守 呂宋 東洋 總評 市；！ K 

兼 興 宜カ郞 云々」。 

謹んで 按ずる に、 民 希 if は 蓋し 伊 斯巴尼 亞の命 を 奉じて 呂宋を 鎖 守す る 者、 前後 

稱 する 所の 國 主と は卽ち 此の 類の み e 要するに 彼れ に 在りて は 人臣たり。 小 夷の 

臣、 乃ち 敢 へて 書 もて 征夷 府に 達す _、 頗る 與に敵 體を爲 す を 嫌 ふ。 其の 極、 夷 主 

將に 天朝 を視て 同輩と 爲 さんと す。 是れ 識者の 懼 るる 所に して、 今人の 講ぜ ざ 

る 所な り。 

麼長 十八 年、 I 胁の呂 宋國主 某、 書 を 征夷 府に 奉る。 某 及び 其のお 某、 叉 本 多 正 純 • 後 

藤 光次 きお ほ に復 す。 九月、 前 大將軍 源.： 豕康、 復書を 賜 ふ。 正 純 • 光 

次 亦 書を與 ふ。 

書式 家 康の賜 書に は、 國主某 を 呂宋國 王と 爲し、 正 純 • 光次の 書に は、 其の 臣某 

を呂 宋國の 執事と 爲す。 


ぉボ南 « こつ 
士. ル 岸 省 と ラ 
ト に珠、 
ガ あ 江 支 ？な 

ル り？ 那 門 

の K  Si の 


右、 呂 宋國.  , 

東埔寨 • 占 城 • 太 泥 • 田彈 及び 呂宋は 所謂 阈主 決して 眞の國 主に 非ず、 率ね 西歐 

置く 所の 頭： H に 係る。 今 皆 以て 國 主と 爲す もの、 因に 舊 文に 仍り、 疑 以て 疑を傳 

へ しならん。 

慶長 十四 年 七月、 前 大將軍 源 家康、 朱印 を 天 川 國に賜 ふ。 

,  (5 

慶長 十六 年 九月、 前 大將軍 源 家康、 朱印 を 五和 國に賜 ふ。 

(5 印度 デ 慶長 十七 年 八月、 薩 摩の 國 主鳥津 家久、 書 を 作りて 南蠻國 より 來れる 船主 及び 其の 國 

ツカン 半岛の  (S)  

^^M^. 老に復 す。 _! ^長 谷川 廣智 • 後藤 光次 往書 あり、 並びぬ.， 年，^; fl,w。J 是の年 六月、 五 

臥 Iwi も喾け  t  、： 

り . 和國の某等、 天川國の某等、|^^ 並びに書を征夷府に奉り、 又 書 を 府の老 屮本多 正 純 

( ffl ) こ グ I 

IJ^ れ g め，. 及び 後藤 光次に 呈す。 九月、 前 大將軍 源 家 康 • 大將軍 源，^ 乃忠、 復書を 五和に 賜 ひ、 正 

純 • 光次 をして 各. '複 書を與 へしむ。 

書式 五和の 奉書に 云 ふ、 「西域の！： 署 五和 王事」 と。 天 川 云 ふ、 「西域 國臣 奉行 天 

川 港知府 事」 と。.  - 

外 蕃 .11 略  一 〇 九 


外 蕃通略  一一 〇 

謹んで 按ずる に、 西域と は 蓋し 西洋 を 言 ふなり。 諸 書 並びに 波爾杜 瓦^ 國 置く 所 

の 五和 • 天 川 頭目の 奉る 所に 係る。 若し 待つ に j 國を 以てすれば 則ち 過てり。 

元 和 七 年、 天 川國、 書 を 征夷 府 老中 土 井利 勝に 呈す。 九月、 利 勝、 復 書を與 ふ。 

寛 永 十七 年、 加々 爪 忠隆、 きお 書 を阿瑪 港に 與へ、 其の 邪敎を 挾みて！^ i を圖 

る を 責め、 永く 之れ と絕 つ。 

右、 天 川 • 五和 兩國 

謹んで 案ずる に、 天 川、 又阿瑪 港に 作り、 五和 叉 臥亞に 作る。 或は 南蠻 と總稱 す。 

へんせ う 

其の 地褊 小に して、， 素より 一 國に 列す るに 足らず。 特に 當時 波爾 杜瓦爾 これに 據 

れるを 以て、 港 を 開き 鎭を 置き、 四 通 貿易せ しかば、 誤り 指して 一 國と爲 せる の 

J  *.」 と  よた. H 

み。 他の 呂宋諸 地の 若き も亦然 り。 而も 大將軍 必ず 親ら 書 印 を 賜へ る は、 ；<  だ 重 

んぜ るに あらず や。 

慶長 十七 年 六月、 前 大將軍 源 家康. 大將軍 秀忠、 並びに 復書を 濃 S 比 數般國 主に 賜 ひて 

0 謂 はく、 「唯 だ 物貨の 貿易 を 許， すの みに して、 切に 異教 を傳 ふる を 禁ず」 と。 ， 


守 重 云 ふ、 「濃 S 比數 般は卽 ち伊斯 巴：^ 亞 なり」 と。 igSi に 細， 其の 國主は 卽ち本 

國 置く 所の 頭 mi にして、 波 爾朴瓦 "爾 の 天 川 • 五和と 事體 全く 同じ。 後、 寬永 元年 

の 來使も 亦 恐らく は 其の 阈の 使に 非 ざり しならん。 

寛 永 元年 三月、 伊須 波の 使、 薩 摩に 來る。 府議、 長 崎 奉行 長 谷川 廣智 をして 諭さし め 

て s く、 「往年 許す 所 は 貿易の 一事の みなりし に、 何ぞ 乃ち 邦禁を 犯して 邪法 もて 衆 

たぶらか  なん ぢ 

を 誑す こと を爲 す。 吾れ 爾が國 の 聘使を 受けざる なり」 と。 

右、 濃 si^ 數般國 

慶長 十四 年 七月、 前 大將軍 源 家康、 朱印 を 伊 祇利須 に 賜 ひ、 貿易 を 許す。 事、 阿蘭陀 

國の 下に 詳 かなり。 

慶長 十八 年、 伊祇 利須國 主、 書 を 征夷 府に 奉る。 九月、 前 大將軍 源 家康、 復書を 賜 ふ。 

時に 朱印 を 賜 ふ。 其の 中に 言へ る あり、 云 はく、 「伊 祇利須 の 船 曰 本に 到らば、 何れ 

(二)  まか 

の 港 を 問 はず、 愛護して 他な し」 と。 邸 を 江戸に 賜 ひ、 地 基、 其の 請 ふ 所に 任す。 

元 和 二 年 八月、 大將軍 源 秀忠、 朱印 を 賜 ふ。 慶長 十八 年 家 康の賜 ふ 所と 略 ぼ 同じ。 

外 赛迎略  一二 


外 赛通略  一一 一一 

延寶 元年 六月、 征夷 府、 伊祇利 須の來 航を禁 絶す。 蓋し 其の 波- 爾杜瓦 雨と 交り 結べる 

を惡 めるな り。  - 

, 右、 伊祇 利須國 

. 謹んで 按ずる に、 伊祇利 須は漢 譯唤咭 1-、 四海 多く 之れ を 用 ふ。 故に 今 或は 之，. - 

に仍 る。 唤咭 刚は延 寶に絕 たれし が、 文化に は 則ち 來 りて 我が 邊を i し、 而 して 

ョ 

安政に 親しまる。 時なる かな。 源 家康. 秀忠、 好んで 萬國と 交通し、 慶長. 元 和 

うた  やそ  3 

の 際 往來轉 た 盛んな りしが、 寛 永 十三 年、 邪 蘇の 禁を 申べ、 乃ち 始めて 鎖阈 せり。 

近く 癸 r^* 甲 寅來、 唤咭 1- 及び 魯西亜 • 米 利 幹. 佛郞 西の 諸陶、 來る もの は 之れ 

を 親しみ、 請 ふ 者 は 之れ を 許す。 是を 以て 復た慶 元の 盛と 爲 すか。 慶 元の 際、 交 

通せし もの は 皆 小島 陋夷 なりし かば、 吾れ の 能く 其の 死命 を 制せし 所な り。 今の 

諸國は 殆ど 是 くの 如くなら ず。 國 勢に 通ず る 者 は、 蓋し 其の 然ら ざる を 知る あら 

ん。 然 りと 雖も 吾れ の 憂 ふる 所 は 名義の 正しから ざる ことなり。 

外 蕃通略 終 三月 六日 稿 具  ， 


m と 語 受誊幕 2 
と當を け 起 府^ 
な 時 用 、草の 
り 已ひ不 の 外; 
居に し 敬 任交羅 
り 問 この を 文 山 


(三) 板 倉 勝 

明、 甘雨亭 と 

SiS す。 苦洲の 

傳は甘 雨 Jalf 叢 

書に 附 す 

(5 德川中 

期の 露 者、 元 

和 七 年生る。 

木下航 に 裂 

びその 推薦に 

て對馬 侯に 仕 

へ大に 同藩の 

文敎を 興せり。 

» 永 五 年 歿す。 

年 八ト六 

〔 五 ) r 國王 

稱號 il」 と稱 

す e 奪 全集 第 

八卷に 「外蕃 

通.^ -」 の附錄 

として 收 めた 

り。 尙 _J の稱 

號 論に 松陰战 

せし 文 あり。 

第 K 卷 H〇SI 

頁參照 


(三) 

あんなか  (四) 

余 頃ろ 安中 侯 著 はす 所の 雨 森芳洲 傳を讀 むに、 其の 新 井 君 美に 與 へて 國 王の 事例 を 論 

ずるの 書 を 載す。 云 はく、 「歷 代の 將家敢 へて 自ら 王たら ず、 而れ ども、 朝鮮 缚 する 

に 殿下 を 以てする の 書 をば 欣然 偸納 し、 未だ 嘗て 之れ が爲 めに ー辭 あらず。 是れ王 を 

以て 自ら 居るな り」 と。 又 云 はく、 「大君の 稱、 同より 不穏に 似たり。 王を稱 する の 

擧亦 宜しき を 失 ふと 爲す。 後世、 今日の 羅山を 罪する もの を 以て^) 事 を 罪する こと あ 

、  まさ  I： とレか 

らば ち 吾れ 執事の 將に何 を 以て 自ら 諮 せんとす るか を 恐る」 と。 侯、 又從っ C 之 

れを 論じて 曰く、 「此の 書、 立ず 命 意 的確に して 易 ふべ からず、 凛 然として 秋霜烈日 

の 如し」 と。 余 向に 通 略 を 作り、 意實に 未だ 自ら 安ん ぜず、 摘 ほ遣議 ある を 恐れし に、 

此の 傳を讀 むに 及び、 余の 言 はんと 欲する 所、 前人： u に 具 さに 之れ を 言へ り。 芳州は 

近古の 名 儒な り。 其の 論當 日に 行 はれ ざり しと 雖も、 今 乃ち 賢 侯の 取る 所と なる。 則 

外 蕃通略  ニニ 一一  r 


外 蕃通略  • 一 一四 

とみ  と 

し Jib  ち 吾れ の 論 も 亦 由って 以て 定まるべし。 吾が 意 頓に强 きこと 十倍し、 筆を提 りて 此れ 

V 乇) 新 井 白 

石 を 指す  • 

^ を 書す。 五月 念 八日、 藤 原 方 書す。 


雑纂 • 補 遣 


.E 鹿 氏 墓碑 弘化四 年 五月 十八 曰 (原？ d 

山 鹿 氏 墓 ， , 


二) 元 和 八 

年 八月 十六 日 

生、 處享ニ 年 

九： IT  二十 六日 

ST 年 六十 H 

(二) 現存の 

燈 籠に は r 貞 

享ニ乙 丑： 大九 

w 廿 六日」 と 

あり 


後 先考 名 は 高祐、 藤 姓、 山 鹿 氏、 別號 素行 子、 元 和 壬 戌の & 八月 庚 戌に 生れ、 貞 


享乙 丑の 歲 九月 癸未に. g す。 


孤 子 泣 血稽顧 立. 


ニー) 


石燈籠 貞享 乙丑歲 九月 癸未 . 


雜慕 . 補 遣 


七 


雜纂 •  ，：i 遣  丄 一 八 

1  .  1  I 

延寳五 丁巳歲 

慧光^ 智大姉 墓 孤哀子 顏 泣 血 稽賴拜 建 之 

十月 十四日 

山 鹿 修玄菴 一 貫貞以 居士 碑  •  孤 子 高 與泣血 立 

先考 は 天 正 乙 酉 九月 庚申に 生れ、 寛 文 五れ 季 十二月 サニ  に沒 す。 鳴 呼、 哀しい 

かな。 一生 謹 厚に して 言 を 食まず、 武業を 勤めて 忘れず、 子孫 を 謀へ て 倦まず、 能 

あはれ  • 

く 賓客に 接し、 能く 孤 獨を恤 む。 終る に 臨み 更に 平生の 威儀に 違 はず、 俄然と して 

逝く。 嗚呼、 哀しい かな。 蠢 々たる 子孫、 福 壽猜ほ 望む ベ けん も、 其の 一一 一： ：1 行の 如き 

は、 竟に 及ぶべからざる なり。 故に 石に 勒 して 永く 後：： 比を戒 む。 

寬文 第六顿 季春 正月 日  墮淚 の餘滴 を濺ぎ 百拜謹 誌す 

(一) 

陰の 弘化丁 未 二月 十五 曰、 ェ藤音 之 進、 牛 込 早 稻田町 雲居 山宗三 寺に 遊びて 之れ を寫 す。 

"き pit 

寺 僧 曰く、 先生の 裔は今 素 水と 稱し、 八丁 堀 桑 名 侯御屋 錦の 近邊に 家す。 

同年 五月 十八 日、 吉田大 次郞、 之れ を 松 下 村 塾 北 窓の 下に 寫す。 


(二) 刀 又は 

脇差の 緣と頭 

と の こと 


覺 


一永 四、 五 年 (力) 


、 熊 本 製 緣頭小 尻  ， 

右、 宮 部へ 聞 合せの 事、 來 原良藏 より 賴 おれ 候 間、 明 H 萬 一 も 忘れ 候 はば、 吾れ 面 

目 之れ なく 候 事。 

十日. 


(一二) 水戶藩 

主德川 齊&、 

景山 公と いふ。 

この ズ木對 の 文、 

景 山の 作な り 


茶 對 嘉永五 年 

或 ひと 問 ふ。 子、 茶 法を學 びし かと。 ！^；！れ對へて曰ふ。 未だなる も、 嘗て 之れ を 聞け 

にが  そ 

り。 其の 味 や 苦く して 甘く、 其の 器ゃ蠤 にして 淸く、 其の 室ゃ樸 にして 閑、 其の 庭 や 

隘 にして 幽、 其の 交り ゃ睦 にして 禮、 能く 樂 しみて 奢らず、 此 くの 如きの みと。 其れ 

(三) 

之れ に 反く もの は、 吾れ の 知らざる 所な り。 景山 

矩方云 ふ、 簡潔 髙古、 至れり、 盡 せり。 故に 特に 錄 して 呈す。 (以上 原 漢文) 

一 一 九 


( I ) 來原良 

藏， 井上 壯太 

S  •  ^ ぉ竹 W 


(二) 杉 梅 太 

郞 
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ョ 

來原 *壯 太 • 坪 井 竹， 皆英氣 勃々 の 様子に 候へ ども、 僕 は 右に 申す 通り 閉戶 先生 故- 

右の 奴 原へ は 隔世 人の 如し。  - 

*、 亡 弟 松に パ 東北 遊歴 中、 手寫 して 贈れる 所な リ C 今 原本に 依れば、 禮の下 「數 -會 して 費 

さず」 の  一.？ を脫 す。 是れ憾 むべ しと 爲す のみ。 明治 W: 申勒 夏、 & 誌す。 


(三) 富 永 有 

(g 未詳 


獄屮雜 詠 稿 安政 二 年 S) 

ち 子 響の 影の 名 ごり もみえぬ なり ひとり 行くべき 道 を 踏む とて 

「三)  {-R) 

右 は 富 永が 寅が 先日 の 歌の 意 をよ めるな り 

〇 

紅の 梅 やま ことの 祌ご ころ 擁護 を 仰ぐ 暖き 日の 晴 

世話 任す 今年 は 聱を貰 ひ 得て 獨リ 手に くむ 樂 しみの 酒 

つ め た 

冷し き厕は 下弦と なれば にや 渡り そめに し 雁の ひとむ^ 


霞 も 霽れて 玉垂れの c 


(五) 詩經？ 3P 

南、 德有 梅の 

篇に 「襟 有レ 掏、 

其實三 兮」 と 

出づ 


梅花 馥郁發 ，1 淸香 1 

(W) 

標 つる もの 梅 あり，、 其の 實三 四。. 

常 盤なる 松の 綠の色 添へ て尙ほ 幾千 代の 萬 代 や へむ 

ひら 

時 を 得て 發 くや 梅の 二つ；； 一つ 色片 へなる 神の 庭 面 


松 下 村 塾 規則 安政 四 年 (力) 

、 兩 親の 命 必ず^くべからず。 

、 兩 親へ 必ず 出 人を吿 ぐべ し。 

くわん そ  t  二  k 

、 晨起 梳、 先祖 を拜 し、 御城に むかひ 拜し、 東に むかひ 天朝 を拜 する 事。 % 八^ 

病に 臥す とも 怠る ベ からず。 

、 兄 はもと より 年長 又は 位高き 人に はかならず 順 ひ 敬 ひ、 無 鱧なる 事な く、 弟 は 

雑纂 *捕 遣  一 二 一 
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ふ もさら なり、 品 卑き年 すくなき 人 を 愛すべ し。 

1 、 塾 中に おいてよ ろ づ應對 と 進 返と を 切に 禮儀を 正しくすべし。 

右 は 第 一條より 終 五條に 至り、 違背 あるべからず。 若し 背く 者 は 第 一條の 科 は 必ず 坐 

禪 たるべし。 其の 他 四 條は輕 重に よりて 罰 あり。 


( 一 ) 松渖顳 

太郎 〔81 傳〕 

(二) 吉田榮 

太郞 〔關傳 〕 

(三) 二十 一 

回 ffi  士の 略 


月の 畫の赞 安政 四 年 八月 

疑へば 弦と 晦とは 惑 ふらん 月 は 年中 圓 

く て ご ざ る 

丁： J 仲秋、 松 洞 をして 月を寫 さしめ、 


(二) 

無 逸の 東行す るに 贈る 


(三) 

冋 誌す， 


uf^^ ク-。 


(四) 書に て 

あるべき か 


(五) 品川彌 

ニ郞 


平 起 

起① 〇 ①秦 •〇 ①韻 

〇 〇 、 

承① 書①㊀ ①鲁 〇 同 

ゝゝ 〇 〇 ゝゝ 

轉 ①秦① 〇の< 


結① 〇 ① ••〇〇 韻 

仄 起 

① 譬①㊀ ①秦① 

① 〇9會 秦 〇〇 

① 〇 ① ••〇• 

(四) 

① 〇 ① 〇 ①秦 〇 


松 陰 先生 遣 S 


二 四 不同 

禁こ下 三 連 1 

① 〇 ① 秦〇 

① ㊀①書警 

①譬秦 〇〇 

e〇 ① 


二 六 同 

禁 -1 孤 平 


①秦 •〇〇 

① 

①暴秦 〇• 

① 

•〇 ① •〇 


(五) 


やじ 十五 歳の 時 睿き與 へられし ものな り。 慈 親に も 勝る 高恩 忘れ なち ぬな- 

雜纂 • 補 遣  一 二 三 


雜寡 • 補 遣 

明治 二十 八 年 七月 十七 ni 


一 二 四 


山 鹿 素行 著述 目錄 


* この 符號 

編者の 附 せし 

ものにして、 

素行の 著述に 

あらやと 思 は 

るる ものな り 


聖教 耍錄 

四書 誇 解 

修 敎要錄 

武教 三等 錄 

武 事 記 

古今 戰略考 

辨 惑 論 

子孫 傳錄 


武教 要錄 

手鏡 要錄 

治平 要錄 

誠 居 童 問 

一 m 敎ぎ S 


安政 四、 五 年 (力) 

山 鹿 語類 

武教 本論 

修身 要錄 

四 窨句讀 

百 結 字 類 


武類 全集？？ i 化 書 兵法 要鏡錄 


足輕 左右 

〇 神武 雄 略 


常用 集 

si 力) 

修身 受用抄 


治敎 耍錄 

備敎 耍錄 

七 書 護 解 

屮 朝事實 

一 騎 武者受 用 

〇| 相 職分 記 


代筆 草稿 


安政 五 年 (原 漢文) 


傳熟太 五 2 

U  P«1 と 郞 v_. 

下 云 ' 

生 ふ後橫 
° に 山 
關 村 幾 ffi 


二)  まラ 

某月 某日、 外 臣横山 潔晴、 再拜 して 謹んで 征夷 府 執政 諸公閤 下に 白す。 潔晴、 外 藩に 

在りて 微臣 たり。 頃ろ 累 りに 墨 夷の 使 江戸に 入朝す るを傳 ふ。 潔晴 之れ を 聞き、 條慨 

切齒 する こと 之れ を 久しう す。 因って 諸 公 を 咎めて！： く、 征夷 執政 何 ぞ恥を 知らざる 

の甚 しき や。 古稱 す。 

恥の 人に 於け る こと。 以て 士と爲 すべ からざる こと。 天下 國 家に 王た るに 於 

て を やの こと。 我が 國に來 る を 得ん や。 

I 旨 この 一行 直說 「胡 澹巷、 高宗に 上る 封 事」 を讀 むこと。 

(二)  國時 

代趙 a の贫と  右松 陰告田 先生 致 身 前年の 遣 墨たり、 乃ち 今 を^る 二十 有 四 年な り。 筆鋒」 骣 として 生氣 あり、 

せし 美 玉。 秦 

この 玉 を 欲し  而 して 聲容 亦猶ほ 耳目の 間に 存す。 特だ 恨む ちく は、 從學 せんと 欲する も m なきの み。 今昔 を 

十五 城と 交換  -  § 

^-. 俯仰 すれば 感慨 13 むなし。 讓んで 數句を 紙 端に 跋し、 以てこれを；^！：！が家の趙璧に比す。 然 りと 

雖も 天下の 寳、 當に 天下の 士と俱 に 之れ を寶 とすべし U 故に 它年設 し 其の 人 を 得て 之れ を授與 

して. 師  するとき は、 則ち 何ぞ 十五 城の 擾々 たる を 煩 はさん や。 想 ふに 先生 亦當に 首肯す る 所なる べし 

り しも 以て 有 

名な り  明治 十四 年 三月 念 五  門人 横 山 幾 謹んで 跌す 

雑募*^^遣  一 二 五 


雜纂 • 補遺 


二ハ 


二) 藩主 敬 

親兵！^警衞の 

幕ん g を 受け そ 

の 地 京師に 近 

く 特に 任務の 

重大なる に II 

み、 この 年 七 

H:  二十 三日 白 

書院に 老臣 を 

會 して！ i 書 を 

授け 更に 老臣 

の 副書 も附し 

て 藩士に li 示 

せし む 


覺 0 安政 五 年 七月 二十 四 H 

二) 

御意の 旨、 御文 中に 云 ふ、 「今日 を 異變の 始めと 心得、 無二の 覺悟を 極む るに 於て 

は本懷 たるべし」。 

右に 付き 戊 午 七月 一 一十 四日、 松 下 塾に 於て 申し 談 じの 件々 左の 如し。 

一、 同 隊同伍 は 勿論、 朋友 知 音 志 を 合せ、 御意に 相 叶 ひ 候 様、 相互に 氣を附 け 合 ひ 申 

すべく 候 事。 

1、 兵 具 並びに 軍用金 腰 兵糧 等の 詮議の 事。 

一、 家內 無用の 雜具 賣拂ひ 黄金に 代 ふる 事。  • 

一 、 飮食 居所の 費 を 省く 事。 

一 、 文武の 諸藝 出精の 事。 

右の 外に も 心附き 次第、 追々 書 入れ 仕るべく 候 事。 


寅 次郞書 


囚奴白 問 安政 五 年 十一月 二十 七日 

、 今日 吾が輩 默し候 はば、 政府 遂に 如何 致さるべく や。 

、 無事に 來舂 も參府 して、 幕府の 奸 吏へ 媚を獻 じ は 致す 間 敷く や。 

、 勤王の 事、 何 如 手 を 下し 申すべく や。  ， 

、 - 主上の 御 憤慨、 普大 率土の 人、 傍觀 して 相濟 むべ くや。 

、 コン シュル の 申 分 相 調 ひ 候て は 志士の 面目 之れ あるべく や。 

、 江戸へ ミ 二 ュ ス トル 置き 候て 害 は 之れ なく や。 

、 五 港 御 貸し 渡し、 コ ンシュ ル留 住、 害 は 之れ なく や。 

、 妖 敎の禁 破れ 候て 害 は 之れ なく や。 

、 勝手に 交易 相 開け 害 は 之れ なく や。  ， 

、 右 四條の 害、 慕府 諸侯 制する こと 能 はざる に付き、 天朝に て 御 制し 遊ばさる ベ 

く 候 へ ども、 御 力 實に御 不足なる 故、 及ばず ながら 吾が輩 御 力 を 添 へ 候 心得 宜し か 

らず や。 

雜纂 • 捕 遣  一二 七 


府照卷 せ 敗 さ奸の 
13 らしん e 錢 


雑纂 • 捕 遣  一 二べ 

一、 原 は楚の 忠臣に 候 や。 

一  > 施 全 は宋の 烈士に 候 や。  - 

某 按ずる に、 天下の 人々 皆々 死 を惧れ 候より 事爱に 至り 候。 何と なれば 征夷 死 を惧れ 

候 故、 違 勅して 慮に 和し 候。 諸侯 死 を 惧れ候 故、 違莉 して 幕に 阿 り 候。 然れば 天下の 

事 大抵 相 知れ 候 事に て、 只今せ が 輩の み 死 を惧れ ざる 故、 政」 吋へ：^ 論 致し 候。 政府に 

も 正議に 非ず して は相辨 まざる 事 遂に 合點 1_ ク-り 候 は ば、 死 を惧れ ざる 様に 相 成り、 

一 國の 公是相 定まり 申すべく、 一  國死を 惧れず 候 はば、 大下 も漸々 相 定まり 申すべく 

候。 天下の 公是相 定まり 死 を 饥れず 候 はば、 四 あ、 も 辟易 退避 仕り 申すべく 候。 此の 事 

吾が 方寸 凝然に 候處、 此の 議に 障礙 をな し 候 もの は 不仁に 與す るの しき 者に て、 則 

ち 國賊に 御座 候。 元來 皇太 神の 神 励 無に なり 候き を 御 嘆き 思：^ I： せば こそ 主上の 御 

苦勞遊 ばされ 候 事に て、 其の 御 苦 勞を體 し 候へば こそに； I が^かく 迄 精神 を 凝らし 候 事 

に 候。 幕吏 叙 慮 を 沮み候 心底 は、 卽ち 燕. 府吾 が辈を 制し 候と 同心 底に て、 死 を惧る 

るより 起り 候 國賊に 候。 已に國 賊に相 決し 候 上 は *  惻の 忠告 は 失 の 敷き ものと 


(一 5  s 根 は 

大老 井伊直弼、 

間部詮 勝は老 

中 


覺悟 仕り 候。  . 

十一月 二十 七日  .  二十 ー冋生 藤矩方 

日 i の隆 えまさん こと 天 壤と窮 りなし と 申す は 神勅な り。 只今 幕府の 處置 にて. H 

日嗣の 滅亡に 至るな り。 无子樣 此處に 御氣が 付き 候。 恐れながら 吾々 も此 處に氣 

が 付き 候。 藩府の 俗吏 は 暗に 幕府の 聲援 をな すなり。 今 曰 は〉 I) 根 も 間 部 も 憎む に遑 

あらず &<。  . 


(e:) 恐らく 

は大 原重德 

下策 關 係 書類 

ならん 


某 事件 相談 書 政 五 年 

〇  ノ 

兼て 御 申し 談じ 致し 置き 候樣、 某 卿 何日 着获 致され 候。 早々 御 出張 然るべ く 存じ， i^。 

此の度 天朝 大變 事に 付き、 某 卿 下向 致され 候。 兼て 勤王 御 深 志の 事故、 II と 御 報知 致 

し 候 間、 早々 御出获 然るべ く 候。 委細 は拜 面の 上申し 述べく 候。 以上。 

C 
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( 一 ) 中 谷 正 

亮* 来 原 良 il* 

齋 權榮藏 • 赤 

川淡水 •i^lw 

1 ハ十. Q  •  HE! 、-ス 

有 隣 . 久保五 

郞左衞 門 • 天 

野 淸三郞 • 中 

谷 茂十郞 • 粟 

谷與七 ， 西 n 

(未詳)， 時 山 

直 八 • 伊藤 利 

輔 (博 文) * 品 

= ^彌ー i  • 市 

二 (未詳) . 山 

縣小助 (有 朋) 

衬 作 ， 河 

野數. お.^ 茂 • 

圆妙 (二人 未 

詳> 伊藤 傳之 

助 • 三 戶甚之 

助 • 岡 部 富 太 

郎* 宇 野 ^?藏* 

大： ぃ茂樹 • 生 

fflA^ . 岡 村 

ii:: 力) *李 

宗某 • 1? お i 

次 郎.濱 五 (未 

詳) •！？ 野 德！^ • 

退輔 (未詳) . 

4lEi さ 一郎 。 

伊藤 靜齋 。 E1 

部 繁之助 。 赤 


(一) 

中 谷 


生 &■ 

岡 村 

樱井 

武人 
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—蒙， 


李 文 

小島 

野 市 


久保 • 有 隣 


(三) 

單相 


〇 


あはみ 

淡水 


： 三 〇 

佐 八 • 富有 • 久保 老人 • 雨 野 . 中 谷 • 粟屋. 西 圓 • 谊 八 


(不明) 


市 二， 小 助. 吉善 • 河數 • 堀 茂. 圓妙 • 傳之助 • 三 戶ロ • 岡 部 • 字 精 • 大谷茂 


有吉 

高辆 

河內 


益 畳 

生 円 寺 


濱五 

福忠 

山貞 


德民 " 退輔 • 益豐 . 靜齋 • 岡繁 • 赤忠 •  ,1: 小 

秋 良 • 山 本  ， 


n 德忠助 傳兵衞 

(二) 

來原. 佐 八. 前 田 • 道 太」 架屋 • 小國 • 兼 重 •  藤 萬 里 

玉 木 井與 宍戶 林稅 田 北 


件窨 一 冊驟 るべき 事 


謙岡須 
须石蔵 部ィキ 
佐 見 富 I 

巿岡 小山 
繁郡ロ 


幸貞宫 戶' 

吉 市 田: 


小 直 長 赤 
六 八 崎 間 


戸大阿 
田野 月 


川 忠ニ郞 •  ，□ 

泮 小 助 • 櫻 井 

某 • 小 島權三 

s  (ヅ」 •  木 

00 . 福 井忠 

次郞 • 秋良敦 

之 助 • 山 本 (未 

詳) • 赤 根 武人 • 

野 村 一 之 進 • 

河内 紀令 • 山 

貞 (未詳) 

(二) 前 田 孫 

右衞門 . 中 村 

道太郎 • 粟屋 

其. 小國 剛藏， 

兼 電讓藏 • 內 

雜广 《! 里 助 •  口 

^德顿 • 坂 上 

忠助 • 難波傳 

兵衞 

(三) 蠹田彈 

淸水 H 書 • 玉 

木 文 之 進 • 井 

上 與七郎 •{ 六 

戶九郞 兵 衞* 

林 主 稅* 田 北 

太 中 


、 大會議 の 事 

、 行府へ 同道の 事 

久， 世 ，村 • 赤 • 豐 • 松. 小 

たまりの ま 

、隣留 間の 事 

、 一 了. 1寸<1^ョ錢 浦 *内* 前 ニ教* 衬， 

VISES,  口. 淸 i. 井， m 

、 上達 

、 大臣 召 見 

、 諸官 Its 泰 

、 國 府會議 

、 留守中 

、 出錄帳 

肥 後 

小國 中 谷  ， 

<E お レ 山 根 小 林 菊屋 11- OTIS: 

逸出し 十雨 五十 兩 二十 兩 二. 7- 四兩 

雑纂 . 捕 遺 


雜纂 • 補遗  二. 一三 

ま傳受 無是 銃 兵 自らせ みる 職人 はすべし -; 咼見杏 庵 肥 後 大事 

米 出し 前 田 大贺 森 田 

〇，1 たび 斃れて 再起の 色 を 見ず。  ， 

覺 五 口 安政 六 年 二月 

一、 君 公 御 諫め 仕り 勤王 致すべく 候 事。 成れば 榮寵を 今 H に：：^ すつ し、 成らず ば 聲名を 

萬 世に 傳 ふべ し。 

一、 當 御發駕 之れ あり 候て は、 來る御 51 國ま では 先づ励 王拔^ は 申し 難き 勢な り。 其 

の內に 天朝 * 幕府の 事 片付き 候 時 は、 御當家 何の 面目 あらん。 . 五： が^ 何の 面 ：=： あ 

らん。 されば 御發駕 迄に 是非 身命 差 上ぐべき 事。 

尤も 同志 中 一統 皆 打 死 仕り 候と も、 忠義の 種 は盡き 申さざる に付き、 御 當{豕 の 御 

間欠げ に は 相 成り 申さず 候 へ ども、 若し 後 を 氣遣ひ 候 人々 は從 東行 もす ベ し、 

草 野潛伏 もすべし。 


象 世 正 野 時 小 iU 野 伊：^ 囚 とも 陰郎 S13 藏 三次 ra 十 太::: 
老主, 德 iU 助 松 H "藤 じ を H 糾投 。•  • 郞郎郞 郎郞リ 

福 m  U 门 上ら 直 助 和 傳 命 さ明獄 何品吉  

原へ S 盆關國 S 八 為 • 作 之 岡ぜれ しのれ 川 ffl 入 作 有 福 佐 岡 
越後 • 田傳相 f-  •  ^山' 助 仙 ら て 暴^ も 彌榮江 問 吉原世 部 
後の 佐 增 • 縣杉 • 吉る家 徒名 松 二 太 杉 忠熊乂 八 富 


一， 大原策 成就の 手段、 早々 同志 中 三人 程 上京、 神速に 事 を 決すべし。 三人の 心當り 

の 事、 各. '工夫すべし。 大抵 なれば 亡命 は 好まず 候。 無名の 勇士 尤も 妙。 

一、 大原 着、 町 宿 にても 可な り。 小 田 村 *久 保 • 暴徒 八 人、 其の 他 同志の 面々 用達の 

2) 

ため 入 込むべし。 心當 りの 人物 仙吉 • 傳之助 • 和 作. 松 助. 小 助. 直 八. 德民 . 佐 

世彥七 • 來島 又兵衞 • 桂 小 五郎 • 前 田 孫 右衛門 • 宍戶九 郞兵衞 • 中 村道 太郞 •  „i 重 

讓藏 .  - 

j、 大原居所は^負殿！？^^見相濟みの上にて謀る.べし。 

ゝ f 四) ゝ  ゝ 

一、 彈 正殿. 主 殿 殿 *輙 食 殿相對 急務 たるべし。， I？ 紙 脚  . 

一、 君 公 御 相 對の取 計 ひ 方 評議。 5^11 

とく  - 

君側の 面々 へ 得と 趣吞 込ますべし。  - 

一、 大原 世子へ 急に 有志の 士兩 三人 附け遣 はすべし。 

是れは 公儀へ 召 捕らる る覺^ にて ゆくべし。 

雜暴 • 捕 遣  ニー 二 If 


男 豪の 助: p 助；^ 
な襄實 、七 ハ 


り 森 '^^ 松 
田 黑陰森 
家） n 養 田 
の 村 母 忠 


大 


雜纂 *補逍  ニュ四 

二). 来 原 良  召 捕られば、 長 門 浪人と 唱へ 然るべき か。 

藏當時 直傳習  . 

s^ls れれ 一、 京 邸 留守 人物 選びの 事。  、 

0^0,^ 一、 京師 手 人れ の 一條、 大 原へ 託すべし。 

龍 fn^i  ■ 一 、 筑前 • 肥 前 • 肥 後 - 薩摩 • 久留米 • 柳 川 等 へ 達しの 事。  . 

(三) 因幡 •  、 (一) 

ff) 玄瑞. 是れは 一 人物 を 長 崎へ 遣 はし、 來原 同伴 然るべ く 候。  . 

春 軒 作 •  a 一)  ， 

松浦龜 太郞. 一、 御 末 家. 岩國は 大臣 呼出し 然るべ く 候。 

正 亮* 新 之 

my 一、 藝 .備. 因. 作 等へ 使者。 

(五) 敦之 助. 

赤 根雅平 • 同  一、 ^萄 I 吏 者。 

武人 • 白 井 小  一 力 

助 一 isr=e*i  たと へ  けんもつ 

( 九州. 四 國ノ中 國の三 使者 いづれ もむ ざと は 遣 はすべからず。 假 令ば 肥 後長 岡監物 

など、 柳 川 立 花壹岐 などへ 便るべし _リ 

(5  . . 

、 久坂 • 半 井. 高 杉 . 松 洞 • 中 谷 • 尾 寺 • 飯 正 

(八) 盆 ほ 彈  P  (六) (七) 

正 臣下 須佐居 一、 秋 良 • 赤 根 父子 • 白 井  大賀 • 森 田 

住の 志士 小國 

剛^-荻 野 隼 、 0,0 

太 . 大 谷茂樹  一 .ZT 國 •  ^！^? . ナ谷 


の 三人 〔關傳 ，一 

(九) 生 田 良 

周 防！： 大 

野 村に^ 住す。 

めか 老毛利 隠岐 

臣下の 志 士 

〔 關傳〕 

( 1 〇) 以下 

全部 祙殺 しあ 


(九) 

、 生 田 

、 大原卿 下向の 事に 付き、 幕府より 厳命 之れ あり、 訊問 致し 候 はば、 公武 合 體、 德 

川 扶助の 爲め なりと 有體に 申立つ ベく 候。 

(一 〇) 

大原 下向の 事、 全く 不良 を 謀る に 非ず。 コ ンシ ュ ル 申立の 條々 神 國の御 汚れと 相 成 

り 候 儀、 殊に 德川家 不利の 事に 付き、 朝廷 にても 深く 赛 慮を惱 ませられ 候處、 其 

の 所訟も 之れ なく、 條約 調印 等 も 之れ あり 候 事に 付き、 外様 家よりも 重ねて 赤心 申 

立て 然るべ しとの 事に て 下向 致され 候譯に 御座 候. - 

若し 又 幕府より 理不盡 に 人數差 越し、 召 拙り 候 はば、 無法 ものに 付き ー戰に 及ぶ と 

も 苦しから ず 候。 


ニー) この 

覺書は 松 陰 東 

送 後 その 居室 

に殘り 居りし 

ものと いふ。 

記載の 論策 は 

すべ て 第五 卷 

戊 午 幽室 文 稿 

に 出づ 


(1 1) 

覺 書 


安政 六 年 五月 (力) 


とりと と 0 

寅 次郞儀 是れ迄 取調 へ 候 論策 書 左 の 通り 

狂 夫の 言 


雜纂. 補遺  一 nM ハ 

一 、 對策 附論 乂論  . 

一 、 愚論 繽 ii  、 

1 、 大義 を議す 

一 、 前 田 致 遠に 與 ふる 書 

一 、 時勢 論 

一 , 大原 三位 公に 上る 書 

1 嚴 bii ぎ 事 

右の通りに 御座 候。 以上。 

曾てなん 心 計りに (松 陰， "筆 ) 

曾てなん 嘆きつ つ 見し 扮木葉 を 一 年 賴む色 を： せて よ 

〇 年代 不明 f§ 


韓 

信 


人の 車に 乘る者 は 人の 憂 を 載せ、 人の 衣 を 衣る 者 は 人の 患を懷 き、 人の 食 を 食 ふ 者 は 

人の 事に 死す。 

右、 韓淮 陰の 語。 食祿 の士、 宜しく 常に 座 隅に 貼り、 晨夕觀 省して 以て 警 むる 所 を 

知るべし。  吉田虎 謹書 


雜纂 • 抓 遣  二！ 一七 


照 卷 に 子 二 

三 出 上^ 
〇 づ m 

ノ、  °  ：&_ 
頁 第 十 子 
參 三章吿 


雜纂 • 補 遣  一三 八 

補 遺 

石 本 龜齡君 墓碑銘 安政 三年 (i さ 

古の 孝子 は 水に 溺れ 火に 入り、 水火の 難も辭 せざる なり。 安政 乙 卯 十月 二  H、 都下 地 

震 ひ 物故 數萬、 石 本 龜齢君 も 亦 之れ に 遭 ひて 卒す。 享年 五十。 乃ち 之れ を 白山 心 光寺 

に 葬る。 予 曰く、 君、 古の 孝子に 愧ぢ ずと。 初め 地震 ふの 時、 夜 匕に 二 鼓、 君、 人と 

恭を摟 上に 圍む。 轟然 一 聲摟 倒れ、 地を距 つる こと 尺、 其の 人 跳り て 逃れ 去る」 君 

謂へ らく、 大 夫人 堂に 在り、 其れ 之れ を 如何せん。 寧ろ 獨り 生きん より は、 生く るな 

きに 若かず と。 遂に 犬 夫人の 窒に趨 き、 相 與に殒 る。 是の 時に 當 りて、 君 亦 跳り 去れ 

ば 則ち 其の 恙なき こと 必 せり。 此れ を 捨てて 彼れ を 取る、 欲する 所 生より おしき もの 

ありし なり。 他人より 之れ を 観れば、 則ち 奇禍 なれ ども、 君に 於て は 則ち！！^ の 味と 

爲す。 嗚呼、 君 至孝な りと 謂 ひつべし。 君 天資 英敏， 少 にして 美譽 あり。 嘗て IX を大 


(二) 黄 箱 は 

色絲、 色と 糸 

とも せば 絕 

となる。 幼婦 

は 少女、 少と 

女と も 八 ：！ せば 

妙と なる。 外 

孫 は 女の子、 

女と 子と を 八 a 

せば 好と なる。 

瘤 臼 は 辛な 受 

く、 辛と 受と 

も 合せば 翁と 

なる。 此の 八 

字に て 絕妙好 

辭の II 字と な 

る。 世 說に出 

でた る 魏の武 

帝と 揚修 との 

故事に 本 、つく 


田 錦 城 子の 門に 執り、 叉 晴軒. 它 山の 輩と 相與 に切劂 し、 居然 一 書生な り。. 後輕々 と 

して 登 鹿せられ、 下大 夫と なる。 夙夜 公に 在り。 然れ ども 退 食の 暇に は 手卷を 捨てず- 

叉 蟹 行 蚊 脚の 字を嗜 む。 故に 蠻 夷の 形勢 これ を 掌に 指す が 如し。 其の 他 詩文 書畫^ 实 

奕 拱の 技、 慣習せ ざる はなし。 蓋し 天分 人に 過ぎ、 多々 益. -辨 ずるな り。 君諱は 爲延、 

字 は 龜齡、 李 蹊と號 す。 福 田 氏を娶 り、 男 六 人 女 四 人 を 生む。 其の 嫡子 勝强、 蔭を以 

て上士 となり 秩 四百 石 を 襲ぐ。 其の 餘慶の 盛んなる こと 知るべし。 予、 文辭拙 鄙、 君 

の 犬. 孝 を 天下に 發揚 する 能 はず。 蓋し 黄 紹幼婦 外孫 齋 臼の 碑に 愧づる あり" 銘を爲 り- 

て 曰く。 


聖人 有 曰 

殺 身 成 仁 

天 地 崩 裂 

豈 顧 其 身 

急 往抱持 


聖人い へ る あり、 

身 を 殺して 仁 を 成す と- 

天地 崩れ 裂く、 

豈に 其の 身 を 顧みん や- 

急ぎ 往 いて 抱 持し、 


, -、 3 


一！ 一九 


雜纂 •  遺  一 四〇 

殉于慈 親 慈 親に 殉ず。 

勿 謂澆季 澆季と 謂 ふこと なかれ、 

世 有 若人 世 かくの ごとき 人 あり。 

安政 三年 丙 辰 三月  一 一十 1 ：!； 生 吉田黄 

右、 長 州吉田 松， J 撰す る 所、 ；. t が 王 父 龜齡君 其 t 碑銘、 赏時故 ありて 之れ を鐫ん ず。 先考 甘て 其 

の 文 を mi 額に 書した る もの を 獲、 常に 室に 揭げ、 誦讀 敬を敎 す. - 王 父の 學問德 ；仃、 蓋し 此の 文 

に. E りて 傳ふ べし。 今 其の 七十 五 罔 「お！！^ に 値 ひ、 不 等 胥ひ謀 リて刻 立す" 兗に亦 先考の 志 を 

す も Q なリ。 因って 聊か 其の 颜末を 書す。 昭和 四 年 十月 石 本 祥士： ：  • 石本憲 治..，；： 本ヒ 四难. 

石 本 六 哉 ， お 本惠. iin  . 石 本 寅 三 • お 本 五雄 


二) 兄の 名 

(二) 第 七卷 

1 二 1 頁に 

r だ園淸 狂， 

予に 贈る 長篇 

あり」 と稱す 

る もの。 この 

長篇 花2 全集 第 

EI 卷六三 二 貝 

に 出， つ 


六 二八 月 性 宛 

S 呈淸狂 老師 附啓 


安政 二 年 十二月 二十 二  H  115111 崎 


(1 ) 

杉 梅太郞 


家 頑 弟より 樓，' 申し 陳べ吳 れ候樣 賴み候 故 追^ 


(二) 


御 贈 與の盛 篇返復 吟詠、 大手 筆。 二 卜 一 士 此れ を 得て、 死して 不朽との 事" 


(三) 近 江の 

高 虔淵 上人 

め 著 


§ 第二 卷 

三 A 1 頁に 出 

づ 


〔五) r- の 詩 

It 《山の 金 壬 生 

ち 挽せ しもの。 

第二 卷三八 四 

頁參 £w 

(六) 兄 梅 太 

郎 の 名を假 h- 

しも 以て、 余 

と は 兄 を 指す。 

從 つて 象 山と 

* だ 一 面な し 

ん いへ るな， 5 


、 歲寒窓 放言 ー讀、 鴻益を 得 候。 虞 老師の 如き は 古の 所謂 學 人なる ものな り。 ；丄 に 

命じ 一 本 を 留め置き 度き 存念に 御座 候。 

、 默霖へ 走 書し 度く 候へ ども、 此の度の 禁筆、 其の 例 破り 難き 故、 意に 任せず 候。 

(R)  S び 

且つ 漉 木 を 祭る 文、 生 をして 九^より 重から しむ。 深く 感銘 等 御 便 も 御座 候 はば 末 

幅へ 御 書 入れ 頼み 奉り 候との 事。 

しみ  とも 

、 禁足 謝 客、 因って 筆 を 絕ち首 を 埋めて 蠶 となり， 孤燈を 伴と す。 是れ舍 弟 近日の 

條 制に 御座 候。 御 一 咲、 御 一喝。 


淸狂 上人 


梅 太郞ー 


(五)  ノ  ？' テフ  ノー 一  ノ  シズ 一一  シテ ヲ  一， ス ン rl ヲ 

金 生 忠義 志。 飜 遭，, 盛 世棄- 我 亦斯人 徒。 命 乎可レ 安， 義。 脫レ紫 各 東西。 心 期， 勵こ初 

志？ 利器 修且 藏。 蠖 IS 待 二 時 至？ 如何 不：^ あ； s。 小路-ま "二 其窣？ 噓唏？ ：：^ 獨今。 百世 


足 二 悲淚？ 

右、 信濃の^^叟重輔金生を哭するの詩な 


臂 EK の 外：^ 北山 安世 錄し て 本 藩 在 邸 


(六) 


大番 久保淸 太に 寄せ、 淸太 余に 轉 示す。 余 未だ- 衙叟を 目せ ず、 然れ ども 其の 髯を 

-   ！—：  ，   ：  ！ 一  四 1 [ 1 :1  ■ 


雜墓 • 補遗  一四 二 

うさ  ふで 

搖 かし て 毫を揮 ふの 時 を 想 ふなり。 

乙 卯 獵月念 二  學！！ 生 誌す 

默霖に 贈る の髙 作、 近來の 名篇。 余が お 輩も擊 節嘆赏 仕り 候。 


二) 第 W 卷 

一一 ニー 一八 H 「煙 

膂を 折る の 記」 

參照 

CC 本卷所 

載 

(三) 野山獄 

にての 同囚富 

永 有 隣、 この 

年 七 獄も免 

され、 松 陰 こ 

れを松 下 村 塾 

に延 きて 賓師 

たらしむ 〔關 

傳〕 


六 二 九 月 性 宛 安政 四 年 九月 十 n  gIMm 崎 

上人 再遊の 計 は 如何。 近日の 尊狀 絶えて 承らず、 しだ 案勞 仕り 候。 奇人 英士 來訪 

も あるべ し。 如何 如何。 

さき  こ G ご  (一) 

有 隣 向に 已に 禁酒。 頃ろ 叉 事に 因り 煙管 を 折り 去りし 四 生徒 あり、 之れ 亦ー唤 柄。 

僕爲 めに 小 記 を 作る。 

外 蕃通略 御 一 見、 御呵 正是れ 祈る。 

御 歸鄕後 澗焉甚 し。 獅 座彌. '御 安寧 遙賀し 奉り 候。 追々 御開 塾 も 相 成り 候 や。 闪奴無 

(三)  ゐ しゅう  -ー つ/ \ 

異、 有 隣 同居、 人物 蛸聚、 是れに 坐して 奴 も 寸隙な く、 日夕 兀々 罷り 在り 候。 久しく 

音 耗を闕 きし も是 れが爲 めの み。 萬恕 されよ。 


亞夷 登營、 天下の 事此に 至る は 癸丑の 一 誤 着に 由る 事に 御座 候へば、 今更 MH しむに 足 


(四) 前大 

と 先 大逮の fi 

郡、 今の 大 

郡と isf 郡の 

1 部 も 含む。 

該の 西に 連る 

地方 


(五) 木 原 ま、 

齋、 老翁と は 

そ の 父 松 梓 

〔關 傳〕 


(六) 第 II 卷 

一一 一七 S 頁參照 


わら  あはれ 

らず 候へ ども、 俗人 は 俄かに 驚膽 仕り 候。 疾ふ べし、 愍む べし。 松 洞 生 人物 貌寫 の爲 

め 去月 十七 日より 發軔、 兩大津 • 赤 馬 關と出 懸け 申し 候。 追々 御 地へ も 罷り出 づ ベく 

候に 付き、 宜 敷く 囑し 奉り 候。 勿論 生へ 一書 を附し 置き 候。 受託 候 書類、 尙ほ 外に も 

錄呈 仕り 度き もの 御座 候へ ども、 何分 未だ 及ぶ 能 はず、 銀 愤 の 至りに 存じ 奉り 候。 孰 

れ後鴻 には附 上すべく 存じ 奉り 候。 自ら 慢 りて 人を责 むる、 頗る 先賢に 愧づる ありに 

-  つまだ  (五) 

は 候へ ども、 村 塾 寄 題の 御作 且つ 拙稿の 高評、 足 を 企てて 待ち 奉り 候。 安藝の 木 原へ 

近來 御文 通 ども 成され 候 や。 老翁 彌. '健在と 遙察 計りに 御座 候。 昨今 當地 灘訪社 祭日、 

稍 や 閑暇 を 得て 此の 書 を 作る。 書、 意を盡 さざる なり。 

九月 十日  二十  一；^ 生再拜 

淸狂 上人 座 下 

近日 人 あり、 淸流 紀談を 示す。 乃ち 龍 護 老師の 手澤、 且つ 虞 淵の 校 補。 旭氏敍 中に 

大癡野 山獄に 在りし 事な ども あり。 何 か 感ずる 所 あり。 

雜纂 • 捕 遺  一 四 三 


五 二 

さ リ 


頁 第 
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雜寡. 補 造  一四 四 

永 政樂府 四十 五 首、 突せ 以来の 事實 大抵 詩に 入る。 田お と あり、 、江戶 人と 見 ゆ。 頗 

る 才子な り。 御 聞 及び も 候 や。 

上人 上 國遊稿 は 未だ 御成 就 成されず 候 や。 

六 三 0 橫山重 五郎 宛 安政 gl、 五 年 liis 财 

拙著 講孟 劄 記貴覽 に呈し 候。 御高 評の 處賴み 奉り 候。 


關 係雜纂 


( 1 ) 擧者、 

■: 大保 s 年、 ft 

倉 藩士 依田 离 

剛 の 二 男. i し 

て 生る。 名 は 

朝宗、 字 は 百 

川。 條森弘 庵 

に擧 ぶ。 藩の 

li 官 となり、 

慶應 三年に は 

江戶郎 留守 役 

に 補 せらる • 

g- 治 以後 こ は 

演劇 改良 家 i 

L て 名 あり 


り 


(一) 

依田 學海 日記 安政 六 年 十月  _ 

安政 六 年 

十月 二十 九日 川 本 三省と 共に 翁赌 鶴の 家に 赴く。 路に 官府の こと 尋 ぬべき 事 あ 

て、 八丁 堀 同心の 吉本平 三 郞を訪 ふ。 六ッ 過ぐ る 頃、 翁の 家に ゆきて かく/  \ と 打 

語る。 

十一月 八日 過ぐ る 日、 川 本 三省と 共に 吉本 平三郞 とい ふ 八丁 堀 同心の 家に ゆけ る 

時、 さま/^ の 物語の 次に、 平 三郞云 ふ、 「過ぎし 日 死罪 を 命ぜられし 吉田 寅ニ郞 

の 動 止に は 人々 感泣したり。 奉行 死罪の よしを 讀み 聞かせし 後、 長り 候よ しう^、  f 

く 御 答申して、 平日 廳に 出づる 時に 介 添せ る 吏人に 久しく 勞を かけ 候 よしを 言葉 

やさしく のべ、 さて 死刑に のぞみて 鼻 を かみ 候 はんとて 心 しづかに 用意して ぅヒ X 

ける となり。 凡そ 死刑に 處 せらる る もの 是れ迄 多し と雖 も、 かくまで 從容 たる は 見 

關係雜 寡  一四 七 


二)  i 勢の 

人、 ^„/政大獄 

に 連坐 L て 江 

戶に拘 致せら 

こ 訊問 もまけ、 

當時： な 陰 を 見 

聞 IJ たりと い 

ふ。 但し 呢近 

の閼係 あるに 

力に 

一 見 二 聞した 

るの みなれば、 

この 枝述 もと 

より 一 々正鵠 

も 得た る 觀 察 

に * す。 且つ 

この 記錄 後年 

の もの なれば、 

^^し1ほの誤りも 

J* し 。 こ の 唱 

« 聞 見錄を 

「維新 史料」 

に收 めた る 編 

者 野 ロ特 一 氏 

も 「世 古格 太 

郞 の 唱義問 見 

は 頼る 當時 

の 狀態を 知る 

に 足る ベ き も 

の-なり、 然れ 

ども 罔 是れ見 

間に 整る を以 


關 係雜纂  一四 八 

ず。 多く は 命 をよ み 聞かせら るる 時、 h. 氣 して 面色 赤く、 刑場に 赴く 時 は 腰 立たず、 

左右より 手 をと り 行く に、 踵 地に つく 事な し」 と； ムへ り。 义賴 三樹八 郞と檎 本左內 

と は 初めより 相 知らず、 囚 はれ. し 時 も 居所： 1： じからず、 U ハだ 名のみ 聞きて 面 を Hf- ず。 

死刑 を 八 叩せられ し 日に 初めて 對 面して、 相 方 寒暖の 辭儀 ありて、 . こたび 重き 刑に 處 

しきたい 

.tj らる、 され ども 覺 悟の 事に 候へば 少） -も憒 るべき に 候 はずと 式 代せ しとなん。 見 

る もの 淚を 流せり と- k 一  へ り。 

(1) 

吉田 {„w 次郞 (唱義聞見錄拔^5  世 古格 太劁著 

名 は-:! 3:、 字義 卿、 松 陰と 稱す。 良 州の 藩士 杉： 白 合 之 助 次. 男な り。 其の 人 短小に して； 

. かがみ、 容貌 醜く 色黑 く、 高 鼻に して 一:^ ー痕 あり。 言語 甚だ^ かにして、 形 狀溫， ^に MA 

えたり。 、江戶 に 出で て 佐久間 修理 門人たり。 

〇 嘉永癸 S の 秋、 東武 より 長 崎へ 往く とき、 予が師 足代 翁を訪 ひたり。 往年 も 一度 來 

訪し、 今度 は 再遊な り。 其の 時の 話に、 外 夷の 事に 付き、 國 家の 爲 めに 非常の 功 を 心 


て 或は 事實に 

誤り ある を 免 

かれす、 其の 

誤の 尤も 甚し 

き は 之れ を改 

删し 大抵 は 原 

文 をお するな 

. ^となす」 と 

一： ム へ り 

(二) 伊勢の 

神官、 足代弘 

訓" 訪問の 時 

期 正しく は 癸 

lii 六 年の 五 H: 

遊 事 東行のと 

きと、 同 十二 

Rr 長 ％ より 

！ t の 途中の 二 

囘 なり 


§ 未；！ r 

一！： で 力 

(n) 幕府が 

安政 五 年 七： IT 

五日、 こ の 二 

藩主に 瞎 as 謹 

愼の處 罰 を. & 

し 渡した る を 

さす 


懸け、 此の度 は 永訣に 罷り出で たる よしをい へり。 夫れ より.！！：^ 崎へ 柱き たりし に- 終 

に 音信な かり き。 

 (中略)  

0 此の 後阈 に！？ { 居して 世に 聞 ゆる 事 もなかり しに、 去る ヒ 未 五月、 予を關 東へ 護送し. 

ける 人、 六月 歸路 東海道に て、 -M 次 郞を長 州より 護送す るに 逢 ひたる に、 輿 中に て 書 

を讀み 居たり しと ぞ。 

〇 同年 七月 丸 日、 予 二度： ：！： 評定 所へ 出で. t ると き， 所 門前に て 殊の外 立派なる 黑腿 

の駕 にて、 長 州の 藩士 大勢 警！： し來 りけ る 者 あり、 是れを 聞く に吉田 寅次郞 なり。 此 

の 日 寅次郞 始めての 吟味に て、 予 こお を：^ れ 聞きけ るに、 吟味 始まりし 樣 なれ ど、 始 

め は， 11： 事と も糙 かに 聞えず。 其の 中に 文通の 事と 思 はれ. -K 次郞 いふに は， fc^ 池へ も 

往復 致し 候と いへ り。 夫れ より 三 奉行と 互に 大聲 にて、 殊の外 荒々 敷き 爭 論に 及びし 

所、 池 田 播州の 聲 にて、 容易なら ざる 儀と いふ 聲 ありけ るに、 宵、 次 郞大聲 にて 罵りけ 

ぞん  (四) 

る は 容易なら ざる 儀と は 私より 存 ずるな り。 始め 水戶. 尾 張. 越 前 を 倒しな さ ri た 


關係雜 慕 


四 九 


關係雜 寡  一 五 〇 

る、 是れが 誠に 容易なら ざる 儀に 候と 呼ば はる 聲 も^れたり。 叉 池 田大聲 にて、 何 を 

いふと て 叱りけ る樣に 聞え、 吉田も 亦 何 か 呼ば はりけ る聲 する や 否、 直 樣揚り 屋申付 

くると あり、 怪しから ぬ騷 ぎに て 白洲へ 引落し、 與カ • 同心 諸 所へ 走り出で、 繩携へ 

行き 禁 めけ る樣子 なりき。 

〇 此の 後 十月 十 一 日、 予 評定 所 出のと き、 窗、 次郞も 吟味 あり けれど、 子細 を 聞かず、 

翌十 二日 も予と 供に 吟味な りし かど、 子細 をき かず。 同 十六 日 評定 所 出の 時、 予と偶 

くちがき 

に 出で たり。 今日 口 書なる に、 寅 次 郞に讀 み 聞かせの 所、 承服せ ざると 見え、 何 か 申 

立てけ るに、 池 田 播州 大聲 にて 叱り、 何 違 ふと 申し、 夫れ より 雙 方：^ 敷き 大聲 にて爭 

論 あり。 後 予が附 添の 役人に 聞きければ、 お、 次 郞ロ書 相違の 3:: 申立て、 今日 一 人濟ま 

ず、 控 所に 出で たるに、 番人 一 人增 して 守りけ ると なり。 同月 二十 七日 裁許の 日、 予目 

擊せ るに、 寅 次郞は 本屋 敷 揚り屋 より 送り 來り、 假ホの 內へ駕 の 儘、 日 下部 裕之 進. 

勝 野 森 之 爪. と俱に 入れたり。 追々 呼 上げに なりし 時、 吉田 三人の 最後に 假牢を 出で、 

上下 を 正し 静かに 番所へ 登りけ るに、 程た く 申 渡し 始まるべき 様子に て、 同心 十 人 計 


り 警固體 にて 一 つ 驚 を假本 中より 出し、 白洲 口に 置き、 騒がしき 體 にて 待ちたり。 予 

思 ふに 刑に 行 ふ 者 あるべし。 此の 時 輿 €戶 を 開き、 又 假牢の 戶をも 開き、 事 を 待ち 

て， やがて 申 渡しの 聲 聞え、 松 平 伯 州 長き 申 渡し あり、 終りに 大聲 にて、 公儀 も撣ら 

ず不 1^ の 至りに 付き 死罪 申 付く ると 聞 ゆる や 否， 白州騷 がしく、 一人の 囚人 を 下 袴 計 

りに し、 腕 を 捕へ、 二三 人に して 白洲 口より 押出し 來り、 誠に 囚人 氣息 荒々 敷き 體な 

りき。 直ちに 假- 年に 押入れ、 立ちながら 本繩に 縛せ り。 予是 れを視 るに 寅次郞 なり。 

1 人の 同心 窗、 次郞 にい ふ、 御覺 おは 宜ぅ ござります かと。 寅次郞 答へ に、 素より 覺悟 

の 事で ござります、 各方に も投々 御世 話に 相 成りました とい ふや 否、 直ちに 押出し、 

彼の 駕に押 込み、 戶を しめる と直樣 彼の 同心 大勢 取卷 き、 飛ぶ が 如くに 出で 行きたり。 

跡に 殘 りたる 同心 一雨 人、 予が駕 の 側に て 申す に は、 ああ 惜しき 者 なれ ども 是非 もな 

き 事と 歎. MY せり。 吉田 も斯の 死刑に 處 せらる べしと は 思 は ざり しに や、 彼れ 縛る 時 誠 

に氣息 荒く 切齒 し、 口角 泡 を 出す 如く、 實に 無念の^ 色な りき。 予が駕 と假ホ と隔っ 

事 六尺 計り、 吉 田の 駕は 其の Si に 置き たれば 巨細に 兒る事 を 得て、 心中 實に 悲慟 長大 

關係雑 《  一  五一 


( 一 ) 萬延 元 

(二) 建 St の 

一-と は 卜 一 

卷 ra 三 五 頁 W 

下な 一 ここ 

に 記載の 事 亦 

誤り あり 

ニー 一) もと： 通 

藥さ： 七と いふ。 

長 藩 公 用人。 

松 陰 刑死の 當 

日、 で 利 藩 代 

表 者と して 評 

定所に 出で， 

^決に 立 省 ふ。 

こ の談 は小幡 

がその 女 小 F 

一二 香 (&" 和 五 

年 九十 五歲に 

て^、  ^修善 

女 藥校 理事た 

り) に 日頃 ド 

語り草と しこ 

へたる もの 

にして、 田 中 

眞冶 氏が 小川 

女史より 聞き 

て 記せる もの 

たり。 高 政 は 

W 治 三十 九 年 

ヒ月 二十. y 日 

ST 年 九 卜 


關 係雑嘗  一 五 二 

-" りに 堪へ ざり し 事な り。 去る 寅年 後久 敷く 蟄、 居せ し 故 か、 此の 時は總 になり 居たり A 

時に 年 三十 歳な り。 

C 甲 寅の 年、 著 はす 所 急務 策 あり。 其の 篇を晃 しに、 經歴 して 地理 を はかりし にあ、 船 

お 入す る 時 は 泉 州 は 平祖の 地に して 防ぐ 事 かたく、 岸 和 田 は 小：^ なり、 紀州大 藩 なれ 

ども 君 幼弱に 1- て國に 人な し、 加 之內亂 あり、 賴 むに 足らずと て、 京師の 危を し 

てこれ を 論ぜり。 

〇 庚申のと しに 至り、 ， ^者の 所爲 にか 小 塚 へ 一夜の 內に 次 郞の碑 を 建てたり しに" 

. ^見付け て 直ちに. 取拂 ひに なりし となり。 

小 幡古问 政談 明治 三十 九 年 以^ 

奉行 等 幕府の 役人 は 正面の 上段に 列 や； 小幡は 下！^ 右^ 橫 向に， す。 ややあって 松 陰 

は潛戶 から 獄卒に 導かれて 入り、 定めの 席に 就き、 一 して 列 坐の 人々 を兑廻 は 十、 

鬚髮 蓬々、 眼光 炯々 として 別人の 如く 一 種の ゆ 味 あり。 直ちに 死罪 申 渡しの 文 讀み閒 


前？ 唱 

s 聞 見 錄に松 

ほ 騒々 しさ ii^ 

舞 ありし 如く 

記 せられし は. 

實は辭 K のい， 

誦 なりし なり 

(五) 雑 

洋 文化お  一 i ハ 

に ^ つ 


(」o  淺 

右 ぼ 5  SI なり 


かせ あり、 「立ち ませ」 と 促されて、 松 陰 は 起立し、 小！^ の 方に 向 ひ 鉱笑を 含んで 一 

禮し、 ：冉び 潛戶を 出づ。 その 直後- 1 々として 吟誦の 聲 あり、 n く、 「吾 今爲, 國死。 死 

不，， 負 二君 親？ 悠々 天地 事。 鑑照在 M 明 神：」 と。 時に 幕吏 等な ほ 座に 在り、 肅然襟 を 正 

して 之れ を 聞く。 小幡は 肺肝 を 快ら るるの 思 あり。 護卒亦 傍より 制止す る を 忘れた る 

ものの 如く、 朗誦 終りて 我れ に：！ り、 狼 して 駕籠に 入らし め、 傳馬 町の 獄ニ々 II- ぐ。 


石所說 


大正 十三 年 二月 某 H 


松 村 介 石 


吉田松 陰が 江戶に 於て 首 を 斬られた 其の 最後の 態度 は、 實に 堂々 たる ものであった。 

松 陰の 首 を 斬った 當の 本人 は、 先年まで 居って、 四 谷に 居った。 其の 人の 話に よると- 

愈  >  首 を 斬る 利 那の松 陰の 態度 は眞 にあつ ばれな もので あつ たと 云 ふ 事で ある。 悠々 

として 歩 を 運んで 來て、 役人 共に  一 t し、 「御 苦 勞樣」 と 貢つ て 端 ，した。 其の 一 絲 

亂れ ざる、 堂々 たる 態度 は、 幕お も、 K 水く 感 isl- した。 


關ぉ雜 慕 


五三 


c 松 本 行 十 ：2 

c:      人 '一 W 

m 臨 日 年 

富 WIT* 本 十！! 3 

士  '11^及；1 治 

ゲ- 刊 日 お m 


關 sl^ 辨- 募 


松 陰 先生の 令妹 を訪ふ 四十. 年 九月  松 i 呂丹畝 

余が 妹婿 慈劍 子、 三 谷少： と 親交 あり、 互 ひに 扣往來 —てま、 を談 ずる こと 年旣に 久し 

く、 妹 も 亦 金澤に 遊べる の 時、 少佐 夫人の 知 を 奪う せりと 云 ふ。 夫人 は赏に 松 陰 先生 

の 令 にして、 夫人の 母君 は兒玉 未亡人 卽ち松 陰 先生の 令妹 千代 子 刀 G なり、 刀 自 は 

波風 荒き 世路を こえ、 齢 まさに 七十 七、 今や 東京に 在りて、 淸 くして 靜 かなる 月日 を 

送らせ 給 ふ。 

花 開き 花 散りて-一 いなに 幾 春秋、 松 陰 先生が 義に殉 じ 給 ひしょり、 計 ふれば 正しく 半世紀、 

史を 維く もの 誰れ か 當年を 想うて、 感慨 を 禁じ 得る も のぞ。 余 も 亦 思念 措く 能 はず。 

九月 下浣 一日、 三 谷 少佐 を 城 南 原 宿に 訪ひ、 一た び 刀自の 高風 を拜 し、 親しく 懷往の 

物語 を Sg  くの 光榮を 得ん こと を 請へ り。 少佐 夫人 は 快よ く 之れ を II せられ、 余 を 導き、 

裏門 を 境と して 隣せ る吉 田家に 到り、 其の 應接 間に 引かれたり。 室內 ほに 入る 限り は、 

松 陰 先生の 筆跡 を 石 刷に せる もの、 身 はさながら 五十 年の晋 長 門获の 城下に 運ばれた 


るの 想 あり。 間もなく 廻 像 側より 入り 來れる 鶴髮. の 老婦 人 こそ、 先生 最愛の 令妹た る 

刀自に て あり たれ。 應對は 極めて 神速、 刀自 はま づ 「御 見かけの 如き 老人、 まして. In 

一 つ 深く 修めた るに は あらず、 折角の 御來 訪に對 し、 聊か も 1. ゆる 所な き は 恥し く感 

ずるな り。 阿兄 松 陰の 事 は 世に 多く 傳 へられ、 旣に御 聞 及びな らん、 隨 つて 事 珍ら し 

き 話と て はなき も、 御 尋ねの 節々 に 遇 はば、 或は 朧氣 ながら も 記憶 を 喚起して、 御 答 

へ 仕る を 得る こと も あらん か。 今 初めて 御 目に かかる ことなれ ども， 我が 娘 夫婦 を 通 

じて 御 妹 始とは 心 易き 間柄、 隨 つて 何となく 御懷 かしく 覺 ゆる なれ」 と、 いと も 鄭重 

なる 初對 面の 挨接を 賜 へ り.。 是れ よりかず/ \ の 御物 語 は 余 をして 刻の 移る を も 忘れ 

しめき。 越えて 七 H 余 は 刀自 を訪 ひ、 再び 見 ゆるの 幸 を 得たり。 刀自が 謙譲なる 姿容 

の 問に、 すが/ \ しき 氣 象の 程 現れ、 血 を 分けた る 御 兄妹、 松 陰 先生の 面影 も かく や 

ありし と 思ば る。 

會話 はま づ松陰 先生の リ轲の 頃に 始まり、 書盼に 親しまる るの 時に 人れ り。 刀自 は 

「斯様な 御 尋ねに 接して は、 慈 親の 膝下に 侍りし 七十 餘 年の 昔 が^ばれ、 己れ も 子供 
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の 時に かへ るが 如し」 とて、 さも 昔 懐かしげ に 話し 出されぬ。 

阿兄 松 陰 は 幼少の 頃より、 「遊び」 て ふこと は 知ら ざり しもの の 如し。 年頃の 朋輩 

と 伍して、 紙せ？ を 上ぐ ると か、 獨樂を 1! はすと か S 戯に 耽る こと は 絶えて 之れ なく、 

常に 机に 向 ひて 靑 表紙 〔. ^書 J を雜く か、 筆 管 を 操る かの 外、 他 あら ざり き。 運動 

とか 散歩 をな せる かと 云 ふに、 是れも 極めて 稀、 我が 憶に 造る ほとの 事 はつい ぞ 

無 かりし〕 又 別に 寺子屋と か 手習揚 とかに 通 ひたる にも あらず、 實，； M の 父 〔杉 氏〕 

及 び U. 父 玉 木 氏に 就 き て 撃 ベ る の み。 或る 頃に は畫 夜と も 叔父の 許に て敎を 受けた 

り。 玉 木と は 僅かに 数 kE 歩の 近き ことと て、 三度の 食事に はせ に 歸るを 常と せり。 

當時 家兄 梅太郞 〔松 陰 先 牛 一の 實兄杉 翁の 幼名〕 と 松 陰と は、 見る 者 誰れ も 羨まぬ は 

なき 程に 仲 善 かりき。 出づ るに も 共に し、 るに も 共に し、 寢 ぬるに も 八. < を 共に し、 

食す るに は 勝 を 共に す。 たまさか 猜を 別々 に洪 ふること あれば、 一 っ^に 取りな ほ 

したる 程な りき。 影の 形に 作 ふ 如く、 - 松 陰 は 兄に 從ひ、 其の 命に 逆 ひたる こと は 無 

かりし なり。 梅太郞 は-: le; 次郞に ニ歲の 長、 自分 は ニ歲の 幼、 年の 隔り 少なき 爲め、 


同胞 中 殊に 三人 は睦 かりき。 松 陰 も 三人が 互にお i り勵 みあへ る 少年の 頃の 事 を、 後 

しば/ ヽ書 遺れ る こと も ありし なり。 

松 陰 先生 は讀 書の 外、 他に 是れぞ と 云 ふ 嗜好 を 抱 かざりし、 まして や 酒色 を 近づく る 

等の こと は 絶えて 無 かりし なり 。 刀自：^^1っ て：：：く、 

松 陰 は^に 酒を飮 まず、 煙草 もま、 はず、 ：ム h つて 直な りし。 自 から 家塾 を宰 せる 頃 

の 事な りき。 一 H 門 生 中に 煙草 を #： する もの ある を 警め、 煙管 を たづ さ ふるもの は 

悉く 之れ を 己が 前に 出さし め、 松 陰 は更ヒ 之れ を紙撚 にて 結び 紫ぎ、 天 井より 垂下 * 

し 置け り。 酒 は 固より 口にせ ざり し 故、 ir き 物. 餅な ど を：^ める 傾 あり しゃも 知る 

ベから ざる も、 さして 是れ が嗜： ^なりと は；： ムふを 得ざる 程に て、 常に 大食す る こと 

を 自ら 戒めたり。 されば 格別盒 後の 運動な ど 今の 者の 如く 心せ ざり しも、 松 陰が 5 ほ 

を 害し 腸 を 傷める 等の こと は 是れ無 かりし。 三十^の 生涯 は 短し と 云 はば 短き も、 

一般より 觀れ ば、 妻 を 迎へ家 を 成すべき 年な りしな り。 され ど 松 陰 は年渐 く. 長 じて 

後 は 諸方に 出 遊し、 其の 國に 居る の 時 は 御^め の 身のに： 赞居を 申 付けられ たる もの 

ほ雜纂  一 五 七 
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なれば、 妻帶 など 云 ふ 相談 は： fH き出づ べき 由 もなかり き。 中には 罪 ありと せ、，？ るる 

身 なれば、 表沙汰に 妻 を 娶る譯 に は 行かざる も、 せめて 世話す る： t 人位 を 近づかし 

めて は 如何に やな ど、 親戚 筋に 話しく るる 者 も ありし 樣 なれ ど、 是れは 其の 情 こそ 

親切 なれ、 松 陰の 心 を 知らざる 人の 言 なれば、 何人も 之れ を 松 陰に 面たり 吿 ぐる も 

の はな かりし。 松 陰 は 生涯 51 人に 關係 せる こと は 無 かりし なり。 

松 陰 先生の 生 平が 外柔 なる も內剛 なりし は、 何事に も 知らる るが、 刀 {：: は 年少の 折の 

事 を 語りて、 

松 陰が 年少の 頃、 實父、 乂は 叔父の 許に て 書を學 ぶに、 實父も 叔父 も 極めて 蹄 格な 

る 人な りし かば、 三尺の童子に 對 する ものと 思 はれざる こと 邀 なりし と。 母の 如 

き 側に 在りて 流石に 女心に 之れ を昆 るに 忍びず、 早く 座 を 立ち退かば、 かかる .#;1:： 

に 遇 はざる もの を、 何故 寅 次郞は 躊躇す るに やと、 はがゆく 思 ひしと か。 かく 松 陰 

は 極めて 柔順に して、 ただ/ \ 命の ままに 是れ從 ひ、 唯 だ 其の 及ば ざらん こと を 恐 

れ たり。 され ども 外柔 なる 松 陰は內 はな か/ \剛 なりき。 少年の 寺より、 レが アン パ 


ク 厂- 腕白〕 なりし 故、 斯る大 膽の事 も 人.^ てし なれと、 後に 至り 松 陰の 幼時 を 知る も 

の 語り合 ひたり。 

云々。 松 陰 先生の 生 平 人と 交 はる や、 少しも 花やかなる 所 はな かりし も、 爲す事 一 と 

して 暖く、 且つ 深から ざる はな かりき。 又 客 を 遇する を 好めり。 刀自 語って n く、 

松 陰 は 顔に は痘极 あり、 世辭 はっとめ て 用 ひず、 一見 ±^ だ 無愛想なる 如く 思 はれた 

れど、 一度、 二度と 話し合 ふ 者 は、 長幼の^ なく 松 陰 を 慕ひ懷 かざる はな かりき。 

松 陰 も 相手に 應 じて、 談話 を 試みたり。 松 陰 は 又 好んで 客 を 遇せり。 御飯時に は必 

らず 御飯 を 出し、 客 をして {<H 股 を 忍んで 談話 をつ づけし むる 如き こと は 決して 爲さ 

ざり き。 珍羞佳 看な しとて、 御飯時に 御飯 を 進む る を 差 ひか ふる 如き こと は 無 かり 

しなり。 有 合せ 物の みに て 出し、 快く 客と 共に 箸 持つ こと を樂 しめり。 たま/ \ 客 

を 請す る こと ある も、 珍味 を 少しく 用意す るよりも、 粗末なる もの にても 睪 山に 出 

す こと を 好めり。 

刀自 は 更に 語 をつ ぎ、 「是れ は 松 陰の 客^ 遇する 仕方なる のみならず、 現代の 古 S も 
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其の 風 を 襲 ひ、 自分 も H 兄の 感化 を 受けたり。 今日 もも はや 時分な り。 t=T た 粗末に て 

失禮 なれ ども、 有 合せに て 夕食 をす 十め 申さん。 實は 此の 老人 〔刀自の 事〕 が蕞 所に 

ラ かざれば、 無人の ことと て、 御 汁 一 つ 作る こと を 得ず、 而も 今 自ら 御 相手 を爲 しお 

る ことな： ez ば、 暫時 失禮 して；^ き 用意 せんと 思へ ども、 御 客 を 獨り殘 し 置く も 本意な 

らず、 义 御來： If ゆの 本意に も北リ 、次第 なれば、 ただ/ \ 有 合せ もの、 是れは 松 陰 風の 覽 

窄 3 法と 田お e: さ よ 一 と。 余 は 未だ 曾て t=n の 如く、 切 對.， g の 方より 心 置な き 待遇 を"： ^す 

うした る こと は あらざる なり.^ 松 陰 先生が 心 を 用 ふるの き、 其の 門下 知友に 偉大の 

感化 を 及ぼした る の 偶然なら ざる を覺り ぬ 0 

十三 四 年 前中學 校に 學べ る 時 一 先生より 松 陰 先.^;！ 關 する 逸話 を 聞け り。 其の 中 其の 

後 再び ..4 にす る ことなく、  ：^、書冊にもy^ぇざるものぁり 。 

松 陰 先生の.^ 戶 〔？〕 に 出 遊され たる 時、 .^：^ 彼の地に て 急に 袴 を ¥ ^せられた る を 

以て、 一. 吳服」 に 赴き、 yj- 計 ひ 裁 終 方 をも賴 まお たり。 やがて 約お の 日到來 せる を 

以て、 松 #K 先生 は 右の 吳服 もに； 卡； り、 之れ を 受取り、 代债 を支拂 はるる と共に、 殘 


餘の ，77.^/ ど 渡し 吳れ よと 首 はれた るに、 手代 はさ も怪. 冴 顔に 「さる 小 切の 殘餘 はな 

し」 と 答へ たり。 松 陰 先生 は物靜 かに 一 さる 答 はな かるべし、 I 襄に購 へる は 尺寸 若 

干、 .rm して 待に 要すべき は 尺寸 若. 干、 那樣 に考へ 合す も殘餘 あるべき 譯柄 にあらず 

や—： と 問 ひか へされた るに、 手代 は 辭に窮 し 「さる 事 仰せら るるから に は 一 應 裁縫 

職に 就きて 見參ら すべし，」 と 答へ たり。 此の 問答 を奧 間に 聞 きゐた る 主人 は、 殘り 

の 小 5- を携へ 出で 來り、 ；ー" ：！ 葉朵 かに 「誠に 以て 相濟 まぬ 次第、 」Z5 員 共の 不： ば 意 平に 

御 容赦 を 請 ふ」 とて、 之れ を 松 陰 生に 手渡し せんとせ り。 松 陰 先生 は 主人に 對し、 

「^：？員 の 過誤と あらば 聊か だ も： た：： め まじ、 され ども 商賣に 貴むべき は、 正直と 云 ふ 

ことに は あらざる か。 幾り の 小 切. if 憤 少なり と雖 も、 之れ を譯 なく 客に かへ さざる 

は、 不 〈。田の ことならず や。 正直なら ずして 富み 且つ 榮 ゆる は 一時の 事、 苟も. 水く 富 

と榮と を， 望まば、 正直 を是れ 守りと せよ。 此の 小 5! は 余に とりて 別に 耍 なし、 更め 

て 余より 之れ を呈 せん」 と 述べた るに、 主人 は 深く 感泣し、 先生の訓戒に？^-ひ、 0 

つて 將來 正直 を商賫 の祕訣 となさん と 答へ たり。 先生 も 深 く 喜 び 辭し去 ら れ たり。 

關係 雑纂  一六」. 
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此の 旲服店 は 其の後 彼の地 第一 の 正直 商家と して 知られ、 家運 も隆與 せりと 云 ふ r 

余 は 上述の 逸話の 實際 にあり しこと なるや 否や を 刀自に 質せる に、 刀， 自は 次の 如く 答 

/  P- しこ，.' 0 

へら ォんり  . 

こ は 初耳な り。 隨 つて 實際 ありし ことなる や 否や も 答へ 難し。 され ども 松 陰の 性格 

より 察すれば、 有り得べ からざる の 話に は あらざる なり。 松 陰 は 正直 を 重んずる こ 

と 尋常に 過ぎたり。 而 して 「人の 爲め」 「人の 爲め」 て ふ 事 を 心 懸け ゐ たれば、 定 

めし さる こ とも ありし なる ベ し。 

I に.、 S.? は、 松 陰が 「人の 爲めー に 計りて 親切なる は 其の 天性に 出づ。 林 氏に-ぼ せる 時、 一夜 出 

松 陰が グ. M  ,  , 

火に 遭 ひし こと あり。 松 陰 は 懸命に 其の 家の 荷物の 取 出しに 働きたり。 而も 自分の 

物 は 手 廻の もの さへ 顧みず、 紀念 として 棄て 難き 物 すら 灰 儘に 歸 せしめ、 僅かに 寢 

衣 を 纏へ るの みなりき。 後、 人の 松 陰に 聞きけ るに、 松 陰 は 「苟も 一家 を 有する 以 

上 は、 何 かにつ けて 重要の 品 多し、 されば 一物たり とも 多く 取 出さん とつと めたり 

自分の 所持品の 如き は 自分に とりて こそ 贲重 にも あれ、 言 ふに は 足らざる なり」 と 


答へ たり。 松 陰の 爲す 所往々 此 くの 如し。 

俗間に 云 ふ、 「夢の 告げ」、 「蟲の 知らせ」 が 靈界に 於け る感應 なるや 否や は、 論議の 

餘 地を存 する 問題な り。 假 りに 「夢の 告げ」、 r 蟲の 知らせ」 が 事實と 一致す る こと. あ 

る も、 是れは 偶然の 一致に して、 其の 一致なる ものに は、 聯關の 理由 も 事情 も存 せず、 

何等かの 理由 あるかに 思惟す る は 「心の 迷」 に 過ぎず と斷 言して？. 半 からざる 者 多し と 

雖も、 是れに 反し、 說を 立つ る 者 も 尠からず。 此の 說 によれば 今日の 科 學の進 步は未 

だ 充分に 之れ を說 明す るの 域に 達せざる も、 「夢の 告げ」、 「 蟲の 知らせ」 に は 深き 道 

理を 包み、 必ずや 聯關の 事情 を存 すべし と。 余 は 今斯る 問題に 就き、 細の 研究に 入 

る を， 避くべし と雖 も、 松 陰 一家に も r 靈界の 感應」 に關 する 物語 あり。 刀自 は 次の 如 

く Ifla^ り 。 

兄 寅 次郞が 一親 思 ふ 心に まさる 親心、 今日の 音づれ 何と 聞く らん」 と 歌 ひし 恩 出 

多き かの 日に  >  いつしか 今年 も 近 よれり。 思 ひかへ せば 五十 年の 昔、 我が 實家 は譬 

方な き悲慘 にあへ り。 寅 次郞は 遠く 送られて 江戶に 在り、 此れ すら 憂き 事の 限りな 
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るに、 長兄と 季子と は 枕 を 並べて 病の 床に 臥しぬ。 母 は 片時 も 季子の 側 を 離れず、 

父 も 看護に 身 も 心 もっかれ ぬ.。 時に 幸に 兩 人の 病 少しく 緩める あり。 父 も 母 もっか 

れ ま. てた る ことと て、 病」 おの 側に て假睡 したる が、 直ちに 醍 めたり。 母 は 父に 語る 

らく、 「今 妙な 夢を見たり、 寅次郞 がいと よき 形 色、 九州 を 旅して 歸 りし 際よりも 

元氣 よき 姿に て歸 り來れ り。 あら 嬉し や、 珍ら しゃと 聲を かけんと したる に、 忽然 

として 寅 次 郞の影 は 消 ゆると 共に 醍 むれば 夢な りし」 と。 父 は 母に 語る らく、 「八ぶ 

も 亦 夢より 醒めた るな り。 余 は 何の 故 か を 知らざる も、 わが 首を切り^ された るに- 

こ、. ：-;^ よかり き。 首 を 5! ら るると は斯 くも 愉快なる もの かと 思 ひ 感じたり」 と。 

兩親は 互に 奇妙なる 夢を見つ る もの かたと 語り あ ひ、 若しも 松 陰の 身に 異變 もや あ 

ら ざり しかと 氣遣 ひたる も、 斯 くと は 想 ひ 到ら ざり き。 是れ より 二 卜： U 餘 りを經 て- 

Ti 戶 より 便 あり、 核 陰 は 終に 刑場の 露と 消えたり と。 兩親は 先き の H の 夢 を 思 ひ 出 

し、 指折り 數 ふれ v<、 日 も 時 も 松 陰の 最期と 寸分 も 違 は ざり き e 母 は 更に 往日の 事 

を 追懐して 語れり。 「寅 次. 郞が野 山の 獄 より江 戶に 護送 せらる るに 當り、 忘れ もせ 


ぬ 五月 二十四日- 1 日の 許し を 得て 實 家に 歸れ り。 其の 節は尋 ぬる 人も斟 から ざり 

き。 自分 は 寅 次郞の を 使 ふ 風呂場に 至り、 其の 樣を 見ながら 二人に て 心の 內を， 

りぬ。 〔親于 の 情愛 さ こそと 思 はる〕 時に 自分が、 モ—  j 度江戶 より 歸り、 機 兼よ 

き 顔 を 見せ 吳れ よ. と 言へ るに 對し、 寅次郞 は、 母上よ、 いと 心 易き 事な り、 、：^ ず 健 

康 にて 慈 顔を拜 すべき を 誓 ふと 答へ たり。 されば 其の 誓を果 さぬ とて 我が 夢に 入り 

て 形 色よ き 顔 を 見せし なる ベ し。 孝心 深き 寅 次郞 のこと なれば 誠に 然るべ きなり 」• 

と。 父も當 日の 夢の 所以 を 解して 言へ り、 「余が 首を切られながら 心地よ く 感じた 

る は、 正しく 寅 次郞が 刑場の 露と なれる 際、 何等 心に 煩な かりし を 示せし なるべし」 

と。 阿兄 寅 次郞の 長へ に 逝きて おらぬ 旅路の 第一歩と して、 今の 東京に 往 くや、 寅 

次郞は 再び 萩の 地 を 踏む こ と 難き を覺 悟せ しなる ベ きも、 自分 共 は 寅 次郞の 罪な き 

を 知る より、 必ずや 赦 され 歸 るべき を 信じたり。 

余が 訪ぅ て 刀自の 許に. あ る を 聞かれて な る ベ き か 、 三 谷 夫人 も 刀自 を音づ れ給 ひぬ 。 

夫人 は 床上より 風 W: 敷 包 を 卓上に 移し、 「是れ は 叔父が 母に 寄せた る 書簡集に て 候。 
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文 は廣く 世に 傳 へられ 書冊に も 載せられた るべき も、 叔父の 眞. おはた だ 此れの み、 貴 

覽に 供す」 と 言 はれぬ。 余 は 之れ を拜 する に、 表紙に は 「松 陰の ふみ」 と题 せり。 刀 

自は 無限の 感慨に 堪 へ ざる もの の 如く、 濕 へ る 兩眼を 拭 ひ つ つ 語り 出されぬ。 

此の 阿 兄の 書翰に 對 して は、 慚愧のf^..•りにて、 之れ に 就き 人様に 物語る にも、 に 

面ぶ せき 心地 せらる。 御覽の 通り 情愛に 充ち滿 てるのみ か、 斯る こと 迄 もと 思 はる 

る 程に 細やかなる ことまで： J;: 意し くれたり。 而も！： 兄の 厚情に 酬 ゆる こと 能 は ざり 

し は、 何と 申すべき か を 知らざる なり。 斯 く緣ぢ 本に 張りつ けたる は 寅 次郞が 最期 

を 遂げた る 翌年、 長兄が 散逸 せんこと を 恐れての 注意に よる。 ，1: 分 は-?！ 後、 事 ある 

毎に 此の 書翰 集 を 縦き、 我が身 を戒 むる ことと なしぬ。 而も 讀み 行く 問に、 阿兄の 

深 情に 動かされ 何時も 淚な きを 得ず。 此の 娘 〔三 谷 夫人〕 や 肺 〔三 谷 夫人の 肺 君〕 

は、 子供の 折 書冊に 何の 意義 を 包む か を 知らぬ ことと て、 「母 h 一は 此の 本 を 御覧に 

なるとい つも 泣きます のね」 など 尋ねたり。 〔刀 S は 側なる 三 谷 夫人 を 顧みつつ 御 

身 は 之れ を 記憶せ るに やと 笑 ひながら 尋ね 給 ひぬ〕 此の 他に 書翰と は 申す ベから ざ 


る も 自分より 送れる 書翰の 端に、 左様に 云へ ども、 是れ は斯樣 なりな ど 書 添へ た 

る もの 數多 ありき。 忘れ も 難き は、 一— 阿兄の 誠 は あきらか なり。 罪な きに 罪人と な 

るに は 及ば じ、 何卒 心の 程 を 其の上の 方々 に 打 あけ、 早く 赦 されて 歸ら れんこと を 

待つ」 など 書 送れる に對 し、 阿 兄 は 其の 拙 翰の 餘 白に 思 ふ 所 を 書きつ けたり。 此れ 

等の 拙 翰 は 阿兄が 江戶に 送らる る 前日 携へ來 り て 悉く 自分に 渡しく， もたり。 其の 拙 

翰の 一 束 は 小 抽斗に 收め 置きた るが、 歳月の 間に いづれ にか 失せぬ。 今に 至れ だ、 

深く 氣を つけ 保存す ベ かりし もの をと 口 借し く 思 へ ど 詮なし。 阿兄 は 常に 妹 共を戒 

むる に、 心淸 ければ よし、 貧しき に 富める が 如く 見せ、 破れた る を 殊更に 完っ たか 

る 如くに 示さん とする は惡 し、 婦人た る もの はよ く/ \ 心得べ しと 言 ひに き。 自分 

は 今 も尙ほ 阿兄の 聲が； 耳底に 響く が 如く 覺 ゆるな り。 • 

刀自の 過去 も 波 溯 高く 變化多 かりき。 殊に 前原騷 動の 際の 如き は 悲劇 中の 悲劇な りき。 

少佐 夫人 は 其の 當時を 物語って 審 かなり。 刀 £n の 叔父 玉 木 氏の 門人 前 原 一 誠に i ハし、 

同志の 士 多く i 化れ、 事總 ベて 志と 違 ふ。 玉 木 氏责を 引き 決する 所 あり、 後山に 上る。 
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刀自 之れ に從 ふ。. 萩 城下の 慘擔 たる 光 砷ん は雙 昨に 人り 來ろ。 玉 木 氏 は 自刃と 決心し. N. 

.  れを 刀自に 語る。 刀自 も 亦 之れ を. y めず、 後顧の 慮 を 抱かず して 潔ぎ よく 贵任を とら 

ん こと を 十す む。 時に H は 漸く 暮れ、 雨 は 今 { 竹の 如くし げかり しと。 〔明ぬ 四十 一年 九 

月 三十： H 記 之〕  . 

^^k^.  家庭の 人と しての 古 S 松 陰 大正 二 年 一月  兒. レ： な 子 

人の 友 听« 

〇 松 陰の 幼年時代 

私共の 父 は 杉 W 合 之 助と 申しまして、 長兄 を 民 治と いひ、 次兄 はせ、 次 郞卽ち 松 陰で 

, 叔父に 當 ります 吉 BE 大 助の 家を繼 いだので 御座います。 

私共の 一家 は 父 を はじめ、 矢 張 これ も 叔父に 當 ります に： 木 文 之 進と 申す の も、 塾 を 間 

いて 居りました やうな ことで、 誰れ も靑 表紙 を 手に しない もの はあり ませず、 殊に 兄 

の 養家の 吉 田家 は 山 鹿 流 の 軍學 の 家であった ので ご ざ い ます。 松 陰 は 私より ニ歲 上の 

兄で 御座いま したが、 五つ 六つの 時分から 手お ひや、 書物 を讀 むの が 好きで、 他- 3^ の 


子供達が 大勢で い. ろ/ \ な 遊び をして ゐて も、 振り向き もせずに、 ジッと 書物 を讀ん 

でゐ ると い ふ 風であった さう で 御 t;- います。 ^に 遊び事ら しい こと を 致します のが、 

屋敷の 庭で、 其の 頃 土圖と 申しました が、 II！ などで 土 をね つて、 山 を こしら へたり- 

河の 形 を 造ったり、 つまり 土で いろ/ \ な 圖を畫 くと 申した やうな こと をして 居った 

とい ふ ことで 御座います。 母 はいつ でも、 寅 次郞は 何處に 一 點小 一一：. 3 の いひ どころ もな 

い、 實に 手の かからぬ 子 だと 申して M: んで 居りました。 

非常に 親お も ひで、 優しい 氣 質で 御座いま したから、 父 や 母に 心配 を させまい、 氣一 

揉ませ まいと、 始終 それ を 心がけて 居た やうで 御座います。 着物な どで も 母が 一枚 こ 

しらへ て 着せます と、 何時まで でも 母が 漕 かへ させます まで は、 ^;?"っ て着て£5ります" 

さう して 其の 構 は；^ 風と 申しましたら、 何時でも 歩く 時には、 書物 を 澤山懷 中に 人れ 

ますので、 着物の 一 方が 曲つ て 仕舞って、 背筋の 縫：：： が 115： のと ころ へ來て 居る ので 御 

座い ます。 叔母な どが 見. がね まして、 餘り 醜い から 書物 は 手で 提げたら 宜 からう にと 

申します と、 \* ^を 明けて おかぬ と n-s がきかぬ などと 申して は、 相 變らず 懷中を ふく 
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ら せて、 肩 を 曲げて 步 いて 居りました。 

〇 物に 動ぜぬ 氣象 

極く 幼 さい 時分から 落つ いた 人でした。 藩に は上覽 のお 講義と 申して、 殿様の 御前に 

出て 講義 を 致す 時が ある， ので ございま すが、 兄 は十歲 位の 時から、 ：. 母 年 それに 出て 居 

りました。 

所が 確か 十二 三 歳の 頃で 御座いまし たらう、 殿様から 七 書のお：^ みが 出ました さう で 

御座います。 七 書と 申せば 中々 盼數も 多い ことで 御座いま すから、 父 や 叔父な どが 心 

配して、 せめて 何處を 出す とい ふこと を 仰せ 下さったならば、 下稽古 もして おいて や 

らう もの を、 あれ だけの 書物の 中から 何處が 出る か 分らぬ の だから、 首尾よくお 講義 

が出來 れば宜 いが、 といろ くに 氣を梯 みます の を、 兄 は 何 構 ひます もの か、 何處で 

も 仰せの 處を やり ませう と、 一向 平氣で 居りました。 

其の 翌日 御前に 出まして、 開かれました 處 をスラ /\ と、 立派に お 講義 を 致しました 

とかで、 殿様から ひどく お 賞め に 預かり、 御 褒美 を 戴いて 歸 つたこと も 御 います。 


〇 他人の 爲 めに 盡す 

また 兄 は 何事に でも 自分 を 後に して、 他人の 爲 めに 盡 すと いふた ちの 人で 御座いまし 

た。 或る時 吉 田の 門人で、 そして 吉 田家の 後見 役 を 致して 居りました 林と いふ 家に 泊 

りに 參 りました が、 折惡 しく 丁度 その 晚林 家から 火事が 出ました。 火事と 聞く と、 兄 

は 直ぐに 跳ね起きて、 枕元に 置いて あった 自分の 大切な もの は 打す てて、 他の 窒 にか 

けて 行き、 林 家の 家財 を ドン ドン 運び出して やりました。 後に その 事が 分りまして、 

先方で は 痛く 氣の毒 がられ ましたが、 兄 は あなたの 方で は 大事な 家を燒 かれる のです 

から、 一 つで も餘 計に もの を 出して 上げたい と 思 ふの は 人情で せう、 そのために 自分 

の 少しば かりの ものが 燒 けたと 云つ-て も 不思議な ことはありません と 云って 居り ま-し 

た。  , 

〇 美 はしい 友愛 

兄弟 は澤山 御座. いますが、 下 はずつ と 年が 隔 つて 居りまして、 長兄と 松 陰と 私と が 二 

年 違ひづ つで 御座. いました から、 いつも 三人で 何 か 致しました。  - 
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長兄と 松 陰と はまた 非常に 沖が よう 御座いまして、 叔父の 玉 木の 所へ も兩 人で： 

參 りました。 夕方から 兩人 連れで； f りまして は、 叔父の門：；^^-に敎授をして遣り、 n 分 

達 も 稽古 を濟 ませて、 また 兩 人で 朝の， 八 時 頃に 歸 つて 參 ります。 御飯 をいた だきます 

ので も、 兩 人が 首 を 寄せまして、 それ は/ \ 親しい もので 御座いました。 

秋な ど 屋敷 績 きの 山に 松.^ が 澤 山出來 ます の で、 今日は ま. 狩 をしょう かな どと 申し ま 

して、 私と 三人で よく 其の 山に 參 つて 面白く 遊んだ こと も 御座います。 長 倚に 參 つた 

り、 いろ/ \國 事に 奔走 致して 居ります 時で も、 三人で 樂 しく 遊んだ 事 を、 よく 夢に 

見て、 其の 時分 を懷 かしく 思 ふな どと 手紙 を 私へ 吳れ ました。 思 ひ 出す ほど： 愛しい、 

でありました。 - 

私 は 早く 緣 づきました し、 今の 娘さん 達の やうに 何處へ 嫁入っても、 時で も 構よ ず 

生家に 往き来 をす ると 申す やうな、 そんな 事 は屮々 出來も 致し ませず、 また 自き でも 

好 み ま せ ん か ら.、 生家. に 參る や-つな こと は 滅多に 御座いま せんので、 兄 は 大層 nil を 衰. 

かしがって 吳れ まして、 時 をり 便りの 序に は、 今度 は 何時 來 るか、 來ら. e る 時には 前 


以て 知らせて くれ、 待つ て 居る からな どと 申して 參 りました。 

お 正月な どの 遊びで も、 無意味な こと をし ないで、 いろはた とへ をす ると か、 ； 1^ かる 

たで も 取って、 一字で も 一句で も覺 えて 益す る やうに せよ などと、 よく 敎 へ て 吳れま 

した。 

〇 最後の 江戶 行き 

H は 今 一寸 忘れ ましたが、 兄が 江戶へ 護送され ましたの は、 確か 安政 六 年の 五 月 で 御 

座い ました。 御 承知の 通りの 勤王家で 御座いま すから、 よも や 殺されよう などと は、 

私共 はじめ 思 ひも 致しませんで したが、 それ とても 普通の 旅で はない のです から、 本 

當に 名殘り が 惜しまれて なりませんでした。 

父 は 申 十まで もな く、 母 も氣^ な 人でした から、 心に は 定めし 不安 もあった ので 御座 

いませう が、 淚 一滴 こぼし もせず、 私共に 致しましても、 たと へ 如何なる 事が あると 

も、 斯る 場合に 淚を こぼす と 申す こと は、 武士の 家に 生れた 身と して 此の上 もない 恥 

か L い. V 々しい ことと 考 へて 居ります から、 胸 は 裂ける ほどに 思 ひましても、 誰れ も 
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泣き は 致しませんでした。 

丁度 出立の 前夜で 御座いました。 母が 兄に 向 ひまして、 「今 江戶に 行っても、 どう" 

モウ 一度 無事な 顔 を 見せて 旲れ よ」 と 申します と、 兄は蔸 爾と微 I 灭 みまして、 「お a. 

さ.^、 見せ ませう とも、 必ず，：：： お 火な 顔 をお 113- せ 申します から、 安心して お待ち 下さ 

い」 と 事 も なげに 答へ て 居りました。 けれども 分で は冉び 生きて；^ ると は 思 はな か 

つたと 見えて、 チ ャ ン と覺悟 をして ゐ たので ありました。 

〇 生別 死^ を 兼ぬ 

それ は、 获の ずっと 端れ に 松の木が 一 本 御座います。 昔 は 江戶へ 行く とい ふこと は、 

今の 外國へ 行く よりも もっと 大層な ことに 考 へまして、 家族 は 水杯 をし て^れた と 申 

す 位で 御座いま すから、 誰れ でも 此の 松の木の 所まで 參 ります と、 ァ、 こに が モウ. 3 

(一 ) 

分の 匿の はづれ である、 これから は 他 國の土 を 踏む の だと 思って、 ホ リと 致す さう 

で、 それで 此の 松 を 昔から 淚 松と 稱 へて 居ります。 兄 も 其 所まで 參 ります と、 

か へ ら じと 思 ひ 定めし 旅 なれば 一 しほぬ るる 淚 I を かな 


(二) 正しく 

は 江 戶傳馬 町 

獄 にて 刑死 


(三) 十六 日 

口 書 請 聞かせ 

により 察知せ 

る ものにして、 

沙汰 は 別に 

な „> 

(四) 前 出と 

相違す 


と 詠んだ とい ふので も 分ります。 

これは後に門^^から聞きましたの で 御座います。 また 門弟 達に はたと へ 松 陰の 勾體. H, 

死んで 仕舞 ふと も、. 魂魄 は 此の世に 留 つて、 お前 達の 身に 添うて、 ふず 私 Q 此の 精神 

を賈 くと、 申し聞かせて 居った と 申す ことで 御座います。  - 

〇 不思議の 夢 

兄 は 安政 六 年の 十月 二十 七日に、 小；^ 原の 露と 消えた ので 御座いまして、 年 は 丁度 三 

十 歳で 御座いました。 これ も 後に 首 を 斬られた とい ふ 便り を 得まして、 思 ひ 合した の 

で 御座いま すが、 十月の 二十日に 斬罪に 處 するとい ふ 沙汰が 御座いまし たさう で、 丁 

9) 

度 二十 六日の 晚、 卽ち 斬られる 前夜の ことで 御座います。 阈 では 長兄が 病氣を 致して 

居りました ので、 母が 枕 邊で翁 護 を 致して 居りまして、 眠る ともなく、 うつ/ \ と 致 

しました ところ、 兄の 松 陰が、 前年 長 崎から：！ つて 參 りました 時の やうな、 それ は そ 

れは壯 健な 様子で、 さう して 如何にも 晴れ やかな 顔 をして、 母の 前に 坐った さう で 御 

座い ます。 母 は 喜んで r ォ ヽ」 と申したはずみに眼が^^見めますと、 兄の 姿 はなく、 全 

關係雜 慕  一七 五 


二) "-の 話 

は 前 出 S 芳子 

G- 話， fM- 少相 

まり 

(二) 寳は十 

マ-十日 な り 
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く 夢 で あ つたこと が 分りました。 

n 分 で は 不思議. で は あるが、 た だ 夢 と 思 ひます か ら 、 頻ーョ の 夕方 になる まで I:;- つて 居 

つた さう で 御座いま すが、 夕方に 皆が 寄り合 ひました から、 思 ひ 出して 話 をす ると、 

父 も：： E じ 時^に 床に 入って 居りました が.. 松 陰が 泰然自若 として、 少しも 取り 亂 した 

樣も なく、 實に 見事に ス パ リと首 を 制ね らおた 所 を 夢に 見た と 申 十 の で 御座いました < 

父母 は， 刃 論の こと、 皆 不思議な こと も ある もの だと、 話し合って 居り ましたが、 その 

後い よ/,  \ 悲しい 報せ を 聞いた ときに、 兄の H 頃の ネ 心から、 ^れ ます 時に、 母が ヘア 

一 度 無事な 顔 を 見せて くれよ と 申し、 必ずお 見せ 申します と 一ぶ ひました 其の 首^ を 

十爲 めに.、 母に はさう した 達者な 額 を 見せ、 父に は fe-il の 様 もせず 斯 くして i\ ^に 斬 

られ ました、 と 其の 様子 を H ル せて、 兩親を 安心 させた もので あらう と、 打し めって 語 

(1 ) 

り 合 ひました。 

. 親お も ふ 心に まさる 親 ご ころ 今日 のお とづれ：^ ときく らん 

ニー) 

とい ふ 辭世を 詠み ましたの も、 此の 夜で あらう と& はれます。 


(三) 幼名 重 

五郎、 安政 EI 

年 十七 歲 にし 

て 付 塾に 入門、 

同 五 年 迄 導ぶ。 

安政 EI 年 十 一 

H?  二十四日 附 

松 浦 無窮 宛 書 

(第 四 卷三八 

六 頁) 中に、 村 

塾 中、 松 本 組 

と 上野 組 (松 

本の 隣村) の 

修業 競爭 のこ 

と 見 ゆる も、 

その上 野 組の 

頭が こ の橫山 

なり。 後年 山 

ロ縣に 郡長お 

り、 隱 返して 

明治 三十 九 年 

歿、 年 六十 六。 

こ の 書 は 明治 

二十 11 年 五十 

1 歲の頃 子孫 

の-ために 書き 

殘 せる 隨 まに 

して、 ここに 

は 松陰關 係の 

ものの み 抄出 

せり 


肉 身の 情と して は、 兄が 幕府の 調べの あった 時に、 尋常の 答 だけで おきましたならば • 

よし 罪になる に 致しましても、 まづ 遠島 位で あらう と は皆樣 もお 考 へに なって 居られ 

たさう で 御座いま すのに、 ああい ふ氣 質の 人です から、 何も彼も おめず き I 屮」 ず、 考へ 

て 居る 事 を きっぱり 申し立てました 爲 めに、 終に 殺されて 仕舞 ひました。 人間の 壽命 

のこと ですから、 何とも 申され は 致しません が、 私で さへ 斯うして 今日 も壯 健で g ら 

れ るの *で 御座いま すから、 兄 も 殺されたり など 致さなければ、 或は 今 も 生きて 居た か 

も 知れない などと、 折 ふし は考 へる こと も 御座います。 併しい ふべき こと を、 きつば 

り 申し立てた 處が、 松 陰の 松 陰た る處 であらう と 存じます。 


明治 二十 四 年 


横. E 幾 太 


〇 


Si 、：靳 1^ りた. るより 人心 淘々 の 際に 方り、 夫の 船へ 乘り 込まん として 其の 策 成らず、 

幕府の 囚人と 爲り 藩へ 預けられ、 萩の 野 山獄へ 下らる るの 時に 於て は、 實に 其の 1^-，, 

關 係 雜 寡 


七 七 
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略に 驚かざる 者 無く、 吉田 先生の 名、 童 孺婦豎 も識ら ざる 者 無し。 余 は 其の 萩へ 歸 

ら るる 時の 狀を 見ば やと、 唐 樋 町 札 場 J，』 信 に 至り 居りし が、 薄暮 廣柳車 〔網乘 り 

物、 駕籠の 上に 網 を 掛けた る 物〕 に乘 り、 警衛 四 五 人 も 副 ひて 通られたり。 

〇 

一 、 余 年 十.^ の 時、 松 陰 先生 其の 身元 杉の 家に 預け 〔獄 より 出〕 られ 居られ、 近所の 

二) 當. i 冷 者 私 かに 讀書 を學 ぶと 聞き、 天 野 御 民 一 日 松 下に 遊び、 或人の紹介にて^！を執りた 

泉 雅次郎 とい 

傳〕  る 由 を 話す る 故、 余 もせめ て 先生の 面目 丈け にても 見ば やと、 天 野に 伴 はれ 松 下 杉 

家 35! 至りし に、 一人の 面 EZ 醜陋 なる 人面 會し、 假名 交りの 書 を 授け、 且つ 取り 歸り 

讀む べしと 命ぜり。 余 歸路謂 ふに 吉田 先生 は 未だ 壯歲と 聞く に 似ず、 且つ^ 神の 如 

く 非常 人なる 先生に して は、 其の 容貌 首 語 一 も 人 を 動かす に 足る もの ある を 見ず と 

佑 評 千 萬な り。 天 野 余の： & 教の狀 ある を 察して か、 曰く、 「今日の 人 は 先生に 非ず、 

富 永 有 隣と 云 ふ 人な り。 先生 漫 りに 他人に 會 する を 嚴禁 せらる。 故に 雨 三日 富 永に 

學び たる 後に あら ざれば 先生の 室に 至る や 得ざる なり。 余の 先生に：^ したりと 云 ふ 


も Be ち 今說く 所の 事の 如し」 と。 是に 於て 余 謂へ らく、 余 は 元來讀 書の 爲め ならず、 

只 だ 先生の 面目 を觀 んが爲 めな り。 其れ も 一歩 も 松 下へ 未だ 向 は ざれば 已 まん、 旣 

に松下に至る以上は先生に^！する迄往くべしと。 明日 叉 至る。 旣 にして 人 あり、 

り 此方へ 來る べしと 報ず。 至れば 先生 在り、 其の 容貌 言語 果して 人に 異なり。 先生 

曰く、  r 勉む べし」。 〔言語 頗る 丁寧な り、 御勉强 成されら れい〕 余拜 して 退き 他の 室 

にて 例の カナ 交りの 書を讀 む。 〔七 八 人 も あり〕 先生 突然 余の 前に 坐し、 余が 讀む 

所の. 書 を 取り 一節 を讀み 且つ 曰く、 「此の 書 は 常 陸 帶と名 づく、 水 戶人藤 田， i の 撰 

む 所 云々」。 由って」 々藤 田の 人となり を說 き、 且つ 余 は 藤 田に If 會 したり、 双髮 

〔ソ ー ハ ッ〕 〔時 俗 は 元服の 時 なれば〕 なりし 等 を 話す。 其の 悠懇 なる 且つ 一 も 自ら 

英雄 を 以て 居り 人 を 見る 蟲蟒の 如くす る狀 一 點も 無く、 只 だ 僅かに 年長と 云 ふ 迄の 

如し。 余 大いに 驚き 喜懼 措く 能 はず。 自ら 謂 ふ、 余 は 小 文 夫  一 ^臭な り， 然るに 世 

の 鬼神 視し 豪傑 視 する 先生の ま 角 を 設けず、 傲慢の 態 を 見ざる、 一， 品々 人 を 導く の 虱 

眞に 掬すべく、 之れ を當 時の.？ も 一 經 一能に 通ず るの 士に 比する に、 啻に 霄壌の 差 

關 係-雑纂  一七， し 


( 一 ) 經史子 

集の. B: の 子 類 

も 指す 
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あるの みならず。 此 くの 如き 先生の 董ー陶 を 受けば、 ：^^材或は 一 用 を 爲すを 得べ しと。 

欣然 措く 能 はず、 薄 墓 家に 歸り、 明日 叉 至る。 時に 先生 武敎 全書の 講義 を爲 せり。 

余 も 亦 之れ を 聽くを 得たり。 此の 日 暇 を 乞 ふの 時、 先生 n く、 「明朝 六ッ 時より 外 

史の授 讀を爲 す、 來る べし、 且つ 書籍 無ければ 此の方に あり」 と。 明朝 至る。 凡そ 

受讀者 十 人 許り もや あらん。 書籍 は 三 四 冊 位な りし。 先生 口く、  ：| 外史 は 平氏 を始 

めと すれ ども、 長 州 人 は 毛 利 氏より 始む べし 云々」。 側らに 地 圖を備 へ 置き、 一 々 

i^, 日 導せ り。 又假 令ば 吉川 公の 愛宕山に 上る の 論と、 小 早 川の 合力して 備 中に 會 する 

論の 如きに 至れば、 先生 必ず 卷を 措き、 人々 をして 其の 意見 を 述べし め、 且つ 先生 

も 亦 示す 處 あり。 故 を 以て 毎朝 僅かに 拾 枚 位讀み 了る に 過ぎ ざれ ども、 實に 他の 先 

生に 學び百 枚 も素讀 する に 勝る こと 遠く 益 を 得る こと 多 かりし。 嗚呼、 人 を 敎導誘 

する、 世の 及ぶ 者 あらざる 處 あり。 先生 は兵學 師範 家に して 山 鹿 流な り。 故に 武 

(一) 

敎 全書 は 其の 家の 傳書 なり。 又 尤も 子 を 講ずる に 長 じたり。 又 人 先生と 呼ぶ も師の 

故 を 以てなる ベ し。 〔假令 先生の 如きに あらざる も 師家 なれば〕 


、 先生 毎に 至誠 而 不動 者 未 之 有 也の 句 を服贍 せられたり。 故に 自ら 反し 自ら 省し、 

漫 りに 大聲遽 色 〔ffi5£:^:i;! は〕 等 を 見さず。 凡庸 人と 語る にも 必ず 彼れ をして 其の 

云 ふ 所 を 終へ しむる の 風 あり。 授讀 の聲德 々耳に 徹し、 必ず 其の 要領 を 示し、 又 人 

じんえ き 

をして 義の 在る 所 を尋鐸 せし む。 

攀 

、 余の 如き 駑の 劣材を 以て 今日 渐く 大義 を 知り 得る に 至り、 叉 筆硯を 弄して 所懷 

を陳 ぶる を 得る に 至り _、 又 今日に 至る 迄叨 りに 一郡の 宰と爲 り 得た る 者 は、 先生^ 

讀の 賜と 云 ふ も 不當の 首に あらざる なり。 然ら ざれば 藩 內黨議 の 際、 又 維新 前後の 

釗變の 時の 如き、 余輩が 畢生、 實に大 にして は戰鬪 〔四 境 等の 事總 ベて 包含す〕 小 

にして は 家計 〔種々 の 改革〕、 其の 他變亂 改革 幾多の 事變 を經來 り、 猶ほ 一郡の 宰 

たる を 得、 一 郡 人の 上に 列す る を 得る を 得べ けんや。 全く 一  窮漢 一 無頼 生に して 終 

らんの み。 父母 先 靈の厚 庇 は 申す 迄 も 無く、 之れ に 次ぐ 者 は 則ち 此の 賜なる べし。 

故に 細樓を 顧みず 記載す る此 くの 如し。 其の 年の 事 かとよ、 廉德樣 御 在職 中に 贜吏 

あり、 夫れ を 不注意に て 撿印を 擦した る 過誤と て 同時に 御 同僚 五六 人 も 同時に 譴資， 

關係雜 慕.  一八 一 


其の 時 先生 詩 を 寄せら る。 曰く. 

殊 えて 俗 子の 吾が 惟を擾 すなし. 

月の 容光、 秋影遲 し。 

幽囚 讀書、 天下の 樂 しみ、 

卽今隨 意 君 をして 窺 はしむ。 
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を 御 蒙り 相 成りた」 

殊無 俗子擾 吾惟 

日月 容 光秋 影遲 

幽囚 讀書 天下 樂 

卽今隨 意 使 君 窺 

〇 

、 久坂は 兄を玄 機と 稱し 人材な りしが 早く 沒 せり。 故に^^を以て兄の跡を襲ぎ、 其 

の 頃 は 御 醫者は 〔i£?s 纖 It5〕 剃髮す る を 以て 制 法なる 故に、 幼名 秀ニ郞 を 改めて 刺 

(二) 

髮し玄 端と 號 せり。 平安 湖に 成長す る 故、 叉 其の 幼なる とき は 平安 古に 吉松 淳藏と 

て 私塾 あり、 之れ に學 びた る を 以て、 余 等 は 其の 幼なる とき は 能く 知ら ざれ ども、 

其の 名は获 中に 聞え 居たり。 其の 人 は 君子の 風 あり 能く 人を容 る。 性 酷 だ 文才 あり、 

音吐 明晰 鐘の 如し。 一見 其の 風采の 衆に 秀出 する を 知る に 足れり。 松 陰 先生の 門に 

入る や、 實 y 先生の 之れ を 待つ、 高 杉に 同じ、 餘子 及ばざる なり。 久 坂に 就きて 奇 


談 あり。 久坂は 幼より 怙恃を 喪した る 人の 由な り。 單獨 なる を 以て 先生 其の 妹 を 妻. 

はせんと する の 意 あり。 先生の 同 庚 友に 中 谷 正 亮と云 ふ 人 あり、 此の 人 頗る 學問を 

喜み 性忠 -1 志 趣 あり、 曾て 其の 父 を 喪し 夂 其の 母 を 喪す、 各.' 心 喪 三年 を 服せ り。 

此の 人 毎に 先生の 門に 遊び、 先生 を 師と敬 事す。 其の 年齢 旣に 先輩なる を 以て 人舉 

な 之れ を 同輩 視 せず。 此の 人 先生の 意 を 悟り、 久 坂に 夫の 妹 氏 を 妻 はすべき を 以て 

す。 久 坂時尙 ほ^だ 壯、 拒む に 夫の 妹 氏 醜なる を 以てせり。 中 谷 儼 然容を 正して 曰 

く、 「之れ は 甚だ 君に 似合 はざる 言 を 聞く もの かな、 大丈夫の 妻 を 妻と る、 色を擇 

ぶべき か」 と。 久坂語 塞がり 遂に 諾 すと 云 ふ。 當時中 谷の 媒灼は 妙な りと 傅へ たり。 

中 谷 は 松 二 郞と云 ひしに、 諸 • 葛 亮* 楠 正 成 を 慕 ひ、 正 亮と更 めたり。 久坂丄 咼杉は 

(四) 

各 > 同 庚に して 天 保 十 年 か 十 一 年の 生れと 覺ゅ。 

〇 

、 余が 松 下 村 塾に 通學 する 時、 折々 極めて 重厚なる 風の 人來學 せり。 來 りたる とき 

は 十日 間 も 二十日 間 も滞學 し、 又歸 ると 久しく 來ら ず。 其の 人 を 問へば 佐 世 八十 郞 

關係雜 慕  一八 三 


の s 死の す 節 勇 下：? 
終 S す 總るを をに 亡 
り  もや 守以在 
にあ 正從 りて り孔 
つ 利 し容て 聞て 子 
秀氏 て 冠 死 ゆ 至 門 


( 一 ) 日本 政 

記、 賴 山陽の 

著 


(二) 厚狭 郡 

船 木， W  


秋 卒す" 嗣な 

し。 國 除かる。 

小 早 川 氏 遂に 

1^ られ す」 と 

あるが 如き 場 

合の 領地 «上 

げに國 除の 字 

例 を 用 ひし を 

指すな り 


關 係雜纂  ； A 四 

と 云へ り。 書 も 政 記の 類 を授讀 兼ねて 講を聽 く 位な り。 或 日の 朝 先生 n:  く、 「昨晩 

佐 世來り 唐紙 を澤 山持參 し、 揮毫 を 乞 ひたる 故 書して 與 へたり、 氣が 紛れたり」 と- 

余 等當時 先生 は 固より 英傑 なれ ども 書 は 妙手の 評 も 無し、 街紙澤 山と は 佐 世と 云 ふ 

人 も 田舍漢 なる 故に 流石 純樸 なりと 謂へ り。 當時佐 世 は 船 木邊に 住み、 其の 風俗 至 

つて 素樸に て ありし。 之れ 後に 前 原 一誠の 事な り。 

〇 

,  (三) 

、 松 陰 先生 嘗て 云へ り、 曰く、 「日本人 孔子の 敎を學 ぶ は子路 より 入るべし。 書 を 

習 ふに も 其の 師の 癖より 入る は 易し、 則ち 子 路の風 其の 氣象 日本の 武士に 取りて 實 

に學 ぶべき の 好手 本な り。 夫の 日本 武士道の 如き 其の 氣象 甚だ 好し、 唯 だ 惜しむ 道 

を 知らざる のみ。 之れ を 道に 斛 酌し 一 法 を 作り 度き ものな り」 と。 

(四) 

、 松 陰 先生に 從ひ 日本 外史 を讀 むの！！！、 先生 曰く、 「外史 國 除の 二字 は 山 il に 於て 

不服な り。 何と なれば、 支那に は假 令ば 伯禽を に 封ず、 其の後 滅 すれば 國も隨 つ 

て 除す るな り。 我が 國の 如き は 六十 餘州 往昔より 定まる 所の 國名 なり。 諸侯 を 封ず 


ると 共に 名 づけた る國 名に あらざる なり。 然るに 外史に して 國 除の 字 を 書す る は、 

研究 を缺 きたるな り」 と。 

〇  . 

一、 松 陰 先生 毎に 孟子の 至誠 而 不動 者 未 之 有 也の 句 を服脾 せられた りしが、 或 日の 話 

に、 余 昔年 江戸 獄に繁 がれ 訟 庭に 於て 鞠 問 を 受けた ると き、 佐 久問象 山 翁 余の 故 を 

以て 問 鞠 を 蒙れり。 其の 時 幕吏 も 豫て象 山の 名 ある を 忌み 居た る 事 なれば、 隨分侮 

慢の說 も 吐きたり。 然るに 象 山 毫も 爭 はず、 へ；^^々大義の在る所を論して13まず、 恰 

も 教師の 頑 生徒 を 諭す ものの 如し。 余 は 盛んに 大義 を辨 明し ハが論 抗議せ り。 余 は 元 

と 余の 故 を 以て 象 山に 迄 連坐せ しむる の氣の 毒と 云 ふ 心 も あり たれば、 多少 激烈 慷 

慨に涉 りたる ベ けれども、 余 は 大いに 象 山の 氣 象に 服したり。 余は穏 かに 人 を 論し 

自ら^り 自ら 省みる 所 あらしむ る樣 にと 心掛 くる 者な り 云 々 と 云 はれたり。 道 を 見 

る眞 切なり と 云 ふべ し。 經驗に 富みた る 實歷の 語と 云 ふべき なり。 

〇 

關係雑 基  一八 五 


關 係雜纂  一八 六 

, 中 村 伊助、 牛 莊と號 す。 右手に 病 あり、 毎に 右手 を 袖に し 君 前にても 出さず。 其 

の 病狀を 知る 者な し。 其の 風采 實に道 德氣韵 の 高き、 一見 旣に 推服す るに 至る。 人 

擧な 先生 叉 は 翁と 號し 敬禮 せざる 無し。 左手 書 を 善くし 畫を 善くす、 世舉な 之れ を 

せつ/.、 

珍と す。 其の 講義 字句に 屑々 たらず、 能く 人 をして 向 ふ 所 を 知らし む。 性 酒を嗜 む- 

余 を 以て 見る に 陶淵明 一流の 人物な らん。 而 して 慷慨 能く 義を斷 じ 又材を 愛す。 松 

陰 先生の 幽囚す る や、 當時 大家 交通す る 者な し。 牛 莊翁は 特に 驚 を枉げ 之れ を訪ひ 

獎勵を 加 へらる。 故に 先生 も 亦 之れ を 尊敬せられ たり。 余 今年 五十一 歲、 • 是れ迄 面 

謁した る 傑出 家に て は、 德 望の 高き は牛莊 翁、 氣カ衆に出で識；3^<に高きは松陰吉 

田 先生、 膽識 世に 秀で 英雄の 風 ある は 東行 高 杉 氏、 度量 衆 を容れ 君子 長者の 風 ある 

は 久坂實 甫* 入江 子 遠、 才 氣焕發 にして 鋭敏なる は吉 田^ 實、 而 して 長 井雅樂 氏の 

風采 も 亦 多く 見ざる 所な り。 

、 松 陰 先生の 論語 を說 かるる や、 論語 徵に據 り、 專ら 朱說に 拘泥せられ ざり き。 

、 松 陰 先生の 話に、 羽 賀臺御 狩の 前 浮言 あり、 曰く、 生きた る 猪 を 放ち 君 前にて 遂 


御 杉 月明 首 璧 付 暇へ り 候く 載 記 能追搶 話つ も 天 翁れ の^ 
民 民 二 治 。仕き もど 置 。感成 憶く 懐 然御松 出 野 はた 原— 二 
樣^^？十三 り 、得 もき 一 銘さ詳 《f 仕 、垂下し 宛 次る 本 
し 、-十 候一 す- 、度 本 しれ 細事り 住 示 村 居 （この 杉 もこ 
天日 年 。應候 其く 寫奉、 御 迄 候 昔 一 塾れ 返 如 民 贈の 
野。 九 頓完 にの 候 取り 深 記 御 。を讀 零り 書く 治ら 書 


に 捕へ 腰刀 を 以て 斬殺せ しめ、 各. '佩用せ る 刀の 如何 を 試み、 平生の 心掛け を 審判 

せらる と。 之れ を 以て 各； 競うて 鋭利なる 刀劍を 用意した る 由、 云々。 

一、 又 曰く、 日本 は武國 なり、 支那 は文國 なり。 其の 刑罰の 酷なる、 則ち 其の 文人. K 

國の證 なり。 日本の 如き は 否らず、 則ち 武人 武國 の淳厚 淡 薄なる、 口 風を視 るに 足 

れり、 云々。 

(三) 

松 下 村 塾 零 話 明治 三十 年  天 野 御 民 ， 

予は 幼時 水戶の 會澤安 翁が 及 門 遣 範を讀 みて、 其の 師藤田 幽谷 先生の 事蹟 を 詳述 せら 

こ C さろ 

れ たるに 深く 感じたり き。 頃 者 偶然 此の 事 を 思 ひ 出して、 松 陰 先生の 松 下 村 塾に 於け 

る 事 ども を 記述 せんと 思 ひ 立ちし が、 奈何 せん、 予が 先生に 從學 したる は 僅かに 一年 

有餘 のみ、 加 之、 予は 此の 時 年甫め て 十七 八に して、 何事 も 意に 留めず、 且つ 先生 沒 

後已に 殆ど 四十 年、 見聞した る こと も 多く は 遣 亡したり。 され ども 今 世人の 多く 知ら 

ざる こと を 思 ひ 出 づる每 に、 左に 記載して 一大 下 後世に 傳 へんと 欲す。 又 以て 先生の 平 

關係雜 >纂  一八 七  . 


關 係雜纂  一八 八  ， 

素と 村 塾の 模範の 一斑 を 伺 ふに 足らん。 豈に敢 へて 會 翁の 及 門 遣 範に做 ふと 謂 はんや" 

序でに 記す。 本篇 載す る所總 ベて 順序 次第な し。 唯 だ 思 ひ出づ るに 隨 ひて 之れ を 書き 一 

列ね たる ものな り。 且つ 予の 文辭に 拙き は 固より 世人の 知悉 せらる る 所な り。 今更 辯 一 

ずる 迄 もな し、 看 者 幸に 之れ を 諒察 せられよ。  一 

明治 三十 年 松 下 村 塾の 晩生  天 野 御 民 謹-誠 


( 一 ) 多く は 

五郎 左衞 門と 

云へ り 

(二) 安政 五 

年の 誤りな り。 

第 十 一 卷三ニ 

四 頁 照 

(三) 安政 三 

年。 第 四卷丙 

辰 幽室 文稿參 

照 

(四) 後出 二 

〇 六 頁參照 


、 村 塾 は 先生の 叔父 玉 木 翁 〔文 之 進と 稱す〕 生徒 を 集めて 敎 校せられ たる 時 其の 堂 

に扁 名した る ものな り。 翁 仕に 就く に 及びて、 先生の 外 叔父 久 ^ 翁 chf- 郞 右衛門と 

稱す〕 S の 子弟 を 會し素 讀筆札 を 授けられし 時復た 其の 塾號を 襲用せ り。 先生 安政 

二 年 十二月 獄を 免され て 家に 錮 せらる。 翌年 七月 許されて 家學 〔山 鹿 流の 軍學〕 を 

門人に 敎授 する を 得たり。 是に 於て 來り學 ぶ 者 頗る 多し。 九月 先生 松 下 村 塾 記 を 作 

る。 因って 其の 號 遂に 先生の 教場に 移轉 せり。 村 塾に 揭 ぐる 松 下 村 塾と 書した る 額 

は 梅 田雲濱 翁の 筆な り。 


1、 先生の 學 固より 朱 子學を 主と すと 雖も、 敢 へて 一 に 偏せ ず、 其の 論語 を 講ずる に 

(五) 

S) 松平賴 當 りても、 諸 注 一見の 便 を 以て、 時として は 論語 徵集覽 を 以てし * 或は 古注 或は 仁 

寬著、 二十 一 

卷  齋叉は 徂徠. 王 陽 明の 說を 交へ、 之れ に 己れ の 發明說 を 加へ、 取捨 折衷せられ、 其 

の 餘考證 を 主と せり。 其の 發明 する 所 多く 之れ に據れ り。 

1、 國 朝の 學に 至りて は、 本 居 翁の 古事記 傳を 主と せら るれ ども 亦 一 に 偏せ ず、 水戶 

學- 山陽 翁の 說も 採り、 或は 野 乘に徵 せらる る こと あり。 

】、 西洋の 事に 至りて は、 淸人魏 源の 海 國圖志 を 初め、 當時 有らゆる 譯書は 悉く 讀ま 

れ ざるな し。 

】、 先生の 書 を解釋 せらる る は、 專ら 文法より 入る。 經 書の 如き も 講會の 時 層.' 文法 

を說 かるる こと あり。 論語 學而 第二 章、 其 爲レ人 孝弟の 章 を 以て、 詩の 起 承 轉合を 

說き 示さる る 如き 類 多し。 歷 谷世弘 曾て 先生の 著 孫子 評註 を 見て、 其の 文法より 解 

釋を 下された るに 深く 感服した りと 云 ふ。 蓋 し 先 儒 多く 意義 の 解釋を 先にして 誤 謹 

. 少なから ざれば なり。 

關係 雑纂  一 八 九 


關 係雜纂  一九 0 

一、 先生 徹夜 讀書 せらる る ことなし。 然れ ども 經 書の 講 會歷史 の 會讀等 夜に 於て 爲す 

とき は、 往々 鷄 鳴に 達する こと あり。 

】 、 先生 睡眠の 時間 極めて 短し。 故に 門人に 書を授 くるに 當り、 晝 間と 雖 も疲勞 して 

覺 えず 眠らる る こと あり。 雨る とき は 暫時 机に 伏して 一 睡し、 忽ち 將 めて 役た 書 を 

授く。 

一、 先生の 歷 史を讀 まるる に は 常に 地圖に 照合し、 古今の 沿革 彼我の 遠近 を詳 かにす。 

依って 地理に 精通せ り。 毎に HI  く、 「地 を 離れて 人な く、 人 を 離れて 事な し、 人事 

を 究めん と 欲せば 先づ 地理 を 見よ」 と。 

一 、 先生 毎に 門人に 論して 曰く、 「書 を 讀む者 は 其の 精力の 半ば を 筆記に 費すべし」 と。 

故に 先生 は 詩文 稿の 外抄錄 積みて 數十 冊に 及べり。 其の 指の 筆の 當る所 固く して 石 

の 如し。 諫に云 ふ 「タ コ」 が出來 居れり、 翁 ほ 裁縫 を 専らに する $1 人の 指に 所謂 豆 

の出來 るが 如し。  . 

r 先生 門人に 作文 は勸獎 せら るれ ども、 詩作 は强 ひて 勵 まされず、 蓋し 文章 を 能く 


せ ざれば 己れ の 意 を 達する こと 能 はずと 云 ふに あり。 詩 は 多く は 風流に 屬 すれば な 

ヅノヲ  トシ Ik ェ  ズ ルノー 一  トシ テブ 

り。 曾て 曰く、 「詩聖と 稱 する 杜子 美の 句に、 穿 レ花峽 蝶 深々 見、 點， 水 蟥蜓款 々飛 

と、 是れ 等の 閑 言語 をな すの 暇な しと、 古人 も 云 ひたる こと あり」 と 話されたり。 

r 先生 時間 を 惜しみ、 虚禮を 貴ばず。 #1 て 門人 岡 田 耕作 正月 二日 書 を 授かる 爲め塾 

に 至る。 先生 特に 文を與 へて 之れ を 賞せられ たり。 耕作 時に 年甫め て 十歲。 

1、 予は 先生に 從學 する 者の 中に 於て、 最も 記憶力に 乏しき 者な り。 一日 先生に 問 ひ 

て 曰く、 「晩生 記憶 極めて 薄し、 例へば 今日 讀 みたる 書 も、 明日 は 忽ち 遺 忘す、 如何 

して 可 からん や」。 先生 曰く、 「夫れ は 至って 能き ことなり。 凡そ 讀書は 一 時に 通曉 

叉 は 記憶 せんこと を 望むべからず。 例へば、 初めに は 十八 史略、 次ぎに は 綱鑑、 又 

其の 亜ぎ は通鑑 と、 追 ひ/ \ に 繰返し 讀む とき は、 自然 意義 も 解け 渐々 事實も 諳記 

する に 至るな り。 始めより 記憶力 强き者 は 却って 之れ を恃 み、 復習 を 怠り ノ 遂に 記 

憶 薄き 者に も 劣る に 至る もの あり、 學問 にあれ 事業に あれ 決して 急ぐべからず」 と 

1、 舊長 州藩學 校の 級 を 四 等に 分つ 〔小 學校は 此の 外た る こと 勿論な り〕、 曰く、 大 

關係雜 慕  . 一九 一 


關係 雑纂  -九 一: 

學生 • 入舍生 • 居 寮生 • 舍 長是れ なり。 或る時 大學生 若干 名拔權 せ、 りれ て入舍 生に 

擧 げらる。 之れ に 加 はらざる 者 大いに 不平 を 抱き、 敎員に 迫りて 之れ を 論ぜん と 欲 

す。 先生 之れ を 聞きて、. 其の 二三 人 を 戒め 論して 曰く、 「足下 等將 に；； ム々 せんとす 

と。 之れ 甚だ 宜しから ず。 若し 敎員 にして 果して 不公平 あらん か、 ：： 疋ド等 愈.^ 勉强 

して 選に 遇 ひし 者の 上に 出づる こと を 志す ベ し。 然ると き は 敎；： 貝 焉んぞ 其の儘に 爲 

し 置かん や。 區々 たる 等級 何ぞ爭 ふに 足らん。 且つ 足下 等 巳に 學 校に 入りて 道を學 

ぶ。 我が身に 反省す る こと を 求めず して、 驟々 しく も 教師に 逼り 議論： ilJ んと 十る よ 

悖れる の： j::^ しきな り」 と。 不平の 生徒 之れ を 聞きて 大いに る 所 あり、 其の 事 を 止 

めり。 

、 先生 絶えて 書畫 骨董の 娛樂 なし、 其の 未だ 塾 を 建てざる 前、 杉の 家に 在りて 諸 生 

を敎授 せらる る や、 壁 間 常に 木 原 松 桂 老人の 書きた る； 二 餘讀書 七生 滅贼の 一 隔を揭 

げたる のみに て、 他と 取り 換 へられた る ことなし。 塾 中には 间 より 書 幅の 揭る听 だ 

になし。 


一 、 先生 酒 を 飲まず、 堙草を 喫せず。 一 日 門人と 煙草の 無用に して 且つ 害 ある こと を 

• 論ず。 是に 於て 高 杉 晉作等 犬い 感奮し、 其の 座に 於て 煙管 を 折り 復た用 ひず。 叉 深 

く 諸 生 を 戒めて 圍 1<A 將棋等 を 禁ぜられき。 

1 、 先生 最も 婦人 教育に 熱心し、 常に 其の 良書な きを 憂 ふ。 時に 先生の 外 叔父 久保翁 

K うたい 二 

隱 居し て 詩 書 筆 札 を 以て 邑中 の 子弟 を 教授す。 先生 乃ち 門人 富 永 有 隣 をし て曹 大家 

の 女 誡七篇 を譯述 せしめ、 之れ を 翁に 致して 子女に 授けし む。 

1、 先生 毎に 門人 を 諭して 曰く、 「凡そ 學問は 一に 專ら にして 精通 せんこと を 要す。 

決して 雜 に涉 るべ からず。 晉の朴 預が左 氏傳に 於け る、 宋の司 馬 光が 資治 通鑑に 

於け る、 本居宣 長が 古事記に 於け る、 皆 畢生の 心 力 を 之れ に盡 せり。 故に 此の 三 氏 

は假令 他の 書 を 讀むも 皆 其の： n 的た る 書の 爲 めに 爲し、 叉 他の 著述 ある も 悉く 其の 

餘 力に 出づる のみ。 故に 其の 說 明確に して 卓越なる こと 後人の 得て 及ぶ 所に 非ず」 

と。 叉 嘗て 經史子 集 皆な 武敎 全書 〔先師の 家 學山鹿 流の 兵書な り〕 の註釋 なりと 云 

はれた る も、 蓋し 叉 其の 意な り。 
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、 先生 毎に 門 生に 語りて 曰く、 「吾れ 深く 弘法. 日蓮 等の 行爲を 偉と す。 蓋し 彼れ 

等の 奉ずる 所の 佛法を 善と する に 非ず、 唯 だ 彼れ 等 は 其の 信ずる 所の 法を弘 めんが 

爲 めに は 奈何なる 艱難 を も 厥 はず、 又 毫も 死生 を 顧みず、 其の 勇 膽剛氣 能く 尋常 人 

の 企て 及ぶ 所に 非ず。 是を 以て 能く 一宗 を 開き、 永く 後人の 尊崇す る 所と 爲れ り。 

總 ベて 一 業 を 成さん と 欲する 者 は 此の 勇 奮 果敢な かるべからず」 と。 

、 先生 常に 諸 生 を 論す に、 毛 遂の公 等碌々 人に 依って 事 を 成す の 語 を 謡し、 之れ に 

. (二) 

加 ふるに 韓退 之が 伯夷頌 の 獨立獨 行 世 の 毀譽 褒^ を 顧みざる 氣魄 なかるべからざる 

を 以てせられたり。 

- ,  (三) 

、 先生 曾て 予に謂 ひて 曰く、 「子 は 冷泉 古風 大人の 男な り、 宜しく 國學を 修めて 乃 

父の 遣 志を繼 ぐべ し。 然れ ども 今の 和學 者なる ものが 頑固に して 奇怪 を 說くは 吾れ 

の 取らざる 所な り。 之れ を 培む るに は 吾れ に從 ひて^ 學を爲 すに 如かず、 博く 學び 

て 偏せ ざる こそ * 學 者の 本領 なれ」 と。 其の 公平に して 已が學 派に 異なる 者 を 忌ま 

ざる こと：^  くの 如し。 


、 先生 嘗て 門人に 語りて 曰く、 「支那の 金聖 歎が 水 滸傳を 著 はす や、 百餘の 人を以 

て 組み立てたり。 我が 邦の 馬 琴が 八 犬 傳を著 はすに は 僅か 八 名 を 以て 編成せ り、 是 

れ馬 琴の 力 優れる 所な り」 と。 

、 先生 爲永春 水が 著 はす 所の いろは 文庫 を讀 みて 其の 評 を 下せり。 惜しい かな、 今 

其の 原稿 を 紛失せ り。 予唯だ 其の 一 を 記憶せ り。 曰く、 「狂 訓の 狂、 何ぞ 以て 訓と 

爲 すに 足らん」 と。 〔春 水 は 狂， 亭と稱 す〕 是れ 其の 概評と 見て 可な らん。 先生 讀 

書の 該博に して、 小 說と雖 も 等閑に 看過せ ざる こと 此 くの 如し。 

、 友人 馬 島 春 海 君、 予の爲 めに 語りて 曰く、 吾れ 十六 七 歳の 頃 瀧 彌太郞 氏と 共に 村 

塾に 詣り、 始めて 先生に 見え、 ^修を 行 ふ。 曰く、 「謹みて 敎授を 乞 ふ」。 答へ て 曰 

く、  r 敎授は 能 はざる も、 君 等と 共に 講究 せん」 と。 巳に して 辭し 去る。 先生遂 り 

て 昇降口に 至る。 吾れ 等 少年に 對 して 其の 謙遞 なること 此 くの 如し。 越えて 二日の 

夜、 瀧 氏と 塾に 至り 通鑑 を會讀 す。 已 にして 寅 鐘 〔午前 四時〕 を 報ず。 先生 曰く、 

「今から 寐るも 無益な り。 君 等 は 詩 を 作る か、 請 ふ 韻 を 分たん」 と。 時、 窮 陰に 屬 
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す。 各-巨 缝に 仰臥して 詩 を 按ず。 暫くして 先生 韻字 本 を 取り、 數次 忽ちに して 長 

篇を陚 す。 其の 時 を 惜しみ 且つ 勉强 せらる る こと 此 くの 如しと。 

、 安政の 頃、 僧 月性获 城に 來り各 寺に 於て 說敎 を爲 し、 專ら 尊王 接 夷の 大義 を 講演 

す。 先生 予輩 年少 生徒 をして 行きて 聽聞 せしめ、 以て 志氣を 鼓舞せ しむ。 

、 先生 嚴 冬の 候と 雖も 襦袢 拾 羽織の 外 他 を 襲用せられ たる 事な し。 蓋し 寒 Is^ に 身 を 

馴らし" 豫め事 ある 日 を 慮れるな り。 

、 先生 諸 生に 諭して 曰く、 「書 を讀 みて 已が 感ずる 所に 抄錄 して 置くべし。 今年の 

杪は 明年の 愚と なり。 明年の 錄は 明後年の 拙を覺 ゆべ し。 是れ 智識の 上達 十る 徵な 

り。 且つ 抄錄は 詩文 を 作る に、 古事 類例 比喩 を 索引す るに 甚だ 便利な り」 と。 之れ 

に 由り て 門 生 皆 先生に 倣 ひ、 讀 書の 際 所感 あれば 紙 を 裂きて 唾 を 以て 本の 上 攔に阽 

附し、 一 冊を讀 み 了る 毎に 別冊に 抄錄 する を 常と 爲 せり。 

、 先生 門人の 稍々 日本 外史の 如き を讀 むに 至れば 勉めて 無點 本を讀 ましむ。 因って 

譬を 設けて 曰く、 「夫れ 盲者に は 勉めて 自ら 杖 を 突きて 獨步せ しむべし。 常に 人に 


手 を 引かれて 行く とき は 終に 獨步 する こと 能 はざる に 至らん。 今や 無 點本を 讀む者 

も 初め. の 間 は 難 を 覺ぇ讀 み を 誤る こと も 有らん、 然れ ども 後日 力 を 得る こと 甚だ 多 

し」 と。  •  . 

、 先生 毎に 論ずら く、 人 は 到底 忠孝 兩 全なる こと 能 はずと。 蓋し 密かに 察する 所 先 

生 東北 出 遊に ー跌 し、 海外 航行に 再跌 し、 常に 父母 兄弟に； tl- 苦 を 被ら しめたる に 由 

るに 非ざる か。 然も 先生の 君國 に大忠 にして 乂 其の 名 を 後世に 揚げ、 以て 父母 を顯 

はすの みならず、 兄弟 親族 の 名譽を も 揚げた る は實に 忠孝 雨 全な りと 謂 ふべ し. レ 

、 予 曾て 之れ を 聞く。 森 田 節齋翁 嘗て 曰く、 「吾が 門下に 於て 及ばざる 者 三人 あり、 

吉田寅 次 郞の膽 其の 一な り」 と。 . 

、 予又會 て 之れ を 聞く。 先生 壯年 外出す るに 當 りて 多く 書籍 を懷 にせり =^ 故に 背 章 

(1)  へんぶ く 

毎に 左 肩に 偏す。 又 平素 捻 紙 を 以て 脅 を 束ねり と。 其の 邊幅を 飾らず して 學 問に 精 

勵 なること 概ね 此 くの 如しと。 

、 先生 門人に 書を授 くるに 當り、 忠臣 孝子 身 を 殺し 節に 殉 ずる 等の 事に 至る とき は、 
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滿眼淚 を 含み、 聲を顫 はし、 しき は 熟 淚點々 書に 滴る に 至る。 是れを 以て 門人 も 

亦 自ら 感動して 流涕 する に 至る C 叉 逆臣 君 を^ます が 如きに 至れば、 n 隱 裂け、 聲 

大 にして、 怒髮 逆立す る ものの 如し、 弟子 亦 自ら 之れ を惡 むの 情を發 す。 

、 先生の 國 事に 盡カ せらる るに は、 天下の 同志 知己 叉 は 門人の 各地に 遊歴す る 者と- 

互に 風說 事情 細大と なく 通報し 之れ を 飛 耳 長冃と 題せ る 書冊に 編 幕せ り. e 故に 身 一 

窒を 出で ずして 京 坂江戶 其の 他 各地の 形勢 を詳悉 し、 隨 つて 之れ が 畫策を 施さる。 

其の 飛 耳 長 H: は卽ち 今の 新聞に こそ. - 

、 先生の 交際 極めて 廣し、 敢 へて 異同 を 撰ばず。 故に 單に學 者に 止まらず、 醫師ぁ 

り畫家 あり 武術 家 あり 神官 • 僧侶 あり、 農工 商に 熟 心 又は 熟達す る 者、 凡そ 一 藝 一 

能に 秀でた る 者 は 皆 先生の 家に 出入せ ざる はなく、 遠隔の 人 は 常に 書信 を 以て 往復 

せり。 ， 

、 大津 郡に 烈：！ 登 波なる 者 あり、 千 辛 萬 苦して 父 及び 夫幷 びに 夫の 弟妹 四 人の 仇 を 

報ず。 蓋し 登 波は宮 番と稱 する 者に して 往昔 X  X  X  X と 伍 を 同じう す。 先生 其の ネ 


しき も 顧みず、 招きて 之れ を 家に 致し、 其の 節義 を 賞. 眷し、 爲 めに 其の 傳を 立つ。 

門人 其の 高義を 感じ、 各.' 競 ひて 登 波 を 招き、 或は 之れ を 饗し、 或は 之れ に 物 を 贈 

り、 或は 之れ が 書 を 求む るに 至る。 

、 先生 獄を 免され て 其の 父 杉 百合 之 助 翁の 家に 錮 せらる、 後ち 其の 門人 を 教授す る 

こと を 許さる。 依って 其の 家事 を 助く る 爲め米 を 白す。 凡そ 获 地方の 米 を 赛く器 は 

だ 、がら 

臺 柄と 稱し、 中央に 鳥居と いふ もの あり、 之れ を 持ちて 體を扶 く。 捣者は 鳥居の 後 

方に 在り、 助手 は 前に 立つ。 先生 鳥居の 上に 見 臺を搏 へ、 門人 をして 助手と 爲し書 

を授 く。 予 も數. ^助手と 爲 りて 大 日本史 を 授かりたり。 〔助手 は 要せざる も あり、 

先生 一 人の 時と 雖も讀 書 せらる る は 勿論な り〕  - 

、 杉の 邸 內に畑 多し、 春夏の交 先生 出で て 草 を 除く。 門人 も亦從 ひて 之れ を 助く。， 

先生 草 を 除きつつ 讀 書の 方法 又は 歷史の 談話 を爲 す。 門人 愉快に 勝へ ず、 之れ を樂 

しみと す。 

、 先生の 詩文 稿 抄錄等 は 半紙 十 行 二十 字の 藍色の 竪横蘇 版 を 用 ふ。 此の 板 は 僧 月 性 
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の 贈る 所な り.^ 門人 も 亦 之れ に 倣 ふ。 由って 先生の 用 ふる 所 は 固より 門人 自身の も 

の も、 版 を摺る こと は 皆 門人 之れ を爲 す。 其の 當時 は鮮紙 を賣る もの 無し」 今 は 

至る所 之れ ある は學 生の 幸福と 謂 ふべ し。 

一、 曾て 塾の 狭隘 を 感じ 新たに 一棟 を 築す。 大體は 大工の 作に 係る と雖 も、 壁 を 塗 

り 坐 板 を 釘す る 等の こと は 門人 集まり て 之れ を爲 せり。 

1 、 村 塾に 寄宿す る 生徒 は 交番して 飯 を 炊き 調理 を爲 す。 薪炭の 如き も 皆 自身 市に 行 

きて 購求す。 今の 書生 賄 を 命じ 坐して 薪炭 を 取 寄す るが 如き ことなし。 

右の 外 先生の 嘉言善行 枚 擧に追 あらず と雖 も、 多く は 先生の 傳 及び 先生の 著書 屮 

に詳 かなれば、 今 皆 之れ を 省略す。 

渡 邊蒿藏 談話 第一 大正 五 年 七月 八 HI 聞 取  安藤 紀ー 

〇 吉田松 陰 先生 は、 言語 甚だ 丁寧に して、 村 塾に 出入す る 門人の 內、 年長けた る もの 

に對 して は、 大抵 「あなた」 とい はれ、 余 等 如き 年少に 對 して は、 「お まへ」 など、 


はれたり。  . 

〇 先生の 講說 は、 あまり 流暢に は あらず、 常に 脇差 を 手より 離さず、 之れ を 膝に 横た 

へて 端坐し、 兩手 にて その 兩端を 押へ、 肩を聳 かして slfs^g. は 酣加_ ？講說 す。 

〇 村 塾に て は、 兵 學傳授 の 事な し。 余が 兵學に 於け る も、 先生が 余に 勸 めて、 明 倫 館 

にて 山 鹿 流 を傳授 せよ と 云 はれた るに より、 館に て傳授 せるな り。 

〇 松 陰 先生 は 罪人な りと て、 村 塾に 往 くこと を 嫌 ふ 父兄 多し。 子弟の 往 くもの あれば、 

讀書 の 稽. な らばよ けれども、 御 政事 向 の 事 を議す る こ と ありて は濟ま ぬ ぞ と 戒告す 

る 程な り。 

〇 先生 は、 教授の 外、 自己の 讀書 作文 等す ベて 塾に てせられ、 飮食 起臥、 また 塾に て 

せらる。 日々 の 行事 時 を 定めず。 其の 間、 運動に とて 一同 外に 出で、 草 を 取り、 叉 米 

を捣く 等の 事 あり。 諸 生辨當 持に て來 る。 辨當を 持たぬ もの、 食 時に 至りて 自宅に 歸 

らんと すれば、. 半途に て 事を屮 止せし めず、 必ず 爲し 了ら せ、 飯 は 食 はせ ると 云 ひて、 

杉 家の 臺處 に往 きて、 小 飯櫃に 釵を 入れて 持來ら せ、 師弟 共に 食 ふ、 茱は澤 巷 潰 位な 
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り。 杉 家に も、 これらの 事に は 心 遣 ひして 馳走せ しなり。 

〇 先生の 坐處 定まらず、 諸 生の 處に來 りて、 そこにて 敎投 す。 

Q 先生 詩文 を 作らる る 太 だ 早し。 唐本 を 善く 讀 まれたり。  - 

〇 始めて 先生に 見え、 敎を乞 ふ ものに 對 して は、 必ず 先づ 何の 爲 めに 學 問す るかと 間 

はる。 之れ に 答 ふるもの、 大抵、 どうも 書物が 讀 めぬ 故に、 稽古して よく 讀 める やう 

にならん とい ふ。 先生 乃ち 之れ に訓 へて 曰く、 學者 になって はいかぬ、 人は實 行が 第 

一 である V 書物の 如き は 心掛けさへ 十れば、 實務に 服す る 間に は、 然讀み 得る に 至 

る ものな りと。 是の實 行と いふ 言 は、 先生の 常に 口にする 所な り。 

〇 玉 木 文 之 進 は 時々 村 塾に 來られ たりし が、 松 陰 先生が 西洋 銃陣を 主張 せら るるに 

は、 不同意な りき。 先生 は 諸 生 を率ゐ て、 家の 傍 叉 は 河 iS§ などに 整列せ しめ、 竹片を 

( 1 ノー 

を ばた 

二) 一秋の 地 銃の 代りにして 操 銃 法 を 習 はしむ。 この 時 は 先生 自ら 之れ を號 令す。 小畑邊 まで 往き 

名 松 本 付よ 

て 演習 するとき は、 先生 は 謹慎の 身なる 故 柱かず。 或る時、 飯 田 正 伯に 引率 せられて 

海 3 &地帶 にあ 

り  出で たる こと あり。 


(二) 野 村 和 

作、 但し 松 陰 

赴 獄の時 S ち 

安政 五 年 十二 

月 二十 六日 前 

後 村 塾に 合 

せおる ことな 

ければ 推量 を 

以て 答へ しも 

のと 思 はる 


(一一 じ 吉田榮 

太郞、 字 は. if 

逸」 三 無 生の 

1 人 〔關 傳〕 


〇 先生 は 己れ の 罪を隱 して 言 はぬ 人に は あらず、 己れ の 罪 を 明かに 言 ひて、 人に 訓誨 

せし なり。 又 決して 激言 する 人に 非ず、 滑稽 を 言 ふ 人に も 非ず、 おとなしき 人な り。 

〇 塾の 柱に 刀痕 あり、 人 これ を稱 して、 先生の 獄に 赴かる る 時に、 諸 生 憤激す る もの 

1 刀に 之れ を 切り 附 けたるな りと 一 一 目ひ傳 ふれ ども、 余の 知らぬ ことなる を て、 先年 

(二) 

野 村 子爵 來 萩の 時に これ を 語り 出で て 尋ねた るに、 子爵 も 甚だ 驚き、 曰く、 左様なる 

狂暴の 行 は 先生の 平生 禁ずる 所 なれば、 決して あるべき に 非ず。 もし 行 ふ もの あらば、 

先生 I： 豆に 之れ を容 さんや、 かかる 虛事を 言ひ傳 へて くれて は、 村 塾の 面目に 關 すと 云 

はれたり。  .  . 

〇 富 永 有 隣 は 出獄 後 村 塾に 寄留せ り。 犬なる 男に して 片目な り。 始めて 塾に 來れる 者、 

之れ を 見て 松 陰 先 生 と 誤認 せり。  . 

ニニ) としまる 

〇 吉田稔 丸 は 賢き 人な り。 

0 久 坂と 高 杉との 差 は、 久 坂に は 誰れ も附 いて 柱きたい が、 高 杉に はどう もなら ぬと 

皆 言 ふ 程に、 髙 杉の 亂 暴な り 易き に は 人望 少なく、 • 久 坂の 方 人望 多し。 

關 係铕纂  二 〇 三 


關 係雜纂  二 〇 四 

〇 佐 世 八十 郞は、 村 塾 にても 餘り 多く は讀 書せ ず.。， 其の 父 *1 七 も 時々 塾に 來れ り。 彥 

七は剛 なる 人な り。 八十 等が 先生の 罪名 を 問 はんとて 當路の 人の 家 を 訪問した る 時、 

彥七 曰く、 周 布. 井 上等の 首 を 取りて 來 るかと 思うた が、 それ を もせずに、 空しく 歸 

りたる かとい へり。 

〇 伊藤 公な ども、 もとより 塾に て讀書 を學び たれ ども、 自家 生活と、 公私の 務に 服せ 

ざるべからざる 事情の ために、 長く は 在 塾す る を 得 ざり しなり。  』 


( 一 ) 原版 京 

都， の 某氏 所藏。 

松 陰寫眞 にう 

つりし こ と遂 

にな かり 1- な 


渡 邊蒿藏 談話 第二 昭和 六 年 四月  .  廣瀨 薔： 

、 松 陰の 寫眞 と稱 する ものの 鑑定 を 乞 ふ。 曰く、 全然 異人な り.。 

, ま 分 は 安政 四年暮 より 安政 五 年 迄 塾に 在り、 安政 六 年に は 十七 歳であった。 

、 先生から 何の 爲 めに 學 問す るかと 問 はれた る 事 を 記憶す。 先生 21  く、 學 者になる 

の はつ まらない、 學 者になる に は 本を讀 みさへ すれば 出來 る、 學 問す るに は 立志と 

云 ふ 事が 大切で あると。 


(二)  全集 

第 八 s!^ 所収。 

蘇 19? 坡の策 を 

デ きわ ニー-お & 

$1 し、 松 陰 こ 

れに 段落 符號 

も附 し、 n! つ 

Ha 要の^ 所に 

批點を 施し、 

以て 讀 書法 を 

敎へ しもの な 


(二) 


四、 東 坡策は 松 陰 先生の 入獄 前に 書いて 見て 貰って 居た ので あるが、 入 ifll^ の 時 先生 獄 

中に 携帶 して 評 をつ けて 返して 吳れ たもので ある。 .  ， 

五 先生 は 塾生が 讀書 ゃ抄錄 をして 居る と、 「ちょっと 借せ、 書いて やらう I と 云 は 

,れ て、 評 やら 注意 やら を 書いて 吳れ、 極めて 手輕に 指導され た。 

丄ノ 塾に は 飛 耳 長 H 錄と云 ふ もの ありて、 今日の 新聞 様の もの を 書き 線り しもので あ 

I  力み 力た 

る。 主に 交友 又は 上方 (京都) より 來る 商人な どの 談 によ. d り。 


(三) 安政 K1 

年に 當る。 前 

描 十五 歳の 時、 

安政 K 年の 暮 

から 五 年の 暮 

までな り との 

答、 こごに て 

は 四 年 を 略さ 

れし ものなら 


渡 邊窝藏 問答 錄 昭和 八 年 八月 十三 曰  廣瀨 畳 

一 、 生年 月。 

天 保 十四 年 四月 三日。 

二、 松 下 村 塾に 通 はれし 年 及び 居 宅。 

(三)  • 

十六 歳の 時、 川 島の 宅から。 

三、 村 塾 }：! 入られし 動機、 當時获 に は 他に 塾 ありし に、 特に 松 F 塾 を 望まれし 理由- 

關^ 雑纂  二 〇！d 


二) 此の頃 

は 松 陰と 藩 政 

府 との 接近 時 

代な りし 故、 

力く 田 化？^ こと 

も あり 得べ き 

ことなり 

(二) 後の 寺 

島忠 一一 ー郞 〔關 

傳」 


(三) 假名の 


關係 雑纂  二 〇 六 

有 吉熊次 郞に誘 はれた ので ある。 當時は 松 陰 先生の 評判が よく、 誰れ も 彼れ も 松 下 

に 行って 居る とい ふやう で、 云 はば 流行であった。 乂松下 塾へ 行けば 何 か 仕事に あ 

りつけ ると 思って 居った もの だ。 

四、 當 時の 仲間 は 誰々 なりし が。  ， 

(二)  -3 

最も 仲の 善かった の は有吉 で、 其の 他 は 品 川 や 作？^ などであった 

五、 野 村 • 入江の 入塾 は 何年 頃 か。 

失らず  . 

六、 月謝 會 費の 如き もの ありし や。 

なし、 却って 食事の 御馳走になる 事 もあった。 

七、 寄宿生の 食費 は。 

遠方より 來て 居る もの は 食費 を拂 つて 居った もの もあった やう だ。 富 永 は 塾に 寄寓 

して 居って、 俗字な ど敎 へて 居た が、 客分で 先生ではなかった。 

八、 塾の 看板 は 梅 田 雲濱の 書きし もの ありし 害。 


(II) 雲濱の 

書 は 察する に 

看板に あらす 

して 額な りし 

ならん。 且 つ 

久保氏 主宰の 

時代 故、 久保 

家の 方に あり 

しもの ならん。 

第 八 卷ニ六 二 

號 書簡 參照 


(E) 


そんな もの は 見た こと はない。 看板はなかった。 塾 中には 大原 三位の 七 生滅 賊の幅 

のみであった。 

九、 松 陰 先生の 體格 容貌。 

丈 高から ず、 瘦形 であり、 顔色 は 白つ ぼい。 天然 il^^ の痕 があった。 

」 〇、 衣服、 態度、 擧動。 

別に 記憶して 居ない。 

一 一 、 食物、 運動。 

澤庵 などよ く 食べて 居られた が、 其の 外 は 知らぬ。 運動家の 方で 畑 仕事 をしたり、 

米捣 をしたり、 擊劍も 時々 やった。 

1 二、 性格。 

怒った 事 は 知らない。 人に 親切で、 誰れ にで も あっさり として、 丁寧な 言葉 ii{ の 人 

であった。 . 

一 三、 言語よりも 文書で 說 論せ しが 如し、 如何。 

關 係雜纂  二 〇 七 


關 係雜纂  一一 〇八 

口で も 云った が、 よく 氣輕に 書いて 吳れ た。 

一 四、 賞罰の やり方。 

分らない。 

一 五、 日課 時間 は 定まりし や。 

きまって 居ない。 登 塾 すれば、 次から 次へ 待って 居って， んで 實ひ敎 へて 頂いた- 

1 六、 學課 21 及び 教科書。 

別に 課目と 云って はない。 教科書 も 皆 別々 で、 自分 は明史 ゃ東坡 策な どを敎 はつた- 

然し 偶然 同じ もの を やる 人 も ある。 それ は 居 合せれば 一 絡に やって 货ふ。 

(一一 Au^f 么， 一 七、 (in- 村 塾 記に ある 等級 刖は行 はれし や。 

何もなかった。  ， 

一八、 敎へ 方。 

. 書物 は 先生が 撰ぶ。 塾に あった 唐本 を敎 へて くれる の だ。 先生が 一 遍讀ん で 生徒が 

讀む。 讀 めぬ 時 は 叉 先生に 讀んで 貰 ふ。 いつも 抄錄を やれ/ \ と 云 はれた。 


(二) 作文 は 

獎勵 せる 害、 

これ は 渡？； お 翁 

遺. S せし なら 

ん 


(三 )- 


S) 門下生 

なり、 但し 在 

塾 時代が 異り 

t ものなら..？ 


I 九、 講義の しぶり。 

講義 は 上手であった。 

二 〇、 作文 教授法 は。 

nl) 

作文はなかった。 

ニー、 塾に 木 活字が ありし とか。 

あった。 印刷 は 生徒が やった。 

ニニ、 村 塾の 規則 を 見られたり しゃ。 

見た 事はなかった。 

二三、 塾生 は 日々 何人 位、 寄宿生 は 何人 位 か。 

塾生 は 二三 十 人位、 寄- M 生は增 野と 富 樫 位であった らう- 

二 四、 正木 退藏は 御存じ なきや。 

♦ 、 ]  (四) 

當人は 知って 居る が、 門下生で はない と 思 ふ。 

二 五、 間 部要擊 策の ま 盟團員 の 名 は。 

關係 雑纂 


〇 
九 


# 

關 係雜纂  ニー 〇 

に ほ S- 十 忘れた。 何 かに 書いて ないか。 

七 名 を .5- 記せ 

す. (？存 せ ニ^ 武敎 全書 講錄に 血判の 曰 誌 を 書く やうに なって 居る が、 當 時の 曰 誌 はなき や。 

自分 は 書かなかった。 

二 七、 何 か 敎訓を 受けられし 事 はなき や。  ， 

立志と いふ 事 を 云 はれた。 何でも 人 は 仕事 をし なければ ならぬ と 云 はれた 事 を 記憶 

して 居る。  . 

二八、 詩歌 ゃ繪 などの 指導 はな かりし や。 

先生 は 風流が きら ひ、 書畫も きら ひであった。 

二 九、 宗教に ついて 何 かな かりし か。 

なし。 

三 〇、 體育 について。 

よく 運動 を勸 めた。 

三 一 、 塾 內の禮 儀 作法に ついて. - 


登 塾 退 塾の 時、 ちょいと 先生に ぉ辭儀 をす る だけで 極めて 簡單 * 同僚に は 別に 1 ま 

しなかった。 

三 二、 先生の 入獄 時 はどうして 居られた か。 

忘れた。 先生 東 送の 時 は、 二十四日に 品 川が 呼びに 來 たからす ぐに 參 つた 處が、 先 

生のお 母さんが 佛 壇に 燈明を あげながら、 無事に 歸っ て くれと 云った の を 聞いた。 

先生 は 何も 云はなかった。 自分 は それから すぐに： t つたから 後の 事 は 知らぬ。 

三 三、 久保 熟より 松 陰 塾に 移りた る 時の 校樣、 御 記憶 なきや。 

知らず。 

三 四、 印章の 子義 氏に 就いて 御存じ なきや。 

失 ら T^. 

三 五、 其の 他 

東坡 策の 寫 本の 時、 先生が 來て寫 本 はかう する もの だと 一 枚 書い て 見せて 吳比  1 た。 

墨汁 は 度々 つける もので ない。 半紙の 半面 位 は 一 筆で 書け ると 云 はれた。 

關係雜 慕  二 一 一 

鲁 


杉恬齋 (？」 i) 先生 傳 


r 


ノ活齋 先生 傳 明治 四十 一年  吉田 庫三 

先生 名 は 常道、 字 は 伯 翁、 百合 之 助と 稱す、 话齋は 其の 號 なり。 文化 元年 甲子 二月 二 

十三 日、 長 門國获 ぼ島莊 うに 生、 る。 父 は 七兵衞 I ま、 母 は 岸 田 氏、 三男 三女 あり。 先生 は 

其の 長な り。 仲大助 ^1 は、 it の 兵家 吉田 氏、 季文之 進 § は， は、 藩士 玉 木 氏を嗣 ぐ。 杉 

氏 世々 毛 利 氏に 仕へ、 祿微く 家 貧しく して、 皆 讀書を 好みし が、 七 兵衞を 最も 然 りと 

す。 ip#%.^vxt きも、 1, 誦^ 朗 之れ に處り て晏 如たり。 人となり 鴆實 にして、 故舊 

に 厚し。 配 岸 田 氏 も亦溫 順にして、 人の 是非 を 言 はず。 先生 性 恭敬に して 素樸な り、 

-Ml^ の 中に 生れて 學 業に 耽り、 文 を 仲 與ー左 衞門. 有 吉十之 允、 書 を 粟屋 太左衞 門、 

兵 を 吉田大 助、 劍を北 川 辨藏、 枪を岡 部 右內、 禮を緖 方 十 郞左衞 門に 受く。 年甫め て 

六歲、 七 兵 衞上國 に， ま 役し、 雨後 十餘年 多く 外に あり。 故に 幼に して 家事 を 掌り、 經 

營慘澹 の 間、 心を^^妹の敎養に用ふ。 二 笫の皆 樹立して、 一藩に 推 重 せらる るに 至り. 

杉话齊 先生 傅  .  ニー  五 


杉话齋 先生 傳  .  I 二 六  一 

たる は、 實に 其の 力なり。 文政 七 年 甲 申 八月 十八：： ：- 七兵衞 病みて 歿す、 乃ち 家 を，^ 一 

く。 時に 年 二十 一 なり： 是れ より 先き 文化 十 年 癸 西 三月、 荻 城 大火 あり、 災に摧 りて 一 

まつ もと むら  けうき よ 

財 を 失 ひ、 家政 更に 艱し。 城 東 松 本 村に 移りて 僑 居 寄， ぼし、 久しく 定處 あらず。 是の „ 

時に 當り、 王政 衰微、 士 風類廢 して、 復た 名分 を辨 へ、 ハ浙節 を尙ぶ 者な し。 先生 時事 _ 

の 日に 非なる を 見、 g を發 して 講讀 益. -勉 む。 八 年 乙： €r 地 を, 斷§ 南赚ぞ きに 柩し 

て 草廬を 結び、 明年 兒玉 太兵衞 g| の 女 瀧 子 Iggiigg-i を娶 りて. 供に 耕 を 業と す。 

而 して 春く とき は 棚 を 架して 書を披 き、 馬 を 牧ひ索 を 絢 ふとき と雖 も、 心 思 常に 書 を 一 

離れず。 其の 書 は 主として 本朝の 正史、 若しくは 毛 利 氏の 家乘 なり。 十 年 丁亥 二月 十 一 

六日、 將軍家 齊太政 大臣に 任じ、 世子 家慶從 一位に 敍 せられ、 詔して (豕齊 se- んの事 を 一 

天下に 宜し 給 ふ。  一 

文政 十 年 二月 十六 日の 詔書 

あら は ，  』 

詔、 德を旌 さ ずん ば 則ち 善を勸 むる の道缺 け、 赏を 致さ ずん ば 則ち 力に 報 ゆるの 典 一 

廢す。 征夷 大將軍 源 朝臣、 武は 四方 を 鎮め、 文は萬方を；4^む。 久しく 队 牙の 戟を守 ： 


二) 天明 八 

年 京都 大火、 

內裏 炎上す。 

將第 家齊、 松 

平定 信に 内裏 

造營の ことな 

i- 裁せ しめ、 

寬政ニ 年造營 

戎る 


(二)， 玉 £ 永 

敎、 阿波 出身 

の吉田 流 神道 

の 布敎師 にし 

て 當時菽 にも 

布教に 來 りし 

こと あり.^ そ 

の神國 由^ は 

半紙 數 枚の 小 

葸 な.；； ども 神 

國の由 來を簡 

g- に述 ぶし « 

集 第 卜卷關 

^雑 募に 出づ 

(三) 吉 W  • 

小 早 川 二 氏 


り、 重く 股肱の 住 を 荷 ふ。 黎民 鼓腹の 樂 あり、 蠻夷猾 夏の 患な し。 朝家 益？ 安ん 

L、 海.： 于彌  >  平 かなり。 曩に宫 室 を 新たに し、 規模 古に 復す。 交.' 政 典 を 多め、 祭 

祀廢れ たる を 興す。 其の 德 宏大、 其の 功 畳 盛な り。 已に 武備の 重職 を 極む る も、 卡 

だ 文事の 尊官を 加へ ず。 今 太 政 大臣に 任ず。 宜しく 左右 近 衞府の 生 各.^  一  V、 近衛 

四 人、 隨身 兵仗 を 賜 ひ、 式て 不： 績を 表し、 普く 天下に 告げて 朕が 意 を 知らし む。 

つ かさ どる も.：： 

主 者 施行せ よ。 (原？ ex) 

都鄙 傳 誦して 德川 氏の 榮を頌 す。 1 沐浴き 更め、 遙 かに 

京師 を拜 し、 且つ 泣きて 曰く、 「王室の 式微、 武臣の^ 扈、 終に"：^ に 至れる か」 と。 . 

明年 戊 子 正月 十五 日 民 治、 稱 § め大保 元年.,、 寅 八月 匹： n.K 次郞、 三年 十 一 月 十二 日 

リカ 子ぎ の嫡 き！！ 適く 生る。 是れ より 力 を 子女の 教養に 盡し、 二子 を 率ゐて 且つ 耕し 且つ 

敎へ、 四書 五經 の素讀 は、 概ね 田圃の？^ に 於て 校け 了り たり。 其の 誦讀 せし むる 所 は、 

文 は 文政 十 年の 詔、 及び 玉 田 某の 著 はせ る神國 由來、 詩 は 背 .賴 諸家の 毛 利 氏. (^リ U 

氏 を 詠 じたる もの、 及び 楠 公 墓 下の 作 を 主と し、 其の 他 忠孝 を 磨-蛾し、 節義 を 鼓舞す 

杉话 15 先生 傳  一一 一 ， ご 


嫁し 衞戚 格の 豪 近 二 
すて 門 久の第 農村 二 
吉の 保關四 森-第 

H 養 五 係 女 田 川 く 
家 女郎 上 °賴 村 ま 
に と 左 姻家宽 0  ' 


二) 物 茂 卿 

卽ち荻 生徂徠 

の 古文 辭擧 


怙齋 先生 傳  I； 一  八 

る ものに あらざる はなし。 されば 二子 も 亦 孝順に して 克く 勤め， 絕 えて 遊 嬉の 態な く， 

^子 は尙ほ 幼なる も、 母に 從 ひて 飯 を 炊ぎ 馬 を 洗 ふ 等、 一家 カ行 辛酸 を 極めたり と 云 

ふ。 六 年 乙 未 四月 三日 大助 歿し、 寅 次郞 其の後 を- ポく、 而 して 杉 氏に， 说す。 

大助名 は 賢 良、 字 は 子 良、 龍 門と 號す。 性 剛直に して 大志 あり、 夙に 家學を 興隆 

せんと 欲す。 世の 兵家 文學を 修めず、 陋を 以て 陋を傳 ふる を 憤りて、 深く 經史を ■ 

講究し、 多く 文章 を作爲 す。 又 藩の 儒 士專ら 物學を 守り、 往々 偏見 を 免 かれざる. 

を 歎きて、 徧く 諸家の 說 を涉獵 し、 最も 宋學を 喜べり。 常に 幕府の 橫を 怒り、 

王覇辨 ー篇を 作りて 極論す る 所 あり。 享年 二十 九、 揚を患 ひて 歿す。 其の 疾 き 

や、 自ら 起たざる を 知り、 後事 を遺嘱 する こと^だ 備 はれり。 或は 異藥を 進む る 

者 あれば、 之れ を郤 けて 曰く、 「死 は 命な り、 何ぞ 之れ を 服す るを須 ひん や」 と。 

嚴に祈 禱符章 を 禁じ、 終りに 臨み 特に 從容 として 平日に 異なる ことなし。 遗著經 

-說 詩文 及び 抄錄 數卷 あり。 配久保 氏子な し、 節 を 守りて 歿す。 

寅 次 郞旣に 家 學を繼 ぎ、 年 幼に して 藩主に 謁し、 兵書 を 講ずる や、 門人 故舊 交.^ 來り 


(つ；) 新 百 人 

中間と 合し て 

上兩 組と 稱し、 

又 盗賊 方と も 

云 ふ。 二 組 あ 

り、 一 組 五十 

人な り。 元來 

旗 持 役と なる 

中 問な り。 ^ 

賊改方 は 現在 

の 警察署 長の 

如き 役 

(四) 生來啞 

者^„iり〔關傳.l 


(五) お 梅 太 


賀 する も、 先生 は 甚だ 喜ばず して 曰く、 「吾が 兒は 兵家の 後な り、 區々 たる 講說 何ぞ 

誇る に 足らん や」 と。 十四 年 癸 卯、 藩 政 改革、 大いに 人材 を 擧げ、 隱 逸の 士を 起し、 

(三 3  あらため かた 

文 を 講じ 武を習 はす。 九月、 先生 召されて 百 人中 間 頭 兼 盜賊改 方に 補 せらる、 妻子 

を 山家に 留め、 獨り 幼女 芳子 を携 へて 城 中に 寓す。 此の 月、 母 岸 田 氏 逝く。 是れ より 

先き 壽 51? 产美和 i5、 の 1^5 楫. s¥i は -艷| の 三女、 及び 一一 一郎 生る。 嘉永五 年 壬 子、 

寅次郞 亡命の 罪 を 以て 士籍 を沒 し、 世 祿を收 めら れて杉 氏に 屛 居す。 先生 毫も 意と せ 

ず、 之れ を 慰 論して！：： く、  r 汝が 素志 遠大な り、 一 たび 誤る も 國に報 ゆる は 尙ほ寿 あ 


り 


に 勤めざる ベ けんや」 と。 燕 主の 內論 を，^ け、 藩 府に請 ひて 更に 上國に 遊歷せ 


(五) 


しむ。 安政 元年 甲 {<、 寅次郞 航海の 策 敗れて it 獄に 入る や、 先生、 民 治 をして 毎に 書 

籍 器用 を 贈 遺して、 力 を講讀 述作に 專ら にせし め、 明年 乙 卯 十二月、 獄を 免され て 家 

に歸る や、 之れ を獎勵 し、 族 人 及び 門人 を 集めて 大義 を講 明せ しめ、 遂に 家塾 を 開か 

しむ。 五 年 戊 午 十二月、 藩府 先生に 內 命して」： K 次郞の 入獄 を 請 はしむ I 先生 偶.' 疫を 

患 ひ 嘴 吐して 食 咽 を 下らず、 衰憊 日に 甚 しく、 生死 測るべからず。 民 治. 寅 次 郞相謀 

、 杉话齊 先生 傳  二 " 九 


杉话齋 先生 傳  二  11〇  , 

りて 入獄の 期 を 緩く せんこと を 請 ふ。 數曰 にして 病 稍-' 減ず。 {ja; 次 郞獄に 赴かん とし 

^れ を吿 ぐ。 先生 欣然と して 枕 を 擁して 曰く、 「， 一 時の 屈 は 萬 世の 伸な り、 梨 獄何ぞ 

傷まん や」 と。 明年 己 未 五月 二十 五日、 寅 次 郞幕獄 に 赴く。 先生、 民 治と 共に 坐して 

官を 免ぜら る。 寅 次郞、 家 大人に 奉 別す るの 詩 あり。 ni く。 

平素 趨レ庭 違 二 訓誨？ 斯行 獨識慰 n 厳君？ 耳存 文政 十 年 詔。 口 熟秋洲 一 首 文 e 小少尊 

攘志早 決。 倉皇 輿 馬 情 安紛。 溫凑剩 得留ニ 兄弟？ 直 向 二 東大 I 掃， I 妖雲？ 

とよ J め 一一： つ しま 

と。 秋^ 一首の 文 は 卽ち神 國由來 を 謂 ふ。 其の 開卷 に、 「大日 本璺秋 洲は祌 の國な 

あ わ つ 一 ち 

り 神の 國と 申す は、 天地 開く るの 初め、 神 現れ まします 云云」 と ある を 以てな り。 

此の 詩 は、 其の 勤王の 素養 實に 家庭に 存 する こと を 知る に 足れり。 寅 次郞の ii;^ 到る や、 

先生 言 笑 自若たり。 遺書 を讀 みて 闩 く、 「嗟 吁、 兒 一 死 君國に 報いたり、 眞に 其の 平 

生に 負かず」 と。 寓延 元年 庚申 間 三月 十三 曰、 藩、 先生 を 逼塞 閉門に 處し、 五月 四日 

退隱を 命じ、 民 治 をして 家を嗣 がしむ。 文 久ニ年 壬 戌 八月、 戊 午 • 11 未 以來國 事に 死 

せし 者 を追赦 する の 詔 を 頒ち給 ふに 因り、 十一月 十七 日 * 先生 は 懲罰 返隱を 免ぜられ、 


民 治 は 再び 官に拜 し、 三年 癸 亥 正月 十七 日、 藩 叉 先生 を 起して 御 當職所 御內用 方兼盜 

賊改 方に 補し、 尋 いで 民 治の 長子 小太郞 をして 吉田 氏を繼 がしめ、 其の 祿§ す。 慶 

應 元年 乙せ 三月、 先生 肺 感冒 を 患 ひて 致仕 IT 八月 二十 九日 歿す、 行年 六十 二。 

先生 職に ある こと 前後 二十 餘年、 其の 間 事 |g の傳 ふべき もの 少なから ざるべき も、 藩 

の 法、 私に 公事 を 語る を 禁じ、 且つ 治獄の 如き は 最も 秘密に 屬 する を 以て、 之れ を 知 

るに 由な し。 先生 神明 を 敬 ひ、 淸潔を 好む。 嘗て 家廟 祭祀の 儀 を創定 す。 時 俗 佛を尙 

ぶが 故に、 未だ 遽 かに 悉く 改む ベから ざれ ども、 歲 時の 祭、 忌 辰の 奠は 必ず 此れに 依 

くわん そう 

れり。 朝夕 盥 嗽して 祖先の 靈を拜 し、 誠 を 致し 敬を盡 して 後に 止み、 旅次 匆忙の 際に 

ありても、 決して. 11:- る ことなし。 藩主の 廟に^ づる とき は、 必ず {伯 齋戒 沐浴し、 衣服 

袴帶 より 巾 扇 揮襪の 末に 至る まで、 別に 之れ を 具へ、 半夜 家 を 出で て、 途中 人に 逢 ひ 

語 を 交 ふること を 避けたり。 事 或は 奇 僻に 似 たれ ども、 皆禮 敬の 至りな り。 先生 最も 

光陰 を 惜しみ、 無用の 談を 悪む。 客來 りて 語れば 唯々 する のみ、 敢 へて 自ら 話 緒 を 開 

かず。 人 を 訪ふも 事 を 終れば 直ちに 辭 して 去る。 常に 子弟 を誡 めて 臼 く、 「書 を讀ま 

杉怙 先生 傳  一  ニニ 一 


杉话齋 先生 傳  一二 一二 

ずして 談話 を 事と するとき は、 話柄 當に盡 くべ し」 と。 然れ ども 善く 客 を 待ち、 客 も 

二)  , 

二) 安藝の 亦决を 感ぜざる はなし。 浮 } ^を惡 みたれ ども、 默 ft  • 月 性 等 有志の 僧來 ると き は、 喜 

»皇僧〔^^傳〕 

びて 之れ を 厚遇せ り。 先生 平素 自ら 奉ずる こと 極めて 薄く、 一 の玩 好な し、 魚肉 僅か 

に 膳に 上る も、 座 を 改め 禮 して 後に 箸 を 下す に 至れり。 常に 木綿 を 服し、 終身，： e を.^ 

つむぎ  よる こ 

ず。 疾篤 きに 及び、 家人 爲 めに 紬の被 を 製した るに、 ：D- て^ばず、 直ちに 命じて 之れ 

を 除かし む。 然れ ども 貧窮 を恤 むこと を 好み、 叔母 岸 田 氏、 家 貧しく 病に 臥す る や、 

一家 三 口 を 招 養して 其の 身 を 終へ しめ、 夫人の； t 大 藤氏、 孤 女を携 へて^ 居し、 仇に 

よし 

疫に 罹る や、 亦 之れ を迎 養せ り。 其の 故舊 に！： 一: く、 人の.... -に趨 る は 概ね 此の 類に して、 

事 皆 山 居躬耕 家計 艱難な りし 時に あり、 以て 其の 他を报 知すべし。 先生 名利の 念 淡泊 

にして、 悲喜 面に 昆 はれず。 父子 官を拜 し 恩 を 被る も 嘗て 喜色な く、 せ、 次郞數  >禍：2- 

けんれん  か は 

に 遭 ひ、 殊に 刑死の 時 は 罪 其の 身に 牽連せ しも 亦愁容 なし。 先生 カ行 終始 渝ら ず、 仕 

官後 も公餘 必ず 耕.；；^: i 讀を 事と し、 掛冠後 は 或は； t に 臥し、 或は 園 を 歩して 閑居 蕭散 

くタぎ 

疾を養 ひし も、 亦 書 を 讀み庭 草を耘 り、 勤めて 怠らず。 女婿 久坂義 助 同居す る こと 數 


年、 其の 苦 學の狀 を^て 感歎-しまず、 今人の 及ぶ 所に あらず と稱 せり。 七月 十五 夕、 

疾復た 發し稍 ."$1 きに 及び、 醫戒を 守りて 始めて 讀 書を廢 し、 唯 だ 療養 を專ら とし、 

疾の輕 重 治 否 を 問 はず。 親族 相議 して 他の 醫を聘 せんとす る や、 先生 之れ を 制して 曰 

く、 「主 匕の 心 を 用 ふること 此 くの 如くに して 猶ほ 治せざる は 命の み、 醫を更 へんと 

する は 惑 ふなり」 と。 病 革の 日、 旭 影 東 窓に 映ず る を 見、 微笑して 曰く、 「天 氣晴郎 

(二) 

よじ； P  .A ぬ 

【一に 玉 木 文 愛すべし、 思 ふに-:? j:: が 命 曰； 夕に 迫るな らん」 と。 首に 正 赣 に 語りて 曰く、 「人の 忘る 

ベから ざる もの は 君 父の 恩な り、 汝<ム 暇 ある 毎に、 {且 く. 苦が 公 賜 ふ 所の 章 服 を 着して 

先考の 墓に 詣づ べし。 先考 在世の 日、 汝が化 筆に 登用 せられん こと を 望み 給 ひしが、 

今は汝 民政の 要路に 當り、 御衣の 賜を拜 する に 至れり、 先考の 欣慰 知るべき なり」 と。 

又 嫡民治 以下 子女 を 刀：： して 一 々遣 1 一.！ 1 し、 民 治に 命じて：：： く、 「今日は- f;" が 食餌の 終り 

なり、 汝 進みて 箸 を 奉ぜよ」 と。 食 i 能み、 靜默 する こと 半日 餘 にして 長逝す。 初め 先 

a 一一) 毛利定 生疾 起り し 時、 民 治 藩 世子 侍講と して 山 口に あり、 暇 を 請 ひて 歸 省す。 一 日 僚友 白^ 

廣、 後の 元德  ， 

多 助 來り訪 ひ、 携 へて 郊外に 遊ぶ。 る や 責めて 曰く、 「汝 の睱を 得た る は 老父の 故 

杉话齋 先生 傳  ニニ  一！ 一 


杉 话齊先 傳  ニニ 四 

にあらず や、 今 私に 出で て 遊ぶ は 是れ君 を 欺くな り、 汝 何の 面 ml ありて 世子 公に M, ゆ 

(一)  きんじょく レ， 

(一) 淸太郎 べき」 と。 後 姻戚 久保斷 三 病 を 問 ひ、 衾褥の 後へ に 坐して 民 治と 對話 十.。 其の 去る や 

め 後名 

責めて 曰く、 「客 を 下 席に 置く は、 我れ をして 禮を缺 かしむ るな り」 と。 臥"：^ 半歲の 

斗- 

間、 子弟 を譴 めた る は 此の 二 事の みなりし と 云 ふ。 而 して 皆 上 を 敬し 人を禮 する の 誠 

意に 出で ざる はなし、 亦 以て 其の 人となり を 想 見すべし。 配兒玉 氏、 貞順 勤^に して 

婦道 を 守り、 女丈夫の 稱 あり。 廣.' 內宮の 殊恩を 被り、 明治 二十 三年 廣寅 八月 二 卜 

九日、 八十 四歲を 以て 家に 終 はれり。 . 

先生の 歿後、 嫡民治 累進して 民政 を 掌り、 治績 あり。 後山 口 藩 權少參 事に 任ぜら 

れ、 置 縣後數 蛾を應 て退隱 し、 玉 木 先生に 繼 ぎて 松 下 村 塾の 主と なり、 子？^ を敎 

育せ り。 明治 三十 三年 四月 九日 特 3 曰 を 以て 從 五位に 叙 せら. る。 


(附錄  一)  I 

杉 百合 之 助 常道 (拔萃 )  杉 民 治 筆 一 

1、 文化 元 甲子 年 二月 二十 三日 生、 父 杉 七 兵 衞常德 の 長男、 母 は 岸 田 氏。  - 一 

一、 文政 七 甲 申年、 父 七兵衞 病死。 同年 九月 二十 七日、 家餐仰 付けられ 候 事。 

妻 は兒玉 氏、， llgglg 家 子 七 人、 男 梅 太 郞後民 治と 改め、 家を嗣 ぐ。 大 次郞、 寅，^ 

郞と 改め、 吉田氏 を 銅ぐ。 敏三 郞啞。 女 千代 後ち 芳 子と 改め、 兒 玉へ 嫁す。 壽子小 

田 村へ 嫁す。 美 和子久 坂へ 嫁す、 故 ありて 後ち 楫 取へ 嫁す。 艷子 夭す。  一 

一 、 文學、 仲與 一 左衞門 へ 從學、 其の後 有 吉十之 允 へ 學ぶ。 

一 、 筆 道、 粟屋 太左衞 門へ 學ぶ。 

一 ノ劍術 北 川 辨藏、 檢術岡 部 右內、 禮式， 緖方十 郞左衞 門， 軍學 吉田大 助へ 入門 學. ぶ。 一 

1、 夭 保 三 壬 炭 年 五月より ：！^ 四 癸 じ 年 三月 比 迄、 記錄所 御次番 役、 一 御，^ i 中 所 勤 仕 _ 

り 候 事。 . 

一、 同 五 甲 午年 四月より 同 七 丙 申年 三月 迄、 吳服 方役武 番手 所 勤 仕り 候 事。 

杉话齊 先生 傅  一 一二 五  一 


二 る ぜ た 以 に 氏 知 ：:^ 
二 な らめ 前し は 行 c: 
二 りれ 三 はて ニニ  、 
M  。居 石 借 、十 元本 
參後 り 宛 金 こ 六來統 
照 出た 減 のれ 石 杉の 


二) 萩の 東 

北數 里の 所に 

つ 一) 扶持 方 

九 人 高 六十 石 

以下の ものに 

して、 一に 近 

習 通と も い ひ， 

給 地 持に あら 

ざる 階級。 杉 

氏 はこの 階級 

なり 


杉话齋 先生 傳  ニー； 丄ハ 

(一)  (J 一)，  . に 

は が (だい  むき ふ ，>'.パ0-  み あ ひ 

1、 同 十四 癸 卯年 四月、 羽 賀臺に 於て 習練 御 狩の 節、 無給 通 中の 見合 仰 付けられ 候事ハ 

一、 同年 九月、 百 人 御中 間頭并 びに 盜賊改 方 兼帶仰 付けられ 候 事。 

嘉永六 癸丑 四月、 左の通り。  . 

覺  . 

一 、 髙三石  杉 IG 合 之 助 

右 祖父 文 左衞門 代、 安永 四 年 大坂借 仕り 知行 減少の 分、 此の度 銀 青： 貫 或 百 H 上納 仕る 

ベく 候 間、 一 ッ 書の 辻 本 知と 結び 下げられ 候 様 申出で、 願の 如く 仰 付けられ 候 事。 

一、 安政 六已 未年 五月 二十 五日、 左の通り。 

(吉 田{ 贝. 次郎 一件に 付き 御 役 召 上げ ちれ 謹愼仰 付けら る。 別揭 に付き 略す" 第十ー卷關係.^^、文 

書類 參照) 

(同事 件に 付き 杉 梅太郎 同斷。 别揭 に付き 略す。 同前 參照) 

1、 萬延元 庚申 年 問 三月 十三 日、 左の通り。  • 

(吉 E 贫次郞 一件に 付き ：遇 塞 仰 付けら る。 別揭 に付き 略す。 同前 參照) 


照 出 梅な なる て足祿 S に 
二 太 りきべ 大 ちが:^ m 

三郞 °    き ti ざ ra る 
三 祿當ぃ も にる 十 杉 
寅 高 時へ K 入 を 石 氏 
參 後の る 格れ 以に家 


(£) 一  に 馬 

廻 組と もい ひ、 

總べ て 八 組 あ 

り、 俗に 八 組 

土と 稱し千 六 

百 石より SI 十 

石に 至る。 .il 

給： 通の 下士 上 

等に 對し 中士 

9 


1 、 同年 五月 四日、 左の通り。 

(吉田 黄次郎 一件に 付き 1^ 居 仰 付けち る。 別揭 に付き 略す。 同前 參照) 

一 、 文 久ニ壬 戌年 十 一 月 十七 日、 左の通り。  - 

梅 太郞父 杉 百合 之 助 

右 先年 御 咎めの 趣 之れ あり、 隱 2^ 仰 付け 置かれ 候處、 非常の 御 詮議 を 以て 御 咎めの 儀 

御免 じ、 尋常の 隱居仰 付けられ 候 事。 

一、 同 三 癸 亥年 正月 十七 ：n、 御 當職所 御 內用仰 付けられ、 根 役より 盜賊改 方の 御用の 

儀 御 聞かせ、 本 役 同様の 心得 を 以て 所 勤 仰 付けられ 候 事。 

一、 慶應元 乙 ft 年 三月 二十四日、 左の通り。 

• 梅 太 郞父隱 居 杉 ぼ 合 之 助 


右 百 人 御中 間 頭 盜賊改 方 兼 役に て 二十 ケ年 堅固に 相 勤め 候に 付き、 御 仕 法の 如く 大組 

入りの 御 詮議 仰 付けら るべき の處、 隱居御 職の 儀- 其の上 本人 梅 太 郞御恩 高足らず、 

旁.' 此の度 御沙汰に 及ばれ 難く 候。 も 役 座の 先例 も 之れ ある 儀に 付き、 追って 御 序 

杉 W 儕 先生 傳 •  ニニ 七 


杉话齋 先生 傳  ニニ 八 

の 節 何分 の 御 詮議 に 及ばれ 下さるべく 候 事。 

一、 同日 病身に 付き 御 役 內斷り 申出で、 願の 如く 差替 へられ 候攀。 

一、 同年 八月 二十 九日、 病死 仕り 候、 行年 六十 歲。 

1 、 同年 九月 朔日、 左の通り。  . 

一 、 札 銀 貳百五 拾 目 

杉 百合 之 助 跡 

右 百合 之 助 事 多年 御 役 相 勤め 候內、 百 人 御中 間 頭 盜賊改 方 兼帶、 且つ 御當 11 所 御內用 

より 盜賊改 方 御用 御 聞かせ 成され、 取合せ 一 所 1^ 拾ケ年 堅固に 相 勤め 苦勞を 遂げ 候。 

之れ に 依り 格別の 御沙汰 を 以て 前書の 通り 御內々 御氣を 就けられ 候 事。 

覺に 記す、 是れは 御 國用方 詮議と 相 見え 候。 

(附錄 二)  - 


杉 百合 之 助 逸話  ，  杉 民 治 筆 

祖父 文 左 衞門德 卿 代より 川 島に 住居 致した るに、 文化 十 癸 酉年 三月、 川 島 未曾有の 大 

火の 節 類燒、 夫れ より 松 本に て 所々 借 宅 致し 居り、 文政 中 護國山 南の 圑子 岩の 下へ 宅 

を 卜し、 專ら躬 耕 を 以て 業と し、 其の 內 にて 終身 讀書を 勤め、 春く には臺 柄へ 見臺を 

かう うべ 

挤へ書 を 見、 子供 梅 太郞. 大次郞 の 素讀は 大概 昌 にて 敎へ、 自身 も 耕 耘の際 常に 勤王 

に 係る 詩文 等 吟誦し、 自然と 子供の 勤王の 心 も 幼年 中より 養成したり。 お 次 郞已禾 の 

年關東 出立の 時、 「寧 二^家 大人？ 平素 趨ヒ  1 違 二 訓誨？ 斯 行獨識 慰， 1 嚴 君，〕 耳存 文政 十 

. 年 詔。 口 熟秋洲 一首 文。 小 少尊镇 志 早 決。 蒼 皇輿馬 情 安紛。 云々」 の 詩 ある も 此の 事 

^1』 の I ハ なり。 其の 外 茶 山 •  .KM 评 •  m 陽 等の 楠 公 其 の 他 詠史 類 の 勤王に 關し乂 は 毛 利 公に 係る 

能吏に して 又  つ 

詩 も 善くす 詩 は 大概 暗記し、 常に 沈吟したり。 弟 文 之 進 時々 戲れて 曰く、 「今日は 何が 憑きた る 

の」 と。 其の 日く  口ぐ せに 幾遍も 反復 吟 ずるな り。 會澤の 新 論 等 手 寫の書 今 尙ほ現 

存 せり。 年 四十、 天 保 十四 卯年、 藩 政 御 改革 更_ ^の 際、 羽 賀臺御 狩の H 儿合仰 付けられ、 

"』i 、は は 合 引 績き盜 賊改方 人 御 屮間頭 役 仰 付けられ、 出 宿 住居に て 在職 

杉lt^齊先生傳  ニニ 九 


杉怙齊 先生 傅  一;三〇 

中 も 躬耕讀 書 は 怠らず 勸 めたり。 g?§slfls，l£?7. 無用の 話 をす る を 嫌 ふ、 光 

陰 を 惜しむ が爲 めな り。 客來 りて 談 ずる も 唯々 する のみ、 敢 へて-: n ら談錯 を 開かず。 

他人の 家に 行く も 要用 を 終 はれば 速 かに 辭し歸 り、 無用の 談を せず。 嘗て 梅 太 郞を成 

めて： ： く、  r 汝が 如く 書は讀 まずして 話 計り すれば、 話す 事盡 くべ し」 と。 其の 苦學 

は 久阪義 助 同居 中 深く 感じ、 廣.' 歎賞せ り。 

一 、 神明 を 敬し 潔 僻の 氣味 あり。 毎朝 家內 中に て，：：： 分 第 一 に 起き、 手づ から 一 番の新 

水 を 汲み、 先祖の 靈 神に 供す。 もし 病 あれば 梅太郞 又は 妻に 代らし め、 決して 奴婢に 

ましめ ず。 春秋 祖先の 祭 忌日の 祭 ュ、： ^ら ずして 自ら 祭る。 毛 利 先 公の 廟仰德 社 及び 

うぶすな 力 fe-  ,_Jr  、 

産土神 I. が 等へ 詣づる も屢. ^せず、 年に 兩 三度-:^ 位に て、 必ず 前日より 潔齋、 iE 代 御 

ニー) 

みみ じろ 

香典の 錢は耳 白 を 撰び、 淸水 にて 洗 ひて 包み、 深夜より 起き、 手づ から 水 を 汲 み^を 

わかし、 がし、 其の 曰 j! 水 等へ 他人の 手を觸 るる を 許さず、 而 して 參り 懸け 片道 は 必ず 夜 

の 明けざる 內 に參詣 す、 途中 種々 の 人に 出會 する を 「3.』 みて なり。 其の 衣服 • 上下. 懷 

中 •  ！：！ 子. 犢鼻 禅に 至る 迄、 常に 用 ひず 別に 致し 置き、 決して 美 を 用 ひず、 唯 だ淸淨 


よぎ 

を 求む るの み。 歸途も 他の 家に 過る 事 も 必ず 致さざる なり。 

一、 人 の^を 救 ふ 事 は、 母の 妹 岸 田 氏の 病みた る を 久しく 引受け、 死去に 及ぶ 迄 看護 

し、 叉 妻の 姉大 藤氏の 娘 を 携へ甚 居し、 兩人 とも 疫病に 係りた る 時 引受け 保養 を 1^ し 

たる 類、 皆 山中に て^ 耕 生計 艱難 中の 時な り。 

一、 應慶元 乙 丑 三月より 肺 感冒に て 或は 得に 在り、 或は 起 t:、 時として は 園 中 徘徊す 

る 位 なれ ども、 讀 書は廢 せず、 時々 庭前の 除草 杯 致し、 初秋に 至り 再感 して は 御大 事 

と、 醫 より 戒め 置きた るに、 不圖 七月 十五 日夕 方、 ？ぬ後 惡寒を 覺ぇ再 感の徵 あり。 夫 

れ より^ 讀も廢 し、 兒孫 奴婢へ も 一向 怒 首 を 出さず、 誠に 順良に して 唯 だ醫言 に從 ひ- 

服藥の 程度 を 守る のみに て、 絕 えて. M の 輕重治 不治 等 は 問 はず、 親類 議 して 他の 醫に 

C 一一) 

3 藩お、 も： せ 度く 申し けれども、 靑木 硏藏此 くの 如く 心を盡 し、 夫れ にて 治せざる は 命な り- 

蘭 方に 通じ、 

SJ^ のー稱 あり 色々 と 心配す る は 迷と 申して 承引せ ず、 病 革の 日、 親族 枕 を 園み 集りた るに、 今日は 

宜 敷き 天氣、 最早 や 久しく は 生きても 居る まじく、 一  つの 物が 二つに 見える と 申し、 

第一 に 文 之 進へ 亡父の 遣 海を演 ベ、 夫れ より 順々 人別へ 遺言し、 食餌の 終り 故 梅太郞 

,  杉 ^ 资 先生 傅  .  .  二  n 二 


頁 事に り 計て る 祿財安 外 十な 持 二 
に 前 fg  。二  、るよ の 永 三 三れ は J 
見出 財 嘉十家 も り 爲年石 石 は '四 
ゆ 二 返 永 六祿の 差め 間 云な 合 石 一 
二 濟六石 は に 引 にの々 り 計 五 人 
六の 年な 總 しか 摩 借 は 。二 斗扶 


杉话齋 先生 傳  •  二  ni  二 

より 喻 はせ よと 申し 候 間、 一 口く くめ、 夫れ より 半日 計りに て 長逝す。 實 に慶應 元年 

八月 二十 九日な り。 

儉素を 好み、 身に 奉ずる 薄し。 常に 韆 かの 盛 饌 にても 座 を 改め 戴きて 食す。 衣服 は 終 

身 木綿 計り、 病中； 10 ム のたん ぜん を 裤らへ 着せた る も、 ハ母度 是れは 除け て 置くべし、 

木綿の 分に せよ と 申して、 遂に 細の 分 は 用 ひざるな り、 其の タン ゼン 今祸ほ 現存す。 

(附錄 一二) 

杉 家祿高 (分限 帳に 據る)  - 

文政 十 亥年 以後 嘉永四 年 迄  , 

御 扶持 方 三人 高 九 石 五斗 

外 三 石 浮 米 高 減少 石  .  ， 

文政 十亥甙 拾四歲 

卯武 拾八歲 杉 百合 之 助 

售 


•  嫡子 梅太郞 

安政 二 年 以後； 1: 六 年 迄 

11: 三人 高 拾 1^ 石 五斗 

安政 或 卯 五 拾戒歲 

未 五 拾」 ハ歲 杉お 合 之 助 

嫡子 梅太郞 


杉 先生 傳  二 ミーに 


き 


太夫 人實成 院行狀 (ri 


I 


城し 兼 百 保 之 
中 て 盗人 十 助 ご 
に 出賊中 ra 常 
住 仕 改間年 道 杉 
むし 方 組 九 、百 
、と 頭 >ョ 天 合 


太夫 人實成 院行狀 明治 二十 三年 九.^  杉 民 治 編 

太夫 人名 は 瀧 子、 文化 四 年 丁 卯 正月 二十四日 获 城に 生る。 實は毛 利 志 摩 家臣 村 田 右 中 

yL) 關 si の 女に して、 兒玉太 兵 衞に養 はれ、 文政 九 年 丙 戌 十二月 杉 氏に 嫁す。 三男 四 女、 民 治 

家を嗣 ぐ。 次 寅次郞 出で て吉田 氏を嗣 ぎ、 芳子兒 玉 氏に、 壽子小 田 村 氏に 適き、 艷子 

夭し、 美 和 子久坂 氏に 歸ぎ、 〔ば ig 氏〕 季敏三 郞啞、 死す。 太夫 人性 仁愛 勤儉、 克く 事に 

耐ふ。 初め 杉 氏 家 貧、 廬を城 東護阔 山の 南 麓に 結び、 耕讀を 業と す。 太夫 人 先君に 從 

ひて 野に 耕し、 山に 樵り、 時の 寒 熱、 身の 勞逸を 顧みる に遑 あらず、 備 さに 稼 穡の艱 

難 を 嘗め、 或は 自ら 馬を牧 する に 至る。 後先 君 出仕、 外に 在る こと 六 年餘、 而 して 素 

より 婢僕を 役す る 能 はず。 太夫 人 代りて 家事 を理 め、 田圃 を 耕す、 其の 勤勞 知るべし。 

太夫 人の 入" て婦 となる、 臭に 見 ゆるに 及ばず、 姑に 事へ て 至孝な り。 姑の 妹 岸 田 氏 

亦 貧、 杉 氏に 寄食す る、 年 あり、 且つ 久しく 病んで 床に 臥す。 時に 民 治猜ほ 五六 歲、 

太夫 人實成 院行狀  二三 七 


太夫 人實 成- 院行狀  二三 八 

貪 次 郞 三四歲 にして、 芳子は 僅かに  一 ニ歲 のみ。 太夫 人 三 子女 を 挽へ、 扶持_^;;:護到、b 

ざるな く、 遂に 其の 汚穢 を 洗滌す る も 以て 意と せず。 姑 氏 f.^ きて 之れ を 謝し、 觀る者 

爲 めに 淚を垂 る。 太夫 人 之れ に處り 終始 渝ら ず、 一 に ゾ 如たり。 太夫 人 貧 W の 中に 在 

りて、 最も 心 を 子女の 敎 育に 用 ひ、 諄々^ 誨、 家事 を 以て 學業 を缺 かしめ ず。 先君の 

たやす  ■ 

♦ 弟 玉 木 正糴君 人と 爲り 峻嚴、 輙く人 を 許さず、 乃ち 稱 して. V 夫の 及ぶ 能 はざる 所と な 

•  十。 後 寅 次 郞松下 村 塾を繼 ぐに 及び、 來學の 子弟 を 愛し、 時に 赏す るに 物 を 以てす。 

當時國 論 紛擾、 寅 次 郞譴を 蒙り 家に 幽す、 同志の 士來り 訪ふ； 母に 太夫 人 喜んで 之れ を 

  い 5 えき  ^ 

迎へ、 酒饌を 饗して 款待す。 其の 閉居 後進 を 誘 被す る を 得た る もの、 太夫 人 實に與 り 

て 力 ありと す。 太夫 人 頻りに 逆 憂に 罹り、 四 子 四 孫 其の 他 指 を iS:: する に堪 へず。 就中 

寅 次郞の 刑死 は 變の大 なる 者に して、 禍延 いて 先君に 及びし も， 絶えて 狼识 恐怖の 體 

なく、 言容 常に 異ならず。 明治 九 年 前 原の 亂 ある や、 其の 最愛の 孫 小 太郞、 一族の 長 

老正 fl 君、 及び 孫 婿 玉 木 正： _m 皆 之れ に 死し、 族 人 亦 多く 事に 與る。 故に 隣 變を 聞く 

二) 周防國 . も禍を 恐れて 近づかず、 而 して 民 治 は 役に 玖珂 郡に 在り、 家 は 唯 だ 婦女 童お のみ。 太 


夫人 毅然 敢へ て 哀を發 せず、 單身事 を處し 一 も 誤らず。 其の 胸中 餘地 ある 1^.- 此の 類 

なり。 太夫 人晚 年名聲 益.' 世に 顯 はれ、 朝野の 慰問 絶えず。 遙 かに 書 を 寄せ 眞像を 請 

. ふ もの 多し。 明治 十五 年 冬、 下野の 人 藤 田 一 郞來り 就いて 太夫 人 を 見る、 去る に 臨ん 

お" § で 亦 寫露を 求む。 其の 東， 京に 到る や 持して 三條相 公に 謁し、 遂に 乙夜の 覽に 達する 

を 得。 皇太后 皇 1L= 兩 下 亦 御覽を 辱う し、 十六 年 八月 十六 日、 特に 羽二重 一匹 を 

賜 はる。 二十 年 十一月、 病 作り 稍 や 重し。 遠 江の 人 金 原 明 善 嘗て， X 次 郞を慕 ふの 餘り、 

太夫 人の 爲 めに 謀る もの 少なからず。 此に 於て 報 を 得て 大いに 驚き、 ¥11^ 宮內 大臣に 

ぶん 

至り 狀を 具す。 旣 にして 事 聞し、 此の 月 十八 日 皇后陛下 御菜 子 一 折 を 賜 ふ。 幾く も 

I 一一 一一 蘭餘 なくして 病 愈 ゆ。 後 二十 二 年 十二月 二十 七 曰、 又 縮緬 r 匹 を 下賜 せらる。 私) 年 六月 二 

に 明治 一一 十三 日、 有栖 川大將 殿下 山 ロ縣御 巡視に 際し、 松 下 村 塾 を 御通覽 在らせられ、 親しく 

十一：. <i" 

4, 人 4^.^  は，」 a? をら る。 「二十 年 十 一 B -、 舊 藩主 毛 利 公夫 人、 紋付^ 樣を 贈り て 其の 病 も 問 はれ、 二十  一 te.、 ヘムの J 秋 こ 

ブ. ノを fsl せらる ら るるに 當り、 東 光寺に 於て 1 せし 時、 夫人 親し，： t- 授 る 人 

ほ。 な〕 叉 松 陰 神社 創建 の 時 思 召 を 以て 金 を 賜 ひ、 後 寅 次 郞に位 を 贈らる る 等、 〔I  ,J  f  S 随；^ 

れい」 わ〕 優 「おの 恩典に 逢 ふ 毎に、 • 皇 恩に 感激し 泣涕已 まず、 必ず 先君 及び 寅 次郞の 
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靈を 祭り、 且つ 曰く、 ー兒 非常に ま^れ、 先人 踵いで 世 を 去り、 俱に明 時に 遭 ふ を 得ず、 

老婦 獨り 此の 榮を荷 ふ、 何ぞ 悲痛に 堪. へん」 と。 易 簧に先 だつ 十三 日、 松 下 村 塾 修築 

略 ぼ 成り 上棟式 を 行 ふ。 太夫 人 輿に 乘じ 出で て 之れ を 見る。 式 罷み实 を；^ るに 及んで、 

終始 筵に 列し 杯 を 賓客 以下 職工に 傳へ、 喜色 溢れて 掬すべし。 蓋し太夫人久しく{*^^ 

郞の 不幸 を憐 む、 而 して 今 は 則ち 位 を 贈られ、 社 を 建て、 又 塾 址を修 むる に 至. る、 其 

(1) "ハほャ 

の 老懷を 慰む る 知るべき なり。 太夫 人 先君 を 喪す るの 後 深く 佛を 信じ、 島 地 *大洲- 

赤松 諸師に 就いて 奥義 を 質し、 叉 嘗て 大谷 法主に 謁し^ 字を受 く。 念怫 唱名 を 以て 養 

老の樂 事と なし、 病 革に 至る も猶ほ 口に 念佛を 絶たず。 常に 曰く、 「生きて 朝恩に 浴 

し、 死して 樂 土に 遊ぶ、 人生の 幸福 之れ に 過ぎず」 と。 太夫 人 飽くまで 憂苦 を閱歷 し、 

身心 を勞 する、 尋常に 非ず。 然れ ども 老に 至りて 精神 未だ 弛ばず、 兩 三年 前 始めて 稍 

ゃ衰 耄を覺 え、 且つ 四肢 日に 肥大 を 加へ、 起居 意の 如くなら ざる を 以て、 常に 蓐を離 

れ ずと 雖も、 頗る 健康に して 餐を加 ふる、 壯 者に 減ぜず。 八月 二十 三日、 偶.' 流行 感 

冒 症に 罹り、 二十 九日 午前 十二時 終に 逝く。 而 して 前 夕猶ほ 能く 紅 餅 數片を 喫し， 詰 


s 一又 鹿 粥 ー捥を 啜る を 得、 枕に 凭り 安臥 睡に 就く ものの 如くして 絕し、 毫も 苦悶の 狀 

  まとり；^.  0 ナ ， 

を兑 ず- さ 二十日 護國 山南舊 腹の 上 先 祭 ■ の 次に 葬る。 浮： 諡 して 實成院 釋知覺 乘蓮大 

妹と ni ふ。 乘 蓮の 字 は卽ち 法主 嘗て 與 ふる 所な り。 旣に沒 する の 七日、 皇后 化 4^ 下田 5 

召 を 以て 金 一 百 圓を賜 ひ、 追？^ の 恩 33 を 傅へ させら る。 民 治 恐 懷捧寺 謹んで 靈ュ W て * 

す。 嗚呼、 太夫 人に して 知る あらば、 其の 恩に 感じ 榮を 喜ぶ、 果して 如， 可ぞ や。 而し 

て 今 は 則ち 得て 見ず、 唯 だ 音容の 周隨の 間に 彷彿す る あるの み。 乃ち 淚 を，^, めて 行事 

を狀 し、 以て 家に 傅へ、 匹婦に して 數.' 九， 重の 恩命 を 揮す る 太夫 人の 如き ある を 知 

らしめ、 併せて 皇 恩の 忘るべからざる、 太夫 人の 崇 ぶべき 所以 を 示す。 太夫 人世 を 

招つ るの 三十日、 不肖 民 治 泣 血 手記す。 

(附錄) 

品 川 彌ニ郞 より 杉 民 治 宛 明治 二十 二 年 十一 一き 一十 七，， 

今朝 十一 時參內 仕り 候處， 皇后陛下より 御 側近く： r させられ、 松 陰の 老母へ 些少の 
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品 なれ ども 遣 はし 度く 候 間、 彌ニ郞 より 然るべ く 取 計ら ひくれ との 御言 葉 あ りし 故、 

御 包 〔£| 龜〕 拜 戴し、 「斯 くの 如き 迄 大御心 を 掛けさせられ、 松 陰の 母 は 申す 迄 もな 

く、 松 陰 も 地下に て 感泣 致し 候 はん」 と 申 上げ、 落淚 して 御前 を 退きたり。 やじが 心 

事 御 推察 下さるべく 候。 右 御 品 御 送附方 は" 三 樣へ談 じ 取 計ら ひ 申すべく 候。 何卒 先 

師 の御靈 前にて 北 堂 君へ 御 渡し あらん こと を 希望し 奉り 候。 香 川 太夫より の 話に は、 

當 三月 松陰幷 びに 御 老母の 事 皇 115 陛下に 御 話し 相 成り 候 後 〔請 額 Sf2lliJSS 請？〕、 

幾度 も 老母の 事 御 話しに 相 成り、 よき 折 あらば 何 か 老人に 遣 はし 度し と御內 沙汰 之れ 

あり、 過日 來品 川が 參內 したれば 知らせよ との 事に 付き 先刻 申 上げ 候處、 直ちに 御；^:: 

に 相 成り 候 云々 との 事な り。 實に 先師の 顔色、 やじが 眼に ちらつき、 先師の 靈魂は 

皇城を 擁護して 居る 心地 致し、 御前に て 落淚に 沈み、 漸く 前條 記載の 御禮 もけ 申 上 

げたり。 御 推察 御 推察。 嗚呼。 

明治 二十 二 年 十二月 二十 七日  御料 15 にて やじ 拜 

杉 民治樣  . 
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二) 玉 木 家 

にっきて 調 杏 

せし 所に よれ 

ば、 氏名の.！？ 

記に して、 一 

IK の 雅號と は 

區別 すべ きが 

P  ) 

(二) 大 組と 

も 云 ひ、 H£i! 

とも い ふ。 
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まかぬ  .  (1) 

先生 初 名 は 正 一 、 後 正 fi と改 む、 字 は 藏甫、 文 之 進と 稱し、 初めは 韓峯、 後に 玉 fl と 

號す。 文化 七 年 ま、 午 九月 二十四日、 長 門 萩に 生る。 藩士 杉 七 兵 衞|§ の 第三 子な り。 

文政 三年 庚 辰 六月 晦日、 出で て 玉 木 十 右衛門 の 後 を， 1 ぐ。 家 世.' 毛 利 氏に 仕へ、 

(二) 

八 組に 班す。 

先生 實兄杉 百合 之 助^ If^f  • 吉田大 助 f ま, g ズ宽 と共に、 貧困の 中に 生長して 耕 嫁 

講讀を 事と し、 經史に 通じ、 詩文 書札 を 善くす。 人と 爲り嚴 正にして、 勤儉は 百合 之 

助に 過ぎ、 剛直 は大 助に 5g ゆ。 ；大； 保 十三 年、 徒 を 集めて 教授し、 堂に 扁 して 松 下 村 塾 

と 曰 ふ。 課する 所は國 史家 乘、 其の 他 國體に 基き 節義に 關 する 書 を 主と し、 經 說は宋 

學を 奉じ たれ ども、 ^行 實踐を 先務と なせり。 故に 有 爲の材 を 輩出し、 贈 正 四 位吉田 

寅 次郞. 故 子 @1{ 入 戶瑰。 故從 五位 久保斷 三 .從 五位 杉 民 治 等 は 其の 髙足 なり。 窗、 次郞 

玉 木 正 a 先生 傅  二 四 五 


( 1 ) 倫 館 

(二) 代官 


(三) 午幽 

室 文 稿 r 嚴囚 

紀事」 第五 卷 

一一 1 一 1 三 1^ ま 照 


(四) 安政 五 

年 十二月 五日 
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藩學に 於て 山 鹿 流： 車學 を敎授 十る に當 り、 年 幼なる を 以て 其の 事 を代攝 す。 寅 次郞年 

十一、 藩主に 謁して 兵書 を 講ず。 侯 之れ を奇 なりと し、 其の 師を問 ふ。 左右 答へ て： n 

く、 玉 木 文 之 進な りと。 後 藩 學の都 講に擧 げられ、 叉 異船防 禁手當 掛りを 命ぜられ、 

浦 賀に屯 戌し、 進みて 數 郡の 宰に歷 任し、 到る 處令聲 あり、 治 常に 十六 宰に 冠たり。 

安政 五 年、 藩府寅 次郞を 獄に投 ぜんとす、 而も 罪名な く、 且つ 先生 を 悼り て 直ちに 事 

を發 せず、 先づ 密かに 其の 草議を 示す。 先生 愤然 として：：： く、 「{< 次果. して 罪 あらば 

之れ を 獄に投 ずる こと 固より^ なり。 然れ ども 彼れ は 忠孝の 士 なり、 決して 父兄の 命 

を聽 かざる 者に あらず、 而 して 今 は旣に 父の 家に 幽せら る、 言論 或は 激に 過ぐ る こと 

ある も、 心 は實に 他な きを 保す。 だ 政府、 若し 父兄 義理に 通ぜ ず、 子^？を戒飭する 

こと を 知らず とな さば、 僕 請 ふ、 官を罷 めて 寅 次と 共に 講論 研究して、 益. >獻 ^を 謀 

るべ し」 と。 乃ち 病 羸 任に 堪へ ざるの 狀を 上る。 府相、 其の 材を 惜しみ 勉めて 事を視 

" ん もく 

せし む。 是に 於て 先生 赏次郞 を 論して 嚴 囚靴默 せしめ、 投獄の 議 暫く 止む。 居る こと 

(四) 

數日 にして 叉 投獄の 命 あり、 先生 郡に あり 報 を 得て、 且つ 怪しみ 且つ-せり、 急速 事 を 


s) 周 布 政 終へ て歸 り、 重 吏 某 を 詰る。 某 答 ふること 能 はず、 酒 茶 を 供して 款待す。 先生 怒りて 

之 助。 投獄 S  ふ 

0^0  in く、  r 是れ燕 安の 具の み、 余の 樂 しむ 所に あらず」 と。 乂座客 某 を 顧みて！ ：！ く、 「聞 

(六) m 田 亦 

夼。 同前 參照 く 頃ろ 數人を 長 崎に 遣 はし、 . ^技 を 學ば しむと、 蓋し 足下の 建議なる べし。 數人學 成 

り、 歸 りて 一 國に敎 へ、 然る 後に 夷 を- 復 うて 王に 勒む、 亦 頗る 迂 ならず や」 と。 遂に 

大いに 主客 を 責めて 曰く、 「諸君 前年 余と 共に 藩學 にあり て 經史を 講究せ し 時、 意氣 

甚だ 盛んにして 慨然と して 實踐を 期せし に、 今 は 皆 虚妄に 屬 せり， 余復た 共に 語らず」 - 

、 と、 蹶起して 去りぬ y 翌年 寅次郞 幕府に 刑 せらる る や、 先生 現官 にあり て 謹慎 を 命ぜ 

らる。 先生の 寅 次郞に 於け る、 恩義 父師を 兼ね、 其の 忠節 を激勵 する こと 最も S なり 

しかば、 哀 自ら 禁ぜず、 書 を 當路に 贈りて 寅 次 郞の苦 攻を辯 明し、 且つ 再三 職を辭 

© る  C ぼ 

すれ ども 聽 されず、 累進して 郡 奉行 等の 要職に 陞り、 廣.- 時務 を上陳 し、 又 重 議に參 

與し、 直言して 憚らず、 事 苟も 理に合 は ざれば 廷折 面責して 屈せず。 常に 正義 を 盛ん 

にし、 谷 論 を 抑 ふる を 任と す。 故に 俗吏 先生 を忌惡 し、 多く 內に 居らし めざれ ども、 

亦 長 敬して 害 を 加 ふること 能 はず。 時人 方正 を 謂 ふとき は、 輙ち玉 木 先生 を稱 する に 

.  玉 木正輾 先生 傳  二 四 七 


玉 木正囅 先生 傳  二 四 八 

至れり。 元 治 • 慶應の 際、 內： 外患に 處し、 身數- 危地に 陷れ ども、 毅然として 動か 

ず、 藩府郡 治の 間に 出入して 士氣を 鼓舞し、 民心 を 鎮撫し、 又 嫡子 贈 正 五位 彥介 

に？ 靜 * をして 赤 間關に 走り、 御循 嫁に 投ぜ しむ。 當時藩 吏の 子弟に して 隊に 入る は、 實に之 

に 恭順 を 旨と 

する 俗論 派に れを 魁と す。 慶應 元年 八月、 增祿の 命 あり。 曰く、 

對抗 して fcp 卒 

出身の 有志 を  c-KC/-i 

中心に 度く 藩  Hi 木 文 之 進 _ 

れ ^ ば、 ゼれ E  右 兼て 尊镇の 大義 を 確守し、 多年 彼是の 御 役 相 勤め、 容易なら ざる 心配 苦 おん を 遂げ、 

險ニタ し 

て、 御堀 耕 助. 老功 旁.^ 屹と 御用に も 相 立ち 候 段 神妙に 思；：：：： され 侯。 之れ に 依り 出 格の 卸、.：： 入を以 

山 田 市 之 允 •  r 一一) 

て 持 懸り御 恩へ 引 足し、 都合 五 拾 石高に して 御 根 帳へ 付け 遣 は. され、 ^kl 勘 渡 仰 付 

(二) 御 恩 高 

卽ち祿 のこと けられ 侯 事。 

. 慶應 元年 八月 

先生 書 を 上りて 之れ を辭 す。 其の 一 節に 曰く、 「格^の 御 心 入 を 以て 右 御加祿 j 先づ 

御 預り仰 付け 置かれ、 他日 尊-挺の 御 誠意 益-御 貫徹、 御國內 平定 安堵の 上に て、 ？刖 滴 

の 功 も 相 立ち 候 はば、 其の 節 改めて 頂戴 仰 付けられ 下され 候 様 願 ひ 奉り 候。 左 fe- はだ 


(三) 平安 時 . 

代の 國司。 左 

大臣 橘 諸兄の 

後裔。 贞 觀十 

一 年、 從 五位 i 

上 常 Si 介、 同 

卞六年 越 前 守、 

It 慶年 中正 五 

位下 丹 波 守、 1 

尋 いで 信 濃 守 • 

に遷 る。 幹现 

の才 あり、 所 - 

在 治績 大いに " 

上り、 循 吏の _ 

名を攢 にす。 一 

仁 和 元年 殁、 ； 

年 六十； 二。 淸 

廉を 以て 治世 一 

の耍 せ」 とし、 一 

淸 貧に 甘ん ぜ 一 

しも-以て に - 

寸儲 なく、 溪 . 

かに 在 原 行 平 

賊 する 所の 絹 一 

布 を 以て 續葬 一 

する を 得たり „ 

とい ふ  一 


向後 老年ながら 彌> 以て 忠志 相勵 み、 假令草 野に 在りと いへ ども、 神州の 國體、 中國 

夷狄の 分、 內外 尊卑の 辨、 君臣 父子の 倫 等、 凡そ 尊鎮の 大義に 關係 仕り 候大經 大法 を 

明かに する 等の 事、 及ばず ながら 微力 を 盡し御 奉公 申 上げ 度く 云々」 と。 又 再三 職 を 

辭 すれ ども 皆聽 されず。 長 藩 勤王の 大業 を 輔翼し、 明治 二 年、 勇 返して 家に 歸る。 

先生 名利に 冷淡に して、 淸 淑を尙 び、 在職 二十 餘 年の 久しき に 1 れど も、 家に 餘儲を 

存. せず。 公餘、 兒子 と共に 農耕に 從ひ、 重職に ある 時 も 亦 怠らず。 夙に I) 良 基の 風 を 

慕 ひ、 「百 術 不レ如 一二 淸 1」 の 印 を 刻して 之れ を帶 び、 郡 政 を 掌る 時、 赏賜 あれ f 水利 

土 功の 资に 充てて 毫も 之れ を 私せず。 又 蛾 を 進め 祿を加 へらる る 毎に、 必ず 反 複固辭 

C ぞ 

す 然れ ども 任に f 浪み 事に 當る や、 率先 勤勉し 繽 を舉げ ずば 已 まず。 

先生 旣に官 を 返く や、 復た松 下 村 塾 を 開きて 耕讀を 業と し、 子お 曰に 進む。 而 して 維 

こつかた 

亲£- 還 百度 更革 ヒ下 两學を 重んじて、 或は 國體 を輕ん ぜんとす るの a れ あり、 寺 

又 奢侈に 趨る を視、 愤を發 して 大義 を 講説し、 子：？^^を敎識すること更に嚴峻なり。 明 

治 九 年 前 原 一誠 兵を舉 ぐるに 當り、 門人 數 ia^ 之れ に黨 して 死傷す。 先生 慨然と して H 

玉 木 正？ I 先生 傅  一一 四し . 


( 一 ) w 冶 四 

,J.  


(二) 長 州 藩 

内訂【^?に於て 

高 杉 等の 正義 

黛に 對し、 募 

府に 順せ る 

SJ£ 守 的 俗論 >w 

を さす 

(一一 一) 前 原の 

亂に與 して 戰 

死す、 年 二十 

三 


玉 木正隸 先生 簿  二 五 〇 

く、 「是れ 平素の 敎育 其の 宜しき を 得ざる の 致す 所な り、 何の 面 rn ありて 父兄に 對し、 

且つ 子弟 を敎 ふべ けんや」 と。 十  一 a: 六 u、 先 举" の 側に 自殺す" 行年 六. 十.^。 

先生の 詩文 世に 傳 誦せら るる もの 多し。 W 、次郞 を 祭る 詩 あり、 门く、 

明治 辛 末の 歳、 吾が 娃義 卿が 身 を 致せし を距る こと、 已 に 十三 年な り。 其の 間 

風雲 屢-' 變じ、 苺に 中懷 に恰然 たる ことなき 能 はず。 十月 某日、 乃ち 其の，」 や：^ 

なり。 祭りて 之れ に 告げて： ムふ。 

テ ルニ カラ ス ホヅス  ノ  ラシ ノ  ン メニシ 7  チ ァ" ビ ヲフヲ  一 ヘン ャ 

於レ不 A 可 A 爲貌且 爲。 .V- 夫 本領 自如， 斯。 正， 名 明 レ分心 曾 信。 尊 レ夏拔 い 夷義ぉ 疑 e 世 

事紛紜 長，. 慨も？ 人情 浮薄 日 推移。 知 不十有 三年 後。 頑 鈍 依然 獨守レ 痕.^ 

と、 亦 以て 其の 志 を 知るべし。  、 


(二) 


先生の 嫡彥 介、 慶應 元年 正月 十六 日、 俗 黨と戰 ひて 死す。 宗家 長府 藩士 乃 木十郞 

の 第 四 子 正 誼 を 養 ひて 嗣 とす。 正 "死して、 其の 子 正 之 家 を 承く。 


(附錄 一 ) 


玉 木 文 之 進 正 勰槪略 (拔萃 )  杉 民 治 筆 

一、 天 保 七 丙 申年より 吉田 大次郞 幼少に 付き 軍學 稽古場 見合 仕り、 明 倫 館 出勤 仕り 候 

事。 

、 同 八丁 酉年、 國 司六郞 右衛門 長女 を娶 る。 

、 同 九 戊戌 年、 圑子 岩の 下 杉 氏 宅地の 內へ 聊かの 新宅 を 構へ、 初めて 別家す。 玉 木 

氏 父 梅 之 助 代より 杉 氏 同居に て、 一 家 を 構 へ 候 事 は年久 敷く 之れ なき 事に て 之れ あ 

るべ く 候。 其の後 新道 吉田氏 抱の 宅 を 借り 轉 居す。 明治 四 未年、 吉田 寅次郞 十三！： 

忌の 節、 大助 病中 以來窗 、次 郞. 小 太 郞引績 き 三代 も 世話に 相 成りた る 由 を 以て、 宅 

地立屋 とも 其の儘 吉 田より 譲與 す、 則ち 只今の 新道の.；^ なり。 も 後ろの 田 武反武 

畝餘、 畠 少し は. 一?^ 之 進 代に 買得 致し 申し 候。 左 候て 其の 問に て 嘉永ニ 51 年 1) 近 方 役 

しょきん  ひち はら 

所 i に付き 土 原 梨の 木 丁、 村 田 平 右衞門 〈t を 借り 轉居 候。 同. 六 癸丑 年、 淸 水口 高 

須十 右衛門 宅 表 ケ輪を 借り 轉 居し、 安政 二 乙 卯年 相 校國差 越され 候 節、 ili: 彥助 をば 

こころ ぞへ 

V 添 見習と して 連 登り、 妻 をば 國司 氏に 托し 置き、 跡 留守 をば 暫時 引拂ひ 置き、 同 

玉 木 正 r 桃 先生 傳  二 五 一 


玉 木 正 II 先生 傅 


二 五 二 


二) 藏 元 役 

所に IS? する 米 

方 • 救 米 方* 

作 事 方 ，拂銀 

方 等の 諸 IS に 

曰 々 H 番  一 ) 5^ 

勤して 金 穀^ 

品の 出納 を檢 

閱 する 役、 八 

組士 より 任用 

す 

(二)  II 家 山 

縣大 華の 後 を 

嗣 ぎて 山縣半 

藏と稱 す L 關 

傳〕 

(三) ^所屬 

士の祿 米牧支 

の 計 を 明か 

にし、 祿高及 

び 馳走 出 米 前 

15 の 控除、 現 

收人 高等の 列 

記 帳簿 を 製し、 

役 任命の 際 本 

人 不在 又は 病 

氣 等の 時 は 代 

h- に 聞く 等の 

こ と を Ij? る。 

そ の 出勤 局 を 

支 K 所と いふ 

(RI) 御手 當 

と は Sf 備の義 


三 丙 辰年 又 只今の 新道 舊 宅に る。 

、 天 保 九 戊戌 年、. 御藏 元 順番 檢 使役 仰せ 渡され 候 事。 

、 同 十一 年 庚 子 九月 十日、 御 返 濟銀方 手 子 幾 之 進銀壹 貫 en 盜 取りの 節、 不 行； 15 

に 坐せられ 免 職、 久しく 慎み： ^5 り、 追って 三十日の 逼，， 仰 付けられ 候。 

、 同 十三 年 比より 專ら文 學の引 立 を 始め、 安田"：^ 之 助 f ggi  • 吉 田 寅次郞 • 深栖多 

門. 久保斷 ニ丁淺 野往來 其の 外 後日 御用に 相 立ち 候 人 段々 其の C に出づ efl. を 鼓潫 

、 同 十四 年 癸 卯年 十月、 八 組 證人役 仰 付けられ、 贰ケ年 計り も 勤め 候 や、 未詳。 〇 

此 り顷： 添 政 一新、  . 

w 逸の 士を！ 5. ぐ。 


弘化四 丁 未 正月 二十 五日 


(四) 


玉 木 文 之 進 


右 御手 當總 奉行 { 六 戶 孫四郞 手元 役 仰 付けられ 候條、 其の 節 を 遂げら るべ く 候 事。 

、 (同 五 戊 申年 正月 十五 日し 

右 御手 前 事 遠近 方記錄 取調 方 暫役仰 付けられ 候條、 其の 節 を 遂げら るべ く 候 事。 


略 之 ぁ令^むに'1^行獨國？{5も？11下に 
す 進る 害 S    "i^T せ を 立 相 し 御備そ し 
""つ 第 政し おし KM  、 手 も の て 

の 玉一 以 方む きて 政 行 m -»-] 外 、 
字 木 行 下 と 。て總 府 お I 方 る 防 ？ 5； 
も 文に 辭 改後統 奉に • と 役寇城 


一 同年 一 一月 一 一十 四日  .  , 

右 御手 前 事 御 武具 方檢 使役 仰 付けら る。 尤も 現 勤 差 除かれ、 是れ 迄の 通り 遠近 方 記 

錄 取調 暫 役所 勤 仰 付けられ 候條、 其の 節 を 遂げら るべ く 候 事。 

右 は 筆 並 を 上げられ 候 丈け の 事に て、 御 役 筋に おいて は 相 替る事 之れ なく 候。 

1 、 嘉永 元年 卜 一 一月 七日 

右 御手 前 事 御 仕方 之れ あり、 只今の 御 役差替 へられ 候 事。 

1 同日 

玉 木 文 之 進 

.  深栖 多 門 

右谷. >  事 明 倫 館 都講仰 付けられ 候條、 申し 談じ 其の 節 を 遂げら るべ く 候 事。 

1 、 嘉永ー 一 酉年 五月 八日  • 

右 御手 前 事 作 事方撿 使役 仰 付けられ 候條、 其の 節 を 遂げら るべ く 候 事。 

1 ， 同年 六月 三日 

右 御手 前 事 只今の 御 役差替 へられ、 遠近 方 助役 幷 びに；：！： 所記錄 取調 暫役 兼帶仰 付け 

玉 木 正！！ 先生 傳  一一 五三 


玉 木正駔 先生 傳  二 五， 四 

られ 候條、 其の 節 を 遂げら るべ く 候 事。 

1 、 同 三 、戌年 五月 八日 

右 御意 成され 候。 其の 方 事 唯今の 御 役差替 へられ、 遠近 方 仰； t:: けられ 候條、 其の 節 

を 遂げら るべ く 候。 此の 段 申し 聞け るべき： h に 候 事。  ， 

1 、 年月 未詳 

右 根 役より 異賊 防御 御手 當方懸 り 引 除け、 所 勤 仰 付けら わ 候 事。 

1 、 年月 未詳、 嘉、 水 三 戌年なる ベ L 

右 根 役より 當分奥 阿武 郡 御 代官」！^ の 御用 御 聞き 成さ る ベ く 候 事。 

一 、 嘉永五 千 子年 七月 七日  _ 

右 御意 成され 候。 其の 方 事 只今の 御 役差替 へられ、 異 賊防禁 御手 當掛り 毛 利 隱岐手 

元 役 仰 付けられ 候條、 其の 節を遂 ぐべ く 候。 此の 投 申し 聞かすべき きに 候 事 e 

1 、 同 六 癸丑 年 八月 二十日 

右 今度 一 手 別 操 練 仰 付けられ 候。 付いて は 御手 當の諸 沙汰 別して 容易なら ざる 儀に 


付き、 內 藤兵衞 申合せ、 後年 御 差 湊に相 成らざる 樣 諸事 厚く 詮議 を 遂げ 候樣仰 付け 

られ候 事。  .  » 

(一) ， 

一 、 同 七 甲 寅年 八月 一 一十 六日 

右 御意 成され 候。 其の 方 事 只今の 御 役 免じ 成され 候。 此の 段 申し 聞かすべき 旨に 候 

一 、 同日 

右 御手 當 御用 懸り仰 付けられ 候 事。 

一 、 同年 十一 一月 五日 

右 御意 成され 候。 其の 方 事 御手 廻 組へ, 加 へられ、 相 模國御 備場總 奉行 毛 利 隱岐手 

元 役 仰 付けられ 候條、 其の 節を遂 ぐべ く 候。 此の 段 申し 聞かすべき の 事。 

1 、 同日 

右相投 國御備 場に おいて 御用 所 役 1." 朴 びに 旅 役 方 頭 人 座の 御用 取 計 ひ 仰 付けられ 候 


玉 木 正 fl 先生 傳  二 五. 一 ハ 

1 、 同月 七日  . 

右 相 校國御 備場總 奉行 毛 利隱岐 手元 役 仰 付けられ 候處、 異船 御手 當 御用 懸 りの 儀 は 

是れ迄 の 通り 所 勤 仰 付けられ 候 事。 

1 、 同日 

御 自分 事相 模國御 備場御 番手と して 來春彼 の 地 差 登 さ れ 候條、 其 の 意 を 得ら る ベ く 

候 事。 

十二月 七日  繁 石 I}^ 

玉 木 文 之 進 殿  淸 美 作 

1 、 安政 二 乙 卯年 正月 十 一 日、 御用 之れ あり、 早々 出足 道中 總陸 二十日と して 差 登 さ 

れ候段 御沙汰 相 成り、 同月 二十日 出足、 二月 十 日 御備場 t 着な り。 

一 、 同年 十一 一月 十五 日御國 にて 御手 廻 所 左の通り 御沙汰 物來 る。 

右 杉 百 合 之 助 次男に て 厄 害 致し 置き 候 浪人 吉田寅 次郞事 公儀 御 禁制 を 犯し 候に 付き、 

父 百合 之 助へ 御 引渡し 在所に 於て 蟄居 仰 付けられ 候 段 御沙汰 相 成り、 百 <!ii 之 助より 


と 不健康 借 本の 儀 願 出で 差 免され 候處、 (與 次郞事 i^^l の 由 相 開え 候に 付き、 百合 之 助手 前 

へ 引取り 保養せ しめ 候 様、 尤も 公儀より 御 引渡しの 身分に 付き 隨分念 を 入れ 楚居申 

け、 他人 相對差 留められ 候條、 親類に 於ても 氣を 付け 候 様 仰 付けられ fe- 事。 

1 同 三 丙-お 年 正月 十 一 日、 御備 場に 於て 左の通り 沙汰 成る。 同 十六.，， 御 t 場 出 nij、 

二月 十五 日歸 着な り。  . 

右 願 の 如く 當 春休， M の 爲め御 阈差下 され 候 事。 

1 同年 二月 二十 二日、 左の通り 御手 當 方より 申し 來る。 

御 自分 樣 御手 當驟 りの 儀是れ 迄の 通，^ 出勤せられ 候 様との 儀に 候 間、 右：^.." 御、 ひ 辱 式 

さるべく， 矣。 以上。 

玉 木 文 之 i  內 藤兵衞 

1 、 (同年 四月 十七 日)  . 

を/. J ほり 

右 御手 前 事 小 御 代官 役 仰 付けられ 候條、 其 の 節 を 遂げ ら る ベ く  ri^ 事。 

一 、 (同 四 丁 巳年 三月 十八 日) 

玉 水正鎩 先生 傳  二 五」」 


二) 第五 卷 

戊 午 幽室 文 稿 

nM 囚紀 事」 

によれ tf 吉田 

代官と あり。 

船 木 *吉 田 何 

.れ も 現 厚狭 郡 

に屬す 


(二) 郡 奉行 

のこと。 但し 

百 石 以下の 士 

これに 任ぜら 

れし 場合 は 郡 

奉行と 云 はす 

し て 郡 用 方と 


(三) 節儉の 

方法 及び 財政 

整理の 計 畫を 

立 つ る は. 


玉 木正輟 先生 傳  二 五八 

右 御意 成され 候。 其の 方 事 只今の 御 役差替 へられ、 光永 織 江 代りと して 吉田御 代官 

役 仰 付けられ 候條、 其の 節を遂 ぐべ く 候。 此の 段 申し 聞かすべき じ n の 事。 

、 (同 五 戊 午 七月 七日)  . . 

二 ) 

ね やく  ふなき 

右 根 役より 當分船 木 御 代官 役 座の 御用 御 聞かせ 成され 候 事。 

、 同年 八月 十三 日 

右 根 役より 當分船 木 御 代官 役 座の 御用 御 聞かせ 成され 候處、 差 除かれ 候 事。 

、 同 六 己 未 二月 一 一十三 日 _ 

(二) 

右 御意 成され 候。 其の 方 事 只今の 御 役差替 へられ、 遠近 方 仰 付けられ、 郡 用 方 兼 役 

仰 付けられ 候條、 其の 節を遂 ぐべ く 候。 此の 段 申し 聞かすべき に 候 事。 

， 同 曰 

右遠 近 方 現 勤 差 除かれ 候 事。 

、 同年 三月 十三 日 

右 根 役より 美禰郡 仕組 掛り仰 付けられ 候 事。 


s 非常 

用度 金 穀を別 

途會 計と して 

保管す る 役 

(五) 薩-兀 

年 


(六) 毛 利 家 

文書に よれ. ば、 

萬延 元年 十 IIT 

二十 一 日附な 

り。 この 沙汰 

書 第 十 一 卷 ：■! 

八 六 頁の もの 

と 同 文な り 


つま >a*v 


一 、 同年 五月 十五 日 

、四ノ 

右 此の度 御 撫育 方 御用 地 船 木 宰刹妻 崎 新 御開 作 gl;^^ 仰 付けられ 候に 付き、 御用 掛」 

仰 付けられ 候 事。 

(£) 

1 、 (同 七 庚申 年 三月 八日) ， 

,  かみの せき 

.t^ 根 役よ り 當分 上關御 代官 役 の 御用 御 聞かせ 成され 候 事。 

、 左 之 通り 御沙汰。 年月 相 分らず 候處、 杉 fR 合 之 助 御 咎めの 振リを 以て 考へ 候へば、 1) 年閏 一一 一 

月 十三 日なる ベ し。 

玉 木 文 之 進 

右 先年 杉 百合 之 助 育 吉田寅 次 郞事趣 之れ あり、 公儀より 百合 之 助へ 御 引渡し S 下略) 

、 右遠 慮 御免の 沙汰 相 分らず 候。 一通 左の通りの 差 紙 之れ あり 候へ ども、 月：！： 不 勘合に 之れ あ 

り、 去年 十一 月に て は 寅 次郎御 仕置より 十 R: 計りの 事に 候。 未だ 其の 到來も 之れ なき 内に 付 

或は 御 咎め 沙汰 時分 を 後れ 御 發し相 成り 候 やと も 相 見え 候に 付き、 差 紙 記し 置く。 

御手 前 事 此の 內の 遠慮 御免 じ 成され 候條、 其の 意 を 得らるべく 候。 上。 

玉 木正辍 先生 傳  一一 五 九 


气 


二) 萬延元 

年な り 

(二) これ は 

玉 木 文 之 進が 

萬延 元年 十二 

H: 藩の 重臣 福 

原 越後に 差 出 

したる 意見 ar 

の寫 にして、 

内に 松 陰の 敎 

育に 關 する 貴 

ft 上の 文 言 あ 

り、 また 玉 木 

の 尊.： 爽田 ^ 

想が いかなる 

もの か、 及び 

その 松 陰に 及 

ぼした る 影響 

等ち 想 見し 得 

るに 足る たり。 

原本 は 全部 玉 

木^！：：筆、 暴 付 

半紙 E1 十五 枚 

なり。 こ こ に 

は その内 松 陰 

に關係 深き 部 

分の み も攝錄 

す 

(三) 郡 用 方 

と なれる も-さ 

す 


玉 木 正 11 先生 傳 

ョ 

T 一  月 七日 

玉 木 文 之 進 殿 


六 〇 


粟屋 帶刀 


(二) 


(附錄 二) 

玉 木 文 之 進 意見書 

〇 

私儀 去 舂以來 當微役 仰 付けられ 候處、 兼て 頑 鈍 不才 御用に 相 立ち 難き 段 は 申- 

及ばず、 多病の 身 旁. '追々 御 役 斷りを も 申 上げ 候へ ども、 所詮 御 差^に て 今以て 所 勤 

仰 付けられ 難 有き 仕 合せに 存じ 奉り 候。 然る 處、 近來 天下の 形勢、 外 夷の 陵 侮 を 始め 

段 々 氣遣 敷き 時節に 差 向 ひ * 御 役所 勤 の 心得 筋假初 の 事に て は 相濟ま ざる 事と 考へ奉 

り、 及ばず ながら 別して 公 心 誠實を 旨と し、 諸 郡 御 代官 中 役人 等 を 帥ゐ、 何卒 公 上の 

御仁 心 を體し 奉り、 御恩澤 下に 遍く、 此の上 も 民心の 悅服彌 .-i?!^ く、 御！： 本 益 く 

相 成り 居り 候樣 之れ あり 度く、 左な く 候て 萬 一 の 時 御國： t を 招き 候 酸の 儀 ども 之れ あ 


り 候て は 其の 節に 至りい か 程の 嚴罰を 蒙り 候ても 其の 詮 之れ なき 事に 存じ 奉り、 種 

種と 心 を 配り 候へ ども、 何分と も 私 iS の 萬々 及ぶ 所に 之れ なき 段 は 勿論の 事に 御座^ 

處、 國の治 亂輿廢 は 民心の 向背の みならず、 第一 は 御家來 中の 儀、 當御 時勢 旁.' 別し 

て 君 ぼ 一 和、 上下 一 致仕り 候 様 之れ なくて は相濟 まざる 事と 存じ 奉り 候に 付き、 素よ 

り 言責 も 之れ なき 職分に て 恐れ入り 奉り 候へ ども、 5! 存申 上げ 度く、 尤も 私 平生の 立 

志 持論 は當春 御役斷 りの 演說に 荒增相 認め 候に 付き、 先づ 右文 面 を 左に 揭 出仕り 候。 

內演說 

, Ifcr  せ ぶん あ ひ 

禾儀去 タ\ ；:^ 來氣 <R 相に 付き、 舊職御 役^ 斷り 申出で 候處、 其の後 取 緒 ひ 出勤 仕り 1^ 

is との 御 事に 付き、 一旦 押して 出勤 仕り 候處、 义々 先頃 以來 兼ての 持病へ 相 添 ひ 頭 

寒 差 起り 頭巾 等 片時 も脫し 難く、 就いて は鼻湊 良據去 々 秋 比よりの 症 かと 相覺 え、 

押して 外勤 仕り 候ても 去 早春の 病症 にても 藤 出 致すべく やと 後患 を 怖れ 罷り 居り 候 Q 

小 2 ほ 又 吉田寅 一 一 郞事 先達て 江戸に 於て 公儀より 嚴 罰に 處 せられ 候 まに 付いて は、 實 

に ^ 甥の 繽き にて 追々 御 厄 害 を 懸け 奉り 候 段 恐れ入り 奉り 候 事に 御座 候。 右に 付い 

玉 木 正 韫 先生 傳  二 


玉 六-正 I? 先生 傳  一二 ハニ 

て は 去 五月 彼の 者 江戸 差 登され 候 節、 私に 於ても 身柄 差控 への 儀 申出で、 先 づ平體 

に て 罷り 居り 候 様に と 御沙汰 相 成り 居り 候處、 最早 や 公儀 御 吟味 御 落着， の 上 は 私に 

於て はいか 様の 御沙汰 筋 之れ あるべく やと 恐れ入り、 後 罪 を 待ち 奉り 罷り 居り 候の 

儀に 御座 候。 其の上 右 寅 一 一郎 事 は 他 國遊學 以前 爱 元にて は 差 定まり 候師と 申す も 之 

れ なく、 偏に 私 取 立 仕り、 實は 父師の 恩義^ 兼ね 候 者に 之れ あり 候處" 右 等の 大罪 

を 犯し 候 様の 儀に 立 至り 候 は、 畢竟 私事 淺 薄の 識、 學術邪 歪の 所 も 之れ あるべき か 

旁 . ^幼年より 教導 正 理を失 ひ 候 事 も 之れ あり 、 かかる 大變の 期 に も 及びた る や と 痛 

はしき 事に 相考へ 候へば、 心中の 哀悼 忘る る 間 之れ なく、 素より {5: ニ學術 不正 狂妄 

の擧 より 自ら 禍害 を 招き 候 杯と、 世上の 謗議も 之れ あるべく、 氣の毒 千 萬の 儀に 御 

座 候。 雨しながら 寅 二に 於て は當 今の 勢 必然 爲 すべ からざる を 知りて 是れを 爲すも 

の、 皇國 の. 汚辱 天下の 大事に 關係 仕り 候 事に は 死 を 致し 候 者 も 之れ なくて は 日本の 

氣魄 撲滅に 至るべく との 見 付に て、 至 親父 兄の 禍をも 顧みざる 事に 候へば、 事の 是 

非 は 鬼 も 角 も 憂國の 赤心に 於て は 誠に 憐 むべき 事に て、 此の 段 叔父 甥の 恩愛に 溺れ， 


候ての 申し 事に は 之れ なくと 相考へ 申し 候。 右 等の 類、 寅 二に 限らず 當 時皇國 大事. 

の 時勢に 候へば 天下 幾人 も 之れ ある ベ く 候處、 倩 て 私 杯 御 奉公 の樣を 顧み 候へば、 

因循 苟且 のみに て 恐怖に 堪 へざる 事に 御座 候。 近來 職分 外 の 事に おいて は 毫も 是非 

を 論ぜず との 見識 を 立て 候 も、 實は 先年より 後世 皇國 夷狄の 汚衊を 受け 候樣 成行き 

候 は 人心 夷狄 を 仰ぎ 慕 ひ 候より 起るべく、 夷狄 を 慕 ひ候樣 成行き 候 は 萬 事 夷 法 夷 物 

を 取 用 ひ 重寶奇 と 思 ひ 付き 候より 起るべく との 見 付より、 夷狄の 炮術 • 陣法等 一 

切担絕 仕り 度く 御手 當懸り 中 杯 は 種々 と 防御： 小の 意 を 加へ 候へ ども、 滔々 の 勢、 中々 

孤 掌の 支 ふる 所に 之れ なく、 左候迚 終に 表立ち 建言 仕り 候 事 も 之れ なく、 素より 建 

言 仕るべき 程の 識見 筆力 も 之れ なく、 兎角の 內他 役へ 轉任仰 付けられ 候て 要地 所 勤 

の 人 を傍觀 仕り 候へば、 內には 追々 同 學の友 も 之れ あり 候へ ども、 孰れ も博學 多才 

面々 の 意見 を 持し 候 様相 見え 候。 私 體頑鈍 ものの 及ぶべき 事に 之れ なく、 終に 止む 

事 を 得ず、 公事の 外 往来 諸 說を絕 ち、 彌- 固陋 一 職 を 守る の 見 を 持し、 御 代官 役 中 

； i  . ト  ぞんじより 

if?: 職 外の 事 は內々 ながら も絕 えて 一一 百 も存 寄の 申立 も 仕らず 候處、 去舂難 有く 別し 
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て 御手 近の 御手 子へ 轉役仰 付け られ 候。 付いて は是れ 迄の 樣輕薄 の 心得に て は 御 撰 

擧 の 御 趣意 に 相 叶 ひ， 申す 間 敷く と考 へ 奉り 候へ ども、 淺學該 聞 の 私柔情 軟弱 の 質に 

て 素より 時事に 於て 氣付申 上げ 然るべ き 事 端 は 幾許り も 之れ あるべく やと 存じ 奉り 

候へ ども、 -聢と 見 付き 候 儀 も 之れ なく、 肝要の 御 軍制 御 改正に 付いて は氣 付の 筋 申 

出で 候 樣手廣 き御觸 達し も 仰 付けられ 候へ ども >  切 角地 方 御用の 內に加 はり りな 

がら 何 こそ 建言すべき 議論 も 之れ なく、 愧妮の 至りに 存じ 奉り 候。 扨て 又當 i:" 留守 

に 相 成り 候ての 事に 付いて 自ら 顧み 候ても、 御 發駕前 御^ 遊ばされ 候との 御 事に て、 

廉書を 以て 當今 の 時勢 考 へ 合 せ .^:心^な き 様との 仰せ 聞 けられ、 尙ほ 又江戶 より &せ 

下され 候との 御 事に て、 在役の 面々 心得 筋. も 切迫の 時勢 片時 も 忘却な く、 思 刀门筋 

相 協へ 候樣 互に 申 合すべし との 仰せ 聞 けられ、 旁. 'の 御 趣意 等考へ 奉り 候ても、 .可 

こそ 私に 於て 諸人に 先立ち 弊習 相 改め 候 儀 も 之れ なく、 多分の 御 役 料 御 心 付 等 M 戴 

仕り 候ても 悉皆 衣食住の 妄 費に 供し 候 や、 今日 迄 軍用 一 錢の蓄 へ も 之れ なく- 筒樣 

の體 にて は 肝要の 御手 元の 御不 取締り を 引出し 申すべく やと 今更 恐れ入り 奉り #:。 


しか c みなら や  しも ぁュぉ 

加. 之、 最も 第一 自ら 責 むべき 一段に おいて は、 切 逼の御 時節 御仁 澤 下に 浹く、 下 

情 上に 達し、 君民 一 心 恰も 一 塊 物に 齊 しく 相 成り 居り 候樣 之れ なくて は 本 固く 國安 

きの 訣に 之れ なく、 萬 一 の 時 夷狄の 陵 侮 を 受く間 敷きに も 之れ なく 候處、 右 等の 儀 

は 私の 職分 力 を盡し 御手 傳 仕らず て は 片時 も 相 立ち 難く 候處、 多病の 身に て總か 一 

役所 附 篤の 引 立 も覺^ なき 體、 況して 諸 郡 手廣の 儀、 御 代官 諸 役人 其の 外 意 を 一 に 

し、 孰れ も 上旨 を 奉じ 人道 を敎 論し、 農業 を 勸勵し 利澤を 起し、 患 害 を 除き 奢侈 を 

抑へ 游惰 を懲 し、 諸 出 米 銀 は 減じ 候樣 I  民 は 蘇 息し 候樣、 其の 外 何も 仁愛 淸廉を 

匕 3 とし 誠實 心配 仕り 候て こそ 民心の 歸向も 定まり、 前斷の 一塊 物と も 相 成るべき 事 

に 候へ ども、 素より 私 式の 頑 鈍 者 肝要 摁轄の 御 役所 を 塞ぎ 居り 候 様の 事に て は、 御 

風化 行 W かざる 段 決然の 事に 存じ 奉り 候。 若し 又 小 補 を 希ひ强 ひて 出勤 致すべく も t 

前段の 病症 後患 氣遣 はしく 御座 候 間、 彼是の 趣 得と 聞 刀" し 分けられ、 何分と も舊冬 

御斷 りの 趣 御 許容 を 遂げられ 下され 候 様 御 取 計 ひの 儀 只管 御 頼み 致し 候 事。 

正月 .  玉 木 文 之 進 
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右 は 私儀 一昨年 來別 じて 多病に て、 去 春に 至り 危篤に 相 煩 ひ 漸く 快氣、 叉々 去 冬より 

所詮 不氣 分の 上、 姪 寅 二 郞大變 の 趣 相 聞き 傷 悼の みならず、 上へ し 恐れ入り 奉り、 

旁. '御 役 內斷り 申出で 候處、 差 押へ 出勤 仕るべし との 御 事に 付き 是非 もな く 一  應快氣 

仕り 候へ ども、 又々 舊臘 二十 九日より 當 春へ 懸け 書面の 通りの 病症に て 御 役職に 堪へ 

難き は 勿論、 傍ら 御 軍制 御 沿革の 儀、 最前 は 御 趣意 を 解 得 仕らず 候へ ども、 次第に 御 

様子 推察し 奉り、 縮まる 處、 夷狄の 陳法御 取 用 ひに 相 成り 候て は 國家御 衰替の 基、 ffi 

だ 以て 御爲 めなら ざる 儀との 段 は、 右 書面に も 相 認め 候 通り 先年 以来の 洞見に て、 積 

年の 工夫 を 費し 候へ ども 今に 思 ひ 替へ候 程の 知見 も 開け 申さず、 然れば 右見 込 を 以て 

建言 仕り 度く 存じ 奉り 候へ ども、 固陋の： GT 柔惰の 質、 事々 敷く 申立つべき 程の 事に 

も 之れ ある まじく や。 爾 しながら 上 は 御 威 德の御 損益、 下 は 人心の 和 不和より 終 二. H 

國家 の 盛衰 に も 拘り 申す ベ く やと 相考 へ 候 儀 を愚存 なが ら も 申 上げ 矣は では、 君ぶ の 

義は 申す に 及ばず、 御 職 座へ 對し 候ても 主 頭 附屬の 情 も 之れ なき 訣に當 り、 不忠 輕薄 

と 存じ 奉り 候へ ども、 其の 節の 勢 假令建 首 仕り 候 迚も 挽囘 すべき 樣 にも 相 見えず、 趙 


二) 漢 の擧 

者 董仲舒 曰く、 

「其の 義を正 

しくして 其の 

利 も 謀らす、 

其の 道 を 明か 

にして 其の 功 

も 計らす」 と。 

程 明 道の 遺書 

にも 引用し、 

近 思銶卷 二に 

出つ 


il 進 返、 終に 其の 道 を 明かに して 其の 功 を 計らず の戒を 忘れ、 先づ 一身の 負擔を 弛べ 

罪責 を 減じ 罷り 居り 度く、 左 候 はば 上 御 歸國の 上 は 御 一 門 方 を 始め 御家來 中の 服從ぃ 

かがやの 趣 を も 聞バし 上げら るべ く、 元來 好事 にても 新規の 儀 は 人心の 折 合六ケ 敷き 

ものに 候處、 陳法 • 戎器等 夷狄の 俗に 變 革の 儀容 易に 仰 付けられ 候訣は 之れ ある 間 敷 

くと、 彼是 苦心の 至りに 罷り 居り、 只管 退官の 懇願.^ み 難く 候處、 折節 宍戶九 郞兵衞 

へ、 私 病中 根 役より 郡 用 方 御用 ひ 御 聞かせ 成され、 私儀 緩々 保養 仕り 然るべ くとの 御 

き ぷんぁ ひ 

樣子 にて、 容易に 差替 へられ 候 様の 趣に 之れ なき 由 相 聞き、 氣分相 も 快方に 向 ひ. む 

事 を 得ず 出勤 仕り 候へ ども、 何卒 前 志 を 遂げ 度く との 存念 止む 時な く、 當夏 一統 御 役 

斷 りの 節、 御手 元へ も 何分 御 心 入 を 以て 御免 仰 付けられ 度く 重疊 懇願の 趣 申入れ 候へ 

ども 差替 へられず、 不才の 私、 筒 程 迄 仰 付けられ 候 次第 難 有き 仕 合せと、 考へ 奉り 候 

うけ ま へ 

へば 彌. - 以て 感激に 堪 へず、 受 前の 職分 公正 無私、 心 を盡し 精勤 仕るべき 段 は 勿論の 

儀、 職分の 事たり とも 國 家の 御 爲 めに 係り 候儀默 止し 仕り 候て は 相 協 ひ 申す 間 敷く や， 

と 存じ 奉り、 左の 廉々 申 上げ 候。 

玉 木 正 fi 先生 傳  二 六 七 


玉 木 正 fl 先生 傳 


二. I ハ八 


二) 旣に成 

し遂 ib し 事 は 

說 くも 無益の 

意。 論語 八 倚 

篇 第二 十一 章 

に 「成 事は說 

力す 遂事は 

諫めず、 旣往 

は 处；： めす」 と 

あるに 基く 


(中略) (以下 約 二十 頁 一 萬 言、 洋式， ポ 制！^ ffl の 不可 を 詳論せ る も 松 陰に 開 係な き 故 折 略す、 

右 愚按申 上げ 候 西洋 銃陣 旁.' の 儀 は 御 軍制 御 沿革の 御へ ぉ議 より 仰 付けられ 候 事に 御座 

ハ^) るべ く、 然れば 最前 御沙汰 相 成りた る 儀に 御座 候處、 其の 節氣 付の 申 上げ も 仕らず- 

遂 事は說 かずとの 聖誡も 之れ あり 候に、 今更に 至り 加 様の 儀 申 ヒげ候 段 不束 至極 恐. d 

入り 奉り 候へ ども、 右御觸 達しの 節 は 前に も 申 上げ 候 通り 其の 御 趣意 を 解 得 仕らず、 

此の節の 御 様子に 至り 候て は 私に 限らず、 御手 子 中 も 大概 人心の 和 不和、 御！； 力の 疯 

弊 等 御 氣遣ひ 仕り、 打 寄り 候 節 は內々 ながら 咄合ひ 候 儀 も 御座 候へば、 決して^ 然傍 

觀 仕り 居り 候 道理 之れ ある 間 敷く と 存じ 奉り、 御 霧 かも 在らせられざる 儀 を 差 出が ま 

しく 申 上げ 候 段 恐怖の 至りに 存じ 奉り 候へ ども、 千慮の 一 得とか申し候へ ば御取捨4^- 

され、 萬 一 も 右 等の 事件 御 評議の 節、 御 心得の 一 端に も 成され 候 儀 ども 之れ あるに 於 

て は 難 有き 仕 合せに 存じ 奉り 候。 以上。 

十二月  玉 木 文 之 進 

右 安政 七 申 十二月、 越後 殿へ 差 出し 候氣付 書な り。 


竹院 和尙傳 昭和 十一 年 一月  廣瀨 豊 

和尙 初めの 諱は惠 性、 後昌！ と 云 ひ * 竹 院と號 す。 寛 政 八 年、 萩に 生る。 父 は 毛 利 

志 摩の 家臣に して 村 田 右 中と 云 ひ、 松 陰の 母 瀧 子 は 和尙の 妹で ある。 幼に して 僧と な 

り、 萩の 德隣 寺に 修業して 居った が、 長 じて 四方 を 行脚し、 遂に 鎌 倉圓覺 寺に 至り、 

淸蔭和 尙に學 び、 次いで 淡 海 和尙に 就きて 印 記 を 受け、 天 保 十四 年、 端 泉 寺 第二 十五 

世の 住職と なった。 この 榮轉 に當 り、 當時 圓覺の 首座たり し 竹院は 容易に 受けず、 遂 

^  ー雷附 に 淡 海 和尙を 始め 圓覺 • 瑞泉 全山の 熱心なる 懇望に より 漸く その 職を繼 いだ。 この 事 

を 以て も餘 程の 秀才で あつたと 同時に 德 望の 人であった ことが 分る。 端 泉 寺 は 鎌 倉 一 一 

階 堂に あり、 往昔 夢 窓 國師の 開基で、 臨濟宗 圓覺寺 派に 屬し、 關東十 刹の 第二 位に 當 

り、 住職 は 代々 幕府の 命に より 補任した 重要の 寺で ある。 この 後和尙 はこの 寺 を 永住 

とし、 一時 他の 大 寺の 住職 を 兼任す る 場合が あっても、 事 終れば 叉 この 寺に り來っ 

竹， 院 和尙傳  二 七 一 


竹院 和尙傳 


( 一 ) せ. I 部 鼎 

藏1» 相漫宽 日 

記に！！ る。 舊 

全集 第十卷 所 

載 同日 記參照 

(二) 第八卷 

ニー 一； 號 書簡 參 

照 


二 七 二 

(一 


た。 松 陰が 十 年 振りで 伯父に 會 つて 敬意 を 表した の は、 、水 四 年 六月 十三 日で ある。 

この 時 松 陰 は宮部 蔵と 共に 房 相の 海岸 防備 視察に 出かける 途屮、 端^ 寺に 一 泊した 

ので ある。 宮部は 旅館に 泊り、 翌日 同 寺を訪 うた。 當時松 陰より 兄 宛の 書中に、 

「御 無異 の段矩 方より 申 上げ 吳れ 候樣 にとの 御 事に 候。 -: 千 野よりの 書 傲 か に 屈き 申 

し 候。 尙ほ 以て 此の 後 御手 翰 にても 御 差 出し 候 はば、 江戶 より 便りの 處相 成り 候に 

付き、 尖に 相 達し 申すべく 存じ 奉り 候。 上人 は 近來擎 無用に て 書翰 切々 さし 出さず、 

然し 安樂に 日 を 消し 候と 仰せられ 候 事」 

と ある。 右に 上人と ある は 卽ち竹 院和尙 の 事で、 神宗 では 主に 和 尙と云 ふが、 松 陰 は 

他宗 一 般の 慣例に よりて 上人と 尊稱 して 居る。 以下 筆者 も 便 {且 の爲 めに その 例に 從ふ 

ことと する。 叉，： 千 野と ある は 松 陰の 母 籠 子の  一 #h の；^ である。 次の； f は 犬 藤 家に 嫁 

した。 宇 野よりの 手紙 は 松陰获 出立の 際 頼まれて 來 たもので あらう か、 この 後 かう し 

て 上人と 家郷との 通信 連絡に 當 らうと 云 ふので ある。 

松 陰 はこの 年から 翌五 年に かけて、 東北 旅行 一件から M 阈を 命ぜられ、 後：^ 籍を削 


られ たが、 嘉永六 年 再 諸 國遊學 の爲め 東上し、 その 六月 二十 五日に 再び ヒ人 を訪 うて 

居る。 恰度 上人 は 門 を；；^ いて 居た。 「相 見て 喜ぶ こと 甚し、 終夜 談論して 倦む を覺ぇ 

(三)  (四) 

ず」 と 松 陰の 日記に 書いて ある。 又 兄 宛の 手紙に は、 次の 意味の， ことが 書いて ある。 

「御 土産の 泰粉を 差 上げた 處、 山海 数千 里の 處拜味 も勿體 ない と 言 はれた。 又 松 陰 

力 I 昨年 亡命した 事 をよ く 御存知で、 これに 對 する 御意 兒な. ど、 流石に 禪學ニ 達 し 

て 居られる だけ ある。 今後 は 一 切 名聞 利 fi の 念を斷 つて 國 家に 盡 せと 懇ろに 御 論し 

があった。 自分 も 勿論 その 決心 だと 拙作 長篇を 示した 處、 上人 は大變 喜ば.？ - た。」 

?i) 

その 拙作 長 篇とは 東北 遊 日記の 終りに ある 「此れ を陚 して 諸 友に 示す」 で、 今尙ほ 21 

泉 寺に 保存され て ある。 卽ち 「士窮 見 二 節義. i> 世 亂識； 一 忠臣 >  二 語-せ 艮。 服 一き 

紳？」 以下の 三十 四 句で、 終りの 方に は 「有レ 客 滅レ我 語へ. 品々。 努力；^ ンレ多 一 恩 H ，主人 

不レ答 愧滿， 面。 此言 IV 含， 果 何 因。 寧 忍 百年 報^ 志。 翻 "1;_ー 一身 祿称 si ご と ある。 

「かくて 月末まで 滞在して ゆる/ ヽと h 人のお 話 を 伺つ て： ると、 一 昨年 はさう も 

思はなかった が、 中々 の御學 力で 道德 詩文の <1 など 皆 根底の しっかりした？ 鄉理 から 

竹』 ネぉ傳  二 七 n 一 


二) 後出 附 

參照 


< 二) 第六卷 

一 二 〇 頁參照 


(三) 舊全 集 

第十卷 關係雜 

塞 r 惠純. 0 記」 

参照 t 


竹院 和お 傳  二 七 四 

萬 事 を 御判斷 なさる ので、 すっかり 感服して しまった」 

と。 蓋し 上人 は 後に は 本山の 圓覺寺 ゃ南禪 寺の 住職に もな つた 程の 高僧で あるから、 

機鋒の 銳 ぃ大德 であった ので ある。 竹 院禪師 小傳の 筆者 は、 「師資 性 峻厳、 频 りに 龍 

象 を策勵 し、 大いに 鎌 倉の 禪風 を發 揮す」 と 記して ある。 この 時 上人 は 五十八 歲、 禪 

機 正に 圓 熟した 時で あり、 全力 を 揮って 若き 愛 甥 (yi) を 指導した もので あらう。 茲に 

於て か 互に 肝膽相 照し、 松 陰の 心膽に 大きな カを與 へた ことで あらう。 この間 滞在 僅 

かに 五日 間で あつたが、 禪宗の 要領 は會 得した と 見え、 後年門^^入江杉藏に 「禪學 も 

亦 心 志を定 むる に 足る もの あり」 と敎 へて 居る。 これ はこの 時の 體驗 による もので な 

くて はならぬ。  ，  . 

この 滯 在中、 或る日 江 島に 遊び、 食膳に 魚類が 出た 時に， 松 陰 は當日 先君の 忌日 だ 

からこの 魚 は 食 はない と 言った と 云 ふので、 上人 は 非常に 感心し、 他 ：n 必ず 大事 をな 

すに 足る 男 だと 人に 語った と 云 ふ 事で ある。 

竹院 上人 は 八月の 下旬に 江戸に 出て 松 陰を訪 うたが 折惡 しく 不在であった。 斯様に 


上人 は 折々 江戶 にも 出たら しいので ある。  ，- 

(F) 

へ ーゴ五 この 年 九月 十三 日、 松 陰 は 三度 上人 を訪 うて 海外 渡航の 決心 を 相談し、 序に 旅費 を 

八 號* 八九號 

ま i 參 g 三圓 借りた。 この 時 松 陰の 決心 は、 佐 久間象 山の 慫慂 により 鳥 山 新 三郞. 永 鳥 一二 平. 

桂 小 五郎 等 諸 友の 贊成を 得た と 幽囚 錄ゃ長 崎 紀行に， 記して ある 様に、 頗る 慎重に 研究 

して 決した ものである。 然し 斷の 一字に 至って は 尙ほ惑 ふ 所が あつたと 見える、 故に 

その 斷の 一字 を 上人に 求めた もので あらう。 かくの 如く 一 切の 祕密を うちあけて 相談 

する に 至った の は餘程 上人 を 信用し て 居った からで あ る 。 

長 崎に 露 艦を 追うて 失敗した 松 陰 は、 直ちに， 江戶に 引返して 來て 再び 畫策 する 所が 

あった。 恰も 今 ：！ 長 州 藩が 相 州 警衞を 命ぜられ たと 聞き、 その 準備に 相當盡 力したら 

しく、 或は 佐 久間象 山に 鑄 砲の 事 を交涉 し、 又 或は 相 州の 視察 等に 出かけて 行ったら 

しく、 來原 良藏の 日. 記に よれば 正月 七 ：n 相 州に 赴き 二十日 以前に、 江 戶に歸 つて g る。 

この 行 も 或は 上人 を訪 うたか もし.^ ぬが 確實 なる 資料がない。 . 

さて 正月 十四日に は 米 艦又來 り、 事 愈， S 迫して 來た。 そこで 色々 畫策 奔走した 揚 

竹院和 尙傳  二 七 五 


二) 第十卷 


(二) 第十卷 

一二 九九 頁に 出 

ぶ 


ニー 一) 第八卷 

1 六六號 書簡 

參照 


(II) 第八卷 

一 ニ五號 書簡 

霞 


竹院 和-: E 傳  二 七 六 

句、 宮 部鼎藏 等と 共に 外人 斬殺の 事な ども 計畫 した 事 も あるが 遂に 巾.^. し、 斷然 自ら 

米 艦に 投じて 先年 來の 決意 を斷行 せんと 機會を 窺つ て 居った が 中々 時機 を 得なかった. 

その 內に歡 を 得て 米 艦 を 下田に 追 ふ 途中 卽ち 三月 十四日に 四 度 上人 を 防うた。 今度 は 

目下の 事情 を 述べ、 心中 を 次の 詩に 托して これ を留刖 とした。 

生不レ 額レ被 二人 尤？ 獨悲駑 1? 報恩 計。 詭 遇常爲 P 君 父 _4 せ？ 


名利 無， 心 二世 上 求？ 


上人 はこれ に 答へ て、 

二 ニン  , 

勸.， 君 學業勿 二 多 求？ 志士 臨, 時 意欲，.^。 處々 山林 飄 落後" 靑松 閑却 萬 人 憂。 

と、 直往邁進 を激勵 された。 この 時が 遂に 最後の 面會 となった ので ある。 その後 下田 

失敗の 後、 書 を 贈りて 一 切の 事件 を 報告した と 云 ふ 事で ある。 松 陰の 兄 杉 梅太郞 はこ 

の 年 正月 以來 江戸に 在り、 三月に 相 州 警衞に 赴き、 五月 萩に 歸 つて 居る から、 その 間 

に は 必ず 上人 を訪 ひ、 松 陰の 事な どに 就いて 語る 所があった らう。 - 

安政 二 年に、 竹院 上人 は 幕 命に よりて 圓覺 寺に 榮轉 し、 第 百 九十 七 世の 住職と なつ 

た。 當時野 山獄に 居った 松 陰 は ぞ の 正月 遙 かに 上人 を 憶うて 二 詩 を 贈った。 


(五) 第七卷 

六 九 頁參照 


(六) 第八卷 

二  0 五 1 ハ害 i£ 


(七〕 第八卷 

ニニ 〇 號鲁簡 


(八) JS 七卷 

一 ST; 一一 頁 

(九) 以下 二 

め a は 第七卷 一 


二 「し 

:i 園^ 舍に同 

じく、 寺の 意 


(五-  リ テニク  ル 二  リテ トシ クフヲ  キシヲ 

山 光 竹 色 入， 窓靑。 方^ 幽深 倚： 一， 鲜？ 今 我 爲レ囚 空 憶， 昔。 月 中 一 夜 叩 二 雲 扃？」 

長程始 返還 投， 獄。 ^尺 家 山不， 可， 攀。 半夜 幽魂 伴 一一 雲 月 天台 峰下老 輝關。 

尙ほ 正月 一 一十 日に、 叔父の 玉 木 文 之 進 父子が 相模に 赴いた から その 序に 訪問 をした で 

あらう が、 記 錄に徵 すべき ものがない。 

こ の 年 十月 二 曰 は關東 未曾有の 大震災が あった。 松 陰は遙 かに 伯父の 身 を 案じて In) 

問を發 して 居る。 それから 安政 三年の 二月に も、 妹婿 小 田 村 伊之助が 相 校 戌衞に 赴い 

たから、 その 時 小 田 村 は 必ず 瑞. ：！^ 寺に 立ち寄つ たに 相違な く、 恐らく 松 陰と 上人と 兩 

方からの 傳言ゃ 書簡 もあった らう。 後年 小 田 村 (III) が 上人と 相識の 間と 云った の は 

この 時の 事 かも 知れぬ。 松 陰 は 又 安政 三年 五月 二十四日に 「松 柳の 詩」 と 「樱を 伐つ 

て 人に 贈る」、 「病中、 懷を 書す」 の 三 首 を 上人に 贈った。 ー兒當 時の 偶作で 特^の 靠 

f 

味がない 樣 にも 見える が、 思想 的に は 矢張り 一 脈 相 通ず る ものが あるら しい。 

安政 四年歲 H: 上人の 詩に、  . 

シ. ラル  -ー  ノ  ノ  ( 1 〇〕  ネ クニ  ^  ル 

厳 1:! 擁」 着 入 二 新年？ 一  段 春光 萬 里： 大。 祇樹鐘 聲遍， ；寰 宇ぺ 金輪 充レ御 古風，^" 


竹 和^; 


二 七 七 


二) 竹院の 

弟子。 蘭 畦と 

も 云 ふ， - 元薩 

藩士。 嘗て 廣 

蹈淡 窓の 門に 

踏 r ぷ。 W 治以 

後 還俗して 官 

途に 就きし と 

いふ 

(二) IS 原の 

i^c 楚辭 

に收 めら る。 

屈 原 は 五月 五 


(三) 竹院の 

弟子。 この 事、 

舊全策 第十卷 

關係 雑纂 「恵 

純. 0 記」 に 出 

づ 
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ヒの 詩から 受ける 感想 は、 いかにも 靜 寂な 山寺に 高 德の禪 僧が 新年 を迎 ふる 心 持が よ 

く 窺 はれる。 けれども また 次の 詩 は  -  - 

次 ご 韻梵誌 侍者； 端午 

ッニ  リ --ム (二 )  7  リ  ズ  ヲ  プ、  ノ 

端午 山林 露滿， 萬。 藤窓據 t 案讀 M 離騷？ 客來半 H 論， 一 今古？ 激起； S 羅 江上 凑。 

と 云 ふので あって、 某 年端 午の 日に 古、 今 を 論じ 屈 平 を 倔んだ と 云 ふ、 いかにも 慷慨 淋 

漓 たる 英雄 漢を思 はせ る。 或は 又弟子 梵 誌の 需に應 じて 枇杷 を 摘む の f.t が ある。 

ビテ ヲ チリ  ト  •  シ  ム レモ  カラ  モ へクり ムニ  io  I 

風 枝 露 葉帶， 紅 新。 美 與ニ荔 ：！^ 龍 眼 1 均。 假 使，； 上 林 多， 一 異果？ 山 庭盧械 最堪レ 親。 (Ig 寺) 

これな ども 平静な 情況に、 無限の 敎訓を 含めた ものら しく、 弟子 教導の 一斑が 窺 はれ 

る 0 

この 年、 松 陰が 曾て 圓覺 寺で 會 つた 事の ある 僧惠 純が 获に歸 り、 上人の 傅 首 を II し- 

て 吳れ た。 

松 陰の 門人 松 浦 松 洞 は、 天下の 忠孝 節義の 士の 肖像 を 描いて 後世に 傳 へんと する 勤： 

王畫 家で ある。 松 陰 は 安政 五 年 松 洞の 東上す る や、 上人の 高 德を慕 ひて その 肖像 を W. 


一一 「c^ 九 l£l かしめ ん爲め 上人 を訪 はしめ た。 この 時の 紹介 狀が 今尙 ほ瑞， 杀 寺に 殘 つて 居る。 叉 そ 

.  の內に 親戚の 佐々 木 小 次 郞と云 ふ 人が 上人の 近 狀を傳 へて 吳れ たと ある。 これが 上人 

と 松 陰との 最後の 通信であった かも 知れぬ。 然し 松 陰が 遂に 江 戶獄に 廻され た 事 や、 

その 最期の 狀況 など は、 上人 は 恐らく 直ちに 知り 得た 事で あらう。 

上人 は 後年 圓覺 寺內正 續院に 移り 住んで、 自ら 多數の 雲水 を敎 導した 事が ある。 

文 久ニ年 元 n; の 詩に、 

, 轉 N 一  氣頒ニ 正朔？ 億兆 民家 ％; 恩涯？ 瑞雪 庭前 忽尺 餘。 新年 無， 暇， 話， ft 嶽？  sy 

と。 また 文久 三年の 正月 七日 附 にて 西 國の日 頼和尙 宛の 手紙が ある。 その 中に、 

「近年 は 天下 一般の 變化 にて、 江 戶府內 は 別して 諸侯 御 家 內様方 迄御國 住居 候。 舊. 

臘 晦日 迄 女 儀方發 足、 元日 も 休みな く 道中 或は 出立 も 之れ あり 候。 定めて 國々 は繁 

昌に. 相 成るべく 候。 江 戶の變 革は言 語に 絶し 候。 諸家の 登城 も 行列な く、 騎馬の み 

にて 道具 も 之れ なく、 當節 世間 上下と も 日々 變化、 明日の 事 は 計り 難く 候。 東國奥 

羽の 諸侯 逐々 上京の 由に 候。 將軍家 愈 > 二月 御 上洛の 様子に 御座 候。 寓々 筆頭に 盡， 
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し 難く 候」 尋) 

と ある 檬に、 前 詩と 合せて 只 だ 文 室に 死碟を 講じて 居る 枯僧 ではなく、 上 は 深く 天恩 

に 感泣し、 下 は 天下 萬 民 を 憂 ひっつあった 事が わかる。 、 

文久 三年に は 京都 南^ 寺の 住職に 榮轉 した。 南 禪寺は 京都 五山の 上に 列す る 巨刹で- 

臨 濟宗南 禪寺派 の 本山で ある。 この 寺の 住 蛾 は 紫 衣 を 着す る 事 を 許される。 

晚 年の 詩に、 

多年 臥レ 病錦屏 陰。 白髮 那愁兩 ST 將， 謂 親朋氣 1 字？ 對\"^千里相^,知ー！^？ と。 

上人 は 平常 多病の 爲 めに 屢.^ 熱海溫 泉に 浴した が、 慶應 三年 三月 一 日、 同地 伊勢屋 五 

郞 右衛門 方に 投宿して、 同月 二十 七日に 示 寂した。 年 七十 二。 門人 等 遣 骨を携 へて 歸 

山し、 瑞泉寺 歷世塔 下に 葬った。 

要するに 上人 は 長 門の 僻陬より 出で て 臨濟の 本山に 歷 任し、 宗 3：! の 血脈 を 綱ぎ 數多 

の 雲水 を 教養して 英名 を 斯界に 馳 せた 功績 は眞に 世の 讚 歎す る 所で あらう けれども、 

近世 の 偉人 吉田松 陰 を 甥と し 膝下 に 引きて その 心 0- を鍛鍊 陶冶せ し 隱れた る 偉業 は、 


また 萬 代に 傳 へて 不朽なる ものが あるで あらう。 

(附錄 ) 

〇 . 

瑞泉寺 住持 職 事 先例 に 任じ 執務せ しむべき の狀 件の 如し。 

天 保 十四 年 八月 卜 二日 左大臣 

〇 

圓覺寺 住持 職 事 先例 に 任じ 執務せ しむべき の狀 件の 如し。 

安政 二 年. H 一月 二 卜 四日 內 大臣 自 

竹院 和^ 博 
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南禪寺 住持 職 事 先例 に 任じ 執務せ しむべ きの 狀 件の 如し。 

文久 三年 八月 八日 內 大臣 (花押)  . 

竹院 和尙， 

熱 海 醫王寺 境內碑 (原 漢文) 

(前) 前 住圓覺 後陞南 禪竹院 大和 尙荼显 所  、 

S 師諱は 昌靖、 竹 院と號 す。 長 州获の 人、 業 を德隣 寺に 受け、 鎌 倉 端 泉 寺に 住す。 

安政 乙 卯、 帖を 賜うて 圓覺に 住し、 晩に 正績に 移り、 龍 象 を鞭笞 す。 文久突 亥、 更 

に 南 蝉の 帖を 賜ぶ。 師生平 多恙、 刀圭 も 技 窮まる。 熟 海の 溫液 最も 其の 功 を 奏す。 

病 發る每 に、 輙ち來 りて 湯に 坐す。 客 歲丁卯 三月 朔、 來 りて 伊勢屋 五 郞右衞 門 氏に 

寓す。 二十 七日、 晏 然として 敢 化す、 壽 七十 有 二。 弟子 等 醫王禪 寺の 坡 兆に 火 浴し、 

-,， ， -.  ことし  こ ひねが 

遣 骨を收 めて 歸る。 今兹 再び 來 りて 片竭を 建立す。 庶幾 はく は 其の 跡 を： t: せ ざらん 

こと を。 


慶應四 祀龍集 戊滅 四月 小 師梵誌 謹んで 記す 

(一) 冊子 「， 竹院禪 師小傳 〔i 舞 i£4sn 昭和 四 年 (原資) 新 倉 松 堂 

r 生」 f 師、 諱は昌 湾、 竹 院と號 す。 長 州获の 人な り。 g|S 靠？ 神 S 趙 i ハ 幼に して 邑の德 隣 寺に 

投じて 業 を 受け、 長 じて 行脚し 諸方の 門 庭 を 叩き、 遂に 圓覺に 到り、 淸 蔭和尙 に謁レ 

て 鉗鎚を 受け、 次いで 淡 海 和尙に 依り 終に 印 記 を 得。 天 保 癸 卯、 瑞 泉の 帖を賜 はり 本 

寺に 出世し、 淡 海 和 に嗣 法す。 安政 乙 卯、 叉 幕府の 鈞命を 受け、 圓覺 に視篆 す。 晚 

に 正績に 移る。 師資 性 峻厳、 頻りに 龍 象 を策勵 し、 大いに 鎌 倉の 禪風 を發撣 す。 文久 

癸 貢、 更に 南禪の 帖を領 し、 紫 衣 を 賜 はる。 師生平 多恙、 刀圭 も 技 窮まる。 熱 海の 、溢： 

泉 最も 其の 功 を 奏す。 病發る 毎に 輙ち往 きて 投. ぬす。 慶應 三年 丁 卯 三月 朔、 亦 伊勢屋 

五郎右衛門 氏に 寓し、 二十 七日、 晏 然として 敢 化す、 世壽 七十 有 二。 門人 等 醫王禪 寺. 

の墳 兆に 火， 浴し、 冷 灰 を 撥して 舍利を 出す、 光 燦然たり。 乃ち 收 めて 鎌 倉に 歸り、 錦. 

屏 山中 歷 世の 塔 下に 葬る。 古紙 堆 中に 詩 あり、 11  く。 
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二)  二字で 
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多年 臥， 病錦鲜 陰。 白髮那 愁兩餐 ：^。 將. 謂親朋 無-一一 字？ 對， 灯 干 単： 想, 知 音 ^ 

嗣 法小師 松 堂 謹んで 撰す 

竹 院禪師 と 松 陰 先生 昭和 四 年 (I 文)  新 倉 松 堂 

故 竹 院^ 師は方 外に ありと 雖も、 憂國の 心太 だ； 5_ ^く、 又 資性 峻嚴 なり。 "て 熊 本の 宮 

部 藏の 如き も 松 陰 先生と 與に來 りて 竹 院！： 師を "せが 錦 W 山 房に 訪ふ。 嘉永六 年 六月- 

米國 使節 伯理 提督 國書 を齎 し、 船 艦 を 率ゐて 本州 浦賀 港に 來り、 幕府に 依りて 修好 通 

商 を 請 ふ。 此に 到りて 天下の 形勢 大いに 變ず" 同月 六： n、 先生 亦.^ 賀に 行きて 米 艦 を 

視察し、 十日 江 戶に歸 る。 時 恰も 先生 大志 を 抱き、 私に 露 艦に 投じて 海外に 游 ばんと 

欲し、 九月 十三 日、 特に 来りて 禪 師を訪 ひ、 互に 襟を披 きて 大事 を 語り、 意 氣相投 ずへ 

(一)  はなむけ 

禪師 激賞して 曰く、 「大丈夫 這箇の 大志な かるべからず」 と。 乃ち 囊を 傾けて 贐す。 

siifillsss ば SSEi。 十八 ョ江 戶を發 し、 露 艦を逐 ふ。 十月 ニト 七日 長 崎に M れ 

ば、 露 艦已に 去りて 果 さず。 越えて 安政 改元 正 丹、 提督 伯理 前約に 從ひ 再び 浦賀 港に 


來 りて、 昨年の 確答 を 求む。 先生 此の 機に 乘じ豆 州 下田 港に 往き、 更に 米 艦に 投 ぜん 

と 欲す。 三月 十四日、 先生 金子 重 軸と 復た來 りて 山 房に 宿し、 翌日 別れ を 告げて 彼の 

地 く。 事 遂に 成らず、 失敗に 終る と 云 ふ。 噫、 天胡ぞ この 人 を 喪へ る や。 佐久間 

象 山 翁 嘗て 人に 告げて 松 陰 先生 を推稱 する に、 千 兵 は 得 やすき も 一 將は 得が たしの 語 

あり。 明治天皇、 明治 二十 二 年 二月 十一 日、 贈 正 ral 位の 恩典 あり、 死 骨 冉び肉 あり、 

i な 

枯木 重ねて 華 あり、 眞 に是れ 明治 中興の 皇澤 なり。 

瑞泉松 堂 撰す 

淡 海和尙 より 黃栴丈 室 和尙宛 安政 二 年 以前 

歸 源和尙 • 娃 昌和尙 • 怫 日和 尙を 始め 奉り 門 中 諸 位 和^へ、 憚りながら (I 敷く 御傳 

奏 依頼し 奉り 候。 

ト翰 啓： r 寺 下 isT の 遣、 先づ 以て 座 下 御 安寧に 御 應接相 成り 賀し 奉り 候。 誠に 舂來 

(二) 惠性 (竹  ci) 

あざな) 度々 の 御 惠書穴 4  く 存じ 候。 瑞^ 繼 席の 仁、 昨年より の 仰せに て-お 州 性 首座に て は 如何 

竹院和 傅  二八 五 
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之れ あるべく と、 當舂呈 書 相 窺 ひ 候 所、 貴方に て 早速 歸源和 尙へ御 性 首座の 儀 御 窺 ひ 

の處、 歸 源和尙 御刖條 之れ なく、 御隨喜 下されし の 由、 且つ又 門 中 各 利 和^へ 御 窺 ひ 

の處、 各位 和尙 にも 御^ 心 之れ なく 御隨 喜の 由に て、 早速 性 首座 貴方へ 參趨 致すべき 

の 3 曰 御 申 越し 下され 候 故、 卑拙幷 びに 昌信歡 喜 仕り、 性 首座へ 始めて Z1 開き 致し、 瑞 

泉繼 席の 儀 相 頼み、 貴方 歸源 和尙 始め 座 下 及び 門 中 各位 一 同御隨 喜の 事逐 一通 暢に相 

及び 候處、 性 首座 存外 不點 頭に て 一向 承知 致さず、 其れより 時々 昌信相 共に 區々 丁寧 

.  け し 今) 

に 性 首座へ 相 頼み 候へ ども、 不點 頭に て 巳に 出奔に も 相 及び 候 景色 故、 先づ 暫時 見合 

せ、 中々 一朝に は 參らず 候 故、 や はら かに 時日 かかり 相 頼み 申すべく 存じ、 當夏若 州 

高 成. 圓通兩 刹の 結 制へ 性 首座 召し連れ、 時々 相 頼み 居り 候。 春來 成-書 拜俊 申し 度く 

存. じ 候へ ども、 右の 仕 合 故 如何と も 致し 難く、 右の 由 申 上げ 候 時 は 却って 座 下の 心配 

相 增し候 故 甚だ 恐れ、 不本意ながら 拜復も 致さず 候。 決してう ちゃり 置く にあらず、 

若 州 結 制 も 日延べ 之れ あり、 七月 二十 九日^ 拙幷 びに 同參の 兄弟 相 共に 當 山へ 歸錫仕 

り 候。 然る 處、 叉々 座 下より 六月 十三 日の 惠書徹 手、 早速 拜 謡の 處、 性 首座の 儀 御 申 


んー) 淡 海 和 

尙 のこと 

(二)  K 覺寺 

住職 


越し 故 這般は 據 なく 右の 條申 上げ 候。 ー繼 席請提 仕り、 早速 點頭 之れ ある 仁に 候へ 

ば、 叉 懇望に も 之れ なく 候。 然れ ども 又 右 性 首座の 樣 なる も 大いに こまり 人り 候。 然 

しながら 當德は 性 首座の 法 類 之れ あり 候 故、 其の 手傳を 相賴み 是非々 々瑞. ：： 水繼席 成就 

致させ 申すべく 候。 然れば 直下に 當人 貴方へ 參 るべき 様 致すべく 候 間、 今 暫くの 處延 

引 願 ひ 奉り 候。 叉 當時は 江湖 上 好人物 少なく、  ^に 思 ひ 當りも 之れ なく 候。 座 下に も 

此の^ 御憐察 下さるべく 候。 (下き  • 


八月 十一 一日 


(1) 

昌敬拜 白 


(二 )- 


奉呈 黄 梅え 室和尙 侍史 下 


. (三) 紫 衣に 

改 むる 式 

(四) 3. 

主に 次ぐ 美 石 


周演 よ， 0. 竹院宛 文久 三年 

寶簡 拜讀、 命の 如く 向寒、 閣下 道體 益.' 御 淸祉法 幸し 奉り 候。 陳れば 今般^ 山の 公帖 

御顶 戴、 御改衣 滞りな く相濟 み、 法 門の 光輝 斜 ならず 候。 之れ に 依り 龜山 上皇 御廟 

S) 

前へ 香 資の爲 め！ ：！ 比吾贰 顆御備 へ、 かに 收納 仕り 候。 右 卑酬斯 くの 如くに 御座 候。 翌 

竹院 和-: E 傳  二八 七 
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頓首。 

. 十月 二十 四 曰  南 碟參暇 周演 (： 花押) 

拜復 瑞泉堂 頭 大和 尙 侍 衣 閣下 
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杉 民治傳 昭和 十一 年 一月  廣瀨 豊 

杉 民 治、 初めの 名 は 修道と 云 ひ、 通 稱は梅 太郞、 字 は 伯敎、 號は 學圃と 云った。 文 

政 十一 年 正月 十五 日に、 長 門！： 获 郊外 松 本 村圑子 岩に 生れ、 毛 利 艇士杉 百合 之 助の 長 

子で、 松 陰 は その 直ぐのお である。 稍 や- k ずるに 從ひ、 松 陰と 一緒に、 父から 讀み書 

きを 習った。 父 は 二十 六 石と 云 ふ 簿祿の 上に、 先代からの 借金が あり、 家計 豐で なか 

つたから、 公務の 餘 暇に は 農業 を營 み、 ^ど ゆっくりと 子供 を敎 へて 居る 暇がない。 

さればこの兄".^^は、 父の 內 仕事の 時 は 勿 Ali 或は 仕事にまで も從 つて、 書 を 讀み詩 

を 習った ので ある。 父 は 叉 非常の 讓 書家で あり、 非常の 尊皇 家であった から、 その 指 

導 振りの 熱心なる、 全く 驚嘆すべき もので、 後年この兄^^の現はした精忠無ニの魂は 

已 にこの 間に 養 はれた と 云って よい。 松 陰の 詩に ある 文政 十 年の 詔 も、 秋洲 一首の 文 

も、 この頃 兄. fi? 一緒に 父から 習った の 力あった。 その後 叔父 玉 木 文 之 進の 指導 を 受け 

• 杉 民 治^  二 九 一 


役應 調に も 出 ^ 

接 査し id 人 ご 
掛掛て 載 若 
のり 、すの 明 
如 又 出る 名 倫 
き は 席 役籍綰 


. 杉 民治傳  二 九 二 

天 保 十三 年から は、 その 創設に 係る 松不村 塾に 學んだ 事な ど、 松 陰 幼時の 修養と 殆ど 

變り はない。 

山鹿流兵學は初めは叔父吉田大助の高^^から^：ひ、 後に はめ 松 陰から 免許 を 受けた。 

む 4il 履 その他の 武術 卽ち劍 • 搶 ♦ 火 • 馬の 諸 術 は、 それん \ その 常時の 師範に 就き" i^) 授を t 乂 

けた。  4 

梅太郞 は、 嘉永 元年 二十 二 歳で 藩校 明 倫 |i に入學 し、 翌年 居 生と なった。 居お 生 

は成繽 優秀の 者の 特典で あるから、 彼れ も 亦相當 の秀卞 であった 事が わかる。 問 もな 

(二  J 

く 同 館の 面 着 方に 採用され、 尋 いで 郡 奉行所 加勢 暫 S ^に 任ぜられた。 これが 官 おにな 

つた 始めで ある。 性來 救民の 情深く、 且つ 事に 綿密に して^ 勉な 人物であった から、 

この 民政 事務に は 最も 適して 居た。 自分 も 亦 この 職 を 好み、 遂に 一 生 この 方面に 携は 

つたので ある。 元より この間に は單に 自分の 好みば かりで はなく、  ^？松陰の熱心なる 

AM 慂も 大いに 與 つて 力あった ので ある。 例へば 嘉永四 年 松 陰よりの 書中、 富 國强兵 は 

目下の 急務で ある、 その 富國强 兵は勸 農が 主で ある、 兄 はこの 方面に 適して 居る から、 


一 所 懸命に 研究して _ ^き 度い と 云 ひ 送って 居る。 

ぺー， US に？ 「矩 方が 長兄に 望む 所 は 詩に 非ず 文に 非ず。 殆ど これよ り. 急且 つ 要な る もの あり 。 

J  C ナ ^きん 

夫れ々 田 今の 最も 急 且つ 要なる ものにして、 而も 文人：^ 士 の蔑焉 として 省みざる もの 

は、 民に 稼 稷を敎 へ、 以て 農 勸み民 富む こと を 致す の學に 如く はなし。 唯 だ 其れ 急 

なり、 故に 遞. 1 して 以て 他人 を 待つ を 得ず。」 

梅 太郞も 亦よ く 自ら を 知り、 松 陰の 說を 容れ て、 後專ら その 方の 研究に 力 を 注いだ。 

故に 松 陰 は その 方面の 良書 を晃 つけて はこれ を 送り、 又 始終 見聞した 事 を 兄に 知らせ 

る事を.^ゃらなかった。 かくて 梅太郞 は、 官務の 餘暇父 を 助けて 家政 を齊 へ、 嘉永六 年 

に は、 父 は 先代から 持 越しの 官金 借用 も 全部 返濟 する 事が 出來 た。 

. 松 陰 は嘉永 三年に は 九州に、 M 四 年に は江戶 に、 又： IE 六 年に は 四方に 遊學 したが、 

その 旅费 並びに 學資の 仕送りから、 手紙の 往復 その他 一切の 雜事 は、 梅 太郞が 父に 代 

つて 專ら盡 力した ものである。 例へば 嘉永四 年、 松 陰が 江 戶遊學 中に、 單 なる 時候の 

検擇の 様な 不必要な 手紙の 往復 は 勉强の 妨げになる から 止め 度い、 こ のじ：： を鄕 里の 親 
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戚 朋友に 傳 へて 赏ひ度 いと 云って 來た 時に、 梅太郞 は、 その 様な 雜事は 皆 この 兄が や 

るから、 一切 心配せ ずに 素志 を 遂げて、 親戚 朋友の 期待に 背かない 樣 にせよ、 我々 の 

(1) 0$ 汝に 望む ところ は 「道義 を推究 し、 家 學を講 明し、 經世濟 民の 用に 通じ、 攻取守 堅の 

第五 卷 H 一一： 狭 、 

お r 奮 策 を 定め、 進んで は, 謀 を 補助す るに 足り、 退いて は 則ち 學士 を禱 冶し、 少しく 明 公 

閣下の 殊 きに 報ずる こと あらん こと を冀 ふ」 と 申し送って おる。 當.^ 松 陰の 大 トは、 

夙に 一 般の認 むる ところであった から、 兄と して は祸ほ  一 大きな 期待 を 有つ て 居た 

め は、 寧ろ 當然の 事であった。 

. 嘉永四 年の 末から 五 年の 春に かけて、 松 陰の 東北 旅：；；： は 勿論 梅太郞 とも 相談の 上の 

事で は あるが、 その 發 程の 際、 亡命 一件に 就いては 兄 は どれ 程 心配した か 分らない。 

されば 在 江戶の 知人 を 通して、 又 同行者の 宮部^ 藏に 手紙 を やって、 色々 と 拟：£ の 道 

を 講じた のであった。 而 して 漸く 譴責の 姿で 國 に：！ つて 來た 時に、 江戸の 友人に- て 

(二) 

御蔭で 「再び 一 弟 を 得 候 段 は 何とも 心中の 欣喜 あ 筆の 盡す べきに 御座な く 候 …… 」 と 

喜んで 居る。 その後 松 陰が 浪人と なって、 嘉永六 年 四月 再び 四方 遊 學の途 に 上る 事と 


なった 時 は 获 -.? ^外 迄 見送つ て^れ を 惜しんだ。 然るに その 六月に は 米，. が來航 r 

長 藩 は 相 州 警衛 を 命ぜられ たので、 梅 太郞も 衞士の 撰に 當 つて 急遽 東行し、 先 づ江ョ 

に 赴いた から， 兄^^又再び相遇ふ事が出來た。 けれども 梅 太 郞は松 陰の 行動が サ レだ尋 

常で ない の を 見て、 竊 かに 心配して 居たら しい。 これ を 見て取った 松 陰 は， 兄の 心 を 

安ん ずる 爲 めに、 今から _ ^く 鎌 倉に 隱れ て讀 書す るとの 誓 書 を 書いて 兄に 示した。 と 

ころが 間もなく 例の 下田 事件 を 惹起した ので、 梅 太郞の 驚き は 一方ならず、 つ 自分 

が江戶に在りながら、 ^J-の監^^不行屈でぁった事を深く自ら责めて、 父に も 詫び、 御 

役 を 休み 謹 愼の意 を 表し、 又 心配の 餘 り病氣 になったら しいので ある。 そこで 藩で は 

梅 太 郞の職 を 止め 歸！： を 命じた。 梅太郞 は： t 阈後專 ら謹愼 中であった が、 それから 半 

歳 許り 後卽ち 安政 元年 十一月に、 再び 郡 奉行所 勤務 を 命ぜられ、 やがて 少し宛 進級し 

て 同 奉行所 筆者 助役と な つたので ある。 

松 陰が 江戸から 萩の 野 山獄に 廻され てから は、 善良な 梅 太郞は 前の 事 を 忘れて t 中 

の 弟 を 思 ひ、 必要品 特に 書籍 類の 差 入れ や、 手紙の 往復 等の 爲 めに、 殆ど 毎日の 様に、 
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忙しい 役所の 往復 を 獄へ立 寄って 世話 をした。 松 陰 は そのお 蔭で、 何 不足な く 氣樂に 

讀書 三味に 耽る 事が 出來 たのであった。 梅 太郞は 叉诞. '落 舰 せる 松 陰 を激勵 して 捲 土 

重 來の英 氣を養 はしめ た。 例へば、 

二) 第 < 卷 「y:) れ願 はく は 二十 一： E の猛を 以て 彼れ が 二十 一代の 史を 歴觀 し、 治亂 興亡の 然る 

1 二 五號書 sra  一  ,ー  ^. 

參照  所以 を 胸中に 奋へ、 有用の 大 著述 あらん こと を …… 」 

の 書簡の 如き その 一 例で ある。 松 陰 も 安政 二 年の 末に、 愈. - 免獄歸 〔豕 となった ので、 

一 家の 喜び は 想像す る， 事が 出來 る。 ここに 復た 兄、 め 机 を 並べ て 相 親しむ 事が 出 來るゃ 

うにな り、 松 陰 も 若き 門.？ S を 教育す る 旁ら、 兄の 爲 めに 特に 民政 經濟 に關 する 本を對 

讀 した。 

安政 四. 五 年 は 校 下 村 塾 全盛時代 であるが、 そのこ こに 至る 迄に は、 梅 太 の援坊 

は 並大抵の 事で はない。 例へば 松 下 村 塾の 新築、 築の 事業、 その經終^！费用の事、 富 

永 有 隣 を免獄 せしめて 松 下 村 塾の 師と爲 した 事 等 は、 皆 梅 太郞の 助力な くして は出來 

難い 事柄であった。 


(二) 第 十一 

卷ニ 〇 五 K 參 

照 


(三) 周防國 

防府 市、 この 

地に 代官に W 

當する 三 Eo^ 

都へ" 人 を 置く。 

その 下の 筆者 

役な り 


安政 五 年の 暮、 松 陰の 嚴囚 及び 投獄と なり、 再び 梅 太郞の 苦心 は 一方で ない、 梅 太 

郞は又 扣變ら ず.？ S の 獄中 生- 话を 安全に し、 幸福に してやる 事に 一 所 懸命であった。 か 

くして 松 陰 は 在 獄約半 歳、 遂に 五月 中句 東 送の 命 下る や、 梅 太郞は 毎日 獄に 至りて、 

慰撫 激勵に 力め、 夜の 目 も 眠らず 心を碎 いた。 されば 松 陰の 詩に、 

_^\4-客 あ^ 沈々。 き k 悲愁 叉復： T 萬 里 重傷 父母 志。 si. 無 k 邦家 心。 狂 頑 

弟^ 1,,豪& 友 I, 兄 1 驴ジ 放へ むぶ 情 至&. 難. -說 得？ 桃花 5li 陰 深。 

と。 まことに その 實；； 求と 實 情と を^ち 得て 居る。 

これより 先き 梅太郞 は、 三月 某日に 三 田 尻 筆者 役に 轉 任した が、 時には 十數 里の 路 

を^ 鄉 して 松 陰を兒 舞ったら しく、 手紙の 往復 もあった。 松 陰 東 送の 報 至りて より は 1 

當分 して 居た に 相違ない。 遂に 五月 二十 五日 松 陰の 濫輿获 を出發 したる 日に、 從 

來松 陰の 監督 不行； ：5 の 故 を 以て、 父と 共に 官職 を 免ぜられ、 謹慎 を 仰 付けられた。 す 

途 せられた 松 陰 は、 遂に その 十月 二十 七日に 死刑に 處 せられた が、 その 報が 杉 家に 達 

したの は、 十 一 月 二十日 顷 であらう。 杉 一 家 は、 かねて 覺悟 はして 居った ものの、 そ 

ノゾノ 民 治，  二. N 七 
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.  の 訃報 を 得 て は 今更 の 如くお^ の 限りであった らう。 父 百合 之 助 は祌 色， in 若 平常 に 異 

ら なかった と倬 へ られて 519 るが、 處 刑の 當日松 陰の 靈が 合 之 助 夫妻の 夢枕に 現 はれ 

たとい ふ 傳へも ある 様に、 その 傅への 眞否は 別と して、 唯だ單 なる 神色自若 ではな か 

の 人と し て の 

我が 兄 吉田松 つた 事 を 物語る ものである。 梅 太郞は その 先月 以來 虎」 に 濯り、 一時 ま危 iis で、 4- 一 

陰」 參照  . 

月に 至りて 漸く 恢復した が、 病後の 裂 弱に あの！.：^ を 聞いて は、 その 悲嘆 いかばかりで 

あったらう。 松 陰の 死後 栴太郞 は 益. - その 死 を^し み、 その 精祌を 慕って、 その 遣 志 

の 達成に 力めた。 例へば 松 陰の 遣 書 の i 集 保存 並び に W 行の 如 き は 率先 して 事に 當 り 、 

常に 「遣 著 を 公に して 不朽なら しむる は、 萬 行の 佛車に 優る」 と 一： ム つて 居た とい ふ 事 

である。 又 松 陰の 祭祀、 墓碑の 建設、 松 下 村 塾の 經營、 及び 舊門 おの 世話の 如き、 下 

りて は 松 陰 神社の 創設 等、 ^も 松 陰に 關 する 限り、 いつも その 中心と なって 世話 をし 

たので ある。  ， 

萬延 元年 三月、 井伊 大老の 死 は、 天下の 形勢 をー變 し、 延ぃて長^^の態度等にも關 

係して 來た。 されば 離 當局は 從來の 懸案 を 急速に 解決 せんとす る ものの 如く、 その 


. , 三月 十三 日に 杉 百合 之 助 を 逼塞に 處し、 五月 四日に 杉 父子の 謹愼を 解き， 尋 いで 百合 

, 之 助に 隱 返させ， 梅太郞 をして 家^ を相績 せしめ、 間もなく 梅 太郞を 官途に 就かし め 

た。 ここに 於て か 梅 太郞の 責任 は 一層 重大 を 加 ふるに 至った。 元 來杉家 は 薄 の 上に、 

ノ 頗る 係累の 多い 方で、 妹壽 子の^ 小 田 村 伊之助 (ggl) も、 妹 文 子の 婿 久坂玄 端 も、 天 

下の 志士と して 鬼 角 留守 勝で あつたが、 それ 等 留守宅 は 勿論の 事、 出先の 運動 資金の 

三 }  ?<卷 調達 等に 至る まで、 皆 梅 太 郞の內 助に よるので あった。 小 田 村の 文に r 栖々 ：？s 々とし 

1 六 八號鲁 

0f  て、 志 業 成るな し、 家^ を舉げ て、 君の 家 を 煩 はす …… 」 と あるの は 全く その 通りで 

あった。  • 

文久の 初め、 時勢 は 益. > 勤王 黨に 有利に 好轉 し、 松 門の 志士が 大いに 活躍す る 時代 

になり、 從 つて 又 松 陰 追慕の 念： 然として it の 上下 を 動かしん。 卽ち 文久ニ 年に は 父 

. 百合 之 助の 御^め 隱退を 免じ、 三年に は W び官 へ：^ 一に 就き、 御 當職所 御 內用を 仰 付けら 

れた。 又 同年 松 門の 志士 人 江 f  •  m 縣 I . 品 川 纏 一一 . 杉 山脈 . si 一  • 賺村 I .  士 "田聰 太の 

數 iSf か、 特に 松 陰の 敎を 受け， 心得 宜しき の 故 を 以て 士 格に：： 升 進し、 吉 田家 も 亦 復興 

杉 民治傳  二ん ん 
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の 恩命 を 蒙る ことと なった。 そこで 色々 親族 評議の 結果、 梅太郞 のお 子 小太郞 をして 

相續 せし むる 事と なった。 小 太郞は 實に英 物で、 犬の 松 陰 信仰 家で あり、 ^も 松 陰の 

後 を 銅ぐべき 好適の 人物であった。 それだけ 又 栴太郞 の 最愛 兒 でもあった のに、 斷然 

その後 機 者たら しめた。 この 一事 を 以てしても、 梅 太 郞の松 陰に 對 する 追慕の 念 を 計 

り 知られる。 然るに この 小太郞 は、 惜しい かな 明治 九 年 前！^ 一  誠の 驟 動に 加入して 戰 

死した。 思 ふに 小 太 郞の眞 意 は、 ：！ 擬黨を 以て Is の眞 精神と 解した もので、 その 純 

情 は 飽くまで 崇敬す ベ きもので ある。 

梅 太郞は その後、 時勢の 间轉 と共に とんく 拍子に 榮 進して 重く 用 ひられ、 文久ニ 

年に は大阪 二足 都に も 上り、 1： 事に 奔走した。 然し 梅 太郞の 長所 は 飽く迄 地味な 民政 

方面であった から、 華々 しい 功績 は傳 はって 居ない。 元 治 甲子の 變に は、 州に あつ 

て參加 はしなかった。 その後 俗論 黨と 勤王 黨 との 爭議中 は、 常に 正論に 與 して、 所謂 

東 光寺 集合の 幹部と して 盡す 所があった。 引 續き四 境 戰爭の 頃 も、 矢張り 主に 民政に 

從 事し、 國本を 固む る 方面に 働いて 居る。 やがて その 力 を 認められ、 慶應 三年に は當 


だう 

島 . ま奇 代官と な つ り」 。 

慶應元年八月ニ十九日父杉^^！！合之助の死は尙ほ 一 層 梅 太 郞の责 任 を 重大なら しめた 3 

然し 梅 太郞は 益. 'その 眞情 を發. 露して、 母への 孝養 は 勿論、 子供の 教養 ユリ、 啞弟敏 

三郞 • 久圾 未， u 人文 子の 世話、 延いては 森 田家に 歸 家中 リ吉 田大助 未亡人の 事まで、 

何くれとなく 心 を 配って、 實に行 W いた ものであった。 

明治 元年に 從來松 下 村 塾 は 自給自足 なりし も、 爾後 itii より 一 定の 補助 を與 へらる 

る 事と なった。 これ も 亦 梅 太 郞の盡 力 多大であった らう。 

明治 初年に は 矢-おり 鄕 里に 在って 民政に 從 事し、 名 民政 家と して 令名 を馳 せた もの 

である。 例へば 明治 二 年に は、 藩主 特に 名 を^うて 民 治と 改名せ しめたな ど、 .1^ に 名 

實相 適った ものであった。 その後 藩主の 侍講 を も 兼ね、 愈. -枢 要の 職に あつたが、 明 

治 四 年廢^ 置縣後 は、 山 口 縣權典 事と して 精勤 五 年に 及び、 明治 九 年 十一月 二十 八日 

に 四十 九 歳で 職を辭 した。 蓋し この 年 十 一 月 二：！ I 最愛の 實子吉 田 小 太 郞が戰 死した 爲 

めに、 悲痛と 自資 との 結果で あらう か。 民 治の 公生 雞は ここに 終り を吿 げた。 その 

• 杉 民お 傅  -  一一 1〇 一 
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多少の 曲折 はあった ものの、 前後 殆ど 三十 年 一 日の 如く、 淸" 收 そのもの、 恪勤 その も 

のであって、 循吏 中の 循吏 として、 义 一世の 校範 であった。 

明 台 十一 年隱 居の 後、 明治 十三 年に は、 松 下 村 塾 を 再興して 松 陰の 遺志 を繼 ぎ、 子 

弟の 敎 育に 力めた が、 二十 五 年頃に 魔 止した。 思 ふに 松. 卜 村 塾に 於け る 松 陰の 教育 は 

實に 偉大なる ものであった 事 は 勿 であるが、 松 陰 歿後 村 塾の 精神 を 維持し、 愈. 'そ 

の 成果 を完 うせし むる に 最後 迄 努力した 兄 民 治の 功績 も 亦 驚嘆す ベ きもので あ つ た 。 

明； 4n 一 一十 一 年に は 松 陰が 靖國祌 社に 合祀され、 尋 いで 一 一十一 一年に は 御 贈位の 御沙： h か 

あり、 叉 東京と 获 とに 松 陰 神社が 建てられ、 1K 下の 崇敬す る處 となった ので、 松 陰の 

精神が 天下に 認められる 事と なった の を、 民 治 はいかに 喜んだ 事で あらう。 尋 いで 明 

治 二十 三年 八月 二十 九 H、 母 瀧 子の 歿する や、 事 天聽に 達し、 時の 皇 一.！^ 陛下より 祭祀 

料を赐 t. る、 加 ふるに 民 治 自身 も 明治 三十 三年に は、 さきに 國 事に 盡 したる 功に より 

て從 五位 を 賜 はり、 いかばかり 天恩の 優： おなる に 感泣した 事で あらう C 

晩年 は 力 を 女子 敎 育に 注ぎ、 萩 私立 修 善女 學 校の 校長と して 前後 十 年に 及んで 居る 


又 趣味と して は 茶道 を^んで 遂に その 堂に入り、 これ を 以て 子弟 敎 育の 一法と した。 

, こ 8 茶道 は 若い 時からの 好みであった らしく、 嘉永翠 S 陰が 兄の 茶道に 熱心なる 

r, を 失り、 水戶烈 公の 茶對 とい ふ 文章 を兒 つけ 跌を附 して 送った 事が ある。 故に 民 治の 

茶道 は 又 松 陰との 關係淺 からぬ ものが ある。 

かくて 民 治の 晚年 は、 前半生の 勞苦 艱難に 引かへ、 功 成り 名 遂げて 悠々 自適の 間に 

if 明治 S 十三 年 十 一月 十一 曰、 八十 屋の惠 を 以て、 一 族 鄕震惜 の i 

に 他界した。 

著述、 特に 薦の爲 めの 著述と 稱 すべき もの はない が、 松 陰 研究 上に は 極めて 舊 

なる 文書 並びに 編^が 多い。 今 その 數種を あげる。 

杉 I 之 助 常 ii ま)、 太夫 人 赏成 院行狀 (g)、 玉 木 文 之 璧親略 (層 ■)、 

杉 民 治：^ 歴 (ii)、 松 陰 年譜 草稿 (I 識 §1)、 吉 3 小 太郞鞭 5^.! ほ f は j  ： 

置に 民 治 は、 一世の 偉人 吉田松 陰の 兄と して、 誠に 相應 はしき 人物であった. 松 

陰の 後援者と して、 暴 機 者と して、 十二分の 任務 を完 うした。 若し 假り にこの 兄な 

層 
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かりせば、 松 陰 生前の 活動 は あれほどに 發展 する 事 は出來 難かった であらう。 彼の 有 

名な 松 陰の 「家 大人に 別れ 奉る 詩」 中に、 「溫^ 剩^ 留ニ 兄.^?  ^向， 一束 大1¥： 怪雪匚 

と。 この 兄 あれば こそ、 至孝の 松 陰 をして 後顧の 疑な からしめ、 決然たる 行動に 出で 

しむる 事が 出來 たので ある。 叉 松 陰の 死後、 松 陰の 遗 志が あれほど 十分に 徹底した の 

は、 主として 民 治 その 人の 力であった。 故に 民 治 は 何れの^ 味に 於ても、 確かに 松 陰 

の 年 身 そのものであった。 ここに 松 陰の 偉大 を 思 ふとと もに、 民 治の， ぉ大を 偶ぶ 所^ 

である。  * 

本篇 起草に 當 りて は、 松 陰の 養母 森 田家の 後裔に して、 杉 民 治のお 子た る 中 村 助 四 

郞氏著 學鬧杉 先生 傳、 並びに、 特に 全集 編 の爲 め參考 資料と して 寄稿せられ たる 

^民 治 先生 峪傳に 负ふ處 が 多い。 ここに 附記して 感謝の 意 を 表する。 

(昭和 十 年 十一月 三 H 脫： g  S 廣瀬皿 O 

(e 錄)  • 


緩 0  .  杉 民 治 筆 

、 文政 十 一 年 戊 子 正月、 長 門 國構江 東 分 村 松 本に て 生る、 幼名 梅 太郞。 

、 父 は 長 州 藩士 杉 百合 之 助、 長男な り。  • 

、 文學 習字 共に 父 百 合 之 助 • 玉 木 文 之 進 等に 學ぶ。 

、 天 保 十三 年 壬 寅、 文 學上聽 に 罷り出で、 其の後 追々 罷り出 づ。 

、 劍術， 小 野 派 一 刀. 流 相 島 左 馬 太の 門に 人る。 

、 槍術、 寶藏院 流 小幅 源左衞 門の 門に 入り、 陰德 ：11： 錄 傳授。 

、 兵學、 古田 大次郞 の 門に 入り、 上 に 度々 出る〕 

、 . ^術、 初め 森 重 政 之 進の 門に 入り、 後 守 永 彌右衞 門の 門に 入り、 技の ir,:: を受 く。 

, 馬術、 內藤謙 助の 門に 入る。 

、 嘉永 元年 戊 申 九月、 明倫航 人込み、 同年 トニ  11^、 御 仕 法 替の趣 之れ あり、 人 込 誓 

生 殘らず 退 館 仰 付けられ 候。 

、 . 同 二： IJ:€I 年 正月、 居 察 生」」 して 明 倫^ 人込み 仰 付けら， れ候段 御沙汰 あり。 

杉 民 治^  一 •-〇 五 
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一、 同年 二月、 明 倫 館 面 着 方と して 差 出さる。 

一、 同 三年」；^、 戌 五月、 郡 奉行所 加勢 暂役 として 差 出さる。 

1、 同 四 年辛袁 十一月 九ョ、 御 役所 勤 中 明倫航 一能り 出で 武藝 心掛けの^、 上聞に 達し 

候 事と、 ヒ 御用 所に て 申し 聞かさる。 

1、 同..： ハ年 癸， せ 十二月 十三 ョ、 此の度 相 州 御 備場御 .m 地 都合 役 率-相 立てられ 候に 付き、 

筆者 役と して 差 出さる。 

一、 同斷 に付き 卜 二月 十五： 11、 萩 出立。 翌七年 甲 寅 正月 元日、 江戶 着" 

一、 同 七 年 甲 寅 三月、 相 州 御備場 出お"  .  . 

— (中略〕 — 

一、 同年 五月 七 曰、 先達て 以 來病氣 に付き 御 役 內斷り 申出で 候處、 御斷 筋の 儀 は 何へ 力 

の 儀 追って 御國に 於て 仰せ 聞 けられ、 爱 許の 儀 は マ たづ 御 番手 差 除かれ、 御 國差下 

され 候 御沙汰 之れ あり。 

覺に 記す、 此の 事柄 は 寅 次郞事 下田に 於て e.- 墨 利 加船乘 移りの 事 露見に 及び、 公 
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0   


儀より？^;: 捕られの 事の 連坐に て 候。 

一、 同斷 に付き 相 州 出立、 六月 上旬 萩 着。 

1 、 同年 十 一 月、 郡 奉行所 加勢 暫役 再勤、 追々 少々 宛 進み、 同斷 筆者 助役に 至る。 

一、 安政 六 年已未 三月、 三 田 筆者 役に 轉ず。 

1、 同年 五月 二十 五日、 左の通り 御沙汰 之れ あり。 

一 、 萬延 元年 庚申 年 五月 四日、 左の通り 御 |^) 汰之れ あり。 

一、 同日、 kn 合 之 助への 御沙汰 は 古田」 次郞 云々 身柄 隱 35 仰；^ けられ、 尚 子き 太郞 / 

-: 豕績仰 付けられ 候 事。  ， 

一、 同年 五月 十五 日、 御所 帶方 筆者 暫役 として 差 出され 順に 進み、 ^-幽 年中 こ 鹏)： lij ^方 

迄に 進む。 

一、 文 久ニ年 壬 戌 三月 十七 夜、 急に 御用 之れ あり、 竹內 正兵 衞 I 請 I 方 一 同大 坂 差 登 さ 

れ候 事に 決し、 御沙汰 事 は跡斷 りに して 翌十 八日 未明より 出立 罷り 登り 候。 當節薩 

1  (四) 

外より 三郞 公子 大島三 右衛門 其の 外 有志 5_ チ：： 連れられ 上京の 趣 彼是 時勢 一 方なら ざ 
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( 一 ) 
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なくと かの 意 
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H:-  • 十一 ； H 周 

防 51： 中關 沖に 
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る 風評に 付いての 事な り。 

、 同斷 に付き 滯坂中 大坂差 引 方の 御用 取.^ ひ 仰 付けられ、 ル M ほ 又 格別の 御 詮議 を以 

て 御中 間 頭 の 御 仕 成 仰 付け ら れ候段 御沙汰 之れ あり 。 

、 滯坂 中京 都 ども 再度 登り、 七月より 十月 迄 京都 詰め り、 十月 御！： 差 返され、 是 

れ迄 の 通り 御所 帶方所 勤 候 事。 

、 文久 三年 癸 亥 五月より 御 兩殿樣 御？ ぬ 治の 御 iF にて. En へ 御 越し 遊ばされ、 追々 詰 

役所 ども 山 口 引越しに 相 成り、 山 口 詰 も 仕り 候。 

、 同年 春、 大御 改革に て 地 • 江戸 合 一 に 相 成り、 江戶方 御用 所 役 . 地方 御所 帶方 -兩 


人 所と も 合一 にして 御藏 許 役所と 唱へ仰 付けら 


(1 


行 形 御藏 許 役所 本 綺役仰 付け ら 


候 事 „ 


、 同年 六月、 勅使 御 下向に 付き 佐久 間：；^ 兵衞 誠| 一同 御 引受と して 差 越さ 

？ i 川より 廣島 迄參 り、 遂に 馬關迄 5 能り 越し 候 事。 

、 同年 七月、 幕府 御 使 番中纏 一之 允 殿 小 郡 御茶屋に 於て 御；^ 請 仰 付けられ 候に 付き- 


(二) 

ヽ 

/ 


(EI) 一に 馬 

1 一通 並と も 云 

ふ。 中士 下等 

に 賞る。 杉 氏 

元來 下士 上等 

に當 りし を以 

て、 殍格 せる 

譯 なり 

(五) 家老 盆 

田 正 _ 


(六) 元 冶 甲 

子禁 門の 變 

(七) 周防國 

熊 郡の 港 


御用 之れ あり、 同所 差 出され 候 事。 

、 同年 九月 二十 五日、 御 仕方 之 わ あり、 身柄 一代 遠近 付 仰 付けられ 候 御沙汰 之れ あ 

り 候 事。 

»  お し ぐ." かた  (五) 

同日 御 蘇： 铜仕翻 方 仰 付けられ 候 段、 右衛門 介 殿 仰せ 渡され 候 事。 

 (中略)  


一、 文 久四年 七月 十三： n、 若殿 様 御 進^、 京都 御 登り 遊ばされ 候に 付き、 御供 仰 付け 

られ 候。 H: 卜き 

]  S  (七) 

銜 船中に て 京都 變 動の 報道 之れ あり、 窒津迄 御：；^ 返しに 相 成り 候。 

、 同年 八月 十七 日、 只今の 御 役差替 へられ、 諸 郡 御 仕組 方 仰 付けられ 候 段、 主；.：； 殿 

仰せ 波され 候。 只今の 御 役 は 御藏 許 御 仕組 方な り。 

、 此の 時 は 郡 奉行 は 山 田.： 千 右衞門 手：；：.^ 役より 1^ 勒、 根 役 御用 繁 に付き 郡 方の 御用 は 

大概 悔太郞 へ 委任し、 _仪 中 承り 論談 毎夜 夜半に 及ぶ、 或は 小^ を 命じ 勞を 慰し 候。 

梅 太 郞も夜 白 勉、 役の 等閑に 附し 置きた る 山の 如く 滞りた る 御用 を 五六 十日 間 

杉 民 治 -0  ,L 


橋 二ら 人の 太 右::: 
本 ごる 野耍郞 門^ ノ 
橋 山路 等 • 

の Hi 獄者 正中 前 
通 市 に十議 WW 

り 內 斬 一派 道 孫 


杉 民^ 傅  n 二 〇 

に 片付け、 實に偸 快な り。 

、 同年 十月、 俗論 蜂起、 一時 获表 御歸城 遊ばされ、 政府 要路の 役人 悉皆 交代 十、 ^ 

勢 頗る 危急な り。 

、 同斷 に付き、 氣 分^に 付き 御 役 御斷り 申出で、 願の 如く 差替 へられ 候 段 卜 一月 二 

十四日 S "せ ^さる。 

、 俗論 政府 益..^ G^J し 、 先 政府 要路 の 人々 辆： f;:! • ホ舍 • 親類 け 等 に 相 成り、 諸隊 追：^ 

と 申す 事に 相 成り、 非 役の 遠近 付梳 本町大 際へ 出；^ を 命ぜら わ、 引 繽き大 谷 口へ 

出張と 相 成り 居る 内、 笠 原 半九郞 其の 外 追々 申し 談じ、 遂に 翌年 乙 正月 十一.： 0、 

遠近 付の みならず、 八 組 は 申す に 及ばず、 階級に 拘ら ず、 有志 者の 寄 合に て 一 问御 

城 御前に 罷り出で 願 ひ 奉り 候處、 御 兩殿樣 • 讚 岐樣御 一 同 御對 面の 間に 於て 拜；^ 差 

免され、 諸歐 追討 然るべ からず、 早速 差 止められ 度き 趣 役人 正邪の 論 迄 段々 申 にげ、 

梅 太郞も 鄙見 具 さに 申 上げ 候。 夫れ より 直樣東 光寺へ 屯 集、 時々 御城に 罷り出で、 

裏 1^ 役 熊 谷 式部 • 御 直： ni 附役內 藤 造酒 • 淺 野往來 等へ 迫り 候 儀 も 度々 之れ あり、 其 


(三) 毛 利 讚 

岐守、 末家淸 

末の 藩主 


(EI) 城外 松 

本 村に ある 藩 

主 先祖の 菩提 

寺 


(五) 杉 梅 太 

郎等 東 光寺 へ 

集して 俗論 

が正雜 の？ g 

隊を 追討 せん 

とせし を 阻止 

す。 この 淑を 

當時趣 靜省議 

In と秘 す。 慶 

應. 几 年 二  I:T4- 

一 日、 蹈靜會 

議員 香 川 半 

助 • 冷泉 五 

郞* 櫻 井 三 木 

三、 ？ S の 近郊 

明 木 付 權現原 

に 於て 俗論 派 

のた め 要 殺せ 

らる 


の 後生 雲 村へ 引上げ 候。 此の 人數 則ち 干城 隊の權 舆と相 成り 候。 其の內ょりー，？5.^^內 

藏之允 其の 外兩 三人 同道、 梅 太郞事 5 石 國邊り 罷り越し 候。 其の SS 守 中に g:^ の變ぁ 


、 元 治 二 年 乙せ、 御正 議御； 1 復に相 成り、 役人 進退 之れ あり、 二月 二十 三日、 御手 

廻 組へ 相 加 へられ 御用 所 御 內用掛 り 仰 付けら る。 S: 卜 g-) 

、 同年 五月、 根 役より 御 撫育 方 御 內用掛 り 仰 付けられ、 頭 人 座の 御用 を も 取 計 ひ 仰 

付けら るる 段、 筑前殿 仰せ 渡さる。 同年 五月、 內斷 りの 趣 之れ あり、 右 御用 差 除 

かれ 候 段 伊賀 殿 仰せ 渡され 候。 

、 同年 六月 御用 所 御 內用掛 り 差 除かれ、 民政 方 御 內用掛 り 仰 付けら るる 段、 估賀殿 

仰せ 渡さる。 手元 役より 郡 方 出勤、 御用 筋の 儀 は 郡 奉；：；： 役，^ り 合せ 相 勤め 候樣 授け 

之れ あり 候。 (W 下略 } 

、 同年 八月 八日、 根 役より 御 阈用方 御用 所 役の 御用 取 計 ひ 仰 付けられ 候 段 仰せ 渡さ 

れ、 郡 方 出勒差 除かれ 候段授 け 之れ あり。 S 下 if) 
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杉 民 治 傅  ，  ；！ ニニ 

、 同年 八月 二十 九 □、 父 百合 之 助 病死 仕り 候。 ..J^ 明 後山 口？ 能り 出で 政事 堂出勒 候へ 

ども、 是れ こそと 申す 御用 之れ なく、 時々 內々 の 意 23^ 申立て 候 位の 事に て H を；^ し 


二)  .fKS 

山 藩主 毛 利 一九 

功の 幼名 


(二)  f 秋 近傍 

の 地域 を稱 し、 

濱崎は 同じく 

t かの 港口 附近 

の 地名に して 

宰判を SK き 近 

傍の 諸島 もも 

統轄す。 當； a 

代官 は濱 崎の 

代官 を 舞". a る 

を 常例と す 


、 慶應ニ 年 丙 寅 三月 九日、 根 役より 平 六 郞樣御 書物 懸り仰 付け、 りれ、 德 m へ^ 越さ 

れ候 段、 単 人 殿 仰せ 渡さる。  、 

、 同年 五月 八日、 只今の 御 役差替 へ大檢 使役 仰 付けられ、 現 勤 差 除かれ、 御 阔政方 

御 內用御 聞かせ 成され、 御用 所の 御用 を も 取 計 ひ 仰 付けられ 候 华人殿 仰せ 渡さ 

る。 覺に _ ；.^ す、 是れは 唯 だ 名 nw の 事に て、 現 勤 は 矢張り 德山 御き 物 掛りを 重 もに 所 

勤 致し 候。  - 

、 同年 七月 二十 五日、 石 州 口 御 內用取 計 ひ 仰； k けらる。 (以下 略、 - 

(二) 

た 5 だ 5 

、 同年 十二月 二十 丸 日、 根 役 現 勤 差 除かれ、 當島 •  ^崎^ 卞判御 仕組 方 仰： けら 

る。 (以下 略) 

、 同 三年 丁 卯 正月 十一 日、 只今の 御 役差替 へられ 當島 • 濱 崎 御 代官 役 見？： 仰 付け 


らる。 (以下 略) 

、 同年 四月 十日、 當， • 演崎御 代官 役 見習 仰 付け 置かれ 候處、 本 役 同様の 心得 を以 

て 所勒仰 付けられ 候投、 ヒ總殿 仰せ 渡さる。  • 

 (中.  

、 明治 元年 戊：： K 十月 二十 六日、 只今の 御 役差替 へられ、 民政 主事 助役 所 勤 を 遂げ 候 

樣 仰せ 出さる。 S 下 S 

、 同年 十 一 月 四日、 根 役より 物產： 15 知事 兼 帶所勤 を 遂げ 候 様 仰せ 出さる。 H 下き 

、 同一 一年 巳 一 一月 五：！：、 邪宗 門人 民 敎論方 其の 外 諸跃引 御用 掛り仰 付けられ 候。 H 下き 

 (中^)  

、 同年 八月 二十 H、 更に 民政 主事 助役 所 勤 を 遂げ 候 様 仰せ 出され 候 段 仰せ 渡され、 

左候て間もなく民政：；^vi民事：I5に改唱、 民政 主事 助役 を 民事 權少參 事に 改められ 候 

處、 御沙汰 物 紛失す。 

. —— (中き —  、 

杉 民治傳  一 一二  H 


杉 民治傳  三 一四 

1 同年 八月 二十 八日、 板 役より 御 書物 掛り 仰— ナら る。 (W 下 tp) 

一、 同年 九月 十 丸 日、 根 役より 御 改正 掛り仰 付けら る。 (以 下略) 

一、 明治 二 年 十月 二十 三日、 左の通り 御沙汰 之れ あり。 

.  杉 梅太郞 

替名 民 治 

右 御存慮 在らせられ、 前書の 通り 改名 仰 付けられ 候 段 仰せ 出され 候 事。 

.  (中略)  

明治 三年 七月 .f- 日、 御用 之れ あり、 早々 東京 差 登され 候 段 御沙汰 支配 所より 出る- 

七月 出立、 船中 罷り 登り、 ：！ り 木 曾路、 下り 船中に て 十月 歸り候 事。 

右 御用 筋の 儀 は 朝廷 向 民政 承り 合せ、 且つ 當春 {1 敎使設 けさせられ 候。 就いては 

追々 御 施行 在ら せらるべく 候 間、 然るべき 人卞 一 兩人撰 I 致し 差 出し 候 様 御^.^ の 

33 も 之れ あり、 -旁. ^差 登 さるとの 御 訟議の 由な り。 

1 1 (中略).  . 


1、 同年 間 十月 八日、 御 改正に 付き 當職を 免ぜられ、 更に 郡 用 W 大屬所 勤 を 遂げ 候樣 

仰せ 出され 候 段 仰せ 渡さる。 尤も 民事： Ti: 郡 用 局と 改唱。 

||( 中^)  

1、 同 四 年 辛 未 四月 二日、 當蛾を 免ぜられ、 奥 阿武 郡 大屬仰 付けら る。 

一、 年 十二月 二十日、. En 縣權典 事に 任ず。  - 

一、 同 六 年 六月 二十四日、 本官 を 免ず。 

一 、 同日、 準 九 等 出仕 申 付け 候。 

一、 同日、 勸業掛 り 山 代 部區正 兼^ 申 付け 候。 

一、 同 七 年 二月 四日、 出仕 を 免ず。 . 

一、 同年 四月 十五 H、  .En 縣準 十二 等 第三 大區區 長 申 付け 候。 

一、 同年 八月 五日、 勸業掛 り 差 除き 候。 

1 、 同 九 年 十 一 月 一 一十 八日、 本職 を 免ず。 

杉 民治溥  三 一 五 


一、 同 十一 年 八月  一 H、 隱： IT 

1、 明治 三十 三年 四月. K 日、 特&を 以て 位記 を 賜 ふ。 敍從 五位。 


關係 人物 略瞎 


凡例 

1、 松 陰の 關係 人物 は： f めて 多く、 本 全集 中に 散見 十る 人名 を 網羅す ると なれば、 宛ら ー篇 

の 幕末 人物 誌と なる であらう。 殊に 古人 を も 如實に 師友と して 交 はった ともい へ る 松 陰で 

あるから、 和淡歷 史上の 人物 を 加へ なくて はならぬ とすれば、 夥しい 人數 になる。 門人 も 

「兵 學 入門 起請文」 に 見える もの を 加へ ると 三百 餘人 となる。 これらの 人々 に 就いて 一 々 

その 傳記を 書く こと は 今の 場合 不可能で あるから、 ここに は 松 陰の 時代に 生存し、 直接の 

交 あり、 而も 比較的に 關 係が 深いと 認められる ものに 限る ことと した。 

一、 もとより 略傳 である、 成るべく 正確な ものにしようと 努めた が、 直接 原據 にあたって 調 

査し たもの は 少なく、 多， くは旣 Z の 諸 書に 據 つたので ある。 その 中には 明かに 誤 じある 

と 指摘し 得る やうな ことの 書かれた の も 若干 見付けられ たから、 未だ 筆者の 發兑し 得な い 

誤 護脫？ 1 も 少なく はない ことで あらう。 唯 だ 松 陰との 關係 だけ は 正確で ある やうに 全力 を 

盡 したつ もりで ある。 

關係人物略；^  . 三 一九 


關係 人物 略 三 二 〇 

一、 本 全集に 於て 參 照すべき 箇所 は 列記した が.. ， 刃 論 王 要なる ものに 限らざる を 得なかった。 

1 、 標題の 氏名 は 松 陰の 文獻に 壞-. あら はれる 呼び 方に 從 つたから 外見 上の 統 一 はない。 名- 

字.  雅號.  變名は 解る だけ 舉げて 置いた。  松 陰 その 人に より、 又は 後に 刖 名で 呼ばれた も 

の は、 何れも 德 題に 揭げて その 參照名 を あら はした。 通稱 のうち 助. 介. 輔ゃ 二. 次な ど 

の附 くの は 諸 書に 記す ところ 一 致せず、 本稿の ものが 正しい と 保 I； ぼしが たいの も ある。 

一 、 この 稿 を 作る にあたり、 本 全集 以外に 概ね 左の 諸 書 を參考 した。 中には 原文の 一部分 を 

そのまま 借用した ところ も あるが、 1 々その 匕 I を：：.^ さなかった。 ここに ti んで 謝お：：^ を 表 十 

る 次第で ある。 

大 H 木 人名 辭書 儒 學者傳 記 集成 阔學 者傳記 集成 勤王 烈士 傳 • 殉難 錄」 近世 偉 

人傳 贈位 諸贤傳 甲子 殉難 士. 傳 舊長^^殉難者名錄 防 長 囘犬史 i は， 長 人物 史 松 

陰 先生 交友 錄 吉田松 陰の 殉國敎 き 松 陰 先生 5 教育 力 阿武 郡 誌 

(. ^員 ^村敏 雄 ；} 
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ク 
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梅 田雲濱  量 0 

浦 奴 負  一一 一 liHC 

s   雲 

江 赌 五郎 (那珂 通 高)  量 七 

才 (ヲ) 

大木 藤十郎  璧八 

大 久保耍  無 九 
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a 玉 初 之 進 附干代 (芳)  so 一一 一 

小 林 虎三郎  

小 林 民 部  SS 

駒 井 政 五郎  sow 
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會 澤恒藏 

名 は 安、 字は们 民、 號は正 志 齋 • 欣赏齋 • 憩齋、 天明 二 年 五月 二 卜 五日 水戶 藩士 恭敬の 家 

に 生る。 藤 田 幽谷の 門に 入り、 刻苦 勉勵 して 嶄然 頭角 を 見 はす。 寬政十 一 年彰考 館寫字 生. 

となり、 文化 元年より 諸 公子の 輔導に あたり、 齊昭は 當時五 歳な りしが、 その後 十七 年間 

その is- を 受けたり。 文化 五 年 步士に 列す、 文政 六年彰 考館總 裁の 事を攝 し、 天 保 元年 郡 

奉行、 同 十一 年 小姓 頭 兼 弘道館 督學、 弘化 元年 齊昭 致仕し、 翌年 會澤も 亦 退く。 その後 齊 

昭の 宽を訴 へんと して 禁錮せられ、 嘉永ニ 年に 及ぶ。 六 年 米 艦 浦 賀に來 る や 幕府 齊昭を 起 

して 外 國の議 に參ぜ しむ。 ここに 於て 藤 田 東 湖と 共に 藩主 を 助けて 畫策 獻替の 誠を竭 せり。 

文久 三年 七月 十四日 歿す、 享年 八十 二。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

關係 人物 略傳  三 三 一 


, 關係 人物 略傳  三 三 二 

會澤は 學識德 望 一世に 高く、 水 戶學の 最も 有力なる 代表に して 著述 七十 餘卷、 新 論. 廸？ t 

篇 • 退 食 閑話 • 及 門遣範 • 草 偃 和 言 . 下 學邇言 等 皆當時 大いに 讀 まれたり。 松 陰 は嘉、 水 四 

年 十二月 水戶に 遊び、 會 澤を訪 ふこと 數度、 大いに 啓發 せられ、 その後 も 水 戶學の 研究 を 

續け て、 その 學 風より 受けた る 影響 少 な か らず。 

第十卷 一九 八 ニー  〇 ニニ 二 六 ニニ 七 ニー： 八 頁 第八卷 第五 五號 

周弼の 弟、 秋 溪と號 す。 文化 九 年 周 防 大島郡 和 田衬に 生る。. 幼に して 父母 を 喪 ひし も 兄と. 

共に 蘭方醫 たらん と 志し * 勉學 大いに 力め、 長 崎に 赴きて 獨 逸人 シ ー ボルトに 師事し、 後 

江戸の 宇田川 榛齋の 門に 入り、 學 成りて 伊東玄朴の 塾に 敎ふ。 嘉 永の 初め 获に歸 り 開業し 

て名聲 あり、 同 二 年長 崎に 赴き 種痘 法 を 受け、 i,^; 苗 を 得て： t り 大いに 益 を 海內に 致せり。 

文久 元年 藩 世子の 侍 醫に舉 げられ、 同 三年 兄の 家を繼 ぎ、 藩の 醫學所 好 生堂敎 論と なる。 

明治 初年 朝廷に 召されて 大典 驚と なりし が、 同 三年 九月 八日 歿す、 享年 五十六。 

松 陰 は 安政 二 年 野 山 獄中に 在り、 同囚の 病みて 療法 を 知らざる ために 困し むを憐 み、 書 を 


研藏に 寄せて 醫 書の こと を 問 ひ、 その 指示に より て 多く 飜譯醫 書を讀 めり。 

第 四卷四 一 頁 第 十一 卷ー 五-一六 頁 

鲁 

あはみ 

赤 川 淡水 (佐 久間佐 兵衞)  • 

通稱直 次郞、 別名 義濟、 ，號 は 思齋、 後 佐久間 氏を繼 ぎて 佐 兵 衞と改 む。 犬 保 四 年 萩に 生る。 

中 村道 太郞 (1) の 弟な り。 幼に して 父 を 喪 ひ、 伯父 赤 川 叉 兵 衞に養 はる。 初め^ 防德 山の 

黑祌 相模の 塾に 入り、 叉 同じく 周 防 右田の 太 田 梁 平に 從學 し、 次. いで 藩校 明 倫 航に學 び、 

嘉永ー 一年 九月 松 陰の 兵學 門下と なる。 安政 一 一年 水戶に 遊學し 會澤正 志齋に 師事す る こと 三 

年、 歸 藩して 五 年 八月 明 倫館舍 長、 次いで 助教と なり、 令名 あり。 松 陰 幽居 中 も 文 評 を 乞 

ひな どして 兄事せ る ものの 如く、 再 入獄の 時 も 奔走 幹旋 せり。 位し 藩府 との 協調 を 主と せ 

る を 以て、 松 陰 その 心事 を 疑へ る こと も あり。 文久 年間 京都に 在りて 壤突論 を 朝議たら し- 

む るに 功 あり、  元 治 元年 禁 門の 變には 家老 福 原 越後に 從ひ 大いに 戰ひ しも 利 あらず して 歸 

國し、 恭順 黨 のために 投獄せられ、 十一月 十二 日 斬に 處 せらる、 享年 三十 二。 野 山 十一 烈 

士の 一 人な り。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる e 

關係 入物 略傳  三 三 三  . 
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笫四卷 一三. ニー  • 一  六 一一 了 一八 一 一丁 一八 四 頁 第五 卷ニ六 三 頁 • 戊 午文槁 投獄 紀事 第 六 卷八八 

頁 第九卷 第三 五三， 三 七 五 • 五八 二 • 六〇三 號 第 十卷四 ニー  • 四 二八 頁 第 十一 卷四 一七 K 

あんよ 

赤 根 武人 (松 崎 武人) 

はしら じ ま  攀 

赤禰 とも 書く。 通 稱は斡 之 承、 舊姓松 崎、 周 防 大島郡 柱 島の 醫三 宅の 子な り。 幼に して 海 

防 僧 月 性に 從學 し、 周 防 熊 毛 郡 阿月の 鄕 校に 入り、 その 地の 士赤 根雅 平の 養嗣 となる。 安 

政 三年 八月 頃 は 松 陰門 下な りしが、 後 京都に 出で 梅 田 雲 濱に學 ぶ。 同 五 年 九月 雲濱 捕縛せ 

ら るる や、 雲濱に 寄せられ たる 志士の 書簡 等を燒 きて 證跡を 湮滅し、 自ら は 一 旦捕 へられ 

しも 疑 解けで 歸國 し、 松 下 村 塾に 松 陰を訪 ふ。 松 陰 は 伏 見の 獄を 毀つ の 策 を 授けて 彼れ を 

亡命せ しめたる も 遂に 成らず。 松 陰の 歿後 も 松 門の 士と 交り、 文久 年間 は 京都. 江戸の^ 

に 往復して 國 事に 働き、 文久 三年 正月、 、江戶 に 於て 松 陰の 遣 骨 改葬に 參 加し、 馬關に 於け 

る 外 艦跑擊 にも 加 はり、 文久 三年 九月 高 杉の 後 を 承け て奇 兵隊の 總暂 となり、 翌年 八月 四 

國 聯合 艦隊と 戰ふ。 慶應 元年 高 杉の 藩論統 一 運動に 異見 を懷 き、 遂に 新撰 組 伊東 甲子 太郞 

の 配下と なり、 長 藩 恭順 派に 內應 して 大義 を 誤る。 慶應ニ 年 正月 捕 へられ、 その 二十 五日 


山 口 鰐 石に， 暴 首せられ たり、 享年 二十 八。  . 

第六卷 一六 四 • 一  八 七 頁 氣八卷 第二 六三號 第 九卷第 iiH ハ九號 第 十一 卷八五 頁 

瞀 

安藝 五藏 江赌 五郎 を 見よ 

秋 良 敦之助 

あ つき  > つられ まへ 

名 は 貞溫、 周 防 阿月の 人、 藩の 重臣 浦靱 食の 家臣に して 早く 明 倫 館に 學び、 松 陰の 父 及び 

玉 木 文 之 進と 親しく、 從 つて 松 陰 も 幼時より その 人 を 知れり。 浦 家の 加判 役 公人と して 主 

象の 爲 めに 圖り、 殊に 財政 整理に 功 あり、 夙に 尊皇- S 夷の 思想 を 抱き、 月 性の 感化 を 受け 

たる こと 多し。 嘉 永より 安政 二 年頃まで 江戸に あり、 松 陰 往復して 時事 を 論ず。 安政 元年 

我が 國水 軍の 微力なる を 憂慮し、 遂に 蒸 氣に代 ふるに 轆轤 機 を 以てする 人力 船を發 明し、 

同 四 年 京都に 於て 梁 川 • 梅 田 等と 謀り 出資者 を 得て 一 一隻 を 造る。 安政 一 一年 以 

來 萩に 在役す る こと 多く 厘.' 松 陰を訪 ひて 時事 を談ぜ り。 松 陰 亦 その 人物 を 尊敬し、 門人 

松 浦 松 洞 をして その 像を寫 さし めんた め 阿月に 赴か しめたる こと あり。 その後 浦 棘 負に 隨 

關係 人物 略傳  1  一二 一一  五 
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ひて 國 事に 盡瘁 し、 一. 几 治 元年 佐々 木龜之 助と 共に 義勇 隊の 隊長たり。 維新 後祌 道中 敎院局 

長 • 少敎 正. 鎌 倉 宮宮： ^となりし こと あり。 明治 二十 三年 歿す、 享年 八十。 大正 元年 正 五 

位 を 贈らる。 曾て 僧 月 性 は 秋 良の 女 を 松 陰に 娶 はせんとの 意 ありし とい ふ。 

第四卷 一九 五 頁 第五 卷九ニ 頁 第七卷 一六 六 • 二三 七 頁 第八卷 第一 四八號 第九卷 第二ん 五 • 

三 三 四 *六〇 三號 第 卜 卷四ニ 〇 頁 

あさか ごん さい  • 

安積 良齋  , 

名 は 信、 或は 重 信、 字 は 思 順、 通稱祐 助、 號 は！^ 齋叉は 見 山樓、 5 石 代 郡 山の 人。 江 戶に出 

で 佐 藤 一 齋 に從學 し、 刻苦 勉學し 漸く 頭角 を 見 はす。 後 林 述齋の 門に 入り、 名聲を 博す。 

嘉永 三年 六十 一 歳のと き擢 でられて：： HI 平 費 教授と なる。 萬延 元年 歿す、 享年 六十 七。 論|^1§ 

捭註 • 論孟 衍 3ni • 見 山樓集 • 災齋文 稿 • 同 詩稿 . 同閒話 等の 著述 あり。 

夭 保 十一 一年 毛 利 敬 親、 江戶 の^^に 文武の 學 校有備 館を設 くる や、 ：：^ 齋 その 敎授を 翁 任した 

る を 以て、 長^t士の彼れに學ぶ者多く、 松 陰 も 嘉永四 年 江 戶遊學 の 際敎を 受け、 r 經學文 

章、 卓爾 たる 大家に して ^々人 を 誘 ふ、 皆 以て 吾が 學を 補くべし 一 とパ 〈リ。 


第二 卷  一二 五 頁 第八卷 第二 〇•  ニー 一二 號 笫十卷 辛亥 H 記  - 

めざが み 

阿座上 正藏  . 

名 は 正 光、 字 は 孝德、 弘化 三年 は) 長 州 藩士の 家に 生る。 詳傳 不明 なれ ども、 安政 四 

年 十二 歳の 九月、 松 陰の 兵學 門下と なる、 但し 漢學を も 併せ 學び しもの ならん。 六」 4.5; ム食 

の 東行 を 送る 詩 あり。 文久 三年 五月 馬關外 艦砲 擊戰に は 壬 戌 艦に 乘 組みて 戰ひ、 次いで 荻 

野隊に 入りて 活動す。 元 治 元年 禁 門の 變に國 司 信 濃に 從ひ、 崎 峨大龍 寺に 屯し、 七月 十 丸 

日の 戰に 中立 寶門 にて 重傷 を 負 ひ 自殺す。 享年 十九。  . 

第 十一 卷 一九二  •  ニー；： 六 • 四 ニー  頁 

麻 田 公 If 周 布 政 之 助 を 見よ  . 

足代 權大夫 

ひろのり  _r たん 

名 は 弘訓， 號は寬 居、 天明 四 年に 生る。 父は弘 早、 家 は 世々 伊勢の 外宮 神官な り。 荒木 田 
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久老 • 本 居大平 • 同 春 庭 等に 從學 し、 京都 • 江戶の 大家と 交遊し.' 祌典 • 1: 史.^ 令. 歌 

集 等の 研究 を 以て 知られ、 著述 少なからず。 安政 三年 卜 一 月 五日 歿す、 享年 七十 三。 

松 陰 は 嘉永六 年 五月、 同 十二月 江戶に 下る 途上に 於て 訪問せ り。 

第 四 卷三ニ 七 頁 第八卷 第一 〇〇f お 第 十 卷三七 二 頁 

有吉 熊次郞 

名 は 良 明 た)、 字 は 子德、 天 保 十四 年長^ 士近^ 傳十郞 の 次 Gj- として 生る。 少 くし 

て 明 倫 館に 人り、 安政 五 年 十六 歲の舂 松 陰門 下と なる。 「有亩 質 直にして 氣 あり、 而 して 

本と 讀書を 以て 業 を 建てん と 欲す、 今 乃ち 慨然 相從 ふ」 と は 松 陰の 評な り。 安政 五 年 十 一 

月間 部 老中 要擊 策に 血 したる も果 さず、 叔父. E 极多 助の 嚴 重なる 監督 下に 置かれた りし 

が、 卜 二月 松 陰 投獄の 由 を 聞き 罪名 論 を 以て 奔走し 遂に 家に 幽せら る。 松 陰 は 「子 德は滿 

家 俗論に して、 恐らく は 自ら 持す る こと 能 は ざらん。 然れ ども 其の 正直 條慨 未だ 必ずしも 

磨滅せ ず、 則ち 亦 時 ありて 發 せんの み」 と 言へ. り。 後 再び 明 倫 館に 入り、 文久 元年 七月 高 

杉晉 作と 共に 御 番手と して 江戸に 下り、 有備 館に て勉學 す。 翌年 十一月 久坂丄 尚 杉 等の-:^ 


夷 血盟に 加 はり、 十二月 品 川 御殿山の 英阈 公使^ を燒 く。 文久 三年 藩 命 を 受けて 航；^ 術 を 

學び、 後 京都に 上り 學習院 に 入り、 松 門の 同志と 共に 列藩の 志士に 交り、 攘夷 卽 行の 氣運 

藤 成に 與る。 五月 歸國 して 久坂玄 瑞 と共に 山 口に 於て 八幡 隊を 組織す。 元 治 元年 七月 十，^ 

日禁 門の 變に は久坂 i 、瑞. 入江 九 一等と 鷹 司 邸に 籠りし が、 戰利 あらず、 自：？ して 終る、 

享年 二十 二。 明治 二十 四 年 正 五位 を 贈らる。 

第五 卷三ニ 五 頁 • 戊亇 文槁嚴 sfe 事 .投 ^紀事 第 六卷； 二 五 •  二三 七. 二三 八 頁 第九卷 第三 二 

四 こ 一二 一九 • 四 ニニ 號 第 十一 卷 五三 . 五 七 頁 以下 •  ニニ；：：  二； 四 二  •  二 四 nr 三 二べ • 四ー 二  Im- 

(精)  - 

. 天 野 淸三郞 (渡 fi)  . 

名 は寬、 松 陰 は 後 起 雄と 呼びし こと あり。 安政 四 年の 冬 十五 歳の 時 松 陰の 門に 入る。 「大 

野 は奇識 あり、 人 を視る こと 蟲の 如く、 其の 言語 往々 吾れ をして 驚 服せ しむ、 …… 一世の 

高 人物」 として 松 陰に 愛せられ 又囑望 せらる。 松 陰の 歿後 は 長 藩の 海軍 所に 入り、 ；,^ 高 杉 

晉 作の 奇兵 隊 創立に も 奔走し、 國 事に 盡痺 す。 慶應 三年 英國 に留學 して 造船 術 を 研究し、 

明治 七年歸 朝、 ェ部 省に 入り、 次いで 大 阪司撿 所長と なる。 後長 崎 造船所 を 創設し、 犬い 
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に 我が 國 造船 界 に貢獻 す。 在官 中從 五位に 叙 せらる。 昭和 十四 年 九月 七：：： を 以て 鄉単： 获に 

終る、 享年 九十 七。 最近 迄 生存せ る 松 陰門 下 唯一 の 人な り。 

第五 卷三六 三 頁 第 六 卷八五 •  一二 六 頁 第ん 卷第： 二： 四 •  n 三 九. 四 四 八 • 五八 五 •  .1 ハニ、 號 

第 十 一 卷 一六 八 • 一  七 〇 • 一  九 二  •  ra ニー； 頁 第 十二 卷ニ 〇〇 頁 以下 

天 野 御 民 冷泉 雅ニ郞 を 見よ 

鮎澤 伊太 夫  ノ 

名は國 維、 字は廉 夫、 文政 七 年 水戶^ 士高撟 諸往の 次子と して 生る。 長 は 贈 正 四 位高 橋 多 

ー郞な..^。 鮎澤 正 行の 養嗣子と なり、 天 保の 末 その 家を繼 ぐ。 弘化 元年 藩主 齊昭諫 愼を命 

ぜられ し 時、 事に 坐して 禁錮せられ、 後 叉 出で て 矢 倉 奉行 • 寺社 役 等 を經、 安政 年中 勘定 

奉行と なる。 安政 五 年 水 戶に密 勅 降下の 事 ある や、 上書して 列藩に 傳 達すべし とたせ る も 

あ じ ま 

用 ひられず、 次いで 大獄 起 る やその 翌 六 年 秋 同藩 の 安島 • 茅 根 • 雜 飼 父子 等と 共に 捕 へら 

れて 親類 預けと なり、 八月 二十 三日 江 戶傳馬 町の 獄に 鬚が る。 同 二十 七： n 遠島の 刑 を 受け 


同年 十 一 月 十四日 改めて 璺後佐 伯 藩に 禁錮 せらる。 居る こと 四 年、 赦 されて 水戶に 還り、 

勘定 奉行に 復し奥 右筆 頭取と なる。 元 治 元年 一一 一月 水戶の 內變に 敗れて 京都に 潜伏、 明治 元 

年 正月 賊徒 婦蕩の 勅命に 從 ひて 水 戶に歸 り、 事に 從 ひて 功勞 ありし が、 同年 十月 一日 弘道 

館に 戰 ひて 死す、 享年 四十 五。 明治 三十 一年 從四位 を 贈らる。 

松 陰 は 安政 六 年 江戶獄 にあり て 文通し 互に 相 許す ところ あり。 松 陰 刑死 後獄屮 追^ 歌を輯 

錄 したる はこの 人な り。  , 

- 第七卷 n 二 I 五 頁 第九卷 第五 九九 • 六 〇〇 號 以下 數通  ノ 

^川 賢 之 助 

名 は 直 方， 自强 堂と 號す、 松 代 藩士な り。 佐 久間象 山の 門下に して、 象門のニ虎(^。1§^5|) 

につぐ 俊秀と 稱 せらる。 松 陰 は 同門の ことと て 親しく 交 はれり。 • 「高論 大議 なし、 但し 儆 

碩 の 技、 蟹行學 等に 別 t あり、 蓋し 得 易から ざるな り」 と 松 陰 は 見たり。 後 松 陰の 象 山と 

通；：：^ をな す 時、 麟川 よく 居屮 周旋せ り。 象 山 蟄居 後 は 江戶に 於て、 後に は 松 代に 於て、 蘭 

學 及び 砲術の 教授 をな す。 文久 三年 正月^の 鐵砲 奉行と なり、 幕府の 洋銃隊 取調 掛を 兼ね、 
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. 關係 人物 峪傳  li 一四 二 

十月 幕府の 講武 所 砲術 教授 並びに 書 役と なる。 元 治 元年 藩主に 從ひ 京師 警衛に 出 役し、 明 

治. 維新の 際は步 兵隊 長と して 越奧 に轉戰 す。 二 年 兵 部 大水. となり、 在職 數 年に して^す。 

二十 四 年 四月 十三 日 歿す、 享年 六十。  - 

第 七 卷九七 頁 第八卷 第一 七 七， 一九 五 ニー  〇 七 ニー  四；！ r  ニチ、 一 フニ 七九號 

ィ (ヰ) 

飯 田 之 助 

名 は 直 方、 通稱左 門、 履 軒と 號す、 長藩大 組の 士 なり。 嘉永六 年頃 は 世子 近侍、 安政 三年 

頃 は 世子 御附 番頭 兼 御 書物 掛 たり。 萬延元年春^^校明倫館學頭となり、 元 治 元年 六月 九. 日 

歿す。 松 陰 はこの 人に 就きて 十七 歳の 時、 丙洋陣 法を學 び、 嘉永ニ 年 共に 御手 當御 內用掛 

を 命ぜ られ て、 長 州 北西 岸の 防備 を 巡視せ る こ と あ り -。 

第 \ ー卷 一; 四 四 頁 第八卷 第二 五 • 九四號 第 十卷三 • 七 頁 第 十一 卷 一四 八 頁 

飯 田 吉次郞  , 


名 は 俊德、 安政 四 年 十一 歳の 九月 松 陰の 兵學 門下と なれる も、 その他の 敎育も 受けたり。 . 

「書 を讀 むこと 河の 如し、 三 國志を 課す」 と あり。 松 陰の 別 筵に 列し 送別の 詩 あり。 慶 應.. 

元年 奇兵 隊士 として 國 事に 盡す。 同 三年 七月 藩 命 を 以て オランダに 留學 し、 歸朝 後ェ部 省- 

に 入りたり とい ふ。  一 

第 四 卷三八 六 頁 第 十一 卷 ニー  〇•  ニー；  一  nr 四 ニー  頁  • 一 

飯 田 正 伯  .  . 

長 藩醫師 なり。 松 陰の 兵學 門下と なれる は 安政 五 年 三十 四 歳の 八月に して、 九月 末 江戸 遊 

學の途 に 上りし を 以て、 特に深き師^^-關係を結べ るものとも思はれず、 唯 だ 安政 六 年 七月- i 

松 陰 江 戶傳馬 町の 獄に繁 がれし 頃、 尾 寺 新 之，^ -  • 高杉晉 作と 共に 江戶 にあり し を 以て 周旋 一 

大いに 勉め、 刑死 後尾 寺 等と 遺骸の 請受 埋葬 等に 奔走 盡カ せり。 翌萬延 元年 七月 浦 賀の富 

. 豪 を 襲 ひ 軍用金 を 調達 せんとして M へられ、 文久ニ 年獄屮 にて 病歿す、 享年 三十 八。 

第 七 卷三ニ 九 頁 第九卷 第三 五 n  了 四 三 五 • 五八 七 號 W 下數. 通 • 六〇 九號 第 十一 卷四 ニニ  ，四11 

七 頁以ド 
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生 田 良 佐 

天 保 七 年 周 防 大野 村に 生る。 父 は 毛 利 隱岐の 家臣 鄉校弘 道 館 祭：， 泊箕山 にして、 良 佐 は その 

次男な り。 幼より 父に 薫陶せられ、 長ず るに 及び 僧 月 性 等の 影響 を 受けて 國事を 患 ふ。 安 

政 五 年 二十 二 歳の 七月 初めて 松 陰に 見え、 滞在 一週間ば かりなり しも、 大いに 觸發 せらる 

る 所 あり。 その 慫慂 をう けて 直ちに 京都に 上り、 これより 先き 同地に ありし 松 陰門 下の 久 

坂 • 中 谷 等と 共に 梁 川 星 厳 . 梅 田雲濱 • 賴三樹 三 郎等と 畫策 したる も、 幕 もの 志士 捕縛 直 

前にて 長く 滯在 する を 得ず、 再び 歸 國 して 松 陰に 報 吿寸。 後間 部 老中 要擊 策の こと あり、 

良 佐 も 加 はらんと せし が、 自宅に 監禁せられ、 同 六 年 十一月 免され て 获の明 倫 館に 入學を 

命ぜら る。 不幸に して 眼疾に 摧 り歸鄕 療養中 萬延 元年 十 一 月 歿す、 享年 二十 五。 大正 十三 

年從 五位 を 贈らる。 

第五 卷 一九 六 •  二 四 七 頁 第 九卷第 n  ニー 一九 •  ni 八ー號 第 十一 卷 一七 二 頁 

池 部 啓 太 附 彌ー郞 


名 は 春 常、 如 泉と 號す、 肥 後 藩士、 食祿百 石。 寬政十 年 熊 本に 生る。 家世々數學(|^^;^量：- 

師範たり。 幼に して 測量 を 伊能忠敬に、 天文 を 末次忠 助に、 砲 を 高 島 四 郞兵衞 及び 四郞太 

夫 (秋 帆) に學 び、 跑術 師範 を 兼ぬ。 天 保 十四 年 高 島 秋 帆の 事に 坐して、 江戶^ 邸に 幽せら る 

る こと 三年、 後免され て 國に歸 る。 松 陰の 始めて 熊 本に 赴く や、 先づ池 部を訪 ふ。 蓋し 長 

崎の 高島淺 五郎の 紹介に よる か。 淺五郞 は 秋 帆の 子な り。 池 部 は當時 五十 三歲 にして 學識 

天下に 轟き、 著書 叉 多く、  I ぉ然 たる 大家な り。 故に 松 陰の 得る 所 も 多 かりし なるべし。 宮 

部 §i 藏を 始めて 松 陰に 紹介した る はこの 人な り。 松 陰 は 後 嘉永六 年 熊 本に 赴き 池 部 家を訪 

ふ。 又 安政 二 年 获の人 松 本源 四 郞の熊 本に 遊學 せんとす る や、 池 部に 就きて 語る 所 あり。 

池 部 は その後^の 砲術 指導者と して 國 事に 奔走し、 貢獻 する 所大 なりし が、 明治 元年 歿す. 

享年 七十 一。 彌ー 郞は啓 太の 子な り。 

第 八卷笫 一七 九號 第十卷九四*四-ニ^:- 

いさ はや 

諫 早生 二 

半 三 郞. 已ニ郞 ともい ふ。 嘉永ニ 年 九月 松 陰兵學 門下と なる。 維新 後 寺社 局に 出仕し、 又 
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赤間宮 宮司と なる。 明治 十五 年頃 東京 松 陰 神社の 創立に 盡 力す。 在官 中正 六 位に 敍 せらる。 

第 十 ー卷四 一七 頁 

巿之進 

吉田榮 太郞に 指導せられ、 遂に 安政 四 年 十四 歳の 八月 松 陰の 敎を受 くるに 至りし 頑 狂 無頼 

の 少年な り。 安政 五 年 も 在 塾、 その後 特^に 世人より 記憶 せらる るが 如き 人物と なら ざり 

しが 如し。 

第四卷 n ニー 二 I  • 三 一一 一八 • 三 四 五 頁 第五 卷 一 五 〇- 负 

通稱は 木工 助、 もと 長 門 船 木の 生に して 長 谷川 某と いへ り。 壯年故 ありて 馬關に 在りし に、. 

同地の 大 年寄に して 本陣な りし 伊藤 木工 之，^. の 嗣子 久造 幼少なる を 以て 中嗣 養子に 望まれ、 ■ 

遂に 伊藤 姓 を 冒す。 文武の 嗜 あり 諸 藩の 士と交 ありし が 如く、 平 戶の葉 山 佐 內とは 特に 親 

交 あり。 後 護に 會ひ 安政 四 年 十二月 頃まで 約 三年 間！ t 居 を 命ぜられ しこと あり。 明治 十六 


年 歿す、 享年 七十 五六。  . 

松 陰 は 嘉永ー 一年 六月 海防 巡視の 藩 命 を 受けて 馬關迄 出張せ し 時 相識り、 同 三年 鎭 西遊 歷の 

途次 その 家に 宿泊す。 その後 終世 文通 を績 けたり，^ 

第， 卷 一九 一 頁 第八卷 第二 八七號 第九卷 第三 九號 第 十卷ニ  n  了 九 八 •  一  一二 • 四 一三； 负 

a, 藤 科 助 

幼名 を 俊 助と いひ、 後 利 助 • 俊輔と 改め、 終に 博 文と いふ、 號は春 畝、 花 山 舂太郞 • 林 字 

一 は 一時の 變名 なり。 天 保 十二 年 九月 二日^ 防 熊 毛 郡 束 荷 村 林 十藏の 嫡子と して 生る。 幼 

時 三 隅 勘 三郞の 寺子屋に 入り、 嘉、 水 二 年 九 歳の 時 萩に 移り 住み、 他家の 從僕 となり 辛酸 を 

嘗めたり。 十四 歳の 時 父が 足輕 伊藤 直 右衛門の 養子と なれる を 以て 姓 を 伊藤と 改む。 それ 

より 松 陰の 外 叔久保 五郎左衛門の 塾に 入り、 安政 三年 十六 歲 にして 相 模出役 を 命ぜられ、 

來 igd^ 藏 の手附 となり、 その 教導 を 受け、 翌年 九月 歸國の 際 その 紹介に よりて 松 陰の 門に 

入る。 「利 介 亦 進む、 中々 周旋 家に なり さうな」 と 見込まれたり。 五 年 七月 藩府松 陰の 意 

見 を 容れて 京師の 事情， 祭の ため 靑 年.！ ハ名を 派遣す る や、 その 命に！？ り 翌月： t る。 十月 來 
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原に 從 ひて 長 崎に 赴き、 翌六年 六月 歸國、 十月 桂 小 五郎に 從 ひて 江戸に 下る。 着 後間 もな 

く 松陰處 刑の 事 あり、 飯 田. 尾 寺 • 杜 と共に その 遣骸 を： 1: 向院に 葬る。 その後 尊皇 接 夷の 一 

運動に 參 加し、 概ね 桂 小 五郎に 從 ひて 活動す。 文 久王年 三月 松 陰に 從學 し尊拔 の 正義 を辨 

知し 心得 宜しき を 以て 士分に 擧 げらる。 同 三年 五月 十二 日 二十 三歲 にして 井上 聞 多 等と n 一 

ンド ン留學 の途に 上る。 翌元治 元年 三月 英佛蘭 米の 聯合 艦隊が 馬 關襲擊 の こと あら- んを慮 

り、 井上と 共に 急遽 歸國 し、 六月 二十 三日 山 口に 入り、 攘夷の 不 町なる 所以 をカ說 す。 後 

丄 

馬 關の戰 利 あらず、 高 杉 晉作を 正使と する 講和 談判に は通譯 として 活動し、 慶應 元年 三月 一 

高 杉と 共に 再び 海外に 赴かん として 果 さず、 薩長 聯合に 奔走し、 英！： との 握手に 盡 力す。 一 

長 州 征伐 前後 は 軍艦の 購入、 英國 をして 幕府に 加擔 せんとす る 佛！： を ^や 制せし むる こと 等， 

に盡 力す。 明治 元年 正月 外國 事務 掛を 命ぜられ てより 以後 次第に 要職に 進み、 明治 三年 米、 

國、 五 年歐米 各國、 十五 年 歐洲、 十八 年 淸國、 三十 年 英國に 派遣せられ、 總理 大臣た る こ. 

と 四 度、 その 間 憲法 草案の 起草に 膺り、 枢密院 • 貴族院の 議長と なり、 晩年 韓國の 統監と 一 

して、 松 陰の 抱け る 大陸 政策 實 現に 盡 力す。 明治 十七 年 伯爵、 二 卜 八 年 侯爵、 gl 十 年 公 露 

を 授けら る。 四十 二 年 十月 露 都に 向 ふ 途上 ハルビン 驛 頭に 於て 兇 彈に斃 る、 享年 六十 九。 一 


從 一位 を 贈らる。  _ 

第五 卷ニ ニー  •  二 六 二 頁 第 七 卷三ニ 九 頁 第九卷 第三 ニ九號 第 十一 卷四 ri 八 頁 

伊藤 傳之輔  ， • 

名 は 忠信、 获 城外 松 本 村 仲間 某の 家に 生る。 門下生な りとの 確證 はなき も、 安政 五 年 六月 

頃 時々 松 陰を訪 ひ、 七月 杉 山 松 介 • 伊藤 利 助 • 岡仙吉 ま) 等の 塾生と 共に 藩府 より 京都に 

ちゅうげん 

情況 偵察の ため 派遣せられ、 又大原 三位 西 下策に 野 村 和 作 等 を 上京せ しめし 時、 仲間と し 

て 在京せ る 彼れ が 協力した る點 より： て、 松 下 村 塾に は學 ばず とする も、 時々 往復し 最も 

松 陰 を 尊敬せ し 一 人なる こと は 疑 ふべ からず。 而 して 大原 策に 關聯 して 同年 十二月 幽囚せ 

られ、 翌六年 正月 投獄 せらる、 寓延 元年 閏 三月 迄 在獄。 その後 國 事に 奔走し、 文 久ニ年 伏 

見 寺田屋 事件のと きも 薩 摩の 有 馬 新 七 等を援 けんとせ る 一 人な り。 後 慶應の 初年 奇 兵隊に 

入り 運 途方 を 勤めし こと あれ ども、 その後の 事歷詳 かならず。 

第五 卷 ニニ  一  • 四 四 三^ 第六卷  一 二 六 •  一  ni 五 頁 第 九卷第 n ニー 一  一  • 四 一 六 • 四 二三 . 六  一 ニ號 

第 十一 卷 一九 四 二 一  四〇 ニー 三 七 こ 一！ 八 四頁  . 
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井上 壯太郞 

長 藩士 井 t 與四郎 の-: i 男な り。 與四郞 は 御 用談 役と い へる 要職に 就きし こと も あり、 5^ 陰 

の 父 執な り。 壯太郞 は 明 倫 館に 學び、 嘉. 水 二 年 九月 松 陰の 兵學 門下と なる。 三年 九月： „^ ；;; 

のこと より 逼塞 を 命ぜられ、 翌年 三月 擊劍 修業の ために 松 陰 等と 江 戶遊學 のへ；^ に 上る。 與 

HI 郞 よりの 懇望 も ありした め、 松 陰 は 特に 壯太郞 の 修學に 就きて は 注意し よき 勸吿 者たり。 

、江戶 にて は劍 術の 外に 鳥 山 新 三 郞 • 江幡五 郎等 に 就きて 學 び 、 M 年末 松 陰 亡命 のこと に關 

係 ありし を 以て 逼塞 を 命ぜら る。 五 年 五月  一 K 歸阈 せる も、 翌年 再び 出で て 砲術な どを學 

ベり。 翌年 松 陰の 下田 踏 海 後 も 身邊を 警戒せられ たる 一 人な り。 安政 五 年末 頃より 松 陰と 

意 合 は ざり しも、 後年 藩 吏と なり 奥 番頭に 進む と 云 ふ。 

第二 卷ー 一七 頁 第八卷 第一 五 ニー 〇 二 一一 五， 四 二  • 七 八 • 八四號 第十卷 ニニ 七 •  一; 三！；；， 丸 第 

十一 卷ニ七 四 • 二八 四 ニー 八 七 • 二 九 〇• 四 一七 頁 

人 江杉藏 附 母滿智 


名は弘 致、 又は 弘毅、 字 は 子 还、 通稱 は萬亩 丄苦ー • 九 一、 後に 杉藏、 更に 改めて 九 一 と 

ひち はら 

いふ、 出 原 萬吉郞 • 河 島 小太郞 は 一時の 變名 なり。 大保八 年 四月 五日 获土 原に 生る、 長 藩 

足 輕嘉傳 次の 長男、 和 作 (ii 野) の 兄な り。 幼く して^ 某の 寺子屋に 入り、 十三 歳 御藏 元の 

じ. H と 

胥徒 となり、 十七 歳 福 冬嶺の 門に 入り、 中 谷正亮 等と 交り、 初めて 天下の 事 を 知る に 至 

る。 安政 三年 七月 父 を 喪 ひ、 翌年 三月 二十 一 歲 にして 江戶の 藩邸に 一博 徒と なり 家計 を 立つ。 

安政 五 年 七月 江戶 より 飛脚と して 歸り、 居る こと 數日、 はじめて 松 陰 を 松 下 村 塾に 訪ひ、 

後 十月- 货 び歸國 せる 時 も 亦 松 陰を訪 ひ、 その 十一月 十二 日 入門せ り。 當時は 松 下 村 塾 徒の 

間 部 老中 要撃 策 起り し 頃に して、 入江 も 亦 その 血盟 者の 一人な り。 この 計 まれて 成らず、 

遂に 松 陰 は獄に 投ぜら る。 この 時 入江 は 松 陰の 罪名 問題に 奔走して 他の 七 人と 共に 家 W と 

なる。 彼れ は 松 陰に 師事す る こと 最も 短 かりし も、 肝膽相 照し、 その 着實溫 1^ なる 人格に 

期待せられ、 高 杉 • 久坂 • 吉田 (榮) . 久保 等と 共に 松 陰 意中の 門人な り。 彼れ も 亦 松 陰 をお 

信し、 その 精神 を繼承 せんとす る 志に 於て 最も 純なる もの ありき。 松 陰 入獄の 頃、 大原三 

位 西 下策に 與り、 叉 伏 見要駕 策の 爲 めに 上京 せんとせ しが、 共に 弟 和 作 をして 重任に 朥ら 

しめたり。 不幸に して 皆 失敗し、 遂に 兄弟 共に 投獄せられ、 當 時の 松 陰に は 羽翼 を 奪 はれ 
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關係 人物 略 傅  .  三 五 二  ， 

たるの 感 あり。 乃ち 忠孝 死生の 工夫に つき 書：：； 5 を 往復して 互に 心^ を 練磨す。 松 陰 刑死 後 

尙ほ 獄中に 在り、 久坂玄 端の 指導 を 受けつつ 勉學 大いに 力む。 萬延 元年？^ 三月 免獄、 その 

後胥 徒と して 江戶に 派遣せられ、 文久 元年 二月 水 戶に大 狗黨の 視察 を 命ぜられ、 三月 歸國、 

その後 佐 波 郡 德地宰 刹の 御 番所 手 子 雇 夫と なり 母に 孝養 を盡 す。 文久 三年 二十 七 歳の 正月、 

松 陰に 從學し 尊攘の 正義 を辨 知し、 心得 直 しき 者と して 士分の 待遇 を K んけ、 二月 京都に 派 

遣、 三月 中 山 侍從の 出奔に 隨 ひて 获 にかへ り、 再び 上京、 更に 下 關の外 艦砲 撃の 時 は： 1： 地 

に 下り、 馬關總 奉行所 列座に 舉 げられ、 高 杉 • 久 坂 等と 協力して 大いに 爲す ところ あり。 

その後 京阪の 間 を 往来して 活躍、 元 治 元年 七月 十九 H の禁 門の 變に は久坂 •  K: 木 和 泉 • 來 

島. 寺 島 等と 共に 參 謀の 一人な りし も、 戰利 あらず、 鹰 司 邸に 於て 戰死 せり、 享年 二十 八。 

遣骸は 京都 靈 山に 葬る、 叉 別に 鞍馬 通 上 善 寺に 首；^ あり。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

. 笫五卷 一八 七 頁 • 戊 午 文 稿 厳 囚紀事 • 投： ：！ 紀事 • 四；；； 七 頁 第 六卷已 未文槁 笫七卷 二 五 〇•：！  二 

九 ニー 三九 • 四 一 〇 • 四 一四 頁 第九卷 第三 三セ . 三 六  一 • 三 六 六 •  n 一七 五 號以： 卜 安政 六 年 二月よ 

り 五月まで 多数の 書簡. 五八 五 • 五 九 二 • 六 二 四 • 六 ニ五號 第 十一 卷 一八 四 • 一八 七 • ニー  一 • 

ニニ 五 ニー 一三 〇 ニー 一八 四 頁  ，  . 


母 滿智は 安政 三年 夫に 死別し、 ： 爾來杉 藏 • 和 作 • 壽 美 三人の 敎 育に 心を碎 き、 殊に 杉藏兄 

が 松 陰の 門人と なり、 國 事に 奔走す る や、 病弱 貧窮の 中に 在りて よく 苦難 を 忍び、 常に 

兄弟 を激勵 す。 安政 六 年 二月 三月 兄弟 獄に 投ぜら るる や、 その 慘苦 最も： j» ^しけれ ども、 松 

陰 先生 すらな ほ獄に 在り、 先生の 命に 從 ひて 今日の こと ある 何ぞ 傷まん と 言 ひて 平然たり。 

松 陰 その 義烈に 泣けり。 松 陰 歿後 も 兄^ は國 事に 奔走し、 死生の 間に 出入す。 而 して 兄 杉 

藏 は 元 治 元年 七月 京都に 戰 死し、 ^J- 和 作 幸に 生 殘 りて 明治 新 政府に 仕 ふ。 晚年 幸福な りし 

も、 常に 松 陰の 恩顧に 感謝せ りと いふ。 明治 二十 六 年 八月 二十 六日 歿す、 享年 八十 九。 

第 六 卷ニ四 四 頁 第ん 卷 第五 C 三號 

鹈飼吉 左衞門 同幸士 tl 

名 は 知 信、 字 は 子 熊、 號を聒 翁と いふ、 水戶 藩士。 大保 年中 小 十 人 組に 列し、 後進み て 京 

都の 水戶 藩邸 留守 役と なる。 弘化 元年 藩主 齊昭 致仕 を 命ぜら るる や、 その を 雪がん とし 

て 官を罷 めら る。 嘉永六 年 復職して 京都に 赴任し、 攘夷 說を 採りて 梁 川. 梅 田 * 賴 等と 共 
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に 公卿 間に 活躍し、 安政 五 年 八月 密勅 降下す る や、 長男 幸吉 (，^1). 日 下部 伊三次 をして こ 

れを 奉じ 江戶 藩邸に 入らし む。 事に 因りて 父子 共に 捕 へられ、 安政 六 年 八月 二十 七日 傳馬 

町の 獄に 於て 刑死、 幸吉は 獄門に 臭 首 せらる。 時に 吉左衞 門 は 六十 ニ歲、 幸吉は 三十 二 歳 

なり。 明治 二十 四 年 父子 共に 從四位 を 贈らる。 

松 陰 は嘉永 六年士 一月 京都に 於て 吉左衞 門を訪 ひ、 刑死の 時 は江戶 獄中に ありて 父子の 死 

を掉 めり。 

第 八卷第 九七號 第九卷 第. I ハ ニニ fi^ 

梅 田雲濱 

名 は 始め 義質、 後に 定明、 通 稱は源 次郞、 雲 濱* 湖南. 東 場 は その 號、 文化 十二 年 六月 七 

日 若 狹小濱 に 生る、 藩士 矢 部 岩 十郞の 次男な り。 長 じて 孤 父の 生家なる 梅 田 氏 を 冒す。 

校 順 造 館に 學び しが、 十五 歲 京都に 出で、 翌年 江戸に 下り 崎 門學を 奉ずる 藩儒 山 口 背 山に 

就きて 學 ぶこと 多年、 二十 六 歲歸國 し、 翌年 父に 隨 ひて 關西 九州 を 遊歴、 天 保 十二 年 二十 

七 歳の 頃より 近 江の 大津に 湖南 塾 を 營み約 一 一年に して 京都に 移り、 若 林 强齋の 立てし 望械， 


軒の 講主 となる。 これより 先き 藩 政 及び 外 寇防禁 に關し 度々 燕 主に 上書した るが、 遂に 忌 

諱に觸 れ嘉永 五 年 三十 八 歳に して 士籍を 削らる。 安政 元年 江戶に 出で 水戶に 赴き、 再び 歸 

京した る も、 この頃より 梁 川 • 頼な ど を 初めと して 频々 として 往來 する 志士と 共に 國事を 

議す。 安政 三年 十二月に は 萩に 至りて 長涨が 勤皇-; g 夷の 先鋒た らんこと を慫慂 す。 翌年 正 

月 去り て筑 前に 赴き 平野 國臣 等と 謀議して 歸 京し、 大和 五條 • 十津川 方面に 出で て 事 を 謀 

れり。 安政 五 年 二月 同志と 謀り、 老中 堀 田正睦 のお 請す る米國 との 通商 條約 を聽許 あらせ 

られ ざる やう 粟田 靑蓮宮 その他 正議の 公卿に 入說、 極力 活動して 遂に 密：^ 水戶に 下る を 見 

るに 至る。 九月 初 句！ ii へられ、 翌年 正月 九日 江戶に 着き、 小 倉 藩主 小 笠 原 家の 邸に 預けら 

れ、 幕 is- の 取調 を 受けし が脚氣 病に 摧り、 その 九月 十四日 歿す、 享年 四十 五。 明治 二十 四 

年 正 SI 位 を 贈らる。 

松 陰 は 嘉永六 年 十二月 京都に 於て、 翌年 三月、 江戶に 於て、 雲濱と 交り、 安政 四 年 正月に は 

获に 於て 幽室に 慰問 を 受け、 松 下 村 塾の 額面 揮毫 を 依頼した る 程 なれ ども、 ^格 的に 又 方 

法的に 相容れ ざる ありし か、 遂に 推服す るに は ら ずして 終る。 
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ゆきへ  • 

浦&負 

名 は 元襄、 長 藩の 重臣 國司就 孝の 次男な り、 後出で て 阿月の 滅氏を 綱ぐ。 秋 敦之助 等の 

力に よりて 家政 を 整へ、 弘化 四年擢 でられて 國老 となり、 爾來益 田 i; 正と 協力しつつ^ 政 

の 首座に あり、 治繽 大いに 舉る。 萬延 元年 六十 五 歳に して 致仕す。 文久 ニ年畏 藩の 兵：^ 警 

衞の總 奉行と なり、 次いで 禁 門の 護衛に 任じ、 叉 世子に 隨 ひて 江戸に 下る。 後老 船に して 

職に 堪 へず 引退す。 明治 三年 歿す、 享年 七十 六。 明治 三十 五 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰 は藩老 として 尊敬し 書 を 贈り て 意見 を 述べ たり。 殊に その 采： A 阿月の 正氣に 期待す る 

ところ 多 かりき。  ， 

第五 卷ニ五 五 頁 第 七 卷三ニ 九 頁 第 九 卷第六 〇 一： ー號 

H  (ヱ) 


號は江 陽 道 人、 文政 十 年 八月 長門卞 部に 生れ、 幼に して 出家、 获 の德鄰 寺に 入る e 後 修行 

のた め 諸 國を歷 遊し、 嘉. 水上 女 政の 頃 鎌 倉圓覺 寺に 在り。 松 陰 は 们父竹 院が端 泉 寺 主な り 

し を 以て 廣. -同 地に 遊び、 同國の 誼に 由り 相 交 はるに 至る。 安政 四 年 惠純は 一 曰； 获 に；^ り、 

後 又 if.- 出 遊せ しこと ある も、 文久 元年 以後 は 出で ず-。 明治 元年 德鄰寺 第 十四 世の 方丈と 

なる。 明治 三十 三年 九月 二十四日 寂す、 享年 七十 四。. 

第 八卷第 七八號 第九卷 第一： ：〇 九號 第 十 卷三八 五 頁 

え ザ： 

江 赌五郞 (那： ^迎ー 咼) 

名 は 通 高、 字 は^ 彌、 樓と號 し、 晚 年に は 蘇 隱と稱 す。 文政 十 年 出羽大 館の 藩醫道 俊の 

次男と して 生る。 文政 中 父の 南部， に 仕 ふるに 作 はれて 盛 岡に 移る。 十八 歳に して 藩主の 

近習に 舉 げられ たる も、 志す 所 あり、 亡命して 江戸に 出で、 安積 及齋. 東條 一堂に 師事し、 

更に 大和の 森 田 節 齋に學 び、 遂に 廣 島の 坂 井 虎山の 塾に 入り、 その 塾長と なる。 この 時 長 

州 人 土屋蕭 海と 相 知る。 嘉永ニ年南部藩に^^主廢立の內紛ぁり。 この 時 兄 舂庵は 姦臣田 鎖 

左 膳に 反對 して 投獄せられ、 その 九月 獄死す.' 廣島に 於て この 報を瘦 たる 五郎 は 大和の 森 

關係人物略^§^  1; 一 五 七 
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田 節齋の もとに 歸り、 復仇の 計を樹 て、 一 ゅ大阪 に^ 伏し、 嘉永四 年 秋江戶 に 下り、 鳥 山 

新 三郞の 塾に 寓す。 ここに 於て 當時江 戶遊學 中な りし 土屋を 介して、 同じく 江戶に 在りし 

松 陰 及び 宮部 鼎藏と 相識る に 至る。 歳の 十二月 兩人 東北 遊の 途に 就く や、 五郞從 ひて 常 陸 

に 遊び、 翌年 正月 末 白 河まで 同行す。 それより 石卷に 隱れて 敵情 を 偵察し、 三月 松 陰 等に 

遭 ひし 時 は 近く 事を遂 ぐべき 由 を 語りし も、 結 機 を 失して 成らず、 ^傅 歲を閱 する うち 

仇 は 病死せ り。 後 藩 政の 改革 あり、 安政 六 年 五郎 は 六十 石 を 給せられ て 家 を 興し、 ^萬延 

元年 以後 は 藩校 作 人 館の 敎授 たり、 殊に 博 學多識 を 以て 知らる。 明治 元年 奥 羽 諸^ 連合し 

て 新 政府に 抗 f る や、 五 郞も參 謀の 一人たり、 その 十月 禁銅 せらる。 明治 四 年 免され て以 

來 東京に 私塾 を營 みしが、 後大藏 省の 嘱託と なり、 更に 文部 翁に 轉ず。 小 學校用 教科書の 

編 募 をな し、 古事 類苑の 編^に も關 係せ り。 明治 十二 年 五月 一 日 歿す、 享年 五十 nr 

第 十 卷柬北 遊！ H, 記 • 同 4 水 征^^ 第 八卷第 四 二  • 六 二 丄ハ七 • 七七號 

ォ (ヲ) 

大木 藤十郞 


名 は 忠貞、 號は野 鶴 叉 は 可 月、 大木 甚之 右衞 門の 次男、 後 大木 左內 の養嗣 となり、 船番に 

補 せらる。 坂 本 天 山 • 高 島四郞 太夫に 從 ひて 砲術 を修 む。 明治 六 年 十 一 月 二十 1 一日 歿す、 

享年 八十 九。 

松 陰 は 嘉永四 年 西遊の 際 St.- 訪問し、 同 六 年 露 艦 を 長 崎に 追 ひしと きも 訪 おたり。 

第 十 卷三ニ • 八 八， 九 〇 • 四  一 二 頁 

大久 保.. 要 

名 は 親 春、 字 は 子 信、 靖 齋と號 す、 常 陸 土 浦の 藩士な り。 文化 十五 年 二十 一 歳に して 中小 

ty、 學校敎 職 を 兼ぬ。 後 海防の 事 を 掌り、 又學 頭と なる。 藤 森 恭助を 文 學敎授 として 招聘 

せる はこの 人な り。 嘉永 三年 燕 主大阪 城代と なるや、 大久保 は 翌年 公用 人となりて 赴任し 

大いに 兵制 を 改革す。 後 兵 ま 開港の 事傳 はる やその 反對 論の 先鋒たり。 彼れ はもと 長 沼 流 

の 兵家 なれ ども、 西洋 砲 技 器械の 長 を 採り、 最も！： 體を 重んじ 皇室の 式微 を 慨歎す。 安政 

五 年歸國 し、 翌年 幕 命に より 禁銅 せられ、 十二月 十三 日 病 を 以て 歿す、 享年 六十 二。 明治 

二十 四 年 從四位 を 贈らる。 

關係人 略 ig^  三 五大 
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松 陰 は 嘉永六 年 十二月、 大阪に 於て 面會 せり。 

第 八卷第 九八號 第 九卷第 一二 一  四號 

大高 叉次郞 

名 は 重 秋、 播磨林 田 藩士な り、 大高源 ..fj:: の 後裔な りと： -ム ふ。 幼より 京都に 出で て、 ，g 田 雲 

濱の 門に 入り、 兼ねて 武田 流の 兵法 を 修め、 革 3 'の 製造に 巧な り。 安政 五 年 京都に 於て 松 

陰門 下野 村 和 作 等と 交り、 翌六年 正月 平 島 武次郞 と共に 萩に 來り 義舉を 謀らん として 成ら 

ず、 空しく 歸れ り。 去る に 臨み、 その 三月 毛 利 藩主の 東 勤 を 伏 見に 要し、 公卿 大原 重德等 

と 事を舉 げんこと を 野 村 和 作に 吿 げたり、 伏兒 要駕 策, れ なり。 松 陰 は その後 大いに 藩主 

の 身上 を 憂へ て畫 策し、 遂に 野 村 をして これに 赴かし めたり。 事 は 未遂に 終れる も、 野 村 

の 出奔 は 兄 入江の 投獄と なり、 松 陰と 門下生との 間に 意 の 相違 を 生じ、 最も 痛切なる 葛 

藤 を 惹起す る 端と なれり。 大高 は：！ 京 後 益. -尊镇 の說を 主張し、 元 治 元年 七 卿 及び 長 州 藩 

の爲 めに 奔走し、 六月 五日： 1: 志と 共に 三 條池田 屋に會 合 中 新撰 組の 襲 ふところ となり、 宮 

部 藏等 と共に 戰 死す、 享年 四十 四。 明治 二 ♦  卜 四 年 正 五位 を らる。 
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大 谷茂樹 

名 は 實德、 字 は 惟  1 甫、 通稱は 始め 與ト 郞、 後茂樹 に叉樸 助と 改む、 雪 溪叉は 梅 窓と 號す。 

天 保 九 年長 門 „ ^佐に 生る。 藩の 重臣 益 田 右衛門 介 (彈 • 止) の 家臣に して、 小 國剛藏 の 門人な り。 

安政 五 年 四月 松 下 村 塾に 來り て學 びし こと あり。 文久 年間に は 京 攝の間 を 往来して 時事 探 

索に 盡 力し、 元 治 元年 禁 門の 變後益 田右衞 門介德 山に 幽せら るる や、 小 國剛藏 等と 事 を 謀 

りし も 遂に 及ばず、 主人 自刃 を 命ぜられ 1」 れ また^ 居 を 命ぜら る。 慶應 元年 正月 脫 走して 

志士 を 糾合し！！ 犬 軍と 稱し、 自ら 總^ となりて 上京 遗恨を 報ぜん と 謀りし も、 iil^  二 捕 

へられ 切腹 を 命ぜら る、 慶應 元年 三月 一 日な り。 享年 二.：' 八。 

第五 卷 一四 四 頁 第 七お 二三  一： ii; 第九卷 第三 二 四 二； 一九 六號 

大 原重德 

中 納首重 尹の 子、 ^々公卿たり、 正三位 左衞 門：：^ を拜 し後參 議に陞 る。 夙に 皇室の 式微 を 
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歎き 幕府の 專橫を 憤る。 安政 五 年 松 陰門 下た る 中 谷正亮 • 久 坂玄瑞 • 入江 杉藏 等が 京都に 

於て 謁し 時事 を議 してより、 松 陰 は義攀 奉戴の 人物な りと 見込み、 遂に 長 州に 迎 へて 事 を 

舉 げんと し、 所謂 大原 三位 西 下策 を樹 つるに： ムヒれ り。 後 叉 同 六 年 毛 利 藩主の 東 勤 を 伏 見に 

要して 京都に 迎 へ ん とする 志士の 策謀に も關與 せり。 共に 未遂に 終りし も 松 下 村 塾と 最も 

關係 深き 公卿な り。 文久 三年 六月 勅使と して 江戸に 下りし こと あり、 維新 後 刑 法官 知事に 

任じ、 從 二位に 叙す。 明治 十二 年 四月 一日 歿十、 享年 七十 八。 正 二位 を 贈らる。 

第五 卷ニ五 四 ニー 二 四 頁 第六卷 一四 九 冥 第 七 卷三ニ 〇 頁 第九卷 第三 六 九 • 四 一六 • 四 三 七 • 

四 四 七， 五一 三 • 五八 八號  - 

(千) 

岡仙吉 

後に 千吉郞 とい ひ、 水門の 號 あり。 安政 五 年 松 下 村 塾に あり、 その 七月 雜命 により 京都の. 

情勢 探索の ため 他の 五 人と 上京せ しこと あり。 入江 杉藏と 最も 友と し 善く、 入江の 投 漏に 

際し C は 種々 周旋し、 その 母 滿智子 を 慰めたり。 文久 三年 京都に 在りて 活動し、 慶應の 頃 

ょ奇 兵隊に あり、 その後の こと 詳 かなら ざれ ども、 明治 二十 二 年 松 陰の 贈位 を 祝す るの 歌 


あり、 

第五 卷 ニニ 一  頁 第九卷 第三 四 四 • 一! 一  五三 • 四 一六 號 

岡 田 耕， 作 . 

藩醫 岡田以 伯の 子に して、 松 陰と は 姻戚 關係 にあり しが 如し。 安政 四 年 九 歳に して 松 陰の 

幽室に 出入せ る ものら しく、 五 年 正月 二日に も來 りて 書 を 授けん こと を 請へ り。 松 陰 その 

精勤 を 賞した る 文 あり。 同 五月 五日 端午の 日 も； まず 敎を 受けた る こと、 五 年 十二月； 陰 

投獄 の 別 筵 に 列れ る ことな ど 知り. 得 ベ きも、 爾後の 事 明かな らず。 

第五 卷九ー • 一  五 二 頁 第 十一 卷ニ 〇〇 頁 

岡 部 繁之助 

名 は 利 和、 通稱は 後ち 仁 之 助に 改め、 明治 初年 これ を 名と し、 明治 六 年 以後 利 輔と改 む。 

長 藩士 岡 部 藤 吾の 次男に して 富 太郞の 弟な り。 天 保 十三 年 萩に 生る。 安政 三年 八月 松 陰に 

兵學 入門の 起請 をな し、 卜 二月 一 日 幽室に 松 陰を訪 ひて 引 續き敎 を 受け、 安政 五六 年の 交、 

關係 人物 略き  一一； 六 一一； 
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兄， お 共に 松 陰を援 けたり。 松 陰 は 「子 の 母 賢に してお は 友な り、 以て 家 を 託 十る に 足る」 

と 賞せ り。 六 年 五月 松 陰 東行の 際 送刖の 詩を陚 す。 松 陰 これ を兒 て、 「この 人-五：： れ 曾て 友 

弟 を 以て これ を 目す、 淸太 (IM 载保) も 亦 以て 然り となす、 愛すべき なり」 と 評せり。 以て 

親密の 度 を 察すべし。 松 陰の 歿後 國 事に 奔走し、 文 久ニ年 十月 京都に 於け る 松 陰の 慰靈祭 

に 列す。 元 治 元年 it 世子 近侍と して 機密に 參與 し、 命に依り 亡命せ る 高 杉 東行 を 京都より 

連 戻した る はこの 人 等な り。 慶應 三年 干城 隊 世話役と して 上京す。 その後 維新 頃の 事蹟 明 

かならず。 明治 以後 H 部 省に 入り、 明治 四 年 造船 大屬、 六 年 製作 寮 七 等 出仕、 同年 正ヒ位 

に 叙せられ、 七 年 製作お 小 六 等 出仕と なり、 後官を 退きて 萩に 歸る。 大正 八 年 歿す、 享年 七 

十八。 

第 六 卷五七 •  一  二 四 頁 第 十一 卷九ニ  • 一  〇 六 以下 ニニ！ 三 • 四 二 〇 頁 

岡 部 富 太 as- 

名 は 利濟、 字 は 子拘、 巨 川と 號す。 長藩士岡部藤-^^：：の摘チにして、 天 保 十二 年跌に 生る。 

松 陰の 友來原 良藏の 甥な り。 幼より 良" 臧 •  土 屋蕭海 等に 學び乂 明 倫 館に て 文武 を 兼修す。 


安政 四 年始め て 村 塾に 來り松 陰の 門下生と なる。 同年 藩 老益田 親 施 S 正) に言路 開拓の 進言 

をな し、 同 五 年 その 采地須 佐の 育英 館と 松 下 村 塾 間に 塾生 交換教授の 議起 りし 際、 松 陰の 

命に より 村 塾の 富 永 有 隣 • 久保淸 太郞に 率ゐら れて須 佐に 赴け り。 「子 構 は 鋭 邁俊爽 なり、 

然れ ども 五：！ れ 常に 其の 退轉 せんこと を惧 る。 ：：•• - せれ 其の 氣銳 なる を 愛す」 と 松 陰 は 評せ 

しこと あり。 同年 十二月 松 陰 投獄の 際、 罪名 論 を 以て 藩の 重役に 迫り 暴徒と ni: せられし 八 

人 組の 一 人な り。 松 陰 歿後 も 塾 徒と 交り、 文久 元年 十二月の 「一 燈錢申 合」 にも 參 加し、 

文久ニ 年、 藩 世子 廣 封の 蒈 御と なる、 尙ほ同 三年 干城 隊の 前身た る 大組隊 の 副長參 謀と な 

る。 慶應ニ 年 四 境 戰爭に は 勇力 隊を率 ゐ小瀬 川口に 功 を 奏す。 明治 元年、 干城 隊 中隊 司令 

官 として 北 越に 轉戰 して 功 あり。 維新 後官に 在りし も、 明治 七 年 佐 賀の亂 起る や 兵力 を 用 

ひずして これ を 鎮定 せんこと を 建議し、 却つ て 投獄 せらる。 後免され て 山 口 . 大阪 . 兵 庫 

の 諸縣に 在官す。 明治 二十 八 年 五月 歿す、 享年 五十六。 

第五 卷ー 一 一 •  n  ニー  五 • 三 四 三 頁 及び 戊 午 文 厳 s 紀事 • 投獄 紀事 • 同附錄 第 六 卷七五 • 九 五， 
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荻 野 時 行 (佐々 木い M へ 介)  • 

名 は毅、 字 は 時 行、. 通 稱を华 太と いひ、 後の佐々木^3:介なり。 號は 松敏、 長^ 士 なり。 長 

門須 佐に 生る。 小 國剛藏 門下の 俊秀に して、 安政 五 年 二月 松 下 村 塾を訪 ひ、 大いに 發翁興 

起せ しめられ、 爾後 松 陰に：？ S 子の 禮を 執り、 又須 佐の 育英 館 生と 松 下 村 塾との 提携に 盡カ 

す。 安政 五 年 六月 江戸に 遊學 し、 安井.： 軒に 學ぶ。 次いで 歸國 して 藩 老福原 氏の 儒師 佐々 

木 玷の養 銅と なる。 元 治の 變に 際し 京都に 從 軍して 金. 謀たり-。 後山 口 明 倫 館の 教授と なり 

明治 初年 畳 岡縣. 京都府に 官 たり、 尋 いで 京都 師範 學 校に 敎ふ。 明治 十七 年 十月 中風 を 患 

ひ 梨 年 歿す、 享年 五十 一 。 松 墩遣稿 あり。 

第七卷 ニニ 四 頁 第五 卷 ニニ 〇• 一  四 四 頁 第九卷 第三 一 〇 ニー 三 四 •  n 三 六 • 三 五八 號 

を ぐ に 

名 は 武露、 嵩 陽 は その 號、 後 通 稱を融 藏と改 む。 家 は 長門貌 佐に あり、 世々 長 藩 家老 益 田 

氏の 家臣な り。 歳 十九 家を脫 して 江戸に 行き、 某氏の 學僕 となり 苦 學年を 積む。 弘化ニ 年 


二十 二 歳の 秋 昌平 鱟に 入り、 又 安井， r 、^軒に 學ぶ、 後 大學頭 林 側齋の 賓客と なる。 夙に 經國 

の 大計 を 抱き 蝦夷 地 開拓の 說を唱 へ、 單身奥 羽より 蝦夷に 渡る。 嘉永 四年須 佐に 歸 りしに、 

家祿 五 十 石 を 給し 鄉校 育英 館 の 教授に 權 でら る。 嘉永 六 年益 田彈 正に 從 ひて 浦賀 警備 に 出 

役、 翌年 七月 江戸に 至りて 野 寺赌齋 にっき 兵 要 錄のロ 義を聽 き、 未だ 終らざる に 益 田の 歸 

國の 期に 當 りたる を 以て 歸る。 後 小 倉に 至りて 藩士 某に 就き 兵 要錄を 卒業す。 それより 九 

州を歷 遊し、 歸來 再び 育英 館の 教授たり。 僧 月 性. 土屋蕭 海と 親しく、 又 松 陰と 善く 屢.' 

書簡 を 往復す。 安政 五 年 三 四月の 頃より 松 下 塾生と 育英 館 生と 交換教授の こと ありし は 注 

意すべき 出来事な り。 文久ニ 年長 藩主 公武 合體 に^ 旋 する や 益 田彈正 京都に 在り、 小國は 

その 用人と して 諸^ 志士の 間に^ 旋す。 元 治 元年 七月 禁 門の 變には 久坂玄 瑞の遺 託 を 受け 

て 國に歸 り、 大いに 爲す所 あらんと せし も果 さず、 翌月 益 田彈正 は恭顺 派の ために 德 山に 

幽せら る。 小 國は須 佐に 歸り大 谷 樸助. 河 上 範三. 津田常 名 等と 謀り.、 死 を 以て 益 田 を 奪 

還 せんとの 議を唱 へ、 百方 奔走せ るも容 れられ ず、 益 田 は 遂に 切腹 を 命ぜら る。 小 國は餐 

居 を 命ぜられ 怏々 として 奴し まず、 遂に 病に 褪り 翌年^ 五月 二日 歿す、. 享年 四十 二。 大正 

五年從 五位 を 贈らる。 
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第 四 卷三七 二 頁 第五 卷ー 一四 •  ニー 一 〇 頁 第九卷 第一 一二 五 ニー ニニ  •  n 一八 〇 • 六〇 三號 

小 倉 健 作 

幼名 は 百合 熊、 後 乾 (健) 作、 字は士 健、 鳐堂 叉は劍 と號 す。 天保三年^^醫松，22端蠏の三 

男と して 生る。 松 島瑞益 及び 小 田 村 伊之助の：？ なり。 小 倉 尙藏の 養子と なりし が、 後出で 

て 松 田 姓 を 名 乘り名 を 謙 三と 改む。 松 陰と は 早くより 相識れ る ものの 如く、 嘉、 水 四 年江戶 

に遊學 し、 安積 艮齋の 門に 入り、 松 陰と も 相 往復し、 翌， 年末 松 陰 亡命の 一件に 盡 力して、 

遂に^ 識を 蒙る に 至る。 安政 元年 松 陰 下田 踏 海 前後 も爲 めに 周旋せ り。 安政 四 年 松 陰 は 小 

倉 を 松 下 村 塾の 師 たらし めんと せし こと ある も果 さず。 三月 江戸に ありて 亡命す。 後 四方 

を 漫遊し 文 を賣り 自活 すれ ども、 酒癖 ありて 終に 大成せ ず。 明治 以後 東京に 在りて 毛 利 氏 

の. &< 料 編輯 事業に 從ふ。 明治 二十 四 年 一 月 十四日 歿す、 享年 六十 一 。 

第五 卷三 二八 頁 第 八卷三 〇 ニー 一九 \ 二 七— 一二 ー號 第 十一 卷 一四 〇•  二 七三 頁 

小 田 村 伊之助 (椅取 ¥5 附壽  , 


名 は哲、 諱は 希哲、 字 は 士毅、 通 稱を久 米次郞 又は 內藏 次郞 とい ひ、 小 田 村 氏の 養嗣と 

なる に 及び 伊之助と 改め、 後に 文 助 • 素太郞 とい ひ、 慶應 三年 九月!： gil^ と改 む。 號は 

耕 堂 •  It 堂 • 晚 稼 • 桃 山. 不如歸 耕 堂 等 あり。 文政 十一 一 年 三月 十五 日 获魚棚 沖 町 藩 醫松島 

瑞蝤の 次男と して 生る。 松島瑞 益 (剛藏 ) の 弟に して、 小 倉 健 作の 兄な り。 小 田 村 家の 養子と 

なれる は 天 保 十一 年に して、 その 家， は 世々 儒官な り。 弘化 元年 明 倫 館に 入り、 同 四 年 十九 

歳に して 司 典 助役 兼助講 たり。 二十 二 歲大番 役と して 江戸 藩邸に 勤め、 安積 艮齋. 佐 藤 一 

齋に 敎を受 く。 松 陰 は 嘉永四 年江戶 に遊學 して 小 田 村と 相識る に 至り、 後 同 六 年 松 陰の 妹 

ひさ 

壽 が.^ 田 村に 嫁ぐ や、 兩 人の 關係 更に 密接と なり、 爾後 公私と もに 骨肉 も 及ばざる もの あ 

るに 至れり。 松 陰 曾て 小 田 村に 感謝して n: く、 「吾れ 曾て 三た び 罪 を 獲 (^fi 默)、 君 皆 其の 

間に 周旋す、 吾れ 再び 野 山 獄に繁 がるる に 及びて 君 力 を 致す 最も 多し …… 」 と。 はこの 

類な り。 安政 二 年 四月 小 田 村 は 明 倫 館舍長 書記 兼 講師 見習と なりて 令名 あり。 翌 三年 二月 

相 模出衞 を 命ぜられ、 同 四 年 四月 國、 明 倫^ 都講役 兼助講 となる。 この頃より 松 陰の 敎 

育 事業 は 漸く 盛んになり、 翌五年 十一月 松 下 塾 閉鎖まで、 小 B 村 は 直接 關 係な きも、 松 陰 

の 信頼 篤く、 始めは その 計畫 に參與 し、 又 時々 過訪 して 間接の 援助 を與へ 塾生と も 相識る 
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に 至る。 而 して 松 陰の 激論 を拘 制しつつ 相 敬愛せ ると ころ は 二人の 交の 特色な り。 松陰投 

獄後 塾生 指導の 任に 磨り、 國事逼 る や 叉 塾 政 を 顧る こと 能 は ざり しも、 明治 以後 杉 民 治と 

共に ，ー 門の 中心と なりて 松 陰の 顯彰 に盡 力せ しこと 多大な り。 萬延 元年 山 口 講習 堂 及び 三 

田 尻 越 氏 塾に 敎 へ 、 文久 元年 以後 專ら 藩主に 1^ 從 して、 江戶 • 京都 • 防 長の 間 を 東奔西走す。 

元 治 元年 十二月、 藩の 恭順 派の ために 野山獄 に投ぜ られ、 翌麼應 元年 二月 出獄。 五月に は 

藩 命に より 當時 太宰府 滞在中の 五 卿を訪 ひ、 四 境 戰爭の 時 は、 廣島へ 出張の 幕軍 總督 への 

正使 宍戶備 後 介 (11) に 副使たり。 慶應 三年 冬 長 藩 兵 上京の 命を受 くる や 諸隊參 謀と して 出 

征し、 公卿 諸 藩の 間に 阁旋 し、 遂に 伏 見 鳥 羽の 戰に 於て 江戶 幕府の 死命 を 制する に 至らし 

めたり。 維新 後 一 曰； 歸國 して 自 藩に 出仕、 五 年 出で て 足 柄縣參 事と なり、 累進して 郡馬縣 

令と なり、 その後 元老院 議官 • 高等 法院 陪席 裁判官 • 贵族 院議 員 • 宮中 顧問 官等に 歷 任し、 

又 貞宮多 喜子內 親王 御 養育 主任 を 命ぜられ しこと あり。 これより 先き 明治 一 一十 年男^ を授 

けらる。 大正 元年 八月 十四日 歿す、 享年 八十 四。 特皆を 以て 正 二位 勳 一 等に 敘 せらる。 

妻壽 よく 象 を 守り、 二 兒を敎 養して 夫 をして 後顧の 憂な からしめ、 夫の 入獄 時 又は 四境戰 

爭 時の 如き は 烈婦と して 令名 を馳 せたり。 惜しい かな 晩年 健康 勝れず、 明治 十四 年 遂に 夫 


に 先 だち て 歿す、 年 四十 三。 後 妹 美 和 入りて 嫁す。 

第 四卷ー 〇 五 頁 第五 卷 三 二八 ニニ 四 ニニ 一二 ハ五頁 及び 戊 午 文槁嚴 囚紀事 • 投獄 紀事 • 同附錄 第 

六 卷六七 • 一 〇 一 • 一 〇 五. 一三 七 頁 他多數 第 七 卷三ニ 九 頁 第 八 • 九卷關 係 書簡 多數 笫 十一 

卷 一七 九 • 一  八 七 • 一 九 〇 • 一九  一 • 一  九 三 • ニー  五 頁 

尾 寺 新 之， 丞 

名 は 信、 長 藩士な り。 明 倫 館に 入りて 學び、 嘉永六 年 五月 松 陰の 山 鹿 流 兵學に 入門し たれ 

ども、 最も 密接なる 交涉を 持つ に 至りし は 安政 匹 年の 後半 以來 なり。 村 塾に ある こと 約 一 

年、 「尾 寺 は 毅然た る 武士に して、 亦 能く 書を讀 む、 然れ ども 肯 へて 記誦 詞章の 學を爲 さ 

ず。 性 朴魯の 如くして、 遠き を 慮り 氣振 ふ」 と は 松 陰の 評な り。 同 五 年 八月 江戸に 遊 學し、 

翌年 東 送せられ たる 松 陰の ために 奔走 周旋し、. 刑死 後 飯 田 • 娃 . 伊藤 等と 遣骸 埋葬に 義カ 

す。 翌萬延 元年 幕府の 海軍 所に 入り 蒸 氣科を 修め、 ^國後 唐 船が となり、 後慶應 元年 奇兵 

隊士 となりて 國 事に 活動す。 維新 後 伊勢神宮に 奉仕し、 更に 內務 省に 轉ず。 歿年 不詳。 

笫四卷 III 五 五 頁 第五 卷 二三 八 頁 第 六 卷四三 三 頁 第 七 卷三ニ 九 頁 第九卷 第三 四 七， 五八 七號 
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以下 數通 第 十一 卷四ニ 〇• 四 三 五 頁 

音 三郞 

父は喊 介と いふ、 安政 四 年 十七 歳の 八月、 吉田榮 太 郞の敎 導に より、 松 陰より 敎を受 くる 

に 至りし 無頼の 三 少年の 一人に して、 翌年 十二月 二十 六日 松 陰 投獄の 時途屮 にて 吿^ せる 

こと 知ら るれ ども、 その後の 消息 不明な り。 村 塾 油 帳に ある 大野 音三郞 はこの 生な らん。 

第四卷 n ニニ 〇 . 三 四 四 頁 第 九 卷第四 二  ： 號 

小野爲 八. 

後名 を 正朝と 改む、 長 藩 御 雇 醫山根 文季の 子、 後 小 野 氏 を 冒す。 天 保 十五 年 五月 五日 松 陰 

の 山 鹿 流 兵學に 入門し、 安政 五 年 松 下 村 塾に 學ぶ。 自筆 履歷 書に よれば 間 部要擊 策に 加入 

すと 云 ふ。 維新 前奇 兵隊. 整武隊 等に 入り 王事に 奔走す。 明治 十 年 山ロ縣 雇と なり、 明治 

二十 二 年より 神道 黑住敎 に 入門し 敎導 職に 當る。 明治 四十 年 八月 二十日 吳巿に 歿す、 享年 

八十 九。 從 五位 を 贈らる。  . 


第五 卷ニ .一ハ〇 頁 第九卷 第三 七七號 

小 幡彥七 

後名 を 高 政と 改む、 ^山と 號す、 長 藩士な り。 少時 文武 を 講習し、 壯 年より 藩務 に， 就き、 

安政 . 文 久の頃 は大阪 • 江戶 • 京都 等の 留守居 役と なり、 命 を 受けて 國 事に 勤 勞す。 慶應 

二 年表 番頭と なり、 四 境 戰爭に は 中隊長と して 出陣し 安藝 方面に 奮戰 す。 翌年 郡 奉行に 擧 

げられ、 維新 後も^. e: の 政務 を擔當 し、 四 年 九月 東京に 徵 されて 少議官 に 任ぜられ、 次い 

で.： 予都宮 . 小 倉の 縣參 事、 六 年 十 一 月 小倉縣 令に 任ぜら る。 九 年 三月 職を辭 して， に歸臥 

し、 產業 殊に 夏蜜柑の 栽培 を獎勵 し、 今日の 名聲を 得しむ るの 基礎 を 置け り。 明治 二十 ニー 

年 六月 有 栖川宮 熾 仁 親王 萩に 過り 給 ひし 時、 小 幡の授 園に 台臨 あらせら る。 小幡 はまた 百 

十阈立 銀行の 頭取と なれり。 三. i- 九 年 七月 二十 七日 歿す、 享年 九十。 晚年特 3：! を 以て 正 四. 

位に 敍 せらる。 

松 陰 刑死の 申 渡し を受 くる 席上に 長 藩より 陪席せ る はこの 人な り。 

第 十 一 卷 n: 七 七 頁 第 十二 卷 一 五 二 頁 

關係 人物 略^  . 三 七三 


關系 人. 物略傳  •  三 七 四 

ガ (クヮ ) 

香 川甫田 

名 は 政 記、 通稱想 右衛門、 巨 田の 號 あり。 傳記 不詳 なれ ども、 「未 忍 焚 稿」 (I 一) 「未 焚 稿」， 

(, 一) によれば、 松 陰が 十七 八歲頃 兵學に 就きて 敎を 受け、 嘉永四 年遊學 中共に 江戸に 在り > 

互に 往復す。 

* 第一 卷 一四 六 頁 第八卷 第一 九號 第 九 卷第四 三三號 

勝 野 保三郞 

通稱 また 保 之 助と も 云 ふ。 旗本の 士 阿部 十 次郞の 賓客 贈 從四位 勝野豐 作の 子に して、 名 は 

初め 正 光 後 正滿。 父 は水戶 藩の 士と 交り、 尊皇攘夷の 心 厚く、 遂に 子 正 滿を從 へ 京都に 潛 

入して 梁 川. 梅 田. 頼 等と 交り、 安政 五 年 八月 水 戸への 密勅 降下まで 活動せ るた め、 幕吏 

の 探索 嚴 しく、 水戶 邸の 大野 謙 介の 內に潛 伏す。 兹に 於て 保 三 郞は兄 森 之 助と 共に 投獄、 

父の 所在 を 拷問せられ たる も祕 して 言 はず。 遂に 森 之 助 は 三 宅 島に 流され、 保 三 郞は六 年 


十月 十六 日 出獄せ り。 松 陰 はこの 頃、 江戶獄 にあり、 保 三郞と 始めは 書信 を 以て 交り、 後 五 

日間 同居す。 因みに 豊作 は 潜伏 中 安政 六 年 十月 五十 一 歳 を 以て、 兄 は文久 三年 三 宅 島より. 

歸 りて、 共に 病死せ り。 水 戶家豐 作の 忠義 を 追 賞し、 保 三郎を その 藩の 士籍に 列す。 

笫七卷 三 二八 頁 第九卷 第五 九 六 • 六 一九 號  ， 

桂 小 五郎 (木戶 孝 允) 

名 は 別に 貫 治 • 準 一郎. 新 掘 松輔、 號は松 菊 • 木圭 • 廣寒 • 猫 堂 • 老 梅書屋 • 竿 鈴 (®、 長 

藩士な り。 天 保 四 年 六月 二十 六日、 获吳服 町 江 戶屋橫 丁木戶 SI 景の 長男と して 生れ、 天 保. 

十一 年 桂 九 郞兵衞 の 養子と なる、 家祿 九十 石な り。 十 歲岡本 棲 雲に 學び、 後明 倫 館に 入り 

文武の 事に 勵む。 嘉永ニ 年 十七 歲の 十月 松 陰の 兵學 門下と なり、， 爾來松 陰に 兄事す。 嘉永 

元年 母、 同 四 年 父 を 喪 ふ。 嘉永五 年 九月 劍客齋 藤 新 太 郞に從 ひ江戶 に遊學 し、 新 太 郞の父 

彌九郞 に 師事し、 幾 くもなく その 塾の 舍長 となる。 安政 元年 三月 相 州 警衛の 任に 赴く。 こ 

の 間 松 陰 も 亦 江戶に 在りて 互に 往復す。 翌年 四月 歸國、 間もなく 東上、 六月 浦賀に 至り 造 

船 術 を 研究し、 次いで 江戸に 入り、 劍道を 練磨して 名聲 大いに 擧る。 松 陰と は 常に 聯絡 レ 

關係 人物 略 博  ， 三 七 五 
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て 竹 島 策 (gfl 開) の 如き は 大いに 幕府と 折衝せ リ。 安政 五 年 八月 大撿 使と なり、 江戶 番手 

を 命ぜら る。 十二月 歸國し 松 陰 を 野 山 獄に訪 ふ。 翌年 正月 松 陰の 激論 禍を 招かん こと を 愛 

へ、 塾生との 往復 を絕 たしむ。 十月 江戸 着、 松 陰 刑死 後遣骸 を： i: 向院に 埋葬す。 挫 はこの 

時 江 戶毛利 藩邸の 學 館有備 館用掛 となり、 大いに 風紀の 振肅 につと め、 後 同藩の 久坂 • 高 

杉 等 を はじめ、 水 戶ニ睦 摩の 志士 等と 交り 時事 を議 す。 文 久ニ年 六月 京都に 入り 奉 勅壤夷 

の 事に 奔走、 その後 江 戶 • 京都の 間 を 往復、 文久 三年 車 駕賀茂 社 行幸の 時 は 藩 世子の 供奉 

に從 ひ、 九月 歸國 の途 につく まで 京都に ありて 大いに 活動す。 十月 佐賀に 使す。 元 治 元年 

四月 上京 大いに 活躍す、 同 七月 長藩禁 門の 變に 敗る るゃ但 馬に 走り、 種々 畫 策せ しも 果さ 

ず。 慶應 元年 五月 中， め 山 口に 歸り、 爾後 重要なる 政務 を 狭 掌し、 十二月 京攝の 形勢 視察 を 

名と して 上京、 翌慶應 二 年 正月 歸 山し、 複雜 多難の 事務 を處 置して 謬らず。 十 一 月 汽船 S: 

寅 丸に て鹿兒 島に 赴く。 问 三年 三月 藩 命に て 太宰府に ある 公卿 三 條實美 等に 謁す。 七月 更 

に 藩 命に て 長 崎に 赴き 形勢 を 偵察し 九月 歸る。 これより 薩 藩士 等と 相 連絡し、 三條公 等と 

共に 時務に つき 畫 策す。 明治 元年 正月 入京し 召命 を 以て 徵士 となり、 總裁 W 顧問と なる。 

二月 外國 事務 掛 兼任と なり、 版籍 奉還の 事に 最も 盡 力す。 明治 二 年參與 に、 同 四 年 六月 參 


議に 任じ、 制度 調査 委員の 任命 ありて、 西郷 隆盛と 共に これが 議長と なる。 十月 特命 全權 

副使と して 歐米 各國 差遣の 宣 旨を拜 し、 十 一 月出發 翌年 七月. 下旬 歸朝、 次いで 文部 卿 • 內 

務卿ニ 呂內省 出仕に 歷 任す。 八 年 三月 參議に 任ぜられ、 宮內 省の 事務 を 兼任す。 年 三月 

參 議を辭 し、 內閣 顧問に 任ぜら る。 十 年 四月 二十 三日 病勢 進み、 五月 十九 日 天皇 長く も そ 

の搏 室に 親臨 あらせられ 勒語を 賜 ふ。 五月 二十 六日 歿す、 享年 四十 五。 二十 八日 正 二位 を 

贈られ、 三十 四 年 更に 從 一位 を 贈らる。 

第 四 卷三八 • 四〇 •  n  二 ハ四頁 第五 卷三四 n 了 四 四. -頁 第. I ハ卷八 七 •  一二 〇 頁 第八卷 第一 九 六 

號 第九卷 第三 三 五 • 三 三 六， 三 五三 • 四 一八. 四 一九. 四 二；  • 六〇= ー號 第十卷 1ーー 九九 頁 第 

十 一 卷ニ入 九 • 四 一八 • 四 二八 頁 

か とり 

5@ 取 素」 xit ノ 小 田 村 伊之助 を 見よ 

金子 重 之 助 (重輔) 

天 保 二 年長 門 阿武 郡^ 木 村 (I き 紫) に 生る。 幼時 父 茂 左 衞門获 に 出で て染物 業を營 むに 及び 
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重 之 助 は 他家 を繼 ぎ、 久芳內 記 組 下の 足輕 となる。 後 酒色の 失 あり.' 悔悟して 大いに 爲す 

ところ あらんと して、 二十 三 歳の 嘉永六 年 江戶に 出で て 毛 利 藩邸の 胥徒 となる。 國に 在り 

し 時 は， R 井 小 助の 所に 學 問の ため 出入し、 江戸に 出で て は 恰も 白 井が 鳥 山 新 三郞の 塾に 入 

りした め、 彼れ 亦 その 塾に 出入し、 肥 後 藩士 永 鳥 三 平等 志士と 接近し、 松 陰と も 交る に 至 

る。 當時 金子 は 藩 籍を脫 して 跪 木 松太郞 とい ひ、 鳥 山 新 三郞の 塾に 松 陰と 同寓 し、 その 敎 

育を受 く。 安政 元年 三月 松 陰 下田 踏 海の 舉は實 にこの 金子と 共に 企てられたり。 不幸に し 

て 事 敗れ、 獄に繁 がれて 後發 病し、 同 九月 下句 江戶 より 萩に 送られ、 翌 安政 二 年 正月 十 1 

日 岩 倉獄に 於て 病死す、 享年 二十 五。 明治 四十 四 年 正 五位 を 贈らる。 

第一 卷三九 〇 頁 第二 卷宽魂 慰 草 第 n! 卷 三 七三 頁 第 四卷九 ニー 一^ 頁 第 六卷ニ 〇 七頁 第七卷 

五 九 • 七 二 • 一 一一 頁 第八卷 第一 二 五 ニー〇 八號 笫十卷 囘 顧錄. 同附錄 第 十一 卷ニ九 n 一 頁 

河北 義次郞 

名 は 俊弼、 天 保 十四 年 四月 获に 生る。 安政 五 年 十六 歳 四月 頃 松 陰の 門に 入りて 同年 十 一 月 

末まで 在り。 維新 前後の 經歷 明かなら ざる も、 明治 五 年英國 公使館 御用 掛と、 なり、 次いで 


大藏 省に 入り、 後 大藏少 笊 一に 任ぜら る。 十 年 西南の役に 從 軍して 陸軍 少佐、 翌年 廣島衞 戌 

司令官と なる。 二十 一年 領事と して 桑 港に、 二十 三年 <厶 使 館 書記官と して 京 城に 在勤 を 命 

ぜら る。 後韓國 の辨理 公使に 昇任し、 從四 位に 叙せられ しも、 この 年 京 城に て 歿す、 享年 

四十 八。 

第七卷 二三 〇 頁 第 十一 卷 二三 四 • 四 ニニ 頁 

河内 紀令 

長 藩の 老臣 堅 田家の 家老に して 祿九 十五 石 を 食む。 安政 五 年 八月、 その a 周防戶 田の 青年 

二十 六 名と 共に 松 下 村 塾に 赴き、 銃陣の 練習 を 請 ひたる 主動 者に して、 事 終りて 後 も 塾に 

宿泊し S 九月 末まで 勉學 せり。 その 十 一 月 松 陰 等の 間 部 老中 要擊 策に も 血盟せ る 一 人なる 

が 如し。 こ の 策 未遂に 終る。 元 治 元年 隱居を 命ぜら る。 明治 四 年 一 月 十 一 日 歿す。 

第九卷 第三 五三 • 三 七 四 • 三 九 四 • 三 九五號 笫 十一 卷ー .一 ハ九 頁 

河 野數馬 
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名 は 通 順、 字 は子忠 又は 子 谷、 號は 松齋、 俳 號は花 逸、 三 田 尻の 士族なる ものの 如し。 俳 

諧を 善くす。 安政 元年 十月 松 陰 野 山 獄に投 ぜられ し 時、 已に 在獄八 年、 四十 三 歳な りしが， 

松 陰の 獄中 教化 事業に 最も く 協力した る 一 人な り。 松 陰 は 翌年 十二月 出獄 後 も、 彼れ と 

文通し 寫 本な ど依賴 せし こと あり。 後 小 田 村 伊之助と 共に 彼れ の 免 獄に盡 力し、 同 三年 十 

月 放免せられ たる も、 親類の 反 對に逢 ひて 获 海上 見 島に 流され、 慶應 元年 免され て歸 る。 

その後の こと は 明かなら ず.。 

第二 卷 獄中 俳諧： 免 魂 慰 草 第八卷 第一 八 五 • 一 九 一一 丁 一九 八 ニニ 四 二 I 四 六 •  二 四九號 第 十 

ー卷 七三 頁  . 

周 防 熊 毛 郡 鹽田村 字 佐 田 林 宗兵衞 の 次男、 幼に して 同村 正 寺の 新發 意と なり、 寺 主觀宥 

にっき 佛 典を學 ぶ。 二十 七 歳の 安政 五 年 松 下 村 塾に 寓 して 松 陰の 敎を受 く。 後文久 三年 九 

月鄉 里の 正 蓮 寺に 入り、 翌年 同 寺 十三 世の 住持と なる。， 大正 十四 年 八月 二十 五日 歿す、 享 

年 八十 四。  . 


第九卷 第三 九五號 笫 十一 卷ー. 一 ハ七頁 以下  . 

キ 、 

告 じ ま 

來島 叉兵衞 .  • 

名 は 政久、 幼名 は 光次郎と いふ、 長 藩士な り。 幼より 武を 好み 特に 劍技 馬術に 秀づ。 嘉永 

六 年 米 艦 浦 賀に來 る やべ リ ー の II 傲を閜 きて 憤懣に 堦 へず、 これより 大いに 尊攘の 志を發 

す。 安政 二 年大撿 使役と なり、 六 年 所 帶方頭 人に 轉ず。 文久 三年 五月 馬關に 於け る 外 艦砲 

擊戰に は 總督國 司 信 濃に 參 謀たり、 同年 六月 上京し、 八月 朝議 ー變 して 歸 藩し、 三 田 尻に 

遊撃隊 を 編制し、 次いで 起れ る諸隊 に總督 たり。 後に 森 鬼 太 郞と變 名して 密かに 上京して 

形勢 を 偵察す。 元 治 元年 藩主 雪 鬼 運動に 急先鋒と なり、 遂に 遊 擊隊を 率ゐて 上京す、 七月 

十九 日禁 門の 變に は奮戰 したれ ども 衆寡 敵せ ずして 繁る、 享年 四十 八。 明治 二 卜 四 年 正 四 

.. 位 を 贈らる。 

松 陰の 直接に 交 はれる 時期 は 短 かりし が 如き も、 大いに 來 島の 正 議と膽 力と を 尊敬し、 上 

書な どに 於て 推舉 これ 努めたり。 來島亦 松 陰 を 尊敬し、 よく その 門下生 等と 事 を 謀れり。 
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第五 卷四四 九 頁 第九卷 第三 七 五 • 五一 八， 六 〇 三號 

みその 

岸 御園 

通 稱は彌 平 次 (治)、 長 藩 三 田 尻の 胥徒 なり。 國學を 楊 井 松 雄に 學 びて その 造お 深く、 叉 歌人 

なり。 松 陰の 語に 「御園 皇道 を 尊び 外 夷 を 憂 ふ、 吾が輩の 先鞭たり、 其の 讀 書に 耽る ゃ最 

も 抄寫に 勤む」 と、 叉 「未だ 一 面 を 知ら ざれ ども、 毎々 玄關迄 來り書 を 借り 去り、 又珍籍 

奇書 を 貸し 示す。 余、 無 面識の 一 心 交 を 得た る を 喜ぶ」 とい へり。 安政 四 年 三月 頃より 交 

り、 十 一 月頃 は 塾に 出入して 諸 友と も 交る に 至る。 安政 五 年 九月 歿す。 

第 四 卷三四 七 ニー 一 五 七 ニー 一七 ニニ 一一 八 五 頁 第七卷 二八. 七 頁 第八卷 第二 六 九， 二 七 七 •  二 七 八 • 

二八 〇• 二 九ー號 第 十一 卷八ー • 一  二 七 頁 

岸 田 多 門 

安政 四 年 十四 歳に して 松 陰の 幽室に 敎を乞 へ る 一 人な り。 同年 十 一 月 松 下 村 塾 成る や、 冷 

泉淸稚 (fi) と共に 最初の 寄宿生と なる。 村 塾 禁煙 問題に 關係 ある 少年な り。 同 五 年 十 一 月 


迄 在 塾せ る も、 その後の 經歷 不明な り。 

第 四 卷三三 八， 三 八 六 頁 笫 十一 卷 二三 五 • 四 ニー  頁 

北山 安世 

佐 久間象 山の 甥に して、 松 代 燕士。 嘉永六 年 江 戶遊學 中より 松 陰と 相 交れり。 安政 二 年 正 

月 藩の 表番醫 となりし も、 その後 安政 四 年長 崎に 蘭學 研究の ため 赴き、 歸途同 六 年 四月 萩 

に 過り、 密かに 獄中の 松 陰を訪 ひて 何事 か 策謀せ しも 遂に 果 さず。 後文久 元年 正月 長 藩 練 

兵 場を設 くる や、 招聘 せられて 騎兵 書 を 講じ 叉 和 蘭の 兵書 を飜譯 したる こと あり。 後歸國 

後發 狂して 一時 座敷牢に 入れられ 渐く 恢復せ しも、 明治 三年 八月 再び 發 して 母 を 殺， し、 自 

らも 九月 病死せ り。 

笫六卷 二 五 七 • 二 六 五. 二 六 六， 二 七 五 頁 第八卷 第一 七七號 第九卷 第五 三 一 • 五 四  一 • 五 四 七 

—五 四九號 . 

木 梨 平 之 進 ， 
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名 は 信 又は 進 一 。 安政 五 年 六月 頃 松 下 村 塾に 寄食して 專 ら勉學 せる 靑年. なれ ども、 前後の 

經歷 明かなら ず。 

第 九 卷三ニ 九號. 第 十  一 ^四ニ 一  頁 

木 原 愼齋. 附投桂 

愼齋 名は籍 之、 字 は 君 茅、 愼齋 又は 桑 宅と 號す、 晚 年の^ 號は 燃. n 老人な り。 安藝 藩醫松 

桂の 子な り。 安藝の 儒者 坂 井 虎山の 門に 入り、 刻苦 勉勵、 古道 を 以て 自ら 任ず。 初め 父の 

業を繼 がんと せし が、 後 儒者と なり：^ の 教職に 任ず。 明治 十四 年 八月 二十. K-:13 神戶に 客死. 

す、 享年 六十 八。 

松 陰 は愼齋 の 父 松 挫が 至孝 の 人 (「求1^?,^.;^、ぁ£;そ幼の11^^15を) な る を 欽慕し、 「三 餘讀 書、 

七生 滅賊」 なる 大字の 揮毫 を 懇望して 得、 居常 幽室の 壁に 摘げ 居たり。 安政 五 年 正月 門人 

松 浦 松 洞 をして その 肖像 を寫 さしめ たり。 松 桂 は 翌年 四月 十日 歿せり、 享年 八十 三。 これ 

らの 事より 愼齋 とも 自然 相識る に 至り、 松 陰 は 自らの 文 を 送りて 添削 を 乞 へ る こと も あり。 

笫四卷 三 二八 頁 第五 卷九三 頁 第八卷 第二 三 n 了  二八 八號 第九卷 第二 九 s:  •  n 一二 九號 


木 村 軍太郞 

下總： ^倉 燕の 人。 佐久間 出門 下。 M に 蘭學を 修め、 兵書 を 飜譯し 航海術に 精し、 和親 通 

商 論者な り。 安政 元年 三月 松 陰が 金子 重 之 助と 共に 米 艦 を 追 ひて 下田に 至りし 時、 木 村 も 

亦 11： 地に 在り、 數夜 同病して 時務 を 論じた る こと あり。 明治 初年 歿すと いふ。 

筚十卷 四 三 二 • 四 三 三 頁 

肝 付 七之丞 

名 は 兼武、 字は毅 卿、 海門と 號す。 明治維新 前後 大伴姓 を 名のり、 名 を 千 早. 隼 人 又は 遊 

3>{ と變 じたる 事 あり。 文政 六 年鹿兒 島に 生れ、 大文學 を 以て 薩 藩に 仕 ふ、 並びに 兵 學に通 

ず。 年 二十 六 始めて 江戸に 出で、 儒 を大撟 訥^ 及び 藤森弘 に學 ぶ、 頗る 令名 あり。 嘉、 水 

三年 東北 蝦 喪 及び 佐 渡 地方 を歷 遊し、 北方の 事情に 通ず。 松 陰 は 嘉永四 年 江戸に 於て 魔.' 

會 して その 說を 聞き、 東北 旅行に 資ハ. ^すると. ころ 多 かりき。 この 行 十二月 十四日 松 陰 先.、 つ 

發し、 歷 十五 日宮 部/江 幡 • 鳥 山の 三士 後 を 追 ふ。 肝 付 送りて 泉 岳 寺に 至り 條慨 禁ぜず、 
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刀 を 拔き地 を斫り 以て 語り 衆 を 驚かす と。 以て その 丁 を 知る に 足る。 松 陰は靑 森に 至り- 

松 前に 航せ ずして 歸るを 恨み、 肝 付の 笑 を 免 かれず と 云へ り。 爾來松 陰と は 文通 を 見ず。 

肝 付 は 當時江 戶の劍 客齋藤 新太郞 とも 親交 ありし が 如し。 後 一 時 幕府に 仕へ たる 事 あり。 

明治維新 後 東京 府 • 開拓 使 • 山形 縣廳 並びに 同 師範 學校 等に 歷 任し、 明治 二十 年 五月 官を 

退き、 同年 十二月 二十 三日 歿す、 享年 六十 五。 晩年 文章 を 以て 世に 著 はれ、 東京 市 四 谷 新 

宿に ある 水道 碑 記 及び 向島に ある 纖 蒙古 仇 碑 記の 撰 文 は 彼れ の 撰す ると ころな り。 叉 東北 

風 談の著 あり。 

第 八 卷第四 九 • 五三 • 六ニ號 第十卷 一七 八 頁 

許 道 

安政 四 年 九月 頃 松 陰門 下に 在りし も、 前後の 經歴 不明な り。 

第 四 卷三四 五 頁 

ク 


久 坂玄瑞 附文 ， 

幼名 は秀 三郞、 名 は 誠 • 通武、 後に 義助、 時には 義質 とも 書け り。 字 は玄瑞 又は 實甫、 秋 

湖/江 月齋は その 號、 松 野 三 平 及び 河 野 三 平 は 一時の 變名 なり。 天保十 一 年萩|.|-^0八軒 

屋に 生る。 父 は 藩醫良 独、 玄端は その 次男。 幼時 吉松淳 三の 私塾に 學び、 次いで 明 倫 館に 

入り、 後醫學 所に 入り 蘭 學を學 ぶ。 I 四 歳に して 母 を、 翌年 兄玄 機と 父と を 併せ 喪 ひ、 家 

普 を相續 して、 家 祿 二十 五 石 を 給 せらる。 玄 機の 友 中 村道 太郞. 僧 月 性 等 は 特に 玄端を 指 

導 誘 被して、 遂に 松 陰の 門に 入らし む。 これより 先き 安政 三年 三月、 眼病 治療の 爲め筑 前 

に 赴き、 次いで 九州 諸 國を遊 し、 肥 後に 至りて 宮部 ii 藏に會 し、 松 陰の 英名 を 聞き、 歸 

來連 りに 文通 を始 む。 これ また 交 を 結ぶ 一面の 動機な り。 然れ ども 幽室に 於て 親しく 敎を 

受 くるに 至りし は、 翌年の ことなるべし。 安政 四 年 十二月、 土！ S は 年 十八に して 松 陰の 妹 

文 (針 さと 結^し、 杉 家に 同居し、 久保淸 太 郞 • 富 、水 有 隣と 共に 松 陰の 敎育 事業 を 助け、 自 

らも 亦 大いに 勉學 せり。 高杉晉 作と 松 門の 聯璧 なりと 稱 せらる。 r 實甫の 才は縱 橫無礙 な 

り、 ：：： 高から ざるに 非ず、 且つ 切 直 人に 逼り、 度 暈 亦. バ いし。 然れ ども ら 人に 愛 4J. らる 

る は、 潔 烈の操 之れ を 行る に 美才を 以てし、 且つ 頑 質な きが 故な り」 と は 松 陰の 評な り。 
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安政 五 年 正月 江 戶遊學 の 許可 を 得、 二月 萩を發 して 京都に 入り、 一 H: 江戶に 下りし も、 再 

び t 京し、 主として 松 下 村 塾 出身者と 畫策 奔走し、 大原 三位 • 梁 川 星 梅 田雲濱 等と 交 

る。 九月 叉 江戸に 下り 蘭學醫 術の 研究 をな す。 その Si 最も 松 陰の 身上 を 憂慮す。 松 陰 はこ 

の 年の 暮 再び 入獄、 玄瑞は 安政 六 年 二 用 歸國、 藩の 西洋 學所 官費 生と なる。 五月 松 陰 東 送 

せらる、 この 前後 恩師の ため 百方 苦慮 奔走せ り。 ^萬延 元年 二月、 在 萩の 門人 等と 松 陰の 

墓碑 を營 み、 松 陰の 遣 志 を繼水 せんた め 塾 舍に會 して 互に 切 ts" す。 四月 英學 修業の ため 江 

戶に 派遣、 蕃書 取調 所 內堀達 之 助に 入門、 七月 一 S 小^" 股の 松 陰 墓碑 を 改修す。 文久 元年 公 

武合體 に反對 し、 和宮 降嫁 を？^ 止せん として 成らず。 十月^!:、 十二月 一 日 松 下 村 塾生と 

「一 燈錢申 合」 をな し、 翌ニ年 三月 迄歷. -村 塾に 會し、 叉 坂 本 龍馬 • 吉 村 黄太郞 等の 來秋 

るに 周旋す。 四月 入京し、 佐 世 • 久保 • 中 谷 • 柄 崎 等と 長 井雅樂 公武 周旋 彈幼書 を^ 主 

に 上る。 この頃 薩 藩の 士と 密謀す。 六月 長 井雅樂 要擊を 策して 成らず、 後 燕 主に 上書す る 

こと 再度に 及ぶ。 十月 松 門 志士に 主と なり 松 陰 慰 靈祭を 京都 蹴 上に 行 ふ。 翌十 一 月 高 杉 等 

と壤夷 血盟 書 を 作り、 十二月 英國 公使館 を燒 く。 それより 水 戸に 遊び、 信 州に 佐 久間象 山 

を訪 ひ、 京都に 入り、 世子. 益田彈 正、 その他 諸^の 志士と 公卿 を 動かし、 賀茂社 行幸の 


事を議 し、 嬢夷卽 行の 氣運を 醸成す るに 與 つて 最も 力 あり。 文久 三年 四月 同志と 共に 下關 

に 赴き、 公卿 中 山 忠光を 奉じて 光明寺 黨を 組織す。 これ 後に 高 杉の 總督 たりし 奇 兵隊の 前 

身なり。 五月 十日 攘夷 期限の 日 を 以て 下 關に米 船 を 砲撃す。 六月 京都に 入り、 眞木和^：水. 

宮 部鼎藏 • 木戸 孝 允 • 山 田 亦 介 等と 男 山 八幡宮 行幸 攘舆 親征の 事に 奔走した る も、 八月 十 

八日 朝議 一 變し長 藩 苦境に 陷る。 玄瑞は 政務 役に 舉 げられ 京都 駐在 仰 付けられ、 以後の 處 

置 を 考究す。 九月  一 en; 山 口に 歸り、 元 治 元年 正月、 老臣 井原 主計に 隨ひ 入京 せんとし たる 

も 許されず、 伏 見に とどまり、 家老 國司 ：一：15 濃 • 遊擊 隊長 來島又 兵衞の 武力 入京 を讥 止して 

山 口に 歸り、 協議 討論 容易に 決せず。 六月 愈 ~ 進 と 決し、 益 田. 福 原. 國 司の 三家 老兵 

を 率ゐて 上り、 京都 附近に 屯す。 久坂 • 來島 又兵衞 • 眞木 和^ • 寺 島 忠三郞 • 入江 九 一 等 

軍議に 與る。 七月 十 丸 日 所謂 禁 門の 變 となり、 長 軍 は會津 • 桑 名 その他 親衛の 兵と 衝突し 

て 利 あらず、 多くの 死傷者 を 出す。 玄端等 は廳司 邸に 在りて 食戰 せし も、 銃丸に 中り て 再 

び 起つ 能 はずと 知る や、. 寺 島と 共に 自刃す、 享年 二十 五。 遣^ は 京都 靈 山に 葬り、 後遣髮 

を 获の杉 氏 墓 域に 埋む。 、江 月 齋遣稿 あり。 明怡 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

妻 文、 後に 美 和と 改む。 夫ぶ 端 東奔西走 殆ど 寧日な く、 席暖 るの 日な かりし に、 よく 家 を 
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守りて 後顧の 憂な からしめ、 子な きを 以て 小 田 村 (揖 取) の 一子 を 養 ふ。 玄瑞の 死後 專ら この 

子を携 へて 久坂 家の 復興に 力めし が、 この 子 故 ありて 取 家 を ：1 ぎ、 文 また 後に 亡姉 壽の 

後 を 襲 ひて 树取 素彥に 嫁す。 大正 十 年 歿す- 享年 七十 九。 

. 第四卷 一四  一 • 一  五一 • 一  五ん. 二-八  一； • 11 一八 九 knl: 第五 卷： 〇八 • 一七 〇 ニニ  一  • 四 四 三 頁 

第六卷  一二 四 • ー.， 五六 •  • 六〇- 負 第 七卷ニ 0六 •  二 七： ニー 三 九 •  n 一九 四 頁 第八卷 第二  二三 號 

第九卷 第三 〇ニ  • 三 一四 •  一一： 二ん •  ： 二三 〇 •  ；！ニュ 四. 四 八 四. 五一 九. 五一！ 一八 • 五八 五. 五 九 二. 

五 九 七 • 六 〇nul 第 十一 卷： 三 二：： . 一三 四 • 一四 七 • 一九 六， 一九 八 •  ニー  九 •  二三 八 • 四  一！ 一八 

頁 

v> 、さい い さう じ 

日ド部 伊三次 

名 は 信 政、 薩摩 藩士な り。 嘗て 罪 を その 藩に 條て水 戶に客 遊す。 齊昭 その 人となり を奇と 

して 祿 せんとす、 固辭 して 聽 かず。 乃ち これ を薩 侯に 報じて 復籍せ しむ。 安政 五 年 京都に 

於て 公卿 三. 條實 萬に 親しみ、 遂に 水戶 への 密勅 降下の 事に 及び、 ^旋 た 力め、 八月. 站飼 

幸吉 と共に 勅書 を 奉じて 江戶 S 水 邸に 入. るに 至る。 事 幕" 吋の 知る 所と なり、 描 へられて 


江戸に 送られ 傳馬 町の 獄に繁 がる。 嚴 酷なる 訊問に も默 して 答へ ず、 却って 幕吏 を切諫 す。 j 

安政 五 年 十二月 十七 日 病死、 享年 四十 五。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。  一 

松 陰 は 生前 相識ら ざり しも， 安政 六 年 江 戶獄に 送られて、 同囚 より 彼れ の 人物 逸事 を 聞き 、一 

「留 魂錄」 中に も 彼れ のこと に 言及せ り。  一 

第 七 卷三ニ 一  頁 第九卷 第五 九六號  一 

草 場 佩 川  • 

名 は韓、 字 は 梂芳、 b 助と 稱す、 佩 川. 玉 女 山 機 は その 號 なり、 晩年に は宜 齋と號 す。 肥 

前 多久の 人、 佐賀 藩儒。 天明 七 年 正月 七日 生る。 二 歳の 時 父 を 喪 ひ、 二十 三歲 にして 江戶 一 

に 出で、 古賀精 里に 學ぶ。 文政 • 弘 化の 間よ く 藩の 文教に 盡す。 安政 二 年 幕府 召せ ども 老 一 

且つ 病 を 以て 1  辭す。 その後 內 城の 講 筵に 侍し、 世子に 授讀を もな し、 慶應 三年 八月 病を發 一 

し、 十月 二十 九日 歿す、 享年 八十 一 。  レ 

松 陰 は 友人 山 縣半藏 の 紹介に より-, 嘉永四 年 十二月 西遊 途上 訪問し、 詩 書の 贈答 をな せり。 

第 十卷ー 一 〇• 一 一九 頁  一 
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くちば (祐) 

口羽 德輔 

名 は 親 之 • 通埼、 又は 貞順、 字 は 希 ^p<)、 號を 龜山. 批杷 山人 (gl). 梅 核と 云 ふ。 

長 藩 寄 組の 士 元寇の 子。 十四 歲明倫 館に 入り、 十六 歲 病みて 家居し、 二十 二 歳 (ま 1)、 藩 命 

により 江戶 に遊學 し、 羽倉簡 堂に 從學、 その 重- 2:: にして 卞氣 ある を 推賞 せらる。 後：：：： 平 や" 

に 入り、 旁ら 安積： 齋. 藤 森大雅 の 門に も 遊ぶ。 後 歸！： して 家 赞を繼 ぎ、 安政； fi 年 八月^ 

の 寺社 奉行と なり、 六 年 八月 十 一 日 宿 病の 肺 患 を 以て 歿す、 享年 二十 六。 松 陰 は 安政 四 年 

十月より 文通 を 始め、 意氣 投合し、 今 世 比類 稀なる 人物と 稱揚 せり。 

第 四 卷三六 一 • 三 七 五 頁 第五 卷ニ ニニ  • 四 ニニ 頁 第 八^ 第二 一一 號 第九卷 第三 二 九 丄ー 二；  二， 

三 五三 • 六 一 〇 • 六 二 了  .一 ハ ニニ 號 第 十 一 卷 一 八 八 頁 

口羽 壽次郞 

名 は 良 純、 通稱は 後に 覺藏 と改 む、 長 藩士な り。 嘉永 元年 正月 松 陰の 兵學 門下と なり、 爾 

後 松 陰に 師事して、 斷績 ありし も、 同 五 年まで 漢籍 を學 ぶ。 維新 後戶" 长 などつ とめて 松 本 


村に 終れり。 

第十卷 一一 一三 二 頁 以下 第 十一 卷四 一六 頁 

久保 淸太郞 附五郞 左衞門 

名 ま 久淸、 淸太郞 は 通稱、 後 松太郞 とい ひ、 明治 ニ年斷 三と 改む、 凇東は その 號 なり。 五 

郞左 衞門久 成の 長男、 天 保 三年^ 十一月 八日 萩 城下 松 本 村に 生る。 十三 歲 家督 を 相績 す、 

家祿 四十 九 石 五斗。 十一 歳の 頃より 玉 木 文 之 進の 松 下 村 塾に 入り 勉學 す。 松 陰 兄お と はこ 

の 塾に 於て 同學 なり。 嘉永 元年 松 陰の 兵學 門下と なり、 その後 松 陰 他出が ちな りし も、 歸 

鄕中は 必ず 來 りて 敎を受 けたり。 安政 二 年 二十 四 歳に して 江戸に 赴き、 _t 邸の 大 番手と し 

て 在勤 一 一年 餘、 その 間 古 賀茶溪 . 羽 倉簡堂 • 東 條英ぉ . 鹽 谷.：；； 陰に 敎を 受け、 長原武 • 鳥 

山 新 三郞. 樱任藏 等 松 陰の 舊 友と 交り、 松 陰の ために も 種々 便 を圖れ り。 五郎左衛門 も 松 

陰が 幽室に ある 頃， 騷. '訪れ、 日 を 定めて 對讀 し、 大いに 獎勵 につと め、 他日の 大成 を 期待 

せり。 淸太郞 は 安政 四 年 四月 二十 九日：！ 國、 松 陰と 協力して ぉ學 振興に 盡し、 富 永 有 隣の 

出 默に盡 力して 松 本 村に 迎へ、 三人の 協同に よりて、 遂に 松 陰 主持の 松ド村 塾を獨 立せ し 

關係 人.^ 略 三 九 三 
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め、 自ら も 塾生の 指導に 街り、 安政 五 年 五六 月頃 塾の 極 盛期 を 見る に 至れり。 安政：^^」4^ヒ 

月、 再び 藩務に 就く。 その頃ょり時事の切：^|と共に松下村塾も大^^^ド策.間部老屮要擊 

策な どを議 する に 至りし が、 淸 太 郞も亦 この 事に 與る。 「外 內明、 温良に して 而も t し 

石 腸」 と 松 陰の 評せる が 如く、 彼れ は 花々 しき 活動 はなさ ざり しも、 最もせ，、 ュ ぼの 尊敬し 旨 

賴 せる 一 人な りき。 松 陰 處刑後 も藩史 として 執務す。 文久ー 一年 一 I 月頃より 時事に 活動 せん 

と 決意し、 四月 浦靱 負に 從 ひて 久 坂. 屮谷 等と 共に 兵^に 赴く。 後 京都に 上り、 長 井雅樂 

の 公武 周旋 論彈 劾の 上書に 名、 五月 江戶に 下り、 再び 京都に；^ きかへ し、 九. 月末：^ に 

り、 舊松下 村. 塾 塾生. の 讀書を 指導す。 文久 三年 三月 九日 明 倫航檢 使役、 六月 明倫航 出勤、 

次いで 同月 三 田 尻 講習 堂 出勤、 更に 政事 堂 出勤、 丸 月 二十 五： n 船 木の 代官と なり、 元ム： ：. 

慶應 の國事 多端の 時 も 民政に 勤めて 功 あり。 慶應 元年 二月 古田 代官 を 兼ね、 M 年 未 上關に 

官に轉 じ、 翌年 十二月 筑前 伊崎の 代官 を 兼ぬ。 明治 元年 六月 専任 伊崎 代官、 七月 筑前 八汇救 

郡の 代官 兼任、 卜 月 山 n 藩會計 主事に 轉ず。 明治 三年 .Enfft< ー效 Z 事、.」 ハ年參 事、 その後 

名 東縣卽 ち德島 縣に轉 任した る も 年月 不明、 八 年 S^M 縣 (ij 權 ベリ、 九 $J 月 二十日 返戰し 

て 東京に 移り、 十一 年 十月 二日 歿す、 享年 四十 八。 生前 從 五位に 敍 せらる。 


五郎左衛門、 又は 五郎右衛門 とも 一 本ふ、 名は久 成、 文化 元年 生る。 十二 歲 にして 家督 を繼 

ぎ、 翌年 父 五郎左衛門 久 歿す。 弘化 元年 四十 一 歲 にして 家督 を 嗣子 淸太 郞に讓 り、 致让 

して 悠々 自適し、 村童 を聚 めて 敎ふ、 久保 塾と いふ。 後 玉 木の 松 下 村 塾 名 を 襲用し 熟勢頗 

る 振 ひ、 以て 安政 四 年に 及び 松 陰の 主持に,^ す。 「性 篤 孝に して 先王の 道 を 喜び」 と は 松 

陰の 養父 大 助の 評に して、 「外 权 先生お の 子 = ^を會 し、 これ を敎 ふるに 人倫の 道、 書數の 

法 を 以てす」、 「最も 意 を 夂敎に 留むー と は 松 陰の 見る ところな り。 外 叔とは 松 陰の 養母 久 

滿が 家格の 關係 にて 名義 上久保 家の 養女と なり 入 嫁せ し を 以てな り。 萬 延ニ年 二 

月 七日 歿す、 享年 五 ト八。 

第三 卷ニ五 五 •  一 一一  0 三 頁 第四卷 一七 • 一七 八 •  二 〇七 • 三 〇七 • 三 八 五 • 三 九 四 頁 第. I ハ卷八 

七 • 一二 六 • 四 三 三 頁 第 七 卷三二 九 頁 第八卷 第三 八 • 六 〇 • 一八 六 ニニ 二  • ニニ 七 • 二 五六 

號 第九卷 安政 六 年 正月より 一：： 月. か 迄の 書 简. 第五 八 五. 五 九 二  • 五 九 七 • 六 〇：：； 號 第 十 卷三三 
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長 藩士、 安政 四 年 十二 歳の 二月 松 陰の 兵學 門下と なり、 次いで 松 下 村 塾に 學 ぶに 至る。 十 

一 月頃 は 少年 組の 俊 乃と して 認めら る。 幕末 維新 當時 はな ほ 弱冠な りし を 以て 特記すべき 

功勞 なかり しも、 後明 お 51 年 木更津 縣權參 事、. 同 六 年 秋 田 縣權令 たりし こと あり。 在官 中 

正 五位に 叙 せらる。 歿年 未詳し 

第 四卷ー 二八 六 頁 第 十一 卷 五三 頁 以下 • 一九 七 •  二三 三 • 四 二 C つ 良 

國友中 右衛門 

名 は 重昌、 後に 昌、 號は古 照 軒、 通稱は 後鐵^ と改 む。 肥 後^  士， にして 食祿 石。 嘉永六 

年 江戸に 於て 松 陰と 相 知り 往復して 親交 あり。 松 陰 は 「1: 友 文 を 好む、 有志の 士 なり」 

と 人に 紹介せ り。 後 熊 本に：！ る。 松 陰 また！ i: 下して 熊 本に 赴く や 交を溫 む。 安政 四 年阈友 

江戸に 下りて 鹽谷ぉ 陰に 師事し、 學 成りて 後 成 山 公子 i きの 近侍と なり、 維新 前後！： 事に 

奔走して 功 あり。 晚 年隱枘 して 書 を讀み 徒に 授けて I 水し みとす。 明治.：' 七 年， ！-月卜；^^^ 残 

す、 享年 六十 二。 

第 八卷第 七八號 第 十卷四 一 一 頁 


く  はら 

來 原良藏  - 

名 ま 盛 功、 初 名 盛吉、 長 藩士な り。 文政 十二 年 十二月 二日 長門國 阿武 郡 福 井上 村 福 原 某の 

ひぢ はら 

家に 生れ、 出で て 來原氏 を 襲ぐ、 食祿 七十 石、 馬 廻な り。 获松本 叉 は 土 原に 居住し およ 

り 明 倫 館に 學び、 文武 を 兼修す。 嘉永四 年 江戸に 役し、 十二月 松 陰 亡命の 事に 坐して 翌年 

譴責 歸國 せしめら る。 嘉永六 年 命に より 再び 東上し、 江戶 及び 相 州 を 往復して 警衛の 任に 

&る。 安政 二 年 一時 萩に 歸り叉 江戸に 赴き、 密用方 祐筆と なり、 同 三年 歸國、 同 四 年 相.^ 

警衞、 同 五 年 二月 萩に 歸り、 三月 昨年 警衛 中 過誤 ありと して 逼塞 仰 付けられ、 四月 免され. 

八月 祐筆と なる。 爾後 山 田 亦 介と 首, して 燕の 兵制 改革に 貢獻 し、 十月 長 崎 遊學、 文久ニ 

年 S 崎に. |,土 りて 蘭人より 銃陣 の直傳 を 受け、 時事 切迫す る や 京都 江戶に 奔走 周旋す。 こ 

の 頃 公武 合體說 破れ て 長 燕の 首唱者 井雅樂 自刃 を 命ぜ ら る 。 夾-原 亦從來 この 說を 持して 

奔走せ る を 以て 藩 論 一 變 により 黄 を 感じ、 遂に 八月 暴發拔 夷の 先鋒た る ベ く 橫濱の 外人 

を 斬らん として 脫 走した る も、 世子の 懇論 あり 泣 謝して 退き、 その 夜 屠 腹して 終る。 八月 

二 卜- -日 なり。 遣^ は 芝靑松 寺に めた る も、 文久 三年 正月 高 杉 等の 手に 依り、 若 林 札パ世 

關系 人物 略傳  三 リ.， T 
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is) の 松 陰 墓地に 改葬 せらる。 享年 三十 四。 明治 二. r 四 年 從四位 を 贈らる。 

松 陰 は 中 村道 太郞 及び 來原を 以て 第 一 の知已 なりと いへ り。 嘉永 四 年末 東北 亡命 一 件、 安 

政 元年 三月 下田 踏 海 一件 前後な ど 殊に 友情 を盡 して 5^ 旋 せり。 伊藤博文の 師 にして、 义博 

文 を 松 陰門 下たら しめたる もこの 人な り。 

笫四卷 三 四 • 六 七 • 八 九 • 一一  五 頁 第五 卷 一一 六 •  ； S 八 •  ：  一二  •  H 一  九以 . 四 s: 九. e; 第 

六 卷八七 • 一九 〇 頁 第 七 卷ニ四 八 .三 五一 頁 第 八 卷第四 二  • 五 五 • 一  〇七 • 一八 七 • ； 九 四， 

ニニ 六 •  二三 八 •  二 四四號 第九卷 第三 四 〇 • 三 iira  . :;; 四 五 • 三 五 二  • 三 五三 •  一一  I 五六 •  H 九 一 

—三-几 四 *六〇 三號 第十卷 一八 九 頁 第 十； 卷ニ七  一 •  二八 三 頁 

桑原 幾太郞 

名 は 信毅、 通稱は 初め 治 兵衞、 後 政 次郞、 水戶 藩士に して 長 沼 流 兵家、 藤 田 東 湖の！^.: なり。 

矢 倉 奉行たり しこと あり、 山陵 調査に 盡 力す。 文久： 兀年 十月 歿す、 享年 六十 二。 贈 正 五位。 

松 陰 は 嘉永五 年 正月 水戶滯 在中 訪問せ り。 

第三 卷三 五六 頁 第八卷 第五 五號 第十卷 ニー  六 頁 


郡 司 覺之進 

長 藩士な り。 嘉永 三年 六月 砲術 研究の ため 長 崎に 在り、 松 陰 鎖 西遊 學 のとき 長 崎に て會 ひ、 

歸途 共に 熊 本に 遊ばん. こと を 約せ しも 果 さず。 嘉永六 年 江戸に 遊 學し、 松 陰と 交る。 佐久 

間 象 山に 從學 し、 專心 砲術 を 研究せ り。 後 藩校 明 倫 館に 於て 砲術 教官たり しこと あり。 

笫八卷 第 四 • 五 • 八  一 • 一 〇 三號 第 十 卷三ー • 八 三 頁  • 

月： #1 

字 は 知圓、 號は淸 狂、 周 防 遠 崎 妙 圓寺估 職な り。 . ^化— 四 年生る。 幼より Is にして 學を 

好む。 年 十五 志 を 立てて 鄉賺を 出で 詩 及び 佛 道の 修業 をな し、 江戶 • 京畿 • 上野 . 北 越に 

遊び、 天下の 名士と 交る こと 十七 年、 詩 名大い に揚 る。 然れ ども 詩人 を 以て 自ら 居らず、 

異教の 害 を 慮りて 「佛 法護國 論」 を 著 は L、 叉 法話 中に 海防の 急務なる 所以 を說 き、 大ぃ 

に 尊皇 镇 夷の 論 をな せり。 人 皆 大いに 感激し： # 防 僧の 名 漸く 顯 はる。 安政 三年 春本 願 寺 法 

關係 人物 略傳  三 九九 
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主 時務 を 問へ ると き 數千言 を 作りて 呈し、 遂に 徵 されて 東 山^ 院に 在り。 一日 梅 田 雲： m と 

紀 伊の 海防 を 論じ、 自ら 同藩 當 局 に說 かんとて 破衲 單身往 いて 國事 を議 す。 その 頃 幕」 5 北 

海道 開拓の 事 あり、 本願 寺に 布敎 僧の 派遣 を 命ぜし 時、 月 件 その 撰に 牌り しも 果 さず。 

四 年 秋 頃 歸國、 十二月 母の， 喪に 遭 ふ。 翌年 再び 本願 寺より 徵 さる、 未だ 赴かざる に、 五 巧 

暴かに 病み 遂に 起たず、 享年 四十 二。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰し」 は 安政 二 年 三月より 書簡の 往復 を 始め、 詩文の 批評 を 交換し、 大いに 時事 を 論じた 

り e 或は 松 陰の 希望に より 金子 重 之 助の ために？ 9 詩 を全國 各地の 知友に 求め、 或は 安政 五 

年 春 松 下 村 塾 徒と 藩府 との 對立を 調停す るな ど、 松 陰の 爲 めに 謀れり。 なほ 松 陰 及び 松 下 

村 塾生 常用 の 一 一 十字 詰 一 一 十 行 の 載 紙 版木 は この 人の 贈れる もめな り。 松 陰 そ の 死 を^£-み 、 

追慕して 止まず、 刑死に 先立ち 『怫 法護國 論」 「淸狂 i, 稿」 等 出版の 事 を 門人に 遣麵 せり。 
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n 

ff 三郞 

萩 松 本 商家の 子な り。 安政 四 年、 松 陰の 門 人士 n 田 榮太郞 が、 村 S の 無 行者と して 連れ 來り、 

松 陰に 託せし 三 生 中の 一人な り。 松 陰よ く. これ を 導き 懇切 を 極む、 名を與 へて 溝 三 郞と稱 

し、 その 說を 作りて 勵す。 後明 かならず。 

第 四 卷三三 四 • 三 四 〇 • 三 四 四 頁  ， 

fn 焚 謹 一 郞 - 

名 は增、 字 は 如 川、 ^ 堂 又は 茶 溪と號 す。 文化 卜：： パゃ： a 戶に 生る、 精 里の 孫、 侗 庵の 子な 

り。 家 世々 儒家 なれば、 早くより その 敎育を 受け、 大保七 年より 幕府に 仕へ、 弘化 三年に 

は 儒者 見習と なる。 この頃 洋學に 志す。 嘉永六 年^ 井 • 川路の 二 使に 隨 ひて 長 崎に まき. m 

使プ チヤ— チ ンを 見る。 翌年 同 使 浦賀に 来れる 時 も 亦 出で て 會議を 助く。 安政 一 一年 正月 西 

^學事 を 掌り 洋學所 を 脊す。 文 久ニ年 一條 門外に 洋學 校の 成れる は 彼れ の 功 最も 多し。 同 

關係 人物 略傳  四 〇 一 


關係 人物 略 傅  SIC  二- 

年 昌平 黌學 事に 轉じ、 元 治 元年 大阪 町奉行 を 命ぜられ たる も 病 を 以て 赴かず。 慶應 ニ年監 

察に 轉じ筑 後 守に 任ぜられ、 四 年 正月 その 蛾 を 免ぜら る。 明治 三年 朝廷より 徵 された る も 

辭し、 十七 年 十月 三十 一 日 歿す、 享年 六十 九。  • 

松 陰 は 嘉永四 年 江 戶遊學 中、 その 門を敲 きて 疑 を 質せる こと あり。 

第八卷 第二 〇 號 第十卷 一七 二 頁 以下 

i ラ ぜん 

與 膳昌藏 

長 府藩醫 なり。 松 陰と は 直接に 關 係な きも、 當時 竹，； dg(lll) に 住 者な きを 以て、 これ を 開 

拓 して 我が 領有と すべき を 論じた るを贊 して giSg? 化な 「£|」)、 安政 五 年 二月 書 を 江戶に 

ありし 娃小 五郎に 寄せ、 幕府の 許可 を 得べ く 奔走せ しめたり しも、 結：：；^ 果 されず して 終る" 

輿 膳 は文久 三年 六月、 外國 船に 石炭 を密寶 する 松 本 等を援 けたる 颇を 以て 尊壤 派の 松 

尾 甲 之 進 等に 暗殺 せらる。 . 

第九卷 第三 〇四 號 


兒玉初 之 進 附 千代き  ，  一 

通稱 後兵衞 門と 改む、 名は祐 之、 長 燕 士兒玉 太 兵 衞寬備 の 子な り、 祿五 十三 石 を 食む。 世 

世 萩 松 本に 住み、 松 陰の 實家杉 氏と は 姻戚 關 係に あり。 且つ 松 陰の 母 瀧 は 家格の 關係 にて、 

名義 上 兒玉太 兵衞の 養女と して 杉 氏に 嫁す、 加 ふるに 松 陰の 妹 千代 また 初 之 進に 嫁し 重缘 . 

となれ り。 初 之 進 は 恐らく 幼時 玉 木 文 之 進 叉 は久保 五郎左衛門に 學び、 長 じて 文學 及び 兵： 

寧 を 松 陰に 學び しならん。 嘉永四 年 松 陰と 同時に 江戶に 在りて 藩邸の 勤務に 從事 中、 特に 1 

松 陰と 相 親しむ。 松 陰 東北 旅行の ため 亡命す る や、 ^^府初之進をして探らしむ、 不明 を以 一 

て 答 ふ。 丙 "：^ 日記 十 一 月 四日の 條に、 「兒玉 兵 衞門來 り、 去る 二日 羽賀臺 銑陣の 事を說 く」 

と あり。 爾後 此の 人の 事 松 陰の 文書に 見 ゆる こと 稀に して、 却って 妻 千代と 松 陰との 文 言 

繁 きを 見る。 維新 前後 國 事に 奔走し、 明治 八 年 三月 八日 歿す、 享年 五十 五。 

妻 千代、 後名 を 芳と改 む。 松 陰の 妹中最 年長者た るの 故 を 以て、 妹 等の 代表と なりてよ く 

兄の 教訓に 應へ、 又 兄の 在 獄中 は その 憂苦 を 慰め、 物品 を 贈 遣す る 等の 事 を 自らし、 往復 

の 文書 最も 多し。 またよ く 家庭 を 治めて 長壽を 保ち、 晩年 は 兄 松 陰の 精神 顯彰に 心 を 用 ひ 一 

たり。 大正 十三 年 歿す、 享年 九十 三。  . 

驟係 人物 略 四 〇 一 一  一  _ 
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禁八卷 第一 三 八 • 一四 四 • 一  五八 •  ニ〇 ニ號 第九卷 第五 四 三. 五 七 〇• 化 八 六 • .一 ハニ； 號 ^十 

ー卷 一八 五 頁 第 十二 卷 一 五 四 頁 以下 

小 林 虎三郎 

字は炳 文、 號を雙 松と 稱し、 長 岡^ 士小林 誠齋の 子、 天 保 元年に 生る。 早くより 名聲 あり 

同藩の 河 井繼之 助と 並稱 せらる。 嘉永四 年頃 江 戶に來 り； 久間象 山の 門下と なる。 松 陰 も 

. 同年 江戸に 下り、 この 小 林の 取次に て 象 山に. おし、 -跟後 互に 切 の 友と なり、 象 門の 二 虎 

と稱 せらる るに 至る。 安政 元年 象 山 は 松 陰の 踏 海に 連， して 投狱 せられ、 後： 州に 散 居 を 

命ぜら るる や、 小 林 師の說 を 以て 藩主に 入說 し、 却って^ 讓を 蒙り、 歸國 ^ 愼を 命ぜられ 

たり。 その後の 經歷 不明 なれ ども、 明治 二 年ル游 の大參 事、 四 年 文部省の 中 博士に 任ぜられ 

たる も 病の 故 を 以て 辭し、 十 年 八月 二十 EIn: 歿す、 享年 五十。 

第一 卷三三 七 頁 第 四 卷六三 頁 

小 林 民 部  . 


\ 


名は^1^、典、 京都の 人、 家 は 世々 鷹 司 家の 諸大 夫な り C 安政の 初め 正 匹 位 一.' に敍 し、 民 部權， 

大輔に 任じ、 筑後守 を 兼ぬ。 安政の 頃より 阈事 漸く 多端と なりし が、 民 部 は 王政復古の 志 

を 懐き、 靑 述院宮 及び 近衛 丄ニ條 等 公卿の 門に；^ 候し、 又 BF 部 伊三次. 撟 本左內 等と 尊. 

捷の 事を議 せり。. 殊に その 頃廳司 太閣政 通が 幕 的 態度 を 持した るに 切諫 したる 功勞 は沒. 

すべから ず。 安政 五 年 九月 水 戶密勅 一件に て 捕 へられ、 次いで 江戸に 送られ、 榊 原 邸に 幽 

せられ、 翌年 八月 二十 七 日 遠島の 刑に 處 せられ 傳馬 町の 獄に 移されし が、 未だ 配所に 至ら 

ずして 十一月 十九 日ホ 死す、 享年 五十二。 文久 三年 高 杉. 伊藤 等が 松 陰の 遺骨 を 改葬する 

に 際し、 民 部の 遣 骨 も 亦と もに 小 塚 原より 現世 田 谷 區若林 町に 移して 松 陰と 塋域を 同じく 

せり。 明治 二十 四 年 正 11 位 を 贈らる。 

松 陰 は 安政 六 年傳馬 町の 獄に 於て 一 時 小 林と 同居し、 * 房 を 異にした る 後 も 凄-文通 せり。. 

第 七 卷三ニ 七 頁 第 九卷第 .Kc ー丄ハ 〇ニ  • 六 〇n ー丄 ハー 二 丄ハ： 八號 第 十一 卷四 一一 一八 頁 

ず 井 政 五.^ 

名は忠 仲、 長^ 士 なり。 安政 四 年 九月 松 陰の 兵學 門下と なり、 十 一 月頃 も 松 下 村 塾に 在り 

. 關係 人物 略 四 〇 五 
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しこと 知らる。 文久 三年 六月 萩 城海寇 防備 大砲 掛 となる、 後 元 治 元年 八幡 隊の 隊長たり， - 

後御榍 隊に轉 じ、 慶應 元年 その 隊長と なり、 四 境 戰爭に 幕軍と 藝州 口に 戰ふ。 維新 後 福 山， 

松 山 • 北海道に 轉戰 して 功 あり、 監 軍に 舉 げられ たる も、 明治 二 年 四月 二 卜 三日 北海道に 

て 二股 金山の 壘を 攻め、 カ戰 して 遂に 死す、 享年 二十 九。 明治 三十 五 年 正 五位 を 贈らる。 

第 四 卷三八 四 頁 第 十一 卷四ニ 〇 頁  ， 

ごんす け 

權介 , 

野 山 獄の卒 なり。 安政 元年 十月 松 陰 江戸より 護送 せらる る時衞 卒中に あり、 その後 獄卒と 

なり、 松 陰 を 待つ に 士の禮 を 以てし、 囚人 富 永 有 隣に 書を學 ぶ。 安政 四 年 松 陰 等が 富 永の 

免獄 運動 をな す や、 彼れ 亦 周旋 奔走 大いに 努め、 その 十 一 月 烈婦 登 波 再び 获を訪 ふや、 g. 

宅に 宿らし めたり。 

第 四 卷三六 八 頁 


齋 藤榮藏 (• き 一郎) 

名 は 建 直、 字 は 子 (士) 彥、 號を， M 峰 叉は溫 軒と いひ、 天 保 七 年 八月 生る。 長 藩士 貞 順の 次 

男な り。 吉日 錄に松 陰が 庶子と い へ る は 嫡男に 非ざる の 謂な り。 後 境與三 兵衞の 養子と な 

る。 嘉永 三年 三月 松 陰の 兵學 門下と なり、 安政 三年 六月 頃より 詩文の 添削 を 乞 ひ、 四 年 十 

二月 頃 は 松 下 村 塾に 於て 學ぶ。 安政 五 年 七月 江戶に 遊び、 一 曰： 歸國 して 萬延 元年 再び 赴き 

鹽 谷お 陰に 從學 す。 文久 元年 歸國後 撰ばれて 長府藩 世子 毛 利 元敏の 近侍と なり 書を授 く。 

慶應 元年 十 「月 宗藩尊 接 事 蹐編稱 局を設 くる やその 局員と なる。 明治 五 年 島根 縣典 事を拜 

し、 累進して 十 一 年 八月 同縣ん となり 令名 あり、 正 五位に 叙 せらる。 十六 年 職を辭 し、 國 

に歸 りて 晩年 を 送る。 松 下 村 塾 保存の 必要 を 痛感し、 百方 盡 力して 遂に 保存 會の 成立 を 見 

るに 至る。 三十 三年 二月 九日 歿す、 享年 六十 五。 

第四卷 一三 七 • 三 九 四 頁 笫七卷 三 九 三 頁 笫九卷 第三 ニー 四 號 第 十一 卷 ニー 一四 • 四 一九 頁 

齋藤 新太郞 

江 戶の劍 客 篤信 齋齋藤 彌九郞 (il) の 長男な り、 後 父の 名を繼 ぎて 彌九， と改 む。 嘉 永年間 

關係 人物 峪傳  四 〇 七 
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長 藩の 劍術 指南の ため 再度 获に來 りし こと あり。 又-長 州より は^ 小 五郎：： 咼杉晉 作 • 品 川 

彌ー 一郎 • 井上 勝 . 山 尾 席 三等 多くの 士江戶 の齋藤 塾に 派遣せられ たり。 新 太 郞は嘉 永 三年 

获に 來れる 時、 松 陰の 兵學 門下と なり、 松 陰 は 四 年 江 戶遊學 中 新太郞 父子と 交り、 S 年 東 

北 遊の 際 は 水 戸の 永 井 政 介 を 初め、 沿道 知名の 士の 紹介 を- けたり。 五 年 松 陰 亡命の 待菲 

中、 新 太郞亦 藩より 劍術 敎授の 依託 をう けて 萩に 來り、 書 問 を 往復す。 後 文久ニ 年より， 江 

戶毛利 藩邸の 有備 館に 劍術 指南たり。 文久 三年より 幕府に 仕 ふ。 維新 後 ：！ 農し、 明治 二十 

, 1 年 歿す、 享年 六十。 

第二 卷 一四 〇 頁 第八卷 第五 八 • 六  一 • 六三號 第十卷 一七 八 •  n 一八 〇： 疯 第 十一 卷四 一九 

名 は 正 謙、 字 は 有終、 通稱は 德藏、 拙 堂 义は鐵 研と 號し、 ^^化後拙〈ぁとぃふ。 寬政九 年、 江 

戶の 津^ 邸に 生る。 昌平 黉に學 び 二十 四歲津 藩の 學職 となり 更に 講官に 任ぜら る。 世子に 

侍讀 たる こと 十數 年、 廣ノ 江戶に 從駕し 天下の 名士と 交る。 弘化 元年 赞學 となり、 大いに 

人材の 育成に 盡 力す。 曾て 將軍 家定に 召された るも辭 す。 これより 藩主 祿 三百 石 を 給す。 


拙 堂 文 話 • 同 續文話 • 經話 • 詩 話 • 士道 要 論 • 海外 異傳等 多くの 著述 あり。 麼應 元年 七月 

十五 日 歿す、 享年 六十 九。  ， 

松 陰 は 嘉永六 年 五月、 森 田 節齋の 紹介 を 以て 訪問す。  . 

第 八卷第 七ニ號 第 十 卷三七 二 頁 

■II 藤貞甫 

幼名 彥四 郞、 後 市 郞兵衞 と 改め、 更に 献三 •  德と改 む、 字 は 貞甫、 號は 養浩. ぁ虽等 あ 

り。 天 保 元年 六月 萩 城外 松 本 村 石 川 權之助 三男と して 生れ、 九年齋 藤お 久 Q 養子と なる。 

玉 木 文 之 進の 門に 入り、 又 山 縣 太 華. 中 村牛莊 等に 學ぶ。 松 陰と は 玉 木 塾に 於て 同學 たり 

しが、 ト五 歳の 時、 貞甫は 明 倫 館に 於て 松 陰の 兵學 門下と なれり。 その後 直接に 敎を 受け 

たる こと はなき も、 常に 尊敬し 書 問 を 通ぜる ものの 如し。 安政 二 年 四月、 y 戶 に遊學 し、 躇 

谷お 陰の 門に 入る。 安政 六 年 御藏 元 顺番檢 使、 文 久ニ年 大阪檢 使役、 元 治 元年に は禁 門の 

II に 出陣、 その後 大島郡 代官たり しこと ある も、 慶應 三年 明 倫^ 助敎 となり、 維新 後は敎 

育界に 活動し、 明治 四十 三年 十 一 月 歿す、 享年 七十 丸。 

關係 人物 略；！ 5^  四 〇 九 


關係 人物 略傳  四 一 〇 

第 七 卷八ー 頁 第 八 卷笫ニ 〇 九號 第 十一 卷四 一 五 頁 

坂 本鼎齋 

坂 本 天 山の 子、 通 稱は鉉 之 助、 諱は 俊贞、 字は叔 幹、 鼎藏は その 號。 大阪 城代 下の 史 員な. 

り。 和 流 砲術に 精し く 一  暴 母： i 農說評 題」 の 著者な り。 天 保 八 年 大鹽の 亂に功 ありて 赏を 

受け、 旗本 格に 列 せらる。 松 陰 は 嘉永六 年 二月 訪問し、 その 學カ 及び 西洋 砲術に 對 する 取 

捨の 態度に 感服せ り。 當時 鼎齋は 五十 餘歲 なり。 萬延 元年 歿す、 享年 七十。 大 阪大 倫 寺に 

葬る。 

第 八 卷第六 六 • 八六號 第 十一 卷三五 四 

佐 久間象 山 

名 は 啓 叉は大 星、 字 は 子 明、 通 稱は啓 之 助、 後 修理と 改む、 故鄕の 山" を その 號 とす。 

文化 八 年 二月 十 一 日 信 州 松 代の 藩士 一 學の 嫡男と して 生る。 幼に して 顔 悟 神童の 名 あり、 

藩 老鎌原 桐 山に 就きて 經 書を學 び、 天 保 四 年 二十 三 歳の 冬、 江戶 に遊學 し^ iin 齋の 門に 


入る。 七 年 歸, して 經書を 講ぜし も、 十 年 二月 再び 江戸に 出で、 六月お 玉ケ 池に 私塾 を營 

み、 當時已 に經學 者と して 名 あり、 梁 川 星 厳と 交りし はこの 年の 十一月よ りなり。 十三 年 

藩主 幕府の 海防 係と なるや 象 山 その 顧問に 擧 げられ、 江川 坦 庵に 西洋 砲術 を學 ぶ。 弘化元 

年 三十 四 歳に して 蘭學に 志し、 刻苦 勉學 して 原書 を讀 み、 特に 自然 科學 方面に 着眼し、 後 

兵書に 移り、 遂に 自ら 新式 大砲 を 鍵る に 至る。 嘉永 三年 深 川の 蕭 邸に、 翌年 木 挽 町の 私塾 

に蘭學 砲術 を 以て 敎 ふるや 名聲 次第に 高く、 その 入門 者の 多き こと 府下 第一 なりし と 言 ふ， 

嘉永四 年 江 戶遊學 中の 松 陰 は、 その 五月 二十四日 初めて 深 川の 邸 舍を訪 ひ、 七月 二十日 束 

俯の 禮を行 ひしが、 その 人物 識： n: ル 手腕に 推服した る は、 寧ろ 嘉永」 ハ年 第二 囘遊學 の 時なる 

べし。 同年 九月 長 崎より 露 艦に 乘 らんと して 江 戶を出 發し事 意の 如くなら ずして、 翌 安政 

元年 三月 下田 路 海の 舉に 出で たるが 如き、 象 山の 暗示に 從 へる ものな り。 而も 下田の 舉敗 

るる や、 象 山 亦 連坐し、 同 四月 六日 江 戶傳馬 町の 獄に 繋がれ、 九月 十八 日 松 陰 等と 共に 判 

決 申 渡し を 受け、 松 代に 楚 居の 身と なれり。 松 陰 は 累を象 山に 及ぼした る を 悔い 謀る 所 あ 

りし も 成らず、 可惜 人材 を 埋めし むる に 至る。 蟄居 九 年、 文 久ニ年 十二月 二十 九日 漸く 免 

さる。 元 治 元年 幕府の 徵 命に 應 じて 京都に 出で、 德川慶 喜 その他 當路 者に 進言し 畫策 する 
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所 ありし も、 尊皇 接 夷の 志士の 愤激を S3： ひ、 年の 七月 十一 日 三條木 ：® 町 通りに 於て 刺殺 さ 

る、 享年 五十 四。 明治 二十 二 年 正 四 位 を 贈らる。 

第一 卷 1：2： 錄 第三 卷八 n  了 三 六 四 頁 第 四 卷六！ 一 了 一三 五 二； 二 ハ四頁 第 六 卷ニ七 一 頁 第七卷 

一七 ニニ 一丁 八 七 • 九三 頁 第八卷 第二 〇• 四 一；. 七 八. 八 九 • 一三 七 • 一  五： • 一七 一 號 第 凡 

卷 第三 五 九 こ 一二 ハ〇號 第 十卷ー 七三 • 一七 四 • 一  七 六 二； 一八 六 •：； 一九 九 頁 及び 囘顧錄 •！： 附錄 

作 間 忠三郞 (寺， 忠 三郎) 

名 は 昌昭、 字， は 子犬、 刀 山 又は I 巧不休 齋と號 す。 天保十四年長^^士寺島太治郞の次男とし 

て 生る。 鄉里は 周 防 玖 M 郡 高 水 村な り。 安政 五 年 十六 歲の 八月 頃 松 下 村 塾に 入る." 松 陰 は 

「作 間 朴訥 頗る 沈 毅の質 あり」 と 評し、 「俗論 中に 在り て 顧って 能く a ら拔 く、 篤く 信ず 

と 謂 ふべ し。 亦 些の頑 骨 あり、 愛すべし 1 とも 首へ り。 五 年 十一月 間 部 老中 要搫 策に 加 ii 

し、 又 松 陰の 罪名 問題に 奔走して 家 WA- なりし 一 人な り。 松 陰處刑 後明 倫 館に 人り、 又 

久坂 等と 松 下 村 塾に 集會 して 講讀を 共に す。 文久 元年 末の 一 燈錢申 合に 加 はる。 文 久ニ年 

春久坂 等の 上京に 從 ふため 亡命し、 十月 京都に 於け る 松 陰慰靈 祭に は 祭主たり。 この頃 東 


奔西走 寧日な く、 長井雅 樂要擊 事件、 橫濱の 外！： 公使館 燒拂 事件-; II ぼ) に參 加し、 後 京都 

* 習院に 入り 王事に 周旋す。 この頃 寺 島 姓 を名乘 り、 牛 敷 春 三 郞と變 名せ り。 當時 在京の 

藩主に は 兵書 紀效 新書 を 講ぜし こと も あり。 文久 三年 三月 賀茂 社、 四月 石淸水 行幸の 事 あ 

りし も、 攘夷 期限 決定に 至らず、 同門の 久坂玄 端、 肥 後の a 木 武兵衞 と 上書して 攘夷 期限 

を 請 ふ。 次いで その 期限 を 五月 十日と 決定 せらる る や、 長^ 士績々 馬關に 下る、 忠三郞 は 

一時 京都に とどまりて 計る こと あり。 然るに 八月 十八 日朝 議ー變 して 歸國 し、 翌年 禁 門の 

變 となる や 軍 中に あり、 七月 十九 日廳司 邸に 於て 久坂 玄瑞 等と 共に 自刃す、 享年 二十 二。 

明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

第五 卷三ニ 五 頁 • 戊 午 文 稿 厳 W 紀事 • 投^ 紀事 • 同附錄 第六卷 一二 五 • 一  八 八 頁 第 七卷三 一四 

頁 第九卷 五六 六 • 五 七 六 • 六  一二 號 第 十： 卷ニ： 六 • 二三 〇• 三 二八 • 四 ニー  頁 

(き 

櫻任藏  、 

名 は 一 雄、 後眞 金、 字 は 飛 卿、 月 波 山人と 號す、 初め 相 良六郞 • 村 越 芳太郞 と 言 ふ。 家 は 

常 陸阈眞 郡に あり、 世々 醫 なりし も、 十六 歲志を 立てて 藤 田 東 湖の 門に 入り、 天 保 年中 
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、江 戶の水 藩邸 黑献 頭たり しも、 貧窮 甚 しく、 幕府の 微 職に 就く。 弘化 元年 水 藩主 烈公譴 を 

蒙れる 時 奔走 周旋 至らざる なし。 米 艦 浦 賀に來 りて より 尊 拔說を 採り、 松 陰 •！： 鄉吉之 助 • 

長 岡監物 等と 交る。 安政 二 年 江戸 大地震の 時 烈公截 る 所の 米 百 五十 を 私せず、 お 民に 施 

與し、 叉 施療の 資 とせし は當 時の 美談たり。 この頃ょり水戶^^七人ロの祿を給す。 五年條 

約 違 勅 調印 事件 前後 大いに 奔走し、 薩 摩の 有 馬 新 七と 京都に 活躍す。 六 年 七月 六日 病に 罹 

り 急死す、 享年 四十 八。 明治 二十 四 年 從四位 を 贈らる。 松 陰 は 嘉永六 年、 江戶遊 學以來 交る。 

第 四 卷八九 *ー〇〇 頁 第九卷 第三 三ー號  ， 

佐々 木 梅三郞 

名 は 正 次、 佐々 木 四 郞兵衞 の 三男 卽ち 識藏の 弟な り。 天 保 十一 年に 生る。 後に 名を嘉 春と 

改め、 小川 家に 養 はる。 安政 二 年末 松 陰が 幽室に 於て 父兄 親戚に 孟子の 講義 をな せる 時以 

來の 門人に して、 安政 五 年に も 松 下 村 塾に あり。 その後 國 事に 活動せ る ものの 如き も 詳細 

は 明かなら ず。 明治 二十 一年 頃 北海道に 移住し、 八十 歲 許りにて 世 を 終る とい ふ。 

第一 一一 卷三七 五 頁 第五 卷ー 一二 頁 第 十一 卷三七 以下 •. 八 五 以下 • 一  〇六 • 四 ニー  頁 


佐々 木 龜之助 

後禪 助と 改む、 佐々 木 四 郞兵衞 の 嫡子な り。 天 保 六 年 萩 松 本に 生る。 松 陰と 姻波關 係 ある 

にあらざる も、 家屋 隣接せ る を 以て 幼少より 相 知る。 嘉永 元年 正月 久保淸 太 郞*  口羽 壽次 

郞 と共に 松 陰の 兵學 門下と なり、 爾來 安政 五 年まで 機會 ある ごとに 松 陰の 敎を 受けた る 者 

にして、 文久 三年 義勇 隊、 元 治 元年 南 園隊を 組織して 國 事に 盡 せり。 明治 二十 一年 頃 北海 

道に 移住し、 大正 三年 歿す、 享年 八十。  • 

第五 卷ー 一三 頁 第九卷 第三 三 一 號 第 十 一 お 三 五、 W. 卜 • 八 五 以下 • 一  〇 五 以下 • 四 一 六 頁 

. 佐 々木 謙藏 

佐々 木 四 郞兵衞 の 次男 卽ち龜 之 助の"？^ なり。 天 保 九 年に 生る。 後名 を 益と 改め、 渡 邊肥後 

之 助の 養子と なる。 安政 三年 以來松 陰の 門下と なり、 準 鋭擊劍 等の 方面に 於て 塾生 を誘掖 

せり。 文久. 元 治の 頃國 事に 奔走せ る こと は 知ら るれ ども、 その後 不明な り。 

第五 卷 一  一二 頁 第 十一 卷 五八 • 八 九 頁 
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佐々 木 小次郞  、 

後ネ之 助と 改む、 松 陰の 叔父 佐々 木 孫左衞 門の 子な り。 .大 保 十四 年 四月 松 陰の 兵學 門下と 

なり、 嘉永 三年 玉 木 文 之 進に、 翌年 は 平 田 新右衞 門に 從學 し、 その後 璣會 ある ごとに 松 陰 

より 敎を 受けた る も、 安政 頃より は文獻 中に その 名 見えず。 明治 初年 頃德島 縣廳に 在勒せ 

し 事 あり。 後隱 退して 明治 四十 一 年 歿す、 享年 七十 丸。 

第八卷 第一 五號 第 十卷三  一一 ニー  頁， 以下 第， r  ；卷 四； 五 頁 

佐々 淳ニ郞 (高原」 は ニ郎) 

文政 十二 年 ranrgl 日 肥 後 it 士の 家に 生る。 宮 部间： i 藏の 門人な り。 嘉、 水 六 年 米 艦 浦 賀に來 る 

や 同志と 謀議す る 所 あり、 同年 十 一 月 松 陰 熊 本を訪 ふや、 宮部 • 橫 井 その他 同藩の 靑 年と 

共に 時事 を談 ず。 翌年 江戶に 赴き 松 陰 下田^ 海の 計 畫を贊 す。 文 久ニ年 ：！^ 志と 勤皇 を 以て 

* 論 を 統一す るに 功勞 あり、 三月 御 親 兵と して 人 京、 元 治 元年 禁 門の 變 以來； t 論ー變 し、 

獄中に 空しく 歳月 を 費す。 明治時代 となり 徵 されて 宮內 省. 農 商務省に 出仕せ り。 ； 二十；. 


年 七月 二 —丸 日 歿す、 年 七十 四。 

. 第一 卷三七 六 "ま 第四卷 1： 七 嵐 第 七 卷六六 • 三 八ー頁 第 十卷四 一一 以下， 四 一八 •  sn  ニー 

d£ 世 八十 郞 (前 原；： 5 

名 は 一誠、 字 は 子 明、 通稱は 八い 郞、 慶應 元年 彥太郞 と 改め、 次いで 前 原 姓 を 冒す。 米- s§ 

八十 槌は 一時の 變名、 梅 窓 • 默.： レ •  I 化休齋 •  it 東 • 太虚 il 等は その 號。 犬 保 五 年 三月 二十 

日 萩 土 原 馬場 丁に 生る、 士ぇ& 七の：：；^ 男な り。 ： 大保十 狹郡船 木の！ IE 出 (m) に 父と 共 

に. 移り 住み、 翌；. ^幅 生 ぼ 作に 學び、 十三 歲 萩に 出で、 岡 本 棲 雲 次いで 福 原冬嶺 に從學 し、 

嘉、 水 四 年 冬 十八 歲に して：：：： 出に り、 ig 足 を舒 ぶる こと 能 はざる を 1： ちし も、 安政 四 年 二 

月 萩に 出で、 その 十月 松 陰の 門に 人る。 松 陰 は 彼れ を 「勇 あり、 智 あり、 誠實 人に 過ぐ」 

と 評し、 そのす 識は久 坂： 高 杉に 及ばざる も、 「其の 人物の 完全なる、 二子 も 亦 八十に 及 

ばざる こと 遠し …… 父母に 事へ て 極めて ダ， f」 と 評せり。 翌年 十 j 月間 部 老中 要 擊 策に は 加 

E はした るが 如し。 次いで 松 陰 罪名 問題に 奔走して 家 W を 命ぜられ たる 一人な り。 翌年 二月 

二十 五日 選ばれて 長 崎に 遊 學の藩 命 を 受け、 五月まで 滯在、 八月^の 西洋 學 所に 入り、 明 
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年 三月まで 在學。 この頃より 翌文久 元年 十月 頃まで 病む。 十月 練兵場に 入り、 同舍長 に拔 

擢、 十二月 一日 松 下 村 塾生の 「一 燈錢申 合」 に 加 はる。 この頃より！： 事に 奔走 を はじめ、 

文久ー 一年 1 一月の 長井雅 樂要擊 策に 加 はり、 四月 浦 棘 負に 從 ひて 久保淸 太 郎等と 兵^に 出衞 

久 坂. 久保 • 中 谷 • 稱崎 等と 共に 長 井 稚樂の 公武 周旋 ii: 劾の 上書 をな す。 八月^ 命 あり 江 

戸に 下る。 翌年 京都に ト： り、 五月 歸阈、 六月 再び 入京、 八月 十八 日朝 議ー變 後、 ： 二 條實美 

以下 七 卿 三 田 尻に 下る や、 その 御用 掛を 命ぜら る。 元 治 元年 八月 四日 四箇阈 聯合 艦隊 來 

の 時、 決戰を 期して 講和 尙 論を唱 へたる も納 れられ ず、 次いで 征長 の議 起る や 恭. 順 派に 

反對 して 高 杉！ 1 作. 山 縣狂介 等と 共に 圖り、 遂によ く  it 論 を 統一し、 慶應 元年^ 內の 統一 

强 化に 奔走し、 第二 囘征 長の 軍を迎 ふる 準備に 盡 力す。 愈. -四境 戰-， 始まる や 軍議 輸送の 

要務に 列り、 小 倉 藩との 折衝に あたる。 慶應 H 年 十二月 海軍 頭取 を 命ぜら る。 明治 元年 六 

月 干城 隊副總 # として 北 越に 出征、 七月 北 越軍參 謀と なり、 问 地方 平定 後 も 新 潟 府知事 西 

園 寺 公望 を 補佐し、 殊に 民政 人心 安定に 盡し 明治 二 年に 及ぶ。 二月 從 五位に 叙し 越後 府判 

事、 七月 參議に 任じ 從-四 位に 叙 せらる。 十二月 兵 部大輔 となり 大いに 陸海 軍制の 確立に 盡 

力せ る も議合 はず、 三年 丸 月 病の 故 を 以て 辭し 歸國 す。 この 前後より 前 原 は 病臥 十る 事 も， 


多 力り しが 新 政府の 施政方針に 就きても^々 に— - て不滿 あり。 長 藩內の 士族 屮にも 不平 

分子 あり.、 全國 各地に も 新政： 肘に 快から ぬ 者 あり、 鄕 隆盛 • 、江 藤 新 平等と 共に 彼れ は當 

時の： び 意 人物たり。 その後 木戶 • 井上. #藤 • 品 川等舊 友の 勸吿 と辨旋 にも かか はらず、 

遂に 新 政府の 急激なる 西洋 校 倣 的 改革に 愤ら ず、 闕下 に忠奏 せんこと を 名と して、 明治 九 

年 十月 二十 六日 奥 平謙輔 等と 兵 を拔に 舉げ、 事 敗れて 石 見の 阈に 逃れ、 トー ：！ ^六：！： 松 江の 

獄 に投ぜ られ、 十二月 三日： 秋に 於て 斬に 處 せらる、 享ギ 四十 三」 この 亂を發 する や 父彥七 

は， ：！： 刃し、 お 山田颖 太 郞 • 佐 世 一 淸亦事 を 共に して 斬らる。 遣^ は 弘法 寺に s.: む。 明 ロニ 

十一 一年 賊名 を追赦 せられ、 大正 五 年 從四位 を 贈らる。 

第 四- 卷三七 九 ニー 一八； 頁 第五 卷； in 一一 四 頁 ♦ 戊 午.！ 父^ 厳 w 紀事 • 投獄 紀事 第 六 卷七五 •  ：  二 四 • 

一四 五 • 一  六 二  •  二 三 〇•  二 六 七 •  二 六 八 頁 第 七^ 一： 五 ニニ 一！ 九 六 • 四 一一 頁 隼 八 卷第： 二 八 
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宍戶織 山 縣牛藏 を 見よ 

關係 人物 略 iSz  四 一 九 


關係 人物 略 傅  ral  二 〇 

{  六戶九 郎兵衞 

名 は 眞徴、 通稱は 後に 左 馬 之 介と 改む、 號は 橘」 5、 歌人と して はが-!： お 翁と！^ す。 お ^rilT 

廻士。 伴 信 友に 就きて 國學を 修め、 ^の 典故に 精し。 安政 三年 京都のお^ 邱に 都合 人と な 

り、 老練よ く 少壯の 輕舉を 戒めたり。 「尊王の 志 最も 、せし」 と 松 陰 は 評せり。 安政 五 年 御 

世帶 方と なり、 元 治 元年 大阪 の^ 邸 留守居に 轉じ、 禁 門の 變に だち、 來， i5 义兵衞 .久 坂 

ナス 端 等の 憤激 上京 を Si 撫せ よとの 命 を 受けた る も、 遂に 及ばず，」 お^ 兵 七月 卜 九 H 京師に 

戰 ふの 日、 九 郞兵衞 は 天王山に 敵 を 待ちし も來ら ず、 恨を殘 して 國に， 歸り罪 を 待つ。 ^に 

燕 政 恭順 派の 手に あり、 野山獄 に投ぜ られ、 卜 一 月.^ 二： n 斬らる、 享年 六十 一 。 野 山 十 一 

列 一士の 一人な り。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰 はこの 人と 特に 親交 ありし に は あらざる も、 ij;^ 松 集」 の跌を 書け る 人 なれば ここに 

i  、、  0 

萄く 
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{丄ハ 道恆太 

後 M 樹と改 む、 敬 所と 號す。 長^ 士 ハ道直 記の 摘 子な り。 嘉永四 年 松 陰と： 1: じく 江戸に 遊 

學 して 藩邸に 在り、 松 陰の 亡命 を；^ 止せず 朋友の 道 を 誤りた る _ ^を 以て 逼塞に 處 せらる。 

. 後 嘉永六 年 十一月 松 陰の 兵學 門： 卜と なる。 その後の こと 明かなら ざれ ども 後年 詩 を 以て 名 

あり。 明治 二 年 東京 若 林 松 陰 墓地に 於け る 慰. 靈 祭に 列す。 

第 八卷第 七三 • 七 八號 笫 十/お 二 七 sr お  . 

品 川 彌ニ郞  . 

名 は 日孜、 字 は 思 父、 檢本 八郞は 一時の 變名。 大保卜 四 年^ 丸 月 二十 九 H、 萩 松 本 村 字 川 

端に 生る、 足 輕彌市 右衛門 (llg^gr に-代) の-: i 子。 幼に して 佐々 木 古 信に 就きて 學ぶ。 安政 

四 年 十五 歳に して 松 陰の 門に 入る。 人物- が、 少年 屮 最も 松 陰に 囑 望せられ、 又 鍛練 を 加 

へられた る 一人な り。 「事に 臨みて 驚かず、 少年 中 希 観の 男子な り、 . 五 ：！ れ 之れ を 試む」、 

r 彌治は 人物 を 以て 勝る」 と は 松 陰の 評な り。 翌年 十 一 月間 部要擊 策に 加盟し、 松 陰 投獄 

にあたり て は 罪名 問題に^ 走して 家 z: を 命ぜら る。 松 陰 • 入江 兄：？ 5? 入獄 後 も 誠意 をつ くし 

關係 人物 峪^  四 二 一 


關係 人物 略 傅  四 ニニ 

て その 間に 奔走 慰藉す。 松 陰處刑 後久 坂 等と 切 らず。 文久 元年 六月 頃江戶 にあり、 翌 

年 ：！國 し久 坂の 指揮に 從 ひて 志士 間の 聯絡に 任じ、 同年 卜 一月の- 据夷血 WIS に 加 はり、 外國 

公使館 燒 打の 一人な り。 同 三年 正月 松 陰の 遣 骨 改^に 際して は、 病： 机の 爲め 出席 不能な り 

しも、 その 前後 周旋 最も 力めたり" 同月、 先年 吉田松 陰に 從學し 尊拔の 正義 を辨 知し 志 行 

嘉 すべき を 以て 士 i に 列 せらる。 一-几 治. -儿年 七月 禁 門の 變には 二い 一 一歳に して 有吉熊 次. 郞と 

共に 八幡 隊の 隊長と して 人 京せ る も、 戰利 あらず して 歸國、 後小戶 ダ.^ 允 等に 從ひ 京都に 一お 

入して 薩長 聯合の 事に 奔走し、 四 境戰， に は 御 附隊の 14- 謀し」 して 從 5^、 。： 11 應 三年に は薩 一俊 

を 屮 心と して 討幕 運動 に 進み、 ng 川 も 一 峰 藩と 緊密な る 聯絡 にあたり て 遂に よく 維新 の . ^業 

をな すに 至れり。 明治： 二 年 八月 欧洲に 派遣、 同- パ年迄 英阈に 滞在， い 二月 ド^ツに 渡り 公 

使 館 事務に 關 係し、 翌年 六月 卜 イツ 公使 代理 を 命ぜら る。 明治 八 年い 月：！ 朝、 ^年 四月 權 

尺 史兼內 務大， ^-に 任ぜられ てより 內務農 商務の 要職に あり、 明治 I し 年 fa^ を 授けら る。 

明治 十八 年 十月 ドイツ 公使、 ：！： 二十 一年^ 密顧 ii: 官、 十二月 {：€ 中 顧 官、 问ニ 十二 年 御料 

：:^ 长官 兼任の 際 命に より 松 陰 及び 母 瀧 子の 事を皇 一片^ 下に 首 上す。 问ニ卜 四 年 六月 內務大 

^に 任ぜられ、 翌年 三月 迄 在任、 ：！！： 三十 二 年柩密 顧問 官 となり、 翌年 二月 二い」 ハ HI 歿す、 


享年 五十八。 正 二位 勳 一等に 敍し、 旭日 大絞章 を 賜 ふ。 遣 骨 は 京都 靈 山の 墓地に 一群る。 品 

川 は產業 組合 設立の 功勞 者と して 知られ、 居常 松 陰の 精神 を 普及す る を 以て 己が 任と なし、 

^^著の刊行に^^カし、 嘗て 松 陰が 入江 九 一 に 遣 託し. て果さ ざり し 尊-; g 堂 を 明治 二十 年 京都 

高 倉に 建て、 忠臣 義士の 遺墨 遣 品 を i 集し 毎年 慰靈 祭典 を；；；： ふ。 この 尊 壤堂は 明治 三十 三 

年 十月 品 川の 遣 志 により 京都 帝！： 大學 に 獻納 せらる。 
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喊虎 ，： せ 長 を 見よ 

白 井 小 助 

名 は 素行、 號を飯 山と いふ、 長 藩の 重臣 浦靱 負の 家 ほ 並衞の 嫡男。 文政 九 年 荻に 生れ、 後 

周 防の 熊 毛 郡.： 于佐木 (1^1. 平) に 移る。 荻に 在りし 頃 金子 重 之 助に 敎 へたる こと あり。 嘉永六 

關係 人物 峪傳  四 二三  ~ 


關係 人物 略傳  四 二 四 

年 江戶に 在り、 佐久 is^ 山に 砲術、 安按乂 n  • 鳥. E 新 三郞に 文學、 藤 新太郞 (gi 彌) に劍 

術を學 び、 松 陰 ニ呂部 iiii 等と 親交 あり。 翌年 松 陰 下田 路 海に 失敗し ド獄 する や、 宮 部し、 

謀りて 金品 を 獄中に 贈り、 爲 めに 諫愼を 命ぜら る。 安政 二 年 四月 頃は鄉 単： に 在り、 その 八 

月 再び 洋學を 志して 江戶に 赴く。 その後 松 陰 は 安政 五 年 十月、 大原 三位 两 下策に 白 井の上 

京 を 促さん とせる も果 さず して 終る。 松 陰の 歿後 は 高 杉晉作 等と 共に！： 事に 奔走し、 文久 

一 一年 末橫濱 の外國 公使館 燒打 にも 加 はり、 元 治 元年 八月 四 511： 聯合 艦隊 來 製のと き は 奇兵. 

隊參 謀と して 馬關に 出^し 右 眼 を 失 ふ。 應慶ー 一年 世^ 修藏 等と 義勇兵 を 募り 防 石 城 m に 

屯 集して 第二 奇 兵隊と 稱す。 四 境戰， に は大島 及び 藝州 口に 奔" 戰す。 維新 後 越後 n に 出 i: 

して 功勞 あり。 白 井 はこれ より 官途に 就き 得る 身 を 故山に 歸り、 私塾を營んで鄉黨の子^^ 

に敎 ふ、 m 介不 鶴、 奇行 を 以て 知らる。 明治三十三年前功を錄して從.^-位を賜ふ。 三十 "r^ 

年 六月 十九 日 歿す、 享年 ヒ 十七。 
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杉 梅太郞 本 卷杉民 治傳を 見よ 

杉葡 木卷 太.^ 人實成 行狀を 見よ 

ゾゾプ K 一一  ^ 

ネ /母  一 I 良 

百合 之 助の 三男、 松陰の^^ 弘化ニ 年 十月 六日 松 本の 護國 山麓 團子 厳樹々 亭に 生る。 生れ 

ながらの 雙啞 にして * 顔面に！！^痕ぁり、 面貌 松 陰に 酷似す と 云 ふ。 性顔敏 にして、 居處進 

退 常人と 異る ことなく、 禮儀應 接 却って 人の & ばざる ところ すら あり。 幼に して 外 叔久保 

五郎左衛門に 字を學 び、 寫字摸 書 頗る 妙な り。 又 讀書を 好み、 意 通ず る 能 はざる も 父兄が 

書を讀 めば 常に その 側に 在り。 松 陰 は嘉永 三年 十二月 西遊 中 熊 本に 立 寄りし 際、 深夜 淸正 

公に 詣 でて、 この？ S の ものい はれ かしと 敬虔なる 祈禱を 搾げ たり。 敏三郞 又 件 温-厚に して 

在 e 一中 三十 年間 未だ 喜 怒 を 人に 加へ ざり しとい ふ。 杉 氏の 風に 從ひ敬 祌崇祖 の 念 .te: く、 常 

關^ 人物 略^  四 二 五 


關係 人， f- 略傳  四 二.； ハ 

に 祭祀 供奠の こと は 自ら これ を 行 ひ 潔白 淸淨 を： h とせり。 自ら 啞 常人に あらざる こと を 

^りて より 以來は 他家に 出入す る ことなく、 常に 歸 座して 縫 糊の 業 をな し、 祖靈祭 の 事 

をな す。 明治 丸 年 二月 1 日、 卒然 疾んで 歿す、 享年 三十 二。 - 

第五 卷三 〇 四 頁 第十卷 五べ . ん 四. 一 ： 六 頁 

杉 百合 之 助 本 卷杉话 * 先生 傳を 見よ 

杉 山 松 介 

は 律義、 號を 寒翠父 は塞綠 とい ふ、 获の 人、 輕卒の 家に 生る。 初め 土屋蕭 海に 從學 し、 

後 安政 五 年 松 下 村 塾に 入る。 ヒ月藩 命を帶 びて 伊藤 • 山縣 等と 共に 京都に 情況 侦察 のた 

め 出張し、 十一月 松 陰の 間 部耍擊 策に も 加 はる。 文久ニ 年上 京し、 久坂 等と 王事に 奔走す。 

この 年 五月 久留 米に 使し、 眞木和 泉 等の 幽囚 を釋 かしむ。 三年 正月、 松 陰に 從學 し尊壤 の 

正義 を辨 知し 志行嘉 すべき を 以て 士 班に 列 せらる。 同 五月 锁 夷の 勅 下り、 有志 多く 馬關に 

F る 時、 杉 山 は 寺 島 忠三郞 と 京に 留まる。 元 治 元年 六月 京都 三 條の旅 宿 池田屋 にて 密議 中 


新撰 組の 襲 ふ 所と なり、 宮部 ii 藏. 吉田稳 磨 等と 共に 防ぎし も 及ばず、 重傷 を 負 ひて 邸に 

り、 遂に 死す、 享年 二 卜ヒ。 明： IE 二 卜 四 年 從四位 を 贈らる。 

第五 卷ニ ニー  頁 第九卷 第： ー_ 四 四 • ー；- 五一； ー號 

5 布 政 之 助 公輔：) 

名 は 兼 翼、 字 は 公輔、 麻 田と 號す、 後 麻 田 公輔と いふ。 家 世々 畏^ 馬 廻士、 貪 祿六卜 八 石 

なり。 早く 父 を 喪 ふ。 藩校 明 倫 is に學 ぶこと 馼年、 二十 六歲檢 使と なり、 累進して 江戸 

方 右筆. 手元 役. 用 所 役 等と なり、 少壯藩 ^中の 第 一 人たり。 安政 五 年， < 月內勅 降下す る 

や 藩主の 奉答 を 持して ヒ 京す。 一- 儿來^ 布 は進步 派に 慰し、 松 陰 等と も 親しく 議乂 よく 合 ひ、 

安政 五 年 は 藩 政 大いに 更 張せ しが、 ii- 伊 大老の 違 勅 事件、 內勅 降ドの 頃より 次第に. 核 陰 等 

と練隔 する に 至り、 遂に 同年 十一月 全く 正面衝突 をな し、 松 陰は嚴 W を 命ぜられ、 ま月投 

獄 せらる るに 至る。 翌.」 牛 卜 月 周 布 は江戶 にあり、 松 陰 刑死 後 公金 を i 出して 遣骸 li 葬の こ 

と を 助けたり。 文久 二；， ti- 藩主 京都に 在り、 周 布 は パ：： されて 謀議に 參し、 爾來 京都 江 戶の間 

に柱來 して 尊 壤の事 を 策す。 文久 三年 拔 夷の 令 下る や 藩-に； St り、 傲を傳 へて： 九月 馬 關に外 

關 5^2 人物 略 四 二 七  . 


1^ 係 人物 略 iSC  四 二八 

艦 を 砲撃せ しむ。 八月 朝議 i 變 して 長 兵の 京都 護衞を 解き 藩主 父子の 入朝 を」 めら る。 赏 

時 周 布 は 表 番頭に して、 政務 役. 藏元役 を 兼ね 居 たれば、 この間の 處置を 1^ れ りとの. 雞 

嚣々 たり。 乃ち 變に應 じて 策す ると ころ あらんと して 大阪に 出で しも、 勢-しに 如何と もす 

ベから ず。 遂に 责を負 ひて 自決 せんとす、 藩主 使 を 派して 懇論 刀：： 還す。 翌元治 元年 七月 禁 

門の 變 起り て戰利 あらず、 加 ふるに 又、 當時馬 關には 四 >ぉ> 阈 聯合 艦隊の 來製 する あり.、 lilX 

藩 は 空前の 難 境に 陷れ り。 布 は 淸水親 知に 副 ひて 岩！： 藩主 吉川經 ^に 遣 はされ、 善後策 

を 講ず。 然れ ども^ 內に黨 論 沸騰し、 恭順 派 次第に 勢 を 得、 ^布の 意昆行 はれず、 而も 確 

固た る 方針 未だ 立たず.、 前途^だ 危惧すべき もの あり。 周 布 乃ち その 兹に れる資 を 痛感 

し、 絕盒數 日の 後 d 刃して 終る、 问年火 月 二十 六日な り。 享年 四十 二。 明治 二 卜 四 年 正 四 

位 を 贈らる。  - 
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淸狂 月 性 を 見よ • 

關鐵之 助 

S は 遠、 字は士 任、 水戶^ 士 にして、 ネ根 伊豫 之 介 • 鮎澤 伊太 夫 等と 燕學の M 窓な り。 嘉 

、水 六 年 米 艦來る や、 ^かに 賀に至 り 事情 を 探りて 有司に 示し 意 15- を陳 ぶ。 その後 郡史と 

なり 步士に 進む。 安政 五 年 藩主 《昭 幽閉せられ、 乂內勅 降下の 事 ありし を 聞き、 蝦 夾に渡 

らんと する 途上より 歸國 し、 名 を 三：^ |ar 之 助と 變じ、 矢 野 長九郞 (が と共に 北陸 • 山 

陽. 山陰の 諸道 を 巡り、 列藩の 要路 乂は 俊傑 を敲 き、 勤皇の 大義 を 鼓吹す。 ，：^3^政六年并^ 

大老 暗殺の 計 を 立て、 一時^ 邸に 禁銅 せられし が、 萬延 元年 三月 三日 佐 野 竹 之 助 等と 樱田 

門外に 大老 を斃 せり。 後諸國 に^:^ し、 文久 元年 越後に て 捕 へられ、 ^年：. f.! 月い  一 に 

處 せらる、 享年 三十 九。 明治 二十 四 年 從四位 を 贈らる。 

陰 は 安政 六 年 正月 獄中に て、 三 好 貫 之 助 • 弓£ 三 之 允の 萩に 來れる を 聞き、 塾生 をして 

鬧係 人物 略 四 二ん 
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謀ら しめたる も 意の 如くなら ずして 終る。 

第 九 卷第四 三 一 . 四 三 三 • 四： ニハ 號 

瀨能 吉次郞 附 百合 熊 

名 は 正路、 文化 四 年？ 秋 松 本に 生る、 長 ^土に して：^々 木 四 郞兵衞 の 兄に 當り、 松 陰の 父 執 

しい まら  . 

なり。 松 陰の 生家 新道の 杉 邸 は 原と 瀬 能の 邱な りしが、 瀬 能氏椎 15§ に移轉 する に 及びて、 . 

嘉永六 年 これ を 借り、 明治 以後 買 受けし ものな り。 十九 歳の 時 江戶に 赴き 國學 を學 び、 後 

和歌に 志す。 二十 四歲小 納戶手 子と なり、 後に 大納戶 に 勤め、 火 檢使格 遠近 附に 進む。 晚 

年 明 倫 館 敎授を 兼ね、 明治 三年 五月 二十 七 H 歿す、 享年 六 卜 四。 

松 陰 は 江 戶遊學 中 又は 杉 家 幽閉 中 その 好意 を受 くる こと 多く、 特に 藏書 を借讀 したる こと 

少なからず。 因に 兵藥 門下 にして 松 下 村 塾に も在學 せし 瀬 能 百 合 熊 は この 人の子な り。 

第 四 卷ニ六 二 頁 第八卷 第一 六七號 第十卷 ーェ八〇頁 第. 卷七七 以下、 ；ん ニニ 一；； ェハ •  mi 

, 一 頁 


世 良利貞 

初め 孫 秘と稱 す、 長 藩士に して 勝 部 職な り。 近 藤 i 〃樹 門下に して 國學 國史に 精し。 嘉永五 

年； 复松陰 亡命の 罪に より 歸國を 命ぜ られ て歸る 時、 當時 麻布 邸より 同じく 歸國 途上 の 世 良 

と大阪 港より 同舟す。 安政 年間に 至り、 世 良 は 岸 御園 を 通じて 松 陰と 文通す。 「頗る 國史 

國 語に 通じ、 且つ 其の 人物 外にネ 立し、 野なら ず怪 ならず、 眞に 有爲の 人」 と 松 陰 は 評 

せり。 維新 後敎部 屮錄に 任ぜられ、 明治 六 年 教典 編 幕掛を 命ぜられ、 十月 長 門 一宮 住吉神 

社宮 となる。 十 一 年 三月 卜 七： n 歿す、 享年- パ 十三。 

第 八 卷第六  一二 一 五一 •  二八 〇 號 

千 住 代 之 助 

名 は 健 任、 西亭 又は 两 翁と 號す。 文化 十三 年生る、 化賀 it 士。 天 保 八 年 肥 後に 遊學 し；^ 國 

の 後 藩校 指南と なり、 元 治 元年 御 側 頭 兼：：：： 附 となり、 ^主の^！^化ずるゃその墓側に閑居す。 

在職 三十 二 年； t 主の 信任 最も： Si: く、 又 能く te; 機に 參 して. 寅 獻 十る 所 微からず。 閑叟公 年譜 

及び 言行 錄の著 あり。 明治 十 一 年 歿す、 享年 六 ，「四。 

. 關係 人物 略^  四 一二 一 
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松 陰 は 嘉永 三年 西遊の 途中：^ 賀に 於て この 人 と < ^—- は の れ復ぁ り 。 

第 十 卷九六 • 一一  〇 頁  * 

相.： 九 方 

通稱 一郎、 名 は肇、 字 は 元 基、 岐 に：^ る。 學 成りて 後 岸 和 田の 教習^に 教授たり。 松 陰 

は 嘉永六 年 二月 下句 森 田 節 齋に從 ひて 岸 和 田に 赴き、， 數 日往來 して 釗談 す。 

第 ー 卷 n 一六 〇 頁 以下 第.. -卷 第三 一 八 頁 

だ -M らく 

大樂 源太郞 

名 は 弘毅、 西 山と 號す、 ぉ^士.架屋某Gi淋ば滅f^) の 家臣な り。 僧 月 性の. 感化 を 受けて 火い 

に 悟る 所 あり、 ： 鍋 來勉學 最も 勤む。 松 陰 晩年の 文獻 中に 彼れ の 名 見 ゆる も 直接の 門下に は 

非ず。 後 高 杉. 久坂 等と 交り、 文久 元年 末の 「一 燈錢申 合」 にも 參加 せり。 これより 先き』 


安政 年間 京都に 出で 梅 田 雲 濱-賴 三 樹三郞 等と 交り、 賴の 紹介に て 水 戸に 遊び、 同藩の 志 

士と 結ぶ。 文久 三年 京都に 在りて 尊- 復 運動に 熟 中し、 事に 依りて 同志に 疎ん せられて 歸國 

し、 周防大道村に西山書屋なる私塾を開き子^^に敎ふ。 元帥 寺 內正毅 は その 門より 出づ。 

明治 二 年藩內 士族の 不平 分子 脫隊騷 動の こと あり、 火樂 その 盟主たり。 事 敗れて 久留米 藩 

に 潜伏、 四 年 三月 筑 後川 畔に 於て 同^人に！ t 殺さる、 享年 四十。 

第 丄ペ卷 一六 五 頁 笫九卷 第 四 五 〇 號 

高 島四郞 太夫 附淺 五郎 

名 は 茂敦、 字 は 子 厚 叉 は 舜臣、 秋 帆と 號す、 家 世々 長 崎の 町 年寄な り。 四郞 太夫 は 長 じて 

長 崎 會所調 役 頭取 を 命ぜら る。 海防の 急務なる を 感じ、 私財 を 以て 大砲 を 輸入し 譯 士を延 

きて 洋文 兵書 を 講究す。 天 保 H  二 年 幕府 これ を 聞き、 、江戸に 刀：： して 德丸 原に 洋式 教練.^ 抜 

を 試演せ しむ。 江川 . 下 曾 根 等の 砲術 家 はこの 後 その 門に 學び しなり。 翌年 十月 讒に遇 ひ 

て 投獄せ；^ れ 久しく 釋 けず、 嘉永六 年 六月 米 艦 來るゃ 再び 幕府に 召され、 大いに 建策す る 

所 あり。 幕府の 講武 所 >M 術 師範 役 • 武具 奉行 格に 進み.、 祿 二百 石 を 給 せらる。 慶應ニ 年 正 
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月 十四日 病歿す、 享年 六十 九。 明治 二十 六 年 正 四 位 を 贈らる。  - . 

淺五郞 は四郞 太夫の 子に して 名 は 茂武、 晴 城と 號す、 幼より 父に 從ひ 西洋 砲術 を學 ぶ。 元 

治 元年 三月 二十 九日 京都に 歿す、 享年 四十 四。 

松 陰が 嘉永 三年 十一月、 長 崎に 滞在中 數.' 訪問した る はこの 淺五郞 にして、 必ずや 四郞太 

夫の こと を 聞き、 又 その 研究の 成果 をも詳 かに 問 ひし ものと 思 はる。 

第 十 卷八三 頁 以下 

髙須爲 之 進 附瀧之 允  . 

松 陰の 從兄。 爲之 進の 父 叉 左 衞門盛 之の 妻 は 松 陰の 父 百合 之 助の 姊 なり。 天 保 十三 年 九月 

松 陰の 兵學 門下と なれる も、 病弱に して 終生 娶ら ず、 意 を 世事に 絶ち 退 居して 人に 敎ふ。 

松 陰 は 妹 等に 論して、 r 從 兄弟 中の 長者」 なれば 敬すべし と 言へ り。 

因に 安政 三年 四月 松 陰の 兵學 門下と なり、 幽室に 於て 敎を 受けた る 高 須瀧之 允 はこの 爲之 

進の 緣者 なるべし。 幕末に は 精鋭 隊に屬 して 阈 事に 働きし が、 慶應ニ 年 八月 十二 日 石 兒演 

田に て 分捕 品 輸送船に 乘 組の 際 溺死す。 


第一 1 一 卷三七 五 頁 第 十一 卷ニ 九. 八 五 以ド. ；八九 • 四 ： 四 • 四 二 

高須久 

着 

安政 元年 十月 松 陰が 野 山獄に 入りた る 時の 同 2 にして^ 中 唯一 の 女囚な り、 當時 三十 七 歳 

在獄ニ 年な りき。 藩士 高須 某の 妻な りしが、 -Jti- 居 後 素行 K に 罪 ありて 投獄 せらる。 松 陰 は 

この 女性 を も 獄中 敎化 運動に 導き 入れたり。 往復の 和歌 數首 あり。 

第二 卷赏 月雅艸 • 獄中 俳諧. 宽魂慰 草 第四卷 . ニペ init  ^七 卷三九 二 頁 

高 杉晉作 

名は舂 風、 字は暢 夫、 通稱 は.： I：：： 作、 後に 東 一 ，和 助. 谷 梅 之 助. 谷 潜 藏と稱 したる こと あ 

とう  やう 

り、 東行 • 两 海 一 狂 生. 東洋 一 狂 生. 摘 樹等は その 號。 大保卜 年 A 月 一 一十： =: 秋菊屋 横町に 

生る、 藤 士小忠 太の 長男、 家 fi 百 五十石- 世々 毛 利 氏に 仕 ふ。 幼時 吉松 j„ ヒ 二の 私塾に 學び、 

次いで 明 倫 館に 入る。 安政 四 年 十九 歲夏 秋の 間 松 下村塑 に 入門、 居る こと 約 一年、 松 陰の 

特^なる 注意と 好敵手 久 坂ぶ 端との 切磋に より、 俊邁 なる- 大資を 磨き 出し、 玄瑞 と共に 松 

關^ 人物 略 傅  四 三 五 -  , 
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下 村 塾の 雙璧と 呼ばる るに 至る. - 松 陰 は 高 杉 を 一 識見 氣魄 他人 及ぶな く、 人の 驚 ® を 受け 

ざる 高等の 人物な り」 として 敬愛し、 大いに 嘱望せ り。 安政 五 年 七月 二十日 東 遊の 途に上 

り、 八月 大橋 ノ藏の 塾に 學び、 十 一 月 niC: 平 脅に 入る。 ^年 六月 松 陰 江戸に 檻 送せられ、 傳 

馬 町の 獄に 入る に 及び、 よく 諸事に 周旋し 义敎 を- 5 乂 けたり。 萬延 元年 十二月 十日 明 儉館舍 

長より 都講に 進み、 翌文久 元年 世子 小姓 役に あげられ、 文 久ニ年 幕 使に 從 ひて 上海に 渡る。 

滯在ニ 筒 月、 七月 長 崎に 歸 りて 江 戶にド り、 世子に 公武 合體^ 旋 策の 放棄、 富 國强兵 策 を 

忠諫 して 亡命、 十 一 月久 坂玄瑞 その他 松^ 門ド 及び 志 を 同じく する 者 二十 五名と 壞夷 血盟 

書 を 作り、 終に 十二月 镇夷 促進の ie: 的 を 以て 御殿山 英阈 公使^ を燒 く。 文久 三年 正月 松 門 

及び 知友 等と 松 陰 • 頼 三 樹三郞 の 遗骨を 若 林 付に 改葬す。 三月 入京して 感ずる 所 あり、 ^ 

髮 して 東行と 號し、 歸國 して 松 本 村に ^ 居す。 然るに 長 藩 は 同年 五月 十日より 下^ 通峽の 

外國 艦船 を 砲撃し、 壤 夷の 先鞭 をつ けたり。 六月 高 杉 パ：： されて 馬關總 奉行 手元 役と なり、 

次いで 政務 座 役に 上る。 この頃 入江 九 一等と 奇兵 隊を 編成し、 遂に その 總監を I- ねし めら 

る。 當時長 藩の 攘夷 卽行論 は 京都 を 動かし、 天皇の 大和 行幸 拨夷 親征の 事まで 決し 居たり 

しが、 八月 十八 日 朝議に はかに ー變 して 毛 利； t は^ 町 御門の 警 衞を罷 めら れ、 三條 實美以 


下の 七 卿 長 州に 下る に 至る。 これにより 遊 擊隊總 ^來島 又 兵衞は 入京して 藩主の， 冤 を 雪が 

ん との 强硬 論者な りしが、 高 杉 はこれ が 沮止の ために 使して 激論 遂に 自ら 亡命して、 大阪 

に 待機 畫策 中の 久坂 玄瑞 . 入江 九 I 等と 面會 し、 事 を 共に せんと 謀りし も、 會，' 世子 特に 

近侍 岡 部 繁之助 及び 山 縣甲之 進 を 遣 はし 招 還せ しむ、 久坂等 亦 これ を勸 誘す。 因って 遂に 

國に歸 る。 使命 を果 さず 亡命せ るの 罪に より 野 山 獄に投 せらる、 元 治 元年 三月 末な り。 そ 

の 年 七月 禁 門の 變 となり、 八月に は 昨年の 砲 擊に報 ゆべ く、 英佛蘭 米 四 筒國の 聯合 馬 

關に來 襲し、 長 藩 未 斡 有の 難に 陷り、 何れも 戰 ひて 利 あらず。 高 杉 は 再び 起用 せら て 

關に 於け る 講和 談判の 正使と なり、 ：^:^ 的なら ぬ 條約を 結べり。 當時 幕府 は征 長の 軍 を 起 

したる も、 長 藩に て は 恭順 派 勢力 を 得、 遂に 三 家老 を s 刃せ しめ、 主なる 藩 吏 を 斬って 恭 

順の 意 を 表し、 一 日： は 事 終結せ り。 高 杉 はこれ より 先き 形勢 非なる を 見て、 筑 前に 亡命し、 

有志の 士を 糾合 せんと 企てし も、 未だ 成らざる に 長 州の 恭順 を 聞き- m 満 -に堪 へず、 急遽 歸 

國 して 兵 を 擧げ、 慶應元年ニ月未までに恭顺派を敝；^して^^論統 一 をなしたり。 ここに 於て 

伊藤 春輔 (I) と 歐洲に 遊ばん として 成らず、 身邊危 きを 以て 譜岐の 日 柳 燕 石の 家に 潜伏し、 

後長 州に 歸 りて、 小-. fi 郞 • 伊藤 春輔 • 井上 聞 多 等と 力 を 協せ、 土 佐の 坂 本 龍馬 . 中岡愼 
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太郞 等の 周旋に より， 薩長 聯合 を實 現し、 幕府の 第二！： 征長軍 を 迎へ擊 つの 準備 をな し、 

翌慶應 一 一年 六 • 七 • 八き の戰に 於て 連戰 連勝す るに 至る。 この 時 高 杉 は， f 倉 口 方面の 總指 

揮官 なりし も、 事實 上、 全軍の 指揮者な りき。 同年 八月 頃より^ 結核に 羅り、 下關 にて 療 

養せ る も 遂に 起たず、 麼應 三年 四月 十 g! 日 歿す、 享年 二十 九。 遗骸は長門^！^-狹郡吉田村に 

葬り、 遣髮を 萩の 松 陰 墓地に 近く if む。 明治 二 卜 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

第四卷 n  ニー 一九 • 三 四 五 • 一一 一九 四 • 三 九 七 頁 第五 卷 ； ニー 了 一四 九 • 一  六 五 ニニ  ◦  ニニ 一  頁 

第六卷  一 二三. 四 三 三 頁 第七卷 n 一二 九 頁 第九卷 第三 三 四， 三 九 八 • 四 八 五 • 五八 五 • 五八 七 號 

以下 十 數.， ^一  第 十 一 卷 sn 一二  • 四 三 <-kii 以 

高 橋 藤 之 進 

貫 之 助、 一貫 は その 號 ならん。 野 山 獄司福 川 之 助の^ にして、 安政 二 年 七月より 獄中の 

松 陰の 敎を乞 ひ、 その 出獄 後 も隨時 指導 を 受けた るが 如し。 後 その 紹介 を 以て 土屋蕭 海の 

門に 入る。 安政 五 年 八月 松 陰の 紹介 狀を 持ちて 岩 園の 二宮 小 太 郞に學 び H: 餘 にして 歸る。 

後 同 六 年 松 陰 再び 獄に 投ぜら るる や、 また 敎を 受けたり。 後 遊擊隊 Q 書記 兼參 謀と なりし 


も、 慶應 元年 歿す， 享年 一 一十。  / 

第六卷 九. 四 頁 第八卷 第一 八八號 第ん 卷 第三 四 五 • 三 EH ハニー 二 ハ五號 第 十一 卷 一八 頁 以下 • 一 

七 九 頁， 

瀧 彌太郞 

長 藩士な り、 安政 五 年 十六 歲 にして 松 下 村 塾に 入りし 由 「松 下 村 塾 零 話」 (？？ £) に 見 ゆ。 そ 

の 八月 馬 島 春 海と 須 佐に 遊べる こと 松 陰の 書簡に あり。 (因に 文久 元年 久坂 玄瑞 等の 「一 

燈錢申 合」 に參加せる髓鴻ニ郞"£!-孝はその^^か) 彌太郞 は 幕末の 國 事に 奔走し、 文 久ニ年 

十 一 月 高 杉 • 久坂 等の-;^ -夷 血盟に 加 はり、 文久 三年 九月より、 河上彌 一 と共に 高杉晉 作の 

後を承けて奇兵隊に總^^たり。 維新 後 岡 山 地方裁判所 長と して 令名 あり、 生前 從 五位に 叙 

せらる。 

第 六 卷第四 三 六 • 四 八五號 第 十二 卷 一九 五 

竹 下 琢磨 
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ありと き  つ C  、お 

後の 名 は 有 節、 通稱 藥郞、 周 防 都 濃 郡戶田 (If 曙？ 鴨お r) の 人に して、 世々 藩の 直 

臣堅田 氏の 家臣な り。 安政 五 年 八月、 村の 壯士 二十 六 名と 松 下 村 塾に 赴き、 銃陣を 演習す リ 

竹 下 は 事 了り て 後、 河內紀 令と 共に 留まる こと 十數 日、 松 陰の 敎を 受けて：！ れり。 文久三 

年 七 卿 長 州に 下る や 戶田邑 山 田 氏に 宿泊せ ると き、 その 接待 役たり。 慶應 三年 長 崎に 西洋 

兵 術を學 ぶため 派遣せられ しも その後の 事 不詳。 

第五 卷ニ四 四 頁 第 十一 卷 一六 七 頁 

武富圯 南  . 

通 稱文之 助、 名は定 保、 號を5^^南.密巷たぉハ梧樓*款翁等と云ふ。 賀 藩士。 初め 中村嘉 

田に 就きて 學び、 後江 戶に 赴き 古 賀徊^ の 門に 入る。 歸阈後 弘道館 教授と なり、 諸 生 を 4i 

導す る こと 二十 五 年の 長き に 及び、 文運 大いに 興隆す るに 至る。 又 詩文 書畫 共に 巧な り。 

廢藩後 居 を 東京に 移す。 明治 八 年 歿す、 享年 六十 八。 

松 陰 は嘉永 三年 九州 旅行の 際、 兩度圯 南 を 佐 賀に訪 ふ、 詩文の 往復 あり。 

第 十 卷， 九 六 •  二 1 1 頁 


武弘 太兵衞 

長 藩士な り。 安政 元年 九月、 松 陰 金子 重 之 助と 共に 江戶 より 获に 護送 せらる る 時、 その 主 

任 役と なれる 者に して、 前後の 經_麼 不明な り。 舊 全集 第 十卷に その 護送 H 記を收 載す。 

谷 三 山  ， 

名 は 操、 字 は 子 正、 叉は存 誠、 幼名 巿三、 通稱新 助、 後 昌平と 改む、 三 山. 淡 庵 • 淡齋， 

繹齋 • 相 在室 等の 號 あり。 享和ニ 年 大和， < 木の 商家に 生る。 幼より 多病に して、 十數 歳の 

頃より 11^ となり、 獨學 する こと 十餘 年、 普く 漢籍 を涉獵 せり。 文政 十二 年 二十 八 歳の 時、 

兄に 作 はれて 京都に 出で、 ^飼 敬 所 を 得て 大いに 敎 へらる る 所 あり、 爾來 互に 文通 を つづ 

けたり。 敬 所 亦 彼れ の博學 純正なる に 推服せ り。 森 田 節 齋も三 山に 兄事せ り。 その 家塾 を 

興讓 館と 言 ひ、 來り學 ぶ 者 多し。 弘化 元年 主より 篤 學の故 を 以て 名字 帶刀を 許さる。 嘉 

永 二 年 四十 八歲、 明 を 失 ひし も". M む々 として 敎 へて 倦まず、 慶應 三年 十二月 十一 日 歿す、 享 

年 六十 六。 その 學風は 經學を 先き にし 詩文 を 後に す、 專ら 道義 を說 きて 氣節 を激勵 し、 忠 
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孝 節義の 準 繩に據 らし めんと せり。 幕末 國 事の 紛亂に 際して は專ら 尊拽の 大義 を へ、 士 

氣を 鼓舞せ り、 され ど 平生？ J 和に して 大言壯 語 人 を 驚かす 如き ことなし。 著述に 有 松 居 札 

記 • 淡 庵 管 窺 . 龍聽 漫筆 • 淡 庵 隨筆等 あり。 

松 陰 は 森 田 節齋に 紹介 せられて 嘉永六 年 四月と 五月に 訪問し、 啓發 せ，^ るる 處多 かりし も 

のの 如く、 後年 魔. - 門人 等に 三 山 を 推 ゆ：： せり。 

第五 卷 一七 四 頁 第 八 卷第七 〇• 七  一 • 二 ニニ 號 第 十 卷三六 五 頁 以下 

田 原玄周  ， 

長 藩々 醫 にして 蘭學 者な り。 安政ニ年九月^^の丙洋學所創設せらるるゃ、 その 師範 役たり。 

同年 十二月 西洋 原書 1^ 取 役 を 命ぜられ、 五 年 その 學制 規則 を定 む、 六 年 遠洋航海 說を 上り 

たる こと あり。 松 陰 はこの 人より 蘭學の 初步を 授けられたり とい ふ。 

第 十一 卷  一二 四 頁 

田 原 莊四郞 


長 藩の 輕卒。 安政 五 年 冬、 松 陰の 命 を 受けて 野 村 和 作と 共に 上京し、 在京中の 伊藤 傳之輔 

と 協力して、 大原 三位 西 下策に 奔走せ しが、 將に 成らん とする に 及んで 邸に 密告す。 1^人 

翌年 二月 野 村 和 作 伏 見 耍驚策 を 以て 萩を脫 走す る や、 ^^命にょり追捕の程に上る。 松 陰門 

下に は あらず、 「^四 郞は隐 病 者に て 嫉妬の 氣 之れ あり 候 故、 大事の 談は 必ず 御 用捨 頼み 

奉り 候」 と、 大原宛書簡にも松：^^は評せる程なるに、 何故 大事 を 託せる や 知るべからず。 

第 六 卷ー五 〇 頁 第ん 卷四； 六 *四ニ 三號 

玉 木 S 介  • 

名 は 正弘、 字 は 毅甫、 私 陰の 叔父 ド； 木 文 之 進の-： i 子な り。 幼より 父 及び 松 陰に 從ひ て學 ぶ。 

松 陰の 「士規 七 則」 はこの 從 おのた めに 書かれた る ものな り。 安政 二 年 父に 從ひ相 桟の戌 

に 赴き 江戸に 遊ぶ。 ^年 歸！： 後 は 松 陰の 幽室に 起居 を 共に して 學ぶ。 その後 も 松 陰 は 常に 

彥 介の よき 指導者な りき。 文 久ニ年 小 田 村 伊之助に 從ひ 京都. 江戶 に： tJ く。 三年 世子 定廣 

に 近侍す。 元 治 元年 長 崎に 赴き、 卜 一月： 11： して 御 W 隊に 入る。 この 歳 正 議の士 多く 京都 

に戰 死し、 叉 獄中に 斬らる。 彥介小 郡海禪 寺に 伏せし が、 慶 應ー兀 年 高 杉晉作 • 山縣狂 介 

. 閥 te- 人物 略 傅  四 四 三 


關係 人物^ 傳  §1 四 四 

み ね ぐんお だう 

等の 藩 論 統一 運動 起る や これに 加 はり、 その 正月 十六 日 美 綱郡鎗 堂に 恭順 派と 戰ふ。 重傷 

を 負 ひ海禪 寺に 還りて 歿す、 同月 二十日な り。 享年 二十 五。 明治 三十 五 年 正 五位 を 贈らる" 

第一 卷七四 頁 第三 卷 二ん 七 頁 第 四卷八 • 一八 • 一九二 一 四 一一 一 頁 第八卷 第二 五號 崎ャ 十お nn  一！ 

二 頁 以下 第 十 ； 卷三 C  • 三 二以： 卜 • 八 五 以下 • 一  〇 六 以下 •  二 0E1 •  ニニ ◦  • 四 二 一  頁 

チ 

近澤乘  =藏  . 

濱田 藩士、 嘉永六 年の 春江戶 に遊學 し、 松 陰と は 六月 佐 久問象 山の 塾に て 相識り、 爾來^ 

交 を 結べり。 安政 一 一年 十 n: 二 卜 四日 江戶に 客死す。 

第 七お； 四 〇 頁 第 八卷第 七. K  • 七 <  • 一七 七號 第十卷 一一 一八 六ヌ 

竹院 本 卷竹院 和-: 1： 傳を 見よ  • 


土 屋蕭海 附恭平 

名 は 根、 字 は 松 如、 通 稱は矢 之 助、 松 陰の 書け る ものに 土 谷彌之 助と も あり。 -获の 人、 寄 

組 佐 世 氏の 臣孝 包の 長子な り。 十七 歲 にして 廣，： S の 坂 井^山に 從學 し、 居る こと 三年、 業 

大いに 進む。 嘉、 水 四 年 江戶に 出で 鳥 山 新 三郞の 家に， VI し、 羽 倉簡堂 • 鑒 谷 (石 陰 二 滕森弘 庵 

等に 學び、 且つ 肥 後 その他の 藩士と 交り、 文章 識兒 益.' 進む。 同年 松 陰 も 亦 江戶に 在り、 

遂に 相 交る に 至る。 安政 元年 松 陰 下田 路 海の！， ひに 敗れ、 獄に 投ぜら るる や、 諸 友と 謀り 最 

も 好意 を 示す。 その 年の 九月 父 を 失 ひて：！ 國、 喪に 服し、 爾來 家居して 徒に 授く。 長藩少 

壯中 文章 第一 の 評 あり。 - 藩主 士分の 待遇 を與 ふ。 松 陰ば 後に 藩に 敷居し、 遂に 松 下 村 塾 を 

開く に 至りし が、 土屋は 時々 幽室 を 訪れ、 松 陰 亦 M.- その 文章の 添削 批評 を 乞へ り。 幽室 

文 稿の 如き 土屋蕭 海の 評 多し。 安政 六 年 五月 松 陰 江 戶に濫 送の 命 下る や、 土 屋は潘 に担絕 

せんこと を 請 ひし も聽 かれず、 辛うじて 護 卒中に 片 野十郞 なる 者 を 加 ふること を 得たり。 

これ 土屋の 門人に して 松 陰の 爲め にへ：^ の 諸事 を^ 旋 せりと 云 ふ。 文久 元年 明 倫 館 助教と 

なる。 翌年より 土 佐. 薩 摩の 藩士に 應 接して 事を議 し、 又 出で て 京都に 入り、 熊 本に 使す。 

叉 西 鄕吉之 助と 馬關に 密議す。 文久 三年 重 Hii 阔司親 相に 隨 ひて 久留 米に 使し、 筑 畳の 諸 藩 

關係 人物 略 傅  四 四 五 


關係 人物 略傳  四 四 六 

に 遊說 して 正 議を勸 む。 歸國 後手 廻 組に 編せられ、 世子の 侍讀に 進む。 元 治 元年 長 藩 未 曾 

有の 難局に 際して は、 土 屋拾も 病」 i£ に 在りし も ト^ 書數 次に 及び、 有司 蓐に 就きて 來り問 ふ 

こと さへ ありし とい ふ。 その 九月 十日 病 革り て 歿す、 享年 三十 六。 明治 二十 四 年 正 五位 を 

贈らる。  . 

恭平 (gl) は その あにして、 嘉永 四年蕭 海と 共に 江戶に 出で、 後 安政 二 年に も 江戶に 遊學せ 

り。 安政 四 年 松 陰の 門下たり しも、 その後の こと 未詳"  . 

第 卷四 九， 五六 • 六 五 • 七〇 頁 第. K 卷八七 s 第 八 卷第四 二  • 一 一四 • 一一  五 ニニ ハ八號 第 

九卷 第二ん 七 • 一一-八 七猇 第 十 ： 卷ナ、 二  • 八 二  • 八 九. 九； . 一 三 五 • 一  九 六 •  二 〇 七 頁 

つ ま き 

妻 木 彌次郞 附壽之 進 

名は忠 順、 字 は士保 又は 子方、 別に 壽槌 の通稱 あり。 長 it 士 妻木忠 朝の 子、 文政 八 年 萩 小 • 

ばた  ， 

饥に 生る。 祿百 石を受 く。 その 祖先 は 松 陰の 祖先と 通 家な り。 天 保 十一 年 松 陰の 兵 學に入 

門す、 爾來山 鹿 流 兵學に 最も 熱心なる 一人に して、 松 陰の 不在 巾 及び 師範 を f られ たる 

後と 雖も、 明 倫 館の 教場 を 維持し 得た る は 專ら妻 木 等の 力なり。 松 陰 深く その 熱意に 感謝 


し 且つ 賞して 曰く、 「一念 ここに 至る 毎に^ 然，： HI ら愧 ぢ、 以て 足下の 固守に 服せ ざるな し」 

と。 安政 五 年 松 陰の 家 學敎授 許可 は 妻 本 等の 請願に よる ものな り。 一時 家塾 を 開きた る こ 

と ありし も、 文 久の頃 風雲 急なる や、 起つ て馬關戰(.^に從事し、 事 平ぎ て歸 る。 後 病 を 得、 

文久 三年 七月 十四日 歿す、 享年 三十 九。  . 

壽之進 は 彌次郞 の 長子に して、 名は忠 篤、 字 は 君甫、 通稱を 後^ 介に 改む。 弘化 三年に 生 

る。 安政 三年 十 一 歳より 松 陰に 學び、 同 四 年兵學 門下と なる。 後明 倫 館に 學び、 慶應の 頃 

その 都講 となる。 維新 後 官途に 就き、 岡山縣 書記官に 進み、 從 五位に 敘 せらる。 明治 二十 

三年 九月 二十 六日 歿す、 享年 四十 五。 

第二 卷四 一一 一 頁 第 四卷ニ 六， 二八 九 • 三 八、 六 頁 第 七 卷；！ 一八  一 • 三 凡 六 頁 第 八 卷第四 九 • 五 〇• 

ニー  七， ニー  八號 第 十一 卷ー 〇六 • 三 二 四 • 四〇 四 • 四： 四 • 四 ニー  頁 

テ 

ぎす. 

幼 名大 助、 後 幹 輔と改 む、 字 は 素 敬、 號 を敏齋 とい ふ。 長 崎の：！ 化：^ 人に して、 天 保 元年 

關係 入物 峪^  四 四 七 
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十九歲^^小通事末席となり、 累進して 嘉永四 年大通 事たり。 萬延 元年 七月 二十 H 歿十、 享 

年 五十。 松 陰 は 嘉永四 年長 崎滯 在中： »^  訪 わて 益 を- 1 ん けたる こと 少 な か らず 。 

第 十 卷八六 以下 •  一  ニニ 頁 

提. H  (松 本 ir」 

天 保 十 年 四月 防 三 田 尻の 農家に 生わ、 幼に して 佛 門に 入る。 初め 获 城下 松 木の 東 光寺に 

在り、 . 森 龍 和 尙の敎 を 受け、 後 その 下 寺なる 同お， 0 通 心 寺に 在り。 安政 四 年末 か 翌年 早く 

松 下 村 塾に 通學 す。 六月 松 陰より 久坂玄 宛の 書簡に 「提山 坊主 大いに 進む」 と ある はこ 

の靑 年な り。 この頃 藩より 京都の 情勢-お 察の ために 出張 を 命ぜられ たる こと あり。 同年 末 

松 陰 投獄の^ 筵に 列し、 翌日 松 陰の 輿 中に 糖 薑ー袋 を せる こと 「投獄 紀事」 に兑 ゆ。 そ 

の 後 還俗して 松 本 と稱 し、 文久頃 京攝の 問に 奔走し、 元 治 元年 禁 門の 變に 傷き しも 辛う 

じて 逃れ、 慶應ニ 年の 四 境 戰爭に は藝州 口に 戰ふ。 明治 元年 軍監 として 追 时總督 に 從ひ各 

地に 轉戰 して 功 あり。 後 熊 本. 和歌 山に 縣令 となり、 一時^ 市に 隱牺 せる も、 再び 出で て 

元老 院議 官 • 貴族院 議員と なる。 功に より 男 IS を 授けら る。 明治 四十 年 歿す、 享年 六十 九。 


第五 卷三五 九 頁 第 六 卷ニ九 〇 頁 第七卷 ニー； 七： 良 第ん 卷第 =ー 二ん^ 第 十； 卷六六 • 一  六 八 • 

ニニ 九 頁 

土 井 幾 之 助 

名 は， 卅 又は 有恪、 字 は 士恭、 號は 松徑、 後聲 牙と 改む。 文化 十 W; や 十二月 二十 八日 津に生 

る。 十 歳の 二月 父 を、 翌年 兄 を 喪 ひ、 文政 十一 年 十二 歳に して 家樣百 九十 石を嗣 ぐ。 川 村 

竹坡 • 石 川竹艱 • 齋藤拙 堂 等に 學ぶ。 天 保 八 年 二十 一 歳に して it 校の 助教と なり、 十年講 

官に陞 る。 維新 後 政」 れ徵 せど も、 疾と稱 して 就かず、 なほ 維に 仕 ふ。 督學 參與に 移り、 二 

年 九月 督學に 進む。 明治 十三 年 六月 十 一 日 歿す、 享年 六十 四。 

松 陰 は 嘉永四 年の 遊 學中幾 之 助 も 江戶に 在りし を 以て； 訪問し、 嘉永」 ハ年 十二月に は津 

に訪 ひし こと あり。 後 安政 四 年 僧 月 性に A りて 野 山獄文 稿の 批評 を 請 ひ、 又 金子 重 之 助の 

弔 詩 を 乞 ひて これ を 得たり。 

第二 卷 ニー！ 六 • 三. へん. 貞 第 八 卷第七 一. 一 • 一  〇〇 號 
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鲁 

富 樫 文 周  V 

安藝 國山縣 郡 加 計の 醫 家に 生る。 坂 井 虎山. 僧 月 性 等の 門に 遊び、 安政 五 年 三月 松： 卜 5： 塾 

に 来り 松 陰の 敎を受 く。 これ 他 藩 人に して 來り學 ベる 唯一 人な り。 「專精 書 を讀む も、 未 

だ： ffi しく は 心 を 時事に 留めず」 と 松 陰 は 評せり。 八月 長 崎に 向 ふ。 その後鄉里に^！り醫を 

業と して 終る。 

第五 卷ニ四 一 頁 第九卷 第三 一 七 • 三 二 九 • 三 四 九號 第 十 一 卷 一 六 〇1 一 六 九 S 

時 山 直 八  / 

名 は 養 直、 白水 山人 • 漂流 坊 海月 • 海月 坊 • 梅 南 等と 號す、 玉 江 三 平 は 晚年從 軍 中の 變名。 

天 保 九 年長 藩士の 家に 生る。 幼より 文武の 業 を 修め、 嘉永 三年 校 明 倫 館に 人學 し、 松 陰 

の兵學 門下と なり、 安政 五 年 二十 一歳の 三月 頃 松 下 村 塾に 入り、 六月より は 時々 お： がして 

勉強す るに 至る。 「中々 の奇 男子な り、 愛すべし」 と 松 陰 は 首へ り。 七月 京都に 使し、 翌 

年 江戸に 至り 藤 森弘庵 • 安井，：； 心 軒に 師事す。 萬延 元年：！ 國後松 陰の 墓を營 むこと に與 り、 . 


その 後久 坂 等と 行動 を 共に し、 京攝の 間に 往來 す。 文 久ニ年 京都に 於て 長 藩邸の 銀 子方 役 

を 命ぜられ、 尋 いで 諸 藩 應接掛 となる。 元 治 元年 歸國、 浪士 取締役 を 命ぜら る。 この 年奇 

兵隊に 入り、 その 參謀 となり 馬關の 聯合 艦隊 擊の戰 に 加 はる。 明治 元年 奇兵 隊を 率ゐて 

入京し、 更に 北 越に 赴き 諸處 に轉戰 し、 五月 十三 日 越後 顿日 山の 戰に 死す、 享年； 二十 一。 

明治 三十 一 年 正 四 位 を 贈らる。 

第五 卷三ニ 四 頁 第 九卷第 n 一二 九 • 三 五三 號 

窗！ S 木 武兵衞 幡烈之 助)  、  . 

名 は 寬慨、 文政！： 儿年肥 後 藩士 纏 木 彥太郞 の 子と して 生る、 一時 照 幡烈之 助と s 稱 したる こ 

と ある も、 晚年蟲 木 游！： >:ハ と 稱す。 嘉永六 年 命 を 受けて 、江戸に 赴く 途ヒ 京都に セ， i り禁 ばの 

を 望み、 劾 皇の志 愈.'^ 固 を 加へ しとい ふ。 安政 三年 九月！： に歸 り、 有志の 士と 時^ 

. 策 を 謀る。 文 久ニ年 土屋蕭 海の 熊 本に 使す る や 周旋 最も 力む。 又 出 羽の 淸川 八郞來 りて 尊 

* 捜の 實 行を說 き， 同藩の 同志 宮部 ir^ 藏 京都に i0 察し、 薩 摩に 赴き 有 馬 新 七 等と 伏 見 義舉の 

約 をな して 歸る や、 裹木等 も 加 はりて^ 主に 上書し、 送に 京都 護 衞の兵 を 遣 は 十に 至らし 
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む。 轟 木 亦 この 衞 中に 在り、 京都に 於て 久坂 玄瑞. 寺 島 忠三郞 • 眞 木 和 京 等と 謀る。 梨 年 

二月 10 ー歸 藩、 五月 親 兵と して 五十 餘人 と共に 入京す。 八月 朝議 ー變 して 七 卿お 門に 下る 

や、 轟 木 等 は 一 時 滞京せ る も、 十 一 月下 化 歸途に 就き、 途ヒ 捕縛 せられて^ 獄に繁 がる。 

明治維新 後免され て、 集議 判官に 任じ、 從五 位に 叙 せらる。 三年 正月 i: 正大 忠に轉 じたる 

も 間もなく 退き、 六 年 五月 八ョ 病歿す。 (SJ^giiig は J ぼお $S と) 享年 五十六。 明治 三十 

五 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰 は 嘉永六 年 江 戶遊學 中 轟 木と 相識る に 至り、 後 安政 五 年 十月 伊藤 利 助 (博 文) を この 人の 

許に 遣 はして 熊 本 藩の 舆起を 促した る こと あり。 

第五 卷ニ六 一 頁 第 八卷第 一 七七號 

登 波 

長 門 國大津 郡 向 津具上 村 川尻の 山 王 社宮番 幸吉の 妻な り。 文政 四 年 冬 夫 幸吉の 妹の ことよ 

り、 專. 弟. 妹を設 害し、 幸吉を 傷け たる 備 後の 枯木 龍 之 進なる 者 あり、 登 波 永らく 夫の 

病 を 看護し 居たり しが、 後 文政 八 年 二十 七 歳の 春 復仇の 旅に 上り、 普く 海內を 探索す る こ 


と 十七 年、 遂に 龍 之 進 その 頃豐 前の 英彥 山に 在る を 知り、 仇 を 報ぜん とせる に、 藩 これ を 

止めて 逮捕の 吏 を 遣 はす。 龍 之 進 拙 へられて 後 自殺す。 燕 その 首を璺 浦 郡 瀧 部 村に 梟す、 

天 保 三年 三月な り。 安政 三年 藩主 その 孝義を 表彰し、 翌年 平民に 齒す、 登 波 時に 六十 歳な 

り。 松 陰 この 事歷に 感じ 「討 贼 始末」 (I ほ) なる 一 書 を 作り、 又 松 浦 松 洞 をして その 肖像 を 

畫 かしむ。 四 年 九月 中旬 登 波 夫 幸 吉の墓 を 索め て 石 見に 赴く 途上 获に 過る や、 松 陰 杉 家に 

これ を 止宿せ しめたり。 

第四卷 一一 一二三 ニー 一四 七 • 三 六 八 頁 及び 討賊始 • 木 第 八^ 第二 九 〇 號 ^十一 卷 一四 一 頁 

富 永 有 隣 

名 は德、 後に 底彥、 字 は 有 隣、 (1 龍- wfj ひじ 通 稱は彌 兵衞、 號を Mm- 陶峰 又は 蘇芳と い 

す， OS 

ふ。 文政 四 年 五月 十四日 周防吉 敷郡陶 村に 生る、 家 世々 毛 利 氏に 仕へ 御瞎部 役たり。 有 隣 

は 明 倫 館に 學び 山縣太 華に 師事し、 十三歲の時^^主の前に大學を講じて嘉賞せらる。 已に 

t して 藩に 出仕し 小姓 役たり。 性^ 介倔强 にして 親戚 史 僚の-溯 陷 する 所と なり、 嘉永五 年 一二 

十二 歳の 時 見 島に 流され、 翌年 野 山獄に がる。 安政 元年 十月 松 陰 亦 ここに 囚 はれ、 相 得 
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て 互に 切磋し、 遂に 獄風 改善に 協力す るに 至る。 後 同 四 年 七月 松 陰 等の 奔走 效 を^して 獄 

を 免され、 遂に 松 下 村 塾の 賓師 となり、 松 陰の 教授 を 助く。 然るに 五 年末 松 陰 投獄の こと 

あり、 翌年 正月 頃 村 塾を脫 去す るに 至る。 萬延. 文 久の顷 は 防 秋 徳開定 院に定 基 塾 を 興 

して 敎 へたる こと あり。 麼應ニ 年 四 境 戰爭起 る や 鋭 武險を 率 ゐて石 州 口 次いで 藝州 口に 出 

陣 し 軍功 ありし も、 明治 二 年 兵制 改革に 異兒を 抱き- 大樂. 太 郎等と 所謂 脫返 騒動の 巨^ 

となる。 事 敗れて 諸國を 流浪し、 土 佐に 入りて 大石圓 等の 庇護 を 受けたり。 この間 私 かに 

敎を請 ふ もの あり。 明治 十年抽 へられて 東京 石川岛 監獄に. i!;- がる。 十七 年 特に. 赦 されて 出 

獄す。 獄中 囚徒に 敎 へ 、 又大 學述義 • 井： 問對 • 孫子 秕說 等の 著 あり。 明治 十八 年 周 防 熊 

毛 郡 城 南 村なる 妹と みの 婚家 末 岡 氏に 化 2 し、 著述の 穷ら 子；^ に敎 ふ。 中席 義解. 兵 耍錄ロ 

義*談 孫 痴嚷等 成る。 明治 三十 三年 病みて 歿す、 享年 八十。 國木田 獨步も 晩年の 有 隣を訪 

れ たる こと あり， 小說 「富 岡 先生」 の 主人公 はこの 人なる べしと いふ。 

第二 卷三ニ 五 頁 以下 第 四卷ー 二  • 五 二  • 三〇 五 • 三〇 七 二！ 二  二  •  n 二 八 ニー ニニ ハニー 一四 五 • 一一 一 

八 五 頁 第五 卷ー五 〇 頁 第七卷 一一 六 • 一  六 六 • 一  七  一 • 一  九 二 • 四 二 〇 頁 第八卷 第一 四 八 • 

一九二. 一九 三. 二 四 五 •  二 五六 號 第 九 卷三ニ 〇 • 四 三 四 • 五」 ハ八號 第，； - ー卷 一九 以 1^. 七 四 • 


一 六 七 頁 以下 第 十二 卷ー 七 八 • 一  九 三 頁 

豐田 彥次郞 

名 は亮、 字 は 天 功、 彥次 郞と稱 し、 松 岡と 號す、 水 戶の人 It" 卿の 子。 幼に して 奇穎、 藤 田 

幽谷の 門に.；^ し、 東 湖と 相 切 劇し、 靑山佩 弦齋と 交る。 後烈 公の 抜擢に 會ひ、 彰考館 編修 

となる。 烈 公の 幕 fi に 遇 ふや 書 を^ 老に呈 し 却って 罪 を 確て 禁銅 せらる、 五 年に して 釋か 

れ、 叉 四 年に して 烈 公の- M 始めて る。 」 た次郞 再び 編修に 補せられ 總裁 となる。 元 治 元年 

正月 二十 一 日 病歿す、 享年 六十。 明治 三十 五年從 位 を 贈らる。 

松 陰 は 嘉永四 年 十二月、 水戶滯 在中 數： 1： 訪問した る こと あり、 後 安， お 二 年 野山獄 より 家に 

囚 せらる るに 就きて は 豐田の 密かなる^ 旋盡カ を 1 父け たり。 

舊 全集 第五 卷 第二 六四號 第十卷 ニー  六 頁 以下 

鳥 山 新三郞 

名 は正淸 又は： 淸、 字 は 子 幹と 云 ひ、 義所 • 確 SI  ニ豕峰 *_„^： 龍 軒. 關 以東 生 は その 號 なり。 
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松 陰 等より は獨眼 龍と， お 名され たる ものの 如し。 安房の 農家-: 山 孫 兵衞の 子なる も、 表面 

は 旗本 溝 口 十郞家 來と稱 す、 蓋し 血 緣關係 あるに よる。 幼に して 志 を 立て 江戶 の東條 一 堂 

に從學 し、 兵 を 加藤瑞 園に 學ぶ。 嘉永 元年 三十 歳 頃江戶 鍛冶 橋 外： i 町 河岸に 私塾 を む。 

嘉永四 年 松 陰 江戸に 遊學 し、 この 人の 許に て 來-股 d ^蔵-井上 壯太郞 •  土 屋蕭海 • 同恭平 . 

中 村 百合 藏 等の 長 藩士、 羽 後の 人 村 上 寬齋、 肥 後 維 士宮部 ii 藏. 松 a 重 助： 水鳥 三 平 • 佐 

佐淳ー 一郎 • 薩 藩士 肝 付 七 之：^ 一 及び 南部^ 士江暢 五郎 等と i!r 會 し釗談 高論せ り。 嘉、 水 六 年 

第二 囘江戶 遊 學の時 はこの 家 を {S? 居と 定め、 金子 重 之 助 も 後に 來り投 ずるに 至る。 安政 元 

年 三月 松 陰 • 重 之助路 海の 擧 敗れて 獄に繁 がるる や、 ^^.-金.：^を贈り、 自ら も 亦連來 して 

溝 口 氏の 邸舍に 幽せられ、 押 込の 罰 を 受け、 五十 餘： n にして 赦 さる。 安政 三年 七月 二十 九 

日 病歿す、 享年 三十 八。 松 陰 は 別後 も 書信 を 往復した るが、 その！.^ を 聞きて 哭詩を 作り、 

又 江 幡五郞 をして 碑銘 を 草せ しめ、 同志と 建碑の こと を議 せり。 明治 四十 五年從 五位 を 贈 

らる。 

第七卷 一六 四 頁 第 八 卷第四 二  •  一  一一  • 一  七 七 •  二 四  一 •  二 四 SI  •  二 五一 一一 號 第 十卷ニ 〇ー，ー| 一 


ナ 

長 井雅樂 

名 は 時 蓆、 通 稱は車 人と もい ふ、 長 藩士な り。 松 陰と は嘉永 頃より 相識の 間柄に して、 房 

相 漫遊 日記 はこの 人に 货 して 紛失した りと 云 ふ。 長 井 は その後 世子の 近侍と なり 令名 あり 

安政 五 年 十月 直 HI 附 となる。 松 陰 は 間 部 要擊策 以後 長 井と 意兑合 はず、 六 年 五月 松 陰東途 

の 幕 命 を 携へ歸 りし を 以て、 松 陰 及び 門人 等 長 井の 謀る ところに 非ざる や を 疑 ふ。 翌年 記 

錄所役 を 兼ぬ、 概ね 世子に 隨從 して 國 事に^ 旋す。 文久 元年より 公武 合 體 • 航海 遠 略 策 を 

主張して 時局 打開の 根本 方針と なし、 これ を 以て it 主 毛 利 敬 親に 說き、 遂に 命 を 受けて 自 

ら 公武 周旋の 事に 當 るに 至る。 これ 毛 利 藩が 時局に 對 して 積極的 行動 を 採る に 至れる 發端 

なり。 乃ち 同年 五月 京都に 上りて 建白書 を 出し、 六月 江戶に 下り 閣老 に說 き、 八月 京都に 

復命し、 歸國 して 藩主に 報ず。 ここに 於て 同月 藩主 は 長 井を從 へて 江戸に 下り、 十二月 彼 

れ をして 建議 書 を 久世閣 老に呈 せし む。 a 年 正月 幕府 は 長 井 を 中老 格に 列し 公武の 周旋 を 

依頼す、 因って 三月 上京し 滞在 殆ど 一箇月に 及ぶ。 然れ ども 尊攘 派の 志士 は 長 井 を 以て 佞 
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幕の 巨魁と なし、 その 公武 合體 論に 1^ 對 する もの 渐く 多き を 加 ふ。 長 に 在りて は 松 陰. 

下 悉く 彼れ に反對 し、 京姆- にあって 列藩の 有志と 謀る ところ あり、 叉 藩 論 を 動かして 長 井 

を 支持せ ざるに 至らし む。 長 井 はかくて 京都の 說 得し 難き を 感じ、 四月 下句 江戶に ド りし 

が、 六月 職 を 免じて 歸國 せしめら る。 六月 下旬 その 歸途を 近 江に 要して 刺さん とせる は久 

坂 • 福 原 • 寺 島 • 野 村 • 伊藤 利 助 等な り。 翌 三年 二月 六日 自刃 を 命ぜら る、 享年 四十 五。 

第五 卷戊午 文椅厳 闪紀事 第八卷 第二 五 •  二 九 こ 一一 九 • 九四號 第 九お 第五 七七號 第 十 I 卷 一四 

八 • 一  七 七 頁 . 

永 井 政 介 附芳之 助 

水戶 藩士、 松 陰 は 嘉永四 年 十二月 宮部 ii 藏. 江 五郎と 水戶に 遊ぶ や、 江 戶の劍 客 齋藤新 

ナ&- の 紹介に よりて 政 介を訪 ひ、 遂に 翌年 正月 一 一十 日まで 約 一 筒 月 その 家に 寓 したり。 政 

介は劍 客に して 文政 七年英 船員 常 陸海 岸に 上陸す る や、 當時韭 山に 在り、 馳 せて 藤 田 tor 谷 

の 所に 至り 夷人 を 斬らん 事 を 謀る、 果さ ずして 止みたり と 云 ふ。 松 陰 は 特に この 事 を 東 匕 

遊 日記に 載せたり。 烈 公の 時に 拔擢 せられて 郡 奉行と なり、 松 陰 等 訪問の 時 は 野 こ 左り た 


松 陰の 滯在當 時 十九 歲 なりし その子 芳之助 道 正 又は 順 正 は、 松 陰 等の ために 諸方 を案內 し、 

また 互に 時事 を談ぜ り。 後に 彰考 館に 出仕して 國史 編纂に 與り、 元 治 元年 那珂 港の 鄕 校に 

ありて 近鄕の 民に 尊 壤說を 鼓吹す。 この 年 同^に 內亂 あり、 松平賴德同港に屯するに及び" 

^に兵を^！：がらんとして奔走中捕へ られ、 年の 十月 十七 日 斬らる、 享年 三十 二。 

第 七 卷七八 頁 ^八お 第 八 〇• 八ー號 第十卷 一九. 一 ハ頁 以下  . ， 

中 川立惹 

名 ま. 爲救、 新 潟の 人な り。 世々 醫を 業と す。 然れ ども 立^ は 條慨義 を：^ み、 區々 たる 刀圭 

を て；^ しとせ ず、 毎に 勤皇の 志士と 交る。 故に 志士の 當 地に 至る もの 必ず 立^の 家に 客 

となり、 款待 至らざる なし。 醒^の 肝 付 七 之，^ 仙^の 氏 家晉の 如き その 例な り。 嘉永五 

年、 松 陰が 宮部 叫牝藏 と共に 新 潟に 至る や、 また この 家に 客と なり、 it 留數 日、 優遇 を 受け 

甚だ 喜ぶ。 立 "奄 R 長子 東 巷に 與 ふる 詩に 曰く、 「口， 才 曰レ氣 學爲レ 基、 曰レ博 精勤 爲， 資- 

…… 」 と。 
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明治 戊辰の 役、 立^ 自ら 起つ 能 はざる を 嘆 じ、 乃ち 二子 一 孫 をして 官軍に 從 はしむ と 云 ふ。 

明治 十四 年 十 一 月 歿す、 享年 七十 五。 

第 十 卷ニ四 三 頁 以下 

中 谷正亮 附忠兵 衞. 茂十郞 

長 藩士、 父 は 通 稱忠兵 衞义は 市左衞 門、 名 を 章^と いふ、 藩の 循史 として 俗勒精 動の 名 あ 

り。 嘉永ニ 年 藩校 明 倫 館擴張 工事. の 監督たり。 四 年 主の 駕に從 ひて 江戶に 赴きし 寺、 ぬ 

陰 その 食客たり。 松 陰 常に その 猜勵に 感じ 尊^せり。 安政. 三年 七月 病 を 以て 歿す。 正亮 

S 3S^8 は 幼に して 福 原 冬 嶺に學 び、 更に 明 倫 館に 入る。 嘉永四 年 松 陰 

等と 江戶に 遊學を 命ぜられ、 始めて 互に 相識る に 至る、 歸 國後も 明 倫 館に 在り 居^ 生たり。 

安政 三年 秋より 時々 松 陰を囚 窒に訪 ひて 徹， W 激談 討論せ る こと 珍しから ず、 遂に 兄事と い 

はんより 寧ろ 師事す るに 至る。 尾 寺 丄尚杉 • 久 坂 等 を 松 下 村 塾に 誘 ひたる は正亮 なり。 安 

政 五 年 三月 丸 州に 遊び、 次いで 六月 京都に 人り、 久 坂玄瑞 と共に 活躍し、 丸 月 江 戶にド る。 

當 時江戶 には杜 • 尾 寺 • 高 杉 • 半 井 . 入江 . 吉田 榮太郞 • 松 浦 . 久坂等 松 門の 志士 あり、 


大いに 時事 を 論ず。 翌年 二月 歸國 後山 口に 在り、 松 陰 刑死 後 は 同門の 士と 行動 を 共に し、 

文久 元年 末の 「一 燈錢申 合」 に 加盟し、 二 年 三月 兵 ま 出衞の 軍に 從 ひて 京 攝の 間に 活罐 し、 

薩^^の有馬新七等の義舉にも參加を約し居たり。 但し これ は 伏 見 寺 田 屋の變 となりて 未遂 

に 終る。 その 秋 藩 命に より江 戶に 赴きし が 急に 發 病し、 臥床 二日に して 遂に 起たず、 間八 

月 八日 歿す、 享年 三十 二。 そ の^は 東京 松 陰 神社 榮域 にあり、 明治 四十 四 年 從四位 を 贈ら 

る。  . 

茂 十郞は 正亮の 甥に して 安政 五 年 松 下 村 塾に 在學 し、 塾舍增 築の 際 大いに 働きし 一 人な り" 

第四卷 一四 八 ニニ 八 ニー  三 〇 ニー I 四 五 ニー 一四 九 ニー 一九 四 頁 第五 卷ー 一 一 • 一三 二  • 一六 五 • 一 

六 六 頁 第 六 卷八八 • 四 三 二 頁 第七卷 ニニ 三 • 二三 五 • 三 二 九 • 一 一 一九 三 頁 第八卷 第一 一 • 三 六 

號 第九卷 第二 九 七 • 三 〇  一 • 三 〇 七 • 三  一 二 • 三 二 六 • 三 二 九 • 六 〇 三號 第十卷  一二 七 • 一七 

.1 ハ頁 第 十 一 卷六四 • 七 九 • 八 八 • 一  〇 八.  一 3  二  • 一 一一 一四 • 一  六 七 以下 • 四 二 〇 頁 

永 鳥 三 平 

名 は 秀實、 號 は：！ 山、 肥 後 藩士 贈 正 四 位 松 村 大成の =S なり。 夙に 文武 を 兼修し 皇室の 衰微 
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を教， き、 大いに 爲す ところ あらんと して 兄と 謀り、 遂に 嘉、 水 六 年 九州. 山陽 • 近 幾の 諸國 

を歷 遊し、 江戶に 至りて 鳥 山 新 三郞の 家に せ I す。 ；！^ 久間象 山の 門に 入り、 宮部 蔽 その他 

の 同藩 人 及び 吉田松 陰 等 長 藩 人と 交り 犬い に 時務 を 論ず、 松 陰の 踏 海 失敗 前後 大いに 助援 

す。 安政の 始め 頃より 將 軍繼嗣 問題に も 着眼し、 遂に 水戶の 安島 帶刀等 をして 一 梳麼甚 を 

推す に 至らし む。 その後 時事に 活動せ しも 意の 如くなら ず、 1^ ー悶を 酒に 遣りし こと あり、 

後 國に歸 りて 嚴讀を 蒙る。 文久 三年 京都 守護の 隊 "貝に 選ばれし が、 未だ 出發 せざる に 朝議 

ー變 して 事 止む。 その後 久しく 病み、 慶應 元年 八月 二十 八日 歿す、 享年 四十 二。 明治 三十 

一 年 從四位 を 贈らる。 

第五 卷ニ六 二 頁 第 七 卷六六 頁 第 八卷第 八四號 第 十卷三 九九 • 四 一八， 四 二； 頁 、以ド 

長 原 

字 は 止 戈、 大垣 藩士 竹中圖 書の 家來 にして 文政 六 年 不破郡 岩 手 村に 生る。 嘉永四 年 松 陰 江 

戶遊學 の 時、 山 鹿 素 水の 塾に 於て 相識る。 同年 十 一 月 出版の 素 水 著 練兵 說 略に は、 松 陰 • 

宮部 鼎 藏 と共に その 序文 を 書きし を 以て も 知らる るが 如く、 三人 は 素 水門 下の 俊秀に して 


互に 往來切 礎せ り。 嘉永六 年 松 陰 第二； 1: 江 戶遊學 の 時 もな ほ 江戸に 在りて 交る。 その後 松 

陰門 下の 江戶 に遊學 する 者、 多く 松 陰の 紹介に よりて 交 を 結べり。 慶應四 年 七月 七日 歿す、 一 

享年 四十 六。  ，  」 

第 八卷笫 二八 • 一七 七 •  二八 五 號 第 九^ 第三 〇五* 三 五七號 ^十 卷三八 五 頁  .ー 

中 村牛莊 附百介 藏* 勘 助  ： 

名 は 任、 字 は 文 淵、 通稱 はび 助、 牛莊叉 は.^ 止 ^ は その 號、 長^ 士 なり。 山 田 時文に 就き 一 

て學 び、 寬政 十二 年 明 倫 館に 入る。 文化 十四 年 選ばれて に 列す。 初め 机 徠學を 修めし 一 

が、 後程 朱 を 主と す。 天 保の 初め 明 倫 館の 講官、 尋 いで 雜主齊 元 • 敬 親 二 代の 侍讀 となり、 一 

^に從 ひて 江戸に 往復す る こと 數度、 嘉永五 年 明 倫館學 頭と なり、， 元 治 元年 致仕す。 明治 一 

三年 四月 十八 日 歿す、 享年 八十 七。 松 陰 は 嘉永四 年 江 戶遊學 中 この 人と 隣舍に 在りて 指導 一 

を 受け、 叉 同 _t の士 と共に 中 _ ^の 講義 を 聞く。 「齒德 並びに 隆く… 人 を 待つ に 城府 を 設け」 

ず、 後進の 少年 を視 るに 親子？^ の 如き 者」 と 松 陰 は 評せり。 安政四年十月秋^^-敦之助に伴 一 

はれて 松 陰 を 幽室に 慰問せ る こと あり、 その後 時々 過訪 して 獎勵 せる ものの 如し。  ^ 
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百合 藏は 牛莊の 長男な り、 名 は弼、 字 は 士恭、 活 堂と 號す。 明 倫 館に 學び、 後 松 陰 や 一寸と 同 

じく 嘉永四 年 四月 江戶 に遊學 し、 安積 艮齋 に學 び、 鳥 山 新 三 郞二呂 部鼎藏 等と 交る。 松 陰 

は 百合 藏を 「邸 中に て 第一 等の 益友」 と 首へ り. - 惜しむ らく は 滞在 四^ 月に して：！ 國す。 

その後の 學歷 明かなら ざる も、 元 治 元年 山 口の 明 倫 館に 文 學敎授 たり。 慶應 三年 萩の 明 倫 

館 學頭座 取 計と なり、 同年 明 倫 館 を文學 察と 改稱 したる 後、 二等 敎授、 中 教授の 資格 を以 

て敎 ふ。 明治 八 年頃 萩の 小學 校訓 導と なり、 晩年 毛 利 家 編稱掛 となる。 明治 二十 八 年 十二 

月 五日 歿す、 享年 七十 三。 松 陰の 生家 杉 氏 第 七 代の 主 相次 郞 f|g 針？^ 飾 はこの 人の子な 

り。 叉 嘉永四 年 同じく 江戸に 遊學 せる 中 村 勘 助 は その „^ にして、 名 は 松 陰と 同年 生れ 

にして、 後 中 村せ 兵衞の 養子と なり、 获に 私塾 を營 めり。 明治 十九 年 歿す、 享年 五十 七。 

第二 卷 一二 六 頁 第 四卷三 五六 頁 第 七 卷三七 五 頁 第八卷 一二 • 一  五 • 二 五 •  nH ハ號 第 十 一 卷 

七 九 頁 第 十二 卷 一 八 六 頁 

中 村道 太郞 (丸 郎) 

名は淸 旭、 通 稱は喜 八郞、 後 道 太郞、 遂に 九 郞と改 む、 白水 山人と 號す。 長 藩士、 祿 四十 


七石餘 なり。. 馬 廻 並より 馬姬に 進む。 文武 を 明 倫 館に 學び しが、 幼より 神道 を崇び 天 朝 を 

重んず。 松 陰の 兵學 門下と なれる は 嘉永ニ 年 二十 二 歳の 正月な り。 その後 來 原良藏 と共に 

松 陰の 最も 親しき 益友と なり、 常に 往復せ り。 嘉永六 年浦賀 に出衞 し、 松 陰 等と 大いに 國 

事 を 策せ り。 安政五年ニ月^^命を帶びて上京し、 梁 川 星 厳. 梅 田 雲濱. 賴三樹 三郞と 交り 

つつ 事情 を 探る。 後 密用方 右筆と なり、 更に 江戶方 右筆に 進む。 元 治 元年 七月 禁 門の 變に 

は 國司信 濃に 從 ひしが、 事 敗れて 歸國 し、 十月 恭順 派の ために 野 山 獄に投 せられ、 十一月 

十二 日 斬に 處 せらる、 享年 三十 八。 野 山 十一 烈士の 一人な り。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈ら 

る。 

第二 卷  一二 四 頁 第四卷 一七  一 • 一八 一 頁 第五 卷戊午 文 稿 投獄 紀事 • 四 三  一 • 四 五一 • 四 五 二 頁 

第 六 卷八七 頁 笫九卷 第一 1 一八 八 • 六〇 三號 第 十一 卷四 一七 頁 

中 村 理三郞 

安政 四 年 十三 歳の 秋、 松 下 村 塾に 入りた る 者に して、 從來 成績 ^ 〃しから ざり しも、 その後 

勤勉 カ學 して 群 童 中に 頭角 を顯 はすに 至る。 松 陰 は 同 藩士 片山與 七の 養子に 推薦せ しこと 
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ある も、 その後の 事詳 かならず。 

第五 卷ー 二八 頁 第九卷 第三 四四號 第 十： 卷； 六 七 以下 •  il ニー  ¥ 

なから ゐ 

.ん  一一 ..Ml 

長 藩士 粟屋 某の 子な り、 出で て 半 井家 を嗣 ぐ、 代々 醫を 業と す。 幼時より 林； 白 非の 家に 同 

居す、 蓋し 親戚 關係 あれば なり。 後 fn 非の 女を娶 る。 松 陰 は 少年の 林 家に， > ^して 勉學せ 

し 事 ありし を 以て、 自然 舂軒 とも 親交 ありし なるべし。 安政 五 年 春 軒 上京して 久坂 等と 策 

動し、 以後 引 績き久 坂と 親交 ありし 事 明かな り。 久 坂の 九仞 日記. 江 月 齋日乘 に は 溝. -そ 

の 名 見 ゆ。 當時 恐らく は 藩校 好 生 堂の 醫學 生な りしな らん。 文久 三年 馬 關戰爭 の 時 は 好 生 

堂より 出で て軍醫 として 野戰 病院に 勤務す。 明治 以後 海軍 軍醫 となりし こと は 知ら るれ ど 

も その後の 事 は 明かな らず。 陸軍 軍 醫半井 英輔は そ の 子な り。 

第五 卷四四 二 頁 第九卷 第三 一七 こ 一二 八 • 三 七 四 號 第 十一 卷 ：；rrarm 


西 田 直 養 

ささ € や 

字 は 浩然、 通 稱は庄 三郞、 -仪 舍と號 す。 小 倉^ 士高橘 元 義の第 四チ、 出で て 同 藩士 西 田 直 

享 の養嗣 となる。 初め 儒 學を石 川彥岳 • 大 田 錦 城. 服 部南郭 等に 學び、 後 和歌 を 秋 山光彪 

に學 ぶ。 嘗て支^^德崎氏の傅たり、 又 京都. 大阪の 藩邸 守 居と もなる。 廣く諸 藩の 士と 

交り、 遂に 獨學 して 國學 者と なる。 本居大 平の 門な りと 傳 ふる は 誤りな り。 金石 年表.^ 

舍-ぉ 筆 • 直 養 漫筆 • 祌颜考 • 補史 備考 等 著述 少なからず。 松 陰 は その 著書 を讀 みて その 人 

を 敬慕し、 安政 四 年 十月 松 浦 松 洞 を 遣 はして その 肖像 を寫 さしむ。 元 治 元年 八月 四 箇國聯 

合 艦隊 馬關に 來れる 際、 小 倉 藩の 傍觀 して 爲 すなき を-まりて 絕貪死 を 求む とい ふ。 度應元 

年 三月 十八 日 歿す、 享年 七十 三。 

第 四 卷三七 四 • 三 八 五 頁 第八卷 第二 七 七 •  二 七 八 •！； 八七號 

日 命 

元會津 藩士に して 小姓 役 を 勤めた る こと あり.、 後出 家して 法華宗 を 修めた る も 朱子學 にも 

通じたり。 安政 元年 松 陰 江戶獄 に投ぜ られし 時、 「しに 在りて-: JH^ 主 添 役たり。 松 陰が^ 將 
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の 首を携 へ來ら ざり し を 詰りし 奇僧 はこの 人な り。 互に 論議して ハ钬 を 得たり。 後 遠島に 處 

せられ たれ ども、 その後の 消，：： 不明な り。 

第三 卷ー五 C 貪 第八卷 第一 四ニ號 第 九^ 第 六 ニ六號 

沼崎吉 五郎 

福 島 藩士 能 勢久米 次郞の 家臣な りし も、 段 人の 嫌疑者と して 江 戶傳馬 町の 獄に 在り、 松 陰 

が 安政 六 年 七月 第二 囘目 入獄の 頃 は 牢名主たり。 松 陰 は 沼 崎より： 敬せられ、 請 はるる ま 

まに 孫子. 孟子な どの 講義 をな せる こと も あり。 十月 二十 七： n の 刑死 前、 松 陰 は 留魂錄 • 

諸 友に 語ぐ る 書な ど を 託し、 又 後事 を囑 せり。 販 W 正：^  • -i^ 寺 新 之 爪. 等の 門人が 松 陰の 遺 

骸請受 のこと に 奔走せ る 時 も 獄中より 周旋せ る ものの，^ し。 その後 三 宅 島に 流さ わ、 明治 

七 年頃 東京に 歸れる ものら しく、 楫 取素彥 (lill^ 助) と ©談 せる こと あり。 明治 九 年 野 村 

靖 (II) に留 魂錄. 諸 友に 語ぐ る 書 等 を 手交す。 野 村 1  円 は 明治 二 卜 四 年に： 4- りて これ を 松： 卜 

村 塾に f^- めたり。 かくて 眞路留 魂錄は 遂に 今 H" に傳 へられたり。 その後の 沼 崎 は 必ずしも 


善良なら ざる 生涯 を 以て 終れり とい ふ。 

第七卷 解題 七 頁 第 九お 第五 九 六. 六 〇八 • 六 二三 號 第 十一 卷四三 〇• 四；： ニー！ 頁 

ノ 

グ 

野 口 直 之 允  . 

肥 後^  士 なり。 嘉、 水 六 年 十二月 宮部 藏 と共に r 秋に 松 陰を訪 ひ、 滞在 數 ：！：、 相携 へて 江戶 

に 赴く。 蓋し これより 先き、 同年 十 一 月 初；？、 野 口 は 他の 藩 壬と 共に、 長 崎よりの 途 

立 寄れる 松 陰と 面談し、 何事 か 重大なる 決意 を 以て 三人 江戶に 下る ことと なりし なり。 、江 

戶に 於て 諸 藩の 志士と 交りし こと は 想像 せらる る も、 翌年 三月 松 陰 Fralc;ib の 敗らり て^^„§； 

に投ぜ られ、 野 口の 消 ， wo 亦 絶 ゆ。 

第 八卷第 一 〇〇 號 第 十卷四  一一 • 四 二 j 了 四 一八 頁 

野 村 和 作  . 

後の 子^ 野 村靖、 通稱和 作、 後靖之 助と いひ、 字 は 子 共 又は" 共、 號を 欲，^ ヅ、 は 香 夢お 主 
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とい ふ。 父 は嘉傳 次と- ムひ長 州 燕の 輕卒 なり。 一 K 保 十三 年 八月 萩 土 原に 生， る、 入江 杉藏の 

弟な り。 安政 三年 十五 歳に して 父 を 喪 ふ。 翌 十六 歳の 冬 松 陰の 門に 入り、 特に 名 を 知らる 

る 程の こと もなかり しが、 剛强發 逸なる その 性格 は 危地 を：^ むに 火^なる により、 安政 五 

年末 松 陰の 大原西 下策に 密使と なりて 京都に 奔走した るも果 さず して 家 W となる。 .^.v で 

翌年 一 一月 一 一十 四日 兄に 代りて 單 身伏兒 要 ii^ 策に 赴き、 事 成らず して 翌， 月 二十 三日 3 お倉 猫に 

投ぜら る。 これより 先き、 兄 も 事に 連れる を 以て 入獄 を 命ぜら る。 ここに 於て 松 陰と 書簡 

を 往復し、 死生の 工夫に 心 膽を鍊 り 大いに 勉學 す。 萬延 元年？^ 三月 兄と 共に 放免 せらる。 

その後 京 武の間 を往來 して 國 事に 奔走し、 文久ー 一年 長 井雅樂 要撃 策に 加 はりし が 事 成らず" 

同 十 一 月 土屋蕭 海と 共に 熊 本に 使す、 同 卜 二月 江戶 に^りて 同志と 共に 御殿山 英 館を燒 く- 

翌年 正月 攘夷 血盟 書に 署名す。 同月 (蘇 PIS 『七 霜) 吉田松 陰に 從學し 尊 S の 正義 を辨 知し、 

志行嘉 すべき を 以て 士 班に 列せ しめらる。 五月 馬關に 赴き 夾船を 砲撃す。 その 後久 坂と 共 

に 上京し、 周旋に 力めた る も 形勢 意の 如くなら ず、 遂に 元 治 元年 禁 門の 變 となり、 兄 入江 

杉藏 これに 死す。 爾来^ 內內 ：.「" 戰に又 四 境戰爭 に、 厘-' 御 桐隊を 率ゐて 各地に 轉戰 す。 明 

治元年には^^政に參與し、 二 年 三年に は 脫隊騷 動 を鎭靜 して 功 あり、 四 年宮. s: 大，^ • となり 


次いで 外務 大書 記、 同年 末 岩 倉 大使 一行に 隨 ひて 歐 米諸國 に 出張し、 六年歸 朝。 その後 神 

奈川縣 令、 驛遞 總監、 遞信 次官に 任し、 明治 二十 年 子爵 を 授けら る。 二十 四 年駐佛 特命 

全權 公使 兼 葡萄牙. 西班牙 駐剳 公使、 二十 七 年內務 大臣、 二十 丸 年遞信 大臣と なり、 三十 

三年 柩密 顧問 官 ともなりたり。 四十 年 富 美宮. 泰宮 兩內 親王 御 養育 掛長 仰 付けられ、 四十 

二 年 j 月 歿す、 享年 六十 八。 生前 特^ を 以て 正 二位 動 一等に 叙 せらる。 遣 言に 依り i 骨 を 

世 田 谷 松 陰 神社の 祭： 域に^ _ ^す。 

第 六 卷已未 文 稿 屮多數 第九卷 第三 六 七 • 三 六 八 • 四 一六 • 四 二三 • 五一 七 • 五 二 九 • 五三 〇 • 五 

三 二  • 五三 七. 五三九. 五 四 四. 五 四. K  • 五 五三— 五 五 五 丄 ハニー 號 第 十； 卷 一八 一一 了 一九 五 • 

ニニ 六 • 二三 七 • 三 二 七 • 三 三  一 • 三 三 二 • 三 八 四 W 

橋 本左內 

名 は 綱紀、 字 は， W 綱、 號 を：：^ 又は 黎園 或は 樓花 晴輝樓 とい ふ。 家 は 世々 越 前 福 井 it の醫 

たり、 天 保 五 年生る。 十-: ハ歲笼 を 食 ひて 京攝の 間に 遊び、 方洪 庵の 門に 入りて 醫を學 ぶ。 
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安政 元年 江戶 の 坪井；！：^^^-及び杉田成卿 に從學、 翌年 藩主 松 平慶永 に 描で ら わ て 翳 員の 籍を 

削り 御 書院 番に 列し、 重ねて、 江戶に 遊學を 命ぜら る。 三年：^ 國 して^の 學務 を.^ り、 文武 

二道 を 輿す。 四 年 二十 四 歳に して-漆 校學監 心得と なり、 ^に洋書？.^::學所を^く。  政 五 年 

會.^ 將軍 繼嗣の 問題 起り、 又 條約勑 許の 事 決せず、 藩主 左內を 肱と して 江 戶 • 京都に 奔 

走し、 當時 列^ を 代表す る 志士 中の 一 異彩たり。 その 一 橋慶喜を繼嗣とするの^^1は朝慕^ 

藩に 多くの 共鳴者 あり、 左內勞 して 效 ありし も、 井伊直弼 大老に 任ぜられて 全く 水泡に お 

し、 剩へ 同年 十月 捕 はれて 親戚； W けと なり、 翌六年 十月 江 戶獄に if がれ、 卜 月 七 H 死刑に 

處 せら. る、 享年 二十 六。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰 は江戶 獄中に て 左內の 人物 を 聞き、 一 面識な きを 惜しめり。 然れ ども 左內 より 松 陰に 

贈れる 詩 あれば、 獄中 互に 或は 書信の 往復 をな せ しゃも 知る ベ からず。 

第 七 卷三ニ 九 頁 第 九 卷第六 ニニ 號 

長 谷川 宗右衞 門 附速水 

初の 名 は 秀芳、 後に 秀驢 と改 む、 字 は 邦 傑、 號 を峻阜 とい ふ、 高 松 藩士な り、 享和 三年 生 


る。 幼に して 林元硕 . 堤 閃 林の 門に 學び、 旁ら 武技 を修 む。 弱冠 四方に 遊び 天下の 士と交 

る。 文政. 年 封を栘 すのこと に 端を發 し、 藩主 松 平 頼恕と 世子 賴 胤の 間に 紛転を 生ずる や、 

決死 忠諫、 奔走 周旋よ く 事を理 め、 その後 弘化 元年 水戶 藩の ことに 就き 藩主 賴息關 係し、 

齊昭 幽閉 せらる るの こと 起る や、 忠諫 至らざる なかり しも 聽 かれず、 安政 四 年 高 松に： W 居 

を 命ぜら る。 五年條 約：^ 許の ことに 關し 時事 切迫す るに 至る や、 亡命して 京都に 人り、 舊 

知 梁 川 • 梅 田 • 賴 • 僧 忍 向 等と 天. 下の 事 を 謀り、 信 濃に 入り江 戶に 赴く。 日 下部 伊三次 • 

勝 野豐作 等と 議 して 水 戶に 行かん とす。 會.' 日 下部 捕 へられ 勝 野 微かに 免 かる。 宗右衞 門 

は單身 水戶に 入りて 潜伏す。 この頃 幕府 及び 藩の 拽索嚴 しく、 遂に 京都に 上り 大阪に 出で 

て 藩邸に 自首す。 その子 速 水 亦 拙 へられ、 父子 前後して 江 戶傳馬 町の 獄に 送られ、 十月 無 

期 幽囚の 申 渡し あり、 高 松の 獄に繁 がる。 文 久ニ年 十一月 朝 命に より 免 さる。 その後、 江戶 

叉 は 44 戶ニ 於て 水戶 . 高松兩 藩の 積 怨を釋 くに 力 を 致し、 元 治 元年 漸く 奵を復 する こと を 

得たり。 その後 幕府の 長 州 征伐、 大政奉還 等に 聯關 して 俗論に 杭しつつ 藩の 正議を 維持す 

るに 努め、 投獄の：^ を受 く、 明治 二 年 また 免 さる。 三年 九月 二日 病に 摧り、 再び 起つ 能 は 

ざる を 感じ、 宮 闕を拜 して 死 せんこと を 願 ひ、 病 を 推して 上船し、 舞子 濱に^ 泊 中二 十五 
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£ 十四 

日歿 十、 享年 六十 八。 明治 三十 一 年 正 位 を 贈らる。 

その 次男 速 水、 名は秀 雄、 天 保 五 年生る。 十五 歳に して 世子に 近侍たり。 はやくより 父. J 一 

右衛門 の 忠諫 容れら れ ざ る を 見て、 水戶^ その 他 特に 薩藩 の 有志と 交り こ れを 助けん とす。 

安政 五 年屛居 中の 父 亡命す る や、 速 水 亦 高 松に 屛居 せしめら る。 然れ ども 亡命の 父 を助ナ 

て國 事に 盡 さんと する 心 匕まず、 遂に また 亡命して 江戶に 入り 水戶 に^ 伏し、 V 月 父 こ t 

りて 罪に 坐 せんとて 自首す。 然るに 父 も 亦 自首し、 共に 江戶に 送られ、 博 馬 町の 獄に繁 が 

る。 十月 高 松の 獄に 移され、 萬延 元年 八月. 日 血を^きて 歿す。 享年 二十 五。 0- 治 三.：. -.1、 

年 正 五位 を 贈らる。  . 

松 陰 は 安政 六 年 江 戶獄に 於て、 護史 林立の 間に 宗 右衛門と 見え、 「寧ろ ：+; となりて 碎 くる 

とも、 瓦と なりて 全 かるな かれ」 と獨 語す る ものの 如く 敎 へられ、 又 詩 を 贈らる。 速 水と 

は 二 衝月餘 同居 中、 爲 めに 親しく 蒸陶 せりと 云 ふ。 

第 七重 二八 頁 第九卷第 五 九 八 • 五 九九 • 六 〇〇 • 六 〇 二  •  i  • 六 一八 • 六 二 〇 • 六 二  i 

林 藤 橘 


名 は 道 一、 別名 庄 (莊) 林道 一と 云 ふ、 紫 海と 號す、 筑 前の 隱士。 拳法の 達人に して 害 一 を 善 

く 十。 安政 二 年 荻に 來り、 ar 松 陰の 兄 を 通じて 獄中の 松 陰 を 慰問し、 又 子 路の像 を畫き 

て 贈る。 松 陰亦爲 めに 贈る 詩 あり。 秋^1^{敦之助及び月性と友とし善く、 阿 月に 在りて 率 法 

を 指南せ る 事 あり。 又 松 陰の 讀 書中 同人の 著書 漂流 記 あり。 

第 四 卷四三 • 四六 • 七 一 頁 第 七卷ニ 1!〇 頁 

林 ij 扑人 附籠之 進 

名 は.^ 14 一- 又は ts、 字 は不逮 叉は敏 公、 百 非と 號す、 刖に大 平 山人 • 如是 • 百是 • 三 寶道人 

等の 號 あり、 畏松齋 は書齋 の雅號 ならん。 長 藩士な り。 周 防 三 田 尻 莊原養 安の 次男、 寬政 

八 年生る。 藩士 林 氏 を^ぎ て 萩に 移る。 松 陰の 養 祖父 他三郞 及び 石津新 右衛門に 就き 山 鹿 

流 兵學の 奥義 を 究め、 文學は 吉武節 齋を師 とし、 後獨學 して 精 を 究め、 ^學 の都講 に准ぜ 

らる。 畫は矢 野 普 山に 學び、 工夫 研究 を 重ねて 長 州 南畫の 巨擘たり。 その他 詩 • 書 *茶* 

篆刻 •  ？脾學 等通ぜ ざる 所な し。 弘化四年家^^を長子壽之進に譲りて脫俗枯^の餘生を奴し 

む。 嘉永四 年 十二月 二 卜セ日 歿す、 享年 五十六。 

關 系ん.^ 略 .  四 七 五 
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松 陰 は 幼に して 吉田氏 を 機ぎ たる を 以て、 林 等 は 後 a 人となり、 明^ 叫兵學 場の 敎授を 代 

理し、 又 松 陰の 教育に も 力 を 致せり。 殊に 弘化 三年に は 松 陰 を 自宅に 寓 せしめて 指導し、 

弘化四 年大星 Hz 錄の 免許 を、 嘉、 水 四 年 正月 三重 極秘 傳を 返俾 す。 

その子 壽之 進、 名 は 有聲、 松 陰の 兵 學門ド なり。 嘉、 水 四 竿 江 戶遊學 中 松 陰と」 父り、 そり 東 

北 遊の ため 亡命す るの 非を责 む。 彼れ は 又 歌人と して 知らる。 

第一 卷 ニー 一三 • 一  七三 頁 第四卷 一九 0 頁 第八卷 第； 九 • 五六號 第 十お 一；： 七. m 第 十； や 四 
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葉 山佐內 附野內 

名 は 高 行、 號を錢 軒と いふ、 平戶 藩の 家老 職な り。 十七 歳 江戶に 出で、 化 膝 了 織の 門に 人 

り、 後 藩主の 傅と なる。 安政 二 年 著 はせ る 「儲 保 軌鑑」 は 主 世子に 獻 じたる ものなる が. 

ー齋 これ を 推賞す。 萬延 元年 驚に 從 ひて 江 戶に 赴き 執政の 要職に 權 でら る。 元 治 元年 四月 

二十 一 日 歿す、 享年 六十 餘。  ， 

その 摘 子 野內、 名 は 高尙。 嘉永ニ 年 小納戶 頭と して 世子に 隨 ひて 江戶に り、 安政 二 


子の 近侍 頭と なり、 文 久以來 藩主の 命 を 受けて 國 事に 周：^ し、 慶應四 年に は 側 用人に して 

旗假 支配の 要職に 在り、 明治 二 年 同藩の 權大參 事たり。 四 年 四月^して 舊^ 主の 家令 心得 

となり、 七 fe- 隱き す。 

松 陰 は 師林百 非が 友人 伊藤 靜齋 より 佐內の 人となり を 聞きて 從學 せんこと を 希望 勸吿 せる 

により、 遂に 嘉永 三年 平戶 に遊學 し、 特に 多く この 人の 家を訪 ひて、 書 を 借り、 又 敎を受 

く、 最も その 人物に 推服せ り。 この 後 も 書信の 柱 復を績 けたり。 ^年 江戶に 於て、 佐內の 

紹介に より、 その子 野 內に會 ひ 詩文 を 以て 交れり。 

第； 卷； 八 六 •： 八 八 頁 第二 卷ー 〇 四 • 一  四. 一 ケ 第四卷 一； 四 n 良 第 八卷第 六， ニー  ニー 六號 

第 十卷ー r 四 以下 •  〇〇 • 一  〇 三 • 一  〇 五 頁 第 十 - 卷ニ 四ん _m 以ド 

原 田太郞 

安政 五 年 松 下 村 塾に 在りし 門人に して、 四 H: に は 須：！ ^ぶ H 英 館に 派遣せられ たる 塾生の 一人 

なれ ども、 經歷 不明な り。 

第五 卷 一 ニー 頁 第六卷  一二 六 頁 第 七卷ニ  gl〇： 負 第ん 卷 第三 一 五號 
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匕 

平 島 武次郞 

備 中の 志士に して 梅 田 雲濱の 門人な り。 安政 六 年 正月、 大髙 叉次郞 と共に 萩に 來 りて 義舉 

のこと を 謀らん とせる も、 藩府 寧ろ 敬遠して 去らし む。 松 陰門 下の 入江 • 野 村 等 密かに 謀 

ると ころ あり、 伏 見 要駕策 ここに^, £ す。 その 傅 未だ 明かなら ず。 

第五 卷四四 八 頁 第 六 卷九三 •  二 二三 頁 第 凡 卷第四 ハ •  SIE〇 • 四 五：：； 號 

平 田 新 右衛門 ， 

名 は淳、 字 は 子 厚、 浩 溪と號 す、 長 藩士 平 B 與兵衞 の. チ なり。 明， 描 に 入り、 山縣太 if 

に從學 して 秀才の 眷 あり、 經子百 家に 通ず。 後に 安積！^ 齋 そのよく 書 を 解す る を 見て、 推 

すに 當 今の 學士中 第一 を 以てすと いふ。 藩主 齊廣の 近侍たり。 嘉永 三年 明 倫 館 學頭座 御用 

取 計 を 命ぜられ、 後 願に 依り 職 を 解かれて 單に敎 論と なり、 五 年まで 在職、 後退き て帷を 

自宅に 垂れて 敎ふ。 當時藩 學は朱 子 學に轉 じたる も、 ..：：： らは 最も， 伥： W 學を 喜ぶ。 明治 十二 


年 五月七日 歿す、 享年 八十 四。 ， 

松 陰 は 少年の 頃 この 人より^ 文學に 就きて 敎を 受けたり。 

第二 卷ニ六 頁 第五 卷四五 〇 頁 第 十一 卷 一三 七 頁 

弘忠贞 

通 稱勝之 助、 號を東 明と いふ。 嘉永六 年 米 艦 賀に來 る や^ 命に よりて 警衛の 任に 赴く、 

後諸國 を遊歷 して 劍技 を修 む。 安政 五 年の 初め 松 下 村 塾に 人り しもの の 如く、 八月 兵學鬥 

下 ともなれ り。 文久 元年 兵^ 出衞の 軍に 加 はり、 翌年より 京都に 於て 尊壤 のこと に 奔走す。 

文久 三年 五月 馬關に 於け る 外 艦砲 if の 際 は 久坂玄 端 等と 共に 京都より 下る。 八月 朝議 一 變 

後 は兵寐 に隱れ て探侦 す。 翌元治 元年 四月 京都に 入り、 七月 禁 門の 變 となる や. Ri^ せし も 

及ばず、 鷹 司 邸に て 屠 腹す、 享年 二十 八。 明治 二 卜 四 年 正； 九 位 を 贈らる。 

第五 卷  一 一 二 頁 第 十 一 卷 四 ニニ 頁  ■ 

フ 

關係 人物 略 1^  四 七 九 


關係 人物 略^  四 八 〇 

深 栖多門 

字 は 幹、 名 は 守衞义 は信貞 ともい ひし こと あり、 長 藩士な り。 天 保 十三 年 松 陰 等と 共に 玉 

木の 松 下 村 塾に 學ぶ。 (姊鍵 lip) 弘化ニ 年 三月 松 陰 S 兵學 門下と なり、 嘉永 元年 中 明 倫 館 

にて 松 陰の 教場に も 出で たり。 嘉永ニ 年 明 倫 都講 となる。 松 陰よりも 年畏 にして、 嘉. 水 

三年 頃 松 陰の 文 を 添削した る もの 存す。 四 年 江 戶遊學 中 も 交り たれ ども、 そのめ の 交涉な 

かりし が 如し。 幕末の！： 事に 勒め、 御 親 兵 第一 中隊 司ん リ たり。 明治 元年 越後に 轉戰 し、 九 

月 五日 傷き て 死す。 大正 四年從 五位 を 贈らる。 

第 八卷第 一九二 ニ六號 第 十一 卷* 四 一 五 頁 

福 川 単 之 助  ， 

名 は 縮、 字 は 守 約、 萩 野山獄 の司獄 なり、 安政 元年 十月 松 陰江戶 より 野 山獄に 送らる る や、 

その 言行 を視 て、 その 人格 を 崇敬し、 翌年遂に^^高橋藤之進と共に^^子の禮を執るに至るリ 

松 陰が 獄中に 在りて 讀書 著述 教育の 事に 力 を專ら にし 得た る は、 この 司 獄が隱 約の 間に 示 

せる 好意に よる こと 少なし とせず。 松 陰 は 後 安政 五 年末 再び 獄に 入り、 翌年 五月 東 送の 命 


あり、 犀 之 助 獨斷を 以て、 出發の 前夜 卽ち 五月 二十四日 實家杉 氏に 歸 らしめ、 家族 門人 等 

に吿 別せ しむ。 後 この 事 を 以て 萬延 元年 十月 遠慮 申附 けらる。 

第 四 卷五五 • 八 五 *九〇 頁 笫八卷 第一 五九號 第 九 卷第四 ニ九號 第 十一 卷 一七 以下 • 八  一， 二 

一 〇 . 1 一一 八 七 頁 

福 原淸介 

名 は 公亮、 號を周 峰と いふ、 長 藩士な り。 松 陰 明 倫 館 在職 中の 兵學 門下に て、 嘉永四 年 三 

月 H 錄傳 授を受 く。 その後 は 松 陰と 友人 關係を 結べる が 如し。 次いで 郡 司 千左衞 門に 砲術 

を學 ぶ。 後 水 軍の 先鋒 隊に 編入せられ、 海防の 事に 從ふ。 安政 三年 四月 相 校に 出 戌し、 且 

つ 幕 士ド曾 根 金 三郞に 就き 砲術 を修 む、 ！§:年また^t命にょり長崎にて蘭人 へ ル ス に 就き 兵 

術の 傳習 を受 く。 五 年 八月 山 田 亦 介と 共に 京都に 上り、 ：！ 小路 侍從の 邸に 出入し、 又， 梁 n 

星巖 等と も 交り、 國事を 論ず。 萬延 元年 萩に て洋船 製造、 大藥 大砲 製造の 事 ある や、 これ 

を 監督し、 文久 ニ年英 人より 汽船 を、 翌年 帆船 を 購入す るの 衝に當 る。 同年 馬關に 於て 外 

艦砲 擊の際 は 右 帆船に 乘 りて 活動せ り。 その後 も 藩の 海軍の 事 を 司りし が、 維新 後實 業界 

關係 入物 略傳  四 八 一 
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に 入りて 失敗し、 神官と なりて 厘.' 轉じ、 和，：！^ 國大島 神社 宮司 を 以て 終る。 歿年 未詳。 

第 四卷三 一四 頁 第五 卷ニ 一八 •  二  ニー  ニー 二 一 一一 頁 第九卷 第三 〇四* 三 四四號 笫 十一 卷四 〇 四 
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鲁 

福 原 叉四郞  •  • 

後 通稱叉 市に 改む、 名 は 利實、 字 は 去 華、 長 藩士な り。 松 陰の 友來原 良藏の 甥に して、 松 

陰の 門に 入りし は 安政 五 年な り。 「福 原 は 外 優柔に 似て 而も 智を 以て 之れ を 足す、 ：：： 其 

の 頑固 自ら 是 とする 處は、 子 構 (I) 及ばざる なり」 と 松 陰 は 評せり。 間 部 老中 要擊 策に 加 

はり、 叉 松 陰 再 投獄のと き 罪名 問題に よりて 家囚 となれ る 一 人な り。 松 陰 東 送 後 は 久坂玄 

瑞 等の 指導 を 受け、 文久 元年 末の 「一 燈錢申 合」 にも 參加 せり。 これより 先き、 ^命に 依 

り萬延 元年 海軍 所 運用 科に 入り、 その後 暫く 動靜 明かなら ざる も、 文久 三年 三月 賀茂社 行 

幸の 警衛 員 中に 加 へられたり。 長 井 雅樂と 親類なる を 以て 雅樂 切腹の 時 介錯せ り。 明治 年 

間に 生存せ る も歿年 その他 未詳。 

第五 卷三 ニー  頁 以下 第六卷  一二 五 • 一八 八 •  二三 二 頁 第九卷 第三 二 六 • 六  一二 號 第 十一 卷 一 


藤 井 藍 田 

名 は德、 字 は 伯恭、 幼名 は 平三郞 とい ひ、 後に 卯 右衛門 叉 は 平左衞 門と 改む、 梅 軒. 藍 田. 

獨鶴 $2- は その 號 なり。 大阪の 商家 綿屋 某の 子 なれ ども、 十五 歲田能 村 竹 S に 就きて 畫を學 

び、 次いで 書 を 八 木巽處 に、 詩 を 廣瀨淡 窓に 學ぶ。 後家 を： f 男に 譲り 文人墨客 義人 烈士と 

交り、 又 諸方 を遊歷 す。 安政 六 年 获に來 り、 土 屋蕭海 を 通じて 松 陰に 詩 を 贈り、 义五月 東 

途前 にも 扇 面に ゑが きて 贈る。 松 陰 は 詩 を 以て その Si: 意 を 謝 じ、 且つ その 一 を 入江 杉藏に 

贈り、 他の 一 を 自ら 携へ て 江戸に 下れり。 藍 田 は その後 も 長 州に 來り 滞在 三年- 娃小 五郎 

等と は 親交 ありし とい ふ。 慶應 元年 五月 大阪の 自邸に 在り、 壬 生の 浪士に 縛せられ 獄に繁 

がれし が、 間 五月 十二 日 歿せり、 享年 五十。 大正三年正4^:|位を贈らる。 

第 六 卷ー五 九 頁 第七卷 二八 四 頁 第 九 卷第六 二 〇 號 第 十一 卷 一八 〇• 二 〇七頁 

籐川 於莬馬 (岡 村 閑 翁) 

關係 人物 略傳  四 八  一二 


關係 人物 略傳  四, い 

逋稱 於蔡馬 叉は定 一一 ヨ！ 5 職)、 名 は 正 尹、 字 は 子 文、 閑 堂と 號し、 大和 郡 山の 儒官 冬 齋の子 

なり。 後则生 藩の 岡 村 氏 を 冒し、 通稱 三、 名 は 達、 字 は 仲 章と 改め、 晚年閣 翁と 號し、 

別に 士章. 友 月と 稱す。 森 田 節齋の 門人な り。 明治維新の 際 柳 生 藩 權大參 事と なり、 後官 

を 退きて 育英に 從 事し、 大正 八 年 歿す、 享年 九十 三。 • 

检陰は 嘉永六 年 五月 四日、 節齋の 紹介に より 郡 山に 於て 會談 せり。 

第 十 卷三六 九 頁  .  . 

• 藤 澤東眩 

名 は 浦、 字 は 元發、 昌 藏と稱 す、 讃岐 安原の 人。 中 山城 山に 從 ひて 徂徠 學を受 く。 後大阪 

に 出で て 私塾 を營 む。 尼 崎 燕の 賓師 たり。 元 治 元年 將軍家 茂に 謁す。 同年 十二月 十六 日歿 

す、 享年 七十 一 。 

松 陰 は 嘉永六 年 四月、 森 田 節齋に 紹介 せられて 訪問す。 

第十卷 n 一六 三 頁  • 


藤 野 荒次郞 

名は義 利、 長 藩士な り。 安政 四 年 九月 松 陰の 兵學 門下と なり、 その後 も 松 下 村 塾に 在りし 

ものの 如く、 翌年 十二月 松 陰の 投獄 別 筵に も 侍せり。 後久 坂玄 端の 指導 を 受け たれ ども、 

その後の 履歷 明かなら ず。 

第 十一 卷 一九二， 二三 四 • 四 二 一  頁 

名 は 守 mr 豐浦山 機と 號す、 長 門國淸 末の 人、 陽 明學^ なり。 壯年 落魄して 近 江 大津に 客 

居し、 寺子屋 師ー として 口 を 糊す。 嘉永六 年 外交問題 起り てより 諸 公卿に 出入し、 密かに 

皇室の 中興 を圖 る。 常に； 大朝乂 は 毛 利 氏の ために 死す る を 以て 己が 死所な りと 言 へ り。. 小 

國剛藏 . 中 谷正亮 • 久坂 玄瑞等 京都に 行き その 人 を 見て 松 陰に 推赏 せり。 安政 五 年 九月 そ 

の 著 「道化 狂 畫考」 「井： S 錄」 を 松陰讀 みて 犬い に 感じ、 これ を 家老 ハ：^ 田彈 正に 贈り、 藩 

より 扶持 を 給 せらるべき ±： 建言す。 六 年 正月 淸藏 に來 り、 松 陰 及び 門人 等と 事 を 謀らん 

とせし も實 現す るに 至らず して 終る。 文 久ニ年 春 京都に 移り、 久坂 玄瑞. 入江 九 一等の 倚 

關係 人物 略； 四 八 五 
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頼す る 所と なる。 同年 秋 萩に 歸り、 頓に 病みて 繪堂 村に 客死す、 享年 六十 餘。 明治 二十 四 

年 從四位 を 贈らる。 

第五 卷ニ四 六 •  二 四 七 • 四 三 六 頁 第 九 卷第四 六 三 • 四 六 九！^ 

堀 達 之 助 

長 崎 人、 阿蘭陀 通 詞中山 作 三郞の 五男、 文政 六 年生る。 幼に して 譯司堀 政 信に 養 はる。 家 

學を 承け 蘭 語に 通達し、 江戸に 出で 米 艦 渡 來の際 通譯の 任に 當り功 あり。 安政 元年 下田 在 

勤 中、 外人の 交易 願書の 處置 獨斷に 失した る廉 により 江戶獄 に投ぜ られ、 在囚五 年に 及ぶ リ 

時 恰も 松 陰と 獄を 同じく する こと 前後 ニ囘、 互に 文通 あり、 且つ 好意 を 寄せたり。 後出で 

て 蕃書 調 所の 教授と なる。 萬延 元年 久坂 玄瑞 この 人に 敎を受 く。 文久の S ぶ夹語 辭典 を 著 は 

す。 明治維新の 後 開拓 使大主 典に 任ぜられ、 五年辭 して 長 崎に 歸 臥す。 二十 五 年 大阪に 移 

り、 二十 七 年 歿す、 享年 七十 一 。 

第九卷 第五 九 六 .六〇  一 • 六 一 七 • 六 二 〇丄ハ 二三， 號 


堀江 克之助 

號を 無名と いふ、 久保善 助 は 一時の 變名 なり。 水戶 藩の 鄕士。 幼より 學を 修め 武を 練る。 

後藤田 東 湖 • 武田 耕雲齋 その他の 門に 出入して 知遇 を受 く。 嘉永六 年以來 諸方に 奔走す。 

し C だ 

安政 四 年 米國總 領事 ハリス 江戶 城に 於て 將 軍に 謁すべき 由 を傳閜 し、 蓮 田東藏 • 信 田 仁 十 

郞と 謀り、 途 にこれ を要擊 せんとす。 藩府 これ を 探知し 追跡 捕縛す。 後に 幕府に 自首し、 

十一 一月 傳馬 町の 獄に繁 がる。 蓮 田 • 信 田 は 翌年 正月 • 五月 それ-^ 獄中に 病死す。 松 陰 は 

六 年 七月より 十月まで 同獄に 在り、 堀江と は 殊に 親交 あり、 往復 文書 最も 多し。 後赦 され 

て 江戶に 在り、 文久 元年 高 輪 東 蟬寺觀 擎に加 はり、 又 捕 へられて 江戶獄 に投ぜ られ、 次い 

で 水 戶獄に 移され、 維新の 初め 特赦の 恩命に 接し、 出で て 水戶に 閑居す。 明治 四 年 二月 歿 

す、 享年 六十 二。 明治 四十 四年從 五位 を 贈らる。 

笫七卷 三 二 五 頁 以下 第 九 卷笫五 九七號 以下 多数 

マ 
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前 田 孫 右衛門 

名 は 利濟、 字 は 致 遠、 陸 山と 號す、 長 藩士な り。 祿 七十 三 石餘を 食む.。 嘉永 元年 武具 方 

頭 人となり、 後數職 を經て 安政 三年 當職 手元 役と なり 郡 奉行 を 兼ぬ。 萬延 元年 用談 役に 轉 

じ、 直 nH 付と なり、 文久 三年 用談 役に 復す。 藩主の 信頼 特に 篤く 獻替 する 所 亦 多し。 元ュ S 

元年 禁 門の 變 及び 四國 聯合 艦隊の 馬 關來襲 あり、 共に 長^ 利 あらず、 前 田 等 要 蛾に 在りし 

を 以て 忌まれ、 恭順 派の ため 野山獄 に投ぜ られ、 その 十二月 十八：！： 斬らる、 享年 四 十七り 

野 山 十 一 烈士の 一 人な り。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰 は 常に 前 田の 理解と 同情と を 得、 激論 抗議と 雖も よく 採るべき は容 るるの 雅量に 推服 

し、 我が 邦の 樂 正子な りと 評せし こと あり。 安政 五 年の 間 部 老中 要 擊策を 是認した る は^ 

府首腦 中 この 人 ありし のみな り。 松 陰 投獄の 前後 大いに 居 中 周旋し、 その 歿後 高 杉. 久坂 

等 松 下 塾 徒と 交り、 文久 元年 末の 「.ー 燈錢申 合」 に參 加せ る を 以てしても、 松 陰 及び その 

門下との 關係を 想像す るに 足らん。 

第五 卷 一八 九 •  二 五六 • 四 四 九 頁 第. 一 ハ卷 一九 〇 •  二  ？！ 一 頁 第 九卷第 n ニー： 七 こ 一二 一 一八 二！ 一八 五， 

四 一 〇*四ー 六 丄ハ〇 三號 第 十一 卷ニ 〇 八 頁 


孫 助 

周 防 國都濃 郡 富 岡 村 字 小 畑 (is.f^) の 農夫な り、 文政 六 年生る。 後 萩に 出で、 安政 六 年 一二 

十七 歳の 時 (liMJO 野山獄 獄卒たり。 松 陰 入獄の 際 は 好 遇 他 囚と異 り、 寒疾に 罹りし 時の 

如き 特に 心 を 用 ひたりと 云 ふ。 「ほ に  一 丁字な し、 而も "五" れを視 る こと 他 囚と異 り、 頗る 

吾が 黨の 事に 感ずる 者に 似たり：. -…」 と は 松 陰の 評な り。 然れ ども 瑣事 を 以て 人と 爭 ふの 

癖 あり、 爲 めに 同 衆の 恨を受 く。 松 陰 これが 爲 めに 庇護せ し 事 あり。 孫 助 この 年 萩 松 本 村 

輕卒白 石文 右衛門の 養子と なる。 孫 助の 自記に、 同年 五月 松 陰の 命に より 京都に 使せ し 事 

ありと 云へ り。 晚年 また 故鄉に り 佐 古 姓 を 冒す。 明治 三十 六 年 八十 一歳な りし 事 は 知ら 

るれ ども その後の こと 詳 かならず。 

第六卷 五六， 六 五 • 七 五 • 二三 五 頁 第 九 卷第四 四 一 • 四 五 七 • 四 六 八. 四 八 三 • 四 九 八 • 五一 C, 

五 一 四號 

正木 返藏  ，  ， 

長 州 藩士 正木 某の 三男、 幼時 佐 伯 家 を 冒せし 事 あり。 弘化 三年 生れ、 安政 五 年 十三 歲 にし 
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て 松 陰に 師事す。 元 治 元年 藩 世子の 小姓 役と して 機密の 事に 與り、 正義 派と 策應 す。 慶應 

元年 恭順 黨排擊 の 運動に 加 はり、 所謂 三 笠屋會 議員に 名 を 列す。 維新 前後 國 事に 奔走す。 

明治 四 年英國 留學、 同 七 年 歸朝後 工業 教育に 從 事し、 同 九 年 再び 英國 出張、 同 十  一 二 年顷 

ひ、) 文豪 ス テ イヴ ンソ ン に會 し、 先師 松 陰の 事 m を述 ぶ。 ス 氏の 著 

r 吉田寅 次郞」 卽ち これな り。 明治 十四 年 歸朝後 東京 職 H 學校 長に 任ぜられ、 後 外務省に 

奉職し、 明治 二十 四 年 ハワイ 總 領事と なり、 二十 六 年 官界 を 退き、 二十 九 年 歿す、 享年 五 

十 一 。 生前 正 五位に 叙 せらる。 

第 十二 卷ニ 〇 九 頁 

ましの  • 

增野德 民 

やましろ に 

名 は 乾、 字 は 德民叉 は 無咎、 周 防 山 代 (IW 職 i) の醫 家に 生る。 德 民の 幼少 時 は 知る に 由な 

きも、 安政 三年 十五 歳の 十月 一 日 笈を負 ひて 松 陰の 幽居た る 杉 氏に 寓し松 陰に 師事す。 士：！ 

田 榮太郞 • 松 浦 松 洞と 共に 三 無 生の 一人に して 松 下 村 塾の 造 立に 協力し、 常に 專精讀 書し、 

家業 を繼 がんと す。 時々 歸省 せる こと あれ ども、 松 陰に 師事す る 事 最も 久しき 一 人な り。 


その 鎮密 にして 精勵 なる 性格 を 愛せら る。 松 陰 入獄 後 は藩醫 岡田以 伯に 學 びつつ、 松 陰の 

命 を 受けて、 品 川 彌ニ郞 等と 奔走したり。 萬延 元年 頃 は 主として 久坂 玄瑞， の 指導 を 受けて 

國 事に 活動せ る も、 惜しむ らく は 文 久ニ年 三月 五日 捕 へられて 山 代に 送還、 父の 嚴に 禁ず 

る ありて 遂に 出 づる能 はず。 維新 後 は 山間の 一 醫師 として 世に立ち しも、 常に 恩師 同門に 

背ける を 思 ひて 奴し まず。 明治 十 年 五月 二十： a 歿す、 享年 三十 六。  ， 

第 四 卷三三 五 ニー！ 三 八 頁 第 六卷ー 〇.一ハ •  一二 五 • 一  九 三 頁 第七卷 一六 六 • 一  七三 • 一  八 八 • 一 

九 二 頁 第九卷 第三 八  一一 了 四 三六號 以下. 六  一二 號 第 十一 卷四ー 以下 • 八 七 以下 • 一  〇 五 以下， 

一 五 九 • 一  六 七 以下 • 二 〇 二  • ニニ 七 頁 

ま じ ま 

號は 北；？ T 十六 七 歳の 時、 松 陰門 下と なりし 由 「松 下 村 塾 零 話」 中に 見 ゆ。 これ は 安政 四 

年末な らん。 翌年 九月 瀧彌太 郞と須 佐に 赴け る こと 知らる。 文久の 頃まで 國 事に 奔走せ し 

が、 同 三年より 获に歸 り 晩成 堂なる 澳學 塾を營 み、 明治 四 年迄敎 へたり。 後 東京に 出で 明 

治 三十 八 年 十 一 月 歿す、 享年 六十 六。 
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第 九 卷第さ 六ニ號 第 十一 卷 五三 頁 笫 十二 卷 一九 五 _ 良 

馬 島甫仙 

名 は 光昭 又は 光豊 リ通稱 は 誠 一郎、 樗 1^ • 樱 山と 號す。 家 世々 醫 なり。 安政 四 年 十四 歳の 

時 松 下 村 塾に 入り、 稚心 未だ 去らざる も 書を讀 むこと 極めて 敏、 「塾 中 第一流」 の 少年と 

して 深く 松 陰に 愛せら る。 五 年 十二月 松 陰， 再び 獄に 入る に 及び、 甫仙を 以て 塾の 後繼 者た 

らし めんと 欲す。 松 陰 歿後 も久坂 等と 交り、 文久 元年の 「一 燈錢申 合」 に參 加し、 國 事に 

奔走し、 文久 三年 馬 關の外 艦砲 擊 にも 加 はる。 又 高 杉の 下にて 奇 兵隊の 書記 役たり しこと 

あり、 慶應 元年より 松 陰の 遣 命 を 思 ひて 松 下 村 塾に 敎へ、 旁ら 松 陰の t せ 称 整理に 當る。 明 

治 三年 朝廷 勤皇 殉難者の 事 踵 報吿を 命ぜら るる や、 山 P 藩 廳は甫 仙に も 資料 鬼 集 を 依嘱せ 

り。 この 年 同門の 兵 部 大水-山 H 顯義に 作 はれて 大阪に 出で、 翌年 東京に 移る。 この 年 十二 

月 一 日 熟 病に 罹り 狂を發 して 死す、 享年 二十 八。 获椎原 松 陰の 墓地 近くに 葬る。 

第 四 卷三七 七 ニニ 九 二 頁 笫六卷 六 五 頁 第 十一 卷 一九 n 了  二三 二 頁  ， 


益 田彈正 

幼名 は 幾 三郞、 安政 元年 以後 彈正、 文久 以後 右衞門 介と 改む， 名 は 初め 兼 施、 後 親 施、 羊 

山と 號す。 天 保 四 年長 門 荻に 生る。 その 領邑 は須 佐に あり、 毛 利 氏の 家老に して 祿ー寓 二 

千 六十 餘石を 食む。 人となり 豁達に して 英氣 あり。 明 倫 館に 學び、 嘉永ニ 年 十七 歳の 六月 

松 陰の 兵舉 門下と なる。 嘉、 水 六 年外國 との 事 起り し 頃より、 國相叉 は 行 相と して 藩 政の 樞 

機に あり.、 藩主 敬 親 を 輔佐して 功 あり。 文久 以後 國事 多端に して 叉 寧日な し。 三年 藤 主の 

建白書 を携 へて 上京し、 大和 行幸 壤夷御 親征の 事に 與る、 不幸に して 八月 朝議 ー變 し三條 

實美等 七 卿と 共に！： に：！ る。 元 治 元年 七月 禁 門の 變には 自ら 兵 を 率ゐて 上京し、 戰利 あら 

ず歸邑 し、 後 恭順 派の ため 德 山に 幽せられ、 遂に 十 一 月 十二 日 福 原 越後. 國司信 濃の 二 家 

老 と共に 切腹 を 命ぜら る、 享年 三十 二。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰 は兵學 師範な りし 關係も あり、 sffiT 時務に 對 して 忌 撣 なき 意見 を 贈りし が、 彈正 よく 

これ を 容れ、 過激 事 を 誤らん とする 時 も 庇護 同情の 立場に 居れり。 長 藩 勤皇 運動の 中樞に 

この 人 あり、 松 陰の 意見 はすべ てこの 人に 通せられ たりし こと 誠に 注目す ベ き關 係な り。 

第五 卷 一六. K  • 一七へ •  二 五 五 頁 及び 意見書 類 第八卷 第一 〇 四號 第九卷 第三 二八 •  n 一四  一二 一一 
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五 四 • 三 五 五 ニー ニハ 〇•  n 一六  一 • 一一 一七 〇—1 一一 七 四 • 六〇 三號 第 十一 卷四 一九 頁 

fe 浦 松 洞 

名は溫 古、 字 は 知 新、 後 無窮と 改む、 通稱を 龜太郞 とい ふ、 松； 1 は その 號 なり。 天 保 八 年 

萩 郊外 松 本の 魚 商の 家に 生る。 後 藩士 根來 主馬の 家臣と なる。 幼に して 綺 事に 秀で 神童の 

稱 あり、 硐西 涯に從 ひて 四條 派の 繪を學 び、 後 京都の 小 田 海權に 師事す。 安政 三年 末 松 陰 

を 幽室に 訪 ひて 詩 を 問 ひ、 爾來 その 敎を 受け、 叉 次々 に 来れる 俊英と 交り、 遂に 尊皇 愛國 

の 人となり、 搶も亦 忠孝 節義の 人を訪 ひて これ を 描き、 後世 風敎 のために せんとす るに 至 

る。 烈婦 登 波 • 僧 月 性 • 秋 良 敦之助 • 木 原 松 独 . 西 田 直 養 • 伊藤 靜齋 • 竹院 等を寫 せる こ 

と 松 陰の 文中に 見 ゆ。 松 洞 はまた 增野德 民 • 吉田 榮太郞 と共に 松 陰の 主持 十る 松 下 村 塾に 

基礎 を 置け る功勞 者な り。 r 才 あり 氣 あり、 ー奇 男子な り、 無 逸 榮) の 識見に 及ば ざれ ど 

も、 而も 實用は 之れ に 勝る に 似たり」 と 松 陰 は 評せり。 安政 五 年 京都に 上り、 後、 y 戶に入 

りて 芳野金 陵の 塾に 學び、 旁ら 時勢 を 松 陰に 牒 報す。 九月 幕吏に 從ひ アメリカに 遊ばん と 

して 成らず、 六 年 二月 歸國。 五月 松 陰 東 送の 命 下る や、 門人 等 その 肖像 を 松； i に 描かし め、 


松 陰のお 赞を請 ひたる もの 今な ほ存 す。 松 陰 殉難 後 も 塾 徒と 交り、 文久 元年 末の 「一 燈錢 

申 合」 にも 加 はれり。 翌年 春 同志と 共に 上京し、 尊壤 のこと に 奔走す。 會. -長 井稚樂 京都 

に 在り、 公武 合 體論を 以て 公卿に 說 かんとす、 松 洞 その 論 を 軟弱に して 幕府の ためにす る 

ものと なし、 遂に 之れ を 刺さん と 謀る。 或る人 これ を 諫止せ し を 以て 果さ ざり しも 憂憤に 

堪 へず、 この 年 四月 十三 曰 粟田 山に 入りて 自刃す、 享年 二十 六。 蓋し 粟田 宮法 親王の 正義 

を 欽慕し、 宮の 旗下に 參 じて 死 を 馬 前に 致す の 意を寓 するな らんと いふ。 松；！ の 死 は 松 門 

最初の if 難な り、 同志 を 鼓舞す る所齡 しとせ ず。 明治 四十 四 年 正 五位 を 贈らる。 

第 四 卷ニ九 〇 ニー 一四 〇• 三 八 五 頁 第五 卷ー ニニ  • 四 四 〇 頁 第六卷 一二 五 • 一四 一 頁 第 八卷第 

二八 七號 第九卷 第三 〇 九 • 一  一二 一二， 四 九五號 第 十一 卷 一  一二  • 一  七 九 • 一  八  一 • 一  八 三 • 一  九 

一 • 一  九九 • ニニ 二 頁 

松 浦 竹四郞 (武 四郎) 

名 は弘、 字 は 子 重、 號は 北海 • 憂 北 生 • 柳 田 • 柳 湖. 雲津 • 雲 川 • 馬角齋 . 多 氣志樓 等 あ 

り。 文政 元年 伊勢に 生る。 十三 歳 平松樂 齋に學 び、 十六 歲江戶 に 出で 暫くに して：^ り、 十 

關係 人物 略傳  四 九 五 


關係 人物 略傳  四 九 六 

七 歳 天下 遊 歷の志 を 立て 鄕を 出で、 二十 六歲長 崎に 在り、 ニト八 =M 東 蝦夷、 ^年 西 蝦^ 及 

び 樺 太 を 探り、 三十 歲佐渡 を  一 して ：！ り、 嘉、 水 元ハ+ 海防 策 を 著 はす。 これより 海防に 關 

し 有志と 交る。 嘉永ニ 年 三度 蜋夷を 探り、 蝦夷に 關 する 著書 極めて 多し。 後蜋^ に 關し幕 

史 となる。 明治 元年 箱館府 判事、 同 二 年 蝦^ 開拓の 吏員と なり、 问三年四度北海道に"^^^る。 

间ニ 十一 年 二月 七日 從 五位に 叙せられ、 十 一 日 歿す、 享年 七十 一 。 

松 陰 は 「此の 人足 跡 夭 下に 遍く、 殊に 北 蝦夷の 事 至って 精し く、 近 藤 拾 藏以來 の 一人に 御 

座 候」 と、 大阪の 砲 家 坂 本鼎齋 に 紹介せ り。 蓋し 松 陰 は 安政 元年 江戶に 於て 相識れ るな り。 

第 八 卷第八 六 • 一  〇 二 • 一  七七號 

松 岡 良 哉  • 

名は經 平、 周 防 平生の 醫 家に 生る。 嘗て 上國 に遊學 せし とき、 紀 伊に 赴き 本居大 平の 門に 

入り 國學を 受けた る こと あり、 叉 和歌 を 善くす。 醫業 成りて 荻に 出で 開業す、 晩年に は 長 

藩の 藩醫 となれ り。 時事に 條慨 すると ころ あり、 安政 三年 頃より 時々 松 陰を訪 ひて その 說 

を 叩け り。 明治 十九 年 十月 二日 歿す、 享年 八十 七。 


第 十一 卷八 〇• 八 六 ，ー〇 五 •！〇 八 •； 五 〇 頁 

松 島瑞益 

通稱は 剛藏、 初め 瑞 益と いふ、 名は久 誠、 字 は 有 文、 韓 峯と號 す。 世々 長 藩に 醫を 以て 仕 

へ、 祿三 十九 石 餘を給 せらる。 天 保 二 年 父瑞縱 狂を發 して ！！ す、 端 益 家督 を繼 ぐ。 松 陰の 

妹婿 小 田 村 伊之助 及び 小 倉 健 作の 兄な り。 };d 戶に遊 學し坪 井信 道に 從學 する こと 四 年、 業 

成り. て 國に歸 り 世子の 侍 醫に舉 げられ て 再び、 江戶に 役す。 當時 外交の 事 迫る に 燕 主の 側近 

に： 人 多き を 慨歎し、 酒席に 於て これ を；！^ し 遂に 職 を 櫓 はるる に 至る。 ここに 於て 再び 志 

を 立てて 長 崎に 赴き 蘭人に 航海術 を學 ぶ、 居る こと 三年、 歸國 して 洋學所 創立 を 請 ふ。 藩 

主 これ を聽 きて 遂に 一局 を 設け、 松 島 一  1) をして その 長たら しむ。 安政 四 年 藩主 

西洋式 小船 を 作り、 丙-お 丸と 名づ く。 松 島 をして その 運 轉を習 はしむ。 寓延 元年 彼れ よく 

外洋に 航 して 江戸に 入る。 爾來 生徒 を激勵 して その 業 を 攻究せ しむ。 文久 元年 二月 海軍 所 

新設に 當り松 島 又 これに 與る。 三年 壤 夷の 令 下る や、 諸 艦 を 率ゐて 馬關に 於け る 外 國船砲 

擊の 事に 從ひ、 遂に 負傷す。 翌年 禁 門の 變、 四 園 聯合 艦隊 來襲 あり、 共に 利 あらず、 黨議 

關係 人物 略傳  四 九 七 


關係 人物 略傳  四 九 八 

起り て 恭順 派の ために 野 山 獄に投 せられ、 十二月 十九 日 斬らる、 享年 四十。 野 山 十 一 烈士 

の 一 人な り。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

松 陰と は 最も 早き 時代より 友人と して 交り、 その 歿後 門下生と 提携し、 文 久ニ年 十月の 京 

都に 於け る 松 陰慰靈 祭に 列し、 十 一 月 高 杉 • 久坂 等と 拨夷 血盟 を もな せり。 

第五 卷 一七. 一 ハ • 三 四 七 頁 第九卷 第三 六ー號 第 十一お 一 〇 六 頁 

松 田 重 助 

名 は 範義、 肥 後 藩の 人、 少 くして 宮部 藏の 門に 入る。 卜 七 歳の 顷^ の 小史と なりし も、 

志 は 常に 天下の 大事に 在り。 嘉永六 年 江戶に 赴き、 宮部： 水鳥. 親木 等と 時事 を議 す。 松 

陰 も當時 江戸に 在り 交る。 「同志 中の 丁 使な り …… 君子 人に して 密謀の 出來る 人な り」 と 

評せり。 松 田が 佐 久間象 山の 門に 入りし は 松 陰の 紹介に 依るな り。 翌年 三月 松 陰 下田 路海 

の 策を議 したる 席に も 列せ り。 安政 二 年 江戶を 去り、 東海 東 山の 國々 を 巡歴して 京都に 人 

り 梅 田 雲濱と 交る。 後 近畿 を 巡り、 安政 三年 一 日； 熊 本に 歸り叉 上京し、 四 年 二月 江 戶に下 

り、 長 藩の 桂 小 五郎 等と 水 戶- 長 州. 肥 後 藩の 合從を 謀りし も 機 未だ 熟せず、 五 年 志士 抓 


縛の 事 起る や： V みに 踪跡 を晦 し、 時には 變裝 して 京都に 潜入せ る も 捕 へられず、 一時 皮 多 

野 右 馬 之 介 又は 田 村 介 之 進と 稱し、 河 內の富 田 林に 家塾 を營 みし こと も あり。 萬延. 文久 

の 頃紀伊 • 肥 後 • 薩摩 • 長 門に 赴き 频 りに 國 事に 奔走す。 元 治 元年 六月 京都 池田屋 にて 宮 

部 ii 藏. 吉 E 稔. is 等と 密議 中 新撰 組に 製 はれて 死す、 享年 三十 五。 明治 二十 四 年 從四位 を 

贈ら る。 

第九卷 第一 七七號 

松 村文祥 

長 藩 老臣 浦靱负 の 家臣 か、 家 は 世々 習に して； 1： 月に 住し、 を 兼ぬ。 秋^^,、敦之助の甥、 宰 

輔の 兄、 赤 根 武人の 叔父な り。 玉 木 文 之 進 主持の 松 下 村. 塾 出身に して、 松 陰と 问學 なり。 

弘化三 年 安藝 に 赴き 醫術を 學 ぶ 。 後嘉永 六 年 頃 は 江戸に ありて 劍 を齋藤 彌丸郞 の 門に 學 ベ 

り。 その後の こと 不明な り。 

第一 卷ー 一七 頁 第二 卷 一九 一 頁 第十卷 一一 一八 〇 頁 
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籍： 

三 島 中洲 

名 は毅、 字 は 遠叔、 通 稱は贞 一郎、 相 南と 號す、 備中 中島 村に 生る。 八歲 にして-低、 hffl 

歲山田 方 谷に 從學 す。 二十 三 歳より 齋藤拙 堂に 學び、 二十 八 歲江戶 に 出で 翌年：：： 3 平^に 入 

り、 佐 藤 一 齋ニ女 及 齋に學 ぶ。 三十 歳 松 出^に 仕へ、 ^校 有終 館に 敎へ、 後學 頭に 進む。 

の 變に當 り 藩主 朝證を 蒙りし 時 奔走 大いに 力め、 封 を 保た しむ。 これより 子：？^ の敎 

養に 半生 を 終 へんと て 虎口 溪舍 を設 く。 明治 五 年 四十 三 歳、 朝廷の 徴 によりて h 京し、 翌 

年 新 治 裁判所 長と なる。 十年官 を？ 能め、 二 松 學舍を 興し、 ^學を 教授す。 次いで 東京 高師、 

東京 帝大 にも 教授す。 二十 九 年 三月、 東宮 御用 掛を 命ぜられ、 また 東宮 侍講に 任ぜら る。 

大正 四 年 職を辭 し、 宮中 顧問 官に補 せらる。 八 年 五月 十二 日 歿す、 享年 九十。 著述 i^,: だ 多 

し。 

松 陰 は 嘉永六 年 五月 伊勢に 齋藤拙 堂を訪 ひたる 時、 その 門人と して 三 島 も 座に あり。 その 

後 安政 元年 三月 上. P 橫濱 にて 會せ しも 一 禮 して 別る とい ふ。 後 松 陰の 曾孫 士； 1 田が 三 はこの 


人の ニ松學 舍に學 ベり。 

第十卷 I 一一 七 二 頁 

南 龜五郞 

名 は 貞吉、 長 藩士な り。 安政 五 年 久坂玄 端の 紹介に て 松 下 村 塾に 來り しこと あれ ども、 そ 

の 後明 倫 館に て勉學 し、 松 陰より 直接 敎育を 受けた る こと は 極めて 短時日 なるべし。 松 陰 

歿後 吉松 塾に ありて 久坂玄 端に 指導せられ、 松 T 塾 徒と 交り、 文久 元年 末の 「一 燈錢申 合」 

にも 參加 せり。 一時 長 藩の 密 となりて 長 崎に 在りし 由 なれ ども、 その他 不明な り。 

第九卷 第三 ニ九號 

宫 部鼎藏 附春藏 

ま し 今； 

名 は 赏、 號を田 城 又は 尖 庵と いふ、 肥 後 國益城 郡 田 城 村の 人な り。 家 は 世々 醫 なりし も、 

鼎藏は その 業 を 欲せず、 ：S 父增 美に 就き 山 鹿 流 兵學を 受け、 遂に その 養子と なる。 後 藩士 

の 就きて 敎を乞 ふ 者 多く、 嘉、 水の 頃より 横 井小械 と共に 靑年 志士の 領袖たり。 又 その 孝 を 

關係 人物 略^  五 〇 一 


關係 人物 略傳  五 〇 二 

以て 藩より 賞せられ たる こと あり。 松 陰 は 嘉永四 年 十二月 九州 遊 I- の 途に宮 部を訪 ひ、 爾 

來 刎頸の 交 を 結ぶ。 嘉永四 年 江 戶遊學 のとき 兩人 共に 山 鹿 素 水の 門に 在り。 「宮部 叫 ル藏は 

毅然た る 武士な り。 僕 常に 以て 及ばず と爲 し、 ；母々 往來 して 资益 ある を覺 ゆ」 とい ふ。 

相 漫遊、 東北 遊 を 共に し、 嘉永六 年 十月 松 陰 は 長 崎への 往復 途上 熊 本に 立 寄り、 宮部等 同 

志十數 人に へ inlH}- し、 大いに 時事 を議 し、 遂に 宮部は It 口 直 之 允 を 作 ひて 萩に 松 陰を訪 ひ、 

十 一 月相 携へ て 京都に 上り、 相 前後して 江戶 にいせ けり。 翌年 正月べ リ— 再び 來る や、 宮部 

は 松 陰と 共に これ を 斬らん と 謀りし が.、 その 益な くして 害 を 生ぜん こと を 慮りて 止め、 遂 

に その 三月 松 陰 下田 路 海の 事 あり。 この 前 後宮 部の 懇篤 至らざる なし。 當時宮 部 は 又^ 老 

米 田是容 (§1) に 時務 策を獻 じ、 大いに そ. の 感賞を 得た る も、 藩 宙爲す ある 能 はず、 遂に 國 

に りて 叉 世と 交らず o 文 久ニ年 十一月 長 州の 土 屋蕭海 先づ來 り、 尋 いで 十二月 出 羽の 淸 

川 八郞來 りて 時事の 切迫 を說 くや、 再び 起ちて 京都に 上り、 長^ に- して 公卿 列^の 志 

士の 間に 活躍し、 程なく 西 下して 薩 摩に 赴き 有 馬 新 七 等と 議し、 歸 藩して 意兑封 事 を 上る- 

藩主 その 弟 長 岡 護美 をして 禁闕 警衛の 下心に て 兵 を 率ゐて 上らし む、 宮部 その 中に 在り。 

年 二月 一 日； 歸 國 せる に、 京都より 御 親 兵ビ徵 せらる、 宮部叉 入京し、 12 國 より 應徵の 兵 


の總督 となる。 壤夷親 征の擧 まさに 行 はれん として 八月 朝議 一 變し、 七 卿 長 州に 下る や、 

宮 部亦隨 ひて 三 田 0^ に 赴く。 1 元 治 元年 長 藩主の； ま. 鬼に 盡カ せんた め、 密かに 京都に 上り 一 

士 n 田稔 t: 等と 池 田屋に 密議 中、、 新撰 組に 襲 はれて り 刃す、 六月 五日の 夜な り。 享年 四十 五。 

明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。  一 

叫 や 威の 弟春藏 始めは 大 助と 云 ふ、 名 は 正。 文久 三年 國を 去りて 長 藩に 赴き 國事、 に 奔走し、 

I さ兀治 元年 林っ門 の變 にも 長 藩に 加 はりし が戰利 あらず、 眞木和 泉 等と 共に 天王山に 登り 自 

刃す、 享年 二十 六。 明治 三十 五 年 正 五位 を 贈らる。  一 

^ニ卷 一二 五 頁 第三 卷四三 八 買 第 四 卷四七 ，ー〇 四 頁 第七卷 n 一四 三 頁 笫八卷 第二 三丄 一八 *ー 

四 二 • 一 一一 號 第九卷 第一 「0〇 ニニ  一二 號 第 十 卷九四 以下 • 一七 三 以下 •  is- 北 遊 日記 • 四 一一 一 

以下 • H 一七 • 四 ニー  页以ド 

一 

なめ かた いた こ  ！ 

名 は 元 球、 字 は 仲芴、 茶 村 叉 水 雲と 號す、 常陸國 行方 郡 潮 来に 生る。 壯時 江戸に 到り 山 本 一 

北山に 學び、 歸鄉の 後 単 • 正 となり 鄕士に 列 せらる。 弘化 元年 藩主 齊昭 幕譴を 蒙る や、 領內 

關係 人物 略 傅  五 0 三 


關係 人物 略傳  五 〇 四 

の 義民 を 募り 馳 せて 江戸に 至り 宽を訴 ふ、 爲 めに^ 獄に 投ぜら る。 在囚 三年、 赦 されて 後 

專ら 著述 を 事と す。 松 陰が 嘉永五 年 正月、 水戶 附近 を 歴遊して 潮來に 至り、 宮 本家に 一 泊 

したる はこの 頃な り。 松 陰は庄 一 郞と 記せり。 常 陸 史料 三十 五卷 . 關城 綠史等 成る や、 ^ 

主 これ を嘉 して 赏を賜 ふ。 文 久ニ年 六月 二十 五日 歿す.、 享年 七十。 明治 四十 年 正 五位 を 贈 

ら る。. 

第十卷 ニー  二 頁 

三 好 贯之助 關鐵之 助 を 見よ  . 

村 田淸風 

通稱は 初め 龜之 助、 次いで 新 左衞門 • 四 郞左衞 門、 後 織 部と 改む、 名 は 順 之 -將 之、 後に 

淸風、 字は穆 夫、 號に東 陽 • 梅 堂 • 松齋. 靜 翁. 炎々 翁 等 あり。 天明 三年 四月 二十 六日 長 

門 三 隅村澤 江に 生る。 世々 長 州 藩に 仕 ふ。 文化 五 年 二十 六歲 にして 藩主 齊 房の 近侍と なり 


てより 安政 1 一年 迄 殆ど 五十 年間、 五代の 藩主に 歷 仕して 次第に 要職に 進み 治績 最も 顯 著な 

り。 財政 民政 兵制 學 制に 於け る 改革 施設 枚舉 に？ あらず、 殊に 藩主 敬 親との 間に 於け る 水 

魚の 關係 はよ く 藩に 先んじて」 ヒ 政を更 張し、 士氣を 作興し、 以て 將來 に備 ふること を 得た 

り。 淸風は 長 藩 近代の 大 政治家に して、 改革 進步 派の 領袖と して 後進 祟 敬の 的たり。 松 陰 

も靑年 時代に 淸 風に 見えた る こと あり、 深く その 人物に 敬服す。 淸風亦 松 陰に 囑 望し 鼓舞 

激勵 したり。 安政 二 年 五月 二十 六日 歿す、 享年 七十 三。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

第 四 卷四九 頁 第七卷 一三 六 頁 第 八 卷笫八 • 一 八五號 第 十一 卷； 四 八 頁  • 

村 田 巳三郞 

後に 氏 壽と云 ひ、 字 は 子愼、 懇 堂と 號す、 文政 四 年生る。 越 前 藩士 食祿 四百 五十石 を受 く。 

安政 元年 米 艦 W 來の際 は 江戸に 在り て 大久保 一 翁 • 藤 田 東 湖 • 長 岡監物 等と 共に 奔走^ 旋 

す、 松 陰と 交りし はこの 時なる べし。 第 八卷第 一 〇 四號松 陰より 村 田-:^ の 書簡 はよ く當時 

の關 係を說 明す。 安政四年橫井小^！招^：の爲め肥後に使す。 文 久ニ年 藩主 幕府の 政事 總裁 

たる を 以て 從ひ てこれ を輔 く。 元 治 元年 禁 門の 變 に防戰 して 傷つく。 慶應 三年 王政復古に 

關^ 人物 略：^  ^  0  K 
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盡す。 明治維新に は會津 征討 軍參 軍たり、 明治 1 一年 福 井 藩參政 • 大參 事、 岐阜 縣措 <fp  • 內 

務大承 兼警保 頭に 歷 任し、 後 官を辭 して 家に 在り。 明治 三 卜 一年 八月 特 を 以て 從四 位に 

叙せられ、 翌年 五月 八： n 歿す、 享年 七十 九。  * 

第 八 卷第九 八 • 一  〇 四號 

毛 利 敬 親 

幼名 は猷之 進. 敎明、 後に 敬 親と 改む、 天 保 八 年 將軍家 麼の偏 識を賜 はり 麼 親と 改め、 元 

治 元年 敬 親に 復す、 諡 して 忠正 公と いふ。 文政 二 年 二月 十日 毛 利 藩主 齊 元の 第一 子と して 

江戶 麻布 邸に 生る。 四 年 ■ 五月 获に 移る。 天 保 八 年 十九 歳の 四月 藩主.！： 廣の後 を， 1 ぐ、 從四 

位下に 叙し、 侍從に 任じ、 大勝 大夫を 兼ぬ。 時に 藩主の 喪相繼 ぎ、 天災 これに 加 はり 士民 

乏す。 敬 親躬を 以て 簡素 節 儉の範 を 示し、 大いにき 政の 更張を 企つ。 天 保 十二 年 江戶藩 

邸に 有 備館を 設けて、 更番： 聪役 する 藩士の 文武 敎育 所と す。 十四 年 村田淸 風の 議を用 ひて 

城 束 羽 賀臺に 大操練 を 行 ひて これ を撿閱 し、 士氣の 作興. と 武備の 充實を 期す。 弘化 三年 四 


月 治績 顯著 なりと して 將軍鞍 Is: を賞與 す。 嘉永ニ 年 規投壯 犬なる 新 明 倫 館 成る。 嘉永六 年 

米 艦 浦 賀に來 る や、 幕 命 を 受けて 三 浦 半島 を 警備す。 安政 三年 山 田 亦 介に 命じて 洋型船 丙 

丸 を 建造せ しむ。 五 年 相 州 警衞を めて 兵〕 警備に 任ず。 この 年 八月 密 刺 を拜 す。 これ 

より 益. -皇窒 のために 力 を 致し、 文久 三年 三 四月の 賀茂社 • 石淸水 行幸の 如き 皆 その 奏請 

する 所な り。 五月 金 一 萬兩を 朝廷に 獻ず。 又 同月 馬關に 於て 外 艦砲 擊を なし 天下の- 摇 夷に 

率先し、 次いで 大和 行幸 壤夷 御親征 のこと あらんと して 朝議 ー變 し、 八月 十八 日長 藩の^ 

町 門警衞 を？ 能め、 敬 親父 子の 入京 を 禁じ、 三 條實美 以下 七卿两 F して 長 州に 假， おす。 翌元 

治 元年 長. 艇士、 離 主 父子の を訴 へんた め 入京 を 請へ ども 許されず、 遂に 君側の 奸を 除か 

ん とて 七月 十九 日禁 門の 變 となり、 戰收れ て 諸 軍：！ 國す。 而も 幕府 は 朝 命に より 長 州 征伐 

の 軍令 を發 せり。 八月 四日に は 馬 關に來 製せ る 英佛購 米の 軍艦 十八 狭と 戰ひ、 又 利 あらず、 

〈I に 和 を 講ず、 まことに 未贫 有の 難 ：5： なり。 ここに 於て^ 內恭顺 派の ：9 ると ころと なり、 

三 家老に 自刃 を 命じ、 重臣 數名 4j 斬りて 罪 を 朝廷 及び 幕府に 謝す。 然れ ども 事 だ， ¥ 屈に 

屮 につと して 高 杉： 昔 作 等 は 慶應 元年 正月 兵 を 舉げ、 恭顺派 を  一 して 藩 論を統 一 す。 幕府 再 

び 長 州 征伐 を 命ずる に 及びて、 長-藩 は 四 境に 幕軍 を 受け たれ ども 連 戰皆捷 つ こと を 得たり。 

關 人 五 〇 七 
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三年 正月 朝廷 大喪 を 以て 兵 を 解かしめ、 敬 親 先年 褫 はれ. たる 官位 を復 せらる。 明治 二 年 正 

月薩摩 •  土 佐 藩主と 共に 藩籍を 奉還し、 四 年 三月 二十 八日 病みて iCI ず、 享年 五十 三。 四月 

從 一 位に 叙 せらる、 明治 三十 四 年 正 一 位 を 贈らる。 大正 九 年 敬 親 を 祀れる 野 田 神社 を 別格 

官幣社 に 列 せらる。 

松 陰 は 十 一 歳に して この 藩主の 前に 兵書 を 講じ、 雨來 ：^.' 進講 を 命ぜら る。 嘉永四 年 正月 

に は 山 鹿 流 兵學の 奥義 を 傳授し 恩賞 を受 く。 同年 十二月 東北 遊の ため 亡命す る や、 ^^主は 

國の寶 を 失へ りと 歎き、 後 松 陰の. 諸國 遊歴 を 願 出で しむ。 又 安政 五 年 家老 益田彈 正に 命じ 

て 特に 松 陰の 言論 を壓 迫せ ざら しむ。 かくして 松 陰の 生涯 は、 一 面より すれば この 雜 主の 

知遇に 感激し、 長 藩 をして 勤皇の 第一 藩たら しむべく 常に 論究し、 率直に 建白し、 叉 その 

事に^る 人物 を 養成し、 以て 知遇に 對 へんと せる に 終始す ともい ふべ し。 

第 一 卷武敎 全書 講章 • 上書 三卷 • 將及私 一一 n 第二 卷 一 〇 頁 笫五卷 .i^ 午 文 稿； 人 之 言 •  ^務 四條 • 

意見書 額 第 六 卷ニ九 四 頁 第 九 卷第四 八五號 第 十一 卷四 〇 四頁以 下 


幼名 采女、 僧 名 は 覺了义 は 鶴 梁、 號に は默霖 • 史 狂. 王 民. 梅 (楳〕 溪 (き . 雪溪 (き . 雪 卿な 

ど あり、 慶應ニ 年 還俗 後 は，：. j 都 宮姓を 冒し、 名 を 雄 綱、 字 を絢歲 g) 、通 稱を眞 名 介と いへ 

り。 文政 七 年 十月 安藝 長濱に 生る。 彼れ は 私生子と して 母の 手に 育てられ しが、 具 さに 世 

路の 艱 難 を 嘗めつつ 僧侶と しての 修行 をな し、 後 諸國を 遍歷し 十八 歳に して 襲と なり、 二 

十二 歳の 時 本願 寺の 僧籍に 入る。 これより 先き 卜 七 歳の 時 菊 を 詠 じて 天 家の 號 となし、 皇 

窒の 衰微 を 嘆き、 勤皇の 志 を 立て、 後天 下の 名 儒 志士 を 求めて 四十 餘國に 三千 餘人 を訪ふ 

と 自ら 言へ り。 嘉永四 五 年頃より 已に时 幕 論を懍 きし も 容易に 人に 語らず、 漢詩に：， J なる 

奇僧を 以て H せらる。 安政 五 年 七月 頃 一 度 捕 はれ、 その 著述 七十 餘卷を 焚かれた る も、 方 

外の 故 を 以て 免され、 その後 長 州^ 士と 活動 を 共に し 京都に 潜入した る こと あり、 慶慮ニ 

年 三月 長 藩の 儒籍に 列す。 四月廣^1!2にて捕へられ投獄、 明治 二 年 免され て 大阪府 貫屬 とな 

り、 功勞 により 終身 三人 扶持 を 賜 ふ。 六 年 二月 湊川 神社 權 宮司、 间 四月 男 山 八幡宮 權宜に 

轉じ、 間もなく 罷む。 十 年顷長 濱に歸 り、 大藏經 和 譯の願 を 發し約 十 年 を 費して 百 數十卷 

を脫 稿せ り。 二十 年頃より 吳 市の 澤原 家に：；^ 取られ 諸方 を 遍歴し、 晩年に は 全く 同家に 在 

り。 三十 年 九月 十五 日 歿す、 享年 七十 四。 大正 五年從 五位 を 贈らる。 

關係入 物 略 傅  五 〇 九 
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松 陰 は 安政 二 年 九月 野山獄 にある 時、 获を 訪れた る默 謀と 文通 を はじめ、 翌年 八月 J は 幽-: 至 

にあり て 激烈なる 論爭の 書簡 を 交換したり e 松陰の文^1|中には默.霖が批評を加 へたる もの 

少 た か ら ず、 思想 的に も 啓發を 受け 終身 長 敬の 情 を 寄せたり しも 終に 面會 したる ， 一 と た し . 

第 四 卷七ニ  • 八  一 • 一  六 六 • 一六 九 頁 第六卷 ニー  〇： 负 第 八お-第二 〇六 •  二三 四 ！•  二三 九號 第 

九 卷第六 ニ六號 

森 鐡之助 

名 はき、 叉^、 大和 國高市 郡 越智の 人、 本姓 米 田 氏。 幼より 學を 好み、 儒 を 以て 世に立た 

ん とせし も 父母 許さず、 十七 八歲の 頃 亡命して 大阪に 至り、 德崎小 竹の 門に 入り、 數 年に 

して 鄕に歸 り、 母の 姓 をつ ぐ。 次いで 谷 三 山の 門に 入り 講 筵に 列す る こと 二十 餘 年な りき-" 

「字義 訓詁に 明なる こと 京阪に は 敵手な からん」 と 三 山 はいへ り。 嘉- 水の 末 大和 國田 井莊 

に {^1 し 子弟に 敎ふ。 慶應の 初め、 河 內狹山 侯に 仕へ、 優遇 せられて 士 班に 列す。 明治 六 年 

七月 歿す、 享年 六十  一。  _  , 

松 陰 は 嘉永六 年 四月、 谷 三 山の 紹介に よりて 田 井莊の 家を訪 ひ、 滯在數 日 孫子の 訓詁 を 論 


じたり。  . 

第 十卷！  一  I 六 六 頁 

方お t£ 節齋  . 

名 は 益、 字 は 道藏、 號は 節齋. 五城 Eg:^..E 外 節 翁 等 あり、 文化 八 年 冬 大和 八 木の 醫師文 

庵の 子と して 生る。 十 一 歳に して 父 を 喪 ふ。 文政 八 年 A 月より 京師に て 猪 飼 敬 所. 賴 山陽 

に從學 する こと 四 年、 文政 十二 年 九月 江戶に 遊び、 s 平 に 人り て在學 する こと 三年、 V 

保 四 年より 備中淺 口 郡 上 成 村に 在り、 同 九 年 四月 母の 歿する 前後 歸國 せる も 概ね こ こに 在 

り、 枕 流 塾 を 開きて 敎ふ。 弘化 元年 居 を 京都 三條^ にう つし 教授す。 仁 和 寺 法 親王 厘-顧 

臨 を 賜 ひ、 文 酒の 交を專 くし、 居る こと 六 年、 遂に 諸侯の 徵 g: に應ぜ ざり しとい ふ。 嘉永 

六 年顷は 大和 五條に あり、 安政 二 年に は備 中の 倉敷に 赴き、 半 歳の 後備 後國沼 IK 郡 一翁 江村 

に 移り、 山路 機 谷の 好意に より 推敲 塾 を 起し、 居る こと 五 年、 萬延 元年 姬路に 行きし も 再 

び 藤 江村に 歸り、 文久 元年 三月 倉敷に 轉じ、 廣江 又兵衞 の學舍 にて 敎授 する こと 四 年、 慶 

應 元年 大和に 歸り、 次いで 紀 伊に 隠れ、 那賀郡 荒 見 村の 門下 北 氏に 〈EJ す。 明治 元年. ぼ を 病 

關係 人物 1=;^  五 一 一 


關係 人物 略 博  T  -  二 

み、 その 七月 二十 六日 歿す、 享年 五十八。 彼れ は 直接 時事に は 活動せ ざり しも、 その 文章 

を 以て 正氣を 鼓舞し、 叉 藩主 老臣に 建白して 時務 を 論ぜり。 著述に桑梓は=^贤錄 • 竹窓复課 

及び 餘稿 • 節 齋文稿 等 あり。 明治 四十 一 年 從四位 を 贈らる。 

松 陰 は江暢 五郎との 關 係より 嘉永六 年 一 一月 節 齋を訪 ひ 同年 四 《 ^まで 從學 し、 大いに 漢文 學 

に つき 啓發 をう け、 一 時 は この 方面に 於て 世に. 立たん かとまで 迷 ひし 程な り。 この 年.. H 一 

月 京都に 於て 見えし 時 は 節齋を 志士と して は 棘 豪 無策な りと： 許せし も、 - 爾後 時々 文通 あり 

し 力，^ し 

第 八 卷第六 七 • 九 八 i 九九 號 九卷 第三 二  Q 號 第 十卷三 ニニ  ニー！ 五 七 頁 以下 第 十一； 卷. 1 九 七 

頁  . 

森 田忠助 附豐吉  • 

長門國 阿武 郡 黑川村 (1 ぎの 豪農に て、 その 先 は鄉士 なりし も 後 農と なる、 代々 庄屋 を 勤め 

とくち 

サ£ 字 帶刀を 許さる。 忠助 名は應 信、 通稱 また 長右衞 門と 云 ふ、 文化 三年 生る。 德 地の 富 永 

家より 入りて 森 田 氏を繼 ぐ。 その 配 は 森 田 伊右衛門 頼 寛 (11^5) の 長女に して、 頼 寬の第 四 


女 は 卽ち松 陰の 養母 久滿 なり。 忠助 農事に 精し く 且つ 氣概 あり、 松 陰の 幼より 敬慕せ しと 

ころに して 往復 特に 繁く、 晩年に 至る 迄變る ことな かりき。 1^ 居 中 も 夜中 竊 かに 訪れし 事 

ありと 云 ふ。 松 陰の 遣 墨の 外、 松 陰 十一 歳の 頃讀 みしと いふ 鲜 風の 詩 及び 忠 助との 密 話の 

至 等 今 尙ほ存 す。 武敎 全書 講錄中 松 陰が 贵穀賤 金說を 以て 「老農 森田忠 助に 質」 し、 その 

說 により 「豁然と して 穀値 下落の 害 を：^ れり」 と ある はこの 人の 事な り。 慶應ニ 年 公郞澤 

宣 嘉大 井村 楚居中 御 內用掛 申 付けら る。 问^ 九月 二十 一 日 歿す、 享年 六十 一 。 

畳 吉は忠 助の 子な り、 天 保 九 年生る。 名は敏 M、 通稱を 後に 猪 助と 改む。 松 陰と 相 親しく、 

吉日 錄に 攄樹 栽培に 就きての 問答 を 記せり。 明治 以後 村 政 及び 郡 政に 與 りて 功多し。 大正 

三年 歿す、 享年 七十 七。 

第 四卷ニ 五三， 二八 三 頁 第八卷 第二 ニ五號 第 十一 卷； 二 六 頁 

守 永 彌右衞 門 

長 藩士、 荻 野 流 砲術 家に して、 弘化 三年 十七 歳の^ 松 陰 はこの 人に 從學 せり。 守 永 も亦嘉 

永 二 年 松 陰の 兵學 門： ト たりし も 深交 あるに 非ず。 松 陰 後に 佐 久間象 山に 西洋 砲 f 術を學 びて 

關係 人物 略 五  一 H 
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より、 守 永の 固陋 を 長 藩の ために 惜しむ に 至れり。 慶應の 頃 荻 野 隊總^ たりし こと ある も、 

經歷詳 かならず。  . 

第二 卷 一九 三 頁 第 八卷第 八九號 第 十一 卷三九 三 • 四 一六 頁 

ャ 

安田 孫太郞 

名 は 直 方、 安政 五 年 十二月 松 陰 野 山獄に 投ぜら るる 時、 獄 まで 見送れる 門人 中に この 名 

え、 叉 松 陰 東行 送別の 詩 あれば、 門人た る こと 疑な けれども、 その他 知らる ると ころな し。 

笫五卷 三 五 九 頁 第 十一 卷 二三 七 頁 

安富 惣輔 

名 は 常 一 、 字 は 君 儀、 長門吉 H の 出身な り。 安政 五 年末 松 陰 野 山獄に 投ぜら るる や 常 一 亦 、 

先 だち て 在り。 乃ち 司 獄福川 厚之助の 弟なる 髙檎藤 之 進と 共に 松 陰より 敎を 受けたり。 二 

月末 大 島に 流された る も、 松 陰と 謀り 野 村 和 作の 伏 見要駕 策に 使した る を 追 はんとして 果 


さず。 その後の 經歷 不明な り。 維新 後實 界に 入りし とい ふ e 

第六卷 五八 • 一 一  五 以下 ニー 七三 頁 第 九 卷第四 五 五. 五 〇 五， 五一 一一 〇 號 . 

安元 杜預藏  . 

名 は 遮、 字 は：^: 一目、 摘 龍と 號す、 大和 郡 山の 士、 森 田 節齋の 門人な リ。 嘉永六 年 冬 郡 山 侯 

マ. C 海の 警備 を 命ぜら るる や、 翌年 正月 命 を 受けて 發し、 、江戶 に 赴きて 病に 福る、 一 H- 入 e え 

たる も復た 病み、 同年 六月 歿す、 享年 二十 七。 

松 陰 は 嘉永六 年 五月、 節. 凝の 紹介に よりて 訪問せ り。  . 

第 八卷第 七ニ號 第九卷 第三 二 〇 號 

梁 川 が： 巖 

名 は 孟緯、 字 は公圖 又は 無 象、 初めの 名 は 卯、 字は怕 免、 新 十 郞と稱 す、 i は その 號、 

又 天 谷. 百峯. 老龍 庵の 號 あり。 美 濃 安八 郡 曾 根 村の 人、 幼より 學に 就く。 十五 歳の 時、 江 

戶に 出で、 古 賀精里 • 山 本 北山に 學ぶ、 幾 くもなく 鄉に歸 る。 二十 二 歳 再び、 江戶に 出で、 

關係 人物 略 傅  £ . £ 


關係 人物 略傳  ， 玉 一六 

北 U の 『に 人る。 後ち 妻 紅 蘭と 共に 四方 を 遊 1- 十る こと 二十 年、 犬 保 五 年 祌田柳 原の 北 隅 

あ" 

お 玉ケ池 附近に 玉 池 吟社を 興し 詩 名大 下に 鳴る。 弘化ニ 年 京の 東北 鴨 川の 上に 鴨 诉小隱 を 

建つ。 星巌 もと 懷慨の 志 あり。 安政 五 年の 秋、 閣老間 部詮勝 命 を 奉じて 京都に 上り、 勤 

皇 攘夷の 士 を彈壓 せんとす るの 風評 あり、 ま 厳條慨 し澳詩 二十 五 首 を 作り 時弊 を 裁る。 已 

にして 病に 罹り、 この 年 九月 遂に 歿す、 享年 七十。 歿後 三日 尊拨 諸家 捕 へられ、 妻 紅 蘭 も 

亦抽 へらる。 後赦 されて 明治 十二 年 三月 歿す。 ^巌は 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

. 松 陰 は 嘉永六 年 十月、 同 十二月 京都に 於て 足ん まに 面會 し、 後 安政 五 年 五六 月の 頃對策 • 

• 績： 土  1 論 等 を 贈りし に、 星 厳 はこれ を 孝 明大 皇 乙夜の 覽に 供せ り。 

第五 卷ニ六 七 頁 第 八 卷第九 七 • 九八號 第九卷 第三 二三 . 三 二 六 . 三 二 七 • 三 三 九 • 三 六五號 

第 十卷四 〇 五 頁 

矢 野 長九郞 (，り 削 ーユ之 允)  . 

水戶 藩士、 幼より 武術 を 好む。 年 十八に して 徒士： = 附 となる。 ^主 德川齊 昭幕謹 を 蒙る や 

その 雪 宽に盡 力す。 安政 三年 矢 倉 奉行、 五 年 水 戶に密 勅 降下の 際、 同志と 共に 列 涨遊說 の 


途に 上る。 乃ち 姓名 を 弓 削 三 之 允と 變じ、 關鐵之助と共に山陽の諸^^を訪ひ、 获に來 りし 

は その 十二月 二十 九日な り。 然るに 藩府 恐れて これ を， お 避す。 松 陰 これ を 聞き 門弟 をして 

策せ しめたれ ども 及ばず、 遂に 要領 を 得ず して 年 正月 七日 去る。 後 九州に 赴き 三閱 月に 

して 東に 歸る。 爾來勅 匕 奉の 議を 主張し， 樱田 • 坂 下の 義擧を 助け、 文 久ニ年 夏 勅使 大 

原 重 德の東 下に 方り、 幕政 改革 藩 論 一致の 爲め まさに 爲す あらんと して 奔走 中、 病に 權り 

て 歿す、 享年 三十 九。 大正 四 年 正.. 位 を 贈らる。 

第 九 卷第四 三 一 . 四 三 一一： • 四； 二六號 

山 鹿 素 水 

名 は 高 補、 通 稱は八 郞左衞 門、 素 水 は その 號 なり。 律輕の 人に して 平 戶の山 鹿 家と 共に 山 

鹿 流 兵學の 宗家な り。 江戶に 出で て 家 學を敎 ふ。 松 陰 は 嘉永四 年 江 戶遊學 屮從學 せり。 そ 

の 著 「練兵 說略」 に は宮部 ii 藏. 長原武 と共に 松 陰の 序文 も あり。 松 陰 當時素 水 を 評して 

「學 術な しと 雖も、 才件 人に 過ぎ、 能く 家學を 講究す」 といへ る も、 後 嘉永六 年に 至りて 

は その 人を卑 なりと 見る に 至れり。 

關係 人物 略傳  五一 七 


關係 人物^ 傳  五 一 八 

^ニ卷 一二 五 • 一  二 九 頁 第八卷 第二 〇• 四 六 • 八七號 ^十卷 "七三 頁以ド 

山 鹿 萬 介 

幼名 藤 五郎、 名 は 高紹、 巖 泉と 號す。 文政 二 年 平戶に 生る、 藩士 平 馬 の 五男な り。 少 

にして 山 鹿の 宗家に 入りて 銅と なり、 家學を 以て 藩に 仕 ふ、 家老 格な り。 安政 三年 卜 月 四 

日 歿す、 享年 三十 八。  . 

松陰は嘉永三年九月平戶に遊ぉ^-し、 葉 山佐內 及び 萬 介の 門に 入り て修風 たせり。 

第八卷 第三 *七號 第 十 卷三六 頁以ド 第 十： 卷三九 七 頁  - 

後の 公爵 山縣 有朋、 幼名：： K 之 助、 次いで 小 助 • 小輔. 有 朋と改 む、 干^.^ 介 は通稱 なり、 

素 狂 • 含 雪 • 芽 城 • 椅山莊 主 等の 號 あり。 萩に 生る。 父 は三郞 とい ひ 燕の！： 卒 なり。 早く 

より 文武に 志し 大いに 努力す。 安政 五 年 十九 歳の 七月、 藩 命に より 松ド 村！！. • 徒 杉 山 松 介 • 

伊藤 利 助 • 同 傳之助 • 岡. 千丄 II 等と 京都の 情況 似 察に 赴く。 京都に 於て 久坂 玄- 瑞に識 られ、 


そのお 介に よりて 九月 歸國後 松 下 村 塾に 入る。 不幸に して 松 陰 再び 投獄せられ、 師事す る 

こと 久しから ず。 山縣は その後 國 事に 奔走せ る も、 その 名 を 知らる るに 至りし は、 慶 應ー兀 

年 高杉晉 作の 奇 兵隊に 軍監 となり、 遂に 藩 論 統一 の 偉業 を 成就せ しめたる 頃より なり。 維 

新の 際 越後 口に 出征して 參 謀たり。 次いで 欧洲 を 視察し 歸朝後 陸軍 中將に 任ぜられ、 尋ぃ 

で 陸軍 卿と なり、 爾來 我が 闽 軍政の 首班と して 闺 事の 衝に當 る。 二十 七 八年戰 役に は 第一 

軍司令官、 三十 七 八年戰 役に は 參謀總 たり。 或は 枢密院に 議長たり、 或は 内閣の 一：； 貝と 

なり、 又 その 首班たり。 明治 大正時代 を 通じて 重臣の 一人な りし こと 遍く 人の 知る 所な り。 

明治 十七 年 i 难 族に 列せられ 泊-餅、 二十 八 年 侯 餅、 四十 年 公憐を 授けら る。 大正 十一 年 二月 

1 日 歿す、 享年 八十 五。 阈葬を 賜 ふ。 

第五 卷ニ ニー  頁 第六卷 一二 六 頁 第ん 卷 第三 六四號 

m 縣太華 

名 は鎮、 字 は 文 肺、 通 稱は半 七、 もと^ 防 吉敷郡 天 華 村に 生れ、 後山 縣氏 を繼 ぐ。 初め 筑 

前の 龜井道 載に 徂徠學 を 受け、 後江 戶に 赴き 林 家に 入りて 宋舉 に轉 ず。 これより 先き 文化 

關係 人物 略^  五  一 
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ヒ年明 倫 館學頭 助役、 九 年 側 儒、 學頭 兼勤 を 命ぜら る。 十四 年 世子 齊廣 に句讀 す、 文政 じ 

年 側儒專 任に 復す。 天 保 六 年 正月 學頭 となり、 嘉永ニ 年 新 明 倫 館 落成し 規模 學制 火い に 整 

ふ、 太 華の 功 最も 多き に 居る。 翌年 十二月 學頭を 免ぜら る。 四 年 燕 命に より 四書 集^の^ 

點を改 む。 五年隱 居し、 慶應ニ 年 八月 歿す、 享年 八十 六。 その 著 阔史慕 論 は 有名な り。 

松 陰 は 嘗て 兵學 師範と して 太 華の 下に 明 倫 钳に敎 へたり。 安政 二 年 「講 孟餘 話」 の 批評 を 

乞 ひ、 その！： 體論 全く 相容れ ざる を 明かに 知る に； ムヒ る。 

第三 卷 講孟餘 話附錄 評語 第 四卷七 五-戻 第 八卷笫 ニ六號 第 十一 卷  一 二八 • 一  三 七 頁 

縣卞藏 (宍 戸. 璣) 

获 郊外 松 本 村の 安田 直溫の 第； 二子、 幼名 を-:^ 之 助、 名 を 子 誠と いひ、 松 陰 等と ともに： k 木 

文 之 進の 塾に 學ぶ。 後嘉永 元年 山縣太 華の 養子と なり、 通稱を 半藏、 名 を銜、 字 を 世 機と 

改む、 號を潮 坪と いふ。 天 保 十四 年 松 陰の 兵學 門- ト たり、 二十歳 頃まで は 松 陰と 親しく 交 

りしが 如き も、 その後 養父の 阈體 を 奉ずる を 以て、 松 陰 は その 人物の 優れたる を 認めな 

がら も、 交友 關係は it 遠と なれり。 嘉永六 年 慕お に隨 ひて 樺 太 • 蝦 奥 を 巡視す。 安政 以來 


四方の 志士と 交り、 國 事に 奔走し、 尋 いで 世子の 侍講と なる。 慶應 元年 幕府の 長 州 問罪 使 

廣，： に來る や、 戶備後 介し」 改名し、 中老 格と して 差遣 を 命ぜられ、 廣 島に 於て 陳情 辯疏 

大いに 努む。 然れ ども js# 吏の ため 一時 拘 幽せられ、 後 放 還 せらる。 功に 依り 刖に祿 を 給し、 

遂に- K 戶 氏を稱 す。 維新 後山 口 藩 權大參 事に 任ぜられ、 刑 部少輔 • 司法 少輔. 同大 輔を經 

て駐淸 特命 全權 公使と なる。 明治 二十 年子 鮮を控 けられ、 貴族院 議員に 勅選 せらる。 三十 

四月 十月 一 日 歿す、 享年 七十 四。 從ー 一位 を 贈らる。  . 

第一 卷 一八 九 頁 第 四卷七 八-負 第. 丄卷 三； 六 頁 第 八 卷第六  一 • 八 九 ニニ 五號 第九卷 第三 八 

〇 號 第 十一 卷 一 三 . WK  • 四： 五 頁 

山 田 市 之 允 

名 は 初め 顯孝、 後に 顯義、 號を空 齋. 養浩齋 • 不拔 • 韓樂 山人 等と いふ、 長 藩士 顯 行の 子 

たり。 幼より 和漢の 書 を 好み、 安政 五 年 十五 歲 にして 松 F 村 塾に 入る。 年 尙ほ少 く 且つ 從 

學 久しから ざり しも、 後年 松 陰 を 追慕す る こと 他の 門 生に 譲らず、 文久 元年 末の 「一 燈錢 

申 合」 に參 加し、 翌年の 镇夷 血盟に も 加 はり、 勤皇の 大義 を 唱へ京 橘の 間に 奔走す。 文久 

關係 人物 略傳  五 二 一 
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三年 冬歸國 して 狙 擊隊を 結成し、 自ら その 長と なる。 元 治 元年； 冉び 東上し、 七月 禁 門の 變 

に 加 はり、 月 馬關の 聯合 艦隊 來 襲に 出^す。 慶應 元年 高 杉〉：：： 作 等の 正 議に與 し 御 附隊司 

令と して 活動し、 四 境 戰ー帘 にも 禽戰 す、 後 整 武隊總 ^たり。 戊- R の 役に は 副參謀 又は 參謀 

として 各地に 轉戰 し、 陸海 軍參 謀と なり 五梭 郭を攻 む。 明治 二 年 兵部大 爪. に 任じ、 三年 大 

阪に兵 學校を 設けて これに 敎へ、 四 年 陸軍 少將に 任ず。 幾 くもなく 岩 倉 大使 一 行に 加 はり 

て 歐米各 國に歷 遊、 七 年 司法 大輔を 兼ぬ。 十 年 西南の役に 官軍 を率ゐ 用兵 祌の 如しと 稱せ 

らる、 功に より 中將に 進み 動 一等 を 賜 ふ。 十二 年參議 兼ェ部 卿、 十六 年 司法 卿と なり 諸種 

の 法典 を 制定す。 正 二位に 叙せられ、 十七 年们^ を 授けら る。 二十 三年 贵族 院議 x;? に 勅選 

せられ、 翌年 病 を 以て 辭す、 後 te; 密 顧問 官に 任ぜら る。 二十. rf- 年 十一月 歿す、 享年 四十 火" 

第七卷 二三 一 頁 第 十一 卷四 ニニ 頁 

山 田 宇 右衞門 

名 は 頼毅、 號を治 心氣齋 乂は虽 山と いふ。 長 藩士な り、 食祿 W: 石。 文化 卜 年 防國上 rl に 

生る、 實は 藩士 野 茂左衞 門の 三男な り。 文化 十四 年 入りて 山 田家 を 銅ぐ。 む 大叻 門： 卜 


の 高足に して、 松 陰の 幼少 時 は後兑 人と して 敎へ、 且つ 亦 家學の 代理 教授 を もな せり。 松 

陰の 教育に は 最も 力 を^して 將來の 方向 を與 ふ。 松 陰 亦 その 人物 識見に 敬服し、 終世 その 

上に 駕出 する こと 能 はずと い へり。 安政 元年 二月 浦賀 戌衞總 奉行の 手元 役、 二 年 三月 長 崎 

薩 摩に 使す、 後 周防德 地の 代官たり。 文久 元年 五月 英國 軍艦 馬關に 泊す る や 山 田 亦 介と 

共に 出張す。 ニ年參 政に 舉 げられ、 八月 學？： 院用掛 として 上京し、 勤皇の 事に 鋏 掌す、 已 

にして 歸國 しまた 參政 となる。 三年.！ ^、阿武の 代官、 慶應 元年 正月 表 番頭 格に 進み 兵 學校敎 

授 となり、 二月 參 政に 復し 教授 を 兼ぬ。 當時 恭順 派 失政の 後 を 受けて 大いに 藩 政 を 改革し、 

兵備 を擴 張して 幕 兵の 來攻を 待つ。 翌年 四境戰 に 大勝 を 得た る は 山 田の 功多き に 居る。 

五月 撫育 方 用掛を 兼ね、 三年 六月 民政 方 改正 掛 となり、 十一月 十一 日 歿す、 享年 五十 五。 

明治 三十 一 年 正 四 位 を 贈らる。 

第一 卷 一六 二 頁 第三 卷四九 六 頁 第 四 卷ー五 〇• 三 八 五 頁 第八卷 第三 八 • 四 九 • .一 ハニ號 第 十 

ー卷ー 一八 頁 

山 田 亦 介 

關係 人物 略 傅  五 二三 


關係 人物 略傳  五 二 四 

幼名 は 卯 七郞、 名 は 初め 實之 *憲 之、 後に 公章と 改む、 愛山 叉 は 含 章 齋 • 祀國迂 m 乂 等と 號 

す。 長 藩士 食 祿百四 卜 二 石。 村田淸 風の 甥な り。 文武に 通じ、 特に 長 沼 流 兵 學の. 拠 義を究 

む。 天 保 七 年 藩主 齊廣の 近侍と なり、 十 年 密用方 祐筆と なり 海 寇手當 方 を 兼ぬ。 その後 弘 

化丄 t 永の 間 海防の 事に 盡 力して 功 あり。 嘉永五 年 古賀個 庵の 「海防 隐測」 を 得、 その 深 

謀 遠！！ に 服して これ を活 刷し 同志に •  娘つ。 事， お r〈t に 觸れ、 七月 二十 五日；^ を 命ぜられ、 

祿の 半ば を 削りて 子 鶴 太郞に 家督 を繼 がしむ。 安政 五 年 七月； 冉び 起用せられ、 选艦 鍵^の 

事 を 管し、 爾後 長 藩の 兵制 改 ie- にあたり、 來-ぬ R 藏 等と； €： 洋式 を參^ して 新 編制 をな す。 

寓延 元年 洋式 砲碩を 鏡、 軍艦 の 建造 を 好す。 文久 年間に 至りて は 京都/江 戶に 奔走し 

て 王事に 盡 し， 或は 學習院 に 出仕し、 或は..^ 倫 船 壬 戌 丸 を 購求して その 奉行と なり、 或は 

遠近 差 引 方 頭 人 兼： i 筆と な り 更 に 手 當方頭 人 を も 兼ぬ。 元 治 元年 禁門 の 變後 恭順 派 の 爲め 

に 家に 幽せられ 尋 いで 投獄、 い 二月 十九 日 斬に 處 せらる、 享年 五十六。 野 山 十 一 烈士の 一 

人な り。 明治 二十 四 年 正 四 位 を 贈らる。 

山 S は 松 陰の #i 父大 助の 盟友に して、 松 陰 は 十六 歳の 時 長 沼 流 兵學を この 人に よりて 兼修 

し、 父 世界の 大勢に 着眼すべき こと を敎 へられたり。 


第五 卷ニ 一六 頁 第 九卷三 四四號 第 十； 卷三九 二 頁  ， 

山 根 孝 仲 

萩に て 眼科 醫を 業と せる 山 根 文 季の從 子に して、 安政 五 年中 松 下 村 塾に ありし も、 その後 

の經歷 明かなら ず。 後 萩に て 眼科 醫 として 知らる。 故 代議士 山 根 正 次の 父な り。 

第五 卷ニ六 〇 頁 第 十二 卷三七 二 頁 ， 

根 武次郞 

安政 五 年 八月 松 陰の 兵舉 門下と なりし も、 その後 明 倫 館に て學 ぶ。 時々 松 下 村 塾 にても 敎 

を 受けたり しが、 深き 關係 はな かりし ものの 如し。  * 

笫七卷 二三 四 頁 第 九卷第 n  一二 九 • 三 九五號 第 十一 卷： 六〇 以下. 四 ニー  頁 

山 本 多 右衛門 

よし あ マら 

名は義 著、 大垣 藩士な り。 文政 六 年生る。 家 世-山 鹿 流兵學 師範 を 職と す。 幼に して 父に 

關係 人物 1? 傳  五 二 五 


關係 人物 略；^  五 二 六 

學び長 じて 江戸の 山 鹿 素 水に 從學 す。 嘉永六 年 五月、 松. 陰 東 下の 途次 大 垣に 訪ひ、 談話 少 

時に して 去る。 蓋し 長 原武の 友人に して、 C 陰 このと き初會 にあら ざらん。 爾後 多 右衛門 

も 亦 江戸に 來 りて 主として 西洋 兵 學を修 む。 この間 交際の 情 を-ず かにす る 能 はざる も、 安 

政 一 一年 松 陰の 外 弟 久保淸 太 郞江戶 に 役す るに あたり、 「大垣 生 山 本 某 , も 亦 山 鹿 氏の 學 

を修 むる 者、 蓋し 志士な り、 dl 山 確 肅に御 尊ね 成さるべく 候」 と 紹介せ る を 見れば、 相當 

相識の 間にして、 所謂 鳥 山の：^ 山 泊 以來の M 志なる が 如し" 多 右衞門 後：^ 竹 姓 を 冒す。 明 

治 戊-おの 役 大垣藩 東 山道の 先鋒 を 命ぜら るろ や、 率先 軍に 從ひ、 四 力に 轉戰 して 功 ありし 

も、 遂に その 九月 會津 若松 城 攻擊の 際、 激戰^ 鬪敵彈 に 中り て 歿す、 享年 四十 六。 

第八卷 第 一 七七號 第 十 卷三七 四 頁 

ュ 

弓 削 三 之 允 矢 野 長 九郞を 見よ 

窗長  . 


幼名 潞木 虎吉、 文政 二 年 越後 阈西前 原 郡 架生津 村の 農家に 生る。 幼に して 僧と なり 叔父 宥 

善の 後を繼 ぎ、 長と 改名し^ 虎と 號す。 眞言 宗に屬 す。 後 住職 問題に 就き 奸 僧の 陷 るる 

ところと なり、 殺人罪の 嫌疑 を 以て 江 戶獄に 在る こと 十數 年、 この間 松 陰 を 始め、 佐久間 

象 山 • 日 下部 伊三次 • 僧 信 海 • 藤森弘 i 艰 等の 志士 犬い に 好意 を 受けたり。 安政 六 年 九月 免 

されて 獄を 出で 愛お 下圓福 寺に 預けられ、 後 武州熊 谷 一 乘院の 華藏院 住職と なる。 明治 初 

年藥師 神社の 神官と なり、 名 を 中 村 政-おと 改む。 晩年 兼ねて 寺子屋 を 開き 村童に 敎ふ。 明 

治 一 一十 四 年 歿す、 享年 七十 三。 

第九卷 第五 九 六 • 六〇 四 • 六〇 五 • 六〇 七號  . 

m 

横 井 小 楠  - 

名 は 時存、 字 は 子 操、 通稱平 四郞、 號は小 或は 沼 山、 文化 六 年 八月 十三 日 熊 本に 生る。 

幼より 文武に 勵み、 天 保 八 年 二十 九 歳の 時 撥ん でられて^ 學學舍 の 長と なる。 越えて 二 年 

江戶に 入り 昌平 黌に學 ぶ、 翌， 年： t りて 學を 講ず。 經 義を講 明し、 格物致知の 訓を 啓き、 大 

關係 人物 略 傅  五二七 


關係 人物 略 傅  五 二八 

いに 道義の 學を唱 へ、 事 專ら實 用に 適する をつ とむ。 嘉永四 年 四十 三歲 にして 屮阔 畿內を 

經て 北陸に 遊び、 京師に て 諸 名士と 交る。 安政 元年 兄 時 明 病みて 去りし かば、 嗣子 を 助け 

て祿百 五十石 を嗣 ぐ。 この 年 富 國論を 著 はす。 翌年 越 前 侯に 聘 せられたり。 文 久ニ年 越 前 

侯 幕府 總裁 職と なるや、 叉聘 せられて 江戶に 赴き 幕政に 與り、 翌年 國 に：！ る。 明治 元年 三 

月 徵士の 命 を 奉じ 京師に 赴きて 制度 ：5 判事に 任じ、 從四 位に 敍 せられ、 參與 職を拜 す。 明 

治 二 年 一 月 五日、 朝廷よりの：！ 途 暗殺 せらる、 享年 六十 一 。  , 

松 陰 は 嘉永六 年 十月 第二！： 熊 本 旅行に 際し 面談す。 これより 先き 嘉永四 年 八月 顷宮部 藏 

の 紹介に て、 小 楠获に 遊びし 時 は 松 陰の 不在 屮 なりし も、 赏家杉 氏を訪 へり。 

第八卷 第二 二 • 三 四 • 九四號 第九卷 第三 〇〇• 三 ーニ號 第 十卷四 一一 頁 以下 

横 山 重五郞  • 

名 は 潔晴、 後に 通 稱を幾 太と 改む、 號を郁 道 又は 孤松と 云 ふ。 天 保 十二 年に 生る。 長 藩士、 

代々 食祿 八十 二 石、 萩 郊外 上野に 住む。 安政 四 年 十七 歲 のとき 松 陰の 門に 入り、 後に は：！ 1： 

志 を 松 本 村の 上野なる 自宅に 集めて 勉學 す。 松 陰 これ を 一 敵！： なりと 言 ひて 喜べり。 後江 


戶に 出で 安井， 軒に 學び、 歸阈後 は 主に： t 校 明 倫 館の 敎 校に 從 事す。 維新 前 大津郡 代官と 

なり、 明治 初年に 一 i 井 縣學務 課長 兼中學 校：！； K たりし こと あり。 後山 口 縣に歸 り、 大津郡 

長たり しこと 前後 合せて 十八 年に 及べり。 功に より 從」 ハ 位に 叙 せらる。 明治三十.^-年^5又す、 

享年 六十 六。 

第四卷 n 一八 六 頁 第九卷 第三 ニ四號 第 十一 卷四 ニー  頁 第 十二 卷 一八 六 *ニ〇 三 頁 

吉田 榮太郞 

名 は 秀實、 字 は 無 逸、 後に 稔ま： (II.) とい ふ、 松 単； 久輔 . 同 勇 • 松 村 小 介 . 關ロ敬 之 介 は 

一時の 變名、 號 は風萍 軒、 足 輕淸內 の 長男に して、 卜； " 田 姓 を自稱 す。 天 保 十二 年 正月 二十 

日 生る。 久保 五郎左衛門の 松 下 村 塾に 入り 勉學、 嘉、 水 六 年 十三 歳に して 江戶に 下り、 ^^邸 

の 小者と して 仕へ、 获 と江戶 とに 往復す る こと 數度、 家計の ために 志 を 伸ばす こと 能 は ざ 

る を 恨みつつ、 私 かに 文武の 業に 勉 めたり。 安政 三年 十，： ハ 歳の 十 一 月 二十 五日、 初めて 幽 

窒の松 陰に 敎を乞 ふ。 翌年 九月 江戸に 下りて 記錄 所の： 倚 徒と なる まで、 增野德 民. も. ffi 松 

洞 等と 協力して 松 陰の 塾 を 盛なら しむる に與 つて 力 あり。 松 陰 もまた 彼れ を 愛し 大ぃ に囑 

關係 人物 略 it  五 二 九 


關係 人物 略傳  五三 〇 

望す ると ころ あり、 識見と 才智 ある 俊英に して 高 杉 • 久坂 • 入江と 併せて 松 下 村 塾の 四 天 

王と 稱 せらる。 同 五 年 十 一 月頃 歸國 せる に、 當時 塾に 於て は？ 1 部 老中 要擊 の計畫 あり、 彼 

れも その 血盟に 加 はる。 松 陰 投獄の 命 下る や、 他の セ生 と共に その 罪名 論に 奔走して 家囚 

となる。 この 事 ありて 以來 彼れ は 松 陰 はじめ ：！： 門？^ とも 交 を 絶ちて 沈默 し、 一時 松 陰 さへ 

その 心 死 を 疑 ひし ほどな り * 松 陰の 刑死 を 聞きて、 心 喪に 服す る こと 百日 なれ ども 遂に 出 

でず。 松 陰 刑死の 月胥 徒と なり、 翌萬延 元年 兵 ^警衛の 御 番手と して 出張、 その 十月 亡命 

して 江戸に 出で、 旗本の 士妻木 田宮の 使用人と なり、 次第に 重用 せらる るに 至る。 蓋し 心 

中 深く 期す ると ころ ありし ならん。 然るに 時勢の 變に伴 ひ 江戶に 在る の 要な しと 認め， 文 

久ニ年 七月 京都に 上り 藩の 世子に 見え 罪 を 乞 ふ。 世子 罪せず して；^ 參を 許す。 その 十月 十 

七日 京都に 於け る 松 陰慰靈 祭に は 松 門の 烈士と 共に 參列、 これより 彼れ の 活動 始まる。 十 

一月 肥 後に 使し、 翌 三年 正月 接 夷 血盟に 加 はり、 二月 江戸に 使し、 四月- S 夷 期限 を 五月 十 

日と 定めら るる や、 久坂 玄瑞 等と 共に 馬 關に歸 り、 急用 を 以て 野 村 和 作と 京都に 派遣 せら 

れ、 七月 五日に は 吉田松 陰に 從學し 尊壤の 正義 を辨 知し 心得 宜しき を 以て 士分に 準じ 名字 

を 許さる。 時に 馬關の 攘夷 一件より 幕府と 長 藩との 關係圓 滑なら ず、 吉田 はこの 間、 y 戶. 


京訇. 山 口に 往復して、 縱 横の 奇才 を 撣ふを 得たり。 これ 蓋し 前年 幕臣の 使用人た りし 效 

某な り。 元 治 元年 六月 五日 京都 三條の 旅館 池 田屋に 於て 長 藩 及び 諸 藩の 志士と 密議 中、 新 

撰 組 浪士に 襲 はれ、 督戰 せし も 重傷 を负 ひ、 長 藩邸の 門まで：！ り來 りて 自刃す、 享年 二十 

so 明治 二十 四 年 從四位 を 贈らる。 

第五 卷ニ九 七 • 一! 一 〇〇 •  一二三 八. 三 四 〇 • 三 四 五 • 一； 一八 三 頁 第五 卷； 七 七 •  n 二 九 • 三 二 四 ニー 一 

四 七、 以下 • 四 四 二 頁 第六卷 ニニ 一 了 一四 七 • 一  五 四 頁 第 七卷ー 六 六 • 一七 三. 一七 四. 一八 

八 • 一九二 • 二 四 五 頁 第八卷 第二 八  一 • 二八 四— 二八 六號 第九卷 第五 八 五. 六； ニ號 第 十一 

卷四八 以下 • 九 一 以下 • 一  〇 五 以下 • 三 三〇頁 

吉 田久滿 (£0 

吉田大 助 賢 良の 妻 卽ち松 陰の 養母な り。 長門國 H 武郡 W: 一川 村 ftg) の 豪農 森 B 伊右衛門 賴寬 

の 第 四 女に して、 松 陰の 書 GTCillg 稿) に 森 田賴久 女と ある は 誤りな り。 賴久は 久滿の 祖父 

に當 る。 久滿 家格の 關係 にて 姻戚 久保 五郎左衛門 久 成の 養女と して 天 保 三年 大 助に 嫁す。 

爾後 名 を 里と 改めた るが 如し。 天 保 六 年 夫大助 の 歿する や、 節 を 守りて 森 田家に 寄寓 

關係 人物 略傳  五三 一 


關係 人物 略傳  五一 一一 二 

す。 松 陰の 書に 黑川北 堂と ある はこの 人な り。 その後 壤. -松陰 及び 杉 {豕 を 訪ひ爲 めに 盡す 

ところ 多し。 殊に 松 陰 入獄 中 は 憂慮 盡カ 一方ならず、 例へば 松 陰より 久滿 宛の 書に、 「け 

つこう の 品 御 惠み遣 はされ、 人 やの 寒さ 相し のぎ 御禮 申し 盡し 難く 存じ 上げ 候」 と あるが 

如き これな り。 松 陰の 歿する や 慕 參を缺 かさず、 法事 をき 家に 營み 供養に 力めたり。 明治 

五 年 十 一 月 二十 八日 (^, 陽) 歿す、 享年 五十 九 か 六十。 

第四卷 二八 三 頁 第 八卷第 一 五 • ； 八 • 一  九 •  ニニ  •  一二 七 •  ニー 二. 一四  一 • 一  五 九 •  一  .！ ハー • 

二 〇四*  ニニ 五號 第九卷 第. 一 ハ ヒー 號 第 十二 卷杉 资 先生 傳 

丄 口田 大助 杉话齋 先生 傳を 見よ 

吉村善 作 

名 は 行昭、 字 は 明 卿、 號は 五明 庵 • 花廼舍 *顯 龍な ど あり。 安政 元年 松 陰^ 山 獄に繁 がれ 

し， 時の 同囚 にして、 當時 四十 七 歳、 在獄五 年な り。 嘗て 寺子屋の 師：： ^たりし こと あり。 俳 

諧を 善くす る を 以て、 途に松 陰の 獄中 敎化 運動に 斯の道 を 以て 協力す るに ：4f- る。 後 松 陰 は 


富 永 有 隣と 共に 松 下 杓 塾の 師 たらし めんとの 意 ありし も果 さず。 安政 三年 十月 免獄、 藍 島 

に 流さる。 その後の 消息 明かなら ず。 

第二 卷赏月 雅^ • 獄中 俳諧. 宽魂慰 草 第 四 卷七八 ニニ 五 頁 第 七 卷三九 五 頁 第 八卷第 一九二 

二 四六號 第 十 一 卷 七三 頁 

ラ 

羅森 - 

支那 廣 東の 人に して ペリ I の坐乘 艦に 通詞 たり。 松 陰 夙に その 名 を 知れる を 以て、 下田 蹄 

海のと きゥ 1- リア ムスに 彼れ と面會 せんこと を 乞 ひし も聽 かれず、 遂に 會 はず e 松 陰 は 皮 

れ の著續 日本 日記 (f 一 ほ" を讀み 感慨 深き ものの 如く、 讀 後の 跌文 あり、 已未文 稿に 載 

す。 

第 六 卷ニ九 三 頁 第十卷 囘觀 錄 ー；；月 七： n の 條 • 三月 二十 七.； 化 記 

レ 

sf 人物 S  i  一二 
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冷泉 雅ニ郞 (： 大野 御 民」 

ひ vf はら 

名 は 淸稚、 號は 本淸、 長 藩士に して 歌人なる 冷. = 水. 古風の 子な り。 天 保 十二 年 萩 土 原に 生る _ 

明治 二 年 天 野 家に 養子と なり 重 次 郞と稱 せし こと あり。 林 百 非の 甥な り。 安政四ハ.^十七歲 

にして 松 下 村 塾に 入り、 十 一 月頃 は 岸 田 多 門と 塾に- おせり。 松 陰 询難後 一 時 その 存在 明か 

ならざる も、 文久 三年 京都に 在りて 王事に 奔走し、 その 四月 久坂 玄！ S 等と 共に 娘夾 のた め 

馬關に 下りし こと は 確かな り。 後奇 兵隊に 人り 器械 方會計 方たり、 慶應- 兀年舂 は 御^ 隊に 

在り、 四 境戰爭 に從 軍す。 明治維新 後 司法官と なる。 晩年 山 口に 退隱 す。 明治 三十 六年歿 

す、 享年 六十 三。 松 下 村 塾. 零 話 (^^ に) ニニ 十一 豪傑 列 傳. 防 長 正 氣集. 創業 II.M 顧 集 等 

の 著 あり e 

第 四 卷三八  一 • 三 八六頁 第 十一 卷六五 • 一;〇〇 •  二三 九 頁 第 十二 卷 一七 八 • 一八 七： 负 

和 田 小傳次 附片 野十郞 

名 は 唯 之、 長 藩の 輕卒 なり。 松 陰の 父 杉お 合 之 助 組に 屬す。 安政 六 年 五月 松 陰 東 送の 時 撰 


ばれて 護送 人中に 加 はり、 懇切 を盡 す。 また 松 陰の 感化 を 受けた る こと も 多 かるべし。 そ 

の後國 事に 奔走 中、 文久 三年 十月 河 上 正義 等と 澤宣嘉 を 擁し、 伹馬生 野に 義擧を 企て、 戰 

備計畫 中 幕府の 追討に 會ひ、 事 遂に 敗れ 自刃す、 享年 二十. fr 明治 二十 一年 從 五位 を 贈ら 

る。 

片野十 郞は當 時 十 郞左衞 門と 云 ひし 人なる べし。 同じく 長 藩 の輕卒 にして 土 (介 蕭海 の 門人 

なり。 松 陰 東 送の 際、 杉 百合 之 助 組に 屬し、 護送の 員に 加 はり、 小傳 次と 共に 松 陰 を 好 遇 

し、 その 感化 を 受けし 事 多し 。後出 縣等 と共に 國 事に 盡し 維新 後 陸軍 大佐と なる。 淚松 

集 • 縛 吾 集 は 松陰舆 中に 口占せ る を こ の 二人 書記せ しもの なりと 云 ふ。 

第 十 一 卷三四 八 頁 
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〇 宋元明 鑑紀奉 使 杪は松 陰 一 一 十七 歳の 安政； 二 年に 宋元資 治通鑑 • 明朝 紀事 本末の 1 一書より、 

朝 命 を 受けて 外 朝に 使し 外交の 任に あたった 人々 の 事 を抄錄 して 批評 を 加へ たもので ある。 

當時 日本の 國 情が 米 露 その他 各國 との 外交問題 を屮 心に いちじるしく 紛糾し、 幕府 も 使節 を 

外 阈に遣 はさんと する の議 があった 際の ことと て、 獨立國 家 日本 を 恥 かしめ ると 否と は 一 に 

使臣の 態度に 關る ものとの 見地から 著 はされ たもの 故、 勿論 使臣の 桟範 とすべき 事 f2 を 主と 

して 拔萃 して あるが、 又 逆に 國 家の 體面を 傷け た 使臣の 醜態 を も 載せて 戒めと し、 幷 せて 使 

臣 たるべき 資格 を 論じて ある。 殊に 使臣の 任務が 單に 外交問題の 交涉 討議 のみでな く、 敵情 

審 索の 必要 ある ことまで を實例 をと つて 示して ある こと は、 松 陰の 當 時の 持論で あり、 且つ 

下田 踏 海の 理由 もこれ に 他なら ぬ もので あつたが 故に、 特に 外！： に 行く 使節に {in 分の 達成 出 

來 なかった この 冃的 を實 現させようと 欲した ためで ある。 こ の こと は 使臣 派遣の In 的が！： 體 

を： g してまで 和せ ねばならぬ もので 絶對 にないし、 從 つて 將來 一 戰の 場合に 役立た しめる た 

めに 當然 要求 せられる ことで、 固より 松 陰の 卓見で ある。 

解 題  一 


この 書の 最後に 明の 壬 午 殉難 • 甲 申夠 難の ニ篇の 事に 觸れ て、 その 抄錄 を卷 尾に 加へ たい 

3ni を 記して あるが、 如何なる 理由に よる もの か、 その 目 的 は 達成され なかった らしい。 

本書の 自筆 原本 は傳 はって ゐ ない。 俱し获 市松 陰 神社 藏 本のう ちに 高 杉^ 作 筆の 「春風 雜 

錄」 なる ものが あり、 その 第 四 冊に 本書の 寫 本が あるので、 これ を 原本と し、 r 慶應 四年晚 

春 刻 成」 と 奥附の ある 松 下 村塾藏 版本 を參考 とした。 尙ほ 「春風 雜錄」 の帙 裏に は 「高 杉晉 

作の 雜錄 にして、 奉使抄 中には、 先生 自筆の 正誤 數筒所 あり、 奉 使抄の 原本 不明に 付き、 此 

の 本 を 以て 手抄に 次ぐ ものと す」 と 記して ある。 

原本 は 勿論 漢文で あるが、 今：！ 書 流しに 改める に 際して は、 更に 原典 二 書の 他に 宋史紀 事. 

本末 等 を參考 にして、 原本の 甚 しい 誤り は訂 し、 又 頭註に よって 說 明した 個所 も ある。 

〇 外 蕃通略 は 幕臣 近 藤 守 重が 幕府の 外交文書 を纂輯 して 一書と した 「外^ 通 書」 より、 各國 

との 交涉 の事實 及び、 その 書式 を拔萃 して これに 批評 を 加へ たもので、 安政 四 年 三月の 著、 

原 漢文で ある。 前書に 於て 奉 使の 態度 を 批判した に對 し、 本書に 於て は 幕府 外交文書の 書式 

が 日本 國體の 尊嚴を 冒瀆せ る こと を 痛論し て 人臣 外交の 罪 を 指摘し、 德川氏 の 濟 踰と卑 と 

を 篤って 我が 國 外交の 正道 を 明示して ある。 當時 外交 交涉 が 頻繁に 行 はれる とともに 書信 往 

復の數 も 非常に 増加して 行く 情勢に あつたが 故に、 書式 をと ほして ！：- ぼの 體面を 傷 けんこと - 


を 最もお そ れた松 陰 の 憂國 の 至情 の、 まると ころ、 直接 に 外交 の 任に 當る 幕府 の 罪 を 難詰 し て 

罪の 身 家に 及ばん こと を 顧みない 態度 を 併せ 見るべき である。 

これより 先き 對 馬の 學者雨 森 芳洲が 新 井 白 石に 書 を 贈って、 將 軍が 朝鮮へ の復 書に 日本 國 

王と. EI 稱す るの 非 を 論難した ことがある。 松 陰 は 本書 を 著 はして 後に その 事 を 知り、 三 箇月 

後卽ち 安政 四年閏 五月に、 芳洲の 國王稱 號に關 する 書簡 を寫 しとった。 そして 先輩が 旣に自 

分の 言 はんと 欲する ところ を！ 百 ひ盡 して 居る と考 へ、 その 意味 を 跋文に 述べ、 且つ 芳洲の 書 

簡 原文 を 自著の 後に 附錄 とした。 促し 論じ；： の 透徹せ る こと もとより 芳洲も 松 陰に 及ばぬ こと 

ろが ある。 本 全集に 於て はこの 附錄は 省略した。 但し 附錄 に跌 した 松 陰の 文が あるが、 それ 

は已 にこの 時代の 文 稿 丁 已幽窒 文 稿 II 卷 中に 「雨 森 i 方洲 先生の 國 王稱號 論^」 として 收め 

られて あるから、 就いて 見られたい。 

本書の 自筆 本 は 二種 あり、 共に 萩 市松 陰 神社に 藏 せられて ある。 一は 草稿 本、 一は 成稿淨 

書 本、 何れも 表紙 は 漉 引 厚紙で、 用紙 は 本文と 跌 文が 常用の 四：. X 字 詰 半紙 原稿紙で ある。 本 

全集 は 成 稿 淨書本 を 原本と し、 攔外 にある 山 田 字 右衛門の 短評 及び 本文の 同 批點は 省略した * 

本書の 本文 は 明治 二十 七 年吉田 庫三に よって 公 W せられた が、 他に 出版者 も 年代 も 分らぬ 同 

內容の 和装 木 活版が ある。 幕末 或は 明治 初年 代 かと 思 はれる が、 內容の 性質 上 匿名 出版と し， 


解題  四 

たと も考 へられる。 なほ 本書 は寫 本と して 廣く 幕末 志士に 愛讀 せられた ものである こと を附 

言して おく。  • 

〇 雜纂 • 補 遣のう ち 雜纂は 松 陰の 自記で 書簡に も あらず、 詩歌 文集に も 入れが たい もの、 多 

くは覺 書と 見られる 程度の もの を 集め、 年代順に 排列した。 補 遣 は 本 全集 該當卷 に：^ れ たも 

の卽ち 書簡 三 通と 詩文 拾 遣に 入る ベ き 性質の もの } 通で ある。 

〇關 係雜纂 は その 大部分 は舊 全集 第 十卷に 網羅せ られて あり、 本 全集 に は 全部 こ れ を 割愛す 

る豫定 であった が、 そのうち 特に 重要な もの、 卽ち 主として、 松 陰 刑死 當 時の 狀態 を？ 奴 知し 

得る もの、 家庭 人と しての 松 陰 を 想望し 得る 肉親の 追憶 談、 村 塾 指導者と しての 松 陰の 姿 を 

知る に 足る 門下生の 談話 著述の 三つに 限って、 一纏めに して 載せた。 そのうちの 個々 に關し 

て 解題 を 要する もの は、 その都度 頭註と して 記して 置いた から、 ここに は 說明を 省略す る。 

〇 杉话齋 先生 傳 以下の 五篇 は、 夫々 松 陰と 最も 密接な 關係 のあった 實父 杉お 合 之 助 • 實母杉 

瀧 子 • 叔父 玉 木 文 之 進 • 伯父 竹 院和尙 • 實兄杉 民 治 i 太の 略傳 にして、 始めの 三篇は 曾孫 士  n 

田 庫三 編 「松 陰 先生 遺著」 に 載せられ たもので、 「太夫 人 實成院 ；；； ：狀」 が 杉 民 治 編、 他の 二 

篇は吉 田 庫三の 編で ある。 但し 本文 以外の 附 錄は舊 全集に 收 める とき 委員の 手に よつ て 補 加 

せられた ものである。 後の； £ 父 • 兄の 二つ の傳は 金員 廣瀨豊 が 作製して 舊 全集に 收め たもの 


を その 儘 今；^ 使用した。 

0 關係 人物 略傳は 同じく 舊 全集 編纂のと き 委員 玖村敏 雄が 作製した もので、 今 间委： 貝 廣瀨豐 

執筆の もの を も 若干 加へ た。 本文 初めに 凡例 を附 したから、 說明は 省略す る。 

以上 本卷に は抄錄 では あるが 重要な 著述と 見られる 1 ー篇の 他に 雜慕 . 關係 人物 傳を牧 めた 

が， 宋元明 鑑紀奉 使 抄 • 外 幕 通 略の 漢文 を阈 文書 流しに 改める こと、 その他の 頭註 等 ま總べ 

て 委員^ 村敏雄 . 西 川平吉 が擔當 した。 
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小店 出版物 中、 萬 一 不完全な 品 (落丁  .亂 丁 等) が ありまし お 節 は、 御手 數 乍ら わたく 

御. e. 出 下さる 事 あ 御 願 ひ 致します。 -i^ とへ 御 ill 後で あ h- ましても、 C 十 速お 取替 致します。 


昭和 十五 年 四月 二十 E 印刷 

昭和 十五 年 四月 二十 五： n 發 行 


吉田松 陰 全集 第 十二 卷 


P 


發行所 


基 

行 


者 

者 


やま t  、ち ナん 

山ロ縣 

右 代表者 齊 

東京 市 神 田 K 1 ツ^  二 

岩波 茂 雄 

東京 市， t 田； Ell 錦 町 二  丁： E 十 一 番地 

白 井 赫太郞 

東- .2- 市祌田 K 錦 町  一一 一丁目 十 一 番地 

精  興  社 


柬京市 神 E 區 一 ッ橋ニ  丁目 一一 一番 地 一 


岩波 書店 


電 1 め 二八 七 • 一  八八番 

九 段； 3 1 一八 九 • 一  八 0 番 

&替 口座 東京 七 四 ニハ番 I 


958Z52D  szl- の 


